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[可能。 将来、 シンセ サ fT 一機 能な どめ カートリッジ 

まれる 予定。 共通言語 MSX ベーシックを 使いな 

ち拉張 性を 満足させる、 ナショナ^の 技術力で fc 

体// 、•ー ソナル コンピュータ 0^2000 標準価格 54,80 0 円 
(•法 (高さ X 幅 x 奥行) =72x430x232mm  ►重 «t=3.6kg 別売 周辺機器/ 
ト デ T ス ブレイ & テレビ TH14-N25G 標準 偭格 84.800円 .ブロ グラム レコー 

?Q-8300 標準価格 18.000円 •ジョイス テ f ック CF-2201 標準価格 3.500円 
! 本) •カラー ブロ ツタ ブリン タ CF-2311 標準価格 69,800円 .プリンタ イン ター 
イス カートリ  ァジ〇「-2121  標準価格  8.000円  •周辺機器の 接 規 には 別売の 
8 コードが 必要です 〇 •ナシ a ナ n タレ ジット •ローン も ご 利用 〈ださい。 • 

n 、合わせ、 カタ ロ外) ご 希 穿の 方は、 住所. 氏名. 年齡 .職業を ぉ if きの mmSH 
F571 大阪府 鬥真市 大字 門 真 1006 番地 焓 T*Siil ㈱ 悄银榷 S 部 VS.MA 
:係 まで。 MSX マ- ク のはし 、つた もの i 互換性 か •あります。 ソフトウェア も 

トウ エア te 由 うこと がて •きます。 IS1 は マイク □ソ 7h 社の 商樣 です。 松 T— 麗 

©1983  Universal  City  Studios,  Inc.  All  Rights  Reserved.  +  A  Trademark  of  and  licensed  by  Universal  City  Studios.  Inc.  Japan  Agent -St*  International  Inc 



マニア ライクな キー ボート: 基本に 徹した ナ ショ ナノ 
僕らの コングが 復活した 〇ノ 、。ソ コンと いう、 時代を 
呼吸す る 新 U 、生き物と なって。 共通言語 MSX 

ベーシックを しゃべり、 MSX の 基本 思想に 徹して、 

ム ダを 省 t 、た 設計 >  待って たんた; 僕らの 王者よ。 

MSX は パソコンの 未来 規格です >  ノ 、ー ドと ソフト 

の 互換性が 実現され たから、 MSX^ —ク のはい つ 

たもの なら、 プログラム も 周辺機器 も 自由に 使え 

ます。 MSX を マスターして おけば、 将米も 有望 0 

さあ、 コングと 共に 無限の 可能性を 追い かけよう。 

未来を 考えた、 基本 忠実 設計です >  パソコンの 

流れを 芡 える MSX。 だから、 キングコングは その 

基本 思想に 忠実な のです >  例えば、 キーボードは 
ビジネス にも 使える マニア ライク 仕様。 うち やすい 大 

型 キーが 魅力です。 長い か 、だ 使って ^ 、ただく た 

めの 堅ろう な ホ" デ f、 あきの こな ̂  、カラー リンク: プリ 

ンタ などめ 周辺機器 も 統一 性 ある デザインに 仕上 

げられ て t 、ます 0 ナショナ^ MSX は エキス ハ0— 卜に も 
ビギナー にも、 Msx(；mA でいた だく 命 機で t； 

手 ごた え 充分 ノ  <ワ フ^な 32KB ベー' シックで， 

14 桁の 倍精度 関数 や 強力な エラー ハンドリン 

命令な どを 持った ノ 、。ワ フルな ベーシックが、 君の 

ヤ レンジに 銳く 応えます。 高度な プログラム づ くりは ■ 

ろん のこと、 基本 I/O シス f •ムが 公開され てい ま 
から、 高速な 機械語 プログラム も 効率よ く 作れ ま 

君の 上達に 合わせて 進化す^、 ダブ^ ロッ纖 

2 っの スロット t 二抗張 RAM や ROM、 様々 な インタ 

フ^イス カートリッジを 差し込めば、 自由に システ^ 



® SANYO 

「ひとり ほち ち」 に 反対！ 
みんなで、 仲良く、 MSXo 

楽しい こと や 便利な ことは、 みんなが 同じように できる のがい い。 

誰かが ひとり だけで こっそり 楽 しんじゃ うの も 良くない し、 どんな 

に •所 懸命がん ばっても、 中々、 自分の ものに できな •い、 なんての 

も 良くない よね 0 だから、 MSX。 たとえば 英語 や 算数の パソコン 

学習なん かで も、 みんなが 同じ ソフトで 勉強 すれば、 同じように、 

できるようになる じ ゃない。 ゲームを して 遊 ぶん だって、 みんなで 

同じ ゲームが 楽しめたら、 同じ 話題で 盛り上がれる もんね。 そう、 

MSX には、 仲間は ずれ や 落ちこぼれ なんて、 全然 いないんだ から！ 

►ライトペンが おもしろい： みんなで 楽しむ MSXoWAVYlO な 

ら、 ライトペンで、 画用紙に 絵を 描く みたい に、 ブラウン管に、 力 

ラー グラフィックスが 描け ちゃう。 キーボードで 入力す る 代わりに、 

ブラウン管に 直接 ペンタッチして 入力で きる ソフト も、 続々 登場 中！ 

5T 公 ソナ ル]:; ti-ク 

电ダ 仕 免 •CPLh..Z-80ATJ ン ハチ ブル «ROM … 32KB(MSX-BA6IC>_RAM … 32K8+VRAM16KB •表示 ％ 力. •.テキスト 表示: 办 字 X24S  40 文字 X24 行 •ヶ: 
K 号、 アイ ウェオ S^:」., 73 キー •サ フント* 庇 •.•財 ク クープ,  3 重和奋 +1W 梁 B •ライトべ ン费吒 ..付* (ラ "〇 ■ペン + ラ V 卜べン ソフト) 馨禹 像 出力… RF 馆号 .コン;! 
レ ル (セント 〇 ニ クス 社 仕 枝に 法昶>  •ジ^ < ステ イツ;？.- -2 赛 子# 力ー トリ ッ ジス a” 卜 個 (MS.XAft 格) 籲1.  〇拉强 パス --.5QPW 春爾为 •消 R 電力… AClQ0V(50i£0l 

•カセット f 

班鬱 ..-385_ 

2 面 •キーボード.  •  •英数 3 ひらがな カタ カ" 

戈、 1200,2400 ボー •ブリン タイン ターフエー; 

8 ビブ トバラ 

MSX は、 ハードめ 基本 仕様が 同じ。 だから ソフトに も 互換性が ある。 
国内 11 社が 発表した すべての MSX パソコンで: 同じ ソフトが 使えます。 (昭和 59 年 2 那日 現在）  . 

•  i^sxl マークは >  マイク a ソフト 社の 商標です， _i 羊し い 資料の ご « 求 ば 三洋 霣* 株式会社 営業 本部 PA 企画 部 M 保 〒570 大阪府 守 口 市 大日 東 町 100 番地 TE し 06 (901)111〗 （代表） まで どうぞ。 







A 未来を 開発す る 三菱 罨糂 

あなたの プログラミングの 才能を、 「おもしろ •ソフト コン テス ト」 で 試し 

てみ ません か。 三菱 MSX パソコンの かわいい キャラクター を 使った MSX 

標準 仕様の ムービン グ •プ ログ ラ ム 又は、 ゲーム プログラムを 大 募集 

いたします。 ご 応募いた だいた 作品の 中から、 傑作 賞と して、 DIATONE 

音楽 ロボット 「ロボ ティ」 z-io 形、 ss-zio 形を I 名 様、 佳作 賞と い:、 三菱 

テレビ プリンター SCT-P50 形を 2 名 様に、 そして ご 応募いた だいた 

方 全員に 記念品を 進呈。 クリエ イ ティブな、 オリジナル 性 あふれた 愉 

快な 作品を 待って います。 ふるって ご 応募 下さい。 

応募 方法 

プログラムを 収録した カセットテープ (MSX 標準 システム .RAM32KB 以内 •補助 入出力 装置は 

データ レコーダ） に、 あなたの お 名前、 年齢、 住所、 郵便番号、 

電話番号を ご 記入のう え、 下記の あて 先へ お送り 下さい。 

あ C 先  - 

亍 100 東京都 千代 田 区 丸の 内 2-2-3 三菱 窀 機㈱ 電子 商品 事業部 

おもしろ •ソフト •コンテスト 係 電話 03-218-3134 

拓募轉 切 
昭和 59 年 3 月 31 日出 当日 消印 有効 

審査と 発表 
ご 応募 t 、たた 飞 、た 作品の 中 か k 厳正な 審査のう え、 货品 送付 時に 

iii 接 ご 本人に ご 通知 致します。 （4 月 上旬 頃） 

他人の プログラムの 全部 又は -部を コピーし たもの や、 21 投稿は 

固く お断り 致します。 入赏 作品の 著作権は 三菱 電機㈱ に 帰属す る 

ものと 致します。 応募 作品は 返却 致しません ので ご了承 願います > 

也 口 

貝 ロロ  - 

傑作 賞  ロボ ティー Z-10 形 •SS-Z10 形 （1 名 様) 

佳作 赏 —— テ レビ プリンタ  ー SCT-P50 形 （2 名 様） 

カタログ 請求 券 

ML-8000 
MSX マガジン 

8403 

あなたの 電話番号 

をご紀 入く ださい • 

■商品に 関する、 お問い 含 わせ、 および カタログを ご 

希望の 方は、 ハ ガキに カタ □ グ謓求 券を 貼り、 〒370~04 

群馬県 新田 8S 尾 島 町 岩 松 800 三菱 電機 群 馬 製作所 

ML-8000^ へ.. HML- 8000 形には 保証 害が ついて 

います。 ご 購入の 探は 必ず 記入 事項を 確® のうん お 

受取りに な リ《 •大切に 保管して 下さい。 «c«oc 



をって たんだ、 僕の ノ ヽ 。ソ コンと 仲良くつ き 合 

•る こんな プリ ン ター。 サイ ズ は、 ほぼ A 4 週 

IJ 誌 大と超 コンパクト。 しかも 乾電池 駆動 

ごから、 ハンドへ ルド 型の パソコン とともに 

f ち 運び も ラク ラク。 まさに、 僕たちの ため 

) プリンター、 新登場。 美しい 印字で 定評の 

< ラザーから。 

主な 特長 

• ほ ば A 1 サイズ。 超 小鄠、 超奸 W: の ポー タブ ル •タ イブ 

•  mnv 慼熱 プリントの _ 印字 力 •式が 岈能 
• 印，: 皆 の肸 かな ノン インパクト ブリント 

• 乾 屯 池 职 動で 株觔 性执群 

■主な 仕様 

•印字ん A: 热 feV-〆 感熱式 （ノン イン バクト ドット ゃ トリ >ス> 

争 印字 ヘッド： (J ェレメント 

籲 文字 神 妞 ： J I S 1 59 文字 神 + グラフ f ック 63 

• 文字 構成 ：讪常 文？ 一 9  x  9 ドット マトリクス レ 、ーフ ドット 4 ) 

グラフ f ック  8  X  6 ドット マトリクス 

ビット イメージ パイ カ 8X480(^^ 密度)、 ェリート 

H  x  57« 〈標準 密度 人 ハ‘ イカ 8  X  9(;0< 倍 密度） 
• インターフェイス： セントロ ニク スバ ラレ ル， RS232C 

•  Mi 紙： A4 涔通 紙 または サー マル ペー バー 

• 屯浼： ぬ: 流 6 V  ( »» し 乾 屯 池 4 本)、 AC ア ダブ ター (別必 ） 

籲外肜 .J  法：: i03(W>  X  174 (D)x  65(H)  mm 

•  OIW;: 約 1.6kg (屯 池岔 まず） 

ブラザー 熱 転写 ブ U ン ター 

HR-5 新発充 現金 価格 39,800円 

フ ラサー エ業 株式会社 

フ ラサー 販売 株式会社 
情報機器 事業部 

東 京 〒104 東京都 中央 区 京 橋 3-3-8  TEL (03)274-691 1 

名古屋 亍 460 名古屋 市中 区大須 3-46- 15  TEL (052)263-581 

大 阪 〒542 大阪市 南 区 心 斉橋筋 卜 I  TEL  (06)25 1-7265 i81 1 

5バ 海

 



邐 

7 ■レビで 

OGENERnL 

いま/; S 姐の MS  X ハゾ コン シリーズ 第 #“MSX 

テレビ .PAXON” は、 テレビと して 楽しめる のは 二‘ 
もちろん、 ジョイス ティ ックを 接続す る だけで デ； ̂ 

ムが浆 しめ、 キーボード を 接続す U ば 本侪 的な ハゾ 

コンに グレー ドア ツフ テ レ ビが ハゾコ ン 機能を* W 

つた MS  X テレビ 

まさに “ タッチ •ザ •采 米' 

〇隹才‘抓 テ レ C  XON 
テ レ ビ PCT-50 形 標準価格 128,000円 ※拡張 RAM 力一 ト リッジ、 近日 発売/ 

ジョイスティック PCJ-50 形 襟漢 価格  3,500円 拡張 ram カートリッジを 使う と、 例えば 学習 
〇コ） プログラムな ど 容量の 大きな 32  K  B  (キロ パイ 

キーボード PCK-50 形 揉 準 価格 18,500円 卜） 表示の ソフ トが 利用で きます： 

•お 問合せは： 株式会社 ゼネラ ノレ 国内 営業 事業部 開発 商品 課 ®2U 川嶙, lii 如 事 K 末 iillH; 浓地 OOU(866mil (人 •代 衣) C23 は マイクロ/ 7 卜 社の 商標です： 



信頼と 創造の 富: t 通 

分」 し1.  -  ^ 

I  msx マーク U マイク a ソフトの 商榡 です 

富！: 通 

享士通 琴、 楽しい ニ モースで  1； MSX 規格の パソコン 《FM  - X》 が デビューし ました。 

パソコンの 知識なん かなくたって、 だれもが 楽しく、 簡単に 使える 新しい パソコン ̂ 

ゲームを はじめ、 学習に、 家事に… ソフトが いっぱい。 操作は 簡単。 いわば 友 だち 

づき あいで きる パソコン 《FM  - X》。 楽し さ、 これで X 倍/ 

発 

パソコン 《FM-7》 に 《FM_X》 をつな げば、 楽し さも 迫力 も グレード アップ 
•スプラ イト 機能 も いっきに 夕ー ポ 感覚。 MSX だけでは 味わえない スピード 感 あふれる カラーグラフィックが 楽 ⑼ ます。 
•マルチ サウンドが 実現。 8 オクターブ 3 重 和音の 立体感 あふれる ステレオ サウンドに。 

•〈FM-7>  本体の RAM を 使用す る ことにより、 <FM-X〉 の ユーザ エリアが 32KB に 拡張。 

を 

富士通 株式会社 半導体 統轄 営業部 〒105 東京都 港 区 虎ノ門 2-3-13  0(03)502-0161 

友達み たいな パソコン 

FM ■圜 

エック ス 

¥  49,80 0  ( 本体 価格) 

富
士
通
の
 

M
S
X
 

新
発
売
 

t L い 合 き 0 

〇 



ヘルス & •フ _ズ癱 トレ-ニング 
籲メヂ イカ ル# ベース ボール 

スボ ■ツ MSX •ラデ- •ヨット 

MSX-BASIC  入門 

MSXDisk-BASIC&DOS  の お 話 

ソフト マン 養成 講座 —— 
— 

MSX 未来 商品 研究室 •家庭 医療機器 編 

マイコン タウン 

発行 人 —— 薄 本麽 一郎 

編集長  田 口 旬 一 

ハードニ ユー •ス •ゼネ ラル PCT-50 •サン ヨー MPC-11 

MSX アメリカ 情報 

辑集 

mm- 
[デザィン]-- 

表 班 イラスト 

高 棰純子 

中島 新 吾 

宮川隆 

比慕晃 

- 日 高逹雄 

藤 瀬 典 夫 

シド •フ T イナ ル •アーツ 
想 質 薄 子 

本 田 年 一 

リフト レビ ユー •にこに こぶん •けっきょく 南棰大 冒険 •フロ ッガ- ほか 

イラスト- 鈴 木 真 由 美 

山 本 護 

佐 藤豊彦 

明日 敏子 

MSX ROOM 

ビー ブル/ 费厨 さと美 

罎篥 協力 揉,1 II 幸 夫 事務所 

シド •フ T イナ〉 いアー 

m 

(株) コ ミ ュニヵ 
野 村圭子 PhotOKrtphy  石 并宏明 
石 川 正 勝 

C  0  N  T  E  NIT  S  纖 印刷 —— 大日 本印职 (株) 

ブック レビュー 

ソフト 販売店 リス ト 

テイ スクレ ビュー 

MSX  NEW ジョイスティック 

用語を 知れば 恐くない - 
- 

シネマ レビュー 

よい 子の マン ガ / 安齋 肇: - 

今月の 占い コーナ - -
 - - 

八ード レビ:! _  •三菱 ML- 8000 •ビクター HC-5 •キヤノン V-10 

リつト インつ オメ ーり ヨン •ガンマン •スーパードァーズ •怪獣 大
 行進 •スバーキー ほか 



^  iJ  ^  / の、 プ埂 r ンフ n も〆 w 穴 〜 免〜  ^  ^  ^  « 

> 墓ゾ た 雳 S 今？ ムら / と、 れ玆 寮は のな 、たい リ ° 馕不活 ラ ど夕た 

養 台 ビ 砮窆你 今？ ハ。 ム方ぞ 薄 代い と5 こち てな 今た 連し やを はち 揮 マろ をつ 使 シン 7 かれの；^ よし もこの  <が1? ち* て：！： 鳟 



B 

•  • 

写真 提供/アイ 
播 影/石 川 正 勝 

ピー. エス フォトライブラリー、 オート ライフ センター、 ボン カラー 
イラスト/野 沢朗 

フオ トェ イシ エンシー 
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へ
 

た
ら
 

そ
れ
だ
け
 

で
 

健
康
に
 

な
れ
る
な
 

ん
 

て
い
う
 

は
ず
 

も
な
 

く、
 

栄
養
の
 

パ
ラ
ン
ス
 

と
い
う
 

ヤ
 

ツ
か
 

問
 

H
 

な
ん
だ
 

ね
で
 

も
'
 
 

パ
ラ
ン
ス
と
 

1 
1
 

て
 

か
 

た
づ
 

け
ら
れ
て
も
 

漠
然
と
し
て
 

い
る
 

具
体
的
に
は
 

ど
 

う
す
れ
 

ぱ
い
 

い
ん
だ
ろ
 

う
こ
の
 

問
題
を
 

解
決
す
 

る
に
 

は
ど
う
 

や
ら
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

役
に
立
ち
そ
う
 

だ
 

子
 

供
の
 

頃
か
ら
の
 

食
生
活
が
 

肥
滿
や
 

心
 

麻
 

病
 

や
 

高
血
圧
な
 

ど
に
 

大
い
に
 

か
か
わ
つ
 

て
く
 

る
と
 

い
う
か
ら
 

、
ポ
ク
は
 

ま
だ
 

_
な
 

い
な
ん
て
 

言
つ
 

て
ち
 

や
 

ダ
メ
 

だ
よ
 

栄
養
価
 

計
算
は
 

n 
ンピ
ュ 

ー 
タ
の
 

璗
思
ゎ
 

ざ
 

学
 

f
 

食
 

や
 

病
院
の
 

食
事
は
 

栄
養
士
さ
ん
 

が
 

栄
養
の
 

パ
ラ
ン
ス
の
 

と
れ
た
 

メ
ニ
ユ
 

I 
を
 

考
え
て
 

く
れ
て
い
 

る
 

基
礎
的
な
 

栄
養
素
 

だ
け
で
 

も、
 

カ
 

ロ
リ
—
 

は
も
ち
 

ろ
ん
 

の
こ
と
'
 
 

た
ん
ぱ
く
 

質
、
 

脂
質
、
 

炭
水
化
物
の
 

ほ
か
に
 

五
 

種
類
の
 

無
機
質
と
 

七
 

種
類
の
 

ビ
タ
ミ
ン
 

類
な
 

ど
、
 

二
 

〇
 

種
類
 

も
の
 

成
分
が
'
 
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 

一
つ
の
 

メ
ニ
ユ
 

I 

の
 

中
で
 

理
想
的
な
 

数
値
に
 

近
つ
 

け
て
 

あ
る
ん
だ
 

病
院
 

の
 

食
事
は
 

も
っ
 

と
も
っ
 

と
 

複
雑
で
、
 

た
と
え
ば
 

腎
臟
病
 

の
 

病
人
 

食
な
ん
 

か
 

だ
と
、
 

病
状
に
 

よ
っ
て
 

塩
分
 

や
た
ん
 

ば
く
 

質
の
 

制
限
 

も
 
違
っ
 

て
く
 

る
し
、
 

体
力
が
 

衰
え
な
い
 

\2 



»C  PU は MS  X と 同し Z80A が 使われて いる R  AM は 64  KB ブラス 320 

KB、 グラフィック RAM8KB 

あら かしめ 纪® させ T ある 料理の 中から、 理想に 

也い 栄養 パ ランスの メニュ ーを 灞ぴ出 して くれる ブ 

ログ ラムは どうだろう 

たとえば、 夕食は ハンバーグに したいな、 と 想っ 

たと 6 に、 不足す る 栄餐累 を 嫌 •示して、 ほかには ど 

ん 4 ものを 食べれば よい かを 教えて くれる 特別に 

食べたい ものが 鏟 いとき は、 コン ヒュ ータに 全部 選 

ん でもら っち ゃって ㈣ 

李た、 周し データを 使って、 その 日 1 日に 食べた 

メニューを すべて イン ブットす ると、 その 人に 不足 

わ. r  u 名 步臁索 は搿 かを 見つけ 出す こと も 可婕 たろ 

栄養の ことを 考えて 食事を する のでは 

•.料理 もまず <  なって しまう かもし れな いが、 

度で も チェック する 習慣が つけば、 次 

に爛 する 知 嫌 もつ いてい <  に 遽 いない- 

、 MSX 用 ROM ス £3 ット で枰リ と 連動 さ 

もの か餳 発されれば、 栄養 偭針算 の V フトと 組 

レ 含 〇 せて タイ エット 中の あ' ねえさん や 成人病が 

策に なリた したおと うさん の 食事 制限が 家庭で も か 

なリ 信頼の おけ る 状戆で やれる ようにな るだろう 

こんな ソフトが 

あつたら いいね 

.灰，，”
 

献立 作成 シミ ユレー シヨ ン プロ グラム 

た
め
の
 
配
慮
 
も
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
計
算
 
そ
の
 
も
 

の
は
 
単
純
た
 
け
ど
'
 
 栄
養
の
 
パ
ラ
ン
ス
が
 
と
れ
た
 
メ
ニ
 

ユ
—
を
 
作
る
 
こ
と
は
 
案
外
 
め
ん
ど
う
く
さ
い
 
作
業
で
'
 

思
い
の
 
ほ
か
 
時
間
 か
か
 
か
る
 

栄
養
の
 
こ
と
 
だ
け
 
じ
 や
 

な
く
て
、
 
食
べ
て
 
お
い
し
い
 
も
の
で
 
も
な
け
れ
ば
 
な
ら
 

な
い
か
ら
 
ね
 
具
体
的
に
 
い
う
と
、
 
資
料
の
 
中
か
ら
 
そ
 

の
メ
ニ
 
ユ
—
で
 
使
用
す
 
る
 食
品
を
 
探
し
出
し
て
 
成
分
 
ご
 

と
に
 
計
算
す
 
る
 
数
値
が
 
合
わ
な
け
れ
ば
 
分
量
を
 
増
減
 

さ
せ
た
 
リ
 、
代
わ
 
リ
に
 
な
る
 
食
品
を
 
選
ん
で
 
差
し
換
え
 

た
リ
 
し
て
 
計
算
し
 
な
お
す
、
 
と
い
う
 
作
業
に
な
る
 

つ
 

ま
リ
 
、
記
憶
、
 
検
索
、
 
演
算
、
 訂
正
 
も
す
 ぐ
に
 
で
き
た
ら
 
便
 

利
…
 

こ
れ
は
 
も
う
 
コ
ン
ビ
 
ユ ト

 タ
の
 
得
意
 
分
野
 だ
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

ー 
タ
で
 

バ
ラ
ン
ス
の
 

と
れ
た
 

メ
 

ニ
ュ
ー
 

作
り
 

こ
の
 
複
雑
な
 
栄
養
価
 
計
算
を
 
コ
ン
 
ピ
 
ユ
ー
タ
 
に
サ
ポ
 

I
 
卜
し
て
も
 

ら
う
 

シ
ス
テ
ム
を
 

開
発
し
た
 

女
子
 

栄
養
 

大
 

学
の
 
武
藤
志
 
真
 子
 先
生
に
 
お
 話
を
 
う
か
が
つ
 
た
。
 

「
こ
の
 

シ
ス
テ
ム
は
 

シ
ヤ
 

—
プ
の
 

M
Z
 

80
 

B 
と
い
/
つ
 

パ
 

—
ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

用
に
 

設
計
さ
れ
 

て
 

お
リ
 

ま
し
 

て、
 

病
院
 

や
 

研
究
所
な
 

ど
の
 

経
験
の
 

あ
る
 

栄
養
士
さ
ん
 

に
 

使
つ
 

て
い
た
 

だ
く
 

こ
と
が
 

目
安
に
 

な
つ
て
 

い
ま
す
 

選
択
の
 

余
地
が
 

非
常
に
 

広
く
な
 

つ
て
 

お
リ
 

ま
す
し
'
 
 

デ
 

—
夕
を
 

記
憶
 

さ
せ
て
 

お
く
 

こ
と
が
で
き
る
 

の
で
、
 

長
い
 

目
で
 

み
れ
ば
'
 
 

ず
い
ぶ
ん
 

便
利
 

だ
と
 

思
い
ま
す
 

よ
」
 

パ
—
 
n
—
 
ド
か
ら
 
入
力
で
 
き
る
 
食
品
と
 
料
理
は
 

I 〇
 

〇
〇
 
種
類
 
近
い
ち
 
ょ
っ
 
と
 専
門
的
に
な
る
 
け
れ
ど
、
 

ア
ミ
ノ
酸
 
や
 脂
肪
酸
の
 
組
成
 
分
析
、
 
基
本
の
 
成
分
 
表
に
 

は
 載
っ
 
て
い
な
い
 
ビ
タ
ミ
ン
 

E、 
コ
レ
 
ス
テ
 
□
1
 
ル
な
 

ど
の
 
値
 も
 即
座
に
 
計
算
 
X
 き
る
 
よ
う
に
な
っ
 
て
い
る
 

年
齢
、
 
性
別
'
 
 労
作
 
(
活
動
 量
の
 
こ
と
 
学
校
の
 
先
生
 

は
 普
通
の
 
労
作
'
 
 プ
ロ
ス
 
ポ
—
ツ
 
の
 選
手
は
 
重
い
 
労
作
 

に
 分
類
さ
れ
 
る)、 身

長
、
 
体
重
、
 
肥
満
 
度
と
 
そ
の
 
人
の
 

食
べ
た
 
も
の
と
 
そ
の
 
量
を
 
何
日
 
分
か
 
入
力
し
て
 
平
均
を
 

出
せ
ば
、
 
不
足
し
て
 
い
る
 
栄
養
素
を
 
簡
単
に
 
見
つ
け
 
出
 

す
 こ
と
 
も
で
 
き
る
 

こ
れ
を
 
今
ま
で
の
 
コ
ン
 ピ
ユ
ー
 
タ
の
ィ
 
メ
—
ジ
 
を
 破
 

っ
た
よ
う
 
な
か
た
ち
 
に
作
リ
 
変
え
て
 

I 般
に
 
普
及
 
さ
せ
 

る
 こ
と
が
で
き
た
ら
、
 

と
お
っ
 
し
や
る
 
武
藤
 
先
生
 

「
家
庭
 
向
け
に
 
す
る
 
に
は
 
細
か
い
 
と
こ
ろ
は
 
省
略
し
て
 

結
果
 
だ
け
に
い
た
 
し
ま
し
て
、
 
献
立
 
作
成
 
も
 入
れ
た
い
 

.
と
 
思
っ
 
て
い
ま
す
 

い
く
ら
 
栄
養
 
的
に
 
優
れ
て
い
て
も
 

与
え
ら
れ
た
 
も
の
を
 
み
ん
な
 
同
じ
に
 
食
べ
て
 
い
る
な
ん
 

て
い
う
 
の
は
 ぞ
っ
と
し
 
ま
す
し
 
ね
 

各
 家
庭
で
 
そ
の
 
家
 

の
 献
立
を
 
登
録
し
て
 
お
 S
 て、 

栄
養
 
や
 値
段
な
 
ど
を
 
考
 

え
な
が
ら
 
作
リ
 
変
え
る
 
こ
と
が
で
き
る
 
よ
う
な
'
 
 
個
性
 

を
織
リ
 
込
め
る
 
も
の
に
し
た
い
で
す
 ね
」
 

た
だ
、
 
料
理
と
 
か
 食
品
と
 
い
う
 
も
の
は
 
増
え
る
 

I 方
 

で
あ
る
 

デ
—
 
夕
が
 
多
く
 
な
れ
ば
 
な
る
ほ
ど
 
メ
モ
リ
が
 

い
る
し
、
 
入
力
 
出
力
が
 
難
し
く
な
る
、
 
全
部
を
 
入
れ
る
 

わ
け
に
 
も
い
 
か
ず
'
 
 
そ
う
い
、
 
っ 非

常
に
 
基
本
的
な
 
部
分
 

で
 
四
苦
八
苦
 
し
て
い
る
 
そ、 っ だ

 



効
果
的
な
 

運
動
 

方
法
 

や
 

通
 

動
 

置
を
 

見
つ
け
 

出
す
 

研
究
に
 

n 
ン
ビ
ユ
 

—
夕
が
 

重
要
な
 

働
き
を
 

し
て
い
る
。
 

顒
 天
堂
 
大
学
で
 
通
 動
 生
理
学
の
 
研
究
を
 
し
て
い
る
 
石
 河
 

利
宽
 先
生
に
 
よ
る
と
、
 
人
間
は
 
通
 動
が
 不
足
し
た
 
こ
と
 

じ
る
 
本
能
を
 
持
ち
合
わ
せ
て
 
お
ら
ず
、
 
程
度
を
 
n 

口
—
 
ル
す
 
る
 中
枢
 
も
 無
い
 
の
 だ
そ
う
 
•た。 

だ
か
ら
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
 
三
日
 
坊
 f
 
終
わ
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
 
リ、 

逆
に
 
無
理
な
 
運
動
で
 
命
を
 
落
と
し
て
 
し
ま
う
 
人
が
 
い
た
 

リ
す
 
る
ん
だ
 
ね
。
 

科
学
に
 

裏
付
け
さ
れ
 

た
か
ら
 

だ
に
 

い
い
 

is
 

動
を
 

ど
の
よ
 

う
に
 

実
施
 

す
れ
 

ぱ
い
い
 

の
か
、
 

人
間
の
 

本
能
に
 

代
わ
つ
 

て、
 

M
s
 

X
 

に
 

調
節
し
て
 

も
ら
つ
 

た
ら
 

•
と
う
だ
ろ
う
"
 

ス
ポ
 

ー 
ッ
を
 

科
学
す
 
る
。
 

運
動
 

生
理
学
 

人
間
は
 

外
か
ら
 

刺
激
を
 

与
え
ら
れ
る
 

と、
 

か
ら
だ
が
 

反
応
を
 

示
す
。
 

運
動
 

も
 

刺
激
の
 

ひ
と
つ
 

だ
。
 

刺
激
を
 

与
え
 

続
け
 

れ
ぱ
 

、
刺
激
に
 

適
応
し
て
 

か
ら
だ
 

髮
 

化
す
る
。
 

運
動
 

生
理
学
は
 

簡
単
に
 

い
う
 

と、
 

人
 

W
 

か
 

運
動
し
た
 

と
き
に
'
 
 

か
ら
 

だ
が
 

ど
う
い
う
 

反
応
を
 

す
る
 

か
を
 

探
る
 

4L :.—::: .. —
 学： -- ： 

4 

人
間
は
、
 

運
動
量
を
 

調
節
す
 

る
 

中
枢
を
 

持
っ
て
 

い
な
い
。
 

だ
か
ら
、
 

M
s
 
 

X
 

に
 

中
枢
に
 

な
っ
て
も
 

ら
い
た
い
。
 



健康を 保つ ための 運動が 長統 きしない のは'  ゲー 

ム 性が 少なくて、 運動の 効果が つかみに くいから だ 

と 思う トレーニング シミュレーション プログラム 

は、 ト レーニング による 変化を 目で 見る ことので き 

る システム だ 

上の 表は 石 河 先生の 著窨 から 抜す いした もの だが 

運動の 消费 カロリーは 運動に よって 違っ ている し、 

持久力 や 瞬 発 力に 与える 効呆 わ 異なる これらの デ 

一夕 や 腕立て伏せ や 腹筋の 運動な どの ト レーニング 

が 筋肉へ 及ぼす 影響な どを 記馆 させて おく  そして 

現在の 自分の 身長、 体重な どの 身体 状況 や 体力 状況 

を インプット すると、 それが 画面： 

に 絵で 現われて、 さらに 特定® 運  バ •卜、 ダ 

動を 続ける ことによって、 どう 変 夯 つ厂 こ 

石 河 先生の 研究室では 文献の 検索 | 

にも コンピュータを 利用して いる 

搛 々 な データが この カセットの 中に 記愴 され 
ている 

■スポーツと 健康 （岩波 新 害） より 

スポーツ 1 分 間の 消費 カロリー 

短距離 走 30 〜 100  Kcal 

ジョギング 5 〜 10 

跳躍 60 〜 120 

歩行 3 〜 5 

水泳 
8 〜 50 

テニス 
3 〜 10 

卓球 3 〜 7 

パ ドミン トン 3 〜 7 

サッカー 
5 〜 8 

ラグビー .5 〜 11 
野球 2 〜 6 

柔道 8 〜 15 

自転車 3 〜 13 

ゴルフ 2 〜 5 

スキー 
5 〜 20 

スヶー ト 
5 〜 20 

学問で'  
スポ —ツの 基礎 ト レ— 一 

ングや 

健康な 

からだ 

づくリ 

と 
密接 

に 
結びつい 

ている。 

効果的な 

運動 

方法を 

見つけだす 

ことが 

運動 
生理 

学の 

目的では 

ない 
が、 

ある 
運動が 

筋肉を 

ど、 
g
 
化させる 

か、 

どのく 

らいの 

エネ 
ルギ— 

を 
必要と 

する 
か、 

というよう 

な 
デ— 

夕を 
操作して、 

科学的に 

処理して 

いくな 

かで、 

人 

間のから 

だに 

よい 
反応を 

起こさせ 

る 
刺激を 

見つけ 

出す 

こと 
•かで 
きる。 

そこから 

、ジャンプ 

カを 
つける 

た 

め、 心臓を 丈夫に する ため、 というよう な 目的 

に 
)Ji5 したいち 

ばん 

効果的な 

運動が 

わかつ 

てく 
る 

んだ。 

ス ポ
—
ツ
 を
す
 る 場

合
、
 
そ
の
 競
技
た
 け
を
 む
や
み
 

に 練
習
 
す
れ
ば
 
上
達
す
 
る
か
と
 
い
う
と
'
 
 

そ
う
で
は
 

な
 

く、 
ま
ず
は
、
 

競
技
に
 

適
し
た
 

か
ら
だ
 

づ
く
リ
 

が
 必
要
 

だ。 
相
撲
は
 

体
重
が
 

あ
っ
て
、
 

か
ら
だ
 

も
 大
き
い
 

方
が
 

有
利
な
 
競
 枝
た
 
が、 

し
こ
を
 
踏
む
 
こ
と
は
、
 

体
 脂
肪
を
 

減
ら
さ
ず
に
 

足
腰
の
 
筋
肉
を
 
き
た
え
る
 

た
め
に
は
 

も
つ
 

て
こ
い
 
の
 ト
レ
—
 
ニ
ン
 グ
方
 法
で
、
 
現
在
で
は
、
 
科
学
.
 

的
に
 
そ
の
 
効
果
^
*
;
 

付
け
ら
れ
て
 

い
る
が
、
 

相
撲
 
取
リ
 

は
 何
百
 
年
 も
 前
か
ら
 
体
験
 
的
に
 
そ
の
こ
と
 

を
 知
っ
て
い
 

た。 
ま
た
、
 

大
学
の
 
_
部
が
 

最
下
位
を
 

脱
し
た
 

秘
密
は
 
運
動
 
生
理
学
に
 

基
づ
い
た
 

効
果
的
な
 

ト
レ
—
 

二 

運
動
 
生
理
学
は
 
こ
こ
 
何
十
 
年
 か
の
 
間
に
め
 
ざ
ま
し
 
く
 

進
歩
し
た
 
が
'
 
 そ
れ
に
は
'
 
 
膨
大
な
 
デ
—
 
夕
の
 
中
か
ら
 

I
 つ
の
 
傾
向
を
 
見
つ
け
 
出
し
た
 
リ
 
'
複
雑
な
 
計
算
を
 
こ
 

な
し
た
 
リ
 と
い
う
 
研
究
の
 
基
盤
の
 
部
分
で
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 

夕
が
 
大
い
に
 
か
か
わ
つ
 
て
い
る
。
 
石
 河
 先
生
の
 
研
究
室
 で
 t;. コン

 ピ
ユ
—
 夕
が
大
 活
躍
し
て
 い
る
 ( 

「
従
来
で
す
 
と
 計
測
し
た
 
デ
—
 
夕
は
 
ア
ナ
 
□. ク

処
理
 
の
 

み
を
 
行
つ
 
て
い
た
ん
で
 
す
が
、
 
そ
れ
で
は
 
正
確
さ
 
迅
速
 

さ
に
 
劣
リ
 
ま
す
。
 
人
間
 か
 呼
吸
し
た
 
と
き
に
 
交
換
さ
れ
 

る
 酸
素
と
 
炭
酸
 ガ
ス
の
 
置
を
 
測
る
 
と
'
 
 ど
の
く
ら
い
の
 

エ
ネ
 
ル
ギ
—
 
を
 使
つ
 
た
か
が
 
わ
か
 
リ
ま
 
す
け
れ
 
ど
、
 

こ
 

れ
 は
か
な
 
リ
 複
雑
な
 
計
算
に
 
な
リ
 
ま
す
か
ら
 
ね
」
 

計
測
 
器
か
ら
 
発
生
し
た
 
デ
—
 
夕
を
 
す
ぐ
に
 
処
理
し
て
 

運
動
の
 
量
を
 
調
節
す
 
る
 こ
と
 
も
 可
能
た
。
 
現
在
で
は
 
測
 

定
器
も
 
コ
ン
ビ
 
ユ
！
 
夕
 用
の
 
も
の
に
 
開
発
さ
れ
 
つ
つ
 
あ
 

る
と
 
い
う
。
 

測
定
器
を
 
そ
の
ま
ま
 
家
庭
に
 
持
ち
込
む
 
こ
と
は
 
不
可
 

能
 た
そ
う
 
だ
が
'
 
 測
定
を
 
人
間
 か
や
つ
 
て
'
 
 そ
の
 
デ
—
 

夕
を
 
イ
ン
プ
ッ
ト
”
 
運
動
量
の
 
調
節
ぐ
 
あ
い
を
 
教
え
て
 

も
ら
う
 
と
い
う
 
こ
と
な
ら
、
 
M
S
X
 
で
で
 
き
そ
/
つ
 •
た
ね
。
 



況 から 病名を 麵 した リ 、そ 

て くれた リ という ことは 難し 

実に 多くの 病気が あリ、 お医者さん でも 

病気と いう もの さえ あるから. だ:. 

MSX を 使って 何 かやる としたら、 それ I 

の範 崤 という ことになる そこ で 考えられる 

毎日の 健康管理 ソフト だ その 日の 食事の メニュー 

や逦 動量、 それから 体温 や、 体の 調子な どの データ 

を イン ブットす ると、 MSX が、 どんな 栄養素が 不 

足して いると か、 どんな 運動を して 体の どこを 動か 

こんな ソフトが 
あつたら いいね 病気 予防の ための 健康管理 ソフト 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は
 

天
才
た
 

だ
か
ら
、
*
:
*
 

み
た
い
 

に
 

た
と
*
 

kT
 

は
 

の
 

寿
命
な
ん
 

て
 

も
の
 

も
 

わ
か
つ
 

て
し
 

ま
 

つ
た
 

リ
す
 

る
の
で
 

は
な
い
だ
ろ
う
 

か
…
 

と
ま
て
 

考
え
る
 

人
は
 

い
な
い
と
 

し
て
も
、
 

M
S
 

X
 

て
籣
 

単
な
 

健
—
 

理
 

な
ん
か
が
 

で
き
た
ら
®
^
 

た
と
 

思
う
た
 

と、
 

kT
 

は
 

毎
日
 

の
 

体
の
 

な
ど
の
 

デ
—
 

夕
を
 

イ
ン
 

プ
ッ
 

ト
し
た
ら
、
 

健
康
て
 

あ
る
か
 

ど
う
か
を
 

判
断
し
て
、
 

い
ろ
い
ろ
 

示
唆
 

し
て
 

く
れ
る
 

そ
ん
な
 

ソ
フ
ト
が
 

あ
つ
た
ら
 

と
て
も
 

頼
 

リ
に
 

な
る
 

そ
こ
で
 

何
 

か
そ
ん
 

な
 

ソ
フ
ト
を
 

作
つ
 

て
い
 

る
 

人
は
 

い
な
い
 

も
の
 

か
と
 

探
し
て
 

い
た
ら
、
 

な
ん
と
い
 

た
の
 

だ
 

人
 

問
の
 

寿
命
ま
で
 

判
断
し
て
 

く
れ
る
 

ソ
フ
ト
 

を
 

作
つ
 

て
い
る
 

人
 

か
 

コン
 

ピュ
 

ー 
タ
 

、て
 

わ
か
る
 

ハ
ゲ
 

に
な
る
 

確
率
と
 

人
間
の
 

寿
命
 

井
の
頭
 
線
の
 
久
我
山
 
駅
に
 
あ
る
へ
 
ア
サ
 
□
ン
 
「
ミ
ナ
 

卜
」
 
は
た
 だ
の
 
ト
コ
 
ヤ
 さ
ん
で
は
 
な
い
。
 
お
 店
に
 
入
う
 

て
ま
ず
 
〖
巧
か
 つ
く
の
は
 
パ
ソ
コ
ン
が
 
•
ト
ン
と
 
置
い
て
 
あ
 

る
 こ
と
 
だ
。
 
こ
の
 
お
 店
の
 
才
—
ナ
 
I、 

板
 羽
忠
徳
 
さ
ん
 

は
大
の
 
コ
ン
 ピ
ユ
 
—
夕
 
好
き
。
 
そ
こ
で
 
仕
事
の
 
合
間
に
 

•ケ ー
ム
で
 
も
し
て
 
い
る
の
 
か
と
 
思， Kf は

'
 
 こ
れ
が
 
大
違
 

い。 
な
ん
と
 
コ
ン
 ピ
ユ
ー
 
タ
を
 
使
つ
 
て、 

お
客
さ
ん
の
 

禿
 頭
 率
 診
断
、
 
つ
ま
 
リ
ハ
ゲ
 
に
な
る
 
確
 f
 
診
断
し
て
 

いるの だ。： 

板
 

羽
さ
ん
 

が
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
を
 

使
っ
て
の
 

S
 

率
 

診
 

断
の
 

研
究
を
 

始
め
た
 

の
は
 

十
 

年
 

煎
 

そ
し
て
 

実
際
に
 

お
 

旱
 

行
 

う
よ
う
に
 

な
っ
た
 

の
は
 

五
 

年
 

前
た
。
 

「
こ
の
 

禿
 

頭
 

率
 

診
断
は
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

ー 
タ
の
 

聞
い
て
 

く
る
 

I
 

七
 

五
 

個
の
—
 

に
 

答
え
る
 

の
と
 

同
時
に
、
 

ビ
デ
オ
 

顕
 

微
 

3
S
V
 

も
 

を
 

T
V
 

画
面
に
 

拡
大
し
て
、
 

そ
の
 

状
況
を
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

に
 

入
力
す
 

る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
 

行
い
ま
す
 

1
 

の
 

内
容
は
 

頭
の
 

形
、
 

頭
皮
の
 

色
'
 
 

現
在
の
 

髪
の
 

状
 

態
'
 
 

毛
髪
 

伸
度
'
 
 

毛
髪
 

強
度
'
 
 

頭
皮
の
 

温
度
 

差
な
 

ど
の
 

毛
髪
に
 

関
す
る
 

も
の
か
ら
、
 

性
格
、
 

健
康
状
態
、
 

食
事
 

傾
向
、
 

生
活
 

状
況
な
 

ど
の
 

I 
般
的
な
 

も
の
ま
で
 

ぁ
リ
ま
 

す
」
 

こ
れ
ら
の
 
情
報
を
 
イ
ン
 プ
ッ
 
ト
す
る
 

と、 
n
 ン
ピ
 
ユ
ー
タ
 
は
ハ
ゲ
 
に
な
る
 
確
 

率
と
 
毛
髪
の
 
状
_
 
ど
を
 
分
析
し
て
 
く
 

れ
、
 
ど
う
し
た
ら
 
毛
髪
を
 
健
 f
 
状
態
 

•
に
 保
て
る
 
か
と
い
 
う
こ
と
 
を
 指
示
し
て
 

く
れ
る
 
と
い
う
わ
け
だ
。
 

板
 羽
さ
ん
 
の
と
 
こ
ろ
で
は
、
 
ま
た
 
禿
 

頭
 率
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
と
 
同
時
に
 
健
 §
 

□
グ
ラ
ム
 
も
 作
っ
 
て
い
る
 

ュ 
こ
れ
は
、
 

や
は
 
リ
 

形
式
に
 
な
っ
て
 
い
て
、
 
食
 

事
 や
 運
動
、
 
睡
眠
'
 
 仕
事
な
 ど
の
 
二
〇
 

項
目
'
 
 二
〇
〇
 個
の
 M
 

IC 答
え
る
 こ
 
，
へ
.
 
 i! 

と
に
 
よ
つ
 
て、 

そ
れ
ぞ
れ
の
 
項
目
に
 
つ
い
て
 
ど
の
 
く
ら
 

い
 寿
命
が
 
保
障
さ
れ
 
る
か
と
 
い
う
 デ
ー
 
タ
が
 
出
て
 
く
る
 

よ、 つ
に
 な
つ
て
 
い
る
。
 
板
 羽
さ
ん
 
に
よ
る
と
、
 
こ
れ
ら
 

の
 コ
ン
 ピ
ユ
 
—
夕
 
に
お
け
る
 
信
頼
 
度
は
 
八
 五
％
 と
い
う
.
 

こ
と
 だ
つ
 
た
。
 予

防
医
学
の
 

た
め
の
 

コン
 

ピュ
 

ー 
タ
を
 

使
っ
た
 

毛
髪
 

分
析
 

◦
髪
を
 

調
べ
れ
ば
、
 

康
 状
態
が
 

わ
 

力
る
 

5 



韻 

現
代
 
予
防
医
学
は
 

コ
ン
 ピュ j 夕

を
 
使
っ
た
 

毛
髪
 
分
析
 ミ
ネ
ラ
ル
 
分
析
 
研
究
所
は
、
 

コ
 

ン
ピ
ユ
 
1 
夕
を
 
使
つ
 
て、 

毛
髪
 分
 

析
を
 
行
つ
 
て
い
る
。
 
と
い
 
つ
て
も
 

へ
 ア
サ
 □
ン
 
「
ミ
ナ
 ト
」
 
の
よ
う
 な
 禿
 頭
 率
 診
®
^
 
は
な
い
。
 
毛
髪
 

中
の
 
ミ
ネ
ラ
ル
 
分
析
、
 
つ
ま
 
リ、 

人
間
の
 
生
体
 
内
の
 
栄
養
 
分
析
を
 
行
 

つ
て
い
 
る
 と
い
う
わ
け
だ
。
 

毛
髪
 分
析
は
 

I 七
 年
く
 
ら
い
 
前
か
ら
 
ア
メ
リ
カ
で
 
行
 

わ
れ
 
始
め
た
。
 
そ
し
て
 
日
本
で
 
も
、
 
去
年
 
ア
メ
リ
カ
 
か
 

ら
 最
新
の
 
D
.
C
.
P
 
 (
 

フ
ズ
マ
 
発
光
 
分
光
分
析
 
装
 

置
)
 
と
 呼
ば
れ
る
 
毛
髪
を
 
十
億
 
分
の
 
I ま
で
 
分
 ¥
 
き
 

る
 機
械
を
 
導
入
し
て
、
 
毛
髪
 分
析
を
 
開
始
し
て
 
い
る
。
 

「
毛
髪
 分
 孕
は
 
T
 ク
ラ
ム
 
分
の
 
毛
髪
を
 
き
れ
い
に
 
洗
 

つ
て
 
溶
解
し
、
 
分
析
 
器
に
 
か
け
る
 
わ
け
で
す
。
 
そ
う
す
 

る
と
 
そ
の
 
人
の
 
毛
髪
に
 
含
ま
れ
て
 
い
る
 
カ
ル
シ
ウ
ム
、
 

鉄
'
 
 リ
ン
な
 
ど
の
 
必
要
な
 
ミ
ネ
ラ
ル
 

| 五
と
、
 
カ
ド
 
ミ
 

ウ
厶
 
'
水
銀
な
 
ど
の
 
有
害
な
 
ミ
ネ
ラ
ル
 
五
が
 同
時
に
 
分
 

所
て
 き
る
 
わ
け
で
す
」
 

と
 ミ
ネ
ラ
ル
 
分
析
 
研
究
所
の
 
古
内
 
進
さ
ん
 
は
 言、 っ。 

分
析
し
た
 
も
の
は
 
コ
ン
 ピ
ユ
 
—
夕
に
 
か
け
て
 
デ
—
 
夕
 

を
 出
す
。
 
そ
れ
を
 
見
れ
ば
 
ど
う
い
、
 
条
養
素
 
が
 不
足
し
 

て
い
る
 
か
'
 
 ど
う
い
う
 
病
気
に
 
な
 リ
や
 
す
い
か
と
 
い、 つ 

こ
と
が
 

| 目
で
 
わ
か
る
。
 
た
と
え
ば
 
鉄
が
 
少
な
い
 
場
合
 

に
は
 
鉄
 欠
乏
 
性
 貧
血
が
 
あ
る
と
 
い
う
 
こ
と
に
な
る
し
、
 

カ
リ
ウ
ム
が
 
低
い
 
場
合
に
は
 
筋
肉
 
関
係
 
や
 心
臓
 
関
係
が
 

悪
い
 
と
い
う
 
こ
と
に
な
る
。
 

そ
し
て
、
 
そ
れ
に
よ
 
つ
て
 

鉄
分
の
 
多
い
 
も
の
を
 
食
へ
 
な
さ
い
、
 
カ
リ
ウ
ム
の
 
多
く
 

含
ま
れ
て
 
い
る
も
の
を
 
食
へ
 •
な
さ
い
 
と
い
う
 
食
事
 
指
導
 

を
し
て
 
い
け
る
 
と
い
う
 
こ
と
に
な
る
の
 
だ
。
 

こ
の
 
ミ
ネ
ラ
ル
 
分
析
に
 
毛' *

 か
 用
い
ら
れ
 
る
の
は
、
 

血
液
 
や
 尿
よ
 
リ
も
毛
 
'髮 か

 
一
番
 異
常
な
 
ど
を
 
発
見
し
 
や
 

す
い
か
ら
 
だ
と
い
、
 
っ" 

コ
ン
 ピ
ユ
 
—
夕
を
 
使
つ
 
た
 毛
髪
 

分
析
は
、
 
現
代
の
 
予
防
医
学
の
 
ひ
と
つ
と
 
い
え
る
 
だ
ろ
 

う
。
 



の
 

出
現
で
 9

 
ま
^
 グ 

歩
 

前
進
 

/
 

擎
 

好
き
、
 

記
錄
 

好
き
の
 

日
-
!
^
 

は、
 

露
 

奕
 

好
き
 

ラ
グ
 

ビ
—
や
 

テ
ニ
ス
が
 

ど
ん
な
に
 

ブ
—
ム
 

だ
と
い
 

つ
た
 

つて
、 

到
底
 

国
民
的
 

ス
ポ
！
 

ソ 
、
鬆
 

に
は
 

か
な
-
^
 

い。
 

さ
て
、
 

擊
 

、
記
鏵
 

つ
て
 

こ
と
に
 

な
れ
ば
、
 

当
然
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕、
 

M
S
X
 

の
活
 

K
 

す
る
 

場
 

も
 

多
い
 

は
ず
。
 

K
 

太
な
 

デ
—
 

夕を
！ 

し、
 

そ
の
 

中
か
ら
 

必
要
 

を
 

に 
取
：
；
^
 

し 
利
用
す
 

る
 

こ
と
は
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

最
も
 

得
意
と
 

す
る
 

だ
か
ら
 

•た
。 

一
昨
年
、
 

中
日
 

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
 

い
ち
 

早
く
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

を
 

導
入
し
て
 

i
 

を
 

集
め
た
 

の
 

も
 

§
 

に
 

新
し
い
。
 

ス
ポ
！
 

ソ
 

&
M
 

S
X
、
 

ま
ず
は
 

1 へ
—
 

ス
ボ
—
 

ル"
 

か
ら
 

始
め
て
 

み
よ
 

ラ。
 

産
業
 
用
 ロ
ボ
ッ
ト
の
 

ノ
ゥ
ハ
ゥ
が
 

D
M
B
 

を
 

産
み
出
し
た
 

D
M
B
 
 

(D
at
ej
np
ut
  

M
s
h
i
n
e
 
 

fo
r 
 

Ba
se
ba
ll
) 

な
る
 

野
球
 

用
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

中
 

UT
 

ト
 

ラ
 

□
 

ン
ズ
が
 

導
 

入
し
た
 

の
は
 

I 
昨
年
の
 

こ
と
こ
の
 

年
、
 

中
日
 

ド
ラ
ゴ
 

ン
ズ
は
 

見
事
 

セ
ン
 

ト
 

ラ
ル
で
の
 

リ
—
グ
 

優
勝
を
 

か
つ
 

さ
 

ら
 

つ
て
い
 

る
 

わ
け
 

だ
が
'
 
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
導
 

入
に
 

よ
る
 



Uealthmm 
mm&^ports 

大同 特殊鋼 株式会社 機 

械 事業部 和 皋軎久 磨 氏 

プロ野球 観戦 ㉚ データ サービス 

MS  X が ホーム パーソナルコンピュータ として、 

1 家に 1 台、 1 人に 1 台の 割り合いで 普及して いく 

のはそう 遠い 日の ことではないだろう さて、 この 

ホーム パーソナル コンピュータの 大きな 役割の ひと 

つに、 大型 コン ビュー タの 端末機と しての 役割が あ 

る ブロ 野球に 閗 する あらゆる 情報が インプット さ 

れた 大型 コンピュータと 家庭内に ある MS  X を音饔 

ヵブ ラな どで つなげれば、  < ブロ 野球 観戦 餐 データ 

サービス〃 なんてい うのが 楽しめる に違いない 

ありと あらゆる 場面での、 その 選手 あるいは その 

球団の 数値 的 記録、 情報を あ' 茶の間に 居ながら にし 

て 即座に 手に入れる ことができる ^  ■ 

とぃ ぅサ— ビス だ  こんな ソフト カ、 

^、娜 日'  巨人 _  j あつたら し义 ね- 

の 日本 シリーズ 第  7  戦 西武 ライ オンス 1 点の リー 

ドで 迎えた 9 回の 裏 巨人の 攻擎、 一死 一塁 三塁、 パ 

ッ ターは 中 畑、 ビッチ ヤーは リリーフ 江 夏と いう 場 

面 こんな 時、、' プロ野球 観戦 每 データ サービス 冷 の 
加入者は、 「一死 一塁 三塁での 中 畑の 打率は？  Jr 江 夏 

の 投球 パターンは？  j「 王 監督の 采配 パターンは？」 

なんてい う 他の 人が 知る ことので きない 情報を 手に 

入れる ことができる わけ だ 自分 だけが 手に入れた 

情報を 駆使しつつ 自分な リ の 推測を し 自分な リ の 作 

戦を たてる プロ野球 ファンの 新しい 楽しみ 方が そ 

こに 誕生し そうだ 

効
果
が
 

ど
れ
ほ
ど
 

だ
っ
 

た
か
は
 

神
の
 

み
 

ぞ
知
 

る
と
 

い
つ
た
と
 

こ
ろ
 

だ
ろ
、
 

つ。
 

中
 or ト ラ

 ゴ
ン
ズ
 
サ
イ
ド
か
ら
 
様
々
 

な
 要
望
に
 
応
え
て
'
 
 
D
M
 
B の

 設
計
 
開
 

発
を
 行
つ
 
た
の
は
、
 
名
 古
屋
に
 
本
社
を
 

置
く
 
大
同
 
特
殊
 
銅
 株
式
会
社
 
機
械
 
事
業
 

部
、
 
設
計
 部
 制
御
 設
 it ク

ル
ー
 プ
だ
〇
 

大
同
 
特
殊
鋼
と
 
い
え
ば
 
ハ
ン
 ド
ボ
—
 

ル
を
 
思
い
浮
か
べ
る
 
人
が
 
多
い
だ
ろ
う
 

け
れ
ど
、
 
文
字
 
通
リ
 
特
殊
鋼
 
業
界
の
 
リ 

I
 
夕
—
 
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
—
 

と
し
て
の
 
立
 

場
 も
 忘
れ
る
 
わ
け
に
は
 
い
か
な
い
。
 

こ
 

の
 特
殊
 
銅
に
 
関
す
る
 
分
野
を
 
中
心
に
、
 
大
同
 
特
殊
 
銅
の
 

事
業
 
分
野
は
 
各
種
 
工
業
 
炉
 、
原
子
力
 
関
連
 
機
器
'
 
 省
エ
 

ネ
ル
ギ
 
！
 
省
力
 
機
器
な
 
ど
 広
範
に
 
わ
た
っ
 
て
い
る
 

D
M
B
 
設
計
 
開
発
の
 
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
 

大
同
 
特
殊
 
銅
の
 

こ
の
 
広
範
な
 
事
業
 
分
野
に
 
よ
っ
て
 
培
わ
れ
た
 
種
々
 
の
 高
 

度
な
 
ノ
ウ
ハ
ウ
が
 
生
み
出
し
た
 
と
い
 
つ
て
も
 
い
い
だ
ろ
 

、っ. 
直
接
的
に
は
 
工
業
 炉
 、
産
業
 
用
 □
ボ
ッ
ト
 
-^: ど

の
 

制
御
 
用
 コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
の
 
設
計
 
開
発
の
 
技
術
、
 
ノ
ウ
 
ハ
 

ウ
が
 
D  M  B 

の
 設
計
 
開
発
で
 
生
か
さ
れ
た
 
と
い
う
 
わ
け
 

だ
。
 

こ
の
 
D  M  B 

の
 開
発
の
！
 

あ
る
 
和
 泉
 喜
 久
磨
 

さ
ん
に
、
 
お
 話
を
 う
か
が
っ
 
た， 

「
D
M
B
 
開
^
 V
|
 
番
気
 
に
か
け
 
た
こ
と
は
 
、
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
の
 
思
考
 
方
法
に
 
絶
対
に
 
左
右
さ
れ
 
な
い
 
こ
と
。
 

あ
く
ま
で
 
人
間
の
思
考
 
方
法
の
 
都
合
に
 
あ
 

わ
せ
て
 
プ
 
□
グ
ラ
ム
を
 
設
計
 
開
発
し
た
 

つ 

て
こ
と
 
で
す
。
 
つ
ま
 
リ、 

人
間
に
 
と
つ
て
 

は
 A
-
>
c
-
 
D
i
B
 
と
い
/
つ
 
作
業
 
手
順
の
 

方
が
 
や
 リ
易
 
い
の
に
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 

都
合
に
 
あ
わ
せ
て
 
作
業
 
手
順
を
 
f
B
i
 

C
I
D
 
に
 
並
び
 
変
え
る
 
よ
う
な
 
こ
と
は
 
し
 

な
か
つ
 
た
と
い
う
 
わ
け
で
す
。
 
よ
く
こ
れ
 

で
 失
敗
す
 
る
ん
で
 
す
よ
 
ね
 「
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 

夕
に
 
と
つ
て
 
は
 合
理
 
S
V
 
も、 

コ
ン
 ピ
ユ
 

—
夕
 
知
識
の
 
な
い
 
人
間
に
 
と
っ
て
 
は
 使
 い
づ
ら
 
い
な
ん
 

て
こ
と
 
が
 少
な
く
な
い
。
 
ど
れ
ほ
ど
 
高
度
な
 
情
報
を
 
得
 

る
 こ
と
"
 か
で
 
き
る
 
機
械
 だ
と
し
て
も
、
 
そ
れ
が
 
コ
ン
 ピ
 

ユ
—
夕
 
独
特
の
 
入
力
 
方
法
 
や
 操
作
 
方
法
を
 
マ
ス
タ
—
 
し
 

て
い
な
け
れ
ば
 
使
え
な
い
 
と
い
う
の
 
で
は
 
意
味
が
な
い
 

で
し
よ
。
 

D
M
B
 
は
'
 
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
彳
夕
の
 
知
識
が
な
い
 
人
で
 
も
 

野
球
の
 
こ
と
 
さ
え
 
知
っ
 
て
い
れ
ば
 
誰
に
 
で
も
 
使
い
こ
な
 

す
 こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
は
 
私
 ど
も
が
 
普
段
 
設
計
 
開
 

発
し
て
 
い
る
 
工
業
 炉
や
 
産
業
 
用
 □
ボ
ッ
ト
の
 
制
御
 
用
コ
 

ン
ピ
ユ
 
I 
夕
の
 
設
計
 
思
想
と
 

一一: し
で
す
。
 
工
場
な
 
ど
の
 

現
場
で
 
こ
う
し
た
 
コ
ン
 ピ
ユ
 
—
夕
を
 
実
際
に
 
操
作
す
 
る
 

方
々
 
は
 コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
に
つ
い
て
 
は
つ
 
□
ウ
ト
 
で
あ
る
 

場
合
が
 
多
い
 
わ
け
 
X
 す
か
ら
、
 
誰
に
 
で
も
 
使
え
る
 
よ
う
 

に
な
つ
 
て
い
な
け
れ
ば
 役
に
立
ち
ま
せ
ん
」
 

D
N
B
 

導
入
 

中
日
 

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
 

優
勝
へ
の
 

貢
献
 

•
度
は
 

!?
 

和
 泉
さ
ん
 
は
 高
校
 
時
代
に
 
始
め
た
 
野
球
を
 
現
在
 
も
 現
 

役
 選
手
 
(
フ
ァ
—
 
ス
ト
、
 
四
番
 
と
か
)
 
と
し
て
 
続
け
て
 

い
る
 ば
か
 
リ
で
 
な
く
、
 
名
古
屋
 
大
学
 
野
球
部
の
 
監
督
 
業
 

ま
で
 
引
き
受
け
て
 
い
る
"
 
自
他
と
 
も
に
 
認
め
る
 
野
球
の
 

虫
 だ
。
 
D
M
B
 
に
は
、
 
大
同
 
特
殊
 
銅
の
 
技
術
者
と
 
し
て
 

の
 ノ
ウ
ハ
ウ
、
 
現
役
 
野
球
選
手
 
と
し
て
の
 
ノ
ウ
ハ
ウ
に
 

加
え
て
 
監
督
と
 
し
て
の
 
ノ
ウ
ハ
ウ
が
 

き
め
 
細
か
に
 
網
羅
さ
れ
 
て
い
る
 
と
い
 

う
わ
け
 
だ
。
 

こ、 つ
な
る
 
と
 中
日
 
優
勝
 

へ
の
 
D  M  B 

の
 貢
献
 
度
は
 
か
な
 
リ
大
 

き
い
よ
う
 
な
 «
 か
し
て
く
 
る
の
 だ
が
 

「
コ
ン
 ピ
 
ユ
—
夕
 
が
 与
え
て
 
く
れ
る
 

の
は
、
 
あ
く
ま
で
 
判
断
の
 
材
料
に
 
す
 

ぎ
ま
せ
ん
。
 

例、 Kf は、 
ワ
ン
 
ア
ウ
ト
 

| 塁
 三
塁
の
 
場
面
て
 
は
こ
の
 
パ
 
ッ
タ
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こ
ん
な
 

ソ
フ
ト
が
 

あ
つ
た
ら
 

い
い
ね
 

^H
BS
E^
^S
I^
I 

M
 

s
 

x
 

へ
 

ー
ス
ボ
 

I
 

ル
 

纗
£
 

I
 
は
 
力
—
 
ブ
を
 
よ
く
 
打
つ
 
て
い
る
 
だ
と
 
か
 
打
つ
 
て
い
な
 

い
だ
と
 
か
、
 
こ
の
 ピ
ッ
 
チ
ヤ
ー
 
は
 シ
ユ
—
 
卜
が
 
多
い
 
と
 

か
 少
な
い
だ
 と
か
ね
 だ
け
ど
、
 そ
れ
は
 た
だ
の
 資
料
 

で
あ
つ
 
て、 

そ
れ
を
 
ど
う
 
運
用
す
 
る
か
は
 
監
督
て
 
あ
る
 

と
か
 
選
手
 
ひ
と
 
リ
ひ
 
と
リ
が
 
下
し
て
 
い
く
 
問
題
で
す
 

野
球
に
 
勝
つ
 
た
め
の
 
理
論
は
 
攻
撃
 
型
と
 
か
 防
御
 
型
と
 
か
 

い
ろ
い
ろ
な
 
タ
ィ
プ
が
 
あ
る
。
 
ま
さ
か
、
 
私
の
 
理
論
、
 

フ
ィ
 
ロ
ソ
フ
 
ィ (

哲
学
)
 
で
 中
日
 
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
 
い
う
 プ
 

□
野
球
 
チ
—
 
厶
の
 
方
針
を
 
決
定
し
て
 
い
く
 
わ
け
に
は
 
い
 

き
ま
せ
ん
 
か
ら
ね
。
 

D
M
B
 

は
'
 
 

道
具
と
 

し
て
 

使
い
易
い
 

も
の
で
 

あ
つ
て
、
 

誰
が
 

見
て
も
 

あ
る
 

程
度
 

納
得
で
 

き
る
 

よ
/
つ
な
 

有
為
な
 

資
 

料
を
 

提
供
で
 

き
れ
ば
、
 

そ
れ
で
い
 

い
わ
け
で
す
」
 

流
通
 

ソ
フ
ト
と
 

一 
^ て
の
 

可
能
性
を
 

考
え
て
 

み
る
と
 さ
て
、
 

こ
の
 

D
M
B
'
 

全
国
 

ン
百
 

万
人
の
 

草
野
球
 

愛
 

好
 

者
 

や
 

高
校
、
 

大
学
 

野
球
 

関
係
者
の
 

強
い
 

味
方
に
 

な
リ
 

そ
/
つ
な
 

気
 

も
す
 

る
の
 

だ
が
 

…
…
 

「
価
格
の
 

問
題
で
 

し
よ
う
ね
 

現
在
の
 

D
M
 

B 
は
 

本
体
 

と
そ
れ
 

に
 

付
随
す
 

る
い
く
つ
 

か
の
 

ソ
フ
ト
を
 

合
わ
せ
て
 

I
 

、 
〇
〇
〇
 

万
円
を
 

超
え
て
 

し
ま
い
ま
す
 

も
ち
ろ
ん
、
 

数
が
 

た
く
さ
ん
 

出
れ
ば
 

あ
る
 

程
度
 

価
格
 

も
 

下
が
る
 

わ
け
 

だ
け
ど
、
 

限
度
が
 

あ
る
で
 

し
よ
 

し
か
も
 

草
野
球
 

チ
—
 

厶
だ
 

と、
 

よ
く
 

試
合
を
 

や
る
 

チ
 

—
厶
 

で
も
 

年
間
 

五
〇
 

試
合
 

ほ
と
ん
ど
の
 

チ
—
 

厶
が
手
 

作
業
で
 

十
分
 

集
計
で
 

き
る
 

し、
 

そ
の
 

作
業
 

自
体
を
 

楽
し
 

ん
で
 

い
る
 

人
 

も
 

多
い
 

当
然
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
の
 

方
が
 

よ
リ
 

多
く
の
 

よ
リ
 

細
か
な
 

デ
—
 

夕
を
 

記
録
 

集
計
す
 

る
 

こ
 

と
が
で
 

き
る
 

し
'
 
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
 

即
座
に
 

そ
の
 

デ
—
 

夕
を
 

解
析
 

運
用
で
 

き
る
 

と
い
う
 

点
で
 

優
れ
て
い
 

る
 

わ
け
 

で
す
 

が
、
 

草
野
球
で
 

そ
こ
ま
で
 

必
要
 

か
と
い
 

う
 

問
題
に
 

な
リ
 

ま
す
よ
 

ね
。
 

プ
 

□
野
球
 

だ
と
、
 

こ
こ
の
 

こ
う
い
う
 

場
 

固
た
 

と
 

あ
の
 

ピ
ッ
 

チ
ヤ
—
 

は
 

カ
ー
 

ブ
を
 

投
げ
て
 

く
る
 



確
率
が
 
高
い
 
と
い
う
 
デ
—
 
夕
が
 
非
常
に
 
有
効
に
 
な
つ
て
 

く
る
ん
だ
 
け
れ
ど
も
、
 
草
野
球
 
レ
べ
 
ル
で
は
 
そ
う
い
う
 

こ
と
^
 
0
 ん
ま
リ
 
関
係
な
い
で
 
し
ょ
。
 

と
ま
 
あ
、
 
D
M
B
 
自
体
は
 
流
通
 
ソ
フ
ト
と
 
し
て
 
|
 般
 

市
場
へ
 
参
入
す
 
る
の
は
 
難
し
い
だ
 
ろ、 っ

け
れ
 
ど
、
 
そ
れ
 

を
 や
や
 
レ
べ
 
ル
 ダ
ウ
ン
し
た
 
も
の
で
 
価
格
を
 
下
げ
る
 
こ
 

と
が
で
 
き
れ
ば
 
流
通
 
ソ
フ
ト
と
 
し
て
 
十
分
 
や
つ
て
 
い
け
 

る
と
 
考
え
て
 
い
ま
す
。
 
な
に
し
ろ
 
観
る
 だ
け
の
 
人
 も
い
 

れ
れ
ば
 
全
国
に
は
 
ン
千
 
万
人
と
 
い、 つ

 野
球
 
フ
ア
ン
が
 
い
 

る
 わ
け
で
す
 
か
ら
ね
。
 

た
だ
の
 
打
 ¥
 や
 打
点
の
 
is た

と
 
誰
も
が
 
知
つ
 
て
る
 
わ
 

け
で
 
面
白
く
な
い
 
け
れ
ど
 

『
イ
ン
 
n
l
 
ス
 ヘ
ス
 
ト
 レ
|
 

卜
が
 き
た
 
時
の
 
原
の
 
打
率
は
 
な
 あ
』
 
な
ん
て
 
話
に
な
る
 

と
'
#
:
 S
E
V
 
い
い
 
顔
が
 で
き
る
 
わ
け
で
 
し
ょ
。
 
だ
け
ど
'
 

こ
こ
で
 
ネ
ッ
ク
に
な
る
 
の
は
 
果
し
て
 
原
の
 
全
 打
席
を
 
追
 

つ
か
け
 
る
 こ
と
が
で
き
る
 
人
が
 
世
の
中
に
 
ど
れ
ほ
ど
い
 

る
か
つ
 
て
こ
と
 
：
…
 
•プ □

野
球
 
観
戦
 
用
 ソ
フ
ト
つ
 
て
い
 

う
の
 
も
な
か
な
 
か
 難
し
い
 
ね
。
 
放
送
局
 
あ
た
 
リ
が
 
そ
う
 

い
う
 
使
い
方
を
 
し
て
 
く
れ
る
 
と
 面
白
 
い
ん
だ
け
 
ど
…
」
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
と
 

ス
ポ
 

ー 
ッ
の
 

将
来
展
望
 

. 

と
い
う
 
わ
け
で
、
 
市
販
 流
通
 
ソ
フ
ト
に
 
つ
い
て
は
い
 

ろ
い
 
ろ
な
 
課
題
が
 
あ
リ
 
そ
う
だ
 
け
れ
ど
、
 

ス
ポ
 
—
ツ
と
 

コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
の
 関
係
は
 
ま
す
ま
す
 
密
着
 
度
を
 
増
し
 
そ
 

う
と
い
 
う
の
が
 
現
在
の
 
状
況
の
 
よ
う
 
だ
。
 

1  ヒツ
ツ
 
パ
—
 
グ
の
 
あ
る
 
大
学
の
 
研
究
室
に
は
、
 

ス
ラ
 

ン
プ
に
 
落
ち
た
 
大
 リ
—
ガ
 
ー が

よ
く
 
相
談
し
 
に
く
る
 
そ
 

う
で
す
。
 
そ
こ
で
、
 
素
 振
リ
を
 
や
つ
て
 
み
た
 
リ
 、
ボ
—
 ル
を
 
技
け
 
て
み
 
た
リ
 
、
あ
ら
ゆ
る
 
動
 i
 
上
か
ら
 
横
 か
 

ら
 内
部
か
ら
 
い
ろ
い
ろ
な
 
と
こ
ろ
か
ら
 
測
定
 
検
討
す
 
る
。
 

そ
れ
で
 

r お
前
は
 
今
'
 
 ど
こ
と
 
ど
こ
が
 
疲
れ
て
 
い
て
 
ど
 

こ
が
 
弱
つ
 
て
い
る
 
か
ら
、
 
こ
う
い
う
 
ト
 
レ
—
 
ニ
ン
 
グ
を
 

す
れ
ば
 
ス
ラ
ン
プ
を
 
脱
せ
る
 
よ
』
 
と
い
う
よ
う
 
な
 
ア
ド
 

バ
イ
ス
を
 
与
え
る
。
 
こ
う
い
う
 
こ
と
が
 
ア
メ
リ
カ
で
は
 

商
売
と
 
し
て
 
成
リ
 
立
つ
 
て
い
ま
す
。
 
日
本
で
 
も
や
つ
 
と
 

最
近
に
 
な
つ
て
 
ト
レ
ー
 
ニ
ン
 グ
 
n
—
 
チ
な
ん
 
か
が
 
脚
光
 

を
 あ
び
て
 
き
た
と
 
こ
ろ
で
す
 
し
'
 
 日
本
 
も
 将
来
そ
う
 
な
 

る
で
 
し
よ
/
つ
ね
 

ひ も
つ
 
と
も
 
効
果
的
な
 
ト
レ
—
 
ニ
ン
 グ
 方
法
の
 
開
発
た
 

と
か
、
 
利
用
 
方
法
は
 
い
ろ
い
ろ
で
す
。
 

ま
た
、
 

こ
う
い
、
 
姜
 
え
 方
を
 
利
用
 
す
れ
ば
、
 
パ
ッ
タ
 

I
 
や
 
ピ
ッ
 
チ
ヤ
—
 
の
 
筋
肉
の
 
動
き
 
や
 
腕
の
 
持
ち
上
げ
 
方
 

か
ら
、
 
そ
の
 
パ
ッ
タ
 
ー や

。
 ヒ
ッ
チ
 
ヤ
 I 

の
 疲
れ
て
 
い
る
 

部
分
、
 
つ
ま
 
リ
は
 
弱
点
を
 
見
つ
け
 
出
す
 
こ
と
が
 
可
能
に
 

な
リ
 
ま
す
よ
 
ね
 
今
ま
で
は
 
野
 村
さ
ん
 
み
た
い
 
な
べ
 
テ
 

ラ
ン
 
キ
 ヤ
ッ
 
チ
ヤ
—
 
の
 経
験
に
 
よ
つ
 
て
 さ
さ
え
ら
れ
て
 

い
た
 
部
分
を
 
n
 >
 ヒ
ユ
 
—
夕
が
 
あ
る
 
程
度
 
代
行
し
て
 
し
 

ま/ OAJ 
い
う
 
わ
け
で
す
。
 
こ
れ
は
 
ド
ラ
フ
 
ト
な
ん
 
か
に
 

も
 応
用
で
 
き
ま
す
 

今
の
と
こ
ろ
 
ド
ラ
フ
 
ト
は
 
ス
 カ
ウ
 

卜
の
 
主
観
的
な
 
判
断
に
 
負
う
 
と
こ
ろ
が
 
大
き
い
 
わ
け
 だ
 

け
ど
、
 
よ
い
 ピ
ッ
チ
 
ヤ
—
 
に
な
る
 
と
か
よ
 
い
パ
ッ
 
タ
ー
 

に
な
る
 
人
つ
 
 て
い
う
 
の
は
'
 
 高
校
 
時
代
の
 
成  m  た

と
 
か
 

体
力
 
的
な
 
資
質
な
 
ど
に
 
な
ん
ら
か
の
 
特
 f
 
持
つ
 
て
い
 

る
は
 
ず
で
す
。
 
そ
う
い
う
 
デ
 I 

夕
を
 
積
み
重
ね
て
 
い
く
 

こ
と
で
、
 
$
な
プ
 
□
野
球
選
手
を
 
つ
く
 
リ
出
 
さ
ず
に
 

す
む
 
よ
う
に
な
 
る
と
 
思
 う
ん
で
す
 
が
 …
…
 

〇 

も
ち
ろ
ん
'
 
 
そ
こ
ま
で
 
す
る
と
 
野
球
が
 
面
白
く
な
 
く
 

な
 る
ん
 じ
 や
な
い
 
か
つ
て
い
/
 

題
 も
で
 
て
き
ち
 
や
い
 

ま
す
け
 
ど
ね
」
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距
離
と
 

速
度
か
ら
 

絶
"
 

そ
の
 

所
要
時
間
を
 

、 

; し
て
い
く
 
ラ
リ
 し
て
は
、
 

1
 
コ
ン
ビ
 
ュ
ー
タ
 が
 大
活
濯
 

1 

モ
—
夕
 

—
ス
ホ
 

—
ツ
 

、
ラ
リ
—
 

と
は
'
 
 

車
と
 

い
ぅ
 

機
械
 

と
そ
れ
 

を
操
辎
 

す
る
 

人
間
と
の
 

n 
ン
 

ビ
ネ
—
 

シ
 

ヨ
ン
に
 

よ
る
 

競
技
 

fc
 

だ
か
ら
 

車
の
 

性
能
 

か
い
く
ら
 

よ
く
て
も
、
 

ド
ラ
イ
 

パ
—
 

の
 

味
 

か
*
 

け
れ
ば
 

レ
—
 

ス
に
 

勝
つ
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
 

し
'
 
 

逆
に
い
 

く
ら
 

ド
ラ
イ
 

パ
—
 

の
 

g
 

か
 

ス
ゴ
 

ク
て
 

も
、
 

車
の
 

性
能
 

か
 

悪
け
れ
ば
 

ま
た
 

レ
—
 

ス
に
 

勝
つ
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
 

こ
の
 

機
械
と
 

人
間
に
 

よ
る
 

計
算
し
 

つ
く
さ
れ
た
 

ス
ボ
 

—
ツ
 

に
は
、
 

何
だ
か
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
、
 

M
S
X
 

の
入
リ
 

込
む
 

余
地
 

か
 

あ
る
よ
う
 

な
 

気
 

か
す
る
 

そ
れ
に
は
 

ま
ず
、
 

こ
の
 

ラ
リ
—
 

と
い
う
 

ス
ポ
—
 

ツ
を
も
 

つ
と
 

知
つ
 

て
み
た
い
 

ナ
ヒ
ゲ
 

I 
夕
 

I 
を
 

助
け
る
 

ラ
リ
 

I
 
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

ー
 

タ
 

A
L
C
 
 

(
才
—
 

ト
 

ラ
イ
フ
 

セ
ン
タ
—
)
 

は
 

毎
年
 

モ
|
 

夕
—
ス
 

ポ
ー
ツ
 

フ
ェ
ス
 

テ
イ
 

パ
ル
を
 

開
催
し
て
 

い
る
 

茶
 

木
 

寿
 

夫
さ
ん
 

は
 

そ
こ
の
 

取
締
役
 

僕
た
ち
は
 

車
の
 

レ
 

丨
ス
 

と
い
う
と
 

す
ぐ
に
 

カ
ツ
コ
 

イ
イ
 

ス
ポ
—
 

ツ
カ
—
 

に
 

よ
る
 

ス
ビ
—
 

ド
 

争
い
な
ん
 

か
を
 

思
い
出
し
て
 

し
ま
う
 

け
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コンピュータ ラリー レー スソフ ト 

ラリー コン ヒュー タは ラリー レースに あ' ける 計算 

を やってく n ている もちろん ms x にも それは で 

きる が、 ms x には それ 以上に 得意な ことがあ るは 

すだ ます 車の 中に ms x を 積み込む そ n から 小 

さな 車 用の テレビ もつ けて みる そこで 考えられる 

のは あの こま 地図 だ こま 堆囡の ソフトを 作っ て、 

それを レース 前に 溏 しても らう そうすれば、 目 分 

の 見たい こま 地図が すぐに 引き出せて 便利た し、 ま 

たこ ま堆 固を ゴソ ゴソ搜 すなん てこと もなくて 洚む 

また 逆に 審査の 方を wis  x に まかせて みるなん て 

いうの も おもしろい それぞれの 車に MS  X を 積み 

I こんな ソフトが I 
.あったらい いね 

込ませて、 その 車の 走行時間を 自動的に 記镱 させて 

いき、 あとで その ソフトを 審査員が 囤収 し、 それを 

見て 類 位を 決めて いく  そんな 近未来 的な ラリー レ 
ース もこれ からはて てく るは すだ 

れ
ど
 

'
ラ
リ
—
 

と
い
う
の
は
 

そ
れ
と
は
 

ち
よ
つ
 

と
 

違
う
 

「
ラ
リ
ー
 

と
い
う
の
は
 

身
近
な
 

市
販
 

車
 

を
 

使
つ
 

た
 

遵
法
 

競
技
、
 

つ
ま
 

リ
 

与
え
ら
 

れ
た
 

条
件
に
 

対
し
て
い
 

か
に
 

正
確
に
 

走
 

れ
る
 

か
と
 

s
 

う
こ
と
 

を
 

争
う
 

競
技
な
ん
 

で
す
 

濯
と
 

指
示
 

速
度
の
 

関
係
を
 

計
 

算
し
 

な
が
ら
 

当
所
 

予
定
さ
れ
 

た
 

時
^
 

V
 

い
か
に
 

目
的
地
 

ま
で
 

正
確
に
 

迪
リ
 

着
け
る
 

か
と
い
 

う
こ
と
 

を
 

競
う
 

わ
け
 

で
す
 

与
え
ら
れ
た
 

時
間
に
 

速
す
 

ぎ
て
も
 

遅
す
 

ぎ
て
も
 

ダ
 

メ
 

多
く
て
も
 

少
な
く
て
も
 

I 
分
に
 

つ
き
 

I 
点
の
 

減
 

点
を
 

し
て
い
き
 

ま
す
 

だ
か
ら
、
 

I 
番
 

正
確
に
 

走
つ
 

た
 

人
が
 

優
勝
と
 

い
う
の
 

が
 

ラ
リ
ー
 

な
ん
で
す
」
 

ラ
リ
 
I 
で
 は
 ス
タ
 
I 
卜
す
る
 
と
き
に
 
こ
ま
 
地
図
と
 
い
 

う
 簡
単
な
 
目
印
が
 
書
か
れ
て
 
い
る
 だ
け
の
 
ル
ー
 
ト
 地
図
 

と、 
あ
る
 
地
点
か
ら
 
あ
る
 
地
点
ま
で
を
 
何
時
間
 
何
分
で
 

走
リ
 
な
さ
い
 
と
い
う
 
指
示
 
速
度
を
 
書
い
た
 
紙
が
 
渡
さ
れ
 

る
 
車
に
 
乗
リ
 
込
む
 
の
は
'
 
 ド
ラ
イ
 
パ
ー
 
と
 ナ
ビ
ゲ
 
I 

夕
 I 

の
 二
人
で
'
 
 ナ
 .
ヒ
ゲ
 I 

夕
 I 
は
こ
の
 
こ
ま
 
地
図
を
 

見
な
が
ら
、
 
与
え
ら
れ
た
 
時
間
に
 
対
し
て
 
何
分
 
速
い
 
か
 

何
分
 
遅
い
 
か
と
い
 
う
こ
と
 
を
 計
算
し
て
 
い
く
 

「
こ
の
 
計
算
は
 
今
ま
で
 
手
動
 
式
の
 
計
算
器
 
や
 電
卓
を
 
使
 

つ
て
 
や
つ
て
 
い
た
ん
で
す
 

つ
ま
 
リ
走
 
つ
た
 
距
離
と
 
速
 

度
に
 
よ
つ
 
て
 そ
の
 
時
間
を
 
計
算
し
て
 
い
た
 

ん
で
 
す
が
、
 
今
か
ら
 
四、 

五
 年
 前
に
 
ラ
リ
 

I
 
コ
 
ン
ヒ
 
ユ
—
夕
 
と
い
う
の
 
が
で
 
き
ま
し
 

一 

て、 
そ
れ
を
 
使
う
よ
う
 
に
な
 
リ
 ま
し
た
 
 
づ
 

ラ
リ
ー
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
い
う
の
は
、
 

ト 
ガ
 

リ
ツ
 プ
メ
 I 夕

 I と
 連
動
し
て
 い
る
の
で
、
 

リ 

速
度
 
さ
え
 
入
れ
て
 
や
れ
ば
 
与
え
ら
れ
た
 
時
 

間
に
 
対
し
て
 
何
分
 
速
い
 
か
、
 
何
分
 遅
い
 
か
 

と
い
う
 
こ
と
が
 
す
ぐ
に
 
教
え
て
 
く
れ
 
る
ん
 

で
す
 

今
で
は
 
ほ
と
ん
ど
の
 
車
が
 
こ
の
 
ラ
 

リ
 I  n ン

ピ
ユ
 
—
夕
を
 
使
つ
 
て
い
ま
す
」
 
 
器 

こ
の
 計
算
と
 
い
う
の
は
 な
か
な
か
 大
変
 

It* 

な
 

も
の
 

だ
た
 

と
え
ば
 

ナ
ビ
 

ゲ
—
 

タ
ー
が
 

昔 

計
算
に
 

夢
中
に
 

な
っ
て
 

い
た
ら
、
 

こ
ま
 

地
図
を
 

見
る
 

の
 

を
 

忘
れ
て
 

し
ま
つ
て
、
 

曲
る
べ
き
 

道
を
 

曲
ら
ず
に
 

n
—
 

ス
を
 

間
違
え
て
 

し
ま
う
 

な
ん
て
い
 

う
こ
と
 

も
 

し
ば
し
ば
 

あ
る
か
ら
 

だ
 

ラ
リ
—
 
で
は
 
車
の
 
性
能
と
 
ド
ラ
イ
 
パ
—
 
の
 腕
と
'
 
 そ
 

し
て
 
そ
れ
を
 
総
括
し
て
 
い
く
 
ナ
ビ
 
ゲ
—
 
夕
—
 
の
 g
 て
 勝
 

-
負
が
 
決
ま
っ
 
て
い
く
 

市
販
 
車
に
 
よ
る
 
レ
—
 
ス
だ
 
か
ら
 

と
い
っ
 
て、 

そ
れ
は
 
決
し
て
 
生
や
さ
し
 
い
も
の
で
は
 
A
 

い
の
 だ
た
 
と
え
ば
、
 
六
十
 
キ
 □
で
 
走
れ
と
 
い
わ
れ
た
 

場
合
で
 

も
'
 
 

直
線
の
 

道
を
 

走
る
 

の
な
ら
 

ば
 楽 だが
、
 

曲
 

リ
く
 ね
っ
た
 道
を
 走
る
 の
は
 容
易
な
 こ
と
で
は
 な
い
 

ま
た
 
道
は
 
凍
結
し
て
 
い
る
 
こ
と
 
も
 あ
る
か
 
も
し
れ
 
な
い
 

し、 
砂
利
道
の
 
場
合
 
も
 あ
る
か
 
も
し
れ
 
な
い
 
の
 だ
つ
 

ま
 リ
コ
—
 
ス
の
 難
易
度
、
 
状
況
に
よ
っ
て
、
 

相
対
的
な
 

速
度
と
 
絶
対
的
な
 
速
度
は
 
変
わ
っ
 
て
 く
る
わ
け
 
だ
 

ナ
 

ビ
ゲ
—
 
夕
—
 
は
 そ
れ
を
 

, 11 去
の
 
経
験
か
ら
 
予
測
し
、
 
車
 

の
 性
能
と
 
ド
ラ
イ
 
パ
—
 
の
 腕
と
 
を
 考
え
 
合
わ
せ
て
 
指
示
 

を
 出
し
て
 
い
く
こ
う
い
 
っ
た
 
ナ
ビ
 
ゲ
ー
 
タ
ー
の
 
仕
事
 

を
 今
 助
け
て
い
 
る
の
 が
 ラ
リ
ー
 
コ
ン
 
ヒ
 
ユ
—
夕
 
な
の
 だ
 

0 
譽 

S 

> 
〇ブ 

O
K
V
 

小
 田
 JS 
一
塚
 (f 

、棟
 

}
機
 

い
 
号
 

さ
 
信
 

下
 

S 

て
 

し
リ
物
 

行
 

お
 

檫
 

進
と
 

目
 

へ
の
 

〇
 

争
 

次
 ら
は
番
 

か
 

号
 

交
 {
略
 

図
の
 

停
 

地
図
 

ス
 

ま
 

地
 

パ
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ヨ
ッ
ト
は
 

風
で
 

走
る
 

も
の
。
 

虱
の
 

向
き
に
 

よ
っ
て
は
、
 

倍
 

以
上
 

行
程
 

か
か
 

か
っ
て
し
 

ま
ぅ
 

こ
と
 

さ
え
 

あ
る
。
 

だ
か
ら
 

風
向
き
を
 

予
測
し
て
、
 

ソ
フ
ト
が
 
必
要
。
 

こ
こ
 

数
年
'
 
 

大
 

流
行
の
 

ヨ
ッ
 

ト。
 

夏
に
 

な
れ
ば
 

ど
こ
の
 

j
t
v
 

も
 

赤
 

や
 

*
 

の
 

カ
ラ
フ
ル
な
 

船
が
 

波
間
に
 

浮
か
ん
で
 

い
る
の
を
 

見
る
 

こ
と
が
 

て
き
る
。
 

だ
が
 

あ
の
 

浜
辺
か
ら
 

は
 

優
雅
に
 

見
え
る
 

ヨ
ッ
ト
 

も、
 

実
際
に
 

操
 

S
 

す
る
と
い
 

う
こ
と
 

に
な
つ
 

た
ら
こ
れ
 

は
 

大
変
な
 

も
の
 

「
風
向
き
を
 

常
に
 

考
え
て
 

帆
の
 

角
度
を
 

そ
れ
に
 

合
わ
せ
て
 

変
え
て
 

い
 

く。
 

そ
う
し
な
け
れ
ば
 

ヨ
ッ
 

ト
は
 

目
的
地
に
 

着
く
 

ど
こ
 

ろ
か
 

永
 

速
に
 

波
 

問
を
 

さ
ま
よ
い
 

続
け
る
 

な
ん
て
 

こ
と
に
 

も
な
 

リ
か
 

ね
な
い
。
 

で
は
 

ヨ
ッ
 

ト
を
 

操
縦
す
 

る
に
は
 

ど
 

ん
な
知
 

K
 

か
い
る
 

の
だ
ろ
う
。
 

—
 

f
 

雙
 

，
た
い
か
ら
：
®
 

K
 

た
 

^
 

か
 

ヨ
ッ
ト
と
 

い
つ
て
 

す
ぐ
に
 

思
い
浮
か
.
 

へ
る
 

$、
 

あ
の
 

夏
の
 

海
に
 

浮
ん
で
 

い
る
 

帆
船
 

だ
。
 

そ
れ
は
 

た
 

ル 風
を
 

受
け
て
 

進
む
 

の
だ
ろ
う
 

と
は
 

思
う
 

け
れ
ど
'
 

n
t
 

そ
う
な
 

の
だ
ろ
う
 

か
。
 

気
#
^
 

洋
 

コ
ン
 

サ
ル
タ
 

ン
ト
 

と
い
う
 

会
社
の
 

馬
場
 

正
彦
 

さ
ん
は
 

ヨ
ッ
ト
に
 

乗
リ
 

始
め
て
 

二
十
 

年
と
 

い、
 

つ
べ
 

テ
 

ラ
ン
 

だ
 

「
ヨ
ッ
 

ト
と
 

い
う
の
は
 

も
と
も
と
 

古
代
の
 

風
を
 

動
力
源
 

, 

と
し
て
 

走
る
 

帆
船
の
 

総
称
な
ん
 

で
す
 

で
、
 

確
か
に
 

昔
 

の
 

船
は
 

後
ろ
か
ら
 

風
を
 

受
け
て
 

走
つ
 

て
い
た
ん
で
 

す
が
、
 

だ
ん
だ
ん
と
 

帆
船
 

技
術
が
 

発
達
し
て
 

き
て
、
 

帆
の
 

形
 

も
 

変
わ
つ
 

て
く
 

る
と
'
 
 

ヨ
ッ
ト
は
 

横
か
ら
 

風
を
 

受
け
て
も
、
 

斜
め
 

前
か
ら
 

風
を
 

受
け
て
も
 

走
れ
る
 

よ
う
に
な
つ
 

た
ん
 

で
す
」
 

斜
め
 

前
か
ら
 

風
を
 

受
け
て
も
 

走
れ
る
 

と
い
う
の
は
 

不
 

思
議
な
 

〗
可
か
 

す
る
 

が
…
 

「
そ
れ
は
 

飛
行
機
が
 

離
陸
し
て
 

空
中
に
 

浮
か
ぶ
 

と
い
う
 

の
と
 

同
じ
 

原
理
な
ん
 

で
す
 

斜
^
!
 

刖 
か
ら
 

来
た
 

風
が
 

帆
 

に
あ
た
 

る
と
、
 

そ
こ
は
 

I 
種
の
 

真
空
 

状
態
と
 

な
リ
 

、
そ
 

こ
に
 

揚
力
が
 

生
ま
れ
、
 

前
に
 

引
つ
 

張
ら
れ
る
 

と
い
う
 

状
 

態
に
な
る
 

わ
け
で
す
 

ふ
つ
う
 

ヨ
ッ
ト
は
 

風
に
 

押
さ
れ
 

実
は
 

風
に
 

_
 

す。 
で
す
 か
 

斜
め
に
 

ジ
 

グ
ザ
グ
に
走
つ
て
い
け
ば
い
い
と
い
う
厂
：
ニ
ー
 

お
も
し
ろ
い
の
は
ヨ
ッ
ト
は
真
後
 

5.
 

'
|
ら
 

1.
 

を
受
け
 

て
 

走
る
 

の
は
 

意
外
と
 

速
く
な
い
 

と
い
う
*
 

「
な
ぜ
な
ら
 

前
に
 

空
 

UF
T 

か
あ
つ
て
'
 
 

そ
 

|
 

抵
抗
を
 

受
け
 

る
か
ら
 

な
ん
で
す
.
 

だ
か
ら
 

斜
め
 

後
！
^
 

真
横
の
 

方
が
 

ヨ
ッ
ト
は
 

速
い
 

わ
け
で
す
」
 

現
在
 

ヨ
ッ
 

ト
は
 

ク
ル
—
 

ザ
ー
 

と
 

デ
イ
ン
 

ギ
ー
の
 

二
つ
に
 

分
け
ら
れ
 

る
 

C 
ク
ル
—
 

ザ
—
 

と
い
う
の
は
、
 

キ
ッ
チ
ン
 

'
ト
イ
レ
か
ら
 

ベ
ッ
ド
 

ま
で
つ
 

い
て
い
る
 

遠
洋
に
 

使
う
 

ヨ 

ッ
ト
 

。
そ
し
て
、
 

デ
イ
 

•
ン
ギ
 

I 
は
 

一
人
'
 
 

あ
る
い
は
 

二
人
 

用
の
 

船
体
 

か
ら
 

体
を
 

は
み
出
し
て
 

乗
る
 

よ
う
 

な
ヨ
ッ
 

ト
の
 

こ
と
 

だ
 

_ 
と
こ
ろ
で
 

こ
の
 

ヨ
ッ
ト
 

だ
が
'
 
 

現
在
は
 

n 
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕
を
 

使
つ
 
 

て
 

作
つ
 
 

て
い
る
 
 

こ
と
が
 

多
い
 

と
い
う
 

「
そ
の
 

船
が
 

ど
う
い
う
 

海
域
て
 

ど
ん
な
 

目
的
で
 

走
る
 

の
 

か
'
 
 

ま
た
 

安
全
性
と
 

か
 

ス
ピ
—
 

ド
と
 

か
'
 
 

概
略
 

的
な
 

気
 

象
の
 

条
件
の
 

よ
う
な
 

も
の
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
に
 

イ
ン
 

プ
 

ッ 
ト
し
て
'
 
 

船
の
 

形
 

や
 

帆
の
 

形
は
 

設
計
さ
れ
 

て
い
ま
す
 

特
に
 

大
き
い
 

レ
—
 

ス
 

、
世
界
 

I 
周
と
 

か
 

大
西
洋
横
断
な
 

ど
に
 

使、
 

つ 
船
に
な
る
 

と、
 

気
象
な
 

ど
を
 

よ
く
 

調
べ
て
 

全
 

部
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
で
 

作
る
 

よ
う
に
な
つ
 

て
い
ま
す
」
 

ヨ
ッ
ト
に
 

乗
つ
 

て
 

ど
こ
か
へ
 

行
く
 

場
合
に
 

か
な
ら
ず
 

持
つ
 

て
い
か
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 

の
は
 

海
図
 

だ
 

そ
れ
 

は
 

自
分
の
 

船
が
 

い
ま
 

ど
の
位
 

置
を
 

走
つ
 

て
い
る
 

か
と
い
 

う
こ
と
 

を
 

知
る
 

た
め
で
 

あ
る
 

「
こ
の
 

位
置
を
 

出
す
 

と
い
う
の
は
 

意
外
と
 

面
倒
な
ん
 

で
 

す
ね
 

今
ま
で
は
 

こ
れ
を
 

六
分
儀
 

(
セ
ク
 

ス
タ
ン
 

ト
)
 

を
 

使
つ
 

て
 

や
つ
て
 

い
ま
し
た
 

太
陽
の
 

時
間
'
 
 

高
度
を
 



測
つ
 
て、 

そ
れ
か
ら
 
天
測
 
暦
と
 
い
う
 
本
を
 
引
つ
 
張
リ
出
 

し
て
き
て
、
 
自
分
が
 
今
、
 
北
緯
 
何
度
、
 
東
経
 
何
度
に
 
い
 

る
と
 
い
う
 
こ
と
を
 
調
べ
、
 
海
図
に
 
何
時
 
何
分
 
こ
の
 
位
置
 

を
 走
つ
 
て
い
る
 
と
い
う
 
ふ
う
に
 
書
い
て
 
い
つ
て
 
い
た
わ
 

け
で
す
 

で
も
 
最
近
で
は
 
天
測
 
暦
と
 
い
う
 
本
の
 
情
報
を
 

す
べ
て
 
入
れ
た
 
ソ
フ
ト
が
 
あ
つ
て
、
 
六
分
儀
で
 
測
つ
 
た
 

も
の
を
 
n 
ン
ヒ
ユ
 
—
夕
に
 
イ
ン
 
プ
ッ
 
ト
す
る
 
と
'
 
 自
動
 

的
に
 
あ
な
た
の
 
船
の
 
位
置
は
 
今
、
 
何
度
 
何
分
と
 
い
う
 
ふ
 

う
に
 
出
し
て
 
く
れ
る
 
よ
う
に
な
つ
 
て
い
ま
す
」
 

ヨ
ッ
 
ト
が
 好
き
、
 
そ
し
て
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
も
 好
き
と
 

い
う
 
人
は
、
 
い
ろ
い
ろ
な
 
プ
 
□
グ
ラ
ム
を
 
自
分
で
 
作
つ
 

て、 
バ
ソ
コ
 
ン
を
 
ヨ
ッ
ト
で
 
活
用
し
て
 
い
る
と
 
い
う
 

「
た
と
え
ば
 
沿
岸
で
 
陸
地
に
 
近
い
と
 
こ
ろ
を
 
走
つ
 
て
い
 

る
 場
合
'
 
 海
図
に
 
書
か
れ
て
 
い
る
 
灯
台
な
 
ど
の
 
目
標
 
物
 

二
つ
の
 
そ
れ
ぞ
れ
の
 
角
度
を
 
磁
石
を
 
使
つ
 
て
測
リ
 
、
そ
 

れ
を
 
海
図
 
上
に
 
定
規
を
 
使
つ
 
て
 書
い
て
、
 
船
の
 
位
置
を
 

調
べ
て
 
い
た
わ
け
 
で
す
 
が
'
 
 パ
ソ
コ
ン
で
、
 
自
分
の
 
今
 

い
る
 
海
域
と
 
目
標
 
物
、
 
そ
れ
か
ら
 
目
標
 
物
の
 
角
度
を
 
イ
 

ン
プ
ッ
 
ト
し
て
 
や
る
 
と
'
 
 画
面
に
 
海
図
が
 
描
か
れ
、
 
船
 

の
 位
置
を
 
示
し
て
 
く
れ
る
 
よ
う
な
 
ソ
フ
ト
を
 
持
つ
 
て
い
 

る
 人
 も
い
 
ま
す
」
 

馬
場
さ
ん
 
自
身
 
も
 い
ろ
い
ろ
な
 
ア
イ
デ
ィ
ア
が
 
あ
る
 

と
い
う
 

「
船
を
 
速
く
 
走
ら
せ
る
 
た
め
に
は
'
 
 
い
か
に
 
上
手
く
 
自
 

分
の
 
船
の
 
帆
に
 
風
を
 
受
け
る
 
か
と
い
 
う
こ
と
 
が
 必
要
な
 

わ
け
で
す
 

で
、
 
今
 U
 自
分
で
 
風
の
 
強
さ
と
 
風
の
向
き
 

を
 考
え
て
 
帆
を
 
操
つ
 
て
い
る
 
わ
け
で
す
 
け
れ
ど
、
 
そ
う
 

い
う
 
ソ
フ
ト
を
 
作
つ
 
て
'
 
 現
在
の
 
風
の
 
強
さ
と
 
風
の
 
向
 

き、 
そ
し
て
 
自
分
の
 
進
み
た
い
 
方
向
を
 
デ
—
 
夕
 と
し
て
 

イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
 
や
る
 
と
'
 
 コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 帆
の
 
角
 

度
は
 
何
度
に
 
セ
ツ
 
ト
し
な
さ
い
 
と
い
う
 
ふ
う
に
 
教
え
て
 

く
れ
る
 

こ
う
い
う
 
ソ
フ
ト
は
 
す
ぐ
に
で
 
も
で
 
き
る
 
と
 

思
い
ま
す
 
ね
」
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いつでも 好きな 場所が 見れ る 涵ソフ ト 

馬場 さ んが 考えて いるよう な 天気 予邂の ソフトは 

本当にで きたらす ばらしい しかし 酚大な 情報が 必 

要に なって くる この プ〇 グラムは、 ちょっと やそっ 

とでは できない し、 そういう ものは 專鬥 家に まかせ 

ておいて いいのでは ないか 

そこで 一番® 単で、 それでいて 役に立つ ものは 何 

だろう. そうすると 海図 ソフトなん かがいい ：m 

は 結構 かさばる u、 それに 紙な ので、 汚れた リ 、破 

播 しやすい だから、 海図を ROM に 記憶 させて お 

いて、 たとえば 東京湾が 見たい ときには キーを 押す 

と 東京湾の 海図が 面面 に 出て くるよう にした ら 便利 

こんな ソフ ト:^ 

あつたら し、 しぬ 

だと 思う 

また、 現在 マニアの 閜で 作られて いる 船の 位置を 

知る ための プ □クラムな どは、 すぐにで も 作れる し、 

馬場さん のい うような 帆の 角度を SL の 向き や 強さに 

よって 教えて くれる ブロ グラム も ffi 単にで きる 

ヨッ トに犖 るた めには いろいろな 專鬥 的な 知 雄が 

たくさん 必要に なって くる、 たから MSX の 活躍で 

きる 部分 も まだまだ あリ そうだ ヨットに 間す る必 

要な 情報を MS  X が 全部 記 德 して あ' いて くれたら、 
誰でも 明日から 気鞋に 海に 出て ヨッ トに 乘る ことを 

楽しめる はずた 

海
に
 

出
て
 

一
番
 

問
題
に
 

な
る
 

の
は
 

天
気
。
 

だ
け
ど
 

こ
の
 

予
測
が
 

難
し
い
 

と
こ
ろ
で
、
 

ヨ
ッ
ト
の
 

位
置
 

や
 

帆
の
 

角
度
と
 

い
う
の
 

は
 

簡
単
な
 

数
 

$
 

で
て
 

く
る
が
、
 

ヨ
ッ
ト
に
 

乗
る
 

場
合
、
 

情
報
と
 

し
て
 

| 
番
手
に
 

入
れ
た
い
 

の
は
 

天！
； 

あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
 

小
 

笠
 

原
に
 

行
き
た
い
 

と
 

考
え
た
 

と
き
'
 
 

何
 

日
 

か
か
 

つ
て
も
 

い
い
と
 

い
う
 

場
合
は
 

則
た
 

が
、
 

日
数
が
 

限
ら
れ
て
 

い
る
と
 

い
/
つ
と
 

き
に
は
、
 

自
分
の
 

船
の
 

速
度
 

を
 

考
え
て
、
 

平
 

S
V
 

ど
の
く
ら
い
の
 

速
さ
で
 

い
け
ば
 

何
 

日
く
 
ら
い
で
 
着
く
 
と
い
う
 
こ
と
を
 
計
算
し
 
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
な
 
い。 

そ
し
て
 
こ
の
と
 
き
に
 
一
番
 関
係
し
て
 
く
る
の
 

が
 天
気
て
 
あ
る
。
 
天
気
に
 
よ
つ
 
て
は
、
 
倍
 以
上
の
 
行
程
 

が
か
 
か
つ
て
し
 
ま
う
 
こ
と
 
も
 あ
る
。
 
だ
か
ら
、
 
ヨ
ッ
ト
 

に
 乗
る
 
者
は
 
出
発
し
て
 
目
的
地
に
 
着
く
 
ま
で
の
、
 
あ
る
 

い
は
 
目
的
地
か
ら
 
帰
つ
 
て
く
 
る
ま
で
の
 
天
気
を
 
予
測
す
 

る
。
 

「
天
気
と
 

い
つ
て
も
、
 

海
の
 

場
合
は
 

陸
と
 

違
つ
 

て、
 

雨
 

で
も
 

曇
で
 

も
い
 

い
わ
け
で
す
：
 

そ
れ
は
 

船
の
 

走
リ
 

と
は
 

全
く
 

関
係
な
く
て
、
 

風
 

だ
け
が
 

ポ
イ
ン
ト
に
 

な
リ
 

ま
す
。
 

風
が
 

ど
の
 

方
向
か
ら
 

ど
の
く
ら
い
の
 

強
さ
で
 

吹
い
て
 

く
 

る
か
、
 

そ
し
て
 

そ
れ
が
 

何
時
間
く
 

ら
い
 

続
く
 

か
と
い
 

う
 

こ
と
が
 

問
題
に
 

な
つ
て
 

く
る
わ
け
 

で
す
 ふ
つ
、
 

つ 
こ
れ
は
、
 

朝
 

テ
レ
ビ
 

や
 

新
聞
を
 

見
た
 

リ
 

、
ラ
 

ジ
オ
を
 

聴
い
た
 

リ
 

し
て
、
 

現
在
 

自
分
の
 

い
る
と
 

こ
ろ
の
 

天
気
の
 

そ
の
 

先
を
 

予
測
す
 

る。
 

し
か
し
'
 
 

専
門
家
の
 

気
 

象
 

庁
で
 

さ
え
 

間
違
え
る
 

こ
と
の
 

あ
る
 

天
気
の
 

予
測
は
、
 

と
て
も
 

一
般
の
 

人
間
 

か
で
 

き
る
 

も
の
で
は
 

な
い
。
 

け
れ
 

ど
も
、
 

そ
れ
を
 

や
ら
な
い
 

と
ヨ
ッ
 

ト
は
 

海
で
 

危
険
な
 

目
 

に
あ
う
 

こ
と
に
な
る
の
 

だ
。
 

そ
し
て
、
 

馬
場
さ
ん
 

の
専
 

門
は
、
 

ま
さ
に
 

こ
の
 

気
象
な
 

の
 

だ
。
 

こ
の
 

天
気
の
 

予
 

§
 

□
 

ク
ラ
ム
を
 

作
ろ
う
と
 

今
 

考
え
 

て
い
 

る
ん
で
 

す
よ
 

っ 
気
象
庁
で
 

も
 

大
型
 

コ
ン
 

ピ
 

ユ
—
夕
 

を
 

使
つ
 

て
'
 
 

こ
の
 

天
気
の
 

予
測
を
 

や
つ
て
 

い
ま
す
が
、
 

そ
れ
に
は
 

膨
大
な
 

量
の
 

デ
—
 

夕
が
 

必
要
な
 

わ
け
で
す
。
 

そ
れ
で
'
 
 

こ
れ
を
 

今
の
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

ど
こ
ま
で
で
 

き
る
 

か
と
い
 

う
は
 

問
題
で
す
 

が
、
 

で
き
な
い
 

こ
と
は
 

な
い
 

と
 

思
い
ま
す
 

ね
」
 

海
に
 

出
た
 

と
き
、
 

現
実
の
 

天
気
を
 

わ
か
つ
 

て
い
る
 

の
 

は
 

自
分
 

だ
け
。
 

予
報
の
 

制
度
が
 

い
く
ら
よ
 

く
な
 

つ
て
も
'
 

あ
る
 

地
点
の
 

天
気
が
 

現
在
 

ど
う
な
 

つ
て
い
 

る
か
と
 

い
う
 

こ
と
は
、
 

そ
の
 

場
所
に
 

い
る
 

人
^
 

な
け
れ
ば
 

わ
か
ら
 

な
い
。
 

海
は
 

広
い
 

の
で
、
 

い
ち
い
ち
 

気
象
を
 

調
べ
る
 

機
 

械
を
 

設
置
し
て
 

お
く
 

こ
と
な
 

ど
で
 

き
な
い
。
 

そ
う
す
る
 

と
'
 
 

気
象
の
 

知
識
と
 

判
断
力
と
 

い
う
の
は
 

や
 

•つ
 

ぱ
リ
必
 

要
に
 

な
つ
て
 

く
る
。
 

だ
か
ら
 

気
象
の
 

デ
—
 

夕
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
に
 

入
れ
て
'
 

今
の
 

天
気
の
 

状
況
を
 

ィ
ン
プ
ッ
ト
し
て
 

や
る
 

と
'
 
 

こ
の
 

先
の
 

天
気
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
が
 

予
測
し
て
 

く
れ
る
 

よ
う
 

に
な
つ
 

た
ら
い
 

い
と
 

思
い
ま
す
 

ね、
' 
 

た
だ
 

問
題
に
 

な
つ
 

て
く
 

る
の
は
 

精
^
 

V
、
 

百
 

回
の
う
 

ち
 

何
回
 

当
た
る
 

か
と
 

い
う
 

こ
と
で
す
 

よ
ね
。
 

た
だ
 

船
の
 

場
合
、
 

問
題
に
 

な
つ
 

て
く
 

る
の
は
 

風
 

だ
け
で
す
 

か
ら
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

こ
と
を
 

予
測
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 

気
象
庁
な
 

ど
よ
 

リ
は
 

当
た
 

る
と
 

思
い
ま
す
 

ね
」
 

天
気
と
 

い
う
の
は
 

船
に
 

乗
る
 

人
に
 

限
ら
ず
、
 

陸
の
 

人
 

で
も
 

気
に
な
る
。
 

そ
し
て
 

そ
の
 

場
合
'
 
 

気
象
庁
の
 

予
報
 

と
と
も
に
も
う
 

ひ
と
つ
の
 

判
断
 

材
量
 

と
な
る
 

の
が
'
 
 

空
 

や
 

雲
の
 

形
を
 

見
た
 

リ
 

と
い
う
 

こ
と
に
な
る
。
 

し
か
し
、
 

そ
れ
に
は
 

い
ろ
い
ろ
な
 

知
識
が
 

必
要
に
 

な
つ
て
 

く
る
。
 

そ、 つ
い
う
 
部
分
の
 
知
識
を
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
に
 
入
れ
て
、
 

辞
書
 
代
わ
 
リ
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
使
つ
 
た
ら
い
 
い
ん
じ
 

や
な
い
 か
と
 馬
場
さ
ん
 は
い
/
つ
。
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Y …縦 （0 〜 191) 

R …報 

C …色 

中心の 座標 

写真 I 

68>#39^1€ 

MSX-BASIC 入門 講座 【3】 

A
S
I
C
 

第
 3
 回
 

\o  〇 

I  〇 

さ
 20 

だ
-
 

く
 

て
 

C al 

0 
30 は

 絵
を
 
描
き
 
お
わ
つ
 
た
 後
'
 
 表
示
 
 
ブ
レ
 
タ
—
 
を
 だ
し
た
り
、
 

デ
—
 
卜
に
 
誘
 

が
 消
え
な
い
 
よ
う
に
す
 
る
た
 
め
の
 
も
の
 
 
わ
な
け
れ
ば
 
気
持
ち
は
 
通
じ
な
い
 
。
コ
 

ン
ピ
ユ
 
I 
夕
と
の
 
お
付
き
合
い
 
も
ま
つ
 

だ
つ
 
た
ね
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
意
味
が
 
わ
か
つ
 
た
と
 

こ
で
、
 
実
際
に
 
打
ち
込
ん
で
 
試
し
て
 
く 

れ
 。
何
度
も
く
 
リ
 返
す
 
け
ど
、
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
と
お
 
友
 だ
ち
 
に
な
る
 
に
は
、
 

一
 

つ
 
|
 つ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
自
分
の
 
手
で
 

打
ち
込
ん
で
 
い
か
な
 
く
ち
 
や
 だ
め
な
ん
 

だ
。
 
頭
で
 
イ
 イ
ナ
と
 
思
つ
 
て
い
て
も
 
ダ
 

メ
 。
好
き
な
 
娘
が
 
い
た
ら
、
 
心
の
中
で
 

想
つ
 
て
い
る
 
だ
け
 
じ
 
や
 だ
め
 
だ
ね
。
 

ラ
 

た
く
 
同
じ
な
ん
 
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
打
ち
 
こ
む
 
前
に
は
、
 

E
m
M
l
g
n
o
M
I
 
で
 
記
憶
装
置
の
 
中
を
 

カ
 ラ
ッ
ポ
に
 
す
 る
ん
だ
 
つ
た
ね
。
 
後
は
 

意 ior 

调 
at 

を 

N 

ン 

、 

n 

は 

ソン 
パシ 

X 

マ 
so 

M
 
こ
 

線、
 

箱、
 

そ
し
て
.
 

線
を
 
ひ
き
、
 
四
角
形
の
 
箱
を
 
描
く
 
と
 

く
れ
ば
、
 
次
は
 
円
が
 
で
て
 
く
る
。
 
今
回
 

は
 円
を
 
中
心
に
 
デ
ザ
ィ
ン
し
て
 
み
ょ
う
。
 

そ
の
 
昔
、
 
B
A
S
I
C
 
に
は
 
円
を
 
描
く
 

た
め
の
 
命
令
が
な
か
っ
た
。
 

そ
れ
で
 
P 

S
E
T
 
 
(
点
を
打
つ
)
 
と
い
う
 
命
令
を
 

使
っ
て
、
 

|
 つ
 
I
 つ
の
 
占
 i の

 位
置
を
 
計
 

算
 し
な
が
ら
 
描
く
 
と
い
う
 
大
変
な
 
手
間
 

を
 か
け
て
 
い
た
。
 
し
か
も
 
そ
の
 
計
算
 
式
 

に
は
、
 
見
た
 
だ
け
で
 
ゾ
ツ
 
と
す
る
 
サ
イ
 

ン
 、
コ
サ
 イ
ン
、
 
タ
ン
 ジ
ェ
ン
 ト
と
 
い
 

つ
た
 
三
角
関
数
 
が
で
 
て
き
て
 
大
 パ
ニ
ツ
 

ク
〇
 

M
 
s
x
-
 
 
B
 
 A
S
I
C
 
に
は
 
円
を
 
描
 

く
た
 
め
の
 
命
令
が
 
用
意
さ
れ
 
て
い
る
 
か
 

ら
一
安
 
心
。
 
円
を
 
描
く
 
位
置
、
 
半
径
、
 

色
を
 
i
 
す
る
 
だ
け
で
、
 
簡
単
に
 
円
が
 

描
け
て
 
し
ま
 
う
ん
だ
。
 
ち
よ
つ
 
と
 英
語
 

が
で
 
き
る
 
人
な
ら
 
予
想
が
 
つ
い
た
 
よ
ね
。
 

そ
う
、
 
C
I
R
C
L
E
 
と
い
う
の
 
が
 円
 

を
 描
く
 
命
令
。
 
使
い
方
は
 
次
の
 
よ
う
な
 

か
た
ち
 だ
。
 (図
—
 
 

)
 

早
速
 
c 

I 
R  c  L 

E 命
令
を
 
使
っ
て
 

円
を
 
描
い
て
 
み
よ
う
。
 
た
め
し
に
 
中
心
 

の
座
標
を
横
 
80 、

縦
 
60 、

半
径
 
30 '

色
 

は
 黄
色
 
(
カ
ラ
—
 
コ
|
ド
 

|0 )
に
す
る
 

と
 プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 
写
真
—
 
の
よ
う
に
な
 

る
。
 

前
回
の
 
内
容
が
 
わ
か
つ
 
て
い
る
な
ら
 

こ
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
も
 理
解
で
 
き
る
 
よ
ね
。
 

I
 
0
 
行
の
 
S
C
R
E
E
N
2
 
は
 
絵
を
 
描
く
 

た
め
の
 
お
ま
じ
な
い
。
 

30 行
の
 
G
O
T
 

あ
の
 

再
び
 

先
月
か
ら
 
い
よ
い
よ
 
本
格
的
な
 
勉
強
 

が
 は
じ
ま
っ
 
た
け
 
ど、 

よ
く
 
わ
か
っ
 
た
 

か
な
。
 

一
つ
一
つ
 を
し
 っ
か
り
 理
解
し
 

な
い
 
と
 後
に
 
な
っ
て
 
苦
労
す
 
る
か
ら
、
 

よ
—
 
く 練

習
し
て
 
お
い
て
 
く
れ
。
 

前
回
は
 
い
ろ
い
ろ
な
 
線
を
 
l
i
n
e
 

命
令
を
 
使
っ
て
 
ひ
い
た
 
ね
。
*
 
 く
り
 
返
 

し
"
 
の
 F
O
R
 

〜 
N
E
X
T
 
命
令
と
 
か
、
 

線
の
 
着
 
か
え
る
 
C
O
L
O
R
 
命
令
と
 

か
で
、
 
は
じ
め
て
 
つ
く
る
 
チ
ッ
 
ボ
ケ
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 
し
て
は
 
き
れ
い
な
 
デ
 ザ
 

ィ
ン
が
 
で
き
た
。
 
自
分
で
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
 打
ち
込
む
 
の
は
 
大
変
で
、
 
必
ず
 
エ
ラ
 

I
 
が
で
 
る
け
 
ど
、
 
は
じ
め
て
 
動
い
た
 
時
 

は
 感
激
だ
っ
た
。
 
そ
の
 
感
激
を
 
忘
れ
な
 

い
で
 
今
回
 
も
 ガ
ン
バ
 
ッ
テ
 
み
よ
う
。
 

ま
だ
ま
だ
 
デ
ザ
イ
ン
 

で
せ
 ま
る
 

前
回
に
 
続
い
て
、
 
今
回
 
も
 デ
ザ
ィ
ン
 

で
せ
 
ま
る
 
ゾ
 。
「
高
価
な
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

で
 絵
な
ん
 
か
 描
い
て
」
 
な
ん
て
の
は
 
古
 

い
 考
え
。
 
「
コ
ン
ビ
 
ユ ー タ

 だ
か
ら
 
It- 算 

を
 さ
せ
な
け
れ
ば
」
 

な
ん
て
も
、
 
っ ダ

サ
 

ィ
ね
 

。
電
子
計
算
機
 

な
ん
て
 

訳
語
が
 

な
 

く
て
も
、
 
コ
ン
 ピ
ユ
 
ー タ

は
 誰
れ
 
に
も
 

わ
か
 
る
ん
だ
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
登
場
で
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
は
 
ラ
ジ
カ
セ
 
な
み
の
 
存
在
に
 
な
 

っ
た
。
 
今
 ラ
ジ
カ
セ
に
 
「
実
用
的
 
価
値
」
 

を
 求
め
て
 
る
 人
は
 
い
な
い
よ
 
ね
。
 
楽
し
 

け
れ
ば
 
充
分
。
 
M
S
X
 
で
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 

夕
の
 
楽
し
み
 
方
を
 
勉
強
し
て
 
く
れ
、
 
必
 

ず
 将
来
 
君
の
 
役
に
立
つ
 
の
は
 
ま
ち
が
い
 

な
い
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
 
で
き
る
 
よ
 

う
に
な
 
っ
た
な
ら
、
 
大
 い
ば
り
で
 
友
 だ
 

ち
に
 
自
慢
し
 
よ
う
。
 

|
 人
で
 
こ
っ
 
そ
り
 

勉
強
し
て
、
 

あ
る
 

日
 
友
 
だ
ち
 

を
 
ア
ッ
 

ト 

驚
か
す
 
の
 も
 悪
く
な
い
 
ゾ
 " 

B
A
S
 

I 

C
 
講
座
 
第
 
3
 
回
の
 
は
じ
ま
り
 
だ
。
 



平'
 

TO  30 

順
番
に
 

10
 

…
…
 

20
 

…
…
 

と
 

一
行
ず
 

つ
 

入
 

力
し
て
 

い
く
。
 

行
の
 

最
後
に
 

g
u
n
g
g
 

キ
ー
を
 

押
す
 

の
を
 

忘
れ
な
い
で
 

く
れ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

い
れ
 

お
わ
つ
 

た
ら
す
 

ぐ
に
 

で
も
 

実
行
し
た
 

い
と
こ
 

だ
け
ど
、
 

ち
よ
つ
 

と
ま
つ
て
 

ほ
し
い
。
 

今
、
 

画
面
 

の
 

色
は
 

図
 

2 
の
よ
う
に
 

な
つ
て
 

い
る
は
 

葉
 

色
…
 

喑
青
 
(
カ
ラ
—
 
コ
—
ド
 
4
)
 

白
 
(
カ
ラ
—
 コ
|
ド
 |5 ) 

ず
 

だ
。
 

せ
っ
か
く
 

ヵ
ラ
—
 

で
 

絵
を
 

描
く
 

の
 

だ
か
ら
'
 
 

バ
ッ
ク
の
 

色
は
 

黒
に
 

し
て
 

し
ま
お
う
 

a 

E
M
n
o
 

B
 

ls
. 

r
 

l 
a
l
 

E
T
U
R
N
I
 

と
 
打
ち
込
ん
で
く
れ
。
 

文
字
の
 

色
が
 

白
、
 

バ
ッ
ク
の
 

色
が
 

黒
に
 

な
っ
た
 

ね
。
 

1
 

完
了
 

だ
。
 

B
M
S
M
U
O
g
S
i
 

も
し
く
は
、
 

E
S
 

で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

は
じ
ま
る
。
 

f
K
 

2 
の
よ
う
に
 
な
っ
た
ら
 
O
K
 
だ
。
 

こ
れ
は
 

基
本
 

だ
か
ら
し
 

か
た
な
い
 

け
 

ど
、
 

円
が
 

I
 

つ
 

だ
け
 

あ
っ
て
も
 

お
も
し
 

ろ
く
な
い
 

ね
。
：
 

1
^
0
 

の
よ
う
に
く
 

リ
返
 

し
 

描
い
て
 

み
よ
、
 

っ。
 

F
O
R
 

〜 
N
E
X
 

T
 

〜
 

S
T
E
P
 

の
 

命
令
を
 

加
え
、
 

2
0
 

行
 

の
 

円
の
 

座
標
を
 

変
数
で
 

お
き
か
え
る
。
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
は
 

写
真
 

3 
の
よ
う
に
な
る
 

ね
。
 

前
に
 

あ
っ
た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 

新
し
い
 

行
を
 

つ
け
 

加
え
る
 

に
は
、
 

行
 

番
号
を
 

新
 

し
く
 

設
定
し
て
 

や
る
。
 

10
 

行
と
 

20
 

行
の
 

間
に
 

一
行
 

追
加
す
 

る
な
ら
、
 

14
 

行
 

や
 

15
 

行
と
 

い
っ
た
 

行
 

番
号
を
 

決
め
て
 

や
れ
ば
 

い
い
ん
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
る
 

と
き
 

に
 

10
 

き
ざ
み
に
 

行
 

番
号
を
 

つ
け
て
 

お
く
 

と、
 

後
で
 

修
正
が
 

楽
 

だ
ゾ
！
 f
 
 

1
:
4
 

が
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

実
行
 

例
。
 

半
径
の
 

大
き
さ
、
 

色
'
 
 

円
の
 

数
な
 

ど
を
 

変
え
て
 

い
ろ
い
ろ
 

試
し
て
 

く
れ
。
 

力
—
 

ソ
ル
を
 

移
動
し
て
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

修
正
 

す
る
 

方
法
は
 

わ
か
る
 

よ
ね
。
 

u
g
g
 

で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

実
行
を
 

止
め
 

て、
 

I
n
g
n
T
I
^
T
U
R
N
 

一で
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

厶
 

•
リ
ス
 

ト
を
 

表
示
し
'
 
 

•
修
正
 

す
れ
ば
 

い
い
ん
だ
。
 

色
を
 塗
ろ
う
 

黄
色
い
 

円
 

も
な
か
な
 

か
き
れ
 

い
だ
つ
 

た
け
 

ど、
 

ど
う
せ
な
ら
 

円
の
 

内
側
ま
で
 

し
つ
 

か
り
 

塗
つ
 

て
し
 

ま
お
う
。
 

色
を
 

塗
 

る
の
は
 

P
A
I
N
T
A
 

^.
 

T>
 

だ
。
 

周
り
の
 

線
の
 

色
 

(
境
界
 

色
)
 

と
 

同
じ
 

色
で
、
 

塗
 

り
た
い
 

領
域
の
 

一
点
を
 

缉
疋
 

し
て
や
る
 

と、
 

そ
の
 

場
所
を
 

き
れ
い
に
 

ペ
イ
ン
ト
 

し
て
 

く
れ
る
。
 

境
界
 

色
と
 

塗
る
 

色
 

(
領
 

域
 

色
)
 

が
 

違
つ
 

て
い
る
 

と、
 

_
 

線
を
 

無
視
し
て
 

画
面
 

全
体
を
 

塗
つ
 

て
し
 

ま
ぅ
 

の
で
 

注
意
し
て
 

く
れ
。
 

ま
た
、
 

L
I
N
 

E
 
 

C
I
R
C
 
 

し
 
 

E
、
 

P
A
I
N
T
Q
 

各
么
 

^
 

~0
 

で
カ
ラ
|
コ
|
ド
を
省
略
す
る
 

と、
 

す
べ
て
 

白
 

(
カ
ラ
 

ー
コ
|
ド
 

|5
 

)
 

に
 

設
定
さ
れ
 

る
。
 

P
A
I
N
T
 

命
令
の
 

使
い
方
は
 

図
 

3 
の
と
 

お
り
。
 

i
3
 

の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

手
直
し
し
 

て
、
 

ベ
イ
ン
 

ト 
命
令
を
 

加
え
て
 

み
よ
ぅ
 

0 

円
を
 

I
 

つ
 

だ
け
 

描
く
 

の
な
ら
 

15
 

行
と
 

25
 

行
が
 

余
分
 

だ
ね
。
 

N
E
W
 

命
令
を
 

使
う
 

と
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

全
部
 

消
え
て
 

し
ま
、
 

つ。
 

一
部
分
 

だ
け
 

削
除
す
 

る
に
は
 

行
 

番
号
 

+
 

リ
タ
—
 

ン
で
 

よ
か
つ
た
 

ね
。
 

1 5
 

屏
 

T
U
R
N
1
 

め じ 創 コ 

5) 0 

5  

9 
2  
I 

〇 
 

〇 

横
 

縦
 

色
 

図 

25 rR lml TURNl で
 で
き
あ
が
り
。
 
か
わ
り
 

に
 P
A
I
N
T
<
I
 
^
 T» を

 加
え
る
。
 
色
を
 

塗
り
 
は
じ
め
る
 
座
標
は
 
円
の
 
中
心
と
 
同
 

じ、 
塗
る
 
色
 も
 円
周
と
 

同
じ
に
 

す
る
。
 

P
I
H
n
I
K
5
 が
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
だ
。
 
R
U
N
 
す
 

る
と
 
円
の
 
中
心
か
ら
 
色
を
 
塗
り
 
だ
し
て
 

写
真
 
6 
の
よ
ぅ
に
な
る
。
 

カ
ラ
 

ー
コ
|
 

ド
を
 

自
分
で
 

か
え
て
 

試
 

し
て
 

く
れ
。
 

i
 

色
と
 

領
域
 

色
^
!
 

え 
る
と
 

大
 

パ
ニ
ッ
ク
 

に
お
ち
 

入
る
 

か
ら
 

気
 

を 
付
け
て
 

く
れ
。
 

(
写
真
 

7)
 

キ
 I
T
 
ド
か
ら
 

指
示
す
 
る
 

ニ
ヶ
 

所
を
 

か
え
る
の
は
 

面
倒
 

だ
ね
。
 

そ
 

こ
で
 

カ
ラ
—
 

コ
|
 

ド
を
 

変
数
で
 

お
き
か
 

え
て
し
 

ま
お
う
。
 

C
O
L
O
R
 

の
 

頭
 

文
 

字
を
 

と
つ
て
 

C 
を
 

変
数
に
 

し
て
、
 

そ
の
 

内
容
は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

は
じ
め
で
 

決
め
 

た
ら
 

ど
う
だ
ろ
う
。
 

こ
れ
な
ら
 

C 
の
 

値
 

を
 

変
え
る
 

だ
け
で
 

い
い
か
ら
 

便
利
 

だ
ね
。
 

(
写
真
 

8 
 

) 

カ
ラ
—
 

コ
|
 

ド
の
 

修
正
は
 

|
 

ケ 
所
で
 
す
む
 

よ
う
に
な
 

つ
た
け
 

ど
、
 

そ
の
 

^
 

フ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
'
 

フ
 

レ
—
 

ク
 

し
な
け
れ
ば
 

な
 

境
界
 
色
と
 
領
域
 
色
を
 
か
え
る
 
時
に
、
 

C
I
R
C
L
E
 
文
と
 
p
 
A
 
丨
 
N
T
 
文
の
 

ら
 

な
い
。
 

実
行
中
に
 

自
由
に
 

色
を
 

か
え
 

る
 

方
法
は
な
い
だ
ろ
う
 

か
。
 

I
 
N
 
 p
 
 u
 
 T
 
命
令
を
 
使
つ
 
て
み
 
よ
う
。
 

こ
れ
な
ら
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
実
行
中
に
 
キ
—
 

ボ
—
 
ド
か
ら
 
文
字
 
や
 数
字
を
 
打
ち
込
む
 

こ
と
で
、
 
変
数
の
 
内
容
を
 
害
き
 
か
え
る
 

こ
と
が
で
き
 る
ん
だ
。
 (
図
 4
)
 

9 
の
よ
う
に
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

修
 

正
し
て
 

く
れ
。
"
々
 

の
 

中
に
は
 

表
示
 

さ
 

入門 講座 【3】 
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hluT-^O*" ； C 

心!“3: ふ , 

描
い
て
 
く
れ
る
 
ゾ
！
 

た
だ
こ
の
 
ま
ま
で
は
 
色
を
 
缉
疋
 
す
る
 

の
は
—
 
度
し
 
か
で
 
き
な
い
。
 
そ
こ
で
 
30 

行
を
 
か
え
て
 
み
ょ
う
。
 こ
れ
ま
で
 
G
O
T
O
 
と
い
う
の
は
 
絵
 

を
 消
さ
な
い
 
た
め
の
 
オ
 
マ
ジ
 
ナ
イ
、
 
な
 

ん
 て
い
っ
 
て
た
 
け
ど
、
 

は
も
っ
 
と
 

別
の
 
意
味
が
 
あ
っ
た
ん
だ
。
 
プ
ロ
 
グ
ラ
 

厶
は
 
普
通
は
 
行
 番
号
の
 
若
い
 
順
に
 
実
行
 

さ
れ
る
。
 
こ
の
 
順
序
を
 
変
更
す
 
る
の
 
が
 

0
5
0
丁
0
な
ん
だ
。
§
7
 
£
 -!| || 0|〇 の

 

か
た
ち
で
 
使
う
 
と
'
 
 そ
こ
で
 
1
 
し
た
 

行
 番
号
か
ら
 
実
行
す
 
る
。
 
こ
れ
ま
で
は
 

自
分
の
 
行
 番
号
 

(
 30 行

な
ら
 
g
o
t
o
 

3
0
 )
 
を
 
_
 
し
て
い
た
 
か
ら
、
 
い
つ
ま
 

で
も
 
同
じ
 
行
 番
号
を
 
実
行
し
 
つ
づ
け
て
 

お
わ
ら
な
 
か
つ
た
ん
 
だ
。
 

3
0
 行
の
 
G
O
T
O
 
3
0
 を
 
 G
0
T
0
5
 

に
 変
更
す
 
る
と
、
 
円
を
 
描
き
 
お
わ
る
 
と
 

同
時
に
 
は
じ
め
の
—
 
N
P
U
T
 
文
に
 
戻
 

せ
た
い
 
メ
ッ
セ
—
 
ジ
を
 
入
れ
る
。
 

I
N
 

P
U
T
 
文
で
 
何
を
 
入
力
す
 
る
か
を
 
表
示
 

さ
せ
る
 
と
 便
利
 
だ
ね
。
 
こ
こ
で
は
"
 
A
 

□
=
々
 
に
し
て
 
あ
る
。
 
R
U
N
 
さ
せ
る
 

と
ど
ぅ
な
 
る
か
 
や
つ
て
 
み
よ
、
 つ。 (

写
真
 

1
0
 

、 

=
)
 

A
 
D
 
=
?
 
と
き
い
て
 
き
た
ら
 
カ
ラ
—
 

コ
|
 
ド
を
 
入
力
す
 
る
。
 
青
な
ら
 
ば
'
 
0
 

[51 ETURNI と
 打
ち
込
む
 
と、 

青
い
 
円
を
 

る。
 

カ
ラ
—
 

コ
|
 

ド
を
 

入
力
す
 

る
と
 

こ 

ろ
ま
で
 

戻
る
 

わ
け
 

だ
ね
。
 

た
だ
こ
の
 

ま
 

ま
で
は
 

充
分
 

じ
 

や
な
い
。
 

円
を
 

描
き
 

お
 

わ
っ
 

た
と
 

た
ん
 

絵
が
 

消
え
て
 

し
ま
う
 

か
 

ら
 

だ
。
 

M
s
 
X
 
の
 画
面
に
 
テ
キ
ス
 
ト
モ
—
 
ド
 

と
 グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
モ
 
ー 
ド
が
 
あ
る
の
は
 

前
に
 
も
 説
明
し
た
。
—
 
N
P
U
T
 
命
令
 

は
 テ
キ
ス
 
ト
モ
—
 
ド
で
 
し
か
 
使
え
な
い
 

の
で
、
 こ
の
 命
令
が
 で
て
 く
る
と
 自
動
 

的
に
 
テ
キ
ス
 
ト
モ
—
 
ド
に
 
戻
っ
 
て
し
 
ま
 

う
ん
だ
。
 
だ
か
ら
 
グ
ラ
フ
 
ィ
ツ
 
ク
モ
—
 

ド
で
 
描
か
れ
た
 
円
が
 
消
え
た
ん
 
だ
ね
。
 

せ
め
て
 
ゆ
っ
く
り
 
円
を
 
み
て
い
る
 
間
 

く
ら
い
は
、
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
の
 
実
行
を
 
待
 

っ
て
 
ほ
し
い
 
も
の
 
だ
。
 

I
 番
 J
K
t
 な
 方
 

法
は
 

を
 押
す
-
 

J と
。
 
一 CTRLl 

キ
—
と
 

|
 緒
に
 
押
す
 
と
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

中
止
だ
っ
た
 
け
ど
、
 

キ
ー
 
だ
け
 
だ
 

と
 
単
な
る
 
I
 
 
止
な
ん
 
だ
。
 
も
う
 
I
 

Q ml 甘 

度
 押
す
 
と
 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
実
行
が
 
再
開
 

さ
れ
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
組
み
方
 
次
第
で
、
 
実
 

行
を
 
待
た
せ
る
 
方
法
 
も
 あ
る
。
 
f
o
r
 

〜 
N
E
X
T
 
ル
—
。
 フ
を
 
利
用
す
 
る
の
 
が
 

そ
れ
 
だ
。
 
F
O
R
 

〜 
N
E
X
T
 
は
"
 
く
 

リ
 返
し
"
 

の
 命
令
 
だ
と
 
習
っ
 
た
よ
ね
。
 

で
は
、
 
く
り
 
返
す
 内
容
が
な
か
っ
た
ら
 

ど
う
な
る
 
だ
ろ
う
。
 
ド
〇
〇
:
文
で
道
疋
 

し
た
 
回
数
 
だ
け
、
 
N
E
X
T
 
文
と
の
 
間
 

を
 行
き
来
し
た
 
後
、
 
次
の
 
行
 番
号
に
 
実
 

行
が
 
移
る
 
だ
け
な
ん
 
だ
。
 
こ
れ
な
ら
 
簡
 

単
に
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
実
行
を
 
遅
ら
す
 
こ
 

と
が
で
 

き
 
^
 

■ ね
。
 

F
O
R
 

〜 NE
X
T
 

<} X. TJ を 26 行
に
 追
加
し
た
 の
が
 写
真
 I 2 

だ
。
 

F
O
R
 
と
 
N
E
X
T
 
が
：
 
(
コ
ロ
ン
)
 

で
 区
切
ら
れ
て
、
 

一
つ
の
 
行
に
 
か
か
れ
 

て
い
る
 
の
が
 
わ
か
る
 
か
な
。
 
こ
れ
は
 
マ
 

ル
 チ
 
ス
テ
—
 
ト
メ
ン
 
ト
と
 
い
つ
て
、
：
 

で
 区
切
る
 
こ
と
で
 

|
 行
中
に
 
複
数
の
 
命
 

令
を
 
か
く
た
 
め
の
 
も
の
な
ん
 
だ
。
 
便
利
 

だ
か
ら
と
 
い
つ
て
 
余
り
 
使
い
過
ぎ
 
る
と
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
ゴ
 
チ
ヤ
 
ゴ
 
チ
ヤ
し
て
 
み
 

に
く
く
な
 
る
か
ら
 
要
注
意
。
 

い
ろ
い
ろ
 
改
造
を
 
か
さ
ね
て
 
き
て
、
 

ハ
タ
と
 
気
付
い
た
ら
 
ず
い
ぶ
ん
 
行
 番
号
 

が
メ
チ
 
ヤ
メ
 
チ
ヤ
に
 
な
つ
て
 
い
る
ね
。
 

こ
れ
を
 
少
し
 
整
理
し
て
 
み
よ
う
。
 
と
い
 

っ
て
も
、
 は
じ
め
か
ら
 

行
 番
号
を
 打
ち
 

直
す
 
の
は
 
大
変
 
だ
。
 
そ
の
上
 
g
o
t
o
 

の
 後
の
 
行
 番
号
ま
で
 
直
し
て
 
お
か
な
い
 

と
 
エ
ラ
—
 
に
な
つ
 
て
し
 
ま
う
 
ね
。
 
R
E
 

N
U
 
M
 
命
令
を
 
使
っ
て
 
み
よ
、
 
っ
。
 
リ
ナ
 

ン
バ
—
 
の
 略
で
、
 
G
O
T
O
 
の
 後
の
 
行
 

番
号
な
 
ど
も
 
含
め
た
 
す
べ
て
の
 
行
 番
号
 

を' 
10 き
ざ
み
に
 10 行

か
ら
 打
ち
 直
し
 

て
く
 
n
 る
ゾ
。
 
l B
 E H

 
iInMIRETURNI 

と
 打
ち
込
ん
で
く
れ
。
 

リ
ス
 
ト
を
 
取
る
 

•と 行
 番
号
が
 
整
理
さ
れ
 
て
る
の
が
 
わ
か
 

る
ね
。
(
写
真
 

|3 )
 

入
力
の
 
チ
ェ
ッ
ク
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 
こ
れ
で
 
だ
い
ぶ
 
形
に
 

な
っ
て
 
き
た
ね
。
 
せ
っ
か
く
 
だ
か
ら
い
 

ろ
い
 
ろ
な
 
カ
ラ
—
 
コ
|
 
ド
で
 
試
し
て
 
み
 

ょ、 っ。 
と
こ
ろ
で
 
数
字
を
 
打
ち
込
も
ぅ
 

と
し
て
、
 
1
S
B
 
の
キ
—
 
な
ん
か
 
押
し
て
 

あ
る
と
'
 
 
0
0
 
と
 打
つ
つ
 
も
り
が
®
 
3
 

に
な
つ
 
て
し
 
ま
ぅ
 
こ
と
が
あ
る
。
 

リ
タ
 

—
ン
を
 
押
す
 
前
に
 
気
付
い
た
ら
 
一
ー
 キ
 

—
で
 
直
せ
る
 
け
ど
、
 
そ
の
ま
ま
 
リ
タ
—
 

ン
を
 
押
し
て
し
 
ま
う
 
と
 変
な
 
メ
 
ツ
セ
 
ー 

ジ
が
画
面
に
ぁ
ら
ゎ
れ
る
。
(
写
真
 

|4 )
 

普
通
の
 
変
数
に
は
 
数
字
 
以
外
の
 
も
の
は
 

31 



写真 19 

今月 は 覚え る ことが たくさん あつ たね。 来月 も ファ イトノ 

MSX-BASIC 入門 講座 【3】 

れ
ば
 

止
ま
る
 

け
ど
、
 

積
極
的
に
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

終
わ
ら
せ
る
 

と
き
に
は
 

便
利
 

だ
 

ね
。
(
写
真
 

|7
 

)
 

カ
ラ
 

I
 

シ
ー
 

1
 

1
 

レ
 

I
 

夕
 

磨 

こ
れ
ま
で
に
 

f
 

い
 

分
 

い
ろ
い
ろ
な
 

命
 

令
が
 

で
て
 

き
た
ね
。
 

ぜ
ん
ぶ
 

覚
え
て
 

い
 

る
か
な
。
 

今
回
 

新
し
く
で
 

て
き
た
 

も
の
 

だ
け
で
 

も
 

C
I
R
C
L
E
、
 

P
A
I
N
 

グ
ラ
ム
 

(
f
 

〖 18
 

)
 

を
 

み
れ
ば
 

わ
か
る
 

よ
ぅ
に
、
 

今
ま
で
の
 

バ
タ
—
 

ン
の
 

組
み
 

合
わ
せ
で
 

で
き
て
 

い
る
ね
。
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

厶
を
 

作
る
 

に
は
、
 

こ、
 

っ
い
つ
 

た
 

パ
 

タ
—
 

ン
を
 

ど
れ
 

だ
け
 

覚
え
て
 

い
る
か
が
 

勝
負
 

な
ん
だ
。
コ
マ
切
れ
の
単
語
(
八
-
叉
 

3
 

だ
け
 

知
っ
て
い
て
も
、
 

使
い
方
が
 

わ
か
 

ら
 

な
く
て
 

は
な
に
 

も
な
ら
 

な
い
か
ら
 

ね
。
 

写
真
 

|9
 

、 
20
 

に
 

実
行
 

例
を
 

挙
げ
て
 

お
く
。
 

リ
ス
 

ト
と
 

み
く
ら
べ
て
 

よ
く
 

復
習
し
て
 

く
れ
。
 

新
し
い
 

意
味
 

づ
け
を
 

し
た
の
 

が
 

C
O
L
 

O
R
 

と
 

G
O
T
O
。
 

忘
れ
な
い
 

よ
ぅ
に
 

こ
れ
ら
の
 

命
令
を
 

使
つ
 

た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
つ
 

く
つ
て
 

み
よ
ぅ
。
 

色
の
 

配
色
を
 

考
 

え
る
 

た
め
の
 

カ
ラ
—
 

シ
ミ
 

ユ
レ
—
 

夕
 

だ
。
 

R
U
N
 

す
る
と
 

水
玉
の
 

色
と
 

バ
ッ
ク
 

の
 

色
を
 

聞
い
て
 

く
る
か
ら
、
 

順
番
に
 

力
 

ラ
 

ー コ I ド
で
 

入
力
し
て
 

く
れ
。
 

プ
ロ
 

入
ら
な
い
。
 

だ
か
ら
 

英
語
で
 

「
も
う
 

| 

度
 

は
じ
め
か
ら
 

や
り
直
し
て
 

下
さ
い
」
 

と
い
う
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ
 

が
で
 

た
ん
だ
。
 ち
ゃ
ん
と
 

数
字
を
 

入
れ
た
 

の
に
 

エ
ラ
 —
が
 

で
る
 

こ
と
が
あ
る
。
 

(
i
 

l5
 

)
 

力
 

ラ
—
 

コ
—
 

ド
は
 

〇
〜
 

15
 

の
 

間
な
 

の
に
、
 

1
8
 

と
か
 

2
0
 

な
ん
て
 

変
な
 

値
を
 

打
ち
込
ま
 

な
か
つ
 

た
か
な
。
 

i
 

し
た
 

数
字
が
 

才
 

カ
シ
 

イ
ヨ
、
 

と
い
う
の
 

が
 

こ
の
 

エ
ラ
—
。
 

も
う
 

|
 

度
 

R
U
N
 

し
て
、
 

数
字
に
 

注
意
 

し
な
が
ら
 

入
力
し
 

よ
う
。
 

文
字
を
 

入
れ
て
も
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

止
 

ま
ら
な
い
 

か
ら
い
 

い
け
ど
、
 

変
な
 

数
字
 

が
 

入
る
 

と
ブ
レ
 

I 
ク
す
 

る
の
は
 

困
リ
も
 

の
 

だ
ね
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

エ
ラ
—
 

を
 

チ
 

エ
ッ
 

ク
 

し
て
、
 

ト
ラ
ブ
ル
を
 

未
然
に
防
 

ぐ
 

方
法
は
な
い
だ
ろ
う
 

か
。
 

C
 

の
 

値
 

{
カ
ラ
 

I
 

コ
 

I
 

ド
)
 

が
 

〇
〜
 

15
 

の
 

範
囲
に
 

入
つ
 

て
い
る
 

か
を
 

チ
 

エ
ツ
 

ク
 

し
て
、
 

そ
れ
 

以
外
な
ら
 

も
う
 

一
度
 

入
 

力
 

さ
せ
れ
ば
 

い
い
ね
。
 

こ
う
し
た
 

条
件
 

の
た
 

め
の
 

八-
 

^
 

Tr
 

が
—
 
 

F 
〜 

T 
 

H 
 

E 

る や 二 i た THEN 条 

む
 
U
 

す
た
 

す
 
号
 

に
番
 

行
珩
 

>
 
の
 
 C 
V
 
次
る
 

、
ま
さ
 

II 
ま
で
 

<
 
の
 
略
 

、
そ
 
省
 

= 、
は
 

>
 
と
 
To 

上 (7)G0 

V 

あ の EN H 

N
 

だ
。
 

(
図
 

5
)
 

"
も
し
 

C 
が
 

15
 

よ
り
 

大
き
け
れ
ば
 

入
力
 

の
と
 

こ
ろ
に
 

戻
る
"
 

の
 

だ
か
ら
、
 

B
A
 

S
I
C
 

に
お
き
 

か
え
る
と
、
 

S
S
 
 H
H
 
 
1
1
5
1
 
 
rnrnii 

a 
目
 

と
な
る
。
 

つ
い
で
に
 

I
F
 

〜 
T
H
E
N
 

命
令
を
 

利
用
し
て
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

終
わ
ら
せ
 

る
 
機
能
を
 

つ
け
て
 

み
よ
ぅ
。
 

今
ま
で
は
 

1 lo
i 

t
s
 

+
 

叫
 

裔
 

で
プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

と
め
 

て
い
た
け
 

ど
、
 

V 色
 

(
カ
ラ
—
 

コ
|
 

ド
)
 

を
 

0
と
_
 

し
た
ら
 

終
わ
る
 

よ
ぅ
に
し
 

て
み
 

よ、
 

っ。
 

カ
ラ
—
 

コ
—
ド
 

〇 
は
 

エ
ラ
 

I
 

じ
 

や
な
い
 

け
ど
、
 

透
明
 

だ
か
ら
 

意
味
 

が
な
い
 

も
の
ね
。
 写

真
 
16 が

 修
正
し
た
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

I
I
 行
の
 
E
N
D
 

と
い
う
の
 

が
 
実
行
を
 

終
 

わ
ら
せ
る
 
命
令
 
だ
。
 
E
N
D
 
が
な
く
て
 

も、 
実
行
す
 
る
 プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
な
く
な
 

図 
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Disk-BASIC&DOS 
の お 話 こゎ .、 

日立^ コンパクト フロッピー ディスク （3 イ 
ン チ)。 

V 

D 
I 

速
い
！
」
、
 
「
記
—
 
量
が
 
大
き
い
！
」
、
 
「
ラ
ン
 

ダ
ム
 
ア
ク
セ
ス
が
 
で
き
る
！
」
 

の
 3 占〗 が

 挙
げ
 

ら
れ
 
ま
す
。
 

「
動
作
が
 
速
い
」
 
こ
と
に
 
関
し
て
は
、
 
約
 4
0
 

〇
〇
 
バ
イ
ト
 

(
I
 バ
イ
 
ト
で
—
 
文
字
を
 
表
現
す
 

る
と
 

考
え
れ
ば
、
 

約
 
4
0
0
0
 

文
字
)
 

の
 
情
報
 

念
，
 57C み 書

き
す
 
る
の
に
 
必
要
な
 
時
 raT は、 

最
小
 

で
 0.2 秒

 ほ
ど
し
 
か
か
 
か
り
ま
せ
ん
。
®
 
吊
は
 
デ
 

イ
ス
 ケ
ッ
ト
に
 他
の
 情
報
 も
 入
っ
て
 い
ま
す
の
 

で
、
 

も
ぅ
 

少
し
 

時
間
が
 

か
か
り
ま
す
。
 

「
記
憶
容
量
が
 大
き
い
」
 こ
と
で
は
、
 M
S
X
 で
 使
用
す
 
る
 デ
イ
 
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、
 

|
 枚
 あ
た
 

り
 最
小
で
 
も
—
 
6
0
K
 
バ
イ
 
ト
の
 
情
報
量
が
 
記
 

憶
で
 き
ま
す
。
 M
S
X
 で
は
、
 デ
ィ
ス
ク
の
 

サ
 

イ
ズ
を
 
3' 

3.5 '  5 
イ
ン
チ
の
 

3 
種
類
か
ら
 

選
 

ベ
る
 
よ
う
に
な
つ
 
て
い
ま
す
。
 
そ
れ
ぞ
れ
 
記
憶
 

デ
ィ
ス
ク
の
 
メ
リ
^
-
 

「
デ
ィ
ス
ク
 
な
ん
て
'
 
 
い
っ
た
い
 
何
の
た
 
め
に
 

あ
る
ん
だ
 
ろ、 っ

？
.
 
 
R
O
M
 
力
—
 
ト 
リ
ッ
ジ
 
や
 

カ
 セ
ッ
 
ト 
テ
—
 
 ブ
が
 
あ
る
か
ら
 
い
い
 
じ
 
や
な
い
 

か
」
 
と
お
 
思
い
の
 
方
 も
 多
い
 
こ
と
で
 
し
ょ
、
 
っ。 

R
O
M
 
カ
 
ー
 
ト
リ
 
ッ
ジ
と
 
同
じ
、
 
あ
る
い
は
 
大
 

差
の
 
な
い
 
も
の
 
だ
っ
た
ら
、
 
何
も
 
デ
ィ
ス
ク
な
 

ん
て
 
必
要
な
い
 
の
で
す
。
 
デ
ィ
ス
ク
 
に
ど
れ
 
だ
 

け
の
 
価
値
が
 
あ
る
の
で
 
し
ょ
、
 
っ 0 

今
回
は
 
「
デ
ィ
ス
ク
は
 
ど
ぅ
し
て
 
必
要
 
か
？
」
、
 

「
M
S
X
 
 
—
 
 D
O
S
 
と
は
 
何
 
か
？
.
」
、
 
「
D
i
 
 
s
k
 

丨
 
B
A
S
 
 
1
C
 
と
は
 
何
 
か
？
」
 
を
 
紹
介
し
 
ま
 

す
。
 

デ
ィ
ス
ク
の
 
持
つ
 
メ
リ
ッ
ト
に
は
 

「
動
作
が
 

容
量
は
 

違
い
ま
す
 

が
、
 

使
い
方
は
 

統
 

|
 

さ
れ
て
 

い
る
の
で
 

便
利
で
す
。
 

「
ラ
ン
ダ
ム
 

ア
ク
セ
ス
が
 

で
き
る
」
 

と
い
う
の
 

は
、
 

先
に
 

書
い
た
 

二
つ
の
 

メ
リ
ッ
ト
と
 

密
接
に
 

関
係
す
 

る
の
で
 

す
が
、
 

そ
の
 

前
に
 

「
ラ
ン
ダ
ム
 

ア
ク
セ
ス
」
 

に
つ
い
て
 

解
説
し
 

ま
し
よ
、
 

っ。
 

ア
ク
セ
ス
と
は
、
 
多
量
の
 
デ
—
 
夕
の
 
中
か
ら
 

目
的
の
 
デ
—
 
夕
を
 
選
び
 
だ
す
 
こ
と
を
 
い
い
ま
す
。
 

ラ
ン
ダ
ム
 
ア
ク
セ
ス
 
可
能
と
 
い
う
 
こ
と
は
、
 
多
 

数
多
 
量
の
 
デ
ー
 
タ
の
 
中
か
ら
、
 
任
意
の
 
デ
—
 
夕
 

を
 選
択
で
 
き
る
 
と
い
う
 
こ
と
で
す
 
ね
。
 

つ
ま
り
、
 
レ
コ
—
 
ド
を
 
聞
く
 
と
き
に
 
2 番

目
 

の
 曲
を
 
聞
き
た
い
 
と
 思
っ
 
た
ら
、
 
自
分
で
 
針
を
 

2 
番
目
の
 
曲
の
 
頭
に
 
持
っ
て
 
い
け
ば
 
い
い
 
訳
で
 

す
。
 
こ
れ
と
同
じ
 
こ
と
が
 
ラ
ン
ダ
ム
 
ア
ク
セ
ス
 

な
の
で
す
。
 
必
要
と
 
す
る
 
任
意
の
 
デ
—
 
夕
を
 
自
 

由
に
 
書
い
た
り
 
読
ん
だ
り
 
す
る
 
こ
と
が
で
き
る
 

の
で
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
は
 
、
デ
ィ
ス
ク
 
ド
ラ
イ
ブ
と
 
メ
デ
 

イ
ア
 

(
デ
イ
 
ス
ケ
ッ
ト
)
 

か
ら
 
成
っ
 
て
い
ま
す
。
 

3、 
3.5 イ

ン
チ
の
 
デ
イ
 
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、
 

シ
 

ャ
ッ
 
タ
—
 
が
 取
り
付
け
ら
れ
 
て
い
て
、
 
ユ
—
ザ
 

—
が
 
直
接
 
メ
デ
ィ
ア
に
 
触
れ
る
 
と
い
う
 
こ
と
が
 

な
く
な
り
ま
し
た
。
 

デ
イ
 
ス
ケ
ッ
ト
の
 
弱
点
は
、
 

銀
行
の
 
キ
ャ
ッ
シ
ュ
 
カ
—
 
ド
 
•
ク
レ
ジ
ッ
ト
 
カ
 

—
ド
 
に
つ
い
て
も
 
言
え
る
 
こ
と
で
す
 
が
、
 
強
い
 

磁
気
に
 
よ
り
 
記
録
さ
れ
 
た
 内
容
が
 
壊
さ
れ
て
 
し
 

ま
う
 
こ
と
で
、
 
強
い
 
磁
石
な
 
ど
は
 
近
づ
け
な
い
 

よ
う
に
 
注
意
す
 
る
 必
要
が
 
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
 
他
に
、
 
デ
ィ
ス
ク
を
 
使
っ
て
 
ソ
フ
ト
 
ゥ
 

エ
ア
を
 
開
発
す
 
る
に
は
、
 
多
く
の
 
こ
と
を
 
学
ば
 

ね
ば
な
 
り
ま
せ
ん
。
 
こ
れ
か
ら
 
デ
ィ
ス
ク
を
 
有
 

効
に
 
活
用
し
 
よ
う
と
い
 
う
 
M  s  X 

ユ
ー
ザ
 
I 
な
 

ら
、
！
 1 X1 に

な
ら
な
い
 
か
も
し
れ
 
ま
せ
ん
 
ね
。
 

以
上
が
 
デ
ィ
ス
ク
の
 
メ
 リ
ッ
 
ト
て
 
す
が
、
 

ど
 

ん
な
 
機
能
を
 
持
っ
て
 
い
る
か
 
お
ぼ
ろ
げ
 
に
も
 
わ
 

か
っ
て
い
た
 
だ
け
た
 
で
し
よ
う
 
か
。
 

文
字
 
や
 数
字
の
 
デ
 ー 

タ
 は
、
 
デ
ィ
ス
ク
 
の
ど
 

こ
に
 
入
っ
 
て
い
る
 
か
は
、
 
ユ
—
 ザ
—
 
に
と
 
つ
て
 

は
 全
々
 
気
に
す
る
 
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
 

名
前
を
 
指
定
 
r
 る
 だ
け
で
 
瞬
時
に
 
取
り
出
す
 
こ
 

と
が
で
き
ま
疒
。
 

デ
ィ
ス
ク
が
 
つ
な
が
る
 
こ
と
に
よ
 
っ
て
 
始
め
 

て
ワ
—
 ド。 フ

 U セ
 ッ
サ
 や
 デ
—
 夕
べ
—
 ス
 と
い
 

っ
た
 
本
格
的
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
可
能
に
 

な
り
ま
す
。
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M
s
x
—
D
i
 

s
k
i
 

B
A
S
I
C
 

初
心
者
に
 

と
つ
て
、
 

D
O
S
 

は
 

少
し
と
 

つ
つ
 

き
に
く
い
 

か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
 

ま
ず
 

D
i
s
k
 

—
B
A
S
I
C
 

に
関
し
て
 

勉
強
し
て
 

み
ま
し
 

よ
 

ぅ
。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

何
ん
で
 

あ
 

る
か
は
 

使
っ
て
 

み
る
 

こ
と
が
 

一
番
で
す
。
 

ガ
ン
 

バ
ッ
 

テ
く
 

だ
さ
い
。
 

M
S
X
 
 

の
 
 

D
i
 
 

s
k
 

—
 

B
A
S
I
C
S
 

I
6
 

K
 

バ
イ
 

ト 
以
上
の
 

R
A
M
 

を
 

も
つ
、
 

ど
の
 

M
s
x
 

マ
シ
ン
で
 

も
 

使
ぅ
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

あ
た
り
 

ま
え
の
よ
、
 

っ
で
す
 

が
、
 

そ
れ
ほ
ど
 

簡
〕
 

早
な
 

こ
と
 

で
は
な
い
 

の
で
す
。
 

従
来
の
 

パ
ソ
コ
ン
は
、
 

5 

イ
ン
チ
 

や
 

8 
イ
ン
チ
 

• 
ア
ィ
ス
 

ク
の
 

場
合
、
 

そ
 

れ
ぞ
れ
 

専
用
の
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

や
 

シ
ス
 

テ
 

ム
 

•
デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
ト
が
 

必
要
で
し
た
。
 

デ
 

ィ
ス
 

ク
を
 

持
つ
 

て
い
て
も
 

、
シ
ス
テ
ム
 

•
デ
ィ
 

ス
ケ
 

ッ
ト
 

が
な
け
れ
ば
、
 

D
i
 
 

s
k
 

——
 

B
A
S
 

丨 
C 

は
 

使
え
な
か
っ
た
 

の
で
す
。
 

M
S
X
 
 
の
 
 D
i
 
 
s
k
 
 
—
 
B
A
S
I
C
 
 
は
、
 

3
、
 

3
.
5
 、 

5
 
イ
ン
チ
の
 
ど
の
 
デ
ィ
ス
ク
 
で
も
 
そ
の
 
ま
 

〇 〇 

ま
 使
用
で
 
き
ま
す
。
 
こ
れ
は
、
 
デ
ィ
 
ス
ク
ガ
 特
 

別
な
 
ハ
—
 
ド
ウ
 
ェ
ア
を
 
持
た
な
い
 
よ
ぅ
に
 
考
慮
 

さ
れ
て
 
い
る
か
ら
 
で
す
。
 
つ
ま
り
 
イ
ン
タ
—
 
フ
 

H
 
イ
ス
と
 

デ
ィ
ス
ク
は
、
 

M
S
X
 
側
を
 
選
ぶ
 
こ
 

と
は
な
い
 
の
で
す
。
 
ま
た
 
M
S
X
 
側
 も
 
デ
 ィ
ス
 

ク
を
 
選
ぶ
 
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

さ
ら
に
 
M
s
 

X
 
で
は
、
 
異
な
っ
た
 

サ
イ
ズ
の
 

デ
ィ
 
ス
ク
を
 
そ
れ
 

ぞ
れ
 
接
続
し
て
、
 

同
じ
 
D
i
 
 
sk  I 

B
A
S
 
 
— 

c
 
を
 

使
、
 

っ
 
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

3
と
 

3
.
5
 

、
3
と
 

.5 
イ
ン
チ
の
 
組
み
合
わ
せ
 
な
ど
、
 
自
由
に
 
選
べ
 

る
 わ
け
で
す
。
 

D
i
s
k
I
B
A
S
I
C
 

の 起動
は、
 

本体
 

に 
イン
タ 

I 

フェ
イス
を 

接続
して
 

電源
を 

入 

れる
 

こと
で 

行わ
れま
す。
 

シス
テム
 

•デ
ィ 

スケ
ット
は 

必要
あり
ませ
ん。
 

MS
XI
B 

A
S
I
C
 

自体
に、
 

デ
ィ
ス
ク
 

に
関
す
る
 

命令
 

が 
含ま
れて
 

いる
た 

めで
す。
 

本体
に 

何も
つ 

なが
っ 

てな
い 

錢で
 

ディ
スク
の 

命令
を 

入 

れ 
ると 

エラ
— 

にな
り 

ます
が'
  

本体
に 

イン
 

夕—
 

フ 

H 
イス
と 

ディ
スク
を 

接続
す 

ると 

M 

SX
 

が
そ
れ
 

を 

確認
し、
 

Di
  

S
k
—
B
A
S
 

I 

C 

が 

起
動
し
 

す
べ
て
の
 

デ 

イス
 

クコ
 

マン
ド 

が 
使え
る 

よう
にな
りま
す。
 

後は
 

メデ
ィア
 

D
O
S
 

っ
て
 

何
ん
だ
ろ
う
 D
O
S
 
 

(
デ
ィ
ス
ク
 

•
オ
ペ
 

レ
—
 

テ
 

ィ
ン
グ
.
 

シ
ス
テ
ム
)
 

と
は
'
 
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

使
、
 

っ
た
め
 

の
 

基
本
に
な
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

の
こ
と
。
 

D
O
S
 

と
 

聞
く
 

と
な
に
 

か
と
て
 

つ
も
な
 

く 
凄
い
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
 

の
よ
う
に
 

聞
こ
え
る
 

け
ど
、
 

ユ
—
 

ザ
—
 

が
 

実
 

際
に
 

D
O
S
 

自
体
を
 

気
に
す
る
 

こ
と
は
 

な
い
。
 

そ
ん
な
 

D
O
S
 

の
 

基
本
 

機
能
を
 

ち
よ
っ
 

と
 

調
べ
 

て
み
 

よ
う
。
 

D
O
S
 

は
'
 
 

ユ
—
 

ザ
—
 

が
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

幅
広
 

い
 

範
囲
で
 

効
率
よ
 

く 
使
え
る
 

よ
う
に
 

組
ま
れ
た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

D
O
S
 

と
 

呼
ば
れ
る
 

ソ
フ
 

エ
ア
が
、
 

デ
ィ
ス
ク
 

$
 

理
 

す
る
と
 

思
っ
 

て
い
 

い
。
 

D
O
S
 

が
 

管
理
す
 

る
 

も
の
に
は
、
 

ハ
—
 

ド
 

ウ
ェ
ア
 

自
体
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
'
 
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

H 

ア
の
 

故
障
 

お
よ
び
 

誤
動
作
、
 

入
出
力
の
 

チ
 

エ
ツ
 

ク
 

な
ど
が
 

挙
げ
ら
れ
る
。
 

ま
た
 

メ
モ
リ
の
 

管
理
 

や
 

各
種
 

ソ
フ
ト
 

ウ
 

H 
ア
の
 

t
-
 

理
 

(
C
O
B
O
L
、
 

(
デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
)
 
を
 
フ
ォ
ー
 
マ
ッ
 
ト
す
れ
ば
 
ょ
 

い
の
で
す
。
 
 

. 

D
i
 
 

5
-
:
*
:
|
0
0
<
<
/
?
|
〇
は
、
 

|
6
 

ド
の
2
5
 

>
<
で
も
 

32
 
ド
の
〔
5
>
<
で
も
使
え
ま
す
。
た
だ
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

使
ぅ
た
 

め
に
 

約
 

5
K
 

バ
イ
ト
の
 

メ 
モ
リ
が
 

必
要
に
な
る
 

の
で
、
 

ユ
—
 

ザ
—
 

の
 

え
 

る
 

メ
モ
リ
は
 

そ
れ
ぞ
れ
 

約
 

7
K
、
 

23
 

K 
に
な
つ
 

て
し
ま
い
ま
す
。
(
メ
モ
リ
マ
ツ
ブ
参
照
)
 

|6
 

ド 

シ
ス
テ
ム
で
は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

エ
リ
ア
が
 

少
な
い
 

の
で
'
 

32
 

ド
に
0
:
<
2
を
増
設
す
る
こ
と
を
お
 

勸
 

め
し
ま
す
。
 

D
i
 

S
k
—
B
A
S
I
C
 

用
の
 

命
令
は
 

多
く
 

な
い
 

の
で
、
 

覚
え
る
 

の
に
そ
ぅ
 

時
間
は
 

か
か
ら
 

な
い
で
 

し
ょ
、
 

つ。
 

し
か
し
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

使
つ
 

た
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

作
る
 

に
は
、
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

機
 

能
を
 

正
確
に
 

理
解
す
 

る
 

必
要
が
 

あ
り
ま
す
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

利
用
す
 

る
 

こ
と
で
、
 

M
S
X
 

を
 

よ
リ
 

|
 

層
 

利
用
価
値
の
 

高
い
 

も
の
に
し
 

た
い
で
 

す
ね
。
 

そ
の
た
め
 

に
も
、
 

デ
ィ
ス
ク
 

や
そ
の
 

他
 

の
 

周
辺
*
 

M
 

が
 

充
実
し
て
 

く
る
の
を
 

楽
し
み
に
 

待
つ
 

て
い
 

ま
し
よ
、
 

つ 
0 

F
O
R
T
R
A
N
、
 

B
A
S
I
C
 

な
ど
)
 

も
 

同
 

時
に
 

行
な
う
。
 

他
に
 

も
 

多
く
の
 

仕
事
を
 

D
O
S
 

は
 

受
け
持
つ
 

て
い
る
 

け
ど
、
 

こ
こ
で
は
 

割
 

_
 

パ
ソ
コ
ン
 

(
M
S
X
)
 

に
な
く
て
 

は
な
ら
 

な
 

い、
 

D
O
S
 

以
上
に
 

大
切
な
 

ソ
フ
ト
 

ウ
 

H 
ァ
に
 

B
I
O
S
 
 

(B
as

ic
  

ln
pu

t\
ou

tp
ut

  
sy
st
em
) 

が
 

あ
る
。
 

基
本
 

入
出
カ
 

シ
ス
テ
ム
 

と
も
い
う
べ
 

き
こ
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
 

D
O
S
 

を
 

バ
ソ
コ
 

ン
で
 

使
用
す
 

る
た
 

め
の
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
の
 

役
割
を
 

果
た
し
て
 

い
る
。
 

B
I
O
S
 
は
 各
 パ
ソ
コ
ン
の
 
ハ
ー
 
ド
ウ
 
H
 
ア
 

に
 大
き
く
 

依
存
し
て
 

い
る
。
 
D
O
S
 

の
 
| つ

で
 

あ
る
 
C
P
\
M
 

を
 例
に
 
と
つ
て
 
B
I
O
S
 

を
考
 

え
て
み
 

よ
う
。
 
C
P
/
M
 

は、 
P
C
 
― 
8
0
0
 

I
、
 

P
C
 

丨 
00
  

8
 
 

0
 

1
、
 

M
 

z
、
 

F
 

M
 

-
 

7
ハ
よ
 

ど
、
 

多
く
の
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

使
わ
れ
て
 

い
る
。
 

け
 

れ
ど
 

同
じ
 

C
P
\
M
 

と
い
 

つ
て
も
、
 

各
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

間
で
 

同
じ
よ
う
に
 

使
う
 

に
は
 

I
 

つ
 

だ
け
 

問
題
 

が
 

あ
る
。
 

そ
れ
が
 

B
I
O
S
 

で
、
 

各
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
個
 

有
の
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
 

や
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
 

デ
ィ
ス
ク
の
 

コ
ン
 

ト 
ロ
—
 

ル
、
 

プ
リ
ン
タ
 

な
ど
 

の
 

入
出
力
の
 

コ
ン
 

ト 
ロ
ー
 

ル
の
 

た
め
の
 

ル
—
 

チ
 

ン
で
 

構
成
さ
れ
 

て
い
る
。
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

H 
ア
の
メ
 

I
 

力
—
 

や
 

機
種
が
 

異
な
れ
ば
 

B
I
O
S
 

が
 

違
っ
 

て
く
 

る
の
は
 

当
然
の
 

こ
と
。
 

そ
の
た
め
 

B
I
O
 

S
 

だ
け
は
 

各
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

合
わ
せ
て
 

独
自
 

に
つ
 

く
ら
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

ま
た
 

デ
 

ィ
ス
 

ク
の
 

メ
デ
ィ
ア
 

•
フ
ォ
 

I 
マ
ッ
ト
が
 

各
 

機
種
で
 

違
っ
 

て
い
る
 

の
で
、
 

同
じ
 

C
P
/
M
 

で
 

作
ら
れ
 

た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

で
も
 

互
換
性
が
 

失
な
 

わ
れ
て
 

し
 

ま
う
。
 

も
ち
ろ
ん
 

メ
デ
ィ
ア
 

•
フ
ォ
 

I
 

マ
ツ
 

ト
 

さ
え
 

合
え
ば
'
 
 

C
P
/
M
 

で
 

作
ら
れ
た
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
は
 

す
べ
て
 

共
通
に
 

使
え
る
。
 

た
だ
 

c
p
\
 

M
 

に
 

精
通
し
て
 

い
な
い
と
 

難
し
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

0 

M
S
X
I
D
O
S
 

M
S
X
—
D
O
S
 

と
は
、
 

マ
イ
ク
 

ロ
ソ
フ
 

ト
 

社
が
 

M
S
X
 

用
に
 

作
っ
 

た
 

専
用
 

D
O
S
 

の
こ
と
。
 

M
S
X
 

は
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

H
 

ア
共
 

に
 

共
通
 

化
さ
れ
て
 

い
る
の
で
、
 

M
S
X
I
D
O
 

S
 

は
 

6
4
 

バ
ィ
 

ト
 

以
上
の
 

R
A
M
 

を
 

持
つ
 

す
べ
て
 

の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
で
 

共
通
に
 

使
え
る
。
 

あ
な
た
 

の
 

：
2
3
>
<
が
 

64
 

ド
バ
ィ
ト
以
上
の
£
^
<
2
が
な
 

い
 

場
合
に
は
、
 

増
設
 

R
A
M
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
な
 

ど
で
 

R
A
M
 

を
 

増
や
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

M
S
X
—
D
O
S
 
の
 特
徴
と
 
し
て
、
 
C
D
\
 

M
 
と
 
シ
ス
 
テ
ム
コ
—
 
ル
 
•
レ
ベ
ル
の
 
互
換
性
が
 

あ
り
、
 
現
在
 
16 ビ

ッ
ト
 
マ
シ
ン
の
 
標
準
 
D
O
S
 

に
な
り
つ
つ
 
あ
る
 
M
S
—
D
O
S
 
と
の
 
フ
 
ア
イ
 

ル
 コ
ン
パ
チ
ブ
ル
が
 
挙
げ
ら
れ
る
。
 
C
P
/
 
M
 

と
 
シ
ス
 
テ
ム
コ
 
I 
ル
 
•
レ
ベ
ル
で
 
互
換
性
が
 
あ
 

る
と
 
い
う
の
は
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
か
ら
 
キ
 I 

ボ
 

I
 
ド
 
や
 
デ
ィ
ス
ク
 
に
対
す
る
 
指
令
の
 
仕
方
が
 
同
 

じ
だ
と
 
い
う
 
こ
と
。
 
「
画
面
に
 
文
字
を
 
出
し
な
 
さ
 

い
」
 
と
い
う
 
指
令
を
 
実
行
す
 
る
 作
 i
f
E
 客
は
 
各
 

マ
シ
ン
に
 
よ
っ
て
 
違
う
 
け
ど
、
 
指
令
 
そ
の
も
の
 

を
 同
じ
に
 
す
る
 
こ
と
は
 
で
き
る
？
 
作
業
 
内
容
が
 

違
っ
 
て
い
て
も
 
指
ム
 pan 体

が
 
同
じ
な
ら
、
 

M
s
 

X
—
D
O
S
 
も
 
C
P
\
 
M
 
も
 
ア
プ
リ
 
ケ
—
シ
 

ョ
 

ン
 
•
ソ
フ
ト
な
 
ど
を
 
共
通
で
 
使
う
 
こ
と
が
で
き
 

る
。
 
ま
た
 
 M
s
 
 I 
D
o
s
t
M
S
X
 

— 
D
O
S
 

は
 フ
ァ
イ
ル
 
コ
ン
パ
チ
ブ
ル
 
な
の
で
、
 
M
s
—
 

D
O
S
 
で
 
作
っ
た
 
デ
—
 
夕
を
 
M
s
x
 
I
 
D
O
S
 

で
 使
う
 
こ
と
 
も
 可
^
^
 
 
B
A
S
I
C
 
は
も
ち
 
ろ
 

ん
 の
こ
と
、
 
C
O
B
O
L
'
 
 
F
O
R
T
R
A
N
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入出力 装置 

の コントロール 

DISK  BASIC 命令 表 ー ステートメント 

BLOAD 機械語 プログラムを ディスクから ロードす る。 BLOAD\ ファイル スペック〉' [R] [，オフ 
セット] 

機械語 プログラムを メモリ 上に ロードす る。 

BSAVE 機械語 プログラムを ディスクへ セーブす る。 BSAVE， く ファイル スペック パ， 〈開始 アド レ 

ス〉 ，く 終了 アド レス〉， [く 実行 開始 アド レス〉] 
機械語 プログラムを ディスク 上へ セーブす る。 

CALLBACKUP ディスクの バックアップ ディスクを 作る。 
CALLBACKUP 

大切な プログラム や デ ー念、 システム デ ィス 
ケットの バックアップを 取って おく こと、 対 

話 形式で 行われます。 

CALL  FORMAT ディスクを フォー マッ ト する CALL  FORMAT 

ディスクを フォーマット （初期化) する。 対話 

形式に なって いて、 どの ドライブ のどの ディ 

スケットを フォーマット します か、 などと 聞 
いてく るよう になって いる。 

CALL  SYSTEM 
BASIC から DOS へ もどります。 

CALL  SYSTEM 

DOS 上の BASIC か带 脚を DOS へ 渡す。 
Disk-BASIC では、 イリーガル ファンク シヨ 
ン コールの エラー か •出力 されます。 

COPY 
ファイルの 転送 0 

COPY， く ファイル スペック バ [T0A  くフ ァイ ルス 

ペック.〉’] 

ディスク にある ファイル （データ やプ ログ ラ 
ム） を 指定した ディスクに 新しく ファイルを 
作ります。 

FILES 必要な ディスクの ファイル 情報を リスト アッ 
プ する。 FILES'"  く ファイル スペック〉* 

指定した ディスクの ファイル 情報を リストア ップ します。 

☆  FIELD 
ランダム ファイル •バッファに 変数 領域を 割 
0 当てる。 

FIELD  [  #  ]<フ ァイ ノレ 番号〉， く フイ ー ル ド 幅〉 

AS  く 文字 変数) [，く フイ ー ル ド 幅〉 AS 〈文字^)…] 

ランダム ファイル. バッファと して 使用す る 
ために、 ファイル •バッファの 中に 文字 変数 
の 領域を 割り当てる。 

INPUT# シーケンシャル ファイルからの データ の 読み 
込み。 

1 N PUT #  く ファイル 番号〉〆 変数〉 [，く 変数〉… 

…] 

データ を 読み込む 対象が シーケンシャル ファ 
イル である こと。 疑問符 （？） が 出力され ない 
こと を 除け (f INPUT 文と 同じ。 

☆  KILL 
ディスクから ファイルを 肖縣 する。 

KILL/ く ファイル スペック〉〃 
ファイル スペックで 指定され た データ 及び プ 
ログ ラムを ディスク 上から 削除す る。 

LINE  INPUT 共 
単位の データ （最大 254 文字） を、 その ま 

ま シーケンシャル •ディスク ファイルより 文 

字 変数に 読み込む。 

LINE  INPUT 社く ファ イノ U# 号〉， く 文字 変数〉 
シーケンシャル •デ ィス クフ ァイ ルより、 キ 

ャリ ッジ リターン ま でのす ベての 文字 （最大 
254 文字） を 読み込む。 

LOAD ディスク にある プログラムを メモリ に ロード 
する。 

LOAD， く ファイル スペック >"[， R] ファイル スペックで 指^した ブロ グラムを 口 

ー ドす る。 

な
ど
の
 
各
種
 
高
級
 
言
語
 
も、 

M
S
X
I
D
.
O
S
 

上
で
 
走
る
。
 

M
S
X
 
 
—  D

O
S
 
の
 持
っ
 
て
い
る
 

B
 
 A
 
 S
I
C
 

(
J
 M
S
X
.
 
—
 
 D
i
 
 
s
k
 
—
 
B
A
S
 

1
C
 
と
ま
つ
た
 
く 
同
じ
で
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
そ
 

の
ま
 
ま
 動
か
せ
る
。
 

M
S
 
X
 -
Q
 
0
 S  の

 機
能
 

M
 
S
X
—
D
O
S
 
々
起
動
す
 
る
と
、
 
C
O
M
 

M
A
N
D
 

• 
C
O
M
 
と
い
ぅ
 
名
前
の
 
フ
ァ
イ
ル
 

が
 メ
モ
リ
 
上
に
 
読
み
 
こ
ま
れ
、
 
実
行
を
 
開
始
す
 

る
。
 
こ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 
そ
の
後
 
常
に
 
メ
モ
リ
 

上
に
 
あ
り
、
 
ユ
ー
 ザ
ー
 
か
ら
の
 

1 ̂
 マ
ン
ド
を
 
処
 

理
 す
る
。
 
そ
れ
ら
の
 
コ
マ
ン
ド
に
は
、
 
内
部
 
コ 

マ
ン
ド
と
 
外
部
 
コ
マ
ン
ド
と
 
呼
ば
れ
る
 
も
の
が
 

あ
り
ま
す
 
O  C

O
M
M
A
N
D
.
 
 C
O
M
 
自
身
 

が
 持
っ
て
 
い
る
も
の
が
 
内
部
 
コ
マ
ン
ド
 
で
あ
り
、
 

デ
ィ
ス
ク
 
上
に
 
あ
る
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
実
行
す
 
る
 

コ
マ
ン
ド
が
 
外
部
 
コ
マ
ン
ド
 
だ
。
 
外
部
 
コ
マ
ン
 

ド
に
は
、
 
各
種
 高
級
 言
語
、
 
ア
セ
ン
ブ
ラ
'
 
 エ
 

デ
 ィ
タ
な
 
ど
が
 
あ
る
。
 
内
部
 
コ
マ
ン
ド
 
に
つ
い
 

て
は
、
 

M
s
 
 X
I
D
O
S
 
コ
マ
ン
ド
を
 
参
照
し
 

て
く
だ
 さ
い
。
 (
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☆  LSET.  RSET 

ファイル • バッファへ データ を 書き込む 0 LSET  く 文字^ = く 文字列〉 

RSET  く 文字 型 変数〉 = く 文字列〉 

Left  SET、 Right  SET の 意味で、 ランダム 
ファイル について 使用す る。 FIELD 文で 指^ 

した 文字 変数に あたる 領域に データ を 格納す 
るので、 FIELD 文がない と 使用で きない。 

MERGE 
プログラムを 混合す る 

MERGE ，〈ファイル スペック〉" 
既に ロード された プログラムと、 ファイル ス 

ペックで 指定した プログラムを 一つに する。 

☆  NAME 
デ ィス クフ ァイ ルの 名前を 変える。 NAME'、 〈旧 ファイル 名〉〃 AS"  く 新 ファイル 

名〉
， 

ディスク 上に ある ファイルの 名前を 新しい も のに 変える。 

OPEN 
ファイルを 開く 

OPENA  く ファイル スペック〉々 [FOR 〈モード〉 
AS[#]  く ファイル 番号〉] 

ファイル スペックで 指定され た ファイルを、 

指定した フ ァイ ル 番号で オープン する。 

PRINT# 

シーケンシャル ファイルに データを 出力す る。 PRINT#  く ファイル 番号〉， [く 式…〉] OPEN 文で 指定し 開いて おいた ファイルへ 
〈式) で 表わす データを 出力す る。 グラフ ィッ 

ク 画面への データの 出力 も、 この PRINT# 
文を 使う。 

PRINT#USING 

文字列 や 数値を 指定し た 害 式で フ ァイ ルに 出 

力す る。 

PRINT 訪 く ファイル 番号〉， USING  < 書式 制 

敵 字 列〉〆 式…〉 

く ファイル 番号〉 で 指定され た ファイルに 対 

して、 文字列 や 数値を 書式 指定して 出力す る。 

ファイル に対して 働く ことを 険け (fPRINT 
USING 文と 同じ。 

☆  SAVE BASIC プログラムを ディスクに セーブす る。 SAVE'、 く ファイル スペック >々[， A] 
指定した ディスクに プログラムを 害き 込む。 

ファイル 名を 指定す ると、 後で ロードす る 場 合に 便 和 L 

関数 

☆  DSKF 
ディスクの 情報を 与える。 DSKF •く ファ イ ルス ぺツ ク y ディスクの 残り 容量を クラスタ 単位で 返す。 

EOF フ ァイ ルの 終了 コード を 与える。 EOF く ファイル 番号〉 ファイルが 終了した かを 調べる 関数 0 終りな 

ら真卜 1) を、 そうでなければ 偽 （0) を 返す。 

INPUT$ 

指定され た ファイルよ 0 指定され た 長さの 文 

字を 与える。 

1 N  PUTS  く 文字 数〉. [, [ #  ]  く ファイル 番号〉] く ファイル 番号〉 によって 指定され たフ ァイ 
ルから く 文字 数〉 分の 文字列を 読み出す。 指 

定さ れた 文字 数が 入力 される ま で 待ち 続ける。 

☆  LOC 

フ ァイ ル 中での 論理的な 現在 位置を 与える。 LOC  く ファイル 番号〉 く ファイル 番号〉 で 指定され た ファイルが ラ 

ン ダム ファイル にあった とき、 その ランダム 

ファイルに 対し 最後に 読み 書 きされた レコ ー ド 番号を 返す 。 

☆  LOF 
ファイルの 大きさを 与える LOF  く ファイル 番号〉 フ ァイ ルの 大 きさを セクタ 数で 返す。 

注 I) ☆印は Disk  BASIC で 追加され た 専用の 命令。 

注 2)  MS  X の DISK  BASIC には、 システム デイ スケット はない。 これらの 命令は、 ROM にあり、 ディスクを 接続す る ことです ぐに 起動す る。 
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表 1 

デバイス 名  デバイス 

モート 

入力  出力 

CAS: 
カセット レコーダ 

〇 〇 

CRT: 
テキス ト 画面 X 〇 

GRP: 
グラフ ィ ック 画面 X 〇 

LPT: プリンタ X 〇 

A: 

ディスク A 
〇 〇 

B： 

ディスク B 
〇 〇 

msx-dos]v>K 
内部 コマンドは、 COMMAND.  COM という ファイルに 収められ ており、 DOS 起動時に メモリに 読み こ 

まれ、 メモリ 上に 常駐す る。 外部 コマンドは ディスク 上に あり、 必要に応じて メモリ 上 （ト ランジェ 

ッ ト. プログラム •エリア） に 呼び出す。 

•COMMAND.  COM  (コマンド） 

•COPY —— 指定 した ファイルを コ ピー。 

•DATE —— 日 時を 表示したり 必要に応じて 日時を 修正。 

•ERASE 

DEL  - 指定 した フ ァイ ルを 削除 c. 

•DIR —— 必要な ディスクの ファイル 清 報を リス ト アップ。 

•REN  — 指定した ファイル 名を 変更。 

•TIME —— 時間を 表示 したり、 必要に応じて 時刻を 修正 = 

•TYPE —— 指定 した フ ァイ ルの 内容を 表示 0 

FORMAT.COM  ‘ 

MSX-D0S の ファイルが 書き込める ように、 デイ スケッ トを フォー マツ ト （初撕 匕) する。 これで MSX 

-DOS 用の ディスクになる。 

MSX-DOS の メモリ 構成 

* ト ラン ジェン ト •ブロ グラム •エリアとは、 外部 コマンドを 格納す るた めの エリア。 

* 呼び出された 外部 コマン ド ブロ グラムは'  この‘ メモリの 中に 常駐され る。 

用
語
 
解
説
 

【
フ
ァ
イ
ル
 
ス
ペ
ッ
ク
】
 

フ
ァ
イ
ル
 
ス
ペ
ッ
ク
は
 
、
デ
ィ
ス
ク
 
や
 プ
リ
 

ン
タ
の
 
各
 周
辺
^
 
W
 に
 対
し
 
デ
—
 
夕
の
 
入
出
力
 

を
 指
定
す
 
る
 こ
と
を
 
い、 つ。 

揖
疋
 
方
法
は
 
次
の
 

通
り
。
 

ズ
 H! 、< A

 >J I^ >  : 〈 'SJ y A
 f
 I^ 〉、、 

G
i
)
 

フ
ァ
イ
ル
 

ス
ペ
ッ
ク
は
 

か
な
ら
ず
 

引
用
符
で
 

囲
む
 

こと
。 

デ
バ
イ
ス
 

名、
 

フ
ァ
イ
ル
 

名
は
 

場
合
に
ょ
り
 

省
略
 

可 
劈
 

【
デ
バ
イ
ス
 

名】
 

デ
バ
イ
ス
と
は
 
周
辺
*
 
i
 を
 指
し
、
 
そ
れ
に
 

準
ず
る
 
入
出
力
 
機
器
 
も
こ
れ
 
に
 含
ま
れ
る
。
 

デ
 

バ
イ
ス
 
名
は
、
 
デ
バ
イ
ス
を
 
指
定
す
 
る
 名
称
。
 

【
フ
ァ
イ
ル
 

名
】
 

フ
ァ
イ
ル
 
名
は
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
や
 デ
—
 
夕
に
 
付
 

け
る
 
名
前
。
 
例
え
ば
、
 

カ
 セ
ッ
 
ト テ

—
。
 フ
に
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
錄
音
 
(
セ
—
 ブ
)
 す
る
 
の
に
 
付
け
る
 

名
前
が
 
フ
ァ
イ
ル
 
名
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
や
 デ
ー
 
タ
 

を
 管
理
す
 
る
の
に
 
フ
ァ
イ
ル
 
名
が
 
役
立
つ
。
 

【
デ
ィ
ス
ク
 

•
ド
ラ
イ
ブ
】
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

I
 番
 良
く
 
使
わ
れ
て
 
い
る
 
外
部
 

記
憶
*
 

一一。 プロ
グ
ラ
ム
 

や
 デ f 夕
を
 保存
し
 

て
 お
く
 
こ
と
に
 
威
力
を
 
発
揮
す
 
る。 

ラ
ン
ダ
ム
 

ア
ク
セ
ス
 

(
任
意
の
 
地
点
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
や
 デ
 

— 
夕
を
 
自
由
に
 
処
理
す
 
る
 
こ
と
)
 
が
 可
能
な
 
の
 

が
 強
み
。
 
使
用
す
 
る
 デ
ィ
 
ス
ケ
ッ
ト
 
に
ょ
り
、
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シャッター 
(a) ソ : 

MSX  — DOS フォー マツ ト 形式 
8 セクタ/ トラック 

9 セクタ/ト ラック 

8 セクタ/ト ラック 

9 セクタ/ ̂  ト ラック 

40 ト ラック 

40 ト ラック 

40 ト ラック 

40 ト ラック 

I サイ r 

I .サイド 

2 サイド 

2 サイド 

* デ イス ケットには、 片面し か 使えない ものと、 両面 使え 

る ものが あり、 MSX  — DOS は どちらで も 使える よう 
になって います。 

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
 
ウ
イ
ン
ド
ウ
 

—
麗
 

co
 

. 
eo
 

eo
 

l 
 
—
—
 

-
 

J
 

S
 

T
 

-
 

屋 
g.
96
 

〇 

8
 

イ
ン
チ
 
 

5
 

イ
ン
チ
 

氕
 

イ
ン
チ
 
 

3
 

イ
ン
 

チ
 

用
の
 

デ
ィ
ス
ク
 

•
ド
ラ
イ
ブ
が
 

あ
る
が
、
 

各
 

サ
ィ
ズ
 

間
の
 

互
換
性
は
 

な
い
。
 

【
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
】
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

プ
レ
 

I 
ヤ
 

I 
な
ら
 

デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
 

卜
は
 

レ
コ
—
 

ド
に
 

あ
た
る
。
 

大
き
な
 

違
い
は
 

デ
 

I
 

夕
の
 

や
り
と
り
が
 

で
き
る
 

こ
と
。
 

デ
ィ
 

ス
ケ
 

ッ 
ト
は
 

ト
ラ
ッ
ク
と
 

セ
ク
タ
に
 

よ
つ
 

て
 

小
さ
な
 

エ
リ
ア
に
 

分
割
さ
れ
 

て
い
る
。
 

同
心
円
で
 

分
け
 

ら
れ
 

た
も
の
を
 

ト 
ラ
ッ
ク
、
 

そ
れ
を
 

16
 

ま
た
は
 

8 
分
割
し
た
 

も
の
を
 

セ
ク
タ
と
 

呼
ぶ
。
 

M
S
X
 

で
は
 

3、
 

3.
5 

イ
ン
チ
の
 

マ
イ
ク
ロ
 

フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
ス
ク
が
 

多
く
 

使
用
さ
れ
 

る
で
あ
ろ
ぅ
。
 

(
図
 

' 【
シ
—
 

ケ
ン
 

シ
ャ
ル
 

•
フ
ァ
イ
ル
】
 シ
 

ー 
ケ
ン
 

シ
ャ
ル
と
は
 

「
順
次
に
」
 

と
か
 

「
遂
 

次
に
」
と
い
、
 

2
 

|
^
^
で
、
シ
 

I 
ケ
ン
 

シ
ャ
ル
.
 

フ
ァ
イ
ル
と
は
 

デ
ー
 

タ
を
 

順
に
 

読
み
書
き
 

す
る
 

フ
ァ
イ
ル
 

の
こ
と
。
 

初
心
 

奮
に
 

と
つ
て
 

は
、
 

シ
 

I
 

ケ
ン
 

シ
ャ
ル
 

•
フ
ァ
イ
ル
の
 

方
が
 

簡
単
に
 

覚
 

え
ら
れ
る
。
 

【
ラ
ン
ダ
ム
 

•
フ
ァ
イ
ル
】
 

番
号
を
 

つ
け
、
 

そ
れ
を
 

§
す
 

る 
こ
と
で
、
 

い
つ
で
も
 

デ
—
 

夕
の
 

読
み
書
き
が
 

で
き
る
 

の
が
 

ラ
ン
ダ
ム
 

•
フ
ァ
イ
ル
。
 

シ 
I 

ケ
ン
 

シ
ャ
ル
.
 

フ
ァ
イ
ル
と
 

違、
 

っ
の
は
、
 

指
定
し
た
 

デ
ー
 

タ
を
 

ダ
イ
レ
ク
 

ト
に
 

読
み
出
せ
る
 

こ
と
。
 

【
デ
ィ
ス
ク
 

•
フ
ァ
イ
ル
】
 

M
S
X
 

が
 

使
用
す
 

る
、
 

デ
ィ
ス
ク
に
 

記
憶
 

さ
 

れ
 

て
い
る
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

や
 

デ
 

I 
夕
の
 

こ
と
。
 

【
文
㈣
 

教
】
 

文 { S A 教は プログラム 
により 定義され、 

文字の 

WT 

參照 

によく 

使われる。 

Ms 

X
I
B
A
S
I
C
 

では 

先
頭
の
 

二 
文字で、 

文 

字
 

及
び
 

英
数
字
を
 

使
っ
て
 

表
わ
す
。
 

最
後
に
 

必
 

ら ず" $ 〃マー クが 付く のが 特徴。 

【
バ
ッ
フ
ァ
】
 

異
な
っ
 

た
*
 

I
 

間
、
 

例
え
ば
 

M
S
X
 

と
 

デ
ィ
 

ス
ク
の
 

間
で
 

デ
—
 

夕
の
 

や
り
と
り
を
 

行
な
ぅ
 

と
 

き
、
 

転
送
す
 

る
 

デ
—
 

夕
を
 

|
 

時
 

的
に
 

記
憶
 

さ
せ
 

る
の
に
 
使
、
 っ。 

こ
れ
に
よ
 
リ
 、
周
辺
 
装
置
が
 
デ
 

I
 
夕
を
 
取
り
扱
う
 
速
度
 
差
を
 
補
う
。
 

【
ア
プ
リ
 

ケ
—
シ
 

ヨ
ン
 

ソ
フ
ト
】
 

ァ
プ
リ
ケ
|
シ
ョ
ン
と
ぃ
/
 

2
 

1
1
^
は
、
応
用
 

と
い
う
 

こ
と
で
す
。
 

応
用
 

ソ
フ
 

ト
と
 

い
う
 

こ
と
 

I
 

マ
ッ
 

ト
さ
れ
る
 

形
式
は
、
 

M
S
 
 

—
 
 

D
O
S
 

と
 

同
じ
で
 

5 
イ
ン
チ
の
 

場
合
は
 

次
の
 

通
り
で
す
。
 

【
M
S
—
 

D
 

O
S
】
 

1
6
 

ビ
ッ
ト
 

マ
シ
ン
に
 

多
く
 

採
用
さ
れ
 

て
い
る
 

米
 

マ
イ
ク
 

ロ
ソ
フ
 

ト 
社
が
 

開
発
し
た
、
 

デ
 

イ
ス
 

ク
オ
 

ペ
レ
ー
 

テ
 

イ
ン
グ
 

シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

I
B
M
 

社
の
 

1
6
 

ピ
ッ
ト
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ 
I 

夕
 

• 
I
B
M
 

— 
P
C
 

に
 

採
用
さ
れ
 

た
こ
と
 

で
 

有
名
で
す
。
 

M
S
X
—
D
O
S
 

は
、
 

M
S
-
 

D
O
S
 
 

を
 

8
 

ビ
ッ
ト
 
 

(
Z
I
 

8
0
 

)
 
 

版
を
 

目
標
と
 

し
た
 

も
の
で
す
。
 

M
S
 
 

— 
 

D
O
S
 

に
つ
い
て
 

知
 

リ
 

た
い
 

方
は
、
 

ア
 

ス
キ
—
 

発
行
の
 

「
M
S
I
D
 

O
S
 

読
本
」
 

を
 

お
読
み
く
 

だ
さ
い
。
 

著
者
：
 
管
裘
治
 

定
価
：
 

I
 

五
 

〇
〇
円
 

【
C
P
 

/
 

M
 

】
 co
nt
ro
lF
YO
TO
ra
m 
 

fo
r 
 

Ml
cr
oc
om
lD
ct
er
 

と
い
ぅ
 

意
味
で
、
—
 

9
7
3
 

年
に
 

ゲ
 

I 
リ
 

ー 
• 

キ
ル
 

ダ
—
 

ル
 

氏
に
 

よ
つ
 

て
 

開
発
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

—
9
7
6
 

年
に
 

キ
ル
 

ダ
—
 

ル
 

f
t
 

か
 

デ
ジ
タ
ル
 

リ 

サ
—
チ
 

社
を
 

設
立
し
、
 

C
P
/
M
 

が
 

本
格
的
に
 

普
及
し
た
 

の
で
す
。
 

c
 
 

P
\
M
 

に
つ
い
て
 

詳
し
く
 

知
り
た
い
 

方
は
 

ア
 

ス
キ
ー
 

発
行
の
 

入
門
 

C
P
\
M
、
 

実
習
 

C
P
 

\
M
、
 

応
用
 

C
P
\
M
 

を
 

お
読
み
く
 

だ
さ
い
。
 

ア
 

ス
キ
 

I 
•
ラ
 

I 
ニ
ン
 

グ
 

•
シ
ス
テ
ム
 

著
者
：
 

村
 

瀨
康
治
 

入
門
 

C
P
/
M
 
 

|
 

五
 

〇
〇
円
 

実
習
 

C
P
/
M
 
 

|
 

八
 

〇
〇
円
 

応
用
 

C
P
/
M
 
 

|
 

八
 

〇
〇
円
 

で
す
 

が
、
 

i
 

は
、
 

ゲ
—
ム
 

、
ビ
ジ
ネ
ス
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
な
 

ど
の
 

こ
と
を
 

総
称
し
て
、
 

ア
プ
リ
 

ケ
 

—
シ
 

ョ
ン
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
 

い
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
、
 

ユ
—
テ
 

ィ
リ
 

テ
ィ
 

ソ
フ
ト
、
 

シ
ス
テ
ム
 

ソ
フ
ト
と
 

い
う
 

も
の
 

も
あ
り
ま
す
。
 

【
ル
—
 

チ
ン
】
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
 

同
義
な
 

の
で
す
 

が
、
 

プ
 

ロ
グ
 ラ
ム
 

中
の
 

あ
る
 

部
分
を
 

指
す
 

こ
と
が
 

多
い
。
 

入
 

出
カ
 

ル
 

I 
チ
ン
、
 

エ
ラ
 

I 
•
ル
 

I 
チ
ン
な
 

ど
で
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

中
の
 

あ
る
 

部
分
の
 

役
割
を
 

持
つ
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
が
 

そ
れ
に
 

あ
た
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

メ
イ
ン
 

ル
ー
 

チ
ン
、
 

入
カ
 

ル
—
 

チ
ン
、
 

出
カ
 

ル
 

— 
チ
ン
、
 

エ
ラ
 

I 
 

•
ル
 

I 
チ
ン
か
ら
 

構
成
さ
れ
 

る
 

こ
と
が
 

多
い
。
 

こ
の
 

他
に
 

サ
ブ
 

ル
—
 

チ
ン
と
 

い
う
 
呼
び
 
方
が
 
あ
る
。
 

【
メ
デ
ィ
ア
 

•
フ
ォ
 

—
マ
ッ
ト
】
 

メ
デ
ィ
ア
は
、
 

3、
 

3.
5 

、 
5 

イ
ン
チ
な
 

ど
の
 

デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
ト
を
 

指
し
ま
す
 

。
メ
デ
ィ
ア
 

フ
ォ
 

I
 

マ
ッ
 

ト
は
 

デ
ィ
 

ス
ケ
ッ
ト
に
 

ど
の
よ
う
に
 

卜
 

ラ
ッ
ク
 

や
 

セ
ク
タ
を
 

配
置
し
て
 

あ
る
か
と
 

い
う
 

こ
と
。
 

〇
-
-
5
.
^
 
 

— 
 

0
:
1
<
3
|
〇
と
〇
〇
5
の
フ
ォ
 



I 
ソフト マン 
マイクロ プロセッサの 秘密 

養成 講座 (|) 



ランダム 

論理 部 
メモリー 部 
(内 膝の RAM や ROM) 

aaaggaonmoo 

の 曾 パ 
心 0 ソ 

r  

®
 
 

> ト マイクロコンピュータ 「WD7811」  写真 提供 日本 電気 

写 TO 供 M 芝浦駭 8 ビット マイクロ プロセッサ CMOS 型 TMPZ84COOP 

•  5l  ss..a.  a.a..a.a.a. 

前回は、 コン ピユ —夕 

の 
秘密が、 

マイクロ 

プロ 

セ 
ッサと 

いう 

部品に 

ある 

という 

こと 

だつ 

たね。 

そ 

の 
秘密の 

解明を 

今回 

やり 

ます。 

いい 

かな 

ァ？ 

•
い
い
 

と
も
お
/
.
 

(
最
近
 

こ
れ
ば
 

っ
か
/
)
 

そ
れ
で
は
 

皆
 

さ
ま
、
 

ま
ず
は
 

上
を
 

ご
覧
 

下
さ
い
 

ま
せ
。
 

え
—
、
 

こ
れ
が
 

R
A
M
 

(
ラ
 

ン
 

ダ
ム
 

ア
ク
セ
ス
 

•
メ
モ
リ
—
 
 

)
 

で
 

ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

え
—
'
 

そ
し
て
 

左
手
を
 

ご
 

!
 
I
 

下
 

さ
い
。
 

こ
ち
ら
が
 

R
O
M
 
 

(
リ
—
 

ド
 

オ
ン
リ
 

— 
 

•
メ
モ
リ
|
)
。
と
も
に
 

64
 

ド
の
大
容
量
 

を
 

誇
る
、
 

メ
イ
 

ド 
•
イ
ン
 

•
ジ
ャ
パ
ン
、
 

世
界
 

最
高
 

水
準
の
 

技
術
の
 

結
晶
で
 

ご
ざ
い
 

マ
ス
。
 

•
と
こ
ろ
で
、
 

そ
の
 

前
に
、
 

L
S
I
 

と
か
 

R
A
M
 

だ
と
 

か
い
っ
た
 

専
門
用
語
の
 

解
説
 

を
し
て
 

欲
し
い
 

な
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
 

ブ
 

ラ
ッ
ク
 

•
ボ
ッ
ク
ス
 

だ
と
い
 

う
け
れ
 

ど、
 

何
よ
り
も
、
 

そ
れ
は
 

言
葉
の
 

ブ
ラ
ッ
ク
.
 

ボ
ッ
ク
ス
 

だ
と
 

思
 

う
ん
だ
。
 

じ
 

や 
あ
、
 

ま
ず
は
、
 

L
S
I
 

と
は
 

何
ぞ
 

や
？
 

と
い
う
 

ハ
ナ
 

シ
 

か
ら
 

始
め
よ
う
。
 
と
こ
ろ
で
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

初
め
て
 

見
た
 

の
は
、
 

ど
の
く
ら
い
 

前
 

か
な
。
 

•
こ
こ
 
3
1
4
 
年
 か
な
。
 
そ
の
 
前
は
 
確
か
、
 

ワ
ン
 
ボ
ー
 
ド
の
 
キ
ッ
ト
が
 
出
回
っ
 
て
い
て
、
 

「
マ
イ
コ
ン
」
 

っ
て
 
呼
ば
れ
て
 
い
た
な
。
 

O
K
。
 

ワ
ン
 

ボ
—
 

ド
の
 

マ
イ
コ
ン
 

に
つ
 

い
て
は
、
 

も
う
 

少
し
 

後
で
 

説
明
 

す
る
と
し
 

て
、
 

ま
ず
は
 

L
S
I
 

技
術
の
 

歴
史
に
 

つ
い
 

て
。
 

一
番
 初
め
の
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
は
、
 
「
エ
ニ
 

ア
ッ
 
ク
 J
 
と
い
っ
 
て
、
 
全
部
 
真
空
管
を
 
使
 

つ
て
で
 
き
て
い
た
。
 
そ
し
て
、
 

次
に
、
 

卜 

ラ
ン
 
ジ
 
ス
タ
が
 
で
き
た
。
 

•
そ
う
い
え
ば
'
 
 

ラ
ジ
オ
 

も、
 

昔
は
 

真
空
管
 

だ
っ
 

た
け
 

ど、
 

や
が
て
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
 

な
っ
て
、
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
 

入
る
 

よ
う
な
 

小
型
 

で
 

高
性
能
で
、
 

し
か
も
 

安
く
な
 

つ
た
な
 

あ。
 

テ
レ
ビ
 

だ
っ
て
、
 

ホ
ラ
、
#
 

D は
 

今
み
 

た
 

い
に
 

ス
イ
 

ツ
チ
を
 

O
N
 

に
し
て
も
、
 

す
ぐ
 

に
 

画
面
が
 

つ
か
な
 

か
つ
た
 

だ
ろ
う
。
 

そ
ん
 

マ
イ
ク
ロ
 
プ
ロ
 
セ
 

40 
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な
 

具
合
で
、
 
 

電
気
製
品
 

と
い
う
の
 

減
大
 

て
い
の
 

も
の
が
 

〈
直
 

(空
 

管
 

丨
ト
 

ラ
ン
 

ジ
ス
 

夕
〉
 

と
い
、
 

1
 

1；
 

合
に
 

変
化
し
て
 

来
た
。
 

テ
 

レ
ビ
 

や
 

ラ
ジ
オ
は
、
 

こ
の
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

の
 

出
現
で
 

ほ
と
ん
ど
 

充
分
な
 

位
に
、
 

一
般
 

商
品
 

ど
し
て
の
 

安
 

さ
と
 

性
能
を
 

実
現
で
 

き
 

た
た
め
に
、
 

I
 

家
に
 

i
 

ムロ
 

と
い
う
 

具
合
に
 

な
っ
た
ん
 

だ
け
れ
 

ど
、
 

ど
っ
こ
い
 

コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 

だ
け
は
、
 

ト 
ラ
ン
 

ジ
ス
 

タ
で
は
、
 

ま
だ
ま
だ
 

不
十
分
 

だ
っ
 

た
ん
だ
。
 

だ
か
ら
 

ポ
ケ
プ
 

ト
.
 

ラ
ジ
オ
の
 

時
代
が
 

や
っ
て
き
 て
 

も、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
、
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
 

は
 

入
ら
な
 

か
つ
た
 

わ
け
な
ん
だ
。
 

も
っ
 

と
 

も、
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

だ
つ
 

て
、
 

は
じ
め
は
、
 

ラ
ジ
オ
な
ん
 

か
に
は
 

使
え
な
い
 

と
言
わ
れ
 

て
い
た
ん
だ
。
 

そ
れ
を
 

「
い
や
、
 

オ
 

レ
は
 

ト ラ
ン
 

ジ
ス
 

タ
を
 

改
良
し
て
'
 
 

ラ
ジ
オ
 

用
 

に
し
て
、
 

子
供
 

や
 

主
婦
の
 

ポ
ケ
ッ
ト
 

に
も
 

入
る
 

大
き
さ
と
 

値
段
に
 

す
 

る
ん
だ
」
 

と
い
 

う
こ
と
 

で
 

研
究
し
た
 

結
果
、
 

ラ
ジ
オ
 

や
 

テ
.
 

レ
ビ
に
 

使
う
 

こ
と
に
 

成
功
し
 

た
ん
だ
。
 

ア
 

メ
リ
 

カ
の
 

テ
ッ
ド
 

•
ネ
ル
ソ
ン
 

と
い
う
 

人
 

は
 

「
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

個
人
の
 

も
の
に
し
 

ょ
う
と
い
 

う
 

発
想
を
、
 

誰
も
 

持
た
な
 

か
っ
 

た
か
ら
、
 

パ
ソ
コ
ン
が
 

世
に
出
な
 

か
っ
た
 

の
 

だ
」
 

と
 

言
っ
 

て
い
る
。
 

そ
れ
 

も
 

I
 

理
ぁ
 

る
ね
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

こ
の
 

真
空
管
 

や
 

ト 
ラ
ン
 

ジ
 

ス
タ
と
 

い
っ
た
 

部
品
を
、
^
!
^
 

素
子
と
 

い
い
ま
す
。
 

で
、
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
 

世
に
 

出
て
 

数
年
 

後
に
、
 

ム
 

漫
 

は
、
 

1
C
 

と
い
う
 

素
子
が
 

登
場
し
て
 

き
た
。
 

1
C
 

と
い
う
の
 

は
 

「
集
稽
 

回
路
」
 

と
い
、
 

2
 

思
 

味
で
、
 

S
S
 

丨
 

(
小
規
 

震
 

積
)
、
 

M
s
-
 

(
 
中
規
隻
 

積
)
、
 

そ
し
て
 

L
S
I
 
 

(
大
規
^
 

f
 

積
)
 

と
 

い
う
 

具
合
に
、
 

順
を
 

追
っ
て
 

素
子
の
 

集
積
 

度
が
 

大
き
く
、
 

密
 

に
な
っ
 

て
い
っ
 

た
。
 

L
S
 

I
 

は
、
 

ひ
と
つ
の
 

回
路
 

上
に
 

数
千
 

個
の
 

卜
 

ラ
ン
 

ジ
ス
 

タ
を
 

集
積
し
た
 

素
子
の
 

こ
と
な
 

ん
だ
 

。
今
は
 

さ
ら
に
、
 

そ
の
上
を
 

い
く
 

V 

L
S
I
 
 

(
超
 

大
規
 

i
 

積
)
 

が
 

出
て
 

き
て
 

い
る
。
 

•
な
る
 
程
な
。
 

と
こ
ろ
で
、
 

R
O
M
 

や
 

R
A
M
 

も
 

L
S
 

丨 
っ
て
 

呼
ぶ
 

で
し
ょ
う
。
 華
 

っ
ん
。
 

そ
れ
は
、
 

L
S
I
 

と
い
う
の
は
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4
 K
 
ス
タ
 
テ
イ
 
ツ
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j 

技
術
の
 
名
前
 だ
か
ら
ね
。
 

素
子
は
、
 

真
空
 
渡
 
術
丄
 
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 
技
術
 
i
L
 

S
I
 
技
術
と
 
い
ぅ
 
具
合
に
 
発
達
し
て
 
き
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
 

R
O
M
 や
 R
A
M
 は
、
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
の
 
機
能
の
 
名
前
 
だ
か
ら
 
さ
。
 

R 

O
M
 や
 R
A
M
 

は
、
 ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

で
も
 

つ
く
れ
る
 

し、 _
 、昔
の
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
 は
、
 
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 
製
だ
っ
た
 
時
期
が
 

あ
る
ん
だ
 

か
ら
ね
。
 

た
だ
、
 

L
S
I
 

の
 R 

O
M
 
や
 
R
A
M
 
の
 
方
が
、
 
小
さ
く
、
 
高
 
性
 

能
で
、
 
安
く
つ
 
く
れ
る
。
 
今
の
 
コ
ン
 ピ
ュ
 

I
 
夕
は
、
 
L
S
I
 
な
し
で
は
 
考
え
ら
れ
な
 

い。 
特
に
、
 
パ
ソ
コ
ン
は
、
 

L
S
I
 
の
 登
 

場
に
 
よ
つ
 
て
、
 
は
じ
め
て
 
実
現
さ
れ
 
た
 機
 

械
 だ
か
ら
。
 

お
さ
ら
い
し
 
と
く
と
、
 コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 

の 歴史は、 

★
第
一
 

世
代
 

i
 

空
 

管
 

0 

J 
64 84 
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★
第
二
 
世
代
—
 
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 

0 

★
第
三
 
世
代
 ！
 
C
(
L
S
I
)
 

と、 こんな 具合で 進化して 
きた ワケ。 

この 

第三 

世代の 

コン 

ピュ— 

夕の 

時代 

になって、 
ようやく 

ワン •ボ— ドの 

マイコンが 

キットで 

出て 

きた、 

と。 

で、 ここからの 
ハナ シが '前回で 

hHii し
た
、
 
マ
イ
ク
ロ
 プ
ロ
セ
ッ
サ
の
 謎

 

解きに 

なって 

行 
くんだ。 

• そうすると、 
パソコンは'  

マイク 

ロ プロセッサと 

一^が 
あって、 

マイ 

クロ 
プロセッサは、 

第三 

世代の 

コン 

ピ 
ユ—夕 

技術と 

i
 

が 
ある 

という 

ことなんだ。 

_
 そ
—
 
な
ん
で
す
 
(
古
い
/
)
。
 

•
い
よ
い
よ
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
の
 

謎
解
き
 

開
始
で
す
。
 

#
 

ま
ず
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
 

セ
ッ
 

サ
 

とは
、.
 

ど
—
 

ゆ
—
 

も
の
 

か
。
 

こ
れ
は
、
 

真
空
管
 

や
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
 

時
代
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
も
 

備
わ
っ
て
 

い
た
、
 

処
理
 

機
能
 

?
 

口 

セ
 

ッ
サ
)
 

を
、
 

ひ
と
つ
の
 

回
路
の
 

上
で
 

実
 

現
し
た
し
5
|
の
こ
と
な
ん
だ
ム
。
つ
ま
 

リ
こ
う
 

い
う
 

こ
と
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
中
 

で
 

計
算
を
 

し
た
り
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

全
体
 

の
 

動
作
を
 

制
御
す
 

る
 

|
 

番
 

重
要
な
"
 

頭
脳
，
 

に
 

当
る
 

部
分
を
、
^
:
 

処
理
*
 

i 
: 
 

C
P
 

U
 

と
い
う
ん
で
 

あ
る
が
、
 

こ
の
 

C
P
U
 

を
 

ひ
と
つ
の
 

チ
ッ
プ
に
 

ま
と
め
た
 

L
S
I
 

が
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
 

で
あ
る
。
 

ォ
ッ
ホ
 

ン
 

。
マ
イ
ク
ロ
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
、
 

こ
の
 

L
S
I
 

の
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
を
 

使
っ
 

た
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

の
こ
と
 

な
ん
だ
。
 

•
そ
う
か
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
 L
S
I
 

技
術
が
 

世
に
出
て
 

来
な
け
れ
ば
 

出
 

来
な
 

か
っ
た
 

と
い
う
 

わ
け
な
ん
だ
。
 

で
、
 

当
然
、
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
を
 

使
っ
 

た
 

マ
イ
コ
ン
 

も、
 

L
S
I
 

が
 

出
な
い
 

こ
と
に
 

は
、
 

世
の
中
に
 

登
場
し
 

な
か
っ
 

た
と
い
う
 

ワ
ヶ
 

だ
ね
。
 

の
 写
真
を
 
見
て
 
下
さ
い
。
 

こ
れ
が
、
 

8 
ビ
ッ
ト
の
 

マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
の
 

拡
 

大
 

i
 

だ
よ
。
 

こ
の
 

チ
ッ
プ
に
、
 

あ
と
 

少
 

し
の
 

部
品
を
 

つ
け
る
 

だ
け
で
、
 

ワ
ン
 

ボ
—
 

ド
の
 

マ
イ
コ
ン
が
 

で
き
あ
が
 

る
ん
だ
 

' 0 

4Z 
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これが 

大規模集積回路 く 今 つ 

中
に
は
 

こ
ん
な
 

回
路
 

^ 

が
 

ギ
ツ
 

シ
リ
 

だ
 

•
な
る
ほ
ど
。
 
そ
れ
に
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 や
 

周
辺
機
器
を
 
つ
け
て
 
い
っ
て
、
 
個
人
が
 
使
 

う
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
 
し
て
 
機
能
を
！
^
 
し
 

て
い
く
 
と、 

パ
ソ
 
□• ン

 に
な
 る
ん
だ
。
 

#
 と
こ
ろ
で
、
 

こ
の
 
マ
イ
ク
ロ
 
プ
ロ
 
セ
ッ
 

サ
は
 
、
は
じ
め
つ
 
か
ら
 
マ
イ
コ
ン
を
 
つ
く
 

る
た
 
め
に
 
作
ら
れ
た
ん
 
で
は
な
 
い
ん
だ
よ
。
 

ぇつ
 

|? : 

奮
 
初
の
 
マ
イ
ク
ロ
 
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
、
 

イ
 

ン
 テ
ル
と
 
い
う
 
会
社
の
 
4
0
0
4
 
と
い
う
 

4
 
ビ
ッ
ト
の
 
L
S
I
 
な
ん
だ
。
 
こ
れ
は
 
ね
、
 

日
本
の
 
電
卓
 
メ  — 

力
—
 
が
、
 
自
社
 
製
の
 
電
 

卓
用
に
 
注
文
し
た
 
も
の
な
ん
 
だ
。
 
と
こ
ろ
 

が
、
 
こ
の
 
L
S
I
 
は
 よ
く
よ
く
 
見
て
 
み
る
 

と、 
あ
と
わ
ず
 
か
の
 
部
品
を
 
つ
け
る
 
だ
け
 

で
、
 
小
さ
い
 
け
れ
ど
も
、
 
完
全
な
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
が
で
 
き
る
 
ゾ
 
/
 
 
と
い
う
 
こ
と
が
 

わ
か
つ
 
た
。
 
そ
の
こ
と
 を
§
 
い
た
 何
人
 

か
の
 
電
子
 
工
作
の
 
ホ
 ビ
—
ス
 
ト 達

が
、
 
そ
 

れ
ら
を
 
ワ
ン
 
•
ボ
—
 
ド
に
 
ま
と
め
て
 
自
分
 

用
の
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
を
 
つ
く
り
 
は
じ
め
た
 

ん
だ
 
。
そ
れ
が
 
急
速
に
 
広
ま
っ
 
て
、
 
そ
れ
 

ま
で
 
大
型
の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
し
か
つ
く
 

っ 

て
い
な
か
っ
た
 
ア
メ
リ
ヵ
の
 
企
業
が
、
 

パ
 

，
ソ
 

コ
ン
を
 

つ
く
り
 

出
し
た
ん
 

だ
。
 

だ
か
ら
、
 

マ
イ
コ
ン
が
 
出
て
 
き
た
の
は
、
 
電
卓
が
 
出
 

て
き
た
 
後
だ
っ
た
 
で
し
よ
、
 
っ
？
 

•
そ
う
か
 
あ
。
 
面
白
い
 
ハ
ナ
 
シ
 だ
ね
。
 

#
 と
こ
ろ
で
'
 
 
前
回
は
、
 
"
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 

は
 ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
な
い
 

と
 動
か
な
い
 
機
 

械
 だ
々
 
と
い
う
 
こ
と
 
だ
っ
 
た
ね
。
 
こ
の
 
C 

P
U
 
は
 
〈
物
忘
れ
の
 
早
い
 
天
才
〉
 
と
マ
ク
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
 
f
t
 か
 言
っ
て
 
い
る
よ
う
 
に
 

(
 M
 
s
 
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
創
刊
号
 
参
照
)
、
 
計
算
 

を
 処
理
す
 
る
 能
力
は
 
グ
ン
 
バ
ツ
 
な
ん
だ
 
け
 

ど
 次
に
 
何
を
 
や
る
 
か
は
、
 
い
つ
も
 
R
O
 
M
 

に
 聞
か
な
 
く
ち
 
や
な
ら
な
い
。
 

R
O
M
 
は
 

C
P
U
 
に
 
次
は
 
顔
を
 
洗
い
な
さ
い
、
 

歯
を
 

み
が
き
な
さ
い
 
と
い
う
 
こ
と
を
 
言
、
 っ。 

こ
 

の
 R
O
M
 
に、 

例
え
ば
、
 
M
S
X
 
だ
っ
た
 

ら
ば
、
 
M
S
X
 
—
 
B
A
S
I
C
 
が
 入
っ
 
て
 

い
る
ん
だ
。
 •
 M
S
X
 
マ
シ
ン
で
は
、
 

R
O
M
 
が
 M
s
 

X
—
B
 
A
S
I
C
 
で
、
 
「
C
P
U
 
く
ん
、
 
次
は
 

ゴ
 
ハ
ン
を
 
食
べ
な
さ
い
。
 
水
を
 
飲
み
な
 
さ
 

い
と
い
う
 
わ
け
 
だ
。
 

#
 そ
う
。
 
正
確
に
は
、
 
R
O
M
 
に
 入
っ
て
 

い
る
 
B
A
S
I
C
 
を
 使
っ
て
 
ユ
—
 
ザ
—
 
が
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
つ
く
る
。
 

そ
の
 
命
令
が
'
 

C
P
U
 
に
 
仕
事
を
 
さ
せ
 
る
ん
だ
 
ゾ
。
 

•
そ
っ
か
。
 #
 M
S
X
 
で
 面
白
い
 
ハ
ナ
 
シ
 は
も
っ
 
と
 他
 

に
も
 あ
る
。
 例
え
ば
、
 ヤ
マ
ハ
の
 M
S
X
 

「
C
X
5
」
 

は
'
 
 キ
—
ボ
 
I ド

と
、
 
F
M
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
！
 
ユ
ニ
ッ
ト
を
 
つ
け
る
 

と
 グ
レ
—
 
ド
の
 
高
い
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
に
 

変
身
す
 
る
 け
れ
ど
、
 
そ
の
 
秘
密
は
、
 
特
別
 

に
 開
 発
し
た
 
七
 個
の
 
音
楽
 
用
 L
S
I
 
 
(
R
 

O
M
)
 
に
あ
 
る
ん
だ
。
 

こ
の
 
七
 
種
類
の
 
チ
 

ッ
プ
 
に
よ
っ
て
、
 
自
動
 
演
奏
 
や
 多
重
 
和
音
 

と
い
っ
 
た
 高
級
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 
が
 実
現
 

で
き
た
ん
 
だ
。
 

•  M
S
X
 
は
、
 
L
S
I
 
の
 新
し
い
 
ク
リ
エ
 

イ
テ
 
ィ
ブ
な
 
使
い
方
を
 
開
発
し
て
 
行
 く
ん
 

だ
ね
。
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メ
テ
イ
 

(
家
庭
 
罢
 

力
^
^
^
ァ
 

マ
シ
 

ン 

医
療
 
セ
ン
タ
—
 
に
 設
置
さ
れ
 
た
 大
型
の
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
と
 
家
庭
に
 
お
か
れ
た
 
端
末
 

か
ら
な
る
 

シ
ス
テ
ム
。
 

自
分
の
^
^
 

状
態
 

あ
る
い
は
 
病
状
な
 
ど
を
 
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
 

遠
い
 

過
去
か
^
®
 

代
に
 

い
た
る
 

ま
で
、
 

人
間
の
^
/
こ
と
の
 

な
い
 

要
求
と
 

い
 

na
s、
 

そ
れ
は
"
 

生
"
 

へ
の
 

執
着
と
 

い
う
 

こ
と
 

だ
ろ
う
。
 

そ
の
 

人
間
の
〃
 

生
へ
 

つ
ま
 

命
と
 

い
う
 

言
葉
で
 

置
 

き
 

換
え
 

t
 

ら
 

こ
れ
を
 

阻
む
 

最
大
の
！
！
®
 

は、
 

病
気
で
 

f
。
 

少
^
 

<
げ
|
 

出
 

だ
し
で
 

始
ま
る
 

今
回
の
^
 

S
 

品
 

研
究
室
 

は、
 

こ
の
 

病
気
と
 

闘
う
 

こ
と
、
 

つ
ま
り
 

医
療
の
 

世
界
が
 

ど
う
い
 

う
 

ふ
う
に
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

i
 

に
よ
つ
 

て
 

変
わ
つ
 

て
 

ゆ
く
 

か
と
い
 

う
こ
 

予
想
し
て
 

つ
。
 

においては、 まじな 

ハ師の 

行う 

呪術から 

始まっ 

た 
医療。^: 

f では 

科学と 

密接 

な 
関係を 

持っ 

た 
医学と 

なり 

人間の 

生 

活 
とは 

切っても 

切れない 

関係に 

ある。 

中
世
に
 

お
い
て
は
 

最
大
の
 

死
亡
 

原
因
は
 

伝
染
病
で
 

あ
っ
た
。
 

し
か
し
 

社
会
 

衛
生
と
 

い
う
 

考
え
方
が
 

一
 

般
的
 

に
な
り
、
 

免
疫
 

学
 

の
 

進
ん
だ
 

現
在
で
は
'
 
 

伝
染
病
で
 

死
ぬ
 

人
 

間
は
 

ご
く
ま
れ
に
 

な
っ
て
 

い
る
。
 

全
世
界
 

か
ら
 

天
然
痘
が
 

撲
滅
さ
れ
 

た
よ
う
に
、
 

も
 は
や
、
 

伝
染
病
と
 

い
う
の
は
 

人
類
の
 

脅
威
 

で
は
な
く
 

な
っ
た
。
 

そ
の
か
わ
り
に
、
 

ク
 

口
—
 

ズ
 

ア
ッ
プ
さ
れ
 

て
き
た
 

の
が
、
 

心
臓
 

病
、
 

ガ
ン
と
 

い
っ
た
、
 

現
在
の
 

死
亡
率
の
 

I
、
 

2
 

位
を
 

争
っ
 

病
気
な
 

の
 

だ
。
 

こ
れ
ら
の
 

病
気
は
 

1
、
 

治
療
法
と
 

い
 

っ
た
 

も
の
 

も
ま
 

だ
 

明
ら
か
で
 

な
い
 

部
分
 

も
 

多
い
 

が
、
 

そ、
 

21
51
 

く
な
い
 

将
来
、
 

西
暦
 

2 

0
0
0
 

年
代
の
 

早
い
 

時
期
に
 

か
な
り
の
 

部
 

分
が
 
解
決
さ
れ
 
る
 
こ
と
だ
ろ
う
。
 

そ、
 

っ
な
っ
 

た
と
 

き
、
 

医
療
の
 

形
と
 

い
う
 

の
は
、
 

そ
れ
ら
の
 

病
気
の
 

予
防
、
 

早
期
 

発
 

見
が
 

主
た
る
 

も
の
に
 

な
っ
て
 

ゆ
く
 

こ
と
に
 

な
る
。
.
 

し
か
し
 

ほ
ぼ
 

現
在
の
 

2 
倍
の
 

80
 

億
 

近
く
の
 

人
間
を
 

か
 

^
 

又
る
 

こ
と
に
な
る
 

世
 

界
 

で
、
 

医
療
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

タ
の
 

手
助
け
 

な
く
し
て
 

は
、
 

と
て
も
 

十
分
な
 

成
果
を
 

お
 

さ
め
る
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
 

そ
の
よ
う
；
：
：
^
!
 

界
に
 

む
か
う
 

だ
ろ
う
 

中
 

で
 

登
場
し
て
 

く
る
、
 

家
庭
で
 

も
 

使
え
る
 

コ 

ン
ピ
ュ
 

ー
タ
と
 

結
び
つ
い
た
 

医
療
機
器
を
 

紹
介
し
て
 

み
よ
う
。
 

や
れ
ば
 

中
央
の
 

曲 星
 

虽
な
デ
 

I 
夕
べ
—
 

ス
に
 

基
づ
く
 

適
切
な
 

1
 

が
 

受
け
ら
れ
る
 

.0
 

要
す
る
に
 
家
庭
に
 
置
い
て
 
あ
る
 
医
学
 
百
 

_
 
典
の
 
代
わ
り
を
 
し
て
 
く
れ
る
 
も
の
で
、
 

器
の
 
関
心
の
 
あ
る
 
病
気
、
 
あ
る
い
は
 
応
 

急
 手
当
の
 仕
方
な
 ど
'
 
 あ
ら
ゆ
る
 医
療
 知
 

識
を
 
提
供
し
て
 
く
れ
る
。
 

ま
た
、
 
各
個
 
人
 

の
 W
 歴
 お
よ
び
 
健
康
^
^
 
を
 フ
ロ
ッ
ピ
—
、
 

あ
る
い
は
 
力
—
 
ド
の
 
よ
ぅ
な
 
記
！
 ̂
 
体
を
 

使
っ
て
 個
人
 別
の
 カ
ル
テ
を
 管
理
し
て
 く 

れ
る
 。
両
親
の
 

病
歴
、
 
遗
伝
 形
質
'
 
 個
人
 

の
 血
液
型
、
 

薬
物
—
 

性
、
 
生
ま
れ
て
 

か
 

、
备
 
在
に
 
い
た
る
 
ま
で
の
 
様
々
 
な
 病
歴
、
 

成
長
 
記
録
、
 
健
康
状
態
 
な
ど
 
必
要
な
 
す
べ
 

て
の
 
デ
—
 
夕
を
 
書
き
込
ん
 
で
あ
る
。
 
こ
れ
 

に
よ
り
、
 
現
在
の
 
よ
う
に
 
新
し
い
 
医
者
に
 

か
か
る
 た
び
に
 カ
ル
テ
を
 作
る
 め
ん
ど
う
 

も
な
く
な
る
。
 

通
信
 
回
線
 

医
療
 
診
断
 

f る 

医
療
 

相
談
 

機
よ
り
 

さ
ら
に
 

発
展
し
た
 

形
 

の
 

も
の
が
 

コ
レ
。
 

切
る
 

こ
と
な
く
 

体
の
 

断
 

面
 

図
を
 

描
い
て
 

く
れ
る
 

C
T
 

ス
キ
 

ャ
ナ
—
、
 

血
 

li
&、
 

心
拍
 

計
、
 

体
温
計
、
 

血
液
 

中
の
 

内
容
物
を
 

分
析
す
 

る
 

各
種
の
 

バ
ィ
オ
 

セ
ン
 

サ
—
 

な
ど
を
 

装
^
"
 
 

i
 

回
線
を
 

使
う
 

こ
 

と
に
 

よ
リ
 

、
ど
こ
に
 

い
て
も
 

正
確
な
 

診
断
 

が
-
 

医
療
 

セ
ン
タ
—
 

か
ら
 

得
ら
れ
る
。
 

簡
単
な
 処
置
で
 
済
む
 も
の
は
、
 
そ
の
処
 

置
 方
法
、
 

必
要
な
 処
方
箋
な
 ど
を
 表
示
。
 

も
し
 
専
門
的
な
 
治
療
が
 
必
要
な
 
場
合
は
、
 

手
近
な
 

病
院
を
 

指
示
し
て
、
 

そ
の
 
予
約
を
 

し
て
 く
れ
る
。
 そ
の
 際
に
は
 患者
の
 病状
、
 

病
歴
な
 
ど
の
 
デ
—
 
夕
を
 
カ
ル
テ
の
 
デ
—
 
夕
 

と
し
て
 
目
的
の
 
病
院
に
 
転
送
し
て
 
く
れ
る
 

と
い
う
い
 
た
れ
り
 
つ
く
せ
り
 
の
 機
械
。
 

現
在
の
 
救
急
 
医
療
の
 
欠
点
を
 
補
い
、
 
病
 

院
の
タ
 
ラ
ィ
 
ま
わ
し
で
 
治
療
を
 
受
け
ら
れ
 

な
い
 
ま
ま
 
病
状
を
 
悪
化
 
さ
せ
て
 
し
ま
う
よ
 

う
な
 
事
故
 
も
 未
然
に
防
ぐ
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

•
C
T
 
ス
ギ
 
ャ
ナ
—
 
に
も
、
 
現
在
の
 
X 線

に
 

代
わ
っ
て
、
 
安
全
な
 
超
音
波
 
や
 核
 磁
気
 
共
 

鳴
 

(N  M
R
)
 
な
ど
が
 
使
わ
れ
て
 
い
る
。
 44 
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峰 未来の 

ルームランナー!？ 

コンピュータと 各種 センサ 

一の 結合に より、 人間の 体 

調を たえず 監視して' 必要な 

運動量を 割り出して、 運動 

メニューを 作って くれる。 

いわば 電子 式 運動 インス ト 

ラク ター。 これにより 無 i 里 

なく 体力 增進 をは かれる。 

峰 腕時計 型 健康診断 装置 

体温、 血压、 心拍な どの 各種 センサ 

一を 内蔵 0 定期的に コンピュータ 端 

末に データ を 転送し て 異常が あれば 

知らせて くれる。 定期的な 薬品の 投 

与 も バン ド 内の 小型 タンクに セット 

して おけば 0K。 普段は 時計と して 

使われる。 

峰 東洋 医学 + 電子 医療 

一見、 現在 ある 電子 マッサージ 機の 
よう だが、 実は 東洋 医学を 利用した 

治療 器な の だ。 ツポと 神経系、 内分 

泌 系の 関係が 明ら かにな っ た 将来で 

は、 人間 自身に よる 回復力を 増大 さ 

せる ために コンビ ュこ夕 の 正確な 診 

断と 東洋 医学を 結合し、 利用す る こ 
とが 可能になる。 

•体内 診断 カプセル 

各種 センサーを 内蔵した 超ノ  j 哩 
カプセル により、 体内から 病気 

の 診断を 行って しまう。 現在の 

ものより はるかに 高性能 だか’、 安いので 使し 僧て が 可能。 なか 

には 超 小型の T  V カメラと 自走 

機能を 内蔵して、 より 精密な 診 

断 か 可能な もの も ある。 

き
る
。
 

治
療
 
ば
か
り
で
な
く
、
 
神
経
系
と
 
内
分
 

泌
 系
の
 
正
常
な
 
働
き
を
 
コ
ン
ト
 

ロ  — 
ル
。
 

現
代
 
病
と
 
い
わ
れ
る
 
ス
ト
レ
ス
 
に
よ
る
 
内
 

臓
 系
の
 
変
調
な
 
ど
を
 
防
ぎ
、
 
健
康
 
維
持
に
 

使
わ
れ
て
 
い
く
こ
と
 
に
な
る
 
だ
ろ
ぅ
。
 

健
康
 
監
視
 

サ
—
 

各
種
 
セ
ン
サ
—
 
な
ど
の
 
開
発
、
 
進
歩
に
 

ょ
り
'
 
 健
康
の
 
維
持
、
 
病
気
の
 
早
期
発
見
 

な
ど
に
 
威
力
を
 
発
揮
す
 
る
 監
視
 
装
置
が
 
小
 

希
。
 
イ
ラ
ス
ト
に
 
示
し
た
 
ょ
ぅ
な
 
体
内
 

カ
プ
セ
ル
 
や
、
 
腕
 

型
 健
康
診
断
 
装
置
 

な
ど
が
 
日
常
、
 
気
軽
に
 
身
に
 
つ
け
て
 
歩
け
 

I
 よ
か
な
 
も
の
と
 
し
て
 
使
わ
れ
る
。
 

健
康
$
 

力
を
 

_
 

す
る
 

た
め
の
 

ス
ポ
 

—
ツ
 

に
も
 

活
躍
。
 

個
人
に
 

あ
っ
た
 

無
理
の
 

な
い
 

運
動
量
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

計
算
し
 

て
 

メ
ニ
ユ
 

I 
で
表
不
 

。
肥
満
 

防
止
、
 

心
 

肺
 

機
能
の
 

低
下
を
 

効
果
的
に
 

防
止
で
 

き
る
 

よ
 

、
っ
に
な
る
。
 

• 
 

• 

こ
れ
ら
の
 
医
療
 
シ
ス
テ
ム
、
 
機
器
な
 
ど
 

に
よ
り
、
 
す
べ
て
の
 
人
々
 
が
 平
等
な
 
医
療
 

を
 受
け
ら
れ
る
 
時
代
 
も
そ
う
 
遠
い
 
こ
と
で
 

は
な
い
。
 

ほ
か
に
 

も
 医学
の
 

進
歩
は
、
 

人
 

ェ
 臓
器
に
 
よ
る
 
サ
イ
バ
ネ
 
テ
イ
 
ツ
ク
 
•
才
 

—
ガ
 

ニ
ズ
ム
 

(
サ
 

ィ
ボ
—
 

グ
)
 

、
遺
伝
子
 

エ
 

学
の
 

ク
ロ
 
 

— 
ン
 

技
術
に
 

よ
る
 

拒
絶
反
応
の
 

な
い
 

完
全
な
 

臓
器
 

1
 

な
ど
、
 

ほ
と
ん
ど
 

s
 
 

F
 

の
 

世
界
の
 

よ
う
な
 

医
療
を
 

実
現
す
 

る
 

だ
ろ
、
 

つ。
 

そ
の
 

過
程
に
 

も
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

が
 

大
き
な
 

役
割
を
 

担
う
 

で
あ
ろ
う
 

こ
と
は
 

い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
 

㈱
 

東
芝
 

メ
デ
ィ
 

カ
ル
 

東
洋
 
医
学
 

X
 
テ
イ
 

現
在
、
 

ま
だ
 

そ
の
 

働
き
の
 

し
く
み
が
 

よ
 

く 
解
明
さ
れ
 

て
い
な
い
が
、
 

ハ
リ
 

な
ど
 

も
 

そ
の
 

効
果
の
 

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
 

将
来
は
 

究
明
 

さ
れ
、
 

医
療
に
 

応
用
さ
れ
 

る
 

こ
と
に
な
る
 

だ
ろ
ぅ
。
 

こ
の
場
合
は
、
 

薬
物
、
 

外
科
 

的
 

治
療
を
 

す
る
 

こ
と
な
く
、
 

患
者
 

自
身
の
 

体
 

内
か
ら
の
 

自
己
 

回
復
力
を
 

正
確
に
 

ツ
ポ
を
 

刺
激
す
 

る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
 

助
け
て
 

あ
げ
る
 

わ
け
 

だ
。
 

従
来
で
は
'
 
 

専
門
家
の
 

腕
に
 

頼
 

つ
て
い
た
 

治
療
を
'
 
 

マ 
ッ
サ
—
 

ジ
を
 

受
け
 

る
か
の
 

よ
ぅ
に
 

気
楽
に
 

受
け
る
 

こ
と
が
 

で
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ゲーム マンションの 見® り 国 

1 璀 (6 播ま である） 

マイコン •タウン 

テ
イ
ン
 

グ
！
 

夕
の
 
メ
モ
リ
の
-
 
P- に

 確
保
さ
れ
 
て
い
る
。
 

い
わ
ば
」
 
人
 
I
 人
が
 
寞
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 

の
 中
に
 

「
郵
 1
 相
」
 
を
 持
つ
 
て
い
る
 
わ
け
 

で
す
。
 

発
信
し
た
 

「
手
紙
」
 
は
 即
座
に
 
宛
先
の
 

「
郵
便
箱
」
 

に
 入
れ
ら
れ
る
。
 
受
！
^
 
は
 

「
ザ
 
•
ソ
 
—
ス
 

L- 
を
 呼
出
し
て
 

〈
何
 か
 手
 

紙
が
 
来
て
 
い
な
い
 
か
？
〉
 
と
い
、
 
っ 命
令
を
 

入
れ
て
 
そ
の
 
手
紙
を
 
「
受
取
る
」
 
わ
け
で
す
。
 

「
コ
ン
ビ
 

ユ
サ
ー
 ブ
 」 
に
は
 
「
C
B
 シ
ミ
 

ユ
レ
 
ー
 
タ
」
 
と
い
ぅ
 
サ
 
I
 
ビ
ス
 
も
 
あ
る
 
そ
 

ぅ
で
す
。
 
こ
れ
は
 
C
B
 
 (
市
民
 無
線
)
 
の
 

オ
ン
ラ
イ
ン
 
•
ネ
ッ
 
ト
ワ
 
I 
ク
版
 。
要
す
 

る
に
 
〈
お
し
や
べ
 
り
 広
場
〉
 
で
す
。
！
^
 

で
 声
を
 
S
 は
す
 
か
わ
り
に
、
 
キ
—
ボ
 
I 

ド
 

か
ら
 
文
章
を
 
打
つ
。
 
す
る
と
 
そ
の
 
〈
チ
ャ
 

ン
 ネ
ル
〉
 

に
 合
わ
せ
て
 
い
る
 
全
員
の
 
画
面
 

に
 そ
の
 
文
章
が
 
出
る
。
 

た
と
え
ば
 

「ぴ
 

あ」
 

の 
「
は
み
だ
し
」
 

風
に
 

構
成
 

す
れ
ば
、
 

〔
干
葉
の
 
浪
人
〕
 
こ
ん
に
ち
は
。
 

〔
巨
人
 
フ
ア
ン
〕
 
こ
ん
に
ち
は
。
 
江
川
の
 

フ
ア
ン
の
 

人
い
 

ま
す
 

か？
. 

r
 フ
ッ
 
チ
ャ
—
〕
 

い
る
 
わ
け
ね
 
え
だ
ろ
、
 

死ね。 
〔
干
葉
の
 
浪
人
〕
 
民
譜
 
お
ば
さ
ん
て
 
何
の
 

こ
と
で
す
 
か
。
 

〔
巨
人
 
フ
ア
ン
〕
 
原
の
 
フ
ァ
ン
は
？
 

〔
サ
リ
—
〕
 
デ
イ
—
 
バ
 見
た
 
人
？
 

〔
巨
人
 
フ
ア
ン
〕
 
巨
人
軍
は
 
フ
メ
 
ツ
 で
す
。
 

日
経
産
業
新
 

«1
 

「
世
界
の
ホ
ビ
|
産
 

||
 

」
ょ
り
 

さ
よ
う
な
ら
。
 (
千
 葉
の
 
浪
人
〕
 
サ
リ
ー
 
へ。 

デ
ィ
—
 
バ
 

お
も
し
ろ
か
っ
た
？
 な
ど
と
 
い
う
 
具
合
に
 
進
行
す
 
る
 わ
け
で
す
。
 

こ
の
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
ュ
 
I 
テ
 イ
ン
グ
 
•
サ
 I
 
ビ
ス
の
 

料
金
で
す
 

が
、
 

比
較
的
 

高
い
 

と
 

い
わ
れ
る
 

「
ザ
 
•
ソ
 —
ス
 
」 
の
 場
合
で
 
も
 

1
0
0
 

ド
ル
の
 

入
会
金
の
 

他
に
 

I
 

時
間
 

あ
 

た
り
 

2
0
 

ド
ル
〜
 

6 
ド
ル
 

(
時
間
帯
に
 

よ
 

つ
て
 

異
な
る
)
 

の
 

使
用
料
で
す
 

。
コ
ン
ビ
 

ユ
サ
 

I 
ブ
 

は
も
ぅ
 

少
し
 

安
い
。
 

レ
コ
 

I 
ド
 

や
 

本
を
 

買
つ
 

た
り
 

手
紙
を
 

出
し
た
り
 

受
け
 

取
つ
 

た
り
 

「
売
り
た
 

し、
 

買
い
た
 

し
」
 

の
 

掲
示
を
 

出
し
た
り
 

〈
お
し
や
べ
 

り
 

広
場
〉
 

ぎ
 
A
 の
 次
は
 S
A
?
 
西
 友
の
 

((
: 

•  #r
 

ス
ト
ア
 

ト
メ
—
 

シ
ヨ
 

ン"
 

無
 印
 良
品
の
 
西
 友
が
 
提
唱
す
 
る
 「
S
A
J
。
 

と
い
 
つ
て
も
、
 
新
 フ
ラ
ン
 
ド
で
は
 
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 
"
ス
ト
ア
 
•
才
—
 
ト 

メ  —
シ
 
ョ 

ン
 々
—
—
 
各
種
 
ロ ポ

ッ
ト
を
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
で
 管
理
し
'
 
 店
舗
の
 合
理
化
を
 図
る
 シ
 

ス
 テ
ム
が
 

s  A と
い
ぅ
 
こ
と
で
す
。
 

「
流
行
の
 
O
A
 
 (
オ
フ
 ィ
ス
 
•
才
 —
ト
メ
 

I シ ョン
) 

の スト
ア 

版、
 

ネ J 

と
 思
つ
 
た
 方
。
 
マ
ア
 
、
当
つ
 
て
ま
す
。
 

し
か
し
、
 

ど
ん
な
 

メ
カ
が
 

実
際
に
 

使
用
 

さ
 

れ
 て
い
る
 
か
、
 
想
像
で
 
き
ま
す
 
か
。
 

:
^
v
 

—
 

4
 

.
 
 

_1
 

と
 考
え
込
ん
だ
 
方
。
 
横
 浜
 市
 金
 沢
 区
の
 

「西 友
 能
 見
台
 店」 は'  s  A の シ

ヨ
—
 ル 

—
ム
 
店
舗
で
す
。
 ま
ず
、
 
自
動
車
で
 行
け
ば
、
 
パ
—
 キ
ン
 

グ
ロ
 
ポ
ッ
ト
が
 
出
迎
え
、
 
店
内
に
 
足
を
 
進
 

め
れ
ば
、
 

セ
—
 

ル
ス
ロ
 

ボ
ッ
ト
 

「卵
、 

つ
り
」
 

が
 

目
に
 

と
ま
る
。
 

各
種
の
 

商
品
は
、
 

店
内
 

モ
ノ
 

レ
—
 

ル
 

「
T
E
N
 

レ
—
 

ル
」
 

と
 

無
人
 

搬
送
 

車
で
 

店
舖
に
 

並
べ
ら
れ
る
。
 

買
い
物
 

の
®
 

は
、
 

P
O
S
 
 

(
ポ
イ
ン
ト
 

•
オ
 

ブ
.
 

セ
ー
 

ル
ス
)
 

で
 

即
座
に
 

実
行
さ
れ
 

る
。
 

n
 ン
ピ
ユ
 

V
 
I
 
 C
 

2
0
 や
 
コ
モ
 
ド
—
 ル
 6
4
 で
 有
名
 

な
 
コ
モ
 
ド
—
 
ル
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
社
の
 
広
告
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
が
 

• ビ
ジ
ネ
ス
 

•
教
育
 

• ゲ
 I 

ム 

• プ
ロ
グ
ラ
ム
 
自作 

に 
使
え
る
 

ことは 

知つ 
て
い
ま
す
 

ね？ 

でも、. 

もう 
1 
00 
ドル 
出す 
だけで' 

これが 

全部 
使
え
る
 

よ
う
に
な
る
 

ことを 

知
つ
 

て
ま
し
た
 

か
？
」
 

要
す
る
に
 
モ
デ
ム
 

(
電
話
で
 
通
信
す
 
る
 

た
め
の
 
付
属
*
!
 
4) の

 広
告
な
 
の
で
す
 
が
、
 

.
そ
の
 
サ
—
 
ビ
ス
の
 
内
容
が
 
す
ご
い
。
 
百
科
 

辞
典
、
 
ホ
ー
 
ム
 シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
 

ニ
ユ
 
1 

ス 、税 i 談、 ゲ—ム 、旅行 情報、 

求
人
 
情
報
、
 
電
子
 
メ  —

ル
 
e
t
c
。
 

「
た
っ
た
—
 
0
0
 
ド
ル
の
 
投
資
で
'
 
 あ
な
 

た
の
 
パ
ソ
コ
ン
は
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
ユ
 
—
夕
に
 

変
身
し
 

ま
す
」
 

パ
ソ
コ
ン
が
 
秘
め
て
 
い
る
 
最
大
の
 
可
能
 

性
は
、
 

テ
レ
コ
 

ン
ピ
ユ
 

I 
テ
ィ
ン
グ
の
 

端
 

末
と
 
し
て
 
使
え
る
 
と
い
う
と
 
こ
ろ
に
 
あ
り
 

ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
 

す
で
に
 

テ
レ
コ
 

ン
ピ
ユ
 

I 
テ
 

ィ
ン
グ
が
 

ホ
 

ー 
ム
 

•
バ
ソ
コ
 

ン
の
 
主
た
る
 
用
途
に
 
な
り
つ
つ
 
あ
り
ま
す
。
 

テ
レ
コ
 ン
ピ
ユ
 I テ
ィ
ン
グ
 と
い
う
の
 

は
、
 

蘭
 

早
に
 

言
え
ば
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

電
話
 

に
つ
な
い
で
、
 
他
の
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
、
特
 

に
 大
型
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
を
 使
っ
た
 
各
種
 
情
 

報
サ
 
ー ビ

ス
 
^
 利
用
す
 
る
 
こ
と
。
 

ア
メ
リ
カ
に
は
 

「
ザ
 
•
ソ
 
—
ス
 
j と

 「
コ
 

ンピ ユサ ー ブ j という 二大サ I ビス 

が
 あ
っ
て
 最
近
 急
成
長
 中。 

こ
の
 広
告
の
 

二
 段
 目
に
 
そ
れ
ぞ
れ
の
 
基
本
 
メ
ニ
ュ
 
I 
画
 

面
が
 
出
て
 
い
ま
す
が
、
 
た
と
え
ば
 

「
ザ
.
 

ソ
 —
ス
」
 

の
 電
子
 
メ  — 

ル
を
 
利
用
し
た
い
 

と
す
れ
ば
 

「
6
」
 
の
キ
 
I 
を
 押
す
。
 
画
面
 

の
 指
示
に
 
従
っ
て
 
宛
先
 
そ
の
他
の
 
必
要
な
 

情
報
を
 
入
れ
て
か
ら
 
文
面
を
 
打
ち
込
む
。
 「ザ •ソ —ス j の 加入者には 

それぞれ 

対
応
す
 
る
 記
憶
 
領
域
が
 
f
 
コ
ン
 
ピ
ュ
ー
 

や
 ゲ
—
厶
 
コ
—
ナ
 
I 
で
 遊
ん
だ
り
、
 

ス
キ
 

I
 
情
報
を
 
調
べ
 
ロ
 
ツ
ジ
を
 
予
約
し
た
り
、
 

と
い
つ
 
た
 さ
ま
ざ
ま
な
 
サ
 ー ビ

ス
が
 

|
 時
 

間
 千
円
〜
 
数
千
 
円
で
 
利
用
で
 
き
る
 
わ
け
で
 

す
。
 

、
つ
れ
し
 
い
こ
と
 
に
、
 
こ
の
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
 

ユ I 
テ
ィ
ン
グ
 
•
サ
 I 
ビ
ス
が
 
日
本
で
 
も
 

使
え
る
 
日
は
 
遠
く
な
い
 
も
よ
ぅ
で
す
。
 

最
 

近
の
 
日
経
新
聞
の
 
記
事
に
 
よ
れ
ば
 

「
ゲ
—
 

厶
 
マ
ス
タ
—
」
 

と
い
、
 つ 会

社
が
 
日
本
 
進
出
 

を
 計
画
 中
と
 か
。
 こ
の
 サ
 I ビ
ス
は
 ゲ
 ー 

厶
を
 中
心
に
、
 電
子
 メ  —ル

 .や 〈
お
し
や
 

ベ
り
 広
 f
 
な
ど
の
 
メ
ニ
 
ユ
ー
を
 
加
え
た
 

本
格
的
な
 
も
の
で
、
 
料
金
 
も
 
ご
く
 
安
く
 
(  | 

時
間
 
あ
た
り
 
数
百
 
円
 程
度
)
 
設
定
す
 
る
 方
 

針
 だ
そ
ぅ
 
で
す
。
 
万
 

調
な
ら
 
今
年
の
 

後
半
に
 
も
 営
業
 
開
始
の
 
予
定
で
 
電
電
公
社
 

と
の
 
調
整
を
 
急
ぐ
 
と
の
こ
と
。
 

こ
の
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
ユ
 
I 
テ
 イ
ン
グ
は
 
電
 

話
と
 
テ
レ
ビ
の
 

へ
の
 普
及
 
以
来
の
 
大
 

変
な
 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
 

叩
に
 

な
り
 

そ
 

う
で
す
。
 

ムフ 年
は
 
テ
レ
コ
 
ン
ピ
ュ
 
I 
テ
ィ
ン
グ
に
 

注
目
の
 
年
で
す
 
よ
。
 

まあ
、 

こ
ん
な
 

こ
と
で
す
 

が、
 

店
 

〇 貝が
 

少
な
い
 

無
人
 

化
 

ス
ト
ア
を
 

相 
M
 

し
た
あ
な
 

た、
 

まだ
、 

そ
こ
ま
で
 

は
い
つ
 

て
な
い
 

み 
た
い
で
す
。
 

店
内
の
 

印
象
は
、
 

他
の
 

西
 

友
 

ス
ト
ア
と
 

そ
れ
ほ
ど
 

違
つ
 

て
い
る
 

わ
け
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ア
 

'
才
 

I 
ト 

ハ
ム
 

ス
ラ
 

イ
サ
 

I 
「
S
R
 

!
 

」 
の
 1
 
は
 忘
れ
て
 
は
い
け
 
ま
せ
ん
。
 

口
—
 

ス
 

、
ボ
ン
 

レ
ス
、
 

ソ
—
 

セ
—
 

ジ
の
三
 種
の
 

ハ
ム
を
 

選
択
し
、
 

さ
ら
に
 

三
 
段
階
の
 

厚
さ
か
ら
 

一
 

つ
を
 

選
ん
で
、
 

好
き
な
 

枚
数
 

を
 

そ
の
 

場
で
 

ス
ラ
イ
ス
。
 

そ
の
 

機
械
 

自
体
 

の
 

サ
イ
ズ
に
 

比
し
て
、
 

そ
の
 

仕
事
の
…
。
 

こ
れ
は
、
 

か
な
 

リ
 

笑
え
る
 

と
 

思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
 

S
A
 

つ
て
、
 

こ
ん
な
 

こ
と
で
 

実
現
す
 

る
の
 

か
な
。
 

ま
あ
、
 

現
在
は
、
 

実
 

験
^
^
だ
ろ
ぅ
 

か
ら
こ
の
 

程
度
 

だ
け
れ
 

ど
 

も、
 

数
 

i
 

の
こ
と
は
 

分
か
ら
な
い
。
 

大
 

変
 

我
 

も
 

十
分
 

あ
り
ぅ
る
。
 

何
し
ろ
、
 

H
 

レ
ク
ト
 

ロ
ニ
 

ク
ス
 

技
術
の
 

進
歩
は
 

ス
ゴ
イ
 

か
ら
。
 

46 



UICOMTOWN 

O
t
j
 

外
 

雑
誌
 

ひ
ろ
い
 

読
み
 毎

度
 

ぉ
な
：
-
^
 

「
マ
ィ
ク
ロ
 
 

• 
 

n 
ン
ピ
 

ユ
ー
 

タ」
 

誌
 

(英
) 

か
ら
 

ひ
ろ
い
 

読
み
。
 

*
 
 

*
 
 

*
 

「
ザ
 

• 
 

P
C
J
 

は
—
 

B
M
 

の
 

恐
怖
の
 

販
売
 

力
で
 

つ
い
に
 

ア
メ
リ
カ
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

販
 

売
 

台
数
の
 

ト
ッ
プ
の
 

座
を
 

確
保
し
た
 

よ
う
 

で
す
。
 

そ
こ
で
 

さ
つ
 

そ
く
 

「
ザ
 

• 
 

P
C
」
 

用
便
 

利
 

商
品
の
 

発
売
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

C
R
T
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
 

縦
 

•
横
 

見
や
 

す
い
 

角
度
に
 

調
節
で
 

き
る
 

台
と
、
 

キ
—
ボ
 

— 
ド
と
 

本
体
を
 

結
ぶ
 

延
長
 

ケ
—
 

ブ
ル
。
 

E
u
H
i
l
 
 

(
の
よ
、
 

っ
に
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
 

打
ち
 

や
す
い
*
 
R で
 コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
テ
 ィ
ン
グ
し
 

よ
う
と
い
 
う
わ
け
 
で
す
。
 
た
だ
 問
題
は
 お
 

値
段
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
 

(
台
)
 

の
 

方
が
 

八
〇
ポ
 

ン
ド
 

(
約
 

三
 

万
円
)
、
 

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
.
 

ケ
—
 

ブ
ル
が
 

四
〇
 

ポ
ン
ド
 

(
約
 

一
万
 

五
〇
 

〇
〇
 

円
)
！
 

「
マ
イ
ク
ロ
 
 

•
コ
ン
 

ピ
ユ
丨
 

夕」 
誌
 も
 
「
両
端
に
 プ
ラ
グ
が
 
つ
い
た
 
だ
 

け
の
 

針
金
の
 

値
段
に
 

し
て
は
 

大
し
た
 

も
の
 

で
あ
る
」
 

と
 驚
い
て
 
い
ま
す
。
 

と
は
い
え
 

、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
 

•
ケ
 

|
ブ
ル
$
 
は
 あ
れ
ば
 
便
利
な
 
も
の
。
 
キ
 

—
ポ
—
 

ド
と
 

本
体
を
 

結
ぶ
 

ケ
—
 

ブ
ル
は
 

ど
 

う
し
て
 
あ
ん
な
に
 
短
い
 
の
か
、
 
長
い
間
 
入
 

力
し
て
 

い
る
と
 

段
々
 

腹
が
立
つ
 

て
く
 

る
 

も
 

の
で
す
。
 

(
機
械
に
 

姿
勢
を
 

決
め
ら
れ
て
 

し
ま
う
)
 

電
電
公
社
の
 

電
話
 

器
に
 

だ
っ
て
 

ロ
ン
グ
 

• 
コ
|
 

ド
と
 

い
う
の
 

が
 

あ
る
の
 

だ
 

か
ら
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

に
も
 

ェ
ク
 

ス
テ
ン
 

シ
ヨ
 

ン
 

•
ケ
ー
 

ブ
ル
が
 

オ
プ
シ
ョ
ン
に
 

な
つ
て
 

い
て
も
 
い
い
は
ず
 
だ
と
 
思
う
 
の
で
す
 
が
。
 

* 

パ
ソ
コ
ン
 
自
習
 
用
 カ
セ
ッ
ト
の
 
売
れ
 
行
 

き
が
い
い
 
そ
う
で
す
。
 
分
厚
い
 
マ
ニ
 
ュ
ア
 

ル
と
 
首
っ
 
び
き
で
 
慣
れ
な
い
 
キ
—
 
ポ
ー
ド
 

を
ポ
ツ
 
ポ
ツ
と
 
打
つ
 
の
は
 
洋
の
 
東
西
を
 
問
 

わ
ず
 
つ
ら
い
 
も
の
の
 
ょ
う
で
す
。
 

カ
 セ
ッ
 

卜 
•
テ
—
 プ
に
 
吹
き
込
ま
れ
た
 

指
示
に
 
従
 

つ
て
 
い
れ
ば
 
自
然
に
 
操
作
 
令
 覚
え
て
 
し
ま
 

う
と
い
 
う
 
ふ
れ
 
込
み
の
 
フ
リ
 

7- プ
 ト
ラ
 
ッ 

ク
社
製
 
カ
セ
ッ
ト
 
•
シ
リ
—
 
ズ
は
 
一
万
 五
 

千
円
か
ら
 
三
 万
円
で
 
人
気
を
 
呼
ん
で
 
い
る
 

と
か
。
 

本 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
 
•
ホ
ラ
！
 
ス
 
k -
I
 
リ
 

I
 
を
 
二
つ
 
三
つ
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 
有
力
 
銀
行
の
 
外
為
 
部
門
の
 

コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
に
 
|
 〇
億
 
ド
ル
の
 
支
払
 
指
 

示
が
 
入
力
さ
れ
 
た
。
 
部
内
の
 
決
済
が
 
済
ん
 

で
い
 
る
 
こ
と
を
 
示
す
 
暗
号
 
も
き
 
ち
ん
と
 
付
 

さ
れ
、
 

|
 切
は
 
手
続
き
 
通
り
だ
っ
た
。
 
金
 

は
 S
 
な
 ル
—
 
卜
で
 
(
ス
ィ
ス
 
銀
行
を
 
経
 

由
し
て
)
 

あ
る
 
「
税
金
 天
国
」
 
の
 口
座
に
 

向
か
つ
 

て
い
た
が
、
 

こ
れ
 も
 大
口
の
 

外
為
 

取
引
で
は
 
普
通
の
 
こ
と
 
だ
つ
 
た
。
 
と
こ
ろ
 

が
 た
ま
た
ま
、
 
銀
行
の
 支
払
い
 手
続
き
が
 

改
正
さ
れ
 
て、 

|
 〇
億
 
ド
ル
 
以
上
の
 
支
払
 

い
に
つ
い
 
て
は
 
再
 チ
ェ
ッ
ク
が
 
必
要
と
 
さ
 

れ
る
 
こ
と
に
な
 
つ
て
い
た
。
 
そ
し
て
 
再
 チ
 

エ
ッ
ク
の
 結
®
 K 

こ
の
 支
払
 指
令
は
 偽
 

造
で
 
あ
る
 
こ
と
が
 
判
明
し
た
。
 

九
 億
 九
 千
 

万
 ド
ル
で
 
我
慢
し
て
 
い
た
ら
 
良
か
っ
た
 
の
 

に
ね
。
 

銀
行
が
 

上
を
 

下
へ
の
 

大
騒
ぎ
に
 

な
っ
た
 

の
は
 

当
然
で
す
。
 

何
し
ろ
、
 

金
は
 

盗
ま
れ
 

な
か
っ
 

た
と
は
 

い
え
、
 

送
金
 

シ
ス
テ
ム
を
 

暗
号
か
ら
 

何
か
ら
 

完
全
に
 

読
ま
れ
て
 

し
ま
 

っ
て
い
 

る
 

こ
と
が
 

明
ら
か
に
な
 

っ
た
の
 

だ
 か
ら
、
 

放
っ
て
お
く
 

わ
け
に
は
 

い
か
な
い
。
 

結
局
 

シ
ス
テ
ム
を
 

再
編
成
し
 

な
け
れ
ば
 

な
 

ら
な
 

い
こ
と
 

に
な
り
、
 

銀
行
の
 

損
害
は
 

天
 

文
学
的
な
 

も
の
に
 

な
っ
た
 

そ
ぅ
で
す
。
 

木 

天
文
学
と
 

い
え
ば
、
 

I
B
M
 

が
 

I
 

九
 

七
 

四
 

年
に
 

大
型
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
の
 

オ
ペ
 

レ
—
 

テ
ィ
ン
グ
 

•
シ
ス
テ
ム
の
 

開
発
に
 

失
敗
 

-L
 

た
 

時
の
 

損
害
 

も
 

空
前
の
 

も
の
だ
っ
た
、
 

と
 

「
マ
イ
ク
ロ
 
 

•
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
」
 

は
 

報
じ
て
 

し
ま
す
 

「
Q
」
 

と
 

名
付
け
ら
れ
 

た
こ
の
 

O
S
 

は
—
 

B
M
 

3
7
0
 

シ
リ
—
 

ズ
の
 

後
継
 

機
の
 

た
め
 

に
 

開
発
さ
れ
 

た
の
で
す
 

が
'
 
 

い
ざ
 

テ
ス
 

ト 

し
て
み
 

る
と
 

ス
ピ
—
 

ド
は
 

遅
く
、
 

メ
モ
リ
 

は
 

喰
い
す
 

ぎ
で
 

ど
ぅ
に
 

も
 

使
い
 

も
の
に
 

な
 

ら
ず
 

、
一
説
に
 

' J
: 

る
と
—
 

B
M
 

は
 

八
 

億
 

か
 

ら
一
〇
 

億
 

ド
ル
の
 

損
を
 

し
た
と
 

か
。
 

氺 

ア
メ
リ
カ
 
国
防
省
の
 
M
I
R
 
V 

ミ サ
イ
 

ル
で
の
 
失
敗
 
も
 同
様
に
 
花
々
 
し
い
 
も
の
で
 

し
た
。
 
M
I
R
V
 
と
い
ぅ
の
は
 

|
 つ
の
 
ミ 

サ
イ
ル
で
 
複
数
の
 
弾
頭
を
 
打
ち
上
げ
、
 

そ
 

れ
ぞ
れ
 
の
 弾
頭
は
 
内
蔵
さ
れ
 
た
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
の
 
指
令
に
 
よ
っ
て
 
別
々
 
の
 目
標
に
 
向
 

け
て
 
落
下
す
 
る
 シ
ス
テ
ム
で
す
。
 
当
然
 
こ
 

の
 シ
ス
テ
ム
の
 
生
命
は
 
弾
頭
の
 
動
き
を
 
コ 

ン
ト
 
ロ
—
 
ル
す
 
る
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
に
あ
る
 

わ
け
で
す
。
 
国
防
省
は
 
巨
額
の
 
開
発
 
費
を
 

投
じ
て
 
薄
い
 
フ
イ
ル
ム
 
•
メ
モ
リ
を
 
つ
 

く
り
あ
げ
、
 

M
I
R
V
 

の
 コ
ン
 ピ
ユ
 —
夕
 

に
 載
せ
た
。
 
さ
て
、
 
こ
こ
で
 誰
か
が
、
 
核
 

爆
発
は
 
大
量
の
 
強
力
な
 
X 線

を
 
放
出
す
 
る
 

こ
と
に
 H
 X1
 が
つ
 い
た
。
 

フ
イ
ル
ム
に
 X
 線
 

が
 当
た
る
 
と
ど
う
な
 
る
 だ
ろ
、
 

メ
モ
 

リ
の
 
内
容
は
 
全
 _
 
え
て
し
 
ま
う
 
か
も
…
。
 

と
い
う
 
わ
け
で
 
メ
モ
リ
の
 
材
質
を
 
変
え
 

た
り
 
シ
 I 
ル
ド
を
 
し
た
り
で
…
 

•二 憶
 ド
ル
。
 

話は 変わって'  
例の 「シリコン 

バ 

レ 
I 
•ガイ」 

です 
が、 

この 
シ
リ
コ
ン
 

バ
レ
—
 の コンビ ユータ 1 X1 違い

た
ち
 を 

パロ 
デイに 

して 
話
題
に
 

なった 

本。 

読 

んで 
みると 

け
つ
こ
う
 

お
も
し
ろ
い
。
 

シ
リ
コ
ン
 

バ
レ
！
 

ガ
イ
の
 

歌
っ
 

歌
が
 

「
ゥ
イ
 

— 
 

•
ァ
 

— 
 

•
才
 

— 
ル
 

•
リ
ブ
 

•
イ
 

ン
 

•
ア
 

•
サ
ブ
 

ル
 

I 
チ
ン
」
 

(
も
ち
ろ
ん
 

ビ
—
ト
 

ル
ズ
の
 

イ
エ
ロ
—
 

•
サ
ブ
マ
リ
ン
 

の
 

も
じ
り
。
 

サ
 

Yn
 

ル
—
 

チ
ン
と
 

い
う
の
は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

I
 

ブ
ロ
ッ
ク
 

の
こ
と
。
 

詳
 

し
く
は
 

〈
用
語
を
 

知
れ
ば
 

怖
く
な
い
〉
 

に
 

載
っ
た
 

と
き
に
 

で
も
 

見
て
 

ね。
) 

B

.

 

•  7 
キ
シ
—
 ド
 •
サ
ム
 も
 sc  P

 

逢
 

便
 

裂
 

テ
レ
ホ
ン
 

カ
—
 

ド
 

街で 見
か
け
る
 「緑の 電話」。 力— ド 

で
か
け
ら
れ
る
 

公
衆
電
話
 

も 
す
っ
か
り
 

お 

な
じ
み
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

い
ち
い
ち
 

十 円 

玉を 
サ
イ
フ
か
ら
 

出
さ
な
く
て
も
 

OK/. 

と
い
う
 

わけで、 

使
い
出
し
た
ら
 

手
放
せ
 

な
く
な
つ
 

た
と
い
う
 

人が 
多い 
みたい。 

ところで、 
その テレホン 

カ— ドに 

ニユ 

I 
フ 
X 
イスが 

登場した 

のを 

知ら 

ない 

人 
も 
多い 

のでは？ 

いままでは 

「芸術は 

爆発 

だ 
// :」 
の 
岡 
本太郎 

セン 

セ 

イの 
、なんだかよ 

くわから 

ない、 

絵 

の
 

具
を
 

ゴ
 

チ
ャ
 

混
ぜ
に
 

し
た
よ
う
 

な
 

デ
 

ザ
 

イ
ン
の
 

みで
、 

若
い
 

人
か
ら
 

ひ
ん
し
 

ゆく
 

を
 

買
つ
 

て
い
た
 

テ
レ
ホ
ン
 

カ
ー
 

ド
で
す
 

が
 

. 

昨
年
 
十
二
月
か
ら
は
、
 

サ
ン
 
リ
オ
の
 
キ
ャ
 

ラ
 

ク
タ
 

「
タ
キ
 

シ
 

ー 
ド
 

•
サ
ム
」
 

(
帽
子
 

を
 

か
ぶ
つ
た
、
 

あ
の
 

ペ
ン
ギ
ン
ね
)
 

も
 

登
 

場
。
 

か
わ
い
い
 

つ
た
ら
 

あ
り
 

や
し
な
い
/
 

で
あ
り
ま
す
。
 

「
タ
キ
 

シ
—
ド
 

•
サ
ム
」
 

は
 

五
 百
 円
と
 
千
円
の
 
二
種
 類
。
 
こ
の
 
他
に
 
も
 

デ
ザ
ィ
ン
の
 
ち
が
ぅ
、
 

五
 百
 円
、
 
千
円
、
 

一 

三
千
 
円
、
 
五
 千
円
の
 
力
—
 
ド
が
 
あ
り
ま
す
*
 

受
話
器
を
 
と
り
、
 
力
—
 
ド
を
 
入
れ
る
。
 

す
る
と
、
 
デ
ジ
タ
ル
 
表
 I S
 也
に
、
 
あ
と
 
ど
 

の
く
 
ら
い
 
使
え
る
 
か
と
い
 
ぅ
 残
^
 
T
 か 表
 

示
さ
れ
る
 
。
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
で
 
ピ
ッ
ポ
 

ッ 

パ
と
 
電
話
番
号
を
 
入
力
。
 
通
話
 
中
 も、 

残
 

度
数
が
 
刻
々
 
と
 表
示
さ
れ
 
る。 

使
用
 
後
に
 

は、 
カ
ー
 ド
の
 パ
ン
チ
 穴
で
'
 
 残
 度
数
が
 

わ
か
る
。
 

日
本
で
 
も、 

力
 I 

ド
で
 
買
い
物
を
 
す
る
 

「
力
—
 
ド
 時
代
」
 
が
 来
て
 
い
る
。
 
す
べ
て
を
 

力
—
 
ド
で
 
済
ま
せ
る
 
日
 も
 近
い
 
か
も
 
知
れ
 

な
い
。
 
そ
の
 
時
の
 
た
め
に
、
 
テ
レ
ホ
ン
 
カ
 

I
 

ド
で
、
 

力
—
 

ド
 

時
代
の
 

お
 

勉
強
を
 

し
と
 

く
の
 

も
 

悪
く
な
い
 

か
も
。
 

そ
の
た
め
 

に
も
、
 

も
つ
 

と
も
つ
 

と
 

楽
し
い
 

力
 

T 
ド
を
 

出
し
て
 

欲
し
い
で
 

す
ね
。
 

電
電
公
社
さ
ん
。
 

※
テ
レ
ホ
ン
 

カ
—
 

ド
は
、
 

近
く
の
 

電
話
局
 

.
及
び
、
 

テ
レ
ホ
ン
 

カ
—
 

ド 
販
売
店
の
 

マ
—
 

ク
の
 

あ
る
 

お
 

店
で
 

買
え
ま
す
。
 

•  I 
京
 駅
の
 新
 名
所
 

1
 

ン
ピ
ュ
 
i
 
•卜 1 フ ベ

ル
ガ
 イ
ド
 

寒
さ
 
も
ピ
 
I 
ク
に
 
達
し
 
ウ
イ
ン
 
タ
 I 

ス
 

ポ
ー
ツ
 
も
 花
盛
り
。
 
さ
て
 
休
み
を
 
利
用
し
 

て
ち
 
ょ
つ
 
と
 
ス
キ
ー
 
で
も
と
 
い
ぅ
 
方
 も
 多
 

い
で
し
 ょ、 つ。 

そ
ん
な
 時
、
 
ど
こ
へ
 行
 こ
 



UICOMTOWN マイコン •タウン ぅ
か
と
 
迷
い
ま
せ
ん
 
か
？
 

交
通
 
手
段
は
、
 

宿
泊
は
、
 
な
ど
な
ど
 
困
つ
 
て
し
 
ま
い
ま
す
 

よ
ね
。
'
 
 困
っ
た
 
時
の
 
神
 だ
の
み
 
な
ら
ぬ
 
コ 

ン
ピ
 
ユ
—
夕
 
だ
の
み
。
 
そ
ん
な
 
悩
み
に
 
ビ
 

ビ
ッ
と
 
応
え
て
 
く
れ
る
 
の
が
 
東
京
 
駅
 八
重
 

洲
口
 に
あ
る
"
 コ
ン
ビ
 ユ
—
夕
 •
ト
 ラ
べ
 

ル
ガ
 ィ
ド
々
 
な
る
 
も
の
。
 
使
い
方
は
 
い
た
 

っ
て
 
簡
単
。
 
正
面
の
 
日
本
 
地
図
 
か
 都
 f
 

県
 別
の
 
一
覧
表
で
 
行
き
た
い
 
と
こ
ろ
の
 

コ 

—
ド
 

N0. を
 探
し
ま
す
。
 
今
回
は
 
越
後
 湯
 沢
 

に
 ス
キ
—
 
に
 行
く
 
と
し
ま
し
 

よ' っ。 
画
面
 

に
 
コ
ー
 

ド
 

N0. 
を
 
押
す
 

よ
ぅ
 

指
示
さ
れ
 

ま
す
 

0 

越
後
 湯
 沢
の
 
コ
ー
ド
他
は
 43|7 。そ

し
て
、
 

行
き
 か
 帰
り
を
 押
し
ま
す
。
 
待
つ
 
こ
と
し
 

ば
し
 

二、
 

三
 

秒
。
 

す
る
と
 

運
賃
、
 

特
急
 

料
 

金、 
発
車
 時
 到
 
列
車
 名、 

の
り
か
え
、
 

到
着
時
刻
が
 
次
々
 
と
 画
面
に
。
 

I
 日
の
 
列
 

車
が
 
全
部
 
表
示
さ
れ
 
ま
す
。
 
そ
し
て
、
 
最
 

後
に
 
ス
キ
！
 
観
光
 
Mfgr 

越
後
 
湯
 沢
 周
 

辺
 ス
キ
—
 
場
で
の
 
旅
館
 

な
ど
の
 
コ I 

ド
 
N0. が

 表
示
さ
れ
、
 

手
元
の
 プ
リ
ン
タ
 
か
 

ら
 プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
 

さ
れ
た
 
用
紙
が
 
出
て
 

き
ま
す
。
 
ム
 i
 
は
 旅
館
棄
 
等
の
 
コ
|
 
ド
 

N
0
.
 を
 押
す
 

と
 簡
単
な
 説
明
と
 収
容
 人
員
、
 

貸
 ス
キ
—
、
 T
E
L
、
 住
所
な
 ど
が
 続
々
 

と
 画
面
 
上
に
。
 
そ
れ
 
も
や
は
 
り
 プ
リ
ン
 
ト 

時
刻
表
で
 
い
ち
い
ち
 

- 調
べ
た
り
 
旅
館
を
 
探
 

|
切
 な
く
な
り
ま
す
。
 

ア
ウ
ト
さ
れ
 
ま
す
。
 

こ
れ
で
は
 
も
ぅ
"
 

接
続
 
列
車
の
 
時
間
を
 
一 

す
わ
ず
 
ら
わ
 
し
さ
が
 

こ
ん
な
 
便
利
な
 
も
の
を
 
使
わ
な
い
 
手
は
 
あ
 

り
 
ま
 
せ
ん
ぞ
。
 

た
だ
、
 
デ
 
ィ
ス
 
ブ
レ
ィ
が
 

5 名
分
し
 
か
な
い
の
で
 
ち
ょ
つ
 
と
 並
ぶ
 
か
 

も
。
 
待
つ
 
て
い
る
 
間
に
 
コ
|
 
ド
 N0. を

 探
し
 

て
お
い
た
 
方
が
 
い
い
で
す
 
ょ
。
 
も
ち
ろ
ん
 

料
金
は
 
無
 n
 
利
用
 
時
間
は
 
AM 8 

〜 PM IO 

設
丁
>
局
秦
じ
ゃ
な
ぃ
/
 

双
.
 Q
 G
 
2
 
簡
易
 

無
線
 

シ
ス
テ
ム
 

メ
デ
ィ
ア
 

時
代
の
 

住
居
 

マ
ン
シ
ョ
ン
 

光
フ
ア
 
イ
バ
 

そ
こ
ま
で
 
来
て
 
い
る
 
ニ
ユ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 

時
代
。
—
 
N
S
、
 
光
通
信
の
 
実
現
に
 
備
え
 

て
、
 
新
築
の
 
ビ
ル
 
群
に
は
、
 
普
通
の
®
 

ケ
ー
 ブ
ル
と
 共
に
、
 光
ケ
—
 ブ
ル
が
 通
さ
 

れ
 て
い
る
。
 
普
通
の
 

|
 戸
 建
て
の
 
家
な
ら
 

と
も
か
く
、
 

鉄
筋
の
 ビ
ル
で
は
、
 

後
か
ら
 

i
 
を
 
通
す
 
と
い
う
 
わ
け
に
は
 
い
か
な
い
 

か
ら
ね
。
 

さ
て
、
 

そ
う
し
た
 

ニ
ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
 

対
 

応
の
 

マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
 

い
よ
い
よ
 

登
場
し
 

て
き
た
。
 

例
え
ば
 

鹿
 

児
 

島
に
 

こ
の
 

春
 

完
成
 

さ
れ
る
、
 

野
 

村
 

不
動
産
'
 
 

二
 

軒
 

茶
屋
の
 

マ
 

ン
シ
 

ョ
ン
は
 

光
フ
ァ
ィ
バ
—
 

の
 

通
っ
た
 

マ
 

ン
シ
 
ョ
ン
で
、
 
放
送
衛
星
、
 
C
A
T
V
、
 

キャプテン、— 
Ns、 ホ— ムシ ョッ 

ビン
グ、
 

双方
 

向 TV
、 

TV
 

会議
、 

テ 

レ
 
テ
キ
ス
 
ト
と
 
い
つ
た
 
ニ
ユ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 

に
 対
応
が
 
で
き
る
。
 
も
つ
 
と
も
、
 
こ
れ
ら
 

は
、
 

各
々
 

の
サ
—
 

ビ
ス
が
 

開
始
さ
れ
 

な
い
 

と
 使
え
な
い
 
わ
け
 
だ
が
、
 
五
月
か
ら
 
始
ま
 

る
 
N
H
K
 
の
 衛
星
放
送
 
受
信
'
 
 
そ
れ
に
、
 

公
園
 
•
駐
車
場
 
監
視
 
カ
メ
ラ
、
 
住
民
 
公
報
、
 

バ
ス
 
•
電
車
の
 
時
刻
表
と
 
い
っ
た
、
 
ホ
|
 

ム
 セ
キ
 
ユ
リ
 テ
ィ
は
、
 
す
ぐ
に
 実
用
で
 
き
 

る
と
 

い
う
。
 

確
か
に
、
 

屋
上
に
 

パ
ラ
ボ
ラ
 

ア
ン
テ
ナ
の
 
あ
る
 
マ
ン
シ
ョ
ン
 
な
ん
て
、
 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
 
科
学
 
篇
 
隊
 み
た
い
で
 

カ
ツ
コ
 
イ
イ
。
 
こ
れ
か
ら
は
'
 
 
マ
ン
 
シ
ヨ
 

ン
 選
び
の
 
条
件
の
 
中
に
、
"
 
ニ
 
ュ
—
メ
 
デ
 

イ
ア
 

対
応
で
 

あ
る
 

こ
と
々
 

な
ん
て
 

|
 

項
目
 

が
 入
る
 
の
か
し
 
ら
ん
。
 

だ
か
ら
と
 

いつ
て、
 

値
段
の
 

方
ま
で
 

高 

く
な
 

つ
て
は
 

ウレ
 

シ
ク
な
い
 

け
れ
ど
も
ね
。
 

電
気
街
に
 
行
く
 
と
'
 
 パ
ソ
コ
ン
 
同
様
、
 

ズ
ラ
 
ー 
ッ
と
 
店
先
に
 
並
ん
で
 
い
る
の
 
が
、
 

パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
無
線
。
 
な
に
し
ろ
、
 

い
ま
 
ま
 

で
の
よ
ぅ
 

な
、
 めん
ど
ぅ
な
 

手
続
き
 

や
資
 

格
が
 
不
要
と
 
あ
つ
て
、
 
爆
発
的
な
 
ヒ
ッ
ト
 

に
な
り
 
ま
し
た
。
 
そ
ん
な
 
中
で
'
 
 昨
年
 
六
 

月
に
 
制
定
さ
れ
 
た
 簡
〇
^
 
緩
 
局
 制
度
か
ら
 

生
ま
れ
た
、
 
地
上
 
最
強
の
 
強
カ
 
メ
カ
が
、
 

5
0
 ギ
ガ
へ
 
ル
ツ
 
簡
 
i
 
〖
線
 装
置
。
 
パ
—
 
ソ
 

ナ
ル
 
無
線
と
 
同
じ
く
、
 
無
線
 
従
 

の
資
 格
が
 
要
ら
ず
、
 
カ
ラ
—
 
T
V
 
の
 画
像
 
ー
 チ
 

ヤ
ン
 ネ
ル
、
 
音
声
 
ニ
 チ
ヤ
ン
 
ネ
ル
。
 
そ
し
 

9 
8
4
 

年，
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
 

^
 

が 
f
 
 

- 

|  ? 爹
は
最
 
低
 20 年

 30 年
 f
 
で、 

そ
の
 

機
能
が
 

保
障
さ
れ
 

る
べ
き
 

だ
と
 

私
た
ち
は
 

考
え
 

ま
 

fo
 

冬 

—
ま
す
 

は
 

光
？
 

久
：
-
 

の
 

ig
 

ク 
て
 

い
る
 

ご
と
—
%
 

•
S
 
る 私

 遂
の
素
 

xpic 

-r 
 

プ 
f 

AV
X 

l- § *T1 <^  いどころ か 

-
I
t
 
 

/ 

T
a
m
r
a
r
,
 
 

/ 

\
#
f
 
 

1
 

す 
 
f
 

\ 

M7 8
0
1
 
/
A
a
n
.
 

If?--  — 

\ 
f-
 
.
 
 

k*
  

-w
ru
 

lr
 

i c 

t
w
K
 
e f',  < «< l

i
p
o
 

つ  <
1
 

X  t  X  ̂ 

x
s
p
f
x
f
c
r
^
 

務域 -c シ -X' と ji 理 / ifnt  

^Asrlr^s.  

T^ums 

<E い « «K vun 熏  v -s 
?
 
 

t  ♦  > « ‘ tt i  冪 

气 
次
臂
 
 

ブ冬 u
$
 

误
 

U
K
 

は
 

5
 

.• 

iv c v ra* » 

飞 
4 

い «« *4
4I
WJ
 

A rv r: 

I
t
 
 

k 
 

之
 

Ift
 

l, /. 

t
 

，•
マ 

> レ-
. 

Nd
tc
 

la 
ll
^ 
 

/
 

か を
 

予
見
し
 

い
も
の
を
 

rt
- 

il r f
m
c
*
 

r) *si^K* 
aL i  ベ 毒* M 

•  < r 
•KU N I

W
I
U
 
 
つな 

1
1
 
u
e
j
t
 

て、
 

電
話
回
線
 

ま
た
は
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

の
 

デ
 

I 
夕
を
 

送
る
 

チ
ヤ
ン
 

ネ
ル
が
 

一
 

〇
 

チ
ヤ
ン
 

ネ
ル
 

も
と
れ
る
。
 

ち
な
み
に
'
 
 

パ
—
 

ソ
ナ
 

ル
 

無
線
は
、
 

音
声
の
 

や
り
取
り
 

だ
け
。
 

こ 

の
 i
 
を
 使
え
ば
、
 
と
な
り
 近
所
 
(
相
手
 

が
 見
え
る
 
と
こ
ろ
)
 
の
 
| 〜

三
 
キ
ロ
 
間
で
、
 

テ
レ
ビ
電
話
 
や、 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
 

パ
ソ
 

コ
ン
 
通
信
と
 
い
っ
た
、
 

音
声
、
 

映
像
、
 

デ
 

—
夕
 
な
ど
の
 
あ
ら
ゆ
る
 
通
信
が
 
可
能
に
 
な
 

る
と
 
い
う
 
わ
け
で
す
。
 

例
え
ば
、
 

本
社
と
 

工
場
の
 

間
で
の
 

テ
 

レ
 

ビ
 

会
議
 

や
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

通
信
に
、
 

建
設
 

現
場
で
の
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 

シ
ョ
 

ン
 

•
測
量
 

デ
—
 

夕
の
 

や
り
と
り
に
、
 

地
域
 

住
民
 

間
の
 

情
報
 

伝
達
に
、
 

各
種
 

イ
ベ
ン
ト
 

用
に
 

と、
 

使
い
方
は
'
 
 

み
ん
な
の
 

想
像
力
 

次
第
。
 

子
 

ど
も
 

だ
け
の
 

T
V
 

局
 

だ
っ
て
、
 

夢
 

じ
 

ゃ
な
 

ぃ
ゾ
 

/ 

最
新
の
 
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
技
術
の
 
結
 

晶
 だ
か
ら
'
 
 と
て
も
 
軽
く
て
 
ポ
—
 
タ
ブ
 
ル
。
 

蕾
|
 
 (の  N

E
C
 
「
P
A
S
O
L
I
N
K
 
 
五
 

〇
 J 

は
、
 
た
っ
た
の
 
五
 キ
ロ
グ
ラ
ム
。
 

ど
 

こ
に
 
で
も
 
持
ち
運
び
が
 
自
由
 
だ
。
 

澄
み
渡
っ
 
た
 山
間
部
に
 
響
き
渡
る
、
 

山
 

び
 こ
の
ょ
う
に
、
 
ビ
ル
の
 
間
 や
、
 
家
々
 
の
 

間
な
 ど、 

い
ろ
ん
な
 場
所
に
、
 
五
〇
 ギ
ガ
 

ヘ
ル
ツ
の
 
電
波
が
 
こ
だ
ま
す
 
る
。
 
ニ
ュ
ー
 

メ
デ
ィ
ア
の
 
時
代
は
、
 
こ
う
い
う
 
身
近
な
 

と
こ
ろ
か
ら
 
も
 始
ま
つ
 
て
い
る
 
ぞ
。
 

— 
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くのは ト ボード じ や。 



fflffU  Ljt. 
■シンプルな デザインで ハイ コス ト パフォーマンス。 會 キーボードの ブルーが ポイント。 システム 的に ナイス。 

OCENERriL  COMPUTER/TV  PCT-50 

會キー ボー ドを たたく 手間を はぶいた 「 LOAD」 「RUN」。 會 左から コン ト ラスト、 色 あい、 色の 濃 さ、 リセ ッ ト ポタン。 
♦プリンタ コネ 
クタは、 うしろ 
について いる。 

^  ’ 

♦ジョイスティックの ポートと カセット 、キー; JC ー  ド コネクタ。 

ゼネ ラルから 5£必 される MS X マシンは、 龙界 初の MS X テ レ 

ビ。 MS  X バソコ ン が内葳 され、 愛称は'' P  AXON" である。 
家庭内での 使 m を 前提と して、 使いやす さに 加え、 阀尚 の芡し 

さでは 群を 抜く。 時 f^) ニーズに マッチした ホーム. エンター 
テイ メン トの 中心と して 位 つづけられる ことは 問 遠い ない ね 0 

M
 

ゼ
愛
 

ゼ
ネ
 

ラ
ル
の
 

M
s
x
、
 

"
P
A
X
.
O
N
"
 

は
、
*
^
 

で
は
 

初
め
て
の
 

M
S
X
 

ベ
—
 

シ
 

ッ
ク
 

搭
載
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

T
V
。
 

ク p  A
X
O
N
"
 
と
は
 
ラ
テ
ン
語
で
、
 
「
平
 

和
」
 
と
い
、
 
2
 思
 味
。
 
ホ
—
 
厶
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 

夕
 と
し
て
 
家
庭
内
に
 
「
平
和
」
 
を
と
 
い、 っ 願

 

い
が
 
こ
め
ら
れ
 
て
い
る
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

と
し
て
 

使
わ
な
い
 

時
は
 

通
常
 

の
 

テ
レ
ビ
と
 

し
て
 

谏
又
る
 

こ
と
は
 

も
ち
ろ
 

ん
 

の
こ
と
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

と
し
て
 

使
、
 

っ 場
 

ムロ
、 

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
！
 

3|
! 

50
1 

r 
を
 

直
接
、
 

テ
レ
ビ
 

の
 

R
G
B
 

回
路
へ
 

接
続
し
て
 

い
る
た
 

め
、
 

の ロ
ス
が
 少
な
く
、
 グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
 

表
示
 
や、 

小
さ
い
 

文
字
 
そ
の
他
の
 

映
像
の
 

チ
ラ
つ
 
き
が
な
 

く
®
^
 
画
像
で
 
写
し
出
さ
 

れ
 、
目
が
 

疲
れ
る
 

と
い
ぅ
 

こ 
と
も
な
く
な
 

る。 



文
字
と
 
図
形
が
 
四
隅
ま
で
 
く
っ
き
り
 
見
 

え
'
 
 外
 光
 反
射
の
 
少
な
い
 
高
精
度
 
15 形

フ
 

ラ
ツ
ト
 
ス
ク
ェ
ア
 
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
 
採
用
し
 

て
い
る
 
の
 も
 特
長
の
 
ひ
と
つ
。
 

ゲ
—
ム
 
を
 す
る
と
き
 
は
、
 
便
利
な
 
ワ
ン
 

タ
ッ
 
チ
 
「
R
U
N
/
L
O
A
D
」
 

ボ
タ
ン
 

に
ょ
つ
 
て
 キ
—
ポ
 
I 
ド
を
 
た
た
く
 
手
間
が
 

か
か
ら
な
い
。
 

も
ち
ろ
ん
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 
(
才
 

プ
シ
 
ョ
ン
©
 
£  I

 万
 八
'
 五
〇
〇
 
円
)
 を
 接
 

続
 す
れ
ば
 
M
S
X
 
ホ
—
 
ム
 パ
ソ
コ
ン
に
'
 

即
 グ
レ
 
I 
ド
 
ア
ッ
プ
す
 
る
の
 
だ
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
 

三、 五
〇
〇
 
円
。
 

本
体
 
(
 I
 二
 万
 八
、
 〇
〇
〇
 
円
)
 
ド
 キ
—
 

ポ
—
ド
 
+
 ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
で
ち
 
ょ
ぅ
 

ど
 
I
 五
 万
 S
T
 
 f
 
的
に
 
も
 
ホ
—
 
厶
パ
ソ
 

コ
ン
と
 
し
て
は
 
手
頃
で
 
あ
る
。
 

デ
ザ
イ
ン
で
 
見
る
 
と、 

テ
レ
ビ
の
 
前
面
 

に
 ス
ロ
ッ
ト
が
 
あ
る
の
 
が
な
ん
 
と
も
 
グ
ッ
 

ド。 
パ
ソ
コ
ン
 
テ
レ
ビ
と
 
い
ぅ
 
1
 商
！
^
 か
 

実
に
 良
い
 の
 だ
。
 
色
は
 レ
ッ
ド
と
 ア
イ
 ポ
 

リ I 。
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 

、
キ
 I ポ

 I 

ド
と
 
も
 
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
で
 

色
を
 
統
 
|
 

し
て
 
あ
る
た
 
め
—
 
和
感
 
が
な
い
。
 

ゼネ) フルでは、 ソフ
ト
に
 つい
て
も
 

積
極
的
で
、
 

発
売
と
 

同
時
に
 

ゲ
—
ム
 

I 〇 
種' 

教
育
 
関
係
 

I 〇 種、 
音楽、 

お 絵
描
き
な
 

ど 

四 種'  
生活 
用 
ソフト 

四 種
を
 

計
画
し
て
 

いる。 

今
後
 

も 
順次 
拡
大
し
て
 

い
く
と
の
 

意
向
で
 

ある。 
発売は、 

二月 
下 K 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
 

㈱
ゼ
ネ
 
ラ
ル
テ
 
レ
ビ
 
•
ビ
デ
オ
！
 
1
W
 
部
 

T
E
L
 
〇
四
 
四
-
八
 
六
 
六
 ' 

二
 
1
(
 代
)
 

51 



會 コネクタ 部分の 表示 も わかりやすく なって いるの だ。  會 RGB、 プリンタ、 キーボード、 それぞれの コネクタ。 

•ライ ト ペンで お 絵描きって いうの 
は サン ヨー 自慢の 魅力的な 機能 〇 な 

ん たって テレビ 画面に 描け るんだ も 

んね „ こ れ ばっかり はやって みなき ゃ。 

會 リセット ボタンと、 ジョイスティックの ポート 丨、2。  會 3 つ 並んだ インジケータ。 ランプが お知らせ しま〜 す。 

.  一 3 
 - 

= 
_ _ 二 

…  へ 
こ：： 

會 音声、 カメラの 入力の 右に ある ライトペンの コネクタ。 會 カートリッジ スロット。 本体の 右 サイドに ついている。 

ライトペン ガ认 気の 

サン ヨー、 さらに 進んだ 

第二 弾、 MPC-11 
ライ ト ベン 付きの MS X マシン MPC- 10 が 人気を 集めて いるな か、 サ 

ン ヨーの 第二 弹 MPC- 117^ 発売され る。 テレビ 機能を 拡大し、 テレビ 

を 最大限に 活用で きる テ レ ビパソ コンと して 話題に な りそう だ。 ス チル 

機能 や スーパー イ ンポ ーズ 機能で、 テ レ ビ阐面 か A ま た 一歩 近く なった。 

サ
ン
 
ョ I

M
P
C
 
 

- 
1  
I 
の
 最
大
の
 
特
長
 

は
、
 
な
ん
と
；
：
 >  つ

て
も
 
ス
 チ
ル
 機
能
 や
ス
 

I
 
パ
—
 
イ
ン
ポ
—
 
ズ
 
機
能
に
 
よ
り
、
 

テ
 
レ
 

ビ
を
 
最
大
限
に
 
活
用
で
 
き
る
 
と
い
ぅ
 
こ
と
。
 

ス
 チ
ル
 
機
能
と
は
、
 

T
V
 
オ
ン
エ
ア
 
画
 

像
 あ
る
い
は
 
V
T
R
 
画
像
を
 
デ
ジ
タ
ル
 
画
 

像
と
 
し
て
と
 
り
 込
み
、
 
記
憶
し
、
 

|
 コ
マ
 

の
 静
止
画
 
像
と
 
し
て
 
表
示
す
 
る
 機
能
の
 
こ
 

と。 
そ
し
て
、
 
と
り
 
込
ん
だ
 
画
面
 
上
に
 
ラ
 

イ
ト
 
ペ
ン
で
 
描
き
 
込
ん
で
 
楽
し
む
 
こ
と
が
 

で
き
る
。
 T
V
 
の
 お
 料
理
 
メ
モ
、
 
応
募
 
ハ
 ガ
キ
の
 

住
所
な
 
ど
を
 
あ
わ
て
て
 
メ
モ
を
 
し
な
く
て
 

も、 
カ
セ
ッ
ト
 
テ
—
 
プ
に
 
記
憶
 
さ
せ
た
り
 

プ
リ
ン
 
ト ア

ウ
ト
で
 
き
る
 
の
で
、
.
 活
用
 範
 

囲
 も
 広
い
 
の
 だ
。
 

ス
—
パ
 
ー 
イ
ン
ポ
—
 
ズ
 機
能
を
 
利
用
す
 



る
な
ら
、
 

T
V
 

オ
ン
エ
ア
 

画
像
 

や
 

v
t
r
 

画
像
と
 

パ
ソ
コ
ン
 

画
面
を
 

合
成
す
 

る
の
 

も
 

い
い
。
 

ス
タ
 

ー 
ウ
オ
 

I 
ズ
を
 

バ
ッ
ク
に
、
 

ア
 

ク
シ
 

ョ
ン
ゲ
—
 

ム
に
 

挑
ん
だ
り
 

な
ん
て
 

楽
し
そ
ぅ
 

だ
ね
。
 

退
屈
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 

作
業
か
ら
 

逃
 

れ
 

る
た
 

め
に
、
〃
 

欽
 

ド
ン
"
 

を
 

観
な
が
ら
 

キ
 

I
 

を
 

叩
く
 

な
ん
て
の
 

も
い
 

い
。
 

ス
 チ
ル
'
 
 ス
 I パ

 I イ
ン
ポ
 
I ズ

 '
ラ
 

イ
ト
 

ペ
ン
に
 

加
え
、
 

R
G
B
 

出
力
に
 

よ
り
 

鮮
明
な
 
画
面
 
も
 
エ
ン
ジ
ョ
イ
 
で
き
る
。
 

V
T
R
 
画
面
に
 
タ
イ
 
ト
 
ル
イ
 
ラ
ス
 
ト
、
 

メ
モ
 
害
き
 
込
み
な
ん
 
か
が
 
ラ
ク
 
ラ
ク
で
 
き
 

る
の
で
、
 将
来
、
 ビ
デ
オ
 編
集
な
 ど
を
 目
 

指
し
て
 
い
る
 
人
に
は
 
ぜ
ひ
、
 
ふ
り
む
い
て
 

ほ
し
い
 
マ
シ
ン
で
 
あ
る
。
 

キ
—
ポ
 
I ド

は
、
 

10 キ
—
を
 
加
え
た
 
合
 

計
 88 キ

—
の
 
本
格
派
 
タ
イ
プ
。
 
数
字
の
 
多
 

い
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
や、 

会
計
 
処
理
な
ん
 
か
に
 

.
は
も
つ
 
て
こ
い
。
 

デ
ザ
イ
ン
は
、
 
キ
—
ボ
 
I ド
と
 バ
ソ
コ
 ン 本
体
が
 
分
離
さ
れ
 

て
い
る
 
の
で
 
使
い
 
や
 

す
く
、
 
雰
囲
気
 
も 落
ち
つ
い
 
て
い
る
。
 

発
売
 
1
 
は
 
二
月
 
下
旬
、
 
価
格
は
 
泰
疋
。
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W
I
N
T
E
R
.
 
C
E
S
 
 
(
コ
ン
 
シ
ユ
 
ー
 
マ
エ
 
レ
ク
ト
 
ロ
ニ
 
ク
ス
 
シ
ヨ
 

|
)
は
、
毎
 ¥
 1
«
ラ
ス
八
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
€
£
8
は
、
 4: 米

の
 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
見
本
 
lli で

 着
。
 
バ
ラ
 ボ
ラ
 
ア
ン
テ
ナ
、
 
デ
ジ
タ
ル
 

時
 rrl* 、 

v{£ 話、 •
力
—
 
ス
テ
レ
オ
な
 
ど、 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
 
間
す
 
る
 ̂
 

品
が
 発
 ̂
 さ
れ
て
 
い
る
。
 
近
年
は
、
 
パ
—
 
ソ
ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 
ユ I 夕

の
 
ハ
 ー 

ド
ウ
 
ェ
ア
、
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 
発
表
 

• 展
 •▲小が め

だ
つ
 
て
い
る
。
 
•今一! は、 

昨
 平
 6 月に：：： 本

で
 
発
 ̂
 さ
れ
た
 
「
M
S
X
 
シ
ス
テ
ム
」
 
が
 ア
メ
リ
カ
で
 

• 

も
 諸
 題
を
 呼
ん
で
 
い
る
 
こ
と
を
 
問
き
、
 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 
周
 B1 の

 ソ
フ
 

ト
 
ハ
ウ
ス
 
及
び
 
C
E
S
 
を
 取
 M
 し
た
。
 
I
 

今
 

ア
メ
リ
カ
で
 

注
目
の
 

M
S
X
T
 

C
E
S
 

は
、
 

毎
年
、
—
 

月
に
 

ラ
ス
 

ベ
ガ
 

ス、
 

6 月
に
 

シ
カ
ゴ
で
 

行
な
わ
れ
、
—
 

月
 

が 
 

W
I
N
T
E
R
 
 

• 
 

CE
  

s
'
 
 

6 
月
が
 
 

S 

U
M
 

M
 

E
R
 
 

•
 
 

C
E
S
 

と
 

呼
ば
れ
、
 

全
 

世
 

界
の
 

エ
レ
ク
ト
 

ロ 
ニ
ク
 

ス
メ
ー
 

カ
—
 

が
 

製
 

品
を
 

出
展
す
 

る
 

こ
と
に
な
 

つ
て
い
 

る
 

(
C
 

E
S
 

:
 
コ
ン
 
シ
ユ
ー
 
マ
エ
 
レ
ク
ト
 

ロ
 
ニ
ク
 

ス シ
ョ
—
 
の
 略
)
。
 

I
 
月
 
7
 
日
〜
 
1
 
月
 
1
0
 日
ま
で
、
 
ラ
ス
べ
 

ガ
ス
の
 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
 
セ
ン
タ
ー
 
で
 行
 

な
わ
れ
 
て
い
る
 
C
E
S
 
で
、
 
M
S
X
 
が
 話
 

題
に
 
な
つ
て
 
い
る
と
の
 
こ
と
で
 
あ
つ
た
。
 

c
 
 E
 
 S
 
の
 
会
場
は
 
広
く
、
 
各
 
展
示
を
 
じ
っ
 

く
り
 
見
て
 
回
る
 
に
は
、
 

4 日
間
 
だ
け
で
は
 

む
ず
か
し
い
 
ほ
ど
で
 
あ
る
。
 
毎
回
 
C
E
S
 

で
 人
気
が
 
あ
る
の
 
が
、
 
ポ
ル
ノ
 
ビ
デ
オ
 
テ
 

—
ブ
と
 
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
で
 
あ
 

る
。
 
ポ
ル
ノ
 
ビ
デ
オ
 
テ
 ー Tn の

 レ
ポ
 
I 

卜 

は、 
残
念
で
あ
 
る
が
 
割
愛
 
さ
せ
て
 
い
た
だ
 

き
た
い
。
 特
に
 興
味
の
 あ
る
 方
は
'
 
 6
 月
 

の
 c  E  S を

 お
 t!J め

す
る
。
 

C
E
S
 
の
 会
場
は
、
 
イ
—
 
ス
ト
、
 
ノ
ー
 

ス
、
 
 サ
ウ
ス
、
 
 
ウ  H  ス

ト
ホ
 
 I 

ル
に
 
分
か
 

れ
 、
他
に
 
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
 
ホ
テ
ル
を
 
会
場
 

に
 使
っ
て
 
シ
ョ
—
 
を
 行
な
っ
 
て
い
る
。
 

年
々
 
C
E
S
 
は
 拡
大
し
て
、
 

コ
ン
 
ベ
ン
 

シ
 
ョ
ン
 
セ
ン
タ
—
 
以
外
の
 
ホ
テ
ル
な
 
ど
を
 

会
場
と
 
し
て
 
使
用
し
て
 
い
る
。
 

イ
 

I 
ス
ト
 

、
ノ
 

I 
ス
 

、
サ
ウ
ス
 

ホ
 

— 
ル
 

が
 

メ
イ
ン
 

会
場
に
 

な
っ
て
 

お
り
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ 
ー 

タ
 

関
係
の
 

出
展
 

会
社
は
 

メ
イ
ン
 

ホ
 

ー 

ル
と
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

ソ
フ
ト
を
 

中
心
に
 

集
め
 

た
と
 
思
わ
れ
る
 
ウ
ェ
ス
ト
 
ホ
 I 

ル
に
 
あ
る
。
 

今
回
 
紹
介
す
 
る
 中
で
、
 
メ
ィ
ン
 
ホ
—
 
ル
 

に
は
、
 
ア
ク
 
テ
ィ
 
ビ
ジ
 
ョ
ン
、
 
ブ
ロ
—
 
ダ
 

I
 
バ
ン
ド
、
 
ウ
 
H
 
ス
ト
 
ホ
—
 
ル
に
は
、
 
ソ
フ
 

ト シ
ン
ク
、
 

ス
ペ
ク
ト
 ラ
 ビ
デ
オ
が
 出
展
 

し
て
い
た
。
 

現
在
 
ア
メ
リ
カ
の
 
パ
 ー 

ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 

ユ ー タ
の
 
市
場
は
、
 

ホ
 I 

ム
 
コ
ン
ビ
 
ユ ー 

夕
と
し
て
、
コ
モ
ド
|
ル
の
 

64 (
0
 64 )、 

コ リ
コ
の
 
ア
ダ
ム
、
 
ア
タ
リ
 
600 XL 、 ゲ

|
 

厶
マ
シ
ン
で
は
、
ア
タ
リ
 

2600 
、 5200 
、
コ
リ
 

コ
の
コ
 
リ
コ
 
ビ
ジ
 
ョ
ン
な
 
ど
、
 
パ
—
 
ソ
ナ
 

ル
 コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 で
は
、
 

I 
£0  2

社
の
0
-
 

c
、
 
P
C
j
r
、
 

ア
ッ
プ
ル
 
社
の
 
ア
ッ
プ
 

ル
 11 
6
、
_
|
|
5
<
な
ど
が
圧
倒
的
な
人
 

気
を
 
占
め
て
 
い
る
。
—
 
B
M
 
 
P
C
、
 

A 

P
P
L
E
 
の
 
ソ
フ
ト
は
、
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
 

は
も
ち
 
ろ
ん
、
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
で
 
も、 

す
ば
ら
し
い
 
ソ
フ
ト
が
 
多
い
。
 
や
は
り
 
売
 

れ
 て
い
る
 
マ
シ
ン
に
 
'
す
ば
ら
し
い
 
ソ
フ
 

卜
が
 
多
い
 
の
は
'
 
 あ
た
り
ま
え
の
 
よ
う
で
 

夕
で
 
一
番
 売
れ
て
 
い
る
の
は
、
 

コ
モ
 
ド
—
 

ル
 64 で

、
 
ア
メ
リ
カ
で
、
 

200 万
 台
〜
 
250 万

 

台
が
 
家
庭
に
 
売
れ
て
 
い
る
と
 
い
ぅ
。
 
M
s
 

X
 
は
 
ホ
 
I
 
厶
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I
 
夕
で
 
あ
る
。
 
ラ
 

ィ
 バ
ル
に
な
る
 
の
は
、
 
今
の
と
こ
ろ
 
こ
の
 

C
 
6
4
 以
外
に
 
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
 

た
し
か
に
、
 
ど
の
 
ソ
フ
ト
 
ウ
エ
ア
ハ
ウ
ス
 

を
の
 
ぞ
い
て
も
、
 
か
な
ら
ず
 
C 

64 対
応
の
 

ソ
フ
ト
が
 
あ
っ
た
。
 

今
回
は
、
 

日
本
の
 

M
s
 
 

X 
を
 

ア
メ
リ
カ
 

の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
が
 

ど
れ
 

だ
け
 

知
っ
て
い
 

る
の
 

か
、
 

興
味
が
 

ど
れ
ほ
ど
の
 

も
の
 

か
を
 

取
材
し
て
 

み
た
。
 

今
回
 

取
材
し
た
 

先
は
、
 

ア
メ
リ
カ
 

初
の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

「
S
V
 

7
 
 

2
 

8
J
 

を
 

出
品
し
た
 

ス
ペ
ク
ト
 

ラ
ビ
 

デ
 

才
 

、
ソ
フ
ト
 

シ
ン
ク
、
 

ナ
ブ
 

ネ
ッ
ト
 

ワ
ー
 

ク 
 

シ
ス
 
 

テ
ム
コ
 
 

I 
ポ
レ
 

— 
シ
 

ョ
ン
。
 

サ
ン
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 

周
辺
の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
で
 

あ
る
、
 

ネ
 

ク
サ
、
 

ア
ク
 

テ
イ
 

ビ
ジ
 

ヨ
ン
、
 

シ
リ
ウ
ス
、
 

ブ
ロ
—
 

ダ
—
 

バ
ン
ド
な
 

ど
で
、
 

M
S
X
 

に
つ
い
て
 

ど
の
よ
う
に
 

感
じ
て
 

い
 

あ
る
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ホ
—
 

ム
 

コ
ン
 

ピ
ュ
-
 

る
か
を
 
紹
介
す
 
る
 r 

黪
 

c
 

E
 

S
A
W
 

場
の
 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
 

セ
ン
タ
—
。
 



saFTmn/cjiMC. 

ソフト シンク 

卜
で
は
 

C
P
\
M
 

の
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ソ
フ
ト
が
 

大
変
 

多
い
 

の
で
す
。
 

で
す
か
ら
 

デ
ィ
ス
ク
 

ド
ラ
イ
ブ
に
 

つ
い
て
も
 

5 
イ
ン
チ
を
 

使
 

う
こ
と
 

に
な
る
 

で
し
よ
う
。
 

M
S
X
 

は
、
 

2
 

〜
 

3
 

年
で
 

家
庭
に
、
 

3
 

〜
 

5
 

年
で
‘
 

学
校
 

教
 

1 f 目
に
 

取
り
入
れ
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
 

る
で
 

し
よ
う
。
 

幼
稚
園
か
ら
 

小
学
校
 

6 
年
生
 

位
 

ま
で
の
 

子
供
が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
を
 

学
ぶ
 

の
 

に、
 

ま
た
は
、
 

数
学
 

や
 

英
語
を
 

覚
え
さ
せ
 

る
 

テ
イ
ー
 

チ
ン
 

グ
マ
 

シ
ン
と
 

し
て
 

M
s
 

X 

は
 

利
用
さ
れ
 

て
い
く
 

と
 

考
え
ま
す
。
 

ホ
—
 

厶
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

が
^
!
 

及
す
 

る
 

要
素
と
 

し
 

て、
 

安
い
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

で
あ
る
 

こ
と
が
 

大
切
な
ん
 

で
す
。
 

い
く
ら
す
 

ぐ
れ
た
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
で
、
 

家
庭
で
 

役
に
立
つ
 

と
い
っ
 

て
 

も、
 

価
格
が
 

高
く
て
 

は
 

利
用
す
 

る
 

以
前
 

の
 

問
題
に
 

な
っ
て
 

し
ま
う
 

の
で
す
。
 

ス
ペ
ク
ト
 
ラ
 ビ
デ
オ
で
は
、
 

M
S
X
 
は
 

ア
メ
リ
カ
 で
も
 売
れ
る
 と
 思
っ
 て
い
ま
す
 1_° 

以
上
'
 
 

ス
テ
 

イ
—
 

ブ
ン
 

•
テ
ィ
ン
 

氏
は
 

語
っ
て
 

く
れ
た
。
 

以
上
の
 

こ
と
か
ら
 

予
想
 

し
た
よ
リ
も
早
く
2
5
乂
が
ア
メ
リ
カ
で
 

話
題
に
 

な
つ
て
 

い
る
の
に
 

驚
か
さ
れ
る
"
 

淡
い
 

期
待
を
 

い
だ
き
な
が
ら
、
 

次
に
 

ソ
フ
 

ト 
ハ
ウ
ス
で
 

あ
る
'
 
 

ソ
フ
ト
 

シ
ン
ク
に
 

行
 

く
こ
と
 

に
し
よ
、
 

つ。
 

ソ
フ
ト
を
 
作
つ
 
て
い
る
、
 
ソ
フ
ト
 
シ
ン
ク
 

の
 女
 社
長
 
(
元
 モ
デ
ル
を
 
や
っ
て
 
い
た
の
 

で
あ
る
！
)
 

の
ス
 
I  •

力
 
I 
リ
ア
さ
ん
 
に
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
、
 

M
S
X
 

に
つ
い
て
 

語
 

つ
て
 
も
ら
つ
 
た
 ご 

「
ソ
フ
ト
を
 作
る
 と
き
に
 
大
切
な
 
こ
と
は
、
 

イ
マ
 
ジ
ネ
 
—
シ
 
ヨ
ン
に
 
あ
る
と
 
思
い
ま
す
。
 

ソ
フ
ト
 
シ
ン
ク
は
、
 

ニ
 
ユ
—
ヨ
 
—
ク
に
 

あ
る
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
ハ
ウ
ス
で
、
—
 
B
M
 

P
C
 を
 始
め
、
 

C
 6
4
 、 
ア
タ
リ
な
 ど
の
 I  J 

ア
に
 
互
換
性
が
 
な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
ぅ
 
の
は
 

ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
 
•
コ
モ
 
ド
—
 
ル
 社
は
、
 

ホ
—
 
厶
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
し
て
、
 
V
I
C
 

20 を
 売
り
出
し
ま
し
た
。
 
次
に
 
コ
モ
 
ド
—
 

ル
 64 を

^
^
り
 
出
し
た
 
の
で
す
 
が
'
 
 こ
の
 
同
 

じ
 タ
ィ
プ
の
 
マ
シ
ン
 
間
に
は
、
 
互
換
性
が
 

な
い
 
の
で
す
。
 
こ
れ
で
は
 
ホ
—
 
ム
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
と
し
て
の
 
地
位
を
 
築
く
 
こ
と
は
 
で
 

き
ま
せ
ん
。
 
M
S
X
 
の
よ
ぅ
に
 
各
 マ
シ
ン
 

の
 互
換
性
が
 
保
た
れ
て
 
い
る
の
は
 
す
 ば
ら
 

し
い
 
こ
と
 
だ
と
 
思
い
ま
す
。
 
こ
れ
か
ら
の
 

M
S
X
 

は
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
 

大
き
な
 

期
 

待
が
 
持
て
る
 
と
 思
い
ま
す
 
。
ス
ペ
ク
ト
 
ラ
 

ビ
デ
オ
で
 
•は、 

教
育
 
分
野
に
 
興
味
が
 
あ
り
 

ま
す
。
 

特
に
 
L
O
G
O
 

に
 注
目
し
て
 

い
る
 

の
で
す
"
 
そ
れ
か
ら
、
 

日
本
の
 
M
S
X
 
マ
 

シ
ン
が
 
ア
メ
リ
カ
に
 
や
つ
て
 
く
る
の
を
 
歓
 

迎
 し
ま
す
。
 品
質
の
 良
い
 日
本
の
 M
S
X
 

が
 ア
メ
リ
カ
に
 
来
れ
ば
、
 
そ
れ
だ
け
 
ホ
 ー 

ム
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
シ
ェ
ア
は
 
拡
大
し
 
ま
 

す
。
 
ス
ペ
ク
ト
 
ラ
 ビ
デ
オ
の
 
M
S
X
 
が
 成
 

功
 す
れ
ば
、
 

他
の
 メ
—
 カ
ー
 も
 か
な
ら
ず
 

参
入
し
て
 
く
る
で
 
し
よ
う
 

0 

M
S
X
 
は
'
 
 
拡
張
 
性
が
 
高
い
 
の
で
'
 
 
将
 

来
に
は
、
 

本
格
的
な
 

C
P
/
 

M
 マ
シ
ン
に
 

ま
で
し
た
 
い
と
 
思
つ
 
て
い
ま
す
。
 

8 ビ
ツ
 

X S M 

. 
ス
ペ
ク
ト
 
ラ
 
ビ
デ
オ
 
社
は
、
 
S
V
 
シ
リ
 

I
 
ズ
の
バ
 
I
 
ソ
 
ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 

ユ
 
ー
 
タ
を
 
作
 

つ
て
い
 
る
 <
 73: 社で

 
あ
る
。
 
ス
ペ
ク
ト
 
ラ
ビ
 

デ
オ
の
 ブ
—
ス
 に
は
、
 
S
V
 
 7
2
8
 と
 

い
う
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
が
 
あ
つ
た
。
 
M
S
X
 

用
の
 
オ
セ
ロ
 
や
 パ
ッ
ク
マ
ン
が
 
デ
 モ
ン
ス
 

ト 
レ
—
 
シ
 
ョ
ン
さ
れ
 
て
い
た
。
 
ス
ペ
ク
ト
 

ラ
 ビ
デ
オ
 
社
の
 
ス
テ
 
ィ
—
 
ブ
ン
こ
 
ア
ィ
ン
 

氏
に
 
M
 
S
X
を
語
つ
て
も
ら
う
と
と
も
に
 

M
s
 
 
X
 
の
 将
来
に
 
つ
い
て
も
 
聞
い
て
 
み
た
。
 

「
現
在
 
ア
メ
リ
カ
で
の
 
ホ
ー
 
厶
 
コ
ン
ビ
 

ユ 

— 
夕
の
 
ユ
—
 ザ
—
 
は
、
 
全
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

の
 6 %

 位
 だ
と
 
思
、
 っ。 

ヤ
ン
 
キ
—
 
グ
ル
—
 

プ
 と
い
う
 
ア
メ
リ
カ
の
 
調
査
 
機
関
の
 
調
べ
 

で
そ
う
 
な
っ
て
 
い
る
の
で
 
す
が
 
.
 

。 

ホ
ー
！
 I コ

ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
市
場
は
、
 
こ
れ
 

か
ら
 
先
 も
つ
 
と
も
つ
 
と
 拡
大
し
て
 
い
く
こ
 

と
で
し
 よ、 っ。 

ア
メ
リ
カ
に
は
、
 

ホ
—
 ム
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
作
る
 
会
社
が
 
い
っ
 
ぱ
い
 

あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
 

マ
シ
ン
を
 開
発
す
 

る
う
 
え
で
 
気
を
付
け
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
 

新
し
い
 

マ
 

シ
ン
を
 
作
つ
 
て
い
く
う
 
え
で
、
 
古
い
 
マ
シ
 

ン
 と
の
 
互
換
性
を
 
保
つ
 
と
い
う
 
こ
と
で
す
。
 

新
し
い
 
マ
シ
ン
と
 
古
く
な
 
つ
た
 
マ
シ
ン
と
 

.
で
、
 
ハ
ー
 ド
ウ
 
H ア

が
 あ
ま
り
 変
つ
 
て
い
 

な
い
 
の
 に
も
か
か
わ
ら
ず
 
、
ソ
フ
ト
 
ウ
 
H 

55 
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SX は、 もう 日本 だけの ものでは な U 
シ
リ
ウ
ス
は
、
 
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 
か
 

ら
 車
で
 
2 
時
間
 
ほ
ど
 
走
っ
た
 
サ
ク
ラ
 
メ
ン
 

卜
に
 
あ
る
す
 
で
に
、
 
M
S
X
 
用
の
 
ソ
フ
 

卜
を
 
作
つ
 
て
お
り
、
 

ア
 ス
キ
—
 
か
ら
 
発
表
 

さ
れ
て
：
/
 
る。 

ス
 ク
イ
 
ツ
シ
ュ
 
ゼ
厶
 
、
夕
 

1 
モ
イ
ル
と
 
呼
ば
れ
る
 
ソ
フ
ト
が
 
そ
う
だ
。
 ィ
マ
 
ジ
ネ
—
 
シ
ョ
 
ン
が
 
働
か
な
け
れ
ば
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
 
ど
ん
な
に
 
す
ぐ
れ
て
 

い
て
も
、
 
し
ょ
 
せ
ん
、
 
人
の
 
考
え
た
 
デ
 ザ
 

イ
ン
、
 
ス
ト
 
ー 

リ
 ー 

で
 ソ
フ
ト
を
 
作
ら
な
 

け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
 

た
、
 
同
時
に
 商
品
 セ
ン
ス
 も
 必
要
で
す
。
 

こ
ん
な
 
話
が
 
あ
り
ま
す
。
 
と
て
も
 
優
秀
 

な
 プ
ロ
グ
ラ
マ
が
 
い
た
の
で
す
。
 
彼
は
 
と
 

て
 も
 良
く
で
 
き
た
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

を
 作
っ
 
て
い
て
'
 
 
仲
間
の
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
 

か
 

ら
む
 
、
賞
賛
さ
れ
 

て
い
た
の
で
 

す
が
、
 
作
 

り
 上
げ
る
 
の
に
 
3 年

 も
 
か
か
っ
て
 
し
ま
い
 

ま
し
た
。
 
ど
ん
な
に
す
 
ば
ら
し
い
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
で
 
も
 そ
の
 
時
に
 
マ
ッ
チ
し
た
 
使
い
方
 

の
で
き
 
る
 
ソ
フ
ト
で
 
な
け
れ
ば
、
 

売
れ
な
 

い
の
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
 
時
代
に
 
マ
ッ
チ
 

し
た
、
 
使
い
易
い
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

早
く
 
作
 

る
 
こ
と
が
 
大
切
な
ん
 
で
す
。
 

ソ
フ
ト
 

シ
ン
ク
で
は
、
 

ゲ
 

I
V
 

：ー
 

ソ
フ
ト
 

の
 

評
価
 

グ
ル
—
。
 

フ
が
 

あ
る
ん
で
 

す
。
 

12
 

才
 

シ
リ
ウ
ス
の
 
社
長
で
 
あ
る
、
 
ジ
ェ
リ
！
 

ジ
ュ
エ
ル
 
氏
を
 
訪
問
し
た
。
 

「M
SX
 

マシ
ンは
、 

C 
64
 

と 
似て
 

いる
 

ので
、 

マ—
 

ケ
ッ
ト
 

も 

だ
い
た
い
 

同じ
 

層 

にな
る 

だろ
う。
 

C 

64
 

と 

ハ—
 

ドウ
 

エア
 

が 

似て
 

いて
、 

処理
 

ス
ピ
—
 

ド 

や 

グ
ラ
フ
 

イッ
 

ク
レ
ゾ
 

リユ
 

ー 

ショ
 

ンも
 

よく
 

似て
 

いる
と 

思う
。 

M
S
X
 
が
 
ホ
—
 
ム
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
と
し
 

て
 地
位
を
 
得
る
 
た
め
に
は
、
 
教
育
 
ソ
フ
ト
 

が
 重
要
に
な
る
。
 

コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
を
 
理
解
 

す
る
 

た
め
、
 

数
学
 

や
 英語
を
 

学
ぶ
 
た
め
に
 

効
果
を
 
上
げ
る
 
と
 思
、
 っ。 

ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ャ
 

I
 
 
(
ゲ
 
ー
 
ム
 
性
と
 
教
育
 
性
を
 
ミ
ッ
 
ク
ス
す
 

る
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
 
藝
目
効
 
果
が
 
高
ま
る
)
 

を
 や
り
な
が
ら
 
各
種
の
 
勉
強
を
 
す
る
 
こ
と
 

に
な
る
 
だ
ろ
、
 っ。 

対
象
に
な
 
る
の
は
、
 

5 

歳
か
ら
 

15 歳
ま
で
 
だ
と
 
思
う
。
 
う
ま
く
い
 

け
ば
、
 

本
を
 

超
え
る
 

教
育
 

メ
デ
ィ
ア
 

に
な
 

る
 可
能
性
が
高
い
と
 
考
え
ら
れ
る
。
 

M
S
X
 
は
、
 
ロ
ー
 
コ
ス
 
ト
の
 
ホ
—
 
ム
 
コ
 

ン
ピ
 
ユ
ー
タ
 
で
あ
り
、
 
S
O
N
Y
、
 
パ
ナ
 

ソ
ニ
ッ
ク
 

(
松
 下
は
 
ア
メ
リ
カ
で
 
パ
ナ
ソ
 

ニ
ッ
ク
の
 
名
で
 
知
ら
れ
る
)
 
な
ど
の
 
最
大
 

手
 企
業
が
 
マ
シ
ン
を
 
作
つ
 
て
い
る
。
 

こ
れ
 

か
ら
 

15
 

才
 

ま
で
の
 

少
年
 

グ
ル
 

I 
プ
 

な
ん
で
 

す
が
、
 

新
し
い
 

こ
と
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
タ
テ
 

ク
 

ノ
ロ
 

ジ
—
が
 

好
き
な
 

少
年
を
 

集
め
て
、
 

ソ
フ
ト
の
 

評
価
を
 

行
な
つ
 

て
い
 

る
ん
で
 

す
。
 

ソ
フ
ト
 

シ
ン
ク
で
は
 

、
エ
ン
 

タ
 

ー 
1 ア
イ
 

メ 

ン
 

ト
を
_
 

し
た
 

ソ
フ
ト
を
 

作
る
 

こ
と
に
 

基
本
を
 

置
い
て
 

い
ま
す
。
 

M
S
X
 

は、
 

マ
 

シ
ン
の
 

互
換
性
が
 

あ
り
ま
す
 

か
ら
、
 

ソ
フ
 

卜
を
 

作
る
 

立
場
と
 

し
て
は
、
 

と
て
も
 

ぅ
れ
 

し
い
で
す
 

ね
。
 

日
本
で
の
 

ソ
フ
ト
 

市
場
に
 

も
と
て
も
 

興
味
が
 

あ
リ
 

ま
す
。
」
 

ソ
フ
ト
 

シ
ン
ク
 

社
は
'
 
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ソ
フ
 

卜
か
ら
、
 

ダ
イ
エ
ツ
 

ト 
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
 

教
 

I
t
 

目
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
 

ゲ
ー
ム
 

ソ
フ
ト
と
 

幅
広
 

い
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

出
し
て
 

い
る
、
 

と
て
 

も
ユ
 

ニ
—
 

ク
な
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
で
 

あ
る
。
 

社
長
の
 

力
—
 

リ
ア
さ
ん
 

は
'
 
 

元
 

モ
デ
ル
 

だ
 

け
 

あ
つ
て
、
 

完
ぺ
キ
 

に
 

ダ
イ
エ
ツ
 

ト
さ
れ
 

て
い
た
 

こ
と
は
 

ま
ち
が
い
な
い
。
 

は'  ブランド に対する 信頼性 も あり' 

日本の 

大手 

企業が 

M 
s 
X 
マシンを 

作 

つてい 

る 
ことで、 

MSX 

の 
信頼性 

も 

上がる 

はずで 

ある。— 

BM 

の 
成功は 

ブランド 

に対する 

信頼に 

よつ 

て 
大き 

くな 

つてい 

る。 

MSX 

も、— 

BM 

と 

同じ 

成功の 

道を 

歩む 

ことになる 

だろ 

う。 

Ms 

X 
を 
見た 

かぎり、 

ハー 

ドウ 

H 

ア 

、ソフト 

ウ 

H 

アの 

バグが 

少なく 

シンプルな 

構成に 

なって 

いるので、 

ソフトは 

作り 

易 
かつた。 

ただ、 

うち 

は、 

6502 

主体であった 

ため、 

Z 

80 
に 
慣れて 

いなかつた 

分、 

苦労した。 

ソフトを 作る ときは、 3 〜 4 人で チ 

I 

ムを 

組み、 

デザィン 

、プログラム 

な
ど
 

担
 

貧
を
 

分
け
て
 

★
フ
 

ト
を
 

作
り
上
げ
 

る
よ
う
 
に
し
て
 
い
る
。
 
ま
た
、
 

ス
^
 -I 

リ 

I
 

な
ど
は
、
 

市
場
で
 

売
れ
て
 

い
る
 

ソ
フ
ト
 

を
 

分
析
し
て
、
 

売
れ
る
 

ソ
フ
ト
を
 

開
発
す
 

る
よ
う
 
に
し
て
 
い
る
。
 
ソ
フ
ト
を
 
作
る
 
と
 

き、
 

ィ
マ
 

ジ
ネ
 

—
シ
 

ョ
ン
が
 

大
切
に
な
る
 

の
で
、
 

色
々
 

な
 

ソ
フ
ト
を
 

見
る
 

よ
う
に
し
 

て
い
る
。
 
ソ
フ
ト
で
 

|
 番
 大
事
な
 
の
は
、
 

売
れ
る
 
と
い
う
 
こ
と
が
 
言
え
る
 
と
 思
、
 つ。 

ど
ん
な
に
す
 
ば
ら
し
い
 
ソ
フ
ト
で
 
も
 I
 ル
れ
 

on 

ORK ati 

BU 
pwor 

\B T  r 

NA NE CO 

m シ □ ク 
I 

9 ヅ 

"
ネ
 

ナ
ブ
 
ネ
ッ
 
ト
ワ
—
 
ク
コ
 
ー 
ポ
 レ
—
 
シ
ョ
 

ン
は
 、
カ
ナ
ダ
の
 
オ
ン
タ
リ
オ
 
に
あ
る
'
 

C
A
T
V
 
を
 
利
用
し
た
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ネ
 

ッ ト
ワ
—
 
ク
の
 
•
ハ
ー
 
ド
ウ
 
エ
ア
、
 
ソ
フ
ト
 

ウ
ェ
ア
を
 
作
っ
 
て
い
る
 
会
社
で
 
あ
る
 

ク
リ
ス
 
•
ウ
ォ
レ
ス
 
氏
に
 
M
S
X
 
に
つ
 

い
て
 
語
っ
 
て
 も
ら
っ
 
た
。
 

「
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
タ
ユ
—
 
ザ
—
 
は、 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
タ
 
テ
ク
ノ
ロ
ジ
—
 
の
 進
歩
に
 
恐
怖
を
 

い
だ
い
て
 
い
ま
す
。
 
次
か
ら
 
次
へ
 
と
 新
し
 

い
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
が
 
発
売
さ
れ
、
 

と
ま
ど
 

い
を
 
起
こ
し
て
 
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
を
 
買
い
た
い
 
け
れ
ど
、
 
と
い
ぅ
 
人
 

は、 
も
ぅ
 
完
全
に
 
混
乱
し
て
 
い
る
と
 
思
い
 

ま
す
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
が
 
あ
ら
ゆ
る
 
意
味
 

で
 落
ち
つ
く
 
の
を
 
待
つ
 
て
い
る
 
と
 思
 う
ん
 

で
す
。
 
技
術
的
に
 
成
熟
し
て
 
、
コ
ン
ビ
 

ュ 

I
 
夕
が
 
安
く
な
る
 
こ
と
が
 

|
 番
 
で
は
な
い
 

か
と
 
思
い
ま
す
。
 

ハ
—
 
ド
ウ
 
ヱ
ァ
の
_
 
成
 

が
 シ
ン
プ
ル
 
で
あ
る
 
こ
と
 
も
 大
切
で
す
 
ね
。
 

使
い
易
い
 
と
い
う
 
こ
と
で
す
。
 

M
S
X
 
が
 
ア
メ
リ
カ
で
 
並
 日
 及
す
 
る
に
は
、
 

安
定
す
 
る
 こ
と
、
 
つ
ま
り
、
 
す
ぐ
に
 
消
え
 

な
い
 こ
と
。
 
買
う
 方
に
 と
つ
て
、
 

M
S
X
 

が
す
ぐ
 
に
 消
え
て
 
し
ま
う
 
要
素
の
 
多
い
 
も
 

の
で
は
、
 
安
心
で
 
き
な
い
と
 
い
う
 
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 丨 B M

 の
よ
う
に
、
 な
く
な
ら
 

な
い
 
と
い
う
 
ィ
 
メ
—
ジ
 
が
な
く
て
 
は
だ
め
 

で
す
。
 

ナ
ブ
で
は
、
 

M
S
X
 

に
 

興
味
を
 

持
っ
て
 

い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
 

得
意
の
 

ネ
ツ
 

ト
ワ
—
 

ク
に
 

利
用
で
 

き
な
い
 

か
と
 

考
え
て
 

い
ま
す
。
」
 

ナ
ブ
は
'
 
 カ
ナ
ダ
の
 会
社
な
 の
で
、
 
行
 

く
こ
と
 
が
で
 
き
ず
、
 
と
て
も
 
残
念
だ
っ
た
。
 

具
体
的
な
 

M
S
X
 

の
 ソ
フ
ト
の
 

話
は
 
な
か
 

っ
た
 
け
れ
ど
'
 
 

M
S
X
 
に
対
す
る
 

期
待
は
 

大
き
い
 よ
う
 だ。 カ

ナ
ダ
か
ら
、
 熱
い
 メ 

ツ
セ
—
 
ジ が

と
 
ど
く
の
 
も 近

い
だ
ろ
う
。
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ブロー ダー >^ン ドは サンラファエル にある, 

な
け
れ
ば
 
な
に
も
な
ら
 
な
い
。
 
ま
た
、
 
バ
 

グ
を
 
出
さ
な
い
 
よ
う
に
な
る
べ
く
 
短
い
 
期
 

間
で
 
作
る
 
こ
と
 
も
 大
切
 
だ
。
 

日
本
の
 
ソ
フ
ト
は
、
 
見
た
 
か
ぎ
り
で
は
、
 

ゲ
—
厶
 
な
ど
は
 
ア
メ
リ
カ
と
 
同
 レ
ベ
ル
で
 

あ
り
、
 

ア
 —
ケ
ー
 
ド
マ
 
シ
ン
に
は
、
 

す
 ば
 

ら
し
い
 
ソ
フ
ト
が
 
あ
る
と
 
思
う
。
 
た
だ
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
や
 オ
ペ
 
レ
—
 
テ
ィ
 

ン
グ
 
シ
ス
テ
ム
に
 
つ
い
て
は
、
 
遅
れ
て
 
い
 

る
と
 思う
。
」
 

ジ
ュ
エ
ル
 
氏
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
で
、
 

ガ
|
 

ル
 フ
レ
ン
ド
の
 
リ
ス
ト
を
 
管
理
し
て
 
い
る
 

ガ
—
ル
 
フ
レ
ン
ド
 
デ
—
 
夕
べ
ー
 
ス
と
 
で
も
 

い
つ
た
と
 
こ
ろ
だ
ろ
う
 
か
。
 
日
本
で
 
も、 

ジ
ュ
エ
ル
 
氏
の
 
よ
う
に
、
 
粋
な
 
使
い
方
を
 

し
て
も
 
ら
い
た
い
 
も
の
 
だ
。
 

価
格
と
 
品
質
で
 
決
ま
る
 
と
 思
、
 っ。 

た
だ
し
、
 
個
人
と
 
し
て
は
、
 

8 ビ
ッ
ト
 

版
の
 
M
S
X
 
は
 遅
い
 
と
 思
ぅ
。
 

16 ビ
ッ
ト
 

の
：
5
3
>
<
が
ほ
し
か
っ
た
。
3
〜
4
種
の
 

M
S
X
 
を
 
見
た
 
か
ぎ
り
で
は
、
 

同
 
価
格
帯
 

で
 こ
れ
 
だ
け
す
 
ば
ら
し
い
 
マ
シ
ン
は
、
 

ア
 

メ
リ
 
カ
に
は
 
な
い
 
と
 思、 っ。 

ハ
—
 
ド
の
 
構
 

成
 も
 シ
ン
 ブ
ル
な
 
の
で
、
 
ソ
フ
ト
 
も
 作
り
 

や
す
い
と
 
感
じ
て
 
い
る
。
 

ソ
フ
ト
を
 
作
る
 
と
き
は
、
 
プ
ロ
ダ
ク
ト
 

マ
ネ
—
 
ジ
ャ
 
ー 
が
い
く
つ
 
か
の
 
ゲ
 I 

ム
ブ
 

ロ 
ダ
ク
 
ト
を
 
管
理
し
て
 
い
る
 

ゲ
 ー 

厶
の
 
ア
イ
デ
ア
 
や
 ス
ト
 
I 
リ
—
は
 

各
個
 
人
で
 
考
え
て
 
い
る
。
 
ア
—
ケ
 
I 
ド
マ
 

シ
ン
で
 
遊
ぶ
 
こ
と
に
よ
っ
て
 
ア
イ
デ
ア
が
 

出
て
 
く
る
 
こ
と
が
 
多
い
。
 

ハ
ン
 
ガ
リ
—
 
の
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
が
 
い
る
の
 
だ
が
、
 

ハ
ン
 
ガ
リ
 

I
 
に
は
 
ア
 
I
 
ケ
 
ー
 
ド
マ
 
シ
ン
が
 
あ
ま
り
な
 

い
の
で
、
 
彼
は
 
サ
—
 
カ
ス
か
ら
 
、
ソ
フ
ト
 

の
 ア
イ
デ
ア
を
 
取
っ
 
て
い
る
。
 

サ
 ー 

カ
ス
 

が
 唯
一
の
 
エ
ン
 
タ
—
 
テ
イ
 
メ
ン
ト
 
で
あ
る
 

と
い
、
 っ こ

と
で
 
あ
る
。
 

ゲ
—
ム
 
を
 楽
し
く
 
や
る
 
に
は
、
 
キ
—
ポ
 

I
 
ド
 
や
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

使
い
易
 

さ
 

が
 必
要
だ
ろ
ぅ
。
 
ゲ
—
厶
 
を
 
コ
ン
 
ト 

ロ  — 

ル
し
て
 
い
る
 
咸》 覚

が
 
大
事
で
 
あ
る
。
 
ワ
|
 

ド
 ブ
ロ
 
セ
 ッ
サ
な
 ど
は
、
 
使
い
易
 さ
と
 
ソ
 

フ
ト
 
ウ
ェ
ア
の
 
パ
 ワ
—
が
 
マ
ッ
チ
す
 
る
 こ
 

と
で
 
ソ
フ
ト
が
 
生
き
て
 
く
る
と
 
思
、
 っ。 

グ
 

ラ
フ
 
ィ
ッ
 
ク
ス
の
 
美
し
 
さ
も
 
大
切
で
 
あ
る
。
 

ブ
ロ
 
ー ダ

—
 
バ
ン
ド
で
 
作
っ
 
て
い
る
 
ソ
 

フ
ト
 
は
、
 

「
ト
ッ
プ
 
•
オ
ブ
 
•
ザ
 
•
ラ
イ
 

ン
 」 

を
 目
指
し
て
 
い
る
。
 
高
品
質
で
 
最
高
 

に
®
 
 
(
エ
ン
 
タ
—
 
テ
イ
 
メ
ン
ト
 
性
の
 
高
 

い
 ソ
フ
ト
)
 
な
 も
の
を
 
作
っ
 
て
い
き
た
い
。
 

す
べ
て
に
 
お
い
て
 
最
高
の
 
も
の
を
 
作
り
た
 

い。 
た
だ
、
 
他
の
 
メ
—
 
力
—
 
も
 品
質
が
 
良
 

く
な
 
っ
て
き
 
て
い
る
。
 
特
に
 
エ
レ
ク
ト
 
ロ
ニ
 

ッ
ク
ア
 
ー
ツ
の
 
ソ
フ
ト
 
パ
 
ッ
ケ
—
 
ジ
デ
 
ザ
 

イ
ン
に
は
 
負
け
て
 
い
る
。
 
こ
れ
か
ら
は
、
 

パ
 
ッ
ケ
—
 
ジ
デ
 
ザ
イ
ン
な
 
ど
も
 
良
く
し
て
 

行
き
た
い
。
」
 力—
 
ル
ス
 
ト
ン
 
氏
は
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
を
 

集
め
る
 
の
を
 趣
味
と
 
し
て
い
る
 
の
で
、
 

ヤ
 

マ
 
ハ
や
ビ
 
ク
タ
 
1 
な
ど
 
特
徴
の
 
あ
る
 
コ
ン
 

ビ
ユ
—
 
夕
が
 
ほ
し
い
と
 
語
つ
 
て
 く
れ
た
 

ブ
ロ
—
 
ダ
—
 
バ
ン
ド
は
、
 

サ
ン
 
フ
ラ
ン
 シ
ス
コ
か
ら
、
 

30 
分
 
あ
ま
り
の
 

サ
ン
 

ラ
フ
 

ァ 
エ
ル
と
 
い
う
 
所
に
 
あ
る
。
 
ブ
ロ
 
ー 
ダ
 I 

バ
ン
ド
は
、
 

「
口
 I - ド

ラ
ン
 
ナ
 I 

」 
と
い
 

、っ 有
名
な
 
ソ
フ
ト
を
 
作
つ
 
た
と
 
こ
ろ
で
、
 

日
本
の
 
シ
ス
テ
ム
 
ソ
フ
ト
と
 
提
携
し
、
 

P 

C
 
 
8
0
0
1
 
や
 
P
C
 

' 
9
8
0
 

丨
 
用
の
 

口
—
 
ド
ラ
ン
 
ナ
—
を
 
日
本
で
 
発
売
し
て
 
い
 

る
。
 

ブ
ロ
ー
 
ダ
ー
 
バ
ン
ド
の
 
社
長
で
 
あ
る
、
 

ダ
グ
 
•
力
 
I 
ル
ス
ト
ン
氏
を
訪
問
し
；
§
5
 

X
 
に
つ
い
て
 
語
つ
 
て
 
も
ら
つ
 
た
。
 

「 M SX
 

は、
 

300
 

ドル
 

以下
の 

8 ビッ
ト 

パソ
コン
で 

成功
す 

ると
 

思、
 

っ。 

ア 

メリ
 

力で
 

どの
位の
 

値段
で 

売り
 

ださ
れる
 

の 

か、
 

それ
と'
  

ソフ
トの
 

種類
が 

どれ
 

だ 

け 

そろ
う 

かが
 

キ—
 

にな
る 

だろ
、 

っ。 

300
 

ドル
 

以下
の 

ホー
 

ム 

コン
 

ピユ
ー 

タは
、 

コモ
 

ド—
 

ル 

64 

(c
 

64 

と 
略)
 

だけ
で 

あ 

る。
 

コモ
 

ド—
 

ルの
 

強
さ
は
 

非
常
に
 

安
い
 

とい
う 

こと
、 

ソフ
トの
 

数が
 

多い
 

こと
 

が 

幸い
して
 

いる
。 

しか
し、
 

半面
、 

ハ 

I 

ド
ウ
 

H 

ア
の
 

評
判
が
 

悪
い
。
 

デ
ィ
—
 

ラ
 

I 

に
対
す
る
 

サ
ボ
—
 

卜
が
 

非
常
に
 

悪
い
。
 

ディ
— 

ラ—
 

は、
 

他の
 

同じ
 

価格
、 

性能
 

の 

ホ 

I 

ム 

コン
 

ピユ
 

I 
夕が
 

あれ
ば、
 

そ 

ちら
を 

扱い
たい
 

と 
思つ
 

てい
る。
 

C 
64 

に 
対抗
で 

きる
 

値段
と 

ソフ
トの
 

置を
 

用 

意で
 

きれ
ば、
 

アメ
リカ
 

国内
で 

良く
 

売 

れ 

るで
あろ
う。
 

た
だ
し
'
 
 
価
格
 
設
定
に
 
関
し
て
は
'
 
 
気
 

を
 付
け
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

300 ド
ル
 
以
 

下
の
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
の
す
 
ぐ
う
え
 
に
は
、
 

ア
ッ
プ
ル
 
や
—
 
 B  M

 が
 あ
る
か
ら
 
だ
。
 

M
S
X
 
は
、
 
ホ
 
ビ
—
ス
 
ト
に
 
と
っ
て
、
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
が
 
し
や
す
い
 
必
要
が
 
あ
る
。
 

い
ま
ま
で
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
'
5
£
/
5
 

X
 
に
、
 
コ
ン
パ
—
 
卜
す
る
 
と
き
に
 
簡
単
に
 

で
き
る
 
か
で
 
き
な
い
 
か
に
 
よ
っ
て
 
扱
い
が
 

違
っ
て
 
く
る
は
 
ず
で
 
あ
る
。
 

ま
た
、
 
拡
張
 
性
の
 
高
さ
が
 
重
要
で
 
あ
る
。
 

C
 
6
4
 の
 
多
く
の
 
ユ
—
 
ザ
—
 
は
 
デ
ィ
ス
ク
を
 

持
つ
 
て
い
る
。
 M
S
X
 
に
 
ア
メ
リ
カ
で
 
対
抗
す
 
る
の
は
、
 

C
 
6
4
 で
あ
る
と
 
思
ぅ
。
 
ア
ッ
プ
ル
 
や
—
 
B
 

M
 
は
'
 
 関
係
な
い
 
と
 
思
ぅ
。
 

C
 
6
4
 は
'
 
 値
 

段
が
 
安
い
 
か
わ
り
に
 
品
質
が
 
あ
ま
り
 
良
く
 

な
い
。
 
M
S
X
 
も
 ア
メ
リ
カ
 
市
場
で
は
、
 

57 



峰アク テイ ビジ ョ ンの 中に あ 

る ショップで 働く 女 11〇 アク 

テイ ビジョンで 作った ソフト 

を 色々 見せて くれました。 

TENNIS 

■② これ も i 売 者の 皆様に プ レゼ ント します c 住所、 氏名、 
プレゼント 番号を 明記し、 

「MS  X マガジン、 アクテ 

イビ ジョン プレゼント 係」 

まで ハ ガキで 申し込み くだ 

さい 《> 

參 MS  X 用 ソフト。 ビ 

ッ トフ ォ ー ル とリ / く 一 レイ ドの パッケージ。 
これは、 アタリ 用で あ 

り、 日本では この パッ 
ケージでは ない。 

/isioN. 

ケ
ッ
ト
は
 

安
定
を
 

求
め
て
 

い
ま
す
。
 

ハ
—
 

ド
ウ
 

ェ
ア
が
 

ど
ん
ど
ん
 

変
わ
っ
て
 

と
い
う
 

こ
と
で
、
 

不
安
定
な
 

要
素
が
 

多
い
 

の
で
す
-
 

M
S
X
 

は
'
 
 

ハ
—
 

ド
 

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

両
 

面
の
 

安
定
 

(
ソ
フ
ト
 

•
ハ
—
 

ド
の
 

共
通
 

化
)
 

が
 

あ
る
。
 

と
い
う
 

こ
と
で
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
が
 

安
心
し
て
 

ソ
フ
ト
を
 

作
 

れ
る
 

状
況
に
 

な
れ
ば
、
 

M
S
X
 

は
、
 

成
功
 

す
る
と
 

思
う
。
 

ま
た
、
 

M
s
 

X 
が
ア
 

メ
リ
 

力
の
 

ホ
—
 

厶
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
な
り
 

え
る
 

に
は
、
 

M
S
X
 

と
い
う
 

名
が
 

知
れ
渡
る
 

こ 

と、 
ど、 つ， い

つ
た
 内
容
で
、
 
ど
う
い
つ
た
 

性
能
を
 
持
つ
 
て
い
る
 
の
か
を
 
良
く
 
知
ら
せ
 

て
 や
る
 
必
要
が
 
あ
る
と
 
思
う
。
 
そ
う
す
る
 

こ
と
に
ょ
 つ
て
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 ホ
—
 ム
コ
 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
に
 
対
抗
す
 
る
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
れ
ら
が
 
成
功
 
す
れ
ば
、
 

コ
モ
 
ド
—
 
ル
の
 

C
 
6
4
 に
 
負
け
な
い
 
と
 
思
う
 
(
コ
モ
 
ド
—
 
ル
 

の
 C 64 は、 200 

万
 台か
ら
 

250 
万
 台 売れ

て
 

ぃ
る
)
。
 

M
S
X
 
が
 
ホ
 
I
-
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 
で
あ
 

る
 条
件
と
 
し
て
、
 
使
い
易
い
 
マ
シ
ン
で
 
あ
 

る
 
こ
と
、
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
で
 何
が
 
で
き
る
 

の
か
を
 
買
う
 
人
達
に
 
ア
ビ
—
 
ル
す
 
る
 こ
と
、
 

日
本
で
 
も
 
ア
メ
リ
カ
 
で
も
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
 

夕
が
 

何
を
 

す
る
 

も
の
な
 

の
か
を
 

十
分
 

知
つ
 

て
い
る
 

と
は
 

思
え
な
い
。
 

な
ぜ
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
を
 

買
う
 

の
か
、
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
 

例
 

え
 

ば
、
 

小
切
手
の
 

管
理
な
 

ど
を
 

や
る
、
 

と
 

い
う
 

具
：
 

な
 

理
由
が
 

必
要
で
 

あ
る
。
 

興
 

味
を
 

持
つ
 

た
だ
け
 

で
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

を
 

買
 

う
と
 

そ
の
ま
ま
 

埃
を
 

か
ぶ
つ
て
 

し
ま
う
。
 

M
S
X
 

が
 

真
に
 

使
い
易
い
 

も
の
に
 

な
つ
 

て
い
け
ば
'
 
 

確
実
に
 

ア
メ
リ
カ
の
 

マ
—
 

ケ
 

ッ 
ト
を
 

捕
ら
え
る
 

こ
と
が
で
き
る
 

だ
ろ
う
。
 

M
S
X
 

は
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
 

つ
い
て
 

互
換
性
が
 

あ
る
 

訳
で
、
 

そ
れ
だ
け
 

で
も
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

ハ
ウ
ス
は
 

、
ソ
フ
ト
を
 

作
 

る
よ
う
 

に
な
る
 

と
 

思
う
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 

コ 

3 ジ ビ 

ア
ク
 

テ
イ
 

ビ
ジ
 

ョ
ン
は
、
 

サ
ン
 

フ
ラ
ン
 

シ
ス
コ
か
ら
 

40
 

分
 

あ
ま
 

リ
 

走
っ
た
 

マ
 

ウ
ン
 

テ
ン
 

ビ
ユ
—
 

と
い
ぅ
と
 

こ
ろ
に
 

あ
る
。
 

ア
ク
 

テ
イ
 

ビ
ジ
 

ョ
ン
は
'
 
 

日
本
に
 

極
東
 

代
理
店
を
 

持
っ
 

て
い
る
。
 

ゲ
—
ム
 

マ
シ
ン
 

を
 

も
っ
 

て
い
る
 

人
は
'
 
 

一
度
は
 

耳
に
 

し
た
 

名
前
で
は
 

な
い
か
と
 

思
ぅ
。
 

今
回
の
 

取
材
で
は
'
 
 

ァ
ク
 

テ
イ
 

ビ
ジ
 

ョ 

ン
の
 

セ
—
 

ル
ス
 

担
当
で
 

あ
り
、
 

副
社
長
で
 

あ
る
、
 

ロ
バ
—
 

卜 
.
K
 
 

•
フ
ォ
 

I 
卜 

氏
に
 

M
S
X
 

に
つ
い
て
 

語
っ
 

て
 

も
ら
っ
 

た
。
 

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
 

C
E
S
 

で
は
、
 

東
芝
の
 

パ
ソ
 

ピ
ア
—
 
 

Q
 

を
ブ
 

—
ス
に
 

置
き
、
 

M 
 

S 

X
 

の
 

デ
モ
を
 

や
っ
た
 

の
で
す
。
 

i ン
 フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
 
ソ
フ
ト
が
 
や
っ
て
く
る
。
 



サンフランシスコで 一番 実力の あ 

る 7 ロ グラ マの 一人で ある ビル •バ 

ッジ 氏： 彼に MS  X について 語って 
もらった。 

「コンピュータの ソフト •ハー ドの 

共通 イ匕 は、 すばらし いこと だ。 これ 

までは、 新しい マシンが 発売され 

る ごとに ソフトを 作ったり、 既存の 

ソフ トを 新しい マシンに コンパー ト 
する のが やっとで、 新しい ソフトの 

開発と いう ことができなかった。 だ 

から MS  X の 規格は すばらし いこと だと 思う。 

アメ リカの ホーム コンピュータは 
もうこれ 以上は 伸びない と 思う。 コ 

モド ー ルは、 ハー ドウ：!: アの 悪さで 

自分で 自分の 首を 締めてい る。 他の 
メ ー カ ー も 同様で、 こ れ以上 の 期待 

はでき ない。 これからの コン ピュー 
夕 はた だ 安 I 、という だけでは 売れな 

く なって くる。 丨 BM や アップル も 

安伯 5 な マシンを 開発して くるし、 M 

SX も あ 令。 ただ 安いと いう だけで 
はだめ という ことになる はず c 特に 

コモ ドールは 安いと いう だけで、 コ 

ン ピュー タを 売る という こと がで き 

なくなる と 思う。 

MS 父は、 ハード も 安く 高品質で 

あり、 ソフト も 大量に 揃えば、 アメ 

リ カで 確実に 売れて 行く でしよう。 j 

#：  I アク ティ ビジョン クラブ」 自分が 取った 最高 得点を 写真 

に 取って 送る と ゲームの エンブレム （ワッペン） が もらえる C 

ここに ある ワッペン か ポスターを プレゼント C 

I
 
ム
デ
ザ
 
イ
ナ
—
 
が
 
ソ
フ
ト
を
 
作
り
、
 

そ
 

の
 後
、
 
何
人
 
か
の
 
グ
ル
—
 
プ
 が
そ
の
 
ソ
フ
 

卜
を
 
評
価
し
て
、
 

サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
 す
る
 

と
い
う
 
こ
と
を
 
や
つ
て
 
い
る
ん
で
 
す
'
 
 会
 

社
が
 
あ
ん
な
 
ソ
フ
ト
を
 
作
れ
'
 
 
こ
ん
な
 
ソ
 

フ
 ト
を
 
作
れ
と
 
い
う
の
は
、
 
適
当
で
は
 
な
 

い
と
 思
つ
 て
い
る
。
 

ソ
フ
ト
を
 作
る
 と
き
 

に
 大
切
な
 
こ
と
は
、
 

イ
マ
 
ジ
ネ
 
—
シ
 
ョ
ン
 

が
 ある
と
 

思
う
。
 

ま
た
、
 

オ
リ
 

ジ
ナ
 

リ
テ
 

イ
が
 
高
い
 
か
、
 
ど
れ
 
だ
け
 
遊
び
 
や
す
い
 
か
、
 

グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
が
 
美
し
い
 
か
が
 
ソ
フ
ト
 

の
 命
で
 
あ
る
と
 
思
う
 

_ 

日
本
と
 
ア
メ
リ
カ
で
は
 
、
ソ
フ
ト
の
 
状
 

況
 が
か
な
 
り、 

違
っ
て
 
い
る
と
 
思
い
ま
す
 

日
本
で
は
、
 

キ
 —
ポ
彳
 
ド
で
 
遊
ぶ
 
も
の
が
 

比
較
的
 
多
い
 
よ
う
で
す
 
が
、
 
ア
メ
リ
カ
で
 

は
、
 
ほ
と
ん
ど
の
 ゲ
—
ム
 は
、
 
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 
ツ
ク
を
 
使
つ
 
て
 ブ
レ
イ
し
 
ま
す
。
 

プ
レ
イ
の
 

仕
方
 

だ
け
と
 

っ
て
も
 

ア
 

メ
リ
 

力
と
 

日
本
で
は
、
 

大
き
く
 

違
っ
 

て
い
る
 

よ
 

う
で
す
 

ね。
 

ま
た
、
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
の
 

使
い
方
 

も 
違
つ
 

て
い
る
 

よ
う
に
 

感
じ
ま
す
 

ね
し
 

か
し
、
 

い
ず
れ
、
 

日
本
の
 

ソ
フ
ト
 

が
 

ア
メ
リ
カ
に
 

追
い
つ
く
 

こ
と
は
 

ま
ち
が
 

サ
ン
フ
ー
 
7
 ノ
シ
ス
コ
で
実
力
此
 

. 

プ
ロ
グ
ラ
マ
、
 
ビ
ル
 
•
バ
ッ
ジ
 氏
 

い
な
い
と
 
思
い
ま
す
。
 

アク
 

テイ
 

ビジ
 

3 
ン 
では
' 
 

M
S
X
 

用 

の 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

用
意
し
て
 

いま
す"
 

現
在
は
、
 

「
リ
バ
—
 

レイ
ド」
、 

「
ピ
ッ
ト
 

フ 

才—
 

ル」
 

と 他
に
 

あと
 

一
本
を
 

考
え
て
 

い 

ます
」 

「
リ
バ
—
 

レ
イ
ド
」
 

は、
 

女
性
で
 

最 

も 
有
名
な
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
 

、
キ
ャ
ロ
ル
 

•シ
 

ョ
ウ
が
 

作
っ
た
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
で
す
。
 

女 性
の
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
は
、
 

大
変
 

少
な
い
 

ので
 

すが
、 

こ
れ
か
ら
 

少
し
ず
つ
 

増
え
て
 

いく
 

と 
思つ
 

て
い
ま
す
 

こ 
最
後
に
、
 

日
本
の
 

メ 
 

— 
力
—
 

が
—
 

B
M
 

に
 

訴
え
ら
れ
る
 

と
い
う
—
 

B
M
 

ス
パ
イ
 

事
 

件
が
 

あ
リ
 

ま
し
た
が
、
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
 

こ
う
い
つ
た
 

こ
と
が
あ
 

つ
て
も
 

日
本
 

メ
—
 

力
—
 

の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
を
 

買
う
 

の
で
し
 

ょ 

う
か
？
 

と
い
う
 

質
問
に
 

フ
 

ォ
—
卜
 

氏
は
、
 

「
ア
メ
リ
カ
の
 

子
供
に
は
 

関
係
 

あ
り
ま
せ
 

ん
 

。
そ
ん
な
 

こ
と
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

子
供
 

達
は
 

知
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
 

関
係
な
い
 

と
 

思
 

い
ま
す
。
 

い
い
 

物
は
 

い
い
と
 

い
う
 

こ
と
で
 

し
ょ
う
 

か
。
」
 

アク
 

テイ
 

ビジ
ョン
 

か ら、
〗抗
 

者の
 

た 

めに
、 

プレ
ゼン
トを
 

いた
だき
まし
た 

こ
こ
で
 
紹
介
し
た
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
 
番
号
を
 

ハ
 ガ
キ
に
 
書
い
て
'
 
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
「
ア
 

ク
 
テ
イ
 
ビ
ジ
 
ヨ
ン
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
 
係
」
 
ま
で
 

送
つ
 
て
く
だ
 
さ
い
-
^
 
t
 者
 多
数
の
 
場
合
 

に
は
、
 
抽
選
に
 
て
、
 
発
送
 
さ
せ
 

. 
T
 
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 

C
 

ス
 

の
，
 

I 

ガ
の
 

ペ
ン
 

ス
ヨ
 

ラ
ジ
 

酶 
ビ
 

9 5 

、
ノ
ビ
 
ュ ー 

タ
界
 
は
、
 
安
定
す
 
る
の
を
 
待
っ
 

て
い
る
 
訳
で
、
 
M
S
X
 
は
、
 
か
っ
こ
う
の
 

マ
シ
ン
で
あ
る
。
2
$
>
<
は
、
現
在
は
、
 

平
均
 
的
な
 
バ
ヮ
—
 
を
 持
っ
た
 
マ
シ
ン
で
 
あ
 

る
と
 
思
う
。
 
将
来
は
、
 
ど
ん
ど
ん
、
 
改
良
 

さ
れ
て
 
い
く
と
 
思
う
 

M
S
X
 

は
、
 

ホ
—
 

厶
 

コ
ン
ビ
 

J
1
I
 

夕
で
 

あ
る
た
 

め
、
 

35
 

才
 

位
ま
で
の
 

人
が
 

対
象
に
 

な
る
と
 

思
う
。
 

ゲ
—
ム
 

'
教
育
'
 
 

ビ
ジ
 

ネ
 

ス
ソ
フ
ト
が
中
心
に
な
る
だ
ろ
う
^
〇
〇
 

X
 

は
、
 

家
庭
で
 

使
う
た
 

め
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 

夕
 
で
あ
る
 

こ
と
か
ら
、
 

あ
ま
り
 

大
げ
さ
な
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
で
 

は
な
く
、
 

家
計
 

薄
 

や
 

小
切
手
を
 

管
理
 

す
る
と
い
 

っ
た
 

ホ
—
 

ム
 

ビ
ジ
ネ
ス
が
 

中
心
に
 

な
っ
て
 

い
く
と
 

思
 

う
。
 

あ
ま
り
 

大
げ
さ
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
 

家
庭
に
 

合
わ
な
い
。
 

ア
ク
 
テ
ィ
 
ビ
ジ
 
ョ
ン
で
は
、
 
一
人
め
 ゲ
 



p あ! 

A 
手 ヅ 

ク 

彼は ロサンジェルス オリンピック 選手で、 

オリン ビックでは、 62kg 級の グレコ ローマン 
スタイルの アマ レスの 選手で ある r な. ぜ ここ 

に 彼を 紹介す るかと いえば、 何を’ かくそう、 
ビジ キ ス プログラムを 中心に 作っ ている プロ 

グラマ なので あ る。 彼は、 大学で デ ー タシ ステ 

ムを 専攻して いる。 大学では、 コンピュータ 
が 思うよう に 使えない ため、 ME  X A に 顔を 

出し、 プログラムを 書いて いる: 

ソフトウェアの 魅力に ついて こう 語って く 
れ た。 

「ソフトを 作る ことは、 とても クリェ イ ティ 

ブ であり、 いろいろな メリットが ある。 もち 

ろん、 ソフトを 作って お金を 得る こと も ある。 

それ 以上に ソフト を 作る 楽し さがい い。 j 

彼は、 ビジネス プログラマ であり、 ファ イ 

ナンス （経営 •経理） 関係の プログラムが 得 

意で ある。 

「将来は、 コンピュータと ファイナンスの 仕 

事を むすびつけて、 仕事を して 行きたい と 思 

ってい ます。 長期的には、 自分で 仕事を やっ 

ていきたい のです。 今は、 父 か 撕 の 商売を や 

ってい るが、 まだ コンピュータを 使って いな 

いので、 コンピュータを 入れて 父の 手助けを 

したいと 思って います。 自分の 矢 DI 哉を 生かし 

て、 父の 仕事が 助けら れれ ばと 思って います。」 

アメリカは 何と 広い 国だろう。 オリン ピッ 

ク 選手が ビジ ネ ス プロ グラ マで あると は 思っ 
て もい なかった 0 

ロサンジェルス オリン ビックでは、 アマ レ 

スの 選手と して 参加す る 彼が ビジネス ブ ログ 

ラマで あるとは、 誰も 思わないだろう。 

アマ レスと コンピュータ という 一見む すび 

つく ことのない 別の 世界で エキス パー ト にな 
っ ている こんなす ばらしい ことがある だろ 

うか。 一つの 世界で 満足し ないで、 色々 な 世 

界に チヤ レンジして ほしいの だ。 

CORPORATION© 

ネ クサ 

ま
し
た
。
 

そ
の
後
す
 
ぐ
に
'
 
 ホ
ン
コ
ン
の
 
投
資
家
 

が
 100 万

 ド
ル
を
 
投
資
し
て
 
や
る
 
か
ら
と
 
い
 

つ
て
 
く
れ
た
の
で
 
す
が
、
 
若
い
 
し、 

な
に
 

か
 あ
や
し
い
 
1 3a が

し
た
 
の
で
、
 
こ
と
わ
り
 

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
 

両
親
の
 
助
け
を
 
受
け
 

1
9
8
2
 
年
に
 
N
E
X
 
 
A を

 設
立
し
、
 

83 

年
か
ら
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
が
 
集
ま
つ
 
て
き
 
ま
し
 

た
。
 

兄
が
 

経
理
 

•
経
営
を
 

や
り
、
 

84 
年
に
 

I
 周
年
を
 
向
か
え
ま
し
た
。
 

N
E
X
 
 
A
 
と
言
ぅ
の
は
、
 
ギ
リ
シ
ャ
 
語
 

で
 科
学
と
 
人
間
性
の
 
統
合
と
 
い
う
 
意
味
な
 

ん
 で
す
！
 J 

次
に
 

M
S
X
 

に
つ
い
て
 

い
ろ
い
ろ
と
 

聞
 

い
て
 

見
た
。
 

「
M
S
X
 

は
、
 

周
辺
 

_
 

を
し
 

つ
か
り
 

そ
 

乃
 

え
れ
ば
 

売
れ
る
 

と
 

思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

コ
モ
 

ド
 

ー 
ル
は
 

マ
シ
ン
の
 

互
換
性
が
 

問
題
 

に
な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

互
換
性
を
 

大
切
に
 

す
 

れ
ば
 

M
S
X
 

は
 

ア
メ
リ
カ
 

で
も
 

f
 

几
れ
 

る
と
 

思
い
ま
す
。
 

M
S
X
 の
 競
争
相
手
は
、
 C
 64 だ
と
 思
 

います。 

後は、 

ソ
フ
ト
が
 

ど
れ
 
だ
け
 
揃
 

う
か
と
 

い
う
 
こと 

だ
と
 
思
い
ま
す
 

ね。 
ア 

タ
リ
は
 

と
て
も
い
 

い 
ソ
フ
ト
が
 

あ
り
ま
す
。
 

良
い
 
ソ
フ
ト
が
 

そ
ろ
う
 

こ
と
が
 

条
件
で
す
。
 

ソ
フ
ト
の
 

中
で
 

も
 

エ
ン
 

タ
 

I 
テ
イ
 

メ
ン
 

卜 
性
の
 

強
い
 

ゲ
—
ム
 

、
子
供
が
 

学
校
の
 

宿
 

題
を
 

や
る
 

た
め
に
 

使
い
易
い
 

ワ
—
ド
 

プ
ロ
 

セ
 

ツ
サ
、
 

学
校
 

や
 

家
で
 

使
え
る
 

デ
—
 

夕
べ
 

、 
N
E
X
A
 
は、 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 
か
 

ら
 
30 分

 位
の
 
所
に
 
あ
る
 
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
ス
で
 

克
 る。 

主
に
 
東
洋
 
系
の
 
人
た
ち
 
で
 作
っ
て
 

い
る
 
ユ
 ニ
—
 
ク
な
 
も
の
 
だ
。
 

ギ
ル
マ
ン
 

氏
に
 

N
E
X
 

A 
を
 

作
っ
た
 

動
 

機
な
 

ど
を
 

語
っ
て
 

も
ら
っ
 

た
。
 

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 

に
い
る
 

と
き
に
 

コ 
ン
 

サ
ル
タ
ン
 

ト
を
 

始
め
た
 

の
が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
と
の
 

最
初
の
 

関
わ
り
で
し
た
。
 

そ
の
 

後
、
 

ハ
ワ
イ
に
 

行
き
、
 

そ
こ
で
 

整
形
外
科
 

の
と
 

こ
ろ
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

組
ん
で
 

い
た
 

ん
 

で
す
。
 

そ
の
 

人
か
ら
 

君
は
、
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
 

厶
で
 

ビ
ジ
ネ
ス
を
 

始
め
た
 

方
が
 

い
い
と
 

い
 

ぅ
 
ア
ド
バ
イ
ス
を
 

も
ら
い
、
 

25
 

万
 
ド
ル
を
 

投
資
し
て
 

あ
げ
る
 

と
言
わ
れ
た
 

の
で
す
。
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
 

も
ど
っ
て
 

来
た
の
 

で
す
 

が
、
 

自
分
が
 

あ
ま
り
に
、
 

若
す
 

ぎ
る
 

ん
 

で
、
 

そ
の
 

投
資
を
 

こ
と
わ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
と
 

き
 

僕
は
 

19
 

才
 

で
し
た
。
 そ
の
後
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
の
 

コ
ン
 

サ
ル
タ
ン
 

卜
を
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

パ
 

ッ
ケ
—
 

ジ
の
シ
 

ス
 

テ
ム
を
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

用
に
 

コ
ン
パ
—
 

卜
す
 

る
と
 

い
つ
た
 

こ
と
を
 

や
つ
て
 

い
ま
し
た
。
 

ボ
イ
 

ジ
ャ
—
 

と
い
ぅ
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
に
 

共
同
 

開
発
 

者
と
 

し
て
 

参
加
し
 

ま
し
た
。
 

そ
こ
 

で
、
 

3 
つ
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
り
ま
し
た
 

0 

そ
の
 

中
の
 

一
つ
、
 

ス
タ
—
 

シ
ッ
プ
 

コ
マ
ン
 

ダ
—
 

は
 

良
く
 
 

士冗
 

れ
 

ま
し
た
。
 

そ
の
と
 

き
、
 

僕
は
 

20
 

歳
で
し
た
。
 

そ
の
後
 

ボ
イ
 

ジ
ャ
—
 

と
は
 

経
営
の
 

意
見
の
 

相
違
が
 

あ
っ
て
 

別
れ
 

60 



—
ス
 
な
ど
が
 
い
い
と
 
思
い
ま
す
 
ね
。
 

ま
た
、
 
こ
れ
か
ら
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
 

カ
ッ
コ
 
良
い
 
こ
と
 
も
 条
件
の
ぅ
 
ち
で
す
 
ね
。
 

M
S
X
 
は
'
 
 
長
つ
 
づ
き
す
 
る
 
こ
と
が
 
大
 

事
で
す
 
ね
。
 
M
S
X
 
が
 残
っ
て
 
い
れ
ば
、
 

皆
、
 
M
s
 
X を

 買
ぅ
 と 思

い
ま
す
。
 

300 ド 

ル
 以
下
の
 
ホ
—
 
ム
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
で
は
、
 

M
 
 s
 
 X
 
が
 
メ
ジ
ャ
—
 
に
な
る
 
と
 
思
い
ま
す
 

M
S
X
 
は
 
シ
ン
プ
ル
で
 
良
い
 
マ
シ
ン
 
だ
 

と
 思
い
ま
す
。
 

Z 
80 も

 悪
い
 
C
P
U
 
で
は
 

な
い
し
、
 ロ
ジ
ッ
ク
 ス
ロ
ッ
ト
 (
メ
モ
リ
 

ブ
ロ
ッ
ク
の
 
バ
ン
ク
 
構
造
の
 
こ
と
)
 

も
 非
 

常
に
 
良
い
 
と
 思
い
ま
す
。
 

僕
た
ち
は
 
ソ
フ
ト
を
 
作
る
 
と
き
、
 
デ
 ザ
 

イ
ン
 
シ
—
 
卜
を
 
作
つ
 
て
、
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 
デ
 

ザ
イ
ン
 
や
 ソ
フ
ト
の
 
ス
ト
—
 
リ
—
を
 
考
え
 

ま
す
。
 
そ
の
後
、
 
B
A
S
I
C
 
で
プ
 
ロ
グ
 

う
か
を
 
調
べ
ま
す
。
 
そ
の
後
 
マ
シ
ン
 
語
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
 
し
ま
す
。
 

ソ
フ
ト
の
 
ア
イ
デ
ア
は
、
 
_
 
し
て
い
 

る
と
 
き
な
 
ど
に
 
出
て
 
き
ま
す
。
 
ソ
フ
ト
を
 

作
る
 
と
き
に
、
 
デ
ザ
イ
ン
 
、
ロ
ジ
ッ
ク
す
 

ベ
て
 
に
 ひ
っ
か
か
り
が
 
な
い
よ
う
に
 
気
を
 

つ
け
て
 
い
る
ん
で
 
す
。
 
細
か
な
 
と
こ
ろ
 
ま
 

で
 気
を
つ
け
て
 
ソ
フ
ト
を
 
作
る
 
必
要
が
 
あ
 

る
と
 
思
 う
ん
で
す
。
 

ぼ
く
ら
は
、
 
眠
る
 
の
を
 
忘
れ
る
 
ほ
ど
 
ソ
 

フ
 ト
を
 
作
る
 
の
が
 
好
き
な
ん
 
で
す
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
を
 
コ
ン
 
ト 

ロ  — 
ル
す
 
る
 楽
し
 
さ
、
 

で
き
な
い
 
と
さ
れ
て
 
来
た
 
こ
と
が
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
を
 
通
し
て
 
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

I
 般
 
的
に
 
無
理
 
だ
と
さ
れ
 
て
 
来
た
 
こ
と
が
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
で
は
 
可
能
に
な
る
。
 

ビ
ツ
 

グ
 チ
ヤ
 
レ
ン
ジ
 
す
る
 
こ
と
が
で
き
 
る
ん
で
 

ラ
ム
を
 
組
ん
で
 
ロ
ジ
ッ
ク
が
 
正
し
い
 
か
ど
 
 
す
。
 
ダ
メ
 
と
い
ぅ
 
こ
と
が
 
な
く
'
 
や
れ
ば
、
 

1 

スか。 

ク 、つ 

ビ
ろ
 

ァ
 
t
 

H
 
達
 

に
 
マ 

オ
ラ
 

ジ
グ
 

タ
ロ
 

ス
プ
 

ス
な
 

ン 
r
 

ダ
錄
 

の 

近
ん
 

、
な
 

回
。
 

週
 
行
 ら

り
 

彼
 
や
 麵
を
 

で
き
る
 
と
い
う
 
こ
と
が
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
の
 

す
ば
ら
し
 
さ
 だ
と
 
思
い
ま
す
。
」
 

最
後
に
 
彼
は
、
 
ア
メ
リ
カ
に
 
M
S
X
 
が
 

来
る
 
前
に
'
 
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
が
 
ほ
し
い
と
 

言
つ
 
て
ま
し
た
 

N
E
X
A
 
の
 
連
中
は
、
 
週
 
3
 
回
、
 
近
 
V
 

に
あ
る
 
ス
タ
ジ
オ
に
'
 
 
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
 

や
り
に
 
行
く
 
の
で
す
 

な
ん
と
 
健
康
的
な
 

プ
ロ
グ
ラ
マ
な
 
の
で
し
 
ょ
う
。
 
ス
タ
ジ
オ
 

の
 中
は
、
 
す
べ
て
、
 
若
い
 
女
性
で
し
た
。
 

そ
の
 
中
に
 
4 

〜 
5 人

の
 
男
性
が
 
ま
じ
つ
 
て
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
 
や
つ
て
 
い
る
の
で
 
す
」
 

こ
れ
が
、
 
ア
メ
リ
カ
の
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
の
 
直
 ハ 

.の 姿
な
 
の
で
し
 
ょ
う
か
。
 
思
わ
ず
 
視
線
は
 

女
性
の
 
方
へ
 
と
…
…
。
 
 

」 ̂
 
 

I 

セ
 
^
 ̂
 

•，ず
 

一 ?;
 

i
s
s
s
t
 
 

奢
 

ぐ；
. 

一：
.：
 

接
 

1
0
^
 

I
 
 

1
1
 

f
f
i
l
#
 

1
1
 

i
 

(
0
 

M 

材
 を
 終
え
て
 

ア
メ
リ
カ
で
、
 

C
 64 は

 爆
発
的
に
 
売
れ
.
 

た
。
 

そ
れ
は
、
 

ホ
 
U
 

ム コン
 

ピ
ユ
 

ー タ—
 

と
し
て
の
 
必
要
条
件
 
で
あ
る
、
 
求
め
 
や
す
 

い
_
 
で
あ
つ
 
た
か
ら
 
だ
。
 
た
と
え
 
ど
ん
 

な
に
 
筵
 HE が

 良
く
て
も
、
 
カ
ッ
コ
よ
 
く
て
 

も、 
求
め
る
 

(: 値
し
な
い
 
価
格
の
 
コ
ン
ビ
 

ユ ー 
タ
で
 
は
'
 
 ホ
 1
A
 
ユ
—
ス
 
に
 向
い
て
 

い
な
い
。
 
I
B
M
 
 
P
C
 
や
 P
C
 
ジ
ユ
ニ
 

ア
が
 
ど
ん
な
に
す
 
ぐ
れ
た
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
 

で
も
、
 

1500 ドル
〜
 4000 ドル

 
(
H
 本
で
は
、
 

約
 35 万

〜
 

100 万
円
)
 
で
は
 
と
て
も
 
ホ
ー
ム
 

ユ
—
ス
 
で
の
 
価
 f
w
 
と
は
い
え
な
い
。
 

C
 

6
4
 は
、
 

1
9
9
 ド
ル
 

(
約
 
5
 
万
 0
 
で
 発
売
 
さ
 

れ
 て
い
る
 
の
で
 
あ
る
。
 
そ
れ
で
は
、
 

C
 64 

は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 
タ
と
 
し
て
の
 
レ
べ
 
ル
は
 
ど
 

ぅ
な
つ
 
て
い
る
 
の
だ
ろ
ぅ
 
か
。
 

ハ ー ド
ウ
 

エ
ア
の
 
共
 乘
燈
 
と
価
恪
 
は、 

M
S
 
X
 と
 

才
—
バ
 

I 
ラ
ッ
プ
す
 
る
と
 
こ
ろ
が
 
多
い
。
 

た
だ
し
、
 

C
 64 は、 

前
に
 発
売
さ
れ
 て
い
 

る
 V
I
C
 
20 と

の
 
互
換
性
が
 
保
た
れ
て
 
い
 

な
い
。
 今
回
、
 新
し
く
 

発
表
さ
れ
 

た
 C
 264 

と
 
C
 
64 も

 互
換
性
が
 
保
た
れ
て
 
い
な
い
の
 

で
あ
る
。
 
こ
れ
で
は
'
 
 せ
っ
か
く
 
 C
 64 の

 
ソ
フ
ト
を
 
開
発
し
て
 
来
た
 
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
ス
 

に
と
 
つ
て
は
、
 
な
ん
に
も
な
ら
 
な
い
 
の
で
 

あ
る
。
 
ま
し
て
、
 

C
 2&1 が
®
 に
 売
れ
る
 

と
い
う
 

す
ら
な
い
 
の
に
、
 
ソ
フ
ト
 
開
 

発
を
 
C
 64 か

ら
 
C
 264 に

釋
仃
 
し
な
く
て
 
は
 

な
ら
な
い
 
状
態
が
 
起
き
て
 
く
る
の
で
 
あ
る
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
ス
は
 
こ
う
い
つ
 

た
 _
 

{: 辟
易
し
て
 
い
る
。
 

M
S
 
X
 
シ
ス
テ
ム
は
、
 

マ
シ
ン
 
間
の
 
互
 

換
性
 
が
®
 

に
 保
た
れ
て
 
い
る
 
訳
 だ
か
ら
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
ハ
ウ
ス
に
 
と
つ
て
 
最
大
の
 

メ
リ
 
ツ
ト
 
に
な
る
 
二
と
 
だ
ろ
う
 
。
た
だ
し
、
 

メ
モ
リ
、
 
特
に
 尺
厶
：
^
は
、
 

64 尺
に
拡
張
 

す
る
 
必
要
が
 
で
て
 
く
る
だ
ろ
う
。
 

C
 64 は、 

尺
八
：
^
が
 

64 尺 (: な
っ
て
い
る
の
で
 

.64 
仄
 

実
装
し
て
 
い
な
い
と
 
ア
メ
リ
カ
で
は
、
 

な
 

か
な
 

か、 受け
入
れ
に
 

く
い
こ
と
 

に
な
る
 

こ
と
は
、
 

予
想
さ
れ
 

る
。
 

ど
こ
の
 
ソ
フ
ト
 
ハ
ウ
ス
に
 
行
つ
 
て
 も、 

M
 
 s
 
 
ア
メ
リ
カ
 
で
も
 
売
れ
る
 
と
 
予
想
 

し
て
い
る
。
 

か
え
つ
 
て
 ア
メ
リ
カ
の
 方
が
 

話
題
 
性
が
 
高
い
 
よ
う
 

(: 感
じ
た
 
ほ
ど
 
だ
。
 

も
し
か
し
た
ら
、
 H
 本
よ
り
も
 ア
メ
リ
カ
 

の
 方
が
 
M
S
X
 
が
 売
れ
る
 
の
で
は
 
な
い
か
 

と
い
う
 
M
 
に
な
つ
 
て
し
 
ま* フ 。

ま
た
、
 

M
 

S
X
 
の
 ア
メ
リ
カ
 
版
の
 
ソ
フ
ト
が
 
ど
ん
 
ど
 

ん
日
本
 
に
 入
つ
 
て
く
 
る 
こ
と
 
も
 

- T- 想
さ
れ
 

る
 0 

ま
た
 
そ
の
 
逆
 も
 あ
り
え
る
。
 
日
本
の
 
ソ 

フ
ト
を
 
ア
メ
リ
カ
に
 
ど
ん
ど
ん
 
紹
介
す
 
る
 

こ
と
 
も
で
 
き
る
 
の
 
だ
。
 

M
S
 
X
 が
 こ
れ
か
ら
、
 
ど
ん
ど
ん
 
^
 し
 

く
な
 
つ
て
い
 
く
こ
と
 
を
 約
束
し
た
い
。
 

61 



好か じ!} の ■冊/ 

S  ■ィ 繁殖 中/， 
•ポクたち はもう コンピューター から 離れられない 
computer  rantasy 

•ア ザ"" •タイム アザー •プレイス 
Personal  Computer  Official  Handbook 

•時代を つかむ ための 傾向と 対策 13 ア (テム 

•知的 赚⑽ MSX 購入 術 •‘  ブ .、.ぐ/  • 1  ^  : ^  ニ ジ- :  • 

S 上の 女の コ との 遍が最 咼のセ ノビ ズム  8^2]25 

•一  ,280 
籲 発売！  yen 

定価 
時代の 夢と 会話す る 



株式会社 

^ETJ) 

コンビ ユ _夕_ 



左は しに あるの が ロンの ポタン。 間違って たたく と チョン 

ボの 文字が ジャン 吉 君の 頭に 重く のしかか るの だ。 

門 風 

〇圜 HSSH 圜圈疆 i 



ライ X アウ ト 

大阪 城の 地下に 隠されて いた 巨大 

な 迷宮。 その 迷宮に 突き落とされた 

あなたは、 忍者の 追跡を かわしな が 

ら迷路 力 *ら 脱出し な ( ナれ ばな りません 0 

千両箱の 中に 隠された 鍵を 捜し出 

し、 ドアを 開けて 脱出 口へ 向かって く 

ださい。 迷路は 何と 20 面まで あ り ま 1； 

この 面 は レベル I だから さほど 難しくない。 ここでは 敵の 

忍者の 動きに ついて 完璧に マスターして しまおう。 

パイ パニック 

左から 右へ 並んで 進んで く る 麻雀 パ 

イ を、 ジャン キチ 君の 持って いる ハン 

マーで たたき 落とし、 役を 作って くださ 

い 。上から 飛 ん で' く る ダイ スや点 棒が 

ジャン キチ 君に 当たる と、 握った ハン 

マーが どこかへ 飛んで いってし まう。 セ 

ンスと 巧みな キー 操作が 問われ ま 

これ ぞリ アルタ イムの 神経衰弱 0 あな 

たの 勘と 記憶力が 勝負の 決め手で 

す。 さあ、 おばけに 捕まらな c 、ように、 力 

ー ドを めくって 〈ださい。 相手の 力一 

ド でも  自分ので も 早く ペアを 作った 

方の 得点です。 2 人で プレイ すれば 

ゲームの 楽しみは 何 倍に も 拡がります。 

•式 会社/7 メ％-!1 

■全国 有名 書店、 マイコン ショップで お求めく ださい。 お 間い 合せ、 カタ 〇 グ 請求は 

〒107 東京都 港 区 南 青山 5-1 卜 5 住友 南 青山 ビル PHONE  03(486)7111 ㈱ 

障害物を 避けながら ジャン 吉 君は パイを 落と す。 しかし、 

いま、 無残に も ジャン 吉 君は 点 棒に あたって しまった 



會 食べて 出て き たのは サクラ ンボ。 

クシ ヨン ものん びリ ゆつ くリ の ほのぼの ゲーム も いろいろ だよ。 

ぞ〜 に、 チェリー、 パイン 
…… 何を 食べる かで 
得点が 変わって くる ゾ 

は
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
 
2 
の
 ス
タ
—
 
卜 

タ
ン
で
 
ス
タ
 
I
 
卜
で
す
。
 
緑
の
へ
 
ビ
が
ジ
 

ョ
イ
 
ス
テ
ィ
ッ
ク
 2
、
 
赤
い
 
へ
ビ
の
 方
が
 

ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 
ィ
ッ
 
ク
—
で
 
操
作
し
 
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
 

こ
の
 
時
 も
 相
手
の
 
ベ
ビ
に
 

ぶ
つ
か
っ
て
も
、
 
自
分
自
身
に
 
食
い
つ
 
い
 

て
 も
 
ミ
ス
と
 
な
つ
て
、
 
再
 ス
タ
—
 
卜
と
 
い
 

、
っ
 
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

B イ
ス
 
コ
ア
の
 

手
引
 
413 

反
^
:
 
経
 ゲ
ー
ム
 
で
す
 
の
で
'
 
 当
然
 
ス
 

ピ
 —
ド
感
 
が
 必
要
と
 
な
り
ま
す
。
 

へ
ビ
を
 

壁
に
 
ぶ
つ
け
た
り
、
 
自
分
の
 
胴
体
に
 
食
い
 

つ
か
せ
る
 
と
 大
幅
 
減
点
に
な
り
ま
す
 
か
ら
 

こ
れ
は
 
絶
対
に
 
避
け
ま
す
。
 

ハ
ィ
ス
 
コ
ア
 

の
 ポ
ィ
ン
ト
は
 
ミ
ス
テ
リ
ー
 
ボ
ッ
ク
ス
に
 

隠
れ
て
 
い
る
 
ぞ
〜
 
に
を
 
で
き
る
か
ぎ
り
 
食
 

ベ
る
 
こ
と
で
す
。
 
た
だ
し
 
ボ
ッ
ク
ス
の
 
中
 

□
び
 方 

最
初
に
 

タ
イ
ト
ル
 

画
面
が
 

現
わ
れ
た
 

後
 

I
D
 

-
A
Y
E
R
 
 

w
 
 

2
D
 

-
A
Y
E
R
S
 

ま
た
 
 

H
I
G
H
 

or
 

L
O
W
 
 

と
 

聞
い
 

て
き
ま
す
 

の
で
 

選
択
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

後
 

者
は
 

ゲ
 

I 
厶
ス
ピ
 

I 
ド
の
 

事
で
す
。
 

ゲ
ト
 

厶
は
キ
 

I 
ポ
—
ド
 

及
び
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

イ
ツ
 

ク
で
 

操
作
で
 

き
ま
す
。
 

ゲ
 

I 
ム
が
 

始
ま
る
 

と
 

画
面
に
は
 

レ
ン
 

ガ
の
 

壁
で
 

構
成
さ
れ
 

た
 

四
角
い
 

ジ
ャ
ン
グ
ル
が
 

現
わ
れ
ま
す
。
 

秒
 

読
 

み
が
 

終
る
 

と、
 

へ
ビ
が
 

動
き
 

始
め
ま
す
 

か
 

ら
 

操
作
し
て
 

画
面
 

上
に
 

で
/
て
く
 

る
 

夕
—
ゲ
 

ツ
ト
 

、
ミ
ス
テ
リ
—
 

ポ
ツ
 

ク
ス
 

や
 

^
*
 

〜 に
 

を
 次
々
 
に
 食
べ
て
 
下
さ
い
。
 
そ
の
 
際
、
 
壁
 

や
 自
分
 
•
相
手
 

2 人
 用
)
 に
あ
た
 
る
と
 
ミ 

ス
 に
な
 
リ
タ
—
 
ゲ
ッ
ト
の
 
表
示
 500 点

が
 
マ
 

イ
 ナ
ス
さ
れ
 
ま
す
。
 
ゲ
ー
厶
 
は
 時
間
 
制
で
 

持
ち
時
間
は
 60 秒

で
す
。
 
残
り
 25 秒

に
 な
 

る
と
 
画
面
 
枠
と
 
夕
—
 
ゲ
ッ
ト
の
 
色
が
 
か
わ
 

(
青
か
ら
 
ピ
ン
ク
へ
)
 
加
速
し
 
始
め
 
ま
 

す
。
 
ゲ
 I 

厶
 中
に
 
5 秒

 間
 間
隔
で
 
ヮ
ー
プ
 

ト
ン
ネ
ル
が
 

2 
ヶ 所

に
 
出
現
し
 
ま
す
。
 
出
 

現
す
 
る
 直
前
に
 
白
い
 
矢
印
が
 
占、 1
 
し
て
 
知
 

ら
 せ
ま
す
 
か
ら
、
 
ゲ
 I 

ム
に
 
4
1
^
 が
 あ
れ
 

ば
 通
過
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 
得
点
と
 
な
リ
ま
 

す
。
 時
間
 経
過
 と
と
も
に
へ
 

ビ
の
 長
さ
が
 

だ
ん
だ
ん
 
長
く
な
 
り
ま
す
 
が
、
 
赤
 ぞ
〜
に
 

を
 食
べ
る
 
と
へ
 
ビ
は
 
元
の
 
長
さ
に
 
も
ど
り
 

ま
す
。
 
(
ぞ
〜
 に
は
 ミ
ス
テ
リ
—
 ボ
ッ
ク
 

ス
の
 
中
に
 
ひ
そ
ん
で
 
い
ま
す
。
)
 
タ
イ
ム
 
オ
 

—
バ
—
 
後
、
 
自
分
の
 
持
ち
 
点
か
ら
 
ミ
ス
 
点
 

数
が
 
ひ
か
れ
て
 
最
終
 
得
点
で
す
。
 

2
P
L
 

L
A
Y
E
R
S
 
で
 遊
ぶ
 
時
は
、
 

キ
 
ー
ボ
|
 

ド 操
作
の
 
場
合
、
 
緑
の
へ
 
ビ
は
 
力
—
 
ソ
ル
 

キ
 1
1
1
1
 

t- -W TI  で
 赤
い
 
へ
 ビ
は
 
IA  一 W1D1 IX1 1 

で
 操
作
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
と
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
 
ゲ
—
ム
 
す
る
 
場
合
 

は
 ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

ト 
リ
ガ
—
 
ボ
タ
 

ン
で
 
ス
タ
—
 
卜
し
ま
す
 

. 〇 
緑
の
へ
 
ビ
は
ジ
 

ョ
イ
 
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
 
赤
の
へ
 
ビ
は
 
カ
ー
 

ル
 キ
丄
一
 
1
 
 T m

 で
矂
作
 
し
ま
す
。
 
ま
た
 

.
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 

2 本
で
 
操
作
す
 
る
 時
 



CIMAIRACTIEIR 
籲 ターゲット — 「得点 エサ j のこと です。 食べれば もちろん 表示 

さ れた 得点 力 場 られ ますが？ マーク の エサには 減点 エサ も あるので 

要注意 0  (100 〜刪 点'  - 100  ~  一 900 点） 
春 ミステリー ボックス ー 大 きな？ マークの 箱で チェリー、 イチゴ、 
パイ ンが 出れば 得点です がガ イコ ッは全 得点が 半減 さ れ ます。 

鲁ぞ〜 に 一 赤 ぞ〜に を 食べる とへ ビが 最初の 長さ に もどります， 

黄ぞ一 にを 食べる と、 ゲームが 長され ます。 また 緑 ぞ~ に 

を 食べる と 相手から （ I の 時は ミ ス 得点より） 2000 点を ボーナス 
でもら うこと がで きます。 

籲 ワープ トンネル - ゲーム 中 1评少 おきに 現われ x ここを I 度 通る 
と 500 点の 得点になります。 

面白 ゾ 7 卜が 続々 
と 登場して きたゾ 
いろいろな ゲームが 出て きました よ。 バン パン、 

# 

H  ^  £ ■  . 

ビ ユン ヒュ ンの スーパー 
ア 

と
い
つ
 

て
し
 

ま
 

お
、
 

っ
。
 

点
数
 

も
 

グ
ー
ン
 

と
 

u
p
 

す
る
 

ゾ
 

/
 

制
限
時
間
は
 

一
分
 

『
 

集
中
力
と
 

反
射
 

梓
 

経
の
 

勝
負
 

だ
。
 

な
に
し
ろ
 

動
き
が
 

速
い
 

か
ら
、
 

や
っ
ぱ
り
 

手
当
り
 

次
第
に
 

拾
い
 

食
 

い。
 

お
母
さ
ん
 

ゴ
 

メ
ン
ナ
 

サ
ィ
/
 

(
と
い
い
つ
つ
、
 

今
日
 

も
 

今
日
と
 

て
 

拾
い
 

食
い
を
 

し
て
し
 

ま
う
 

の
で
 

あ
つ
 

.た
。 

あ
あ
、
 

な
さ
け
な
い
)
。
 

★  ★  ★
 

1 ) 

ど
つ
 

か
で
 

見
た
 

こ
と
が
あ
 

る
ょ
う
 

だ
と
 

思
つ
 

た
ら
、
 

小
生
の
 

持
つ
 

て
る
"
 

ア
ッ
プ
 

ル
*
 

用
の
 

ゲ
 

I 
ム
で
 

こ
の
 

ス
 

I 
パ
 

I 
ス
ネ
 

—
ク
の
 

原
点
み
た
い
 

な
の
が
 

あ
っ
た
な
。
 

で
も
、
 

さ
す
が
に
 

新
し
い
 

ゲ
—
厶
 

だ
け
 

あ
つ
て
、
 

エ
サ
に
 

も
 

い
ろ
い
ろ
 

バ
ラ
 

エ
テ
 

ィ
が
 

あ
る
し
、
 

と
つ
ぜ
ん
 

現
わ
れ
る
 

ィ
ン
 

ベ
—
 

ダ
ー
 

風
の
 

虫
な
ん
 

か
も
 

か
な
り
 

楽
し
 

め
る
 

ね
。
 

時
間
 

制
限
が
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

の
 

I
 

つ
の
 

特
 

徴
 

な
ん
だ
ろ
う
 

け
ど
、
 

小
生
 

あ
ま
り
 

好
き
 

じ
 

や
な
い
 

な
 

あ
。
 

な
ん
か
 

『一
 

〇
〇
 

円
で
 

I
 

分
 

間
 

ゲ
—
厶
 

が
 

楽
し
め
ま
す
 

j 
み
た
い
 

な
 

方
式
の
 

ょ
う
な
 

気
が
し
ち
 

や
つ
て
 

ね
。
 

攻
略
 
方
法
を
 
つ
か
む
 
ま
で
 
な
か
な
か
 
得
 

点
が
 
上
が
ら
な
く
て
 
つ
か
れ
る
 
し、 

コ
ツ
 

を
つ
 
か
め
ば
 
得
点
を
 
食
べ
る
 
時
に
 
立
ち
 
止
 

ま
る
の
 
が
う
 
つ
と
う
 
し
い
し
 
な
 
あ
 
.
 

。 

に
は
、
 

減
^
^
 

エ
サ
 

も
あ
り
ま
す
 

か
ら
 

ア
ブ
 

な
い
 

と
 

思
つ
 

た
 

時
に
は
 

無
理
し
て
 

食
べ
る
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

へ
ビ
の
 

動
き
 

方
は
 

円
を
 

描
く
 

よ
り
も
 

ジ
グ
ザ
グ
に
 

動
く
 

事
で
 

自
分
の
 

胴
に
 

食
い
つ
 

く 
ミ
ス
は
 

減
り
ま
す
。
 

単
純
な
 

ゲ
—
ム
 

に
こ
 

そ
 

哲
学
 

★
 
 ★
★
 
 

(
F
)
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

操
作
の
 

訓
練
に
は
 

も
つ
 

て
こ
い
 

の
 

ゲ
—
ム
 

。
カ
 

チ
ヤ
 

カ
 

チ
ヤ
 

や
つ
 

て
い
る
 

と
 

反
^
;
 

it
 

経
が
 

か
な
り
 

銳
 

く
な
る
 

と
 

思
わ
れ
る
。
 

画面
 

上で
 

動く
〃 

スネ
— 

ク 〃は
、 

水 

平、 

垂直
に 

しか
 

移動
し 

ない
よう
 

だ。 

デザ
ィン
を 

職業
と 

する
 

立場
から
 

| 
言 

いわ
せて
も 

らう
と、
 

何 

かの
 

構造
を 

水 

平、 

垂直
 

だけ
で 

割 

切ろ
うと
 

する
 

のは
 

いさ
さか
 

プリ
 

ミ 
テ 

ィブ
に 

過ぎ
る 

よう
 

な 

気 

もす
 

るの
 

だが
' 
 

この
場合
 

どう
な 

の 
だろ、

 

っ。 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

、
人
間
の
 

人
生
の
 

ア
ナ
 

ロ 

ジ
—
 

の
よ
う
 

な
 

面
 

も
 

あ
る
。
 

目
的
物
に
 

の
 

み
 

気
を
 

と
ら
れ
る
 

と
 

全
体
の
 

把
握
が
 

で
き
 

な
い
 

と
か
、
 

逆
 

も
ど
り
は
 

自
己
 

破
滅
を
 

意
 

味
す
 

る
と
 

か
、
"
 

単
純
な
 

ゲ
—
厶
 

に
こ
 

そ
、
 

す
る
ど
い
®
 

子"
 

と
い
う
と
 

こ
ろ
 

か
。
 

★  ★
★
★
 
 

(K) 

「
な
ん
だ
 

コ
イ
 

ツ
 

'
エ
サ
を
 

食
べ
た
 

の
に
 

点
数
が
 

減
つ
 

た
じ
 

や
な
い
 

か
/
.
」
 

と
 

思
わ
 

_ ワ
—
プ
 
ポ
イ
ン
ト
が
 
左
右
に
 
で
き
る
。
 

ず
 興
奮
し
て
 
し
ま
ぅ
 
の
が
 
ス
ー
パ
 
I 
ス
ネ
 

—
ク
 。
「
道
に
 落
ち
て
 
い
る
も
の
を
 拾
っ
て
 

食
べ
ち
 
ゃ
い
 
け
ま
せ
ん
」
 
と
い
ぅ
 
母
の
 
言
 

葉
が
 
思
い
だ
 
さ
れ
る
。
 
腹
八
分
 
目
と
は
 
い
 

わ
な
い
 
け
ど
'
 
 ち
ゃ
ん
と
 
腐
っ
 
て
な
い
 
か
 

調
べ
て
か
ら
、
 
埃
を
 
落
と
し
て
 
食
べ
る
 
余
 

裕
は
 
ほ
し
い
ね
。
 

他
に
 
も
 突
然
 
変
な
 
虫
が
 
現
わ
れ
て
、
 

画
 

面
 中
を
 
駆
け
回
る
 
こ
と
が
あ
る
。
 

こ
い
つ
 

は
 生
き
が
 
い
い
か
ら
、
 
そ
の
ま
ま
 
パ
ク
 
ッ 

■
W
 -
 

■ 

い
ろ
い
ろ
な
 
意
見
が
 
出
た
 
ゲ
ー
 
ム
。
 

ま
ず
、
 

あ
ま
り
 

パ
ソ
コ
ン
 

ゲ
—
厶
 

を
 

や
つ
た
 

こ
と
の
な
い
 

人
に
 

と
つ
て
、
 

か
 

な
り
 

む
ず
か
し
い
 

ゲ
ー
ム
 

で
あ
る
 

こ
と
 

は
 

確
か
 

だ
ね
。
 

だ
い
た
い
、
 

い
き
な
り
 

ゲ
ー
ム
 

を
 

始
め
た
ら
、
 

30
 

秒
と
 

も
た
な
 

い
ん
じ
 

ゃ
な
い
 

か
な
。
 

F 氏 も 言つ
 

てい
る 

ょう
に'
  

カー
 

ソル
 

キ—
の 

訓練
には
 

最適
だろ
う 

ね。 

もち
ろん
 

、プ
ログ
ラム
を 

自分
で 

組 

むた
 

めに
 

力—
 

ソル
 

キー
を 

使う
 

時は
 

こん
なに
 

あせ
る 

必要
は 

ない
 

けれ
ど 

ジョ
イス
 

ティ
 

ック
や 

力—
 

ソル
 

キ—
 

で 

キャ
 

ラ 
クタ
 

I 
を 
動か
す 

ょう
な 

ゲ 

—ム
 

だつ
 

たら、
 

この
 

ゲー
ム 

を 
やつ
 

て 
勘を
 

やし
なつ
 

て 
おく
の 

もい
 

い 
0 

パ
ソ
コ
ン
 

ゲ
—
ム
 

に
 

慣
れ
た
 

人
に
は
 

少
し
 

物
た
り
 

な
い
か
 

も
し
れ
 

な
い
 

ね
。
 

ゲ
—
厶
 

内
容
を
 

考
え
る
 

と、
 

これ
 

以 

上、
 

画
面
を
 

派
手
に
 

する
 

必要
 

もな
い 

だ
ろ
う
 

し、
 

あ
ま
り
 

複
雑
な
 

ゲ 

—
ム
展
 

開に
 

して
も、
 

お
も
し
ろ
さ
が
 

半
減
し
 

てし
 

まう
 

だ
ろ
う
と
 

は 

思う
 

けれ
ど、
 

なに
 

か
も
う
 

少し
 

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
 

的 

な 

も
の
が
 

あ
つ
て
も
 

いい
ん 

じ 

やな
い 

かな
。 

たと
えば
、 

この
 

ゲ
—
ム
 

中に
 

い
き
な
り
 

現
わ
れ
る
 

変な
 

虫の
 

よ
う
な
 

何 

かが
。 

適
当
な
 
ス
ピ
 
ー 
ド
感
も
 
あ
つ
て
、
 

2 

人
で
 
も
 楽
し
い
 
ゲ
—
厶
 
だ
ね
。
 

67 



籲じ やじ やまる - この ケー ムの 舞台の 八百屋さん。 新鮮な 野菜が 

いつでも あると いうの て、 この 近 

所では ちょっと 有名です。 今日は 

じ ゃがい も •なかねぎ •とまと • 

き ゃぺつ .たまねぎ. ひ 一まん • 
なす •きゅうりと、  8 種類の 野菜 

を 置いて、 良い 子の お客さんを 待 
つてい るので す _ 

籲ぴつ ころ— ペンギンの びっこ 
ろ ちゃんは 太の 野菜 好きで、 今 

日 もい つもの ように じ ゃじ ゃまる 

の 八百屋さん にお 買し 、物に 来た 
ん だけれ ど、 どれ もみん なおい し 

そうだし、 それに 野菜の 名前が わ 

からない のて 大弱り。 そこで 次々 

に 野菜を 指さして 行く のです。 そ 

の 野菜の 名前を 知っている 人は、 
びっこ ろ ちゃんに 教えて あげてよ 

こまって いるの だから、 ネ 

會 さあ、 これから おみせ やさんの 
はじまりです。 いろいろな 野菜が 

あります ね。 き ゃべ っ、 ねぎ、 と 

まと、 いくつ あたる 力、 な。 
ここで 問題になる のが、 お母さん 
の お 話の しかた。 丨度や 2 度、 ま 
ちがえた からといって ヒス テ リッ 

ク になって はいけ ません。 子ども 
が 楽しく 覚えられる ように、 やさ 

しく 指^して あげ ましょう。 子 ど 
もの お 勉強になる だけでなく、 お 
母 さ んのお 話の しかたの 勉強に も 

なります。 日曜日なん かは、 お 父 
さんの 出番です。 がんばって ね C 

子供に 優しく 語り 

かけながら、 一緒に 
買い物を しまし よう 

ランド コンピュータ 〒150 東京都 渋 谷 区 神 南 I  19  4 
日本 生命 ァ ネック ス  T  E  L  (03)  462  2211 テープ 2,800円 1 

ノ 

C 
IM
 

A 
IP
 

4 
C 

T 
IF
 

IR
 

と、
 

ま
ぁ
 

こ
ん
な
 

具
合
に
 

で
す
。
 

ぴ
つ
 

こ
ろ
ち
 

や
ん
 

の
 

指
さ
し
た
 

野
菜
は
 

デ
 

ィ
ス
 

プ
レ
ィ
の
 

下
の
 

部
分
に
 

拡
大
さ
れ
 

て
 

出
て
 

来
ま
す
。
 

お
子
さ
ん
が
 

正
し
い
答
え
を
 

言
 

つ
た
と
 

こ
ろ
で
 

ス
ぺ
—
 

ス
キ
—
 

を
 

押
す
 

と、
 

拡
大
さ
れ
 

た
 

野
菜
の
 

名
前
が
 

ひ
ら
が
な
で
 

表
示
さ
れ
 

ま
す
。
 

こ
れ
ら
 

I
 

連
の
 

動
き
は
 

ソ
フ
ト
に
 

組
み
 

込
ま
れ
て
 

い
て
、
 

ぴ
つ
 

こ
ろ
ち
 

や
ん
 

は
 

ひ
 

N
 
H
K
 
総
合
 
テ
レ
ビ
 
『
お
か
あ
さ
ん
と
 

い
つ
し
ょ
』
 
で
お
馴
 
み
の
、
 
ド
ラ
 
猫
の
 
じ
 

や
じ
 
や
ま
る
 
と
 ペ
ン
ギ
ン
の
 
ピ
ツ
 
コ
ロ
を
 

主
人
公
に
 
し
た
'
 
 絵
本
 
形
式
の
 
教
育
 用
ソ
 

フ
ト
〇
 

じ
 
や
じ
 
や
ま
る
 
の
 八
百
屋
 
さ
ん
に
 

買
い
物
に
 
来
た
び
 
つ こ

ろ
が
'
 
 
な
に
を
 
買
 

ぅ
か
と
 

い
ぅ
 

こ
と
で
、
 

お
母
さ
ん
が
 

子
供
 

に
 野
菜
の
 
名
前
を
 
教
え
る
 
時
に
 
使
つ
 
て
 下
 

-Hi  ハ
〇
 

□
び
 

方 

ま
ず
 
テ
 I ブ

を
口
 
I 
ド
さ
せ
ま
す
.
 

テ
 

r
 
プ
が
 
止
ま
り
、
 
O
K
 
サ
イ
ン
が
 
出
た
 
と
 

こ
ろ
で
 
R
U
N
 
さ
せ
る
 
と、 

デ
イ
 
ス
プ
レ
 

イ
 
に
は
 
7 色

の
 
き
れ
い
な
 
虹
と
 
共
に
、
 
ゲ
 

I
 
厶
 
•
タ
イ
 ト
 
ル
 
『
お
み
せ
 や
さ
ん
 

i
 
の
 

文
字
が
 
あ
ざ
や
か
に
 
現
れ
ま
す
。
 

次
に
 
ス
ぺ
 
I 

ス
 
•
キ
 
ー 
を
 押
す
 
と、 

出
 

て
 来
る
 
の
は
 
ド
ラ
 
猫
の
 
じ
 
や
じ
 
や
ま
る
 
が
 

や
つ
て
 
い
る
 
八
百
屋
 
さ
ん
の
 
店
頭
で
す
 

タ
ナ
の
 
上
に
は
 
じ
 
や
が
い
 
も
 
•
な
が
ね
 
ぎ
 

•
と
ま
と
 

•
き
 
や
べ
 
つ
 
•
た
ま
ね
ぎ
 
•
ひ
 

I
 
ま
ん
 
•
な
す
 
•
き
ゆ
う
 
リ
の
 
8
 
種
類
の
 

野
菜
が
 
並
ん
で
 
い
ま
す
 

そ
こ
に
 
お
客
さ
ん
の
 
ぴ
つ
 
こ
ろ
ち
 
や
ん
 

が
 買
い
物
に
 
や
つ
て
 
来
ま
す
 

お
母
さ
ん
 

は
こ
 
こ
で
 
お
子
さ
ん
に
、
 
お
話
し
を
 
し
て
 

• 

あ
げ
て
く
 
だ
さ
い
、
 「

さ
ぁ
、
 

び
つ
 

こ
ろ
ち
 

や
ん
 

は
な
に
 

が
 

欲
 

し
い
の
 

か
な
 

あ？
. 

び
つ
 

こ
ろ
ち
 

や
ん
 

の
 

指
さ
し
て
 

い
る
 

野
菜
の
 

名
前
を
 

教
え
て
 

ち
 

よ
う
だ
い
」
 

と
り
で
に
 
次
々
 
と
 
野
菜
を
 
指
さ
し
て
 
行
く
 

の
で
す
 
が
、
 
も
ち
ろ
ん
 
お
母
さ
ん
が
 
野
菜
 

の
 種
類
を
 
指
定
し
て
 
お
子
さ
ん
に
 
答
え
さ
 

せ
る
 
こ
と
 
も
で
 
き
ま
す
。
 
そ
の
 
場
合
に
 
使
 

ぅ
の
は
 
カ
ー
 
ソ
ル
 
•
キ
ー
 
で
す
。
 
び
っ
こ
 

ろ
ち
 
や
ん
 
の
 動
き
は
 
0
 日
の
 
キ
—
を
 
使
い
 

こ
な
す
 
こ
と
で
 
操
作
で
 
き
ま
す
 
し、 

指
定
 

を
す
 
る
 時
に
は
 
m
 を
 使
い
ま
す
。
 

正
解
の
 
場
合
に
は
 
次
の
 
問
題
に
 
移
り
 
ま
 

す
が
、
 
答
え
が
 
間
違
っ
た
 
時
に
は
 
辟
 間
を
 

し
ば
ら
く
 
置
い
た
 
後
に
 
再
度
 
チ
ャ
 
レ
ン
ジ
 

し
て
み
 
る
と
'
 
 よ
り
そ
の
 
も
の
の
 
名
前
を
 

覚
え
 
や
す
く
な
る
 
で
し
ょ
、
 
っ。 

ま
た
、
 

こ
 

の
 ゲ
—
ム
 
で
は
 
野
菜
の
 
名
前
が
 
解
答
と
 
し
 

て
 文
字
で
 
表
示
さ
れ
 
ま
す
の
で
、
 
そ
れ
を
 

利
用
し
て
 
ひ
ら
が
な
の
 
お
 勉
強
を
 
さ
せ
る
 

と
い
ぅ
 
方
法
 
も
 考
え
ら
れ
ま
す
。
 

目
と
 
耳
 

と
で
 
同
時
に
 
一
つ
の
 
も
の
の
 
名
前
を
，
 覚
え
 

る
の
に
 
利
用
 
す
る
と
い
 
ぅ
ワ
ケ
 
で
す
。
 

い
 

ず
れ
に
 し
て
も
、
 

こ
の
 ゲ
 ー 
ム
の
ポ
 イ
ン
 

卜
は
 
お
母
さ
ん
の
 
お
話
し
な
 
の
で
す
 
か
ら
、
 

あ
ら
か
じ
め
 
シ
ナ
リ
オ
を
 
作
っ
 
て
 お
く
な
 

ど
の
 
方
法
 
も
 あ
る
で
 
し
ょ
、
 
っ。 

ま
た
、
 
本
当
の
 
野
菜
を
—
 
つ
ず
 
つ、 

子
 

供
さ
ん
 
の
 手
に
 
持
た
せ
て
 
あ
げ
る
 
の
 も
よ
 

い
と
 
思
い
ま
す
。
 

と
に
か
く
、
 
こ
の
 ソ
フ
ト
 だ
け
で
は
 終
 

わ
ら
ず
、
 

実
物
を
 

見
て
 
納
得
す
 

る 
機
会
を
 

つ
く
っ
 
て
あ
げ
る
 

こ
と
が
 
ぜ
ひ
 
必
要
で
 

し 

よ
 

/ つ
 
0 
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•この 緑色の ゴ 

ツゴツ したのは 
『ピーマン j で 
to 

J 

mmrw 

h これが き ゃべ つ ̂  すこし 分かりにく いかな。 

な
ん
で
 

テ
—
 

ブ
な
 

の
 

//
 

: 

★
 
 ★
 
 ★
 
 

(K) 

ひ
た
す
ら
 
破
壊
 
活
動
に
 
従
事
す
 
る
 だ
け
 

の
 ソ
フ
ト
が
 

多
い
 な
か
、
 こ
ん
な
 ホ
ノ
ポ
 

ノ
 と
じ
た
 
も
の
に
出
^
 

一、 つと
 
ウ
レ
 
シ
ク
な
 

つ
て
し
 
ま、 っ。 

そ
の
上
'
 
 
一
度
 実
行
 
さ
せ
 

る
と
 
キ
—
 
操
作
は
 
不
要
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

が
 ど
ん
ど
ん
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
進
め
て
 
く
れ
 

る
と
 
い
ぅ
 
ア
イ
デ
ア
は
、
 
$
 
に
 幼
児
 
向
 

け
 ソ
フ
ト
に
 
ふ
さ
わ
し
 
い
も
の
 
だ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

は
じ
め
て
 

接
す
る
 

と
 

き
'
 
 

整
然
と
 

並
ん
だ
 

キ
ー
ポ
 

I 
ド 

ほ
ど
 

嫌
 

な
 

も
の
は
 

な
い
。
 

特
に
 

日
頃
 

メ
カ
ニ
ッ
ク
 

な
 

も
の
に
 

触
れ
る
 

機
会
の
 

少
な
い
，
 

お
 

母
 

さ
ん
々
 

に
と
 

つ
て
、
 

キ
—
ポ
 

I 
ド
は
 

大
き
 

な
 

障
害
に
な
る
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

そ
の
 

キ
—
ボ
 

I 

ド
に
 

触
れ
る
 

必
要
が
な
い
 

の
 

だ
か
ら
、
 

幼
 

児
 

用
、
 

家
庭
 

用
 

ソ
フ
ト
と
 

し
て
 

評
価
し
た
 

い。
 

た
だ
 

一
つ
 

残
念
な
 

の
は
、
 

「
な
ん
で
 

テ
 

― 
T
V
 

ハ
 

I 
ジ
ョ
ン
 

な
ん
だ
 

！ 
^
 

★
 
 ★
 

1 
)
 

う
 I 

ん
 、
こ
、
 つ
い
う
 
ソ
フ
ト
は
 
む
ず
 
か
 

し
い
よ
 

な
 

あ
。
 

小
生
が
 

小
さ
い
 

頃
は
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

ー 
タ
な
ん
 

て
な
 

か
つ
た
 

も
の
ね
 

え
。
 

ま
ず
'
 
 

絶
対
に
 

問
題
に
な
る
 

の
が
 

テ
—
 

プ
の
 

口—
 

ド
だ
ろ
う
 

ね。
 

い
く
ら
、
 

最
近
 

の 
パ
ソ
コ
ン
、
 

特
に
 

M
S
X
 

は 
扱
い
が
 

簡
 

単
 

だ
と
は
 

い
っ
て
も
、
 

R
O
M
 

パ
ッ
ク
と
 

じ 
や 

比
較
に
 

な
ら
な
い
 

もの
。 

もっ
 

と
も
 

2、
 

3 
回
 

や
れ
ば
 

す
ぐ
に
 

情
れ
 

る
だ
ろ
う
 

け
ど
ね
。
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
で
 

ピ
ッ
コ
ロ
を
 

動
か
し
 

て
み
 

る
と
'
 
 

ち
よ
う
 

ど
 

手
を
 

上
げ
下
げ
し
 

て
 

踊
っ
 

て
い
る
 

よ
う
に
 

見
え
た
り
 

も
す
 

る
 

か
ら
、
 

そ
れ
で
 

喜
ぶ
 

子
ど
も
 

も
い
 

る
 

だ
ろ
 

う
し
、
 

買
い
物
を
 

す
る
と
 

飛
ん
で
 

く
る
 

じ
 

や
じ
 

や
ま
る
 

も
け
 

な
げ
だ
な
。
 

母
親
の
 
話
し
 
だ
け
 
じ
 
や
な
く
て
、
 

子
 ど
 

も
に
 
も
 参
加
の
 
余
地
を
 
与
え
た
 
V
 ね
。
 

★
 
 ★
 

J
 
)
 

「
ヒ
ロ
シ
ち
 
や
ん
、
 
お
買
い
 
物
は
 
コ
レ
 
よ- 

さ
て
 

な
ん
で
し
 

よ
う
ね
」
 

■
と
ま
と
/
.
」
 

「
ハ
イ
、
 

よ
く
で
 

き
ま
し
た
」
 

"
お
母
さ
ん
と
 

い
つ
し
よ
々
 

の
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

タ
 

を
 

使
う
 

だ
け
あ
っ
て
、
 

「
母
と
 

子
の
 

会
話
」
 

を
 大
事
に
 
し
て
い
る
 
の
は
と
 
っ
て
も
 
い
い
。
 

ただ、 子どもの 
いない 私には 利用 

度を 

実感で 

きないの 

が 
残念。 

それで 

も 
言わせて/ 

も
ら
え
ば
、
 

そ
の
 
へ
ん
の
 
八
百
屋
に
 
わ
が
 
子
を
 
連
れ
て
 

い
っ
て
、
 
体
験
 
教
育
し
て
 
や
り
た
い
 
よ
ね
。
 

お
母
さ
ん
が
 
マ
イ
コ
ン
 
好
き
で
、
 
子
 ど
 

も
に
 
も
 小
さ
い
 
頃
か
ら
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
に
 

親
し
ま
せ
た
 
い
っ
て
い
 
う
の
な
ら
 
別
 だ
け
 

ち
な
み
 

: 
c
y
 
 

IV
  

C
 
 

5
 

/
 
 

/ 

*
 ゃ W 

ぐ
ら
い
、
 

ど 0 
に
 私
は
、
 

0 _ が 大
好
き
で
〜
 す" 

i
i
f
 

ま
ず
、
 
ま
じ
め
に
 幼
児
 向
け
の
 ソ
フ
 

卜
を
 
作
ろ
う
と
 

し
て
い
る
 

姿
勢
に
 
対
し
 

て
は
 
何
も
 
言
う
 
こ
と
は
 
な
い
し
、
 

人
気
 

番
組
の
 
『
お
か
あ
さ
ん
と
 
い
つ
し
よ
 

j 

の
 キ
ヤ
 
ラ 
ク
タ
を
 
使
つ
 
た
と
い
う
 

ア
イ
 

デ
ア
 
も
な
か
な
 

か
う
ま
い
 

と
は
 
思
 う
ん
 

だ
け
れ
 
ど'  

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

と
し
て
は
 

ま
だ
ま
だ
 

可
能
性
が
 

あ
る
は
 
ず
 
だ
と
 
思
 

、っよ。 

ち
よ
つ
 
と
き
つ
 
い
 言
い
方
 
か
も
し
れ
 

な
い
け
れ
ど
、
2
<
/
5
>
<
マ
シ
ン
の
特
性
、
 

例
え
ば
 
ス
プ
ラ
 
イ
ト
と
 
か
、
 

16 色
 使
え
 

る
 グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
 と
か
、
 
も
つ
 
と
 生
か
 

し
た
 
画
面
が
 
作
れ
 
る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
の
か
 

な
 あ
。
 
コ
ン
セ
プ
ト
は
 す
ご
く
 よ
く
 
分
 

る
ん
だ
 け
ど
、
 
そ
れ
を
 表
現
す
 る
 テ
ク
 

ニ
ッ
ク
の
 
問
題
な
ん
 
だ
ろ
う
 
ね
。
 

そ
れ
か
ら
、
 
こ
れ
は
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
を
 

使
つ
 
て
み
 
よ
う
と
い
 
う
お
 
か
あ
さ
ん
へ
 

の
 お
願
い
な
ん
 
だ
け
れ
 
ど
、
 
お
子
さ
ん
 

に
こ
の
 
ソ
フ
ト
を
 
見
せ
る
 
だ
け
 
じ
 
や
な
 

く
て
、
 
本
当
の
 
野
菜
 
も
 見
せ
て
 
あ
げ
て
 

下
さ
い
ね
；
 
そ
れ
 
も
で
 
き
れ
ば
、
 
畑
の
 

な
す
 
や
き
 
ゆ
う
り
、
 

泥
 だ
ら
け
の
 
だ
い
 

こ
ん
な
ん
 
か
を
 

• 

幼
児
 
向
け
 
ソ
フ
ト
が
 
出
た
 
こ
と
は
 
M
 

S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
に
 
と
つ
て
 
う
れ
し
い
 

こ
 

と
だ
 
け
れ
ど
'
 
 
も
う
す
 
こ
し
 
ガ
ン
バ
 

ツ 

テ
 ほ
し
 
か
つ
た
 
と
い
う
の
 
が
 ホ
ン
 
ネ
。
 

今
後
に
 
期
待
し
て
 
ま
す
。
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學 オット セイ、 それとも ア シカ かな。 上の パターンの 下 
から 絵が でて く るんだ よ。 

模 It の 下には どんな 
動物さん がかくれ て 
いるの かな？ 

ラント コンピュータ 〒150 東京都 渋 谷 区: 

日本 生命 アネ ッ クス T  E  L  (03)462 

CZMHMESXSSQ 

昔
か
ら
 
子
ど
も
は
 
動
物
が
 
大
好
き
。
 

そ
 

の
た
 
め
か
、
 
実
際
に
は
 
な
か
な
か
 
お
 目
に
 

か
か
れ
な
い
 
動
物
の
 
名
 も、 

子
ど
も
は
 
す
 

ぐ
に
 
覚
え
て
 
し
ま
ぅ
。
 
そ
ん
な
 
子
ど
も
の
 

s
 
を
 
と
ら
え
、
 
S
 
の
 
下
か
ら
 
ほ
ん
の
 

少
し
 
見
え
 
か
く
れ
す
 
る
 
動
物
の
 
名
前
を
 
子
 

ど
も
に
 
当
て
さ
せ
る
、
 
絵
本
 
形
式
の
 
学
習
 

用
ゲ
 
—
ム
。
 

役
は
 
ネ
ズ
 
ミ
の
 
ポ
 
ロ
リ
。
 

C
3
 び
 方
 

こ
の
 
ゲ
 ー 

厶
は
 
N
H
K
 
総
合
 
テ
レ
ビ
の
 

番
組
 『
お
か
あ
さ
ん
と
 

い
つ
し
よ
』
 

の
 中 

の
"
 
な
ん
だ
 
ろ
な
*
 
と
い
う
 
コ I 

ナ
—
 
を' 

M
S
X
 
用
の
 
ゲ
—
ム
 
に
 変
換
し
た
 
も
の
で
 

す
。
 
ゲ
—
厶
 
の
 最
中
に
は
 
I
 切
 ゲ
ー
ム
 
に
 

対
す
る
 
説
明
 
や
 解
答
が
 
文
字
 
や
 こ
と
ば
で
 

表
示
さ
れ
 
る
 
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
 
が
、
 
そ
 

こ
は
 
お
母
さ
ん
が
 
お
子
さ
ん
に
 
直
接
 
お
 話
 

し
い
た
 
だ
い
た
 
ほ
う
が
よ
り
 
効
果
的
で
は
 

な
い
か
と
 
考
え
る
 
た
め
で
す
。
 
で
す
か
ら
 

ゲ
—
ム
 
を
 始
め
ら
れ
る
 
前
に
、
 
是
非
 
I
 度
 

こ
の
 
番
組
を
 
ご
ら
ん
に
 
な
つ
た
、
 
っ
え
、
 

よ
 

リ
 効
果
的
な
 
お
話
し
の
 
仕
方
を
 
考
え
ら
れ
 

た
ほ
う
が
 
良
い
 
の
で
は
 
な
い
で
 
し
よ
う
 
か
。
 

さ
て
 
ゲ
—
ム
 
を
 始
め
る
 
と
し
ま
し
 

よ、 つ。 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
は
 テ
ー
 プ
 
•
パ
—
 
ジ
ョ
ン
で
 

す
か
ら
、
 

テ
ー
。
 フ
を
 口
—
 ド
 さ
せ
て
 下
さ
 

い。 O
K
 サ
イ
ン
の
 出
た
 後
'
 
 R
U
N
 さ
 

せ
ま
す
 
と
 虹
を
 
バ
ッ
ク
に
 
タ
イ
 
ト 
ル
が
、
 

お
馴
 
み
の
 
ポ
ロ
 
リ
 く
ん
と
 
共
に
 
現
わ
れ
 
ま
 

す
。
 
そ
の
 
画
面
の
 
後
に
、
 
画
面
 

に
模
 

様
で
 
覆
わ
れ
た
 
四
角
形
が
 
出
て
 
来
ま
す
。
 

こ
の
 
模
様
を
 
よ
く
 
見
る
 
と、 

下
に
な
 
に
や
 

ら
 か
く
れ
て
 
い
る
も
の
が
 
見
え
ま
す
'
'
 
 
こ
 

の
 ゲ
—
ム
 
は
こ
 
こ
に
 
か
く
れ
て
 
い
る
 
動
物
 

の
 名
前
を
 
当
て
る
 
と
い
ぅ
 
も
の
で
す
。
 

お
子
さ
ん
が
 
そ
こ
に
な
 
に
か
が
 
か
く
れ
 

て
い
る
 
と
い
ぅ
 
こ
と
に
 
気
が
つ
い
た
 
と
こ
 

ろ
で
、
 
お
母
さ
ん
は
 
な
に
が
 
か
く
れ
て
 
い
 

る
の
 
か
 お
子
さ
ん
に
 
聞
い
て
 
下
さ
い
。
 
始
 

め
は
 
ほ
と
ん
ど
な
ん
 
で
あ
る
の
 
か
わ
か
ら
 

な
い
で
 
し
ょ
、
 
っ
が
、
 
し
ば
ら
く
 
す
る
と
 
画
 

面
の
 
模
様
は
 
少
し
ず
つ
、
 
次
々
 
に
 
|
 部
分
 

ず
つ
 
開
き
、
 
下
の
 
動
物
の
 
姿
が
 
見
え
て
 
き
 ま
す
。
 

一
通
り
〃
 

部
分
〃
 

が
 見え
た
 

と
こ
 

ろ
で
 
'  i
 
が
 消
え
て
 
動
物
の
 
全
身
が
 
現
 

わ
れ
る
 
と
い
う
 
わ
け
で
す
。
 

出
て
 
来
る
 
動
物
の
 
種
類
は
、
 

さ
い
 
•
き
 

り
ん
 
•
あ
し
か
 
•
象
 
•
は
り
 
ネ
ズ
ミ
 
•
か
 

ば
 
こ
 フ
イ
 
オ
ン
：
 
つ さ

ぎ
の
 
8 種

類
。
 

そ
 

の
 動
物
を
 
か
く
す
 
模
様
 
も
 数
 種
類
 
あ
っ
て
'
 

そ
れ
ぞ
れ
が
 
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
 
出
て
 
来
 ま
 

す
の
で
、
 
ち
よ
っ
 
と
や
 
そ
っ
と
 
で
は
 
わ
か
 

ら
 な
い
よ
う
に
 
な
っ
て
 
い
ま
す
。
 

ゲ
ー
ム
 
自
体
は
 
単
純
 
明
解
で
す
 
が
、
 
ぉ
 

母
さ
ん
の
 
お
話
し
 
次
第
で
 
お
子
さ
ん
の
 
夢
 

を
 
い
く
ら
で
も
 
広
げ
さ
せ
る
 
こ
と
が
で
き
 

る
は
 ず
で
す
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
に
 限
ら
ず
、
 

お
子
さ
ん
の
 
教
育
に
は
 
な
に
よ
り
も
 
お
 母
 

さ
ん
の
 
愛
情
が
 
大
切
な
 
の
 だ
と
い
 
う
こ
と
 

を、 
今
 

|
 
度
 

ご
 
確
認
 

下
さ
い
。
 

お
話
し
が
 
大
切
 

★
 
 ★
★
 
 

(
T
)
 

N
H
K
 
の
 
『
お
か
 
あ
ざ
ん
 
と
い
っ
 
し
よ
 

に
こ
に
 
こ
ぶ
ん
 
J 
を
 基
に
 
作
っ
た
 
〇
〜
 
4 

歳
 用
の
 
パ
ソ
コ
ン
 
絵
本
で
 
あ
る
。
 
T
V
 
番
 

組
を
 
パ
ソ
コ
ン
 
絵
本
と
 
し
た
ね
ら
 
い
は
 
お
 

も
し
ろ
 
い
し
、
 
お
か
あ
さ
ん
と
 
い
つ
し
よ
 

に
 動
物
の
 
絵
を
 
見
な
が
ら
 
お
話
し
が
 
で
き
 

る
の
は
、
 
子
ど
も
に
 
と
っ
て
 
大
変
よ
 
い
こ
 

と
だ
と
 
思
、
 っ。 

一
般
に
、
 
教
育
 用
 ソ
フ
ト
は
 
カ
 セ
ッ
 
ト 

テ
—
 プ
が
 多
い
。
 

お
か
あ
さ
ん
が
 た
が
 使
 

う
に
は
、
 
R
O
M
 
力
—
 
ト リ

ッ
ジ
に
 
し
た
 

方
が
 
扱
い
 
易
い
 
し、 

す
ぐ
で
 
き
る
 
の
で
は
 

あ
る
が
、
 

こ
れ
 
も
 
コ
ス
 
ト
の
 
問
題
 
等
、
 
ク
 

リ
ア
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
こ
と
が
 
多
い
 

た
め
、
^
 ^
 早
に
 
い
か
な
い
 

の
は
 大
変
 残
念
 

で
あ
る
。
 

欲
を
 
い
え
ば
、
 

絵
 
(
動
物
の
)
 



•ポ ロリ - " おかあさん といつ 
しょ』 で お勒 I みの、 ネズ ミの ポロ 

リが この ゲームの 案内 役です。 い 

ろい ろと 出て 来る 模様の 下に かく 

れ ている 動物の 名前を 当てて いく 

わけです が、 出て 来る 動物の 種類 

は 全部で 7 種類 „ さい. きりん. 

あしか •象 •は リネズ ミ •かば • 

ライオンです。 これが 次々 に、 ア 

ト ランダムに 現われます。 この 動 

物の 選択は M  S  X が 自動的に 行な 

いますので、 お母さんは RUN さ 

せた 後は 一切 マシンに 触れる こと 

なくす みます。 ですから まったく 

初めて パソコンと つきあう という 

人に でも、 自由に 使いこなせる ソ 

フト だとい えまし ょう。 しかし、 

こ の ゲームの 主役は お缉さ んの お 
話し 次第と いう こと だけは、 くれ 

ぐれ も お忘れな く。 

會 これは r キリン』。 少し 分かる でしよ.  ♦パターンは 順に 消えて いぐ 

會 これが r サイ』。 鼻の ツノで 分かる ね。 色は 本 

物と 違う けれど、 形が 分かりやすい, もの だけ 選 

ん であるから、 小さな 子どもに も 区別が つくだ ろうね。 

C
 A
 IR A

 C
 T
 IF IR 

と 
音
楽
に
 

も
ぅ
 

少
し
 

工
夫
を
 

し
て
 

ほ
し
 

か
 

つ
た
。
 

★
 
 
★
★
 
 

(
N
)
 

虹
を
 

バ
ッ
ク
に
 

「
な
ん
だ
 

ろ
な
？
.
」
 

'<
7)
 

タ
イ
ト
ル
 

文
字
。
 

¢
1
1
 
 

な
ん
な
ん
 

で
し
 

よ
う
ね
。
 

期
待
 

一
杯
 

胸
 

|
 

杯
。
 

目
を
 

こ
ら
 

し
て
 

画
面
を
 

見
入
つ
 

ち
 

や
つ
た
 

も
ん
ね
。
 

緑
色
の
 
模
様
が
 
つ
い
た
り
 
消
え
た
り
 
し
 

て
、
 
動
物
の
 

I
 部
分
 
だ
け
し
 
か
 教
え
て
 
く 

れ
 

な
い
'
 
 

そ
の
 

間
、
 

無
音
で
 

ち
ょ
っ
 

と
淋
 

し：
； 

>
ん
 

だ
け
ど
、
 

な
ん
と
 

聞
い
て
 

驚
き
、
 

お
母
さ
ん
が
 

子
供
に
 

話
し
か
け
る
 

た
め
な
 

ん
 

だ
っ
て
 

童
心
に
 

返
っ
て
 

「
な
ん
だ
 

ろ
 

な
？
」
 

と
 

考
え
て
 

い
る
と
、
 

ち
ょ
ぅ
 

ど
 

良
 

い
 

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
 

「
タ
リ
 

ラ
リ
 

ラ
 

I
 

」 

と
い
ぅ
 

ミ
 

ユ
—
ジ
 

ッ
ク
が
 

流
れ
、
 

動
物
の
 

姿
が
 

全
部
 

見
え
ち
 

や
う
。
 

「
あ
つ
、
 

•
う
さ
 

ぎ
さ
ん
 

だ
」
 

と
 

叫
ん
で
 

か
ら
、
 

辺
り
を
 

見
 

回
し
た
 
の
は
 
言
う
 
ま
て
も
 
な
い
。
 
そ
う
さ
 

ん
 、
キ
リ
ン
さ
ん
'
 
 

e
t
c
、
 

ち
よ
つ
 

と
 

し
た
 
動
物
園
の
 
気
分
だ
っ
た
 
よ
。
 

★
 
 
★
★
 
 

(
S
)
 

幼
児
教
育
に
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

使
う
 

こ
と
に
 

つ
い
て
の
 

是
非
は
 

別
と
 

し
て
、
 

現
段
階
で
 

は
 

決
し
て
 

メ
ジ
ャ
ー
 

な
 

商
品
と
は
 

い
え
な
 

い
 

教
育
 

用
 

ソ
フ
ト
'
 
 

し
か
も
 

〇
〜
 

4 
歳
 

児
 

向
け
と
 

い
う
 

ご
く
 

限
ら
れ
た
、
 

非
常
に
む
 

ず
 

か
し
い
 

時
期
の
 

子
ど
も
を
 

対
象
と
 

し
た
 

こ
の
 

分
野
に
 

ト 
ラ
イ
し
た
 

と
い
う
 

こ
と
に
 

つ
い
て
 

拍
手
を
 

送
り
た
い
。
 対
象
に
 

動
物
を
 

選
ん
だ
 

と
い
う
の
 

も
 

適
 

当
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

そ
れ
 

も
 

キ
リ
ン
、
 

ラ
イ
オ
ン
 

な
ど
 

特
徴
が
 

あ
り
、
 

各
 

部
分
が
 

き
わ
だ
っ
 

た
も
の
 

が
 

多
 

い
の
も
よ
 

い。
 

こ
の
 
ソ
フ
ト
を
 
た
だ
の
 
電
気
 
紙
芝
居
で
 

終
わ
ら
せ
 
る
か
 
否
か
は
 
親
の
 
資
任
 
な
の
 
だ
 

か
ら
、
 
や
は
り
 
子
ど
も
の
 
教
育
は
 
親
に
 
帰
 

す
べ
し
 
と
の
こ
と
 
な
の
だ
ろ
う
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

特
性
を
 

生
か
し
 

切
れ
 

れ
 

ば
か
な
 

り
 

良
い
 

ソ
フ
ト
な
 

の
 

だ
が
 

…
…
 

0 

ス
 

プ
ラ
ィ
 

ト 
画
面
の
 

特
性
を
 

う
ま
く
 

使
っ
 

て
い
る
 

し
'
 
 

動
物
の
 

絵
 

も
 

妙
に
 

ゴ
 

チ
ャ
 

ゴ
 

チ
ャ
し
て
 

い
な
い
 

単
純
な
 

も
の
 

だ
か
ら
'
 
 

そ
れ
な
り
に
 

分
か
り
易
く
て
 

い
い
ね
。
 

こ
れ
な
ら
 

小
さ
な
 

子
ど
も
に
 

も
 

良
く
 

分
か
る
 

だ
ろ
う
 

ね
。
 

ただ、， いくつか 問題が あって、 

それでもう 

ひと 

息って 

感じ 

るんだ 

ょね。 

例えば 

動物の 

かくれて 

いる 

時間、 

現われて 

いる 

時間、 

それ 

ぞ 

れが 

I 
定 
だから、 

人間の 

考える事 

とは 

無関係に 

画面が 

進んで 

しまっ 

たり、 

出て 

くる 

動物の 

種類を 

決め 

るのは 

機械 

だから、 

今の 

画面を 

も 

う 

I 
度っ 

ていう 

わけには 

いかない 

から、 

せっかく 

子どもが 

考えて 

い 

るのに 

動物が 

現われて 

しまったり、 

お母さんが 

お話しを 

途中で 

やめな 

ければ 

ならな 

かったり 

でチグ 

ハグ 

になつ 

てし 

ま 
うんじ 

やない 

かな 

0 

あ
ま
り
 

複
雑
な
 

操
作
に
 

な
っ
、
 

て
し
 

ま
 

う
の
は
 

問
題
 

だ
け
ど
、
 

フ
ァ
ン
ク
 

シ
ョ
 

/〉
 

キ
 

ー 
や
 

力
 

I 
ソ
ル
 

キ
ー
 

く
ら
い
な
ら
 

使
っ
 

て
 

操
作
し
て
 

も
い
 

い
ん
じ
 

や
な
い
 

か
な
。
 

非
常
に
 
分
か
り
や
す
い
 
内
容
 
だ
し
、
 

R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
ょ
り
 
ず
っ
 
と
 
安
 

あ
が
り
だ
か
ら
、
 
親
子
の
 
会
話
の
 
タ
ネ
 

に
す
 
る
に
は
 
手
ご
ろ
な
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

だ
ろ
う
 
ね。 



CIMAIRACTIEIR 
•カエ ル ジョイスティック 又 
は カー ソ ル キーの 操作で 前後左右 

に 動かせます。 でも、 ちょっとで 

も 車に 触れたり、 ワニや カメ、 木 
に 上手に 飛び乗れ なかっ た 場合は 

死んで しまいます； 

•車  全部で 4 種類 0 種類^に 

I、 列ず つ 交互に 走ります e でも、 

車と 車の 間が 少しずつは 開いて い 
るので、 そこを 通れば 0Kt 

•へビ ーう かう かしてい ると 力 
エルは 食べられて しまいます： 

•ワニ •カメ  •木  川を 交互に 

流れたり、 泳いだり しています。 

その 背を 渡り歩けば 広い 川 も 渡れ 
ると いう ワケ です。 

• メス ガエル ー流 木に 乗って 登 
場。 つかまえても、 家に つれ 帰っ 

て も 高い ポイント が 得られる ので 
みのがす 手は ないです ネ。 

•これが タイトル 画 画 ジョイス テ 

ィック でも キーボード でも、 I 人で も 

2 人で も 0K: 

_ さあ スター ト <  車の •流れは けつ こ 

う 速い から、 いそ C、 で 渡らない と、 
あぶない ぞ。 

コナミ 〒530 大阪市 北 区 梅 田 Ml  4  1215 

TE  L  (06) 345  2456( 代） 

ROM  P  A  C  K  4,800 円 ジョイスティック 使用 可 

交通 腫を 横切り、 
恐怖の 川を 渡り、 
家に 迪 りつけ/ 

0^2280 

002280 

ST 如、 

PLAYER 

I
 列
ず
 
つ
 
左
右
 
別
々
 
の
 
方
向
か
ら
、
 
全
部
 

で
 4 列

 流
れ
て
 
き
ま
す
。
 
こ
れ
ら
の
 
上
を
 

上
手
に
 
渡
つ
 
て
い
け
ば
 
家
に
 
た
ど
り
つ
け
 

ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
 落
ち
た
ら
 カ
エ
 ル
は
 死
 

に
ま
す
 
が
 .
 

。 

家
は
 
川
辺
に
 
5 

つ
 並
ん
で
 
い
ま
す
。
 

そ
 

の
い
 
ず
れ
 
か
に
 
入
れ
ば
 
良
い
 
の
で
す
 
が
'
 

|
 つ
の
 
家
に
は
 

|
 匹
ず
 
つ
し
 
か
 入
れ
 
ま
せ
 

ん
。
 

5 
匹
が
 
き
ち
ん
と
 
入
る
 
ま
で
に
、
 

3 
匹
が
 
死
ね
ば
 
ゲ
ー
ム
 
•
才
 
—
バ
ー
 
で
す
 

川
の
 
流
木
に
は
 
メ
ス
 
ガ
エ
ル
が
 
乗
っ
て
 

乗
つ
 
て
つ
 
か
ま
え
る
.
 
と
 ? 00 点

。
 
さ
ら
に
 
彼
 

女
と
 
I 緒
に
 
家
に
 
帰
る
 
と
 200 点

の
 
ポ
 イ
ン
 

卜
が
 
上
げ
ら
れ
ま
す
 
。
ポ
イ
ン
ト
は
 
ほ
か
 

に
も
、
 
前
進
す
 
る
た
 
び
に
 
10 点

、
 
家
に
 
帰
 

り
つ
け
ば
 

100 点
ず
つ
 
が
 加
算
さ
れ
 
る
と
 
い
 

ぅ
わ
け
 
で
す
。
 
全
部
の
 
カ
 
エ
ル
が
 
家
に
 
帰
 

り
つ
く
 
と、 

バ
タ
—
 
ン
 ク
リ
ア
で
 
画
面
は
 

変
わ
り
、
 
さ
ら
に
 
難
し
く
な
 
リ
 ま
す
、
 

D
 
イ
ス
 
コ
ア
の
 

D
 
手
引
き
 

確
実
に
 
カ
エ
 
ル
を
 
そ
れ
ぞ
れ
の
 
家
に
 
帰
 

ら
せ
 
て
あ
げ
る
 
こ
と
が
 
必
要
で
す
。
 

そ
の
 

た
め
に
は
 
ワ
ニ
 
•
カ
メ
 
•
木
を
 
利
用
す
 
る
 

の
が
い
 
ち
ば
ん
で
す
。
 
ま
た
 
家
は
 
中
央
 
か
 

ら
 で
は
な
く
'
 両
端
か
ら
 ふ
さ
い
で
 い
く
 

ほ
う
が
 
後
々
 
の
こ
と
 
を
 考
え
る
 
と
 良
い
 
の
 

で
は
？
 

と
に
か
く
 
今
 だ
け
で
は
 
な
く
、
 

先
の
 
状
況
を
 
も
 的
確
に
 
判
断
す
 
る
 
こ
と
が
 

必
要
な
 
の
で
す
。
 

決
死
 

G
s
e
l
p
—
 

ス
 

★ 
 
★
★
 
 

?
)
 

ゲ
 I 

厶
の
 
タ
イ
プ
と
 
し
て
は
 
決
し
て
 
新
 

し
い
 
も
の
で
は
 
な
い
 
の
 だ
が
、
 
今
日
ま
で
 

生
き
の
 
こ
つ
て
 
い
る
と
 
い
う
の
は
、
 

そ
れ
 

な
り
に
、
 

こ
の
 

障
'
 

害
 物 レ—

 
ス
的
 
シ
チ
ユ
 

エ
—
シ
 
ョ
ン
が
 
お
も
し
ろ
 
い
か
ら
な
 
の
 だ
 

ろ
う
。
 

画
面
 構
成
 
や、 

流
木
、
 
自
動
車
な
 
ど
の
 

キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 
や
 カ
エ
 
ル
の
 
動
き
な
 
ど
'
 
 決
 

し
て
 
モ
ダ
ン
で
 
も
 何
で
も
な
 
い
の
 
だ
が
、
 

ど
こ
と
な
く
 
憎
め
な
い
 
と
こ
ろ
；
 か
 あ
る
の
 

は、 
そ
の
 単
純
 さ
の
 せ
い
か
。
 

ポ
ク
は
 
迷
子
の
 
の
 わ
ん
ぱ
く
 
ガ
エ
ル
。
 

お
 家
に
 帰
り
た
い
 け
れ
ど
、
 
そ
こ
に
 行
く
 ま
で
に
は
 
車
が
 
ビ
 
ユ
ン
 
ビ
 
ユ
ン
 
走
る
 
道
 や
 

ワ
ニ
や
 
カ
メ
が
 
泳
ぐ
 
危
険
な
 
川
を
 
渡
ら
な
 

け
れ
ば
 

い
け
な
い
。
 

さ
て
、
 

無
事
に
 

家
 ま 

で
 帰
り
つ
 

け
る
 
か
^
^
.
 

び
 

方
 

C
L
L
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
で
は
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 
も
 

使
用
で
 
き
ま
す
 
の
で
、
 
タ
イ
 
ト 
ル
が
 
消
え
 

た
 後
の
 
表
示
に
 
し
た
が
っ
 
て
 選
択
し
て
 
下
 

さ
い
。
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 操
作
、
 
力
 

I
 
ソ
ル
 
キ
—
〇
 
F
 1
H
T
 
一
の
 選
択
に
 
よ
っ
て
 

カ
エ
 
ル
は
 
そ
の
 
指
 一 還
り
に
 
動
き
ま
す
：
 

カ
エ
 
ル
が
 
家
に
 
た
ど
り
つ
 
く
ま
で
に
 
通
 

過
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ち
 
な
い
 
難
関
に
は
、
 

自
 

動
 車
が
 
ビ
 
ユ
ン
 
ビ
 
ユ
ン
 
走
る
 
道
と
、
 

へ
ビ
 

の
い
 る
 川
辺
'
 
 そ
し
て
 広
い
 川
が
 ま
ち
ぅ
 

け
て
 
いる'、 

ま
ず
 
道
で
は
 
|
 車
線
ず
 
つ、 

左
右
 
別
々
 
の
 方
向
に
 
車
が
 
走
る
 
道
が
 
全
部
 

で
 4 車

線
。
 
車
は
 
次
々
 
と
 走
っ
て
 
く
る
け
 

れ
 ど
、
 
必
ず
 
一
定
の
 
車
間
距
離
が
 
あ
 を
の
 

で
 ソ
コ
を
 
利
用
し
て
 
渡
っ
 
て
 行
け
ば
 
良
い
 

わ
け
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
 
車
に
 ひ
か
れ
た
ら
 

最
後
、
 
カ
エ
 
ル
は
 
死
ん
で
 
し
ま
い
ま
す
。
 

次
の
 川
辺
で
す
 が
'
 
 こ
こ
に
 
住
む
 
へ
ビ
 

は
 数
が
 
あ
ま
り
 
多
く
な
い
 
の
で
、
 
そ
の
へ
 

ビ
の
 
通
っ
 
た
 直
後
を
 
利
用
し
て
 
渡
り
 
ま す- 

そ
し
て
 
川
で
す
。
 
 
幅
は
 
広
い
 
 の
で
す
 
が
、
 

上
手
い
 
こ
と
に
 
ワ
ニ
 
、
カ
メ
、
 
そ
れ
か
ら
 

木
が
 
流
れ
て
 
き
ま
す
 

こ
れ
 
も
 車
と
 
同
様
、
 

飞 I 



画
面
 
下
半
 
分
の
 
道
路
は
 
車
を
 
よ
け
な
 
が
 ら
 '
上
半
 
分
の
 
川
は
 
カ
メ
の
 
背
 や
 流
木
に
 

飛
び
移
り
な
が
ら
 
と
い
う
 
動
作
 
設
定
の
 
逆
 

転
が
 

お
も
し
ろ
い
。
”
 

q 
カ
エ
 

ル
は
 

両
生
類
 

だ
か
ら
』
 

と
い
き
 

な
り
 

川
に
 

と
び
 

込
ん
だ
 

人
 

も
い
た
 

よ
う
 

だ
 

が
、
 

ど
う
や
ら
 

こ
の
 

カ
エ
 

ル、
 

ミ 
ユ
—
夕
 

ン
ト
 

だ
つ
 

た
ら
し
い
。
 

某
 俳
人
 
日
く
 『
瘦
せ
 

蛙
、
 

負
け
る
な
 

I
 

茶
此
 

に
あ
り
』
 

★ 
 
★
★
 
 

(J
) 

I
 

が
 ビ
ョ
ン
 
ビ
ョ
ン
と
 
び
は
 
ね
る
 
夕
 

_
 

ィ
ミ
 

ン
グ
は
 

ど
、
 

っ
に
 

か
つ
 

か
め
た
。
 

大
変
な
 

M
 

の
す
 

き
 

間
を
 

ぬ
っ
て
の
 

進
 

の
は
、
 

<
&
 

_ み
か
た
で
 

あ
る
。
 

衝
突
す
 
 

. 
マ
—
 
ク
が
 
で
て
 

ハ
ィ
 
さ
 

る
と
、
，
 

■
.
よ
ぅ
な
ら
。
 

ゲ
—
厶
 
好
き
の
 
男
の
子
に
は
 
、
ち
ょ
つ
 

と
も
の
 
足
り
な
い
 
か
も
し
れ
 
な
い
 
が
、
 
私
 

ぐ
ら
い
の
 
ト 
ロ
ィ
 
人
間
に
は
 
ち
ょ
ぅ
 
ど
よ
 

い
ゲ
 
I 
ム
 で
あ
る
。
 

ど
う
に
か
す
 

あ
と
は
 

や 

を 

7
 

;れ
 

ば ょぃ。
 

初
め
て
 
ゲ
—
ム
 
を
す
 
る
 人
、
 
ア
ク
 
シ
ョ
 

ン
ゲ
 
ー 
厶
の
苦
 
手
な
 
人
に
 
お
ス
ス
 
め
し
た
 

い
 ソ
フ
ト
で
 
あ
る
。
 
 

， 

★
 
 
★
★
 
 

(
T
)
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
'
 
 頭
を
 使
わ
な
い
 
と
な
 

か
な
 
か
う
 
ま
く
い
 
か
な
い
 
ゲ
—
ム
 
で
あ
る
。
 

カ
エ
 
ル
が
 
自
動
車
を
 
よ
け
な
が
ら
、
 

向
う
 

岸
へ
 渡
り
'
 
 カ
エ
 ル
の
 家
へ
 無
事
に
 iik り 

つ
く
と
 
い
う
 
こ
と
な
の
 
だ
が
、
 
良
く
 
見
て
 

や
ら
な
い
 
と、 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
、
 

カ
エ
 
ル
が
 

車
に
 
押
し
つ
 
ぶ
さ
れ
 
る
と
 
い
う
 
羽
目
に
 
な
 

る。 

|
 見
、
 
簡
単
そ
う
 
な
の
 
だ
が
、
 
や
っ
て
 

み
る
と
 
な
か
な
か
 
む
ず
か
し
い
。
 

時
々
、
 

カ
エ
 
ル
の
 
動
き
が
 
車
よ
 
リ
 速
く
な
る
 
こ
と
 

が
 あ
り
、
 
車
に
つ
っ
 

こ
ん
で
 

ゆ
く
 
こ
と
に
 

な
っ
て
 
し
ま
う
 
の
で
、
 
頭
を
 
使
っ
 
て
 カ
エ
 

ル
を
 
動
か
さ
な
 
い
と
す
ぐ
 
に
ゲ
 
ー 
ム
が
終
 

わ
つ
 て
し
 ま、 つ。 絵

 も
 十
分
 キ
 レ
イ
で
、
 

車
の
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
 
も
 
い
く
つ
か
 
あ
つ
て
 
い
 

い
の
 
だ
が
、
 
車
の
 
出
て
 
く
る
 
数
な
 
リ
バ
 
タ
 

ン
 を
も
う
 
少
し
 
工
夫
し
た
い
 

A
 閥 @

商
 雲
 
A
 

ち
ょ
っ
 
と
 地
味
な
 
ゲ
—
ム
 
だ
な
。
 

ベ
 

つ
に
 
派
手
 
だ
か
ら
い
 
い
と
 
か
、
 
音
が
 
デ
 

カ
イ
 
ほ
う
が
い
 
い
と
 
か
っ
て
 
言
う
 
わ
け
 

じ
 や
な
い
 

け
ど
、
 自
動
車
 

や
 カ
メ
、
 ワ
 

二、 
丸
太
な
ん
 
か
の
 
動
き
が
 
か
な
り
 
淡
 

淡
と
 
し
て
‘
 い
る
か
ら
、
 

つ
い
 
の
ん
び
り
 

し
た
 
感
じ
に
 
見
え
ち
 
や
つ
て
、
 
そ
の
 
分
 

だ
け
 
損
を
 
し
て
 
る
ん
だ
 
と
 思
う
よ
。
 

実
際
に
 
や
っ
て
 
見
れ
ば
 
け
っ
 
こ、 
し
め
る
 
し
'
 
 第
一
、
 
見
か
け
 
ほ
ど
 
の
ん
 

び
り
で
 
き
る
 
ゲ
ー
ム
 
じ
 
や
な
い
 
も
の
。
 
思
わ
ず
 
「
ハ
ッ
」
 

「
ホ
ッ
 」 
な
ん
て
 
声
 

が
 出
る
 
こ
と
 
だ
つ
 
て
 あ
る
ん
だ
 
よ
。
 
車
 

の
 流
れ
を
 
横
切
る
 
時
は
 
大
 あ
わ
て
 
だ
し
、
 

カ
メ
か
ら
 
丸
太
な
ん
 
か
は
 
ま
る
で
 
義
経
 

の
八
艘
 
飛
び
 
だ
も
の
ね
。
 

た
だ
、
 

画
面
に
 

も
う
 

少
し
 

工
夫
が
 

ほ
 

し
か
つ
た
 

な
。
 

車
の
流
れ
に
 
し
て
も
、
—
 
つ
の
 
車
線
 

に
は
い
 
つ
も
 
同
じ
 
車
種
っ
 
て
 言
 う
ん
じ
 

や
な
く
て
、
 
い
き
な
り
 
長
い
 
ト 
レ
—
 
ラ
 

—
が
 

現
わ
れ
た
り
、
 

自
転
車
み
 

た
い
な
 

の
が
 
チ
ョ
 
ロ チ

 
' -3 口

し
た
り
 
す
れ
ば
 
お
 

も
し
ろ
 
い
だ
ろ
う
 
し
ね
。
 
む
し
ろ
、
 
道
 

路
を
 
横
切
る
 
っ
て
い
 
う
 設
定
 
じ
 
や
な
く
 

て、 
森
の
 
け
も
の
 
道
と
 
か
 田
ん
ぼ
の
 
あ
 

ぜ
 道
な
ん
 
か
の
 
ほ
う
が
 
夢
が
 
あ
っ
て
 
良
 

か
っ
た
 
の
か
 
も
し
れ
 
な
い
 
な
 あ
。
 

T
 
 

V
 

ゲ
ー
ム
 

入
門
 

者
 

向
き
と
 

い
う
べ
 

き
か
な
。
 



参 タイ ト ル 画 

面。 ルー トは 

図のと おり。 

基地 も 
分かる。 

春 ペン キン くん- ョ チョ チ 歩き 

で 動きは ト ロい けれど、 [U キー か 
ジョイス ティ ックを 前方に 倒す こ 

とで スピード •アップ。 クレバス 

や 氷 穴に 落ちそう になったら スぺ ー スキー か、 トリガー ポタンを 押 

せ ば 上手に 飛び越して くれます。 

タイ ミ ングが 良ければ I 度に 2 つ 

の 穴を 飛ぶ こと だってで き ます。 

なかなかの 運動神経の 持ち主と い 
える のでは ないかな？ 

嫌ア ザ ラシさん 氷 穴から 突然 

顔を 出し、 ペンギン くんを 驚かせ 

ます。 ペンギン くんが アザ ラシ さ 

ん にぶつ かると、 ヨ ロケて しまい 

時間の ロスと なります。 

•旗  基地までの 道 しるべて、 
これを 取る と 500 点 加算され ます， 

•お 魚 一ー ベン ギン くんの エサ c 
I 匹 採る ごとに 300 点 もらえます。 

コナミ 〒530 大阪市 北 区 梅 田 M 卜 4づ？15 

T  E  L(06)345-2456(ft) 

ペンギン くんと 
一緒に 南極の 地理と 
歴史を 勉強し よう 

I  LOVE 地理 
けつ S よく 南 極大 冒険 

C IM 
A IP 

A C 
1
 

IR
 

ル
 キ
ー
を
 
使
い
ま
す
。
 
前
進
な
ら
 
ば
ジ
ョ
 

イ
 ス
テ
ィ
ッ
ク
は
 
前
方
に
、
 
力
—
 
ソ
ル
.
 

キ
 

押
し
ま
す
。
 

ま
た
 左
右
に
 動
 

く 場
合
 
も
 そ
れ
に
 
順
 じ、 

ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 

ツ
ク
を
 

左
右
に
'
 
 力
—
 
ソ
ル
 
キ
 ー
.
4
1
 m
 

と
 使
い
 
わ
け
ま
す
。
 

コ ー ^ス に
は
 
大
き
な
 
ク
レ
バ
ス
 
や
、
 
氷
 

穴
が
 数
多
く
 あ
つ
て
、
 

そ
こ
に
 足
を
 踏
み
 

入
れ
る
 
と
 ペ
ン
ギ
ン
 
く
ん
は
 
よ
ろ
 
け
た
り
、
 

穴
に
 
落
ち
た
り
 
し
て
 
時
間
を
 
浪
費
し
て
 
し
 

ま
い
ま
す
。
 
こ
こ
は
 
飛
び
越
し
て
 
進
み
 
ま
 し
ょ
、
 っ
 。
こ
の
 時
は
、
 

ジ
ョ
イ
ス
 テ
 イ
ツ
 

ク
の
 
場
合
は
 
ト 
リ
ガ
—
 
ボ
タ
ン
を
、
 

カ
ー
 

ソ
ル
 
キ
—
の
 
場
合
は
 
ス
ぺ
—
 
ス
キ
ー
 
を
 使
 

い
ま
す
。
 
ぅ
ま
く
 
穴
を
 
ク
リ
ア
—
 
す
る
と
 

30 点
が
 
加
算
さ
れ
 
ま
す
。
 
ま
た
、
 

コ I 
ス
 

上
に
 立
つ
 旗
 や
、
 氷
 穴
か
ら
 飛
び
出
す
 魚
 

を
 キ
ヤ
 ツ
チ
す
 る
と
、
 そ
れ
ぞ
れ
 500 点 • 

3
0
0
 点
の
 
ポ
吖
ン
 
ト
が
 
加
算
さ
れ
 
ま
す
。
 

制
限
時
間
 

(
こ
れ
は
 
基
地
ま
で
の
 
距
離
 

に
よ
っ
て
 
里； な

り
ま
す
 
が
)
 
中
に
 
基
地
 
ま
 

で
 

た
ど
り
つ
け
た
 

場
合
、
 

そ
の
 

残
リ
 

時
間
 

に
 

一
点
を
 

か
け
た
 

点
数
が
 

ポ
—
 

ナ
ス
と
 

な
 

り
ま
す
。
 

付
録
の
 

パ
ン
フ
 

レ
ッ
 

ト
で
 

南
極
 

の
 

地
理
 

や
 

歴
史
な
 

ど
を
 

勉
強
し
つ
つ
、
 

楽
 

し
く
 

遊
ぶ
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
ん
と
い
 

つ
て
も
 

こ
れ
は
 

『
ア
イ
こ
 

フ 

ブ
 

•
地
理
』
 

で
す
か
ら
 

…
…
 

。 

ま
た
、
 

途
中
、
 

S
 

点
に
 

着
い
た
 

と
き
 

と、
 

最
後
に
 

昭
和
 

基
地
に
 

返
つ
 

て
 

来
た
と
 

き
に
は
、
 

ペ
ン
ギ
ン
 

く
ん
が
 

お
祝
い
に
、
 南
極
 

お
ど
り
を
 

し
て
 

見
せ
て
 

く
れ
ま
す
 

か
 

ら
 

、
お
楽
し
み
に
 

//
 

B イ
ス
 
コ
ア
の
 

手
引
 
$
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

は、
 

制
限
時
間
 

以
内
に
 

基
 

地
に
 

た
ど
り
つ
く
 

こ
と
が
 

肝
要
で
す
。
 

ク
 

レ
 

バ
ス
 

や
 

氷
 

穴
、
 

ま
た
 

そ
こ
か
ら
 

突
然
 

顔
 

を
 

出
す
 

ア
ザ
 

ラ
シ
さ
ん
 

に
 

気
を
つ
け
ね
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
に
は
 

で
き
る
 

だ
 

け
，
 

穴
の
 

少
な
い
，
 

コ
ー
ス
 

の
 

両
端
の
 

ど
 

ち
ら
か
を
進
み
ま
し
ょ
ぅ
 

-〇 
コ
—
ス
が
曲
 

が
つ
 

て
い
る
 

時
に
は
 

そ
の
内
 

側
の
 

ほ
ぅ
が
 

穴
を
 

早
く
 

発
見
し
 

や
す
く
、
 

•
ト
ラ
ブ
ル
 

も
 

未
然
に
防
ぐ
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
 

運
悪
く
 

穴
に
 

足
を
 

と
ら
れ
て
も
 

よ
ろ
 

け
る
 

距
離
 

も
 

時
間
 

も
 

少
な
く
て
 

す
み
ま
す
。
 

さ
 

あ、
 

ガ
ン
バ
つ
 

て/
. 

大
 

好
評
 

//
 

: 

★  ★
★
★
★
 

と
に
か
く
 

カ
ワ
 

イ
イ
。
，
 

f 
ゃ <

 
 
J 

力
 __ 

、
考
 

メ
ツ
 
チ
ヤ
、
 
か
わ
い
い
。
 
f
.
 

プ 走
る
考
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

の
 

主
人
公
は
 

可
愛
い
 

ぺ
 

ン
 

ギ
ン
 

く
ん
。
 

南
極
に
 

あ
る
 

7 
つ
の
 

基
地
 

と
 

南
極
 

占〗
 

を
 

徒
歩
で
 

回
ろ
ぅ
と
 

計
画
を
 

た
 

て
た
。
 

で
も
、
 

そ
の
 

道
の
り
は
 

遠
く
、
 

コ 

—
ス
は
 

ク
レ
バ
ス
 

や
^
 

{八
 

だ
ら
け
。
 

過
酷
 

な
 

自
然
と
 

戦
い
な
が
ら
、
 

制
限
時
間
 

以
内
 

に
 

ペ
ン
ギ
ン
 

く
ん
は
 

無
 

i
 

地
に
 

た
ど
り
 

つ
け
る
 

か
な
？
.
 

rl び 方 

ゲ
ー
ム
 
は
 ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
 

カ
ー
 

ソ
ル
 
キ
 I 

の
ど
 
ち
ら
で
 
で
も
 
遊
ぶ
 
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

タ
イ
ト
ル
が
 

消
え
た
 

後
、
 そ
 

の
 選
択
 
方
法
が
 
表
示
さ
れ
 
ま
す
の
で
 
自
分
 

の
 好
き
な
 
方
を
 
選
ん
で
 
下
さ
い
。
 

さあ
、 

ゲ—
ム 

の 始ま
りで
す。
 

ペン
 

ギン
 

くん
は 

ヨ 
チヨ
 

チと
 

大雪
 

原を
 

歩き
 

始め
ます
。 

自然
に 

ほお
っ 

てお
いて
も 

ペン
ギン
 

くん
は 

歩き
ます
 

が、 

その
 

ス 

74 
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一 NEW  ZEALAND- 

ぬ微鄕 組 f-8 祖0  sfEm.l.%1, 

華 これは 3 つめの 基地^ 
ニュージーランド。 国 

旗が あがる 途中。 
ペンギン くんは 手 （？） 

と 足で リズムを とって 

いる 3 

峰 これは フランスの 基 

地 ） 何番目に 出て くる 
かは ヒ ミツ。 

峰まん 中に でて きたの が、 アザラ 

シ くん。 ぶつかる と 遅れる ぞ 。う 

まくよ けよう。 

攀 はじめの 基地に 到着。 国旗が 上 

がって、 フアン フ アーレ。 おもわ 
ず 手拍子が でち ゃう 0 

oEif-oSooS? 挺^) KiSAn 

が 

に.
 キャ

ラク
タの
 

可愛い
 

のに 加えて
、 

色の 

センス
 

もバツ
 

グン。
 

/
 ふ
つ
か
る
 
時
は
、
 
思
 

*
ゎ
 ず
 「
オ
ッ
ト
 
ッ ト

」
 

と
 声
が
 出
て
 し
ま
う
。
 

私
の
場
合
、
 昭
和
 

基
地
に
 
た
ど
り
つ
く
 
の
は
、
 
か
な
り
 
先
に
 

な
り
そ
う
 
だ
け
ど
、
 
飽
き
な
い
 
か
ら
 
ひ
た
 

す
ら
が
ん
 
ば
つ
て
 
み
よ
う
と
 
思
う
。
 
そ
し
 

て
 感
激
の
 
き
わ
め
つ
 
け
は
'
 
 南
極
：
 

V。 
点
と
 
昭
和
 
基
地
に
 
た
ど
り
 
着
い
た
：
 

ペ
ン
ギ
ン
 

踊
り
を
 

す
 る
ん
だ
 

も
ん
 ネ H。 

そ
の
う
ち
 
タ
コ
が
 
出
て
 
き
て
 
北
海
道
 
あ
 

た
り
で
、
 

タ
コ
 

踊
り
し
た
 

り
し
て
 

.
 

。 

驚
い
た
 

の
は
'
 
 

こ
れ
が
 

教
育
 

ソ
フ
ト
 

だ
 

つ
て
い
 

う
か
ら
、
 

M
S
X
 

の
エ
 

デ
ュ
 

ケ
—
 

シ
 

ョ
ン
 

分
野
 

も
 

オ
ッ
ト
 

ッ
ト
 

、
楽
し
み
 

だ
。
 

★
 
 
★
★
★
 
 

(
T
)
 

I
 
 

L
O
V
E
 

地
理
、
 

ゲ
—
厶
 

を
 
楽
し
 

み
な
が
ら
 

南
極
大
陸
の
 

地
理
に
 

つ
い
て
 

勉
 

強
し
 

よ
う
と
い
、
 

2
 

思
 

味
ら
 

し
い
。
 

が
、
 

ゲ
 

—
ム
 

自
体
が
 

非
常
に
 

良
く
で
 

き
て
い
る
 

た
 金 

属 

め
に
、
 

勉
強
す
 

る
よ
り
は
 

ゲ
ー
厶
 

に
 

熱
中
 

し
て
、
 

ゲ
—
厶
 

終
了
後
に
 

地
理
な
 

ど
 

ど
こ
 

吹
く
 

風
に
な
る
 

よ
ぅ
 

だ
。
 

主
人
公
の
 

ペ
ン
 

ギ
ン
の
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
 

も
 

良
く
で
 

き
て
い
て
、
 

親
し
み
や
す
い
。
 

特
に
す
 

ば
ら
し
 

か
つ
た
 

の
が
 

ペ
ン
ギ
ン
が
 

死
ん
だ
.
 

り
す
る
 

こ
と
が
 

な
い
 

と
こ
ろ
。
 

最
近
、
 

何
か
と
い
 

ぅ
と
 

破
 

壊
 

的
な
 

ゲ
 

I 
ム
が
 

多
い
 

中
で
、
 

こ
の
 

ゲ
—
 

厶
の
 

I
 

頭
 

地
を
 

ぬ
く
 

と
こ
ろ
 

だ
。
 

子
供
に
 

a 

f
 
 

£
 

安
心
し
て
 
与
え
ら
れ
る
 
ゲ
—
ム
 
が
 や
つ
と
 

出
た
 
と
い
う
 
感
じ
で
 
あ
る
。
 
教
育
的
な
 
要
 

素
を
 
含
ん
で
 
い
て
、
 
ゲ
—
ム
 
性
 も
 高
く
、
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
 
も
 画
面
 
も
 美
し
く
 
仕
上
が
っ
 

て
い
る
。
 

★
 
 ★
★
★
★
 
 

(K) 

う
っ
く
、
 

可
愛
い
！
 

去
年
は
 

ペ
ン
 ギ
ン
 

ブ
—
厶
 

だ
つ
 

た
け
 

ど
、
 

ま
だ
ま
だ
べ
 

ン
 

ギ
ン
 

•
パ
 

ワ
—
は
 

衰
え
て
 

い
な
い
っ
 

て
 

感
じ
。
 

一
 

体
 

ど
こ
が
 

教
育
 

用
 

ソ
フ
ト
 

だ
つ
 

て
 

気
 

も
す
 

る
け
 

ど、
 

や
っ
て
 

る
う
 

ち
に
 

友
 

だ
ち
 

と
 

「
ね
え
、
 

ど
こ
ま
で
 

行
つ
 

た
の
？
」
 

「
ァ
メ
リ
ヵ
の
 

観
測
所
の
 

先
が
 

行
け
な
 

く 

て
ね
」
 

な
ん
て
 

地
名
を
 

シ
ッ
 

ヵ
リ
 

覚
え
て
 

い
る
の
 

だ
か
ら
、
 

学
習
 

効
果
が
 

上
が
っ
て
 

| 

い
る
の
は
 

間
違
い
な
い
。
 
 

_
 

.
バ
ッ
ク
に
 

流
れ
る
"
 

ス
ケ
—
 

夕
—
 

ズ
 

• 

ワ
ル
ツ
"
 

も
 

南
極
 

気
分
を
 

盛
り
 

あ
げ
て
、
 

「
ペ
ン
ギ
ン
'
 
 

フ
 

ァ
イ
ト
！
」
 

の
か
け
 

声
 

も。
 

南
極
点
 

や
 

—.
 

周
 

ま
わ
っ
て
 

昭
和
 

基
地
 

に
 着
い
た
 
と
き
に
は
、
 
ペ
ン
ギ
ン
が
 
労
を
 

ね
ぎ
ら
つ
 
て
 愛
嬌
を
 
振
り
ま
い
 
て
 く
れ
る
。
 

か
く
い
う
 

ポ
ク
 
も、 

こ
れ
 
見
た
 
さ
に
 
キ
—
 

ポ
—
 ド
を
 叩
い
た
 ク
チ
。
 

お
ス
 
ス
メ
で
す
。
 

屬
冠
 

a
 

b
 

^
 

c©
 

「
や
つ
た
 

ネ
」
 

「
ワ
 

—
ツ
 

、
カ
ワ
 

イ
イ
 

I
J
 

「
ウ
 

ツ
ソ
 

—
j
 

「
ヤ
ダ
 

I
 

」 
と
^
 

の
 声
が
 
み
だ
れ
 
飛
ん
だ
 
ソ
フ
ト
。
 
主
人
 

公
の
 
ペ
ン
ギ
ン
 
君
の
 
人
気
は
 
す
さ
ま
じ
 

い
と
し
 
か
 言
い
よ
、
 
っ
が
な
い
 
ね
。
 

ま
ず
、
 

な
ん
と
い
 

つ
て
も
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

夕
が
 

う
ま
い
。
 

動
物
の
 

子
ど
も
、
 

例
え
ば
 

ヒ
ヨ
 

コ
な
 

ん
 

か
は
 

実
に
 

可
愛
い
 

け
れ
ど
、
 

あ
れ
は
 

体
に
 

対
し
て
、
 

羽
の
 

小
さ
 

さ
や
'
 
 

目
の
 

大
き
さ
 

な
ん
か
が
 

適
者
に
 

ア
ン
 

バ
ラ
ン
 

ス
 

だ
か
ら
 

だ
そ
う
 

な
。
 

だ
と
す
 

る
と
、
 

こ
の
 

ペ
ン
ギ
ン
 

な
ん
て
、
 

ア
ン
 

バ
ラ
ン
 

ス
の
 

代
表
み
 

た
い
な
 

も
の
 

だ
も
の
ね
。
 

動
き
 
も
い
 
い
ん
だ
よ
 
ね
。
 
ク
レ
バ
ス
 

や
 穴
を
 
飛
び
 
こ
え
る
 
時
に
、
 
あ
の
 
小
さ
 

い
 羽
を
 
バ
タ
 
バ
タ
つ
 
て
 動
か
す
 
わ
け
。
 

そ
れ
で
 
穴
に
 
落
ち
 
か
か
る
 
と、 

歌
舞
伎
 

で
 見
得
を
 
切
る
 
み
た
い
 
に
 
『
オ
ッ
ト
 
ッ 

ト
ツ
 ト』 つ
て
 
や
る
 

し、 ク
レ
バ
ス
に
 

落
ち
る
 
と
ヨ
 
イ
シ
ヨ
、
 

ヨ イ
シ
ヨ
，
；
 一 

み
た
い
 
に
よ
 
じ
 昇
 る
ん
だ
 
か
ら
、
 
女
の
 

コ
で
 な
く
と
 
も
 
「
カ
 ワ
イ
'
 \ —
 

」 
つ
て
 

叫
ん
 
じ
 
や
う
よ
。
 

何回 かやる と、 知らない うちに 

南極大陸の 

どこと 

どこに、 

どの 
国 

の 
基地が 

あるか 

自然に 

覚えて 

しま 

つてい 
るし、 
付録の 
パンフ 

レツ 
ト 

もよ 
くで 
きている 

から、 

家族 
全員 

で 
楽しめる 

ソフト 

だよ。 



これが タイ ト ル 画面。 下に それ ぞ 

れの キャラクタ カ笼 示されて いる c 

陽が 沈む 前に 牧場 
で 遊んで いる 羊を 
柵の 中に 入れよう 
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子
で
す
。
 

才
 

才
カ
 

ミ
に
 

当
た
る
 

と
 

G
A
M
 

E
 

• 
O
V
E
R
 

と
い
ぅ
 

こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
 

ん
が
 

、
柵
を
 

あ
け
ら
れ
 

る
と
 

中
の
 

羊
 

達
が
 

逃
げ
出
し
ま
す
。
 

要
注
意
の
 

t
 

で
す
。
 

ゲ
—
厶
 

中
、
 

才
 

才
カ
 

ミ
は
 

最
高
 

3 
匹
 

出
て
 

.
き
ま
す
。
 

羊
は
 

最
高
 

9
 

匹
ま
で
 

増
え
て
 

い
 

き
ま
す
 

0 

H
 ィス コアの 

手
引
！
 TJ 

オ
オ
カ
 
ミ
に
 
ぶ
つ
か
 
フ
て
も
 
G
A
M
E
 

•
O
V
E
R
 
に
は
な
 
リ
 
ま
せ
ん
 
か
ら
、
 
こ
の
 

ゲ
—
厶
 
で
は
 
特
に
 敵
は
 
現
わ
れ
ま
せ
ん
。
 
ハ
 

ィ
ス
 
コ
ア
を
 
得
る
 
た
め
に
 
IS を

 付
け
る
 
事
 

は
、
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
が
 時
間
 
制
で
 
あ
る
と
 
い
 

、っ 
点
で
 

し
ょ
ぅ
。
 

の
ん
 

び
 リム
—
 

ド
の
 

画
 

面
 や
 音
楽
で
 
気
を
 
ゆ
る
め
る
 
と、 

す
ぐ
に
 

I -
 
M
E
 
 
u
p
 
し
て
し
 
ま
い
ま
す
。
 
ゲ
 

—
ム
に
 

慣
れ
る
 

ま
で
は
 

羊
を
 

つ
か
ま
え
る
 

事
に
 

集
中
し
 

ま
し
ょ
、
 

っ。
 

余
裕
が
 

で
き
た
 

ら
 

女
の
子
と
 

デ
 

I 
卜
し
ま
す
。
 

オ
オ
カ
 

ミ 

の
 

動
き
は
 

そ
れ
 

程
 

速
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

柵
 

に
 

近
づ
い
て
 

き
た
ら
、
 

柵
の
 

下
ま
で
 

行
つ
 

て
 

羊
 

達
を
 

ガ
—
ド
 

す
れ
ば
 

間
に
合
い
ま
す
。
 

キ
ミ
は
 村
の
 羊
飼
い
。
 
怖
い
 
怖
い
 ォ
オ
 

カ
 ミ
に
 
襲
わ
れ
な
 
い
う
ち
に
 
羊
を
 
柵
に
 
入
 

れ
て
 
ゆ
こ
う
。
 

1 
匹
な
ら
 
簡
単
。
 
で
も
 
2 

匹、 
3 匹

…
 数
が
 
ふ
え
る
 
と、 

も
う
、
 
大
 

忙
し
。
 
メ
ル
ヘ
ン
 チ
ッ
ク
な
 ゲ
 —
ム
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 ジ
ョ
ィ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
及
 

び
 キ
—
ボ
 
I ド

で
 
遊
び
ま
す
。
 
ゲ
—
ム
 
開
 

始
と
 
同
時
に
 
画
面
に
は
 
牧
歌
的
 
厶
—
ド
 
あ
 

ふ
れ
る
 
村
が
 
現
わ
れ
ま
す
。
^
:
 
に
は
 
羊
 

を
 入
れ
る
 
牧
場
が
 
柵
で
 
し
き
ら
れ
て
 
い
ま
 

す
。
 
柵
の
 
外
に
は
 
羊
た
ち
 
が
 右
往
左
往
し
 

て
い
ま
す
 
の
で
、
 
羊
飼
い
の
 
あ
な
た
は
 
羊
 

を
 柵
の
 
中
に
 
で
き
る
か
ぎ
り
 
数
多
く
 
入
れ
 

て
 下
さ
い
。
 
羊
飼
い
の
 
動
作
は
 
キ
—
ボ
 
I 

ド
で
は
^
 
R
i
m
 
で
 前
後
左
右
に
 
動
き
 
ま
 

す
。
 
ま
た
 
柵
の
—
 
は
 羊
飼
い
を
 
柵
の
 
下
 

に
お
い
て
 
行
っ
 
て
く
だ
 
さ
い
 

(
キ
—
 
を
 左
 

右
に
 
動
か
し
ま
す
)
。
 

こ
の
 
操
作
で
 
羊
を
 

つ
か
ま
え
 
柵
の
 
中
に
 
入
れ
ま
す
。
 

な
お
、
 

羊
は
 
柵
の
 
ド
ア
を
 
閉
め
な
い
 
と
す
ぐ
 
に
 逃
 

げ
 出
し
て
 し
ま
い
ま
す
 

か
ら
、
 気
を
つ
け
 

て
く
だ
 さ
い
。
 

す
べ
て
の
 羊
を
 柵
の
 中
に
 

入
れ
 
柵
を
 
閉
め
れ
ば
 
S
T
A
G
E
 

• 
u
p
 

と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
 こ
の
 ゲ
—
ム
 は
 時
 

間
 制
で
す
。
 
太
陽
が
！
 一
I
 
M
 E 

の
 役
を
 し
 

て
い
る
 
の
で
、
 
沈
む
 前
に
 
柵
を
 閉
め
な
い
 

と
 G
A
M
E
 

• 
O
V
E
R
 
と
な
り
ま
す
。
 

ゲ
—
ム
 
中
に
 
女
の
子
が
 
出
て
 
き
ま
す
 
の
で
、
 

ぅ
ま
く
 
デ
 
ー
 
ト
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 

デ
 
I
 
卜
 

す
る
と
 
ボ
 I 

ナ
ス
 
点
に
な
り
ま
す
 
か
ら
、
 

こ
れ
で
 
点
数
を
 
と
り
ま
す
 

(
デ
—
 
卜
は
 
女
 

の
 子
が
 
左
か
ら
 
来
ま
す
 
の
で
、
 
ぅ
ま
く
 
待
 

ち
ぶ
せ
 
し
ま
す
)
。
 
し
か
し
 
女
の
子
は
 
い
つ
 

出
て
 
く
る
 
か
は
 
分
か
り
ま
せ
ん
…
。
 

S
T
 

A
G
E
 
4
 
か
ら
 
画
面
に
は
 
オ
オ
カ
 
ミ
が
 
出
 

現
し
ま
す
 0-- 

こ
の
 
才
 才
カ
 
ミ
は
 閉
め
た
 
柵
 

を
 あ
け
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
、
 
い
た
ず
ら
つ
 

ふわ ふわ、 ぼのぼの 

★  ★
★
★
 
 

(N) 

「
め
ぇ
 

り
ぃ
 

さ
ん
の
 

ひ
つ
じ
、
 

ひ
つ
じ
」
 

思
わ
ず
 

歌
つ
 

て
し
 

ま
つ
た
。
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

タ
 

1'
 

か
、
 

ふ
わ
 

ふ
わ
、
 

ほ
の
ぼ
の
、
 

と
っ
て
 

も
 

か
わ
ゆ
い
。
 

で
も
、
 

ゲ
—
厶
 

は
 

結
構
 

忙
 

し
い
の
 

だ
。
 

羊
飼
い
が
 

羊
を
 

柵
の
 

中
に
 

入
 

れ
 

ょ
う
と
す
 

る
 

ゲ
—
厶
 

な
ん
だ
 

け
ど
、
 

そ
 

の
 

間
に
、
 

デ
—
 

卜 
も
し
な
 

く
ち
 

や
い
 

け
な
 

い
し
、
 

だ
ん
だ
ん
 

羊
 

も
 

ふ
え
ち
 

や
う
し
、
 

羊
飼
い
は
 

休
む
 

暇
が
な
く
て
 

か
わ
い
そ
う
。
 

そ
の
上
、
 

に
こ
に
 

こ 
顔
の
 

お
日
様
が
 

沈
む
 

と
 

タ
イ
 

厶
才
 

I 
バ
 

I 
。
オ
オ
 

カ
 

ミ
さ
ん
 

も
 

出
現
す
 

る
ら
 

し
い
ん
だ
 

け
ど
、
 

そ
ん
な
の
 

わ
か
ら
ん
 

か
つ
た
。
 

と
り
あ
え
ず
 

初
級
 

者
 

コ
—
ス
 

で
 

満
足
。
 

結
局
、
 

ゲ
—
厶
 

は
 

上
達
し
 

な
か
っ
 

た
け
 

ど
、
 

そ
の
代
わ
り
 

歌
が
 

上
手
く
な
 

っ
ち
 

や
 

つ
た
」
 

な
ん
た
 

つ
て
ず
—
 

つ
と
 

口
ず
さ
ん
 

で
た
 

も
ん
ね
。
 

「
め
ぇ
 

り
ぃ
 

さ
ん
の
 

…
…
 

」 



蜃ヒ ツジは 丨 匹つ かまえた けれど …… 。  •と も かく、 ホ ノボノ した 画面。 ヒ ツジ 

こんな ふうに 女の コを エスコ-卜して デ は 3 匹、 女の コがお 散歩。 この コと デー 
ートす るの もい いけれ ど、  太陽が しずま  卜 すると 得点が ふえる。 

ない うちに ヒ ツジを 全部つ かまえな いと、 酴 I 匹つ かまえた ところ。 このまま _ 

ゲームオーバー。  中に 羊を 入れて いってから ト ビラを 外 か 
らしめ る むずかしい よ。 

鋒ヒ ツジは 何と 6 匹/  こうなる とほ 

とん ど 手が つけられない。 丨匹 つかま 

える たびの 柵の 開け、 閉めのう っ とう 

しい こと。 もっとも ここまで いく だけ 

でも 大変なん だけどね。 

巧 萬〜 通 絶？:： 

■  .ち? 漭 

c 
IM 
A 
IR 
A 
C 
T 
IE 
IR 

•羊 飼 ~ ゲームの 主人公。 青い 色の 少年。 日の 暮れる までに 羊 
達を つかまえる 事が 決められた 仕事です。 

•ひつじ一^ <7) 外で 牧草を 食べながら. ウ ロウ ロ c 羊飼いに つかま 
えられる とおと なしくな ります c 最初は 丨 匹から、 最高 9 匹にまで 

増えて いきます。 

籲 女の子 一 赤 毛に 青い 服を 着て 現われます。 登場は 常に 画 

面 左からて す。 彼女と デー トすれば ボーナス 点が 得られます。 

な つりれ 
い た 込た M 

〇 もむ _  S 

まのと <  X つ だい あが 

た 。うの 家 
くこ こ テ •庭 
殺のと の 向 
伐 ゲにゲ け 
と I 大丨の 
し ムき厶 企 
たなな が 画 
と ら危 家で 
こ 心 惧庭発 
ろ 配を に 表 
が は 持 入 さ 

だい- •で 
。うバ 、何 

'キ 音を 

破 ユは見 

壊丨 とて 
的 ン言も 

'、え 
迷 

攻 ズば路 
擊キ 1 か 
的 ユピ宇 

な丨 ユ宙 
も ンンの の 45 ■ピど 

ばな ユち 
か んンら 

て6 ■か 

• 才 才カ ミ ー せっかく 柵の 中に 入れた 羊を 逃がして しまう ィ タズ 

ラ 好き。 オォヵ ミと いうよりも、 可愛い 坊やの ような 憎めない 存在 < 

な
い
し
、
 

才
 

才
カ
 

ミ
で
 

さ
え
、
 

羊
を
 

お
そ
 

つ
た
り
 

は
し
な
い
。
 

我
々
 
の
よ
う
 
な
 大
人
の
 
反
射
神
経
で
は
 

つ
い
て
 
ゆ
け
な
い
 
が
、
 
子
ど
も
 
達
な
ら
 
大
 

丈
夫
。
 
親
子
で
 
遊
べ
る
 
ゲ
—
厶
 
だ
。
 

★  ★
★
 

0 ) 

マ
 イ
ッ
 
タ
な
。
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
む
ず
か
し
 

す
ぎ
る
 
よ
。
 

評
価
す
 
る
に
 
も、 

羊
が
 
I
 匹
 じ
 
や 評

価
 

に
な
ん
 
な
い
で
 
し
よ
。
 
え
つ
、
 
そ
れ
で
も
 

や
れ
つ
 
て
い
う
 
の
？
 

困
つ
 
た
な
。
 

じ
 
や
 

箇
条
書
き
で
 
ぃ
く
よ
。
 

丨 
牧
歌
的
で
 

の
ん
び
り
し
 

て
い
て
 

良
 

\ 
 

〇 
2 

羊
を
 
つ
か
ま
え
 
る
の
は
 
簡
単
"
 

柵
の
 
中
に
 
入
れ
る
 
の
 も
 簡
単
。
 

女
の
子
と
 
デ
—
 
卜
す
る
 
の
 も
 簡
単
。
 

柵
の
 
開
閉
 
も
 簡
単
。
 

で
も
 

全
部
 

い
つ
し
よ
 

に
や
ろ
う
と
 

す
る
と
 

簡
単
 

じ
 

や
な
い
。
 

3
 
 
|
 匹
 以
上
 
出
て
 
こ
な
 
か
つ
た
 
か
ら
、
 

こ
れ
 
以
上
 
分
か
ら
な
い
。
 

羊
を
 
6 
匹
 出
し
た
 
人
が
 
い
る
ら
 
し
い
け
 

ど
 ポ
ク
に
は
 
ま
ず
 
無
理
み
た
い
。
 

讓
攀
 

A
 

『
メ
リ
—
 

さ
ん
の
 

羊
 

J 
を
 

B
G
M
 

に
 

日
 

な
が
 

I
 

日、
 

羊
の
 

番
を
す
る
 

と
い
う
、
 

ヨ
—
ロ
 

ッ
バ
 

ア
ル
プ
ス
 

あ
た
り
の
 

田
舎
 

を
 

思
わ
せ
る
 

牧
歌
的
 

ゲ
 

ー 
ム
 

だ
な
。
 

の
ん
び
り
と
 

. L た
 画
面
の
 
割
に
は
 
忙
 

し
い
 
ゲ
—
厶
 

で、 
つ
か
ま
え
た
 

羊
を
 
柵
 

の
 中
に
 
入
れ
る
 
つ
も
り
で
 

ト 
ビ
ラ
を
 
開
 

く
と
 
中
に
 
い
る
 
羊
が
 
逃
げ
て
 
し
ま
う
 
し、 

せ
っ
 
か
く
つ
 
か
ま
え
た
 
羊
 も
 結
局
は
 
逃
 

が
し
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
'
 
 
『
二
 兎
を
 
追
 う 
も
の
 

I 兎
を
 
も
 得
ず
』
 
な
ん
て
い
 

う
 

こ
と
わ
ざ
が
 
ピ
ッ
 
タ
リ
の
 
ゲ
—
ム
 
だ
ね
。
 

そ
の
 

『
二
 

兎
 

j が 三 兎に
 

も
 四 兎に
 

も
 

な
つ
て
 
し
ま
う
 
わ
け
 
だ
か
ら
、
 
ま
と
も
 

な
 神
経
の
 
持
ち
主
に
は
 
無
理
 
か
も
ね
。
 と

に
か
く
、
 

殺
伐
と
 

し
て
い
な
い
 

健
 

康
 

さ
が
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
厶
の
 

い
い
と
 

こ
ろ
。
 

な
に
せ
、
 

日
が
 

暮
れ
る
 

と
 

タ
イ
 

厶
才
—
 

パ
—
 

な
ん
だ
 

か
ら
ね
。
 

た
だ
し
、
 

殺
伐
と
 

し
て
い
な
 

い
の
は
 

い
い
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

の
ん
 

び
 

リ
ム
—
 

ド 
の
せ
い
 

か
 

画
面
に
 

変
化
が
な
い
 

の
は
 

寂
 

し
い
な
。
 

季
節
の
 

変
化
を
 

盛
り
込
ん
で
、
 

草
木
の
 

色
が
 

変
わ
っ
た
り
 

、
チ
ョ
ゥ
 

チ
 

ョ
が
 

飛
ん
で
 

い
た
り
 

す
れ
ば
 

お
も
し
ろ
 

い
だ
ろ
う
 

し、
 

い
つ
そ
 

バ
ッ
ク
に
 

マ
ッ
 

夕
—
 

ホ
ル
ン
で
 

も
 

そ
び
え
 

立
っ
て
 

い
れ
 

ば
 

グ
ッ
と
 

画
面
 

も
 

引
き
立
 

つ
ん
 

じ
 

ゃ
な
 

い
か
な
。
 

イ
ラ
 

イ
ラ
し
 

な
い
で
、
 

の
ん
 

び
り
 

や
っ
て
 

ほ
し
い
 

ゲ
 

—
厶
。
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生
か
、
 
死
 か
/
 •
恐
怖
の
 
ビ
ル
に
 
挑
む
、
 
キ
ミ
 

は
 孤
独
な
 
ク
ラ
イ
 
マ
—
。
 
落
ち
た
ら
 
最
後
 

硬
い
 
地
上
に
 
叩
き
つ
 
げ
ら
れ
 
て
、
 
命
が
 
無
 

い。 
襲
い
く
 
る
 怪
物
を
 
か
わ
し
 
無
事
 
屋
上
 

に
行
き
つ
く
こ
と
は
果
た
し
て
可
能
か
 

?| : 

f 

ゲ
—
厶
 
が
 始
ま
る
 
と
 画
面
に
は
 
レ
ン
 
ガ
 

と
 
ハ
 シ
ゴ
で
 
辯
 成
さ
れ
た
 
ビ
ル
が
 
現
わ
れ
 

ま
す
-
ス
タ
—
 
卜
と
 
同
時
に
 
恐
ろ
し
い
 
キ
 

ャ
ラ
 
ク
タ
が
 
続
々
 
と
 登
場
し
 
ま
す
"
 
モ
ン
 

ス
タ
—
、
 
ネ
ズ
ミ
 
、
コ
ウ
モ
リ
、
 
鉄
骨
、
 

ク
 

モ
の
 
巣
の
 
障
害
物
を
 
よ
け
な
が
ら
 
a
M
 
階
 

ま
で
 
無
事
 
た
ど
り
つ
い
て
 
下
さ
い
 

操
作
 

は
 キ
—
ボ
 
I 

ド お
よ
び
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 

で
 行
い
ま
す
。
 

最
上
 階
に
 着
く
 ま
で
に
 障
 

害
 物
に
 
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
 
途
中
で
 
エ
ネ
 
ル
 

ギ
—
が
 
な
く
な
つ
 
た
 場
合
は
—
 
階
ま
で
 
墜
 

落
し
、
 
ク
ラ
イ
 
マ
—
 
を
 失
ぅ
 
こ
と
に
な
 
り
 

ま
す
。
 

3 人
 失
ぅ
 
と
 ゲ
—
ム
 
オ
—
バ
 

I。 

無
事
に
 
最
上
 
階
ま
で
 
登
る
 
と、 

味
方
の
 
U 

F
O
 
が
 
飛
来
し
 
ま
す
。
 
U
F
O
 
が
 静
止
し
 

た
 真
下
へ
 
行
き
、
 
ジ
ャ
ン
プ
し
て
 
U
F
O
 

に
 乗
れ
ば
—
 
面
 ク
リ
ア
で
す
。
 
ピ
ン
チ
に
 

な
つ
た
 
時
に
は
、
 
バ
リ
ア
を
 
は
つ
た
り
、
 

ジ
ャ
ン
プ
し
て
 
難
関
を
 
突
破
し
て
 
下
さ
い
 

各
 フ
ロ
ア
の
 
階
段
の
 
位
置
で
 
ト
リ
ガ
—
 
ボ
 

反
射
神
経
の
 
ス
ビ
—
 
ド
 
以
外
に
 
細
か
い
 
動
 

き
が
 
要
求
さ
れ
 
ま
す
の
で
、
 
ジ
ョ
ィ
ス
 
テ
ィ
 

ッ
ク
 
よ
り
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
の
 
方
が
 
使
い
や
す
 

い
と
 
思
い
ま
す
。
 

モ
ン
 
ス
タ
—
 
は
と
て
も
 

数
が
 
多
く
'
 
続
々
 
と
 降
り
て
 
来
ま
す
 
の
で
 

特
に
 
注
意
が
 
必
要
で
す
。
 
あ
わ
て
て
 
上
の
 

階
へ
 

登
っ
て
 

い
く
よ
り
も
、
 

階
段
の
 

近
く
 

で
 上
手
に
 
待
機
し
て
 
モ
ン
 
ス
タ
ー
 
を
 や
り
 

過
ご
し
て
 
下
さ
い
。
 
た
だ
し
 
あ
ま
り
 
遅
く
 

タ
ン
を
 

押
せ
ば
、
 

バ
リ
ア
を
 

|
 

定
時
 

間
 

だ
 

け
は
 

る
 

こ
と
が
で
き
 

ま
す
こ
の
 

時
 

だ
け
 

は
、
 

ク
モ
の
 

巣
、
 

落
と
し
穴
を
 

除
い
て
、
 

す
べ
て
の
 

障
害
物
を
 

通
過
す
 

る
 

こ
と
が
 

で
 

き
ま
す
。
 

し
か
し
、
 

大
量
の
 

エ
ネ
 

ル
ギ
 

ー
 

を
 

消
費
す
 

る
の
で
 

注
意
が
 

必
要
で
す
。
 

ジ
ャ
 

ン
プ
 

を
し
た
い
 

時
は
、
 

階
段
の
 

位
置
 

以
外
 

の
と
 

こ
ろ
で
 

ト 
リ
ガ
—
 

ポ
タ
ン
を
 

押
し
 

ま
 
時。
 

で 

の 

ド 

こ 

一 はポ
 

す
。
 

得
点
が
—
 

万
点
を
 

超
え
る
 

と、
 

匕
—
 

口
—
 

が
 

追
加
さ
れ
 

ま
す
。
 

得
点
 

方
法
は
—
 

フ
ロ
ア
を
 

登
る
 

ご
と
に
 

25
0 

点
 

加
算
。
 

最
上
 

階
で
 

U
F
O
 

に
 

乗
る
 

と
 

エ
ネ
 

ル
 

ギ
—
が
 

追
 

加
さ
れ
 

ま
す
。
 

手
引
き
 

プ
レ
イ
ヤ
 

ー 
の
 好
み
に
よ
り
 
ま
す
が
、
 



畢 さあ スター ト。 カサの おばけ 力嗝び 回る。 

會 しく じる と丨 F まで まつ さ 力、 さま。 

CIMAIRACTIEIR 
•クライ マ — 宇宙服に 身を 
固め、 味方 U  F  0 の 救援を 待つ 孤 

独の ヒーロー。 ビルを 落ちたら 最 

後、 命がない。 

•モン スタ - 体の 色は 緑で、 
目を ギヨ ロ つかせた 怖し 、オジ サン。 

ゲーム 中 最も 手 ごわい 相手。 m 
している と 続々 と 降りて くる。 

春 コウモリ ー体の 色は 紫。 移動 
は 横 だけ だが、 上下に 飛び回る。 

•ネズ ミ ー 最初は 床を ゆっくり 
と 走って いるが 時間が たつに つれ 

て 動き も 速くなる。 

_ 鉄骨 一天 井 近くを 流れて いる 

不気味な 存在。 ネズ ミと ペアて； m 
われる 事が 多い。 

•クモ の 巣 一^ 皆 段 近く に 張られ 
毒グ モカ 塒 おり 顔を 出す。 

參屋 ̂  に 至 ij 着す る 

と U  F  0 がむ かえ 
に 来る。 

な
る
と
'
 
 

階
段
を
 

降
り
て
 

行
か
ず
に
 

向
か
 

つ
て
く
 

る
 

モ
ン
 

ス
タ
—
 

も
い
 

ま
す
'
 
 

ネ
ズ
 

ミ
は
 

ジ
ャ
ン
プ
 

能
力
で
 

避
け
ま
す
 

が
、
 

頭
 

の
 

上
を
 

鉄
骨
が
 

流
れ
て
 

い
ま
す
の
で
 

気
を
 

つ
け
て
 

下
さ
い
。
 

ク
モ
は
 

巣
か
ら
 

時
々
 

現
 

わ
れ
ま
す
 

が
、
 

一
定
の
 

間
隔
が
 

決
ま
つ
 

て
い
 

ま
す
。
 

何
度
も
 

ゲ
 

I 
ム
 

す
る
 

ぅ
ち
に
 

タ
イ
 

ミ 

ン
グ
は
 

掴
め
る
 

と
 

思
い
ま
す
。
 

コ
ウ
モ
リ
 

は
 

バ
リ
ヤ
 

能
力
を
 

フ
ル
 

活
用
す
 

る
 

事
で
 

避
 

け
ま
す
。
 

ハ
イ
ス
 

コ
ア
の
 

ポ
イ
ン
ト
 

は
こ
 

の
 

バ
リ
ヤ
の
 

使
い
方
に
 

あ
り
ま
す
 

が
、
 

必
 

要
 

最
小
限
に
 

と
ど
め
る
 

事
が
 

大
切
で
す
。
 

屋
上
に
 

飛
来
す
 

る
 

u 
 

F 
◦
の
 

場
所
は
 

毎
回
 

変
わ
り
 

ま
す
が
、
 

こ
れ
 

も
 

一
定
の
 

規
則
が
 

あ
り
ま
す
 

の
で
、
 

ゲ
—
ム
 

を
 

や
り
な
が
ら
 

覚
え
て
 
下
さ
い
。
 

こ
れ
、
 

む
ず
か
し
い
 

よ
 

★  ★
★
 

0 ) 

なんとも 
困った ゲ—ム だね。 何回 

やつても 
屋上なん 

て 出て 
こない 

よ。 

こ
の
 

ゲ
 

ー 
ム、
 

少
し
 

い
じ
わ
る
 

力
 

過
ぎ
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
な
 

あ
"
 

い
く
ら
 

M
S
X
 

が
 

ホ
—
 

厶
 

パ
ソ
コ
ン
で
 

何
回
 

や
り
直
し
て
 

も
タ
ダ
 

だ
か
ら
と
 

い
つ
て
も
、
 

こ
れ
 

じ
 

や 

や
る
 

気
を
 

な
く
す
 

人
 

も
い
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
な
 

あ
。
 

で
も
 
ま
あ
 
ポ
ク
は
 
へ
た
 だ
け
ど
、
 
う
ま
 

い
 人
に
な
る
 
と
こ
の
 
く
ら
い
の
 
レ
ベ
ル
の
 

ゲ
—
ム
 

に
し
な
け
れ
ば
 

満
足
で
 

き
な
い
の
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

ね
。
 

こ
れ
 

だ
け
 

い
ろ
い
ろ
 

な
バ
ケ
 

モ
ノ
た
ち
 

が
 

出
て
 

く
る
と
、
 

う
ま
 

く
い
っ
た
 

時
の
 

征
服
 

感
は
 

す
ご
い
だ
ろ
う
 

と
 

思
う
よ
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

ゲ
—
ム
 

を
 

初
め
て
 

や
ろ
う
と
 

い
う
 

人
に
は
 

む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
 

け
ど
、
 

慣
れ
て
 

る
 

人
 

U
 

挑
戦
し
て
 

み
る
と
 

い
い
。
 

★  ★
★
★
 
 

S
 

ぬ
き
 

足
、
 

さ
し
 

足
、
 

忍
び
足
。
 

な
ん
と
 

か
し
て
、
 

最
上
 

階
ま
で
 

た
ど
り
つ
き
 

た
か
 

っ
た
。
 

そ
し
て
、
 

忍
者
の
 

様
に
 

素
早
く
、
 

足
音
 

も
た
て
 

ず
に
 

人
知
れ
ず
 

進
み
た
 

か
っ
 た。
 

す
べ
て
が
 

過
去
形
な
 

の
 

だ。
 

障
害
物
 

に
 

負
け
た
 

の
 

だ。
 

ボ
—
 

ル
の
 

お
化
け
に
 

襲
 

わ
れ
、
 

わ
け
の
 

わ
か
ら
な
い
 

生
き
物
が
 

飛
 

び
は
 

ね、
 

ひ
そ
 

や
か
に
 

ネ
ズ
 

ミ
が
 

走
り
去
 

つ
て
 

行
く
。
 

は
し
ご
を
 

よ
じ
登
り
、
 

「ハ
 

ツ 
、
ハ
ツ
」
 

と
 

息
を
 

切
ら
し
、
 

ふ
と
 

気
が
 

つ
く
と
、
 

エ
ネ
 

ル
ギ
—
 

が
も
う
^
^
 

し
か
 

残
つ
 

て
い
な
い
。
 

気
を
 

持
ち
直
し
て
 

奮
闘
 

し
た
が
 

…
…
 

。
後
は
 

思
い
出
し
た
く
な
い
。
 

最上
 

階
ま
で
 

登っ
 

たら
 

面
白
く
な
 

るん
 

だ
ろ
う
 

な 

あ—
 

と 

思つ
 

てい
たら
、 

「思
 

つた
 

だけ
」 

と
い
う
 

淋
し
い
 

現実
。 

憎々
 

しい
 

障
害
物
に
 

愛
想
笑
い
し
て
も
、
 

切な
 

い 
気
持
ち
は
 

届
か
ず
 

墜落
。 

ア—
 

残念
。 

★
 
 ★
★
 
 

(
F
)
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

、
プ
レ
イ
ヤ
—
 

に
 

得
体
の
 

知
れ
な
い
 

苛
立
ち
を
 

感
じ
さ
せ
る
。
 

並
 

違
、
 

人
間
と
 

い
う
の
は
 

、
一
度
 

失
敗
 

す
れ
ば
 

そ
の
 

時
点
で
 

何
ら
 

か
の
 

反
省
 

や
 

後
 

悔
が
 

生
ま
れ
、
 

そ
こ
か
ら
 

再
出
発
す
 

る
 

も
 

の
 

だ
。
 

ま
し
て
 

や
、
 

ご
く
 

初
歩
 

的
な
 

ミ
ス
 

を
 
犯
し
た
 

か
ら
と
 

い
つ
 

.て
、 

そ
の
 

人
間
を
 

人
生
の
 

失
格
者
に
 

す
る
 

ほ
ど
 

現
代
 

社
会
は
 

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
 

低
い
 

も
の
で
は
 

な
い
。
 

我
々
 

は
 

互
い
に
 

そ
の
こ
と
 

を
 

暗
黙
の
 

了
解
 

事
項
と
 

し
て
い
る
 

か
ら
こ
 

そ
、
 

も
ろ
も
ろ
 

の
 

社
会
 

状
況
に
 

対
し
て
 

自
信
を
 

持
っ
て
 

当
 

た
つ
て
 

い
け
る
 

の
 

だ
，
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
そ
ん
な
 
我
々
 
の
 あ
い
ま
 

い
さ
に
 
対
す
る
 
ア
ン
チ
 
テ
—
 
ゼ
な
の
 
だ
ろ
 

う
か
，
 

I
 度
の
 
失
敗
で
.
 最
下
 階
ま
で
 
つ
き
 

落
し
、
 
同
じ
 
こ
と
を
 
く
り
 
返
さ
せ
る
 
の
が
 

完
全
無
欠
の
 
機
械
文
明
な
 
の
だ
ろ
う
 
か
 

1
5
1
 

な
ん
と
 

ま
あ
、
 

む
ず
か
し
い
 

ゲ
—
厶
 

を
 

作
っ
た
 

も
ん
だ
。
 

ハ
シ
ゴ
 

昇
り
 

ゲ
—
 

ム
は
何
 

種
類
 

か
 

あ
る
け
れ
 

ど、
 

I
 

回
の
 

し
く
じ
り
で
 

一
番
 

下
ま
で
 

落
ち
ち
 

や
う
 

つ
て
い
 

う
の
は
 

こ
れ
 

だ
け
 

じ
 

や
な
い
 

か
 

な
 

あ
。
 

そ
れ
だ
け
に
 

プ
 

レ
—
 

ヤ
—
 

は
も
 

の
す
 

ご
い
 

プ
 

レ
ツ
 

シ
ャ
 

I 
を
 

感
じ
る
 

わ
 

け
な
ん
だ
 

け
ど
、
 

そ
こ
が
 

い
い
つ
て
 

い
 

う
 

人
 

も
 

結
構
い
 

る
み
た
い
 

だ
し
ね
。
 

r 

と
も
か
く
、
 

怪
物
 

や
 

障
害
の
 

種
類
は
 

多
い
 

し、
 

バ
リ
ア
と
 

ジ
ャ
ン
プ
 

と
い
、
 

っ 

2 
種
類
の
 

防
御
 

法
は
 

持
っ
て
 

い
る
し
、
 

今
ま
で
の
 

ハ
シ
ゴ
 

昇
り
に
 

あ
き
た
 

人
は
 

ぜ
ひ
 

I
 

回
 

や
っ
て
 

み
る
と
 

い
い
。
 

た
だ
、
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

、
攻
略
 

方
法
 

や
 

FT
 

ツ
を
 

マ
ス
タ
ー
 

す
る
 

の
に
 

そ
、
 

っ
と
う
 

時
間
が
 

か
か
り
そ
う
 

だ
し
、
 

I 
朝
 

I
 

夕
 

で
 

や
つ
つ
 

け
ら
れ
る
 

ゲ
—
厶
 

じ
 

や
な
 

さ
 

そ
う
だ
か
ら
'
 
 

気
の
 

短
い
 

人
に
は
 

お
す
 

す
め
で
 

き
な
い
な
。
 

何
回
 
や
ら
れ
て
も
 
く
じ
け
な
い
 
精
神
 

力
と
 
不
屈
の
 
闘
志
 
(
と
い
う
 
ほ
ど
 
大
げ
 

さ
な
 
も
の
で
 
も
な
い
 
け
ど
)
 
を
 
養
う
 
に
 

は
こ
れ
 
が
 
I
 番
 。
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
を
 こ
な
 

せ
る
 
ょ
う
に
な
れ
ば
、
 
他
の
 
ゲ
—
ム
 
を
 

や
る
 と
き
に
 も
コ
ツ
 を
つ
 か
む
 の
が
 早
 

く
な
る
 
こ
と
は
 
確
か
だ
ろ
う
 
ね' 

で
も
'
 
 

バ
ソ
コ
 

ン
 

ゲ
—
厶
 

マ
ニ
ア
つ
 て
い
う
 

の
は
、
 

つ
く
づ
く
 

恐
ろ
し
い
 

人
 

種
 

だ
と
 

思
っ
 

た
ょ
。
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

見
て
。
 



これからは、 家庭で 使える 
ソ フトガ 欲しい ね 0 

/ 協力 感謝 

今 n の 評論 束の 矜さ 

ん、 どうも ごくろう さ までした 0 

たまたま MSX マガ 
ジンの 編  m 部を おとず 

れ たば づ かりに'、 打 無 

を パ •わさず 原稿 川 紙を 

押しつけられた 入たち 

TV の 前に 座る と 

突然 評論家に なって し 

まう という、 なに か パ ソ コンの 魔 ハを 兄せ つ 

けられた ょぅな 気がし ます。 

まったく ハ。 ゾ コンを 
知らぬ 人から、 ノ iiHl バ 
ゾ コンの 保 心 •名まで、 
バラ エティに とんだ 人 

選に なりました。 

今後 もよ ろしく ガ 

8〇 

★の 意味 

★

 

 

.
 少しは 見れ る 

★  ★ . つ 一 户 

★  ★★ . . J 心〇  K 
★  ★★★ . 結構い ける 

★  ★★★★ . / 
この ソフト レビ ユーで 取 りあげる ソフト ウェアは、 

ROM、 カ セツ トを 問わす 

市販の ちので す。 また、 紹 

介す るソフ トは 多くの ソフ 

卜の 中 か 0> 選ばれた ちので 

すから、 だとえ ★印が 1 つ 
でも 紹介され ていない 他の 

ソフ トに 比べれば はるかに 

すぐれて いると いろ ことに 

なります。 なお、 紹介され 
だソフ トに 関する お問い 合 

せは、 各メ ー カ ー 宛に お 願 いします。 

0 V M M  0 AND M 

r -
 

今
月
の
 
評
論
家
の
 
プ
ロ
 
フ
イ
 ー 

ル
 

1
1
 

■
氏
 

34
 

歳
 

(
本
人
の
 

豐
 

口
に
 

よ
る
)
 

I
 部
の
 
地
域
、
 
特
に
 
青
山
、
 
渋
 
谷
 
あ
た
 

り
で
は
、
 
か
な
 
リ
 有
名
な
 
デ
 ザ
 イ
ナ
ー
。
 

本
人
は
 

,！ 
1 歌
っ
て
 踊
れ
る
 

ス
—
 パ
—
 デ
 ザ
 

イ
ナ
—
』
 

と
 自
称
し
て
 
い
る
が
、
 
真
偽
の
 

ほ
ど
は
 
不
明
。
 
パ
ソ
コ
ン
に
 
関
し
て
は
 
頭
 

に
 

『ど.』 
の
つ
 
く 素

人
。
 

〇
 

氏
 

s
 

代
 

後
半
 

M
 
 

s
 

X
 

マ
ガ
ジ
ン
の
 

広
告
を
 

集
め
て
 

く
 

れ
る
 

、
あ
り
が
た
—
 

い
 

人
。
 

と
き
ど
き
、
 

編
集
部
と
 

ぺ
—
ジ
 

の
と
り
 

合
い
な
 

ど
を
 

や
 

ら
 

か
す
。
 

結
構
 

も
の
 

好
き
な
 

と
こ
ろ
 

も
 

あ
 

つ
て
、
 

い
つ
の
ま
に
か
 

マ
シ
ン
 

ル
—
 

ム
で
 

ゲ
—
ム
 

に
 

熱
中
し
た
り
 

し
て
い
る
。
 

I

 
氏
 
2
6
 歲
 

某
 A 誌

、
 
某
」
 
誌
と
 
も
 契
約
し
て
 
い
る
、
 

あ
る
 
意
味
に
 
お
い
て
は
 
ア
 ス
キ
—
 
専
属
の
 

カ
メ
ラ
マ
ン
。
 
青
山
 
あ
た
り
で
 
違
法
 
駐
車
 

の
 赤
い
 
シ
テ
ィ
を
 
見
た
ら
 
仕
事
中
と
 
考
え
 

て
 も
い
 
い。 

『
ア
ッ
プ
ル
』
 

と
い
ぅ
 
元
祖
 

パ
ソ
コ
ン
み
 
た
い
な
 
機
械
を
 
持
っ
 
て
い
る
。
 

►
■
氏
 

年
齢
 

不
詳
 

M
s
 
な
ん
と
か
と
 

い
、
 っ
 雑
誌
の
 
編
集
長
 

を
 な
り
わ
い
と
 
し
て
い
る
。
 
杉
 並
 区
の
 
某
 

所
に
 
奥
さ
ん
 
I- <

 と
 娘
—
 
人
を
 
住
ま
わ
せ
 

て、 自分は ア スキ— に 住み
込
ん
 でい 

る
と
 
い、 つ 話

。
 
ア
 
ス
キ
—
 
が
 
マ
ン
シ
ョ
ン
 

住
い
の
 
こ
ろ
か
ら
 
こ
の
 
業
界
に
 
い
る
 
人
。
 

J 嬢 29 歳 

某
 M 誌

 編
集
部
 員
-
男
 ま
さ
り
の
 バ
イ
 

タ
リ
 
テ
ィ
と
^
 

一覚 悟
の
 
仕
事
ぶ
 
り
で
、
 

皆
の
 
喝
釆
を
 
あ
び
て
 
い
る
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

は
め
ん
 
ど
う
で
 
キ 
ラ
イ
」
 
と
い
い
な
が
ら
 

も、 
亩 M
 な
 表
情
で
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 

を
 握
る
。
 

ホ
ン
 
ネ
 不
明
の
 
女
性
。
 

S

 

氏
 

2
8
 

歳
 

い
つ
ま
で
も
 
若
い
 
若
い
 
と
い
っ
 
て
い
る
 

う
ち
に
も
う
 

じ
き
 30 歲 に

な
っ
 て
し
 ま
う
 

と
い
う
 

悲
し
い
 

人
物
。
 

「
私
は
 

世
の
中
で
 

I
 

番
 平
凡
な
 
人
間
な
 
の
 だ
」
 
と
 言
っ
 
て
い
る
 

こ
と
 
自
体
、
 
決
し
て
 
平
凡
で
は
 
な
い
 
と
い
 

う
こ
と
 
に
 気
付
い
て
 
い
な
い
。
 

N
 

嬢
 

m
 

代
 

草
 

な
、
 

な
ん
と
、
 

今
は
 

や
り
の
 

女
子
大
生
 

な
の
 

だ
よ
 

//
 

: 
顔
 

だ
け
 

見
る
 

と
 

女
 

i
 

问
校
 

生
で
 

も
 

通
用
し
 

そ
う
な
 

女
の
 

コ。
. 

な
に
せ
 

何
事
 

も
 

I 
生
 

懸
命
 

や
っ
て
 

く
れ
 

る
ん
で
、
 

編
集
部
 

I 
同
、
 

大
助
か
り
。
 

大
学
を
 

i
 

し
て
も
 

『
た
だ
の
 

人
 

J 
に
な
ら
ぬ
 

よ
う
に
。
 

K
 

氏
 

a
 

歳
 

元
 埼
玉
県
の
と
 
あ
る
 
地
方
で
、
 

口
—
 
力
 

ル
な
 
S
F
 
ク
ラ
ブ
の
 
会
長
を
 
や
っ
て
 
地
方
 

文
化
の
 
発
展
の
 
た
め
に
 
努
力
し
て
 
い
た
と
 

い
う
 青
年
 

顔
 だ
 .
^
 は
 ポ
ン
ポ
ン
っ
 
ぼ
い
 

の
 だ
が
 
け
っ
こ
う
 
エ
 グ
イ
と
 
こ
ろ
も
 
あ
っ
 

て
、
 

結
局
よ
う
 

わ
か
ら
ん
 

と
い
う
 

人
物
 

こ
れ
か
ら
は
 

ホ
—
 

.- 
ソ
フ
ト
 

の
 時
代
 

昨
年
の
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

や
 

今
年
の
 

お
 

正
月
 

に
 

M 
 

s 
 

X 
マ
シ
ン
を
 

購
入
し
た
 

人
 

も
 

か
な
 

リ
 

い
る
と
 

思
、
 

っ
が
'
 
 

使
い
 

ご
こ
ち
 

は
ど
う
 

•
だ
ろ
う
 

か
。
 

買
う
 

に
は
 

買
つ
 

た
が
 

I
 

度
 

も
 

電
源
 

令
 

入
れ
た
 

こ
と
が
な
い
、
 

な
ん
て
 

こ
 

と
の
な
い
 

よ
う
に
 

…
…
 

。 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

だ
つ
 

て
 

普
通
の
 

道
具
と
 

変
わ
り
は
 

な
い
。
 

使
い
込
む
 

う
ち
に
 

手
に
 

な
じ
み
、
 

慣
れ
て
 

く
る
 

も
の
 

だ
。
 

初
め
は
、
 

指
—
 

本
で
 

キ
—
ポ
 

I 
ド
に
 

触
れ
る
 

こ
と
で
 

あ
つ
て
も
 

い
。
 

毎
日
'
 
 

I
 

回
 

だ
け
 

電
源
を
 

O
N
 
 

• 
 

O
F
F
 

す
る
 

だ
け
で
 

も
い
 

い
〇
自
 

分
の
 

マ
シ
ン
 

以
外
の
 

も
の
に
 

触
れ
た
 

と
き
 

「
あ
れ
、
 

こ
の
 

キ
—
 

ち
よ
つ
 

と
 

感
じ
が
 

違
 

う
な
。
」
 

と
 

感
じ
れ
ば
、
 

そ
の
 

分
 

だ
け
 

あ
な
 

た
は
 

自
分
の
 

マ
シ
ン
に
 

慣
れ
て
 

い
る
は
 

ず
 

だ
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
 
用
 
ソ
フ
ト
 
も
、
 
か
な
 
リ
 

の
 数
が
 出
 ま
わ
り
 

始
め
た
。
 

あ
き
ら
か
に
 

1 X 
X 
型
ゲ
 
—
ム
』
 

と
 分
類
で
 
き
る
 
よ
う
 

な
 も
の
か
ら
、
 

ホ
 I 

厶
ユ
 
—
ス
を
 
意
識
し
 

た
教
 
I
T
 
学
習
用
の
 
も
の
ま
で
、
 
多
種
 
多
 

様
 だ
。
 
い
ま
ま
で
の
 
パ
ソ
コ
ン
 
ソ
フ
ト
と
 

違
い
、
 
ソ
フ
ト
 
メ
ー
 
カ
—
 
が
 相
手
に
 
し
な
 

け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 

の
は
、
 
マ
ニ
ア
で
 
も
專
 

門
 家
で
 
も
な
い
 
人
た
ち
 
な
の
 
だ
か
ら
、
 
統
 

I
 規
格
で
 
市
場
が
 
拡
大
さ
れ
 
た
と
は
 
い
え
、
 

評
価
す
 
る
 人
た
ち
 
の
 目
は
 
む
し
ろ
き
 
び
し
 

く
な
 
つ
た
と
 
い
う
べ
き
 
だ
ろ
、
 っ。 

パ
ソ
コ
ン
を
 

ゲ
 

f 
厶
マ
 

シ
ン
と
 

し
て
の
 

み
 使
う
 
人
が
 
い
て
も
 
い
い
し
、
 
タ
ィ
プ
 
ラ
 

ィ
タ
—
 
の
 練
習
 
用
 だ
と
い
 
う
 人
が
 
い
て
も
 

べ
つ
に
 

か
 

J-
 

わ
な
い
 

と
は
 

思、
 

っ
が
。
 

せ
つ
 

か
く
の
 

パ
フ
 

ォ
—
 

マ
ン
ス
を
 

生
か
す
 

も
 

殺
 

す も、 すべて ソフト i なの だ。 

ホ
—
 

ム
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

実
現
す
 

る
た
 

め
に
 

ハ
—
 
ド
メ
—
 
カ
ー
 
は
 M
S
X
 
を
 作
つ
 
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
 
ホ
—
 
厶
 ソ
フ
ト
の
 
時
代
 
だ
。
 



m 
a 
序 •続きは 電話 i 本、 翌日から 使えます 

各 メーカーの 最新 機種が いつも OK 

もし ト ラブ ルが あっても 代替 機が すぐ 届きます 

低 コス トで 利用 できる 経済性 

周辺機器 も、 きわめて 豊富です 

G
 雲
®
 

い
ま
 
、
レ
ン
タ
ル
。
 ハ
 ソ
コ
ン
 は
 千
金
を
 
生
む
 
時
代
。
 
0
 A
。
 ハ
 ソ
コ
ン
 
の
 場
合
、
 
展
示
 

会
 用
に
、
 
研
修
 
会
 用
に
、
 
そ
し
て
 
決
算
期
に
、
 
さ
ら
に
。
 ハ
 ソ
 コ
ン
 ラ
ッ
シ
ュ
の
 
な
か
 

最
適
の
 
機
種
を
 
お
選
び
に
な
る
 
た
め
に
な
 
ど
い
 ま
 人
気
 
h
 昇
 中
。
 レ
ン
タ
ル
な
 

ら
で
 は
の
 
メ
リ
ッ
ト
で
 
広
く
 
愛
用
さ
れ
 
て
い
ま
す
。
 
ま
た
、
 
ゲ
—
ム
 
、
住
所
録
 

整
 里
な
 
ど
 
…
…
 
プ
ラ
ィ
べ
 
ー 
ト
用
 
も
；
 i
 広
く
 
ご
 利
用
い
た
 
だ
い
て
 
い
ま
す
。
 千
金
 



X 
MS  X ルームは、 统 

者と 部を 結ぶ コ 
ミユ ニケ ー シヨ ンス 
ベース。 楽しい おた 

より、 質問を どん ど 
ん ちよう だいね 0 

勤
め
先
で
 

n ン
ピ
 
ュ
—
夕
 
室
を
 
担
当
し
 

て
 6 年

に
な
る
 
f
 
月 年
で
す
。
 
例
外
処
理
 

で
 パ
ソ
コ
ン
 (
 16 ビ
ッ
ト
 機
)
 を
 導
入
す
 る
 

事
に
 
な
り
、
 
B
A
S
I
C
 
の
 勉
強
を
 
始
め
 

る
た
 
め
 S
 
で
 使
え
る
 
機
種
を
、
 
と
い
う
 

と
こ
ろ
へ
 
M
S
X
 
の
 発
表
。
 
本
屋
さ
ん
 
に
 

す
す
め
ら
れ
て
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 

| 読
 

し
た
と
 
こ
ろ
、
 
こ
れ
 
こ
そ
 
求
め
て
 
い
た
 も
 

の
と
 
喜
ん
で
い
 
ま
す
。
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

関
係
の
 

ソ
フ
ト
が
 

少
な
い
 

の
 

が
 

不
満
で
す
 

が
、
 

今
後
に
 

期
待
し
 

ま
す
"
 

現
 

在
は
 

パ
ソ
 

ビ
ア
—
 

Q
 

で
 

B
A
S
I
C
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

作
成
を
 

開
始
し
た
 

と
こ
ろ
で
す
。
 

プ
リ
ン
タ
 
や
 漢
字
 
ヮ
—
 
プ
ロ
の
 
特
集
、
 

紹
介
 
や
 解
説
 
記
事
を
 
ぉ
願
い
し
ま
す
。
 

大
阪
市
 
旭
区
 

山
 田
祐
次
 
(
 56 歲

)
 

©コンビ ユータ 室に 勤務な さる 
方
か
ら
、
 
『
こ
れ
 
こ
そ
 
求
め
て
 
い
た
 

も
の
』
 
な
ど
と
 

fi わ
れ
る
 
と
ま
さ
 

(: 汗
顔
 

の
 至
り
で
す
。
 さ
て
 
ご
 期
 侍
の
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
、
 

そ
 

ろ
 そ
ろ
 
M
S
X
 
 
— 
D
O
S
 
の
^
!
 
も
 進
み
 

は
じ
め
ま
し
た
 
か
ら
、
 

ILI m
 さ
ん
の
。
 ハ
ゾ
 

ピ
ア
 
I 
Q
 が
 便
利
な
 
デ
ィ
 
ス
ク
付
 
ビ
ジ
 
ネ
 

ス
機
に
 変
身
で
 き
る
 日
 も
'
 
 そ
う
 遠
く
は
 

な
い
で
 

し
ょ
う
。
 ま
た
、
 プ
リ
ン
タ
な
 

ど
 

の
 周
辺
 
i
 

(: つ
い
て
は
、
 

ハ
ー
 ド
ニ
ュ
 

丨
ス
 
、
レ
ビ
 

ュ
 
ー
 
の
 
ほ
か
に
、
 
頃
合
い
を
 

み
て
 
£
3
^
 を
 組
む
 
こ
と
 
も
 考
え
て
 
い
ま
す
。
 

お
楽
し
み
に
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
を
 
買
い
ま
し
た
。
 
キ
ヤ
 

ノ
ン
の
 
V
 

10 で
す
。
 
つ
い
に
 
セ
カ
ン
ド
 

n
 
ン
ピ
ュ
 
—
夕
を
 
持
つ
 
身
に
 
な
つ
て
 
し
ま
 

っ
た
、
 
と
い
う
 
わ
け
で
 
当
分
は
 
愛
機
 
P
C
 

1
8
0
0
1
 
と
 併
用
す
 
る
つ
 
も
り
で
す
 

0 

僕
は
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 
買
う
 
と
、
 
サ
 

I
 
ク
ル
の
 
み
ん
な
に
 
見
せ
る
 
の
で
す
 
が
、
 

星
占
い
の
 

n I 
ナ
—
が
 
う
け
て
い
 
ま
す
。
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
輪
を
 
広
げ
た
い
で
す
 
ね
。
 

京
都
市
 左
 京
 区
 
澤
田
修
 
司
 (
 21 歳

)
 

©ご^^くだ さつて ありがとう。 
新
し
い
 
マ
シ
ン
を
 
德
 
人
し
た
 
そ
う
 

で
す
 
ね
。
 
人
 切
に
 
扱
っ
て
 
あ
げ
て
 
下
さ
い
。
 

『
対
人
！
 
f
 rl い』 

は
 M
S
X
 
マ
ガ
 ジ
 

ン
の
名
 物
の
 ひ
と
つ
。
 
彼
女
 や
 彼
の
 
こ
と
 

が
 気
に
な
る
 人
た
ち
 {: は

 大
い
に
 感
謝
 さ
 

れ
た
 り、 

う
ら
ま
れ
た
り
 と
い
う
と
 こ
ろ
。
 

こ
れ
と
 
パ
イ
 
オ
リ
 
ス
ム
 
を
 調
 
ベ
る
 
ソ
フ
ト
 

を
 組
み
合
わ
せ
れ
ば
 
絶
对
寧
 
义
(
 何
が
？
)
。
 

現
在
 
私
は
 
P
C
 
 
8
0
0
1
 
を
 主
に
 
使
 

用
し
て
 
い
ま
す
が
 
、
ラ
イ
ト
ペ
ン
の
 

お
 絵
 

描
き
 
ソ
フ
ト
に
 
ひ
か
れ
て
 
女
房
'
 
 子
供
用
 

に
と
 サ
ン
 
ヨ
—
の
 
W
A
V
 
 Y
 10 を

 購
入
し
 

ま
し
た
 。
ま
さ
に
 家
庭
 用
 ゲ
—
ム
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 と
い
、
 r
*
 能
。
 
古
 _
 ハ
ソ
 コ
ン
で
 

ゲ
 I 

ム
し
 
か
や
ら
な
い
 
の
な
ら
、
 
M
S
X
 

を
 買
っ
 て
 余
っ
 た
お
 金
で
 R
O
 M
 力
—
 卜 

リ
 
ツ
ジ
を
 
買
い
 
ま
し
よ
う
。
 

追
伸
 
—
—
 
お
 絵
描
き
 
ソ
フ
ト
を
 
早
く
 
R
 

〇  M
 で
 出
し
て
 
ほ
し
い
と
 
子
供
 
(
 4 歲

)
 が
 

言
っ
 
て
お
り
ま
す
。
 

至 51 都 江戸
川 

区 
平 松 正 ( 33

 
歳)
 

の 

創
造
力
を
 

伸ば
す 

ため
に 

も、
 

ライ
 

ト 

ペン
の 

お 
絵描
きは
 

よい
 

4
^
で
す
。
カ
ラ
|
も
 

16 
<^
ぇる
 

ので
 

_
感
覚
 

を 

養う
 

のに
 

一役
買っ
て 

いる
ので
 

はな
いで
 

しよ
う 

か。
 

今^
 

5- 

には
 

デイ
 

スク
も 

発売
され
、 

DO
S 

が 

_
 

され
ます
 

ので
、 

MS
X 

も，
 

i
 

用 

ビジ
ネス
 

対応
 

コン
 

ピユ
 

ー 
タ 

々に
 

格 

h 

げし
て 

い
た
だ
け
た
ら
 

と 
思い
ます
。 

長
 時
 1
 フ
ラ
ウ
 
ン
管
に
 
向
か
う
 
と
き
に
は
、
 

お
子
様
の
 

目
に
 卜
 分
注
 意
し
て
 あ
げ
て
 下
 

さ
い
。
 

今
、
 

日
立
 

M
B
 
 

H
1
 

を
つ
 

か
つ
て
い
 

る
の
で
 

す
が
、
 

H
1
 

の
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

や
 

雑
誌
の
 

宣
伝
な
 

ど
で
々
 

女
が
 

出
て
 

く
る
，
 

と
み
ん
な
 

に
 

言
わ
れ
て
 

頭
に
 

く
る
の
で
 

す
。
 

お
ま
け
に
 

貴
誌
 

1 
月
 

号
に
 

も、
 

H
1
 

の
宣
 

伝
で
 

女
が
 

出
て
 

い
る
。
 

貴
誌
を
 

つ
う
じ
て
 

み
ん
な
に
 

い
つ
て
 

や
つ
て
 

ほ
し
い
。
 

オ
レ
 

は
 

女
が
 

好
き
で
 

買
っ
 

た
ん
じ
 

ゃ
な
い
。
 

神
奈
设
平
塚
市
宮
本
カ
ゥ
べ
丄
 

12
 

歲
)
 

®
 

ムキ になつ て* 小 Z 定す ると ころ 
が
 ̂
 し
い
。
 
そ
も
そ
も
"
 欠
が
々
 

な
ん
て
 
発
想
が
 
ネ
喑
 
い
ん
だ
。
 
ラ
ジ
カ
セ
 

の
 C
M
 

(: 女
の
，
 J- が

 出
て
 
い
た
か
ら
 
つ
て
、
 

怒
る
 
こ
と
は
 
な
い
 
よ
ね
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

だ
っ
て
 

同
じ
。
 

其
^
 が
-
緒
の
 

M
s
 

X
 だ
か
ら
、
 

C
M
 
だ
け
で
 
マ
シ
ン
を
 
選
ん
 

だ
つ
 
て
 か
ま
わ
な
 
い
ん
だ
。
 
だ
か
 
ら
 キ
ミ
 

も
 ̂
: 々

 と
 胸
を
 ̂
 
つ
て
い
 
つ
て
み
 
よ
う
。
 

"
ォ
 
レ
は
 
女
が
 
好
き
で
 
H
 
つ
た
ん
だ
/
"
 

バ
ッ
ク
 
ナ
ン
パ
—
 
は
 売
つ
 
て
 も
ら
え
な
 

い
の
で
し
 
よ
う
か
？
 
マ
ィ
コ
ン
の
 
キ
—
 
ト
ッ
プ
に
 
卢= {

子
が
 あ
 

れ
ば
 
目
の
 
不
自
由
な
 
人
た
ち
 
も
 使
え
る
 
の
 

で
は
な
い
 
の
で
し
 
よ
う
か
。
 
そ
れ
に
 
点
字
 

プ
リ
ン
タ
な
 
ど
も
 
そ
ろ
え
れ
ば
 
…
…
 

。 

目
の
 
不
自
由
な
 
人
た
ち
 
に
も
、
 
こ
う
す
 

れ
ば
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
 
と
し
て
の
 
道
が
 
ひ
ら
け
 

る
と
 
思
い
ま
す
。
 

埼
玉
県
 川
口
 市
 
高
山
 剛
 (
 15 歲

)
 

ッ
ク
 

ナ
ン
、
 

パ
—
 

は
 

4
 

社
の
^
 

5 

部
に
 

問
い
 

八
 

n わ
せ
て
 

ド
 

さ
い
。
 

問
 

いへ
：：
 

わ
せ
の
 

際
、
 

何
 

n
 

v 
か
 

(
必
ず
、
 

H
 

-V
;-
 

で
 

11
11
 

い
 

八：
： 

わ
せ
て
 

ド
 

さ
い
。
 

削
 

叫
 

, V 
は
 

12
 

n
 

v>
 

、 
^
一
:
:
ワ
は
〇
 

^
 

と
し
ま
す
べ
何
 

冊
 

必
要
 

か
な
 

ど
 

明
確
に
。
 

い
き
な
り
 

お
金
 

を
 

送
る
 

の
は
 

や
め
て
 

ド
 

さ
い
。
 

占 
i 字
。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
の
 

提
案
、
 

非
常
に
 

有
意
 

だ
と
 

思
い
ま
す
。
 

ホ
 

ー 
ム。
 

ハ
ソ
 

コ
ン
と
 

な
 

石
べ
 

く
し
て
 

^
 

ま
れ
た
 

M
S
 

X 
で
す
 

か
 

ら 
'
こ
ん
な
 

ソ
フ
ト
 

や
 

ハ 
ー 

ド
が
 

あ
つ
て
 

も
し
 
か
る
べ
き
 
で
す
。
 
何
 力：：：： か

 前
に
、
。
 ハ 

ソ 
コン^-:: 

イ
プ
に
 
し
よ
ぅ
と
 
い
ぅ
 

試
み
を
 

rf つ
て
い
た
 

•1 •業
 -!,.- 
1
 校が
 TV
 

で
 紹
介
さ
れ
 
て
い
ま
し
た
 
が
、
 
こ
こ
は
 
世
 

界
 
に
 冠
た
る
 
日
本
の
 
メ
ー
ヵ
 
ー 
に
が
ん
 
ば
 

つ
て
 
ほ
し
い
と
 
こ >> で

す
。
 

“H
I 

山
 

^
 

も
-
度
 

点
字
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
 

I 

を
®
 

九
し
て
 

み
て
 

下
さ
い
。
 

ソ
フ
ト
 

次
第
 

で
 

何
と
か
な
る
 

部
分
 

も
 

あ
る
は
 

ず
で
す
。
 

私
の
 

職
場
で
 

昨
年
 

9 
月
か
ら
 

千
歲
 

マ
イ
 

コ
ン
 

倶
楽
部
 

(
T
M
C
C
)
 

を
 

結
成
し
、
 

メ
 

ン
バ
—
 

約
 

20
 

名
が
 

毎
週
 

木
曜
日
に
 

2 
時
間
 

程
度
、
 

B
A
S
I
C
 

入
門
 

初
級
に
 

取
組
み
 

勉
強
し
て
 

い
ま
す
。
 

M
S
X
 

の
 

登
場
で
、
 

小
生
 

も
 

何
 

か
 

一
台
 

購
入
し
た
 

い
と
 

思
っ
て
 

い
ま
す
。
 

よ
ろ
し
く
 

ご
 

教
導
 

願
い
ま
す
 

0 

涵
！
 

北
海
道
 千
歲
市
 
田
尻
恪
 男
 
52 歲) 

什 事の！ 
で、 もしくは 

自発 
的に、史32年の方がコンピユ 

1 
夕を 

はじめる 

ケ 
ー 
スが 

ふえてい 

る 

ようです。 

一 
. It 見 B'i です 

と、 

FORT 
RAN 

や  
COBOL  

とい 

' -o た.：！： 
1  級！ 

n 

語 
が 
主：^ 

V、 

そのための 

マシン 

も 
個 

人で 
-7- 
に入るものではありませんで 

した。 

マィコンの 

並 及と 

BASIC 

S 
語の^! 

により、 

コン 

ピユ 

—夕も 

個人 

所有の 

時代に 

なり、 

それだけに 

コン 

ピユ 

—夕に 

何を 

させる 

かとい 

う 

も 
大きくな 

つてい 

るよう 

です。 

目的は 

なんに 

せよ、 

コン 

ピユ 

ー 
タを 

知る 

ことが 

先；^ 

みなさん 

ガンバ 

ッ 

テ 
下さい。 



の プレゼントで〜 す 

會 MS  X バッジ （3 ケ 1 組) 5 銘 さま 

_ms  x 早 わかり 事典 

朝日 新聞社 彳〇 名 さま 

MS  X マシンを た だの ゲーム 機 
と 決め こんでいる 人が 多い よう だ 

けど、 「m  S  X 早 わか リ亊典 j を 読 

むと そんな 考え も ふつ 飛んで しまう。 

学習から 事務 処理に 十分 活用で 

きる 内容が 解説され ている からだ。 

M  S  X を まだ 理解して いない 人に 

は 絶対 おすすめの 書で ある。 今回 

は 丨〇 名の 方に プレゼント。 

^ 

月の スケジュール 

1  THU 

2FRI 
写真 用品 ショウ • 科学技術 館 

3  SAT 
ひな 祭 

4sun 

5mon 

6  TUE 

7wed 

8  THU 

QFRI 

in  SAT 

#  SUN 

IP  MON 

13JUE 

14  w£D 

15JHU 

j  16FRI 

I  :プ 7547 ■:: ::: 

1 卷  SUN 

IQ  MON 

壤) TUE
 春分の日 

P  ブ  WED 

2PTHU 

23FRI 

P4SAT 

2ESUN 

P6M0N 

27JUE 

28wed 

PQ  THU 

aOFRI 

31  SAT 

好
評
だ
っ
た
 
「
M
s
x
 
パ
ソ
コ
ン
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
 
IS 

習
 会
」
 
^
 

ル
—
 ブ
 H
s
 
ン
ガ
 
11  (

舞
)
 
発
 

峙
ア
 

ス
キ
—
 

シ
ー
ル
 

(
2
 

枚
 

1 
組
)
 

5
0
 

名
 

さ
ま
 

プ
レ
 
ゼ
ン
 
ト
 

応
募
の
 
あ
て
 
先
 

〒
 107 惠

足
都
 
港
 区
 南
 青
山
 
五
十
一
 

五
 

住
友
 
南
 青
山
 
ビ
ル
㈱
 

ア
 
ス
キ
—
 

「
M
S
X
 

マ カ
ジ
ン
」
 

フ
レ
 
セ
ン
 
ト 係

 

(
ご
 希
望
の
 
品
名
、
 
住
所
'
 
 
氏
名
、
 
年
齢
 

を
 明
記
し
て
 
く
だ
さ
い
。
 

ア
ン
 
ケ
—
ト
 
ハ
 

ガ
キ
 
で
は
 
応
募
で
 
き
ま
せ
ん
)
 

メ
切
は
 
毎
月
 
20 日、 

発
表
は
 
発
送
を
 
も
つ
 

て
 か
え
さ
せ
て
 
い
た
だ
き
ま
す
。
 

編
集
部
に
 
も
 楽
し
い
 
お
便
り
が
 
た
く
さ
 

ん
 届
い
て
 
ま
す
が
、
 
中
で
 
も
 
M
s
 
X を

活
 

気
 的
に
 
使
っ
て
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
—
 
講
習
会
を
 

開
い
た
 
と
い
う
 
う
れ
し
い
 
報
告
を
 
ム
 H
1
 は
 

紹
介
し
 
ま
し
よ
う
。
 

と
こ
ろ
は
 
福
井
県
。
 

「
グ
ル
 
ー 
プ
 
H
 チ
 

ゼ
ン
 
ガ
 ニ
」
 
と
い
う
 
な
ん
と
も
 
ユ
 ニ
—
 
ク
 

な
ネ
—
 
ミ
ン
 
グ
が
 
土
地
柄
を
 
旬
 わ
せ
 
る
ん
 

で
す
 
ね
。
 
こ
の
 
エ
チ
 
ゼ
ン
 
ガ
 ニ
は
、
 
福
 井
 

県
 パ
ソ
コ
ン
 
協
 1
 
35 の
こ
と
 
で
'
 
 会
員
 
数
 

は
 約
八
〇
 
名
、
 
代
表
は
 
佐
々
 
木
 翼
 
氏
¬
 

と
 き
は
 
 一
月
 八
日
。
 
 福
并
 
市
の
 
県
民
 
会
 

館
で
 
M
S
X
 
パ
ソ
コ
ン
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
—
 
講
 

習
 会
が
 開
か
れ
、
 

各
地
か
ら
 た
く
さ
 

ん
の
 
受
講
者
が
 
集
ま
っ
 
た
そ
う
で
す
。
 

講
習
に
は
 
各
メ
—
 
力
—
 
の
 M
S
X
 
パ
ソ
 

コ
ン
 
ニ
十
 
四
 台
が
 
用
 立
 f
 
れ
 '
受
講
者
た
 

ち
は
 
説
明
に
 
従
つ
 
て
 キ
—
ポ
 
I 
ド
を
 
た
た
 

き
'
 
 初め
て
 パ
ソ
コ
ン
に
 

触
れ
る
 人
た
ち
 

も、 
簡
単
な
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
作
成
を
 
し
た
と
 

い
う
か
ら
 
ス
ゴ
イ
 
で
す
 
ね
。
 

受
講
 
料
は
 

I
 人
 
I、 〇

〇
〇
 
円
の
 
チ
ヤ
 

リ
 テ
イ
—
 
費
用
 
だ
け
で
、
 
収
益
金
 
五
 万
 
I、 

〇
〇
〇
 
円
の
う
 
ち
 実
費
 
用
を
 
除
い
た
 
三
 万
 

I
、
 
〇
〇
〇
 
円
が
 
福
 井
 
ユ
ネ
ス
コ
 

協
会
に
 

贈
呈
さ
れ
 
た
と
の
 
こ
と
。
 

グ
ル
—
 
プ
 
H
 チ
 ゼ
ン
 
ガ
 ニ
は
、
 

〖
早
に
 パ
 

ソ
 コ
ン
の
 
普
及
 
だ
け
で
な
く
 
生
涯
学
習
の
 

| 環
と
 
し
て
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
と
ら
え
、
 

外
に
 
活
動
を
 
/ 
5
 け
て
 
い
る
と
 
い
う
 
こ
と
な
 

の
で
'
 
 福
 井
 近
辺
の
 人
、
 
參
 加
し
て
 み
て
 

は
ど
う
 
か
な
。
 

希
望
者
は
、
 
次
の
と
 
こ
ろ
ま
で
 
お
 手
紙
 

で
 申
し
込
ん
で
 
く
だ
さ
い
。
 

〒
 
9
1
3
 福
 
i
 
坂
并
郡
 
三
国
 
町
 滝
 
谷
 
3
I
 —
 
6
7
 

佐
々
 
木
^
 
K
 さ
ん
ま
で
。
 

そ
の
 
際
、
 
返
信
用
 
切
手
と
 
封
筒
 
も
 同
封
 

す
る
 
こ
と
を
 
お
忘
れ
な
 
く
。
 

こ
の
よ
う
に
、
 
各
地
の
 
お
た
よ
り
 
も
 お
 

待
ち
し
て
 い
ま
す
。
 「
エ
チ
 ゼ
ン
 ガ
 ニ
」
 の
 

皆
さ
ん
、
 
こ
れ
か
ら
 
も
が
ん
 
ば
つ
て
 
ね
。
 



MESSAGED 
集まれ/  MSX フェアが スタート : メッセージ ボ 

日立の 

M
S
X
 
マ
シ
ン
 

か H
 ,
r
 セ
ミ
ナ
—
 開
催
 

「
見
る
、
 

聴
く
'
 

楽
し
む
」
 

で
 

お
な
じ
み
 

の
 

口
—
 

デ
ィ
 

プ
ラ
ザ
 

(
日
立
)
 

で
は
、
 

M
s
 

X
 

マ
シ
ン
"
 

H
I
"
 

を
 

使
っ
て
 

セ
ミ
ナ
—
 

を
 

開
催
。
 

操
作
 

方
法
は
 

も
ち
ろ
ん
 

の
こ
と
、
 

簡
単
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

作
成
ま
で
 

親
切
に
 

指
 

導
し
て
 

く
れ
る
。
 

マ
シ
ン
に
 

触
れ
る
 

の
は
 

初
め
て
と
 

い
う
 

人
に
 

出
か
け
て
 

い
っ
て
 

ほ
 

し
い
 

セ
ミ
ナ
 

I 
で
あ
る
。
 

期
日
 

二
月
 
十
四
日
、
 
十
六
 
日、 

二
十
 
二
 

日、 
二
十
四
日
の
 
い
ず
れ
も
 
十
二
 

時
 十
五
 
分
〜
 
十
二
時
 
五
十
 
五
分
。
 

場
所
 
惠
眾
都
 
中
央
 
区
 銀
座
 
西
 二
-
二
 

有
 楽
 フ
—
ド
 
セ
ン
タ
—
 
東
 館
 
I 階
 

T
E
L
〇
三
五
六
ニ
ー
ー
三
四
〇
 

/
 

M SX 
マ
ガ
ジ
ン
」
 

%
,
 の
 バ
ッ
ク
 ナ
ン
 Y
 

V が 手に入る ぞ\ 

こちらは千葉県船橋市。 

|^ $><フ 

ェアでは 

ない 

が' 
「マイコン 

•バック. 

ナンパ！ 

フェア」 

が 
開催され 

る。 

つ
ま
り
、
 

今
ま
で
 

入
手
で
 

き
な
 

か
っ
た
 

マ
イ
コ
ン
 

雑
誌
の
 

バ
ッ
ク
 

ナ
ン
パ
—
 

が
 

手
 

に
 

入
る
 

と
い
う
 

う
れ
し
い
 

フ
ェ
ア
 

だ
。
 

も
ち
ろ
ん
'
 
 

本
誌
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 

も
 

ス
タ
ッ
フ
 

募
集
 

M
 
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 

編
集
、
 
編
集
 

雑
務
、
 プ
ロ
グ
ラ
マ
を
 

s
 し
て
い
ま
す
。
 

ご
 

希
望
の
 

方
は
、
 

履
歴
 

害
 

(
写
真
 

添
付
 

の
こ
と
)
 

を
 

同
封
の
 

上
、
 

編
集
部
ま
で
 

お
 

送
リ
 

く
だ
さ
い
。
 

わ
れ
 
こ
そ
は
 
と
 思
う
 
方
、
 
ビ
シ
 
バ
シ
ご
 

応
募
く
 
だ
さ
い
。
 

M
 S
 X
 ▽
シ
ン
の
 

感
想
 

募
集
 M

 
S
X
 
ュ
—
 
ザ
—
 
か
ら
の
 
お
便
り
 
も
 
多
 

含
^
^
 
| 万
 冊
が
 展
示
'
 
 販
売
さ
れ
 
る
の
 

で、 
買
い
 
そ
び
 
れ
た
 
人
は
 
こ
の
 
機
会
に
 
足
 

を
は
 
こ
ん
で
 
み
よ
、
 
っ。 期
間
 

一
月
 二
十
 
七
日
 
丄
 
| 月 

二
士
 
百
 

場
所
 
西
武
 百
貨
店
 船
橋
 店
 10 階

 ブ
ッ
ク
 

セ
ン
タ
 
I 

問
い
合
わ
せ
 

T
E
」
 
〇
四
 
七
四
丄
 
|
 五
—
 
〇
二
 

1
 g
 五
三
 
四
 

。 N 
ソ
 

コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
 

"
シ
グ
 

K
 

も 

が
ん
ば
 

っ 
と
る
 

が
 

や
\
 

「
パ
ソ
コ
ン
は
 

関
東
 

だ
け
の
 

も
の
で
は
 

な
 

い
」
 

と
ば
 

か
り
に
 

鼻
 

ィ
キ
 

荒
く
 

が
ん
ば
っ
 

て
い
る
 

の
が
 

「
シ
グ
マ
」
。
 

フ
ェ
ア
 

期
間
は
、
 

二
月
 

十
六
 

日
 

1 
三
月
 

十
五
 

日
ま
で
の
 

一
力
 

月。
 

M
s
 
 

x
n
—
 

ナ
 

I
 

を
％
^
 

i
 

し
て
 

ソ
フ
ト
の
 

デ
モ
を
 

行
ぅ
 

ほ
 

か
、
 

1
 

1
:
か
親
切
に
実
施
指
考
 

期
間
 

中
、
 

M
S
X
 

ソ
フ
ト
を
 

買
ぅ
 

と
 

記
 

念
 

品
 

か
も
ら
 

え
る
 

し、
 

二
月
 

二
 

六
日
、
 

三
 

月
 

四
日
に
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

お
よ
び
 

ソ
フ
ト
 

赞
 

者
 

先
着
 

二
〇
 

名
に
 

限
っ
て
 

T 
シ
ャ
ツ
 

を
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
，
 

く
れ
る
。
 

名
古
屋
 
近
辺
で
 
M
S
X
 
に
 興
味
 
あ
る
 
人
 

は
ぜ
 
ひ
 
一
度
 行
っ
て
 
み
た
い
 
シ
ョ
ッ
プ
 
だ
。
 

i
 
先
は
 
次
の
と
 
お
り
。
 

名
 古
 I
*
 
中
 区
 大
須
三
 
丁
目
 
三
 〇
 — 

11,1 七
 

パ
ソ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
 

シ
グ
マ
 

K
J
L
0
 
五
 
二
 1
 
1
 五
 
 丁
 
八
 
 1
1
1
1
1
1
1
 

くな つてき ました。 そこで 本 f± &o では 

MSX 

マシン^^って 

みた 

感想、 

あ 

るいは 

「こんな 

使い方を 

している 

よ」 

てな 

具合に、 

原稿を 

募集して 

います。 

採© Up には、 小社 3 疋 の 原_ を 

差し 

あげて 

おります 

ので 

どしどし 

お 

寄せく 

ださい。 

形式は 

自由です。 

ブ
 5
M
 
大
藿
 

M
S
X
 
編
集
部
で
は
、
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
 

を
 使
つ
 
た
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
i
 
集
し
て
 
い
ま
 

す
。
 
投
稿
す
 る
 場
合
は
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

セ
ー
 
ブ
 し
た
 
カ
 セ
ツ
 
ト
と
 
内
容
、
 
操
作
 
方
 

ア
 フ
タ
 
I 
ケ
ア
 

I 
月
 
7
 
日
 発
売
の
 

M  S  X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

2
 

月
 号
の
 
内
容
 
お
よ
び
 
文
#
^
 
に
 誤
り
が
 
あ
 

: 
し
た
 
こ
と
を
 
お
詫
び
と
 
と
も
に
 
訂
正
 

い
た
し
ま
す
。
 

☆
 
 P
 
5
9
 …
…
 
三
段
目
 
1
9
 行
 
目
、
"
 
C
T
R
T
 
 
" 

は
"
 
CTRL  " 

の
 誤
り
で
す
。
 

☆
P
 
60 …

…
 
一
段
 目
 
II 行

 目
、
 
「
三
〜
 
五
行
」
 

は
 

「 30 〜 50 行
」
 
の
 誤
り
で
す
。
 

☆
 
 P
 6
0
 …
…
 四
段
目
|
行
目
へ
図
 |5
 ~
は
と
 

つ
て
く
 
だ
さ
い
。
 

☆ 
 

p 
6l
 

.r
: 

一段
 

目 
12
 

行 目 
「2
 

行」
 

は 

法
を
 
書
い
た
 
原
稿
を
 
お
送
り
く
 
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
 

ご
 

投
稿
い
た
 

だ
い
た
 

も
の
は
 

原
則
と
し
て
 

返
却
で
 

き
ま
せ
ん
 

の
で
、
 

必
 

場
合
は
 

コ
ピ
—
 

を
と
 

つ
て
 

お
い
て
く
 

だ
さ
い
。
 

採
用
 

分
に
は
、
 

小
社
 

規
定
の
 

原
 

稿
料
を
 

差
し
上
げ
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

販
 

売
を
 

行
、
 

つ 
際
に
は
 

印
税
を
 

お
支
払
い
 

し
ま
 

す
。
 

ま
た
、
 

他
者
の
 

著
作
権
の
 

侵
害
に
 

つ
 

な
が
る
 

も
の
'
 
 

他
社
 

•
誌
と
の
 

二
重
 

投
稿
 

「 
20
 

行」
、 

三
段
目
 

2 
行
 

目
 

「1
11
 

行
」
 

は
 

「 
30
 

行
」
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

P
 6
2
 …
…
 広
 止
 £3. 
記
事
 中
 •
ア
 こ
.
 メ
エ
デ
 

ィ
タ
—
"
 

E
D
D
Y
々
 

¥
4
、
 

8
0
0
 

と
な
 

つ
て
い
 

ま
す
が
、
"
 

E
D
D
Y
"
 

は
 

ト
ラ
 

ッ 

ク
ポ
—
 

ル
を
 

買
ぅ
 

と
 

付
い
て
 

く
る
 

も
の
で
、
 

|
 

記
事
 中
 ¥  4 

、 8  〇  〇 は
 誤
り
で
す
。
 

☆
b
u
 

l0
9 

.
 

D
X
7
 

の
 

音
色
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

の
 画
面
 
p
m
 
は、 

Y
R
M
-
 
I3 で

す
。
 

☆ 
 

P 
II
5 

.
 

「
カ
ラ
—
 

ミ
ツ
 

ド
ウ
 

エ
イ
」
 

は
、
 

「
ミ
ツ
 

ド
ナ
イ
 

ト 
コ
マ
ン
 

ダ
 

I
J
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

は
 固
く
 
お
断
り
し
 
ま
す
。
 

g
 募
の
 あ
て
 先
は
 

す
べ
て
 
こ
ち
ら
 

〒
 |07 ¥
眾
都
港
区
南
青
山
五
-
十
|
-
五
 

住
友
 
南
 青
山
 
ビ
ル
㈱
 

ア 
ス
キ
—
 

「 
M 
 

s 
 

X 
」 
マ
ガ
ジ
ン
 

〇
〇
 

0
0
 

係
 

(
お
た
ょ
り
 

以
外
、
 

ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
 

ガ
キ
 

で
は
 

応
募
で
 

き
ま
せ
ん
)
 

84 
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IIC0MT0WN マイコン •タウン 

ソ
 

コ
ン
 

•
ク
ツ
 

ス
 

g
 

定
版
 

•
そ
 

i
 

パ
ソ
コ
ン
 

o
f
 
 

メ
ラ
 

よ
く
 
あ
る
 
ア
イ
デ
ア
 
商
品
と
 
い
う
 
も
の
。
 

発
想
は
 
い‘ い

の
 
だ
け
れ
 
ど
、
 
実
際
に
 
使
っ
 

て
み
 
る
と
、
 
A
j
 う
 も
ネ
 
、
い
ま
ひ
と
つ
…
 

と
い
う
の
で
、
 
結
局
 
ホ
コ
リ
を
 
か
ぶ
っ
て
 

押
入
れ
の
 
ス
ミ
で
 
乎
 水
久
 的
に
 
眠
る
 
こ
と
 

に
な
っ
た
 
り
す
る
 
も
の
で
す
 
が
。
 
こ
こ
に
 

ご
 紹
介
す
 
る
 「
パ
ソ
コ
ン
 
C
R
T
 
カ
メ
ラ
」
 

は
、
 
特
に
 
ゲ
—
厶
 
を
 自
作
し
た
 
り
す
る
 
人
 

に
と
 
つ
て
は
、
 
と
て
も
 
便
利
な
 
す
ぐ
れ
 
モ
 

た
だ
で
さ
え
 
む
ず
か
し
い
 
T
V
 
画
面
の
 

撮
影
。
 
そ
れ
が
、
 

こ
の
 
「
パ
ソ
コ
ン
 
C
R
 

T
 
カ
メ
ラ
」
 

を
 
使
え
ば
、
 
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
 

O
K
。
 
あ
な
た
は
、
，
 
T
V
 
画
面
 
(
バ
ソ
コ
 

ン
 

だ
っ
た
ら
 

C
R
T
 

画
面
)
 

に
こ
の
 

S
 

を
く
 

っ
つ
け
て
、
 

グ
リ
ッ
プ
 

式
の
 

シ
ャ
ッ
 

夕
—
 

を
 

押
す
 

だ
け
。
 

自
作
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
パ
シ
 
ャ
ッ
/
と
 
撮
っ
て
'
 
 
カ
 セ
ッ
 
ト 
や
 フ
ロ
ッ
ピ
—
 
の
 ラ
 

ベ
ル
に
 
貼
っ
て
 
お
け
ば
、
 
ひ
と
 
目
で
 内
容
 

が
わ
 
か
る
。
 
フ
イ
ル
ム
に
は
 
ポ
ロ
 
ラ
イ
ド
 

フ
ィ
ル
ム
を
 使
う
 の
で
、
 
現
像
の
 手
間
 も
 

か
か
ら
な
 
い
し
、
 
ア
ル
バ
ム
に
 
整
理
し
て
 

い
っ
て
、
 
目
で
 
見
る
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
 
•
ソ
フ
 

卜 
•
ラ
イ
ブ
ラ
リ
 
を
つ
 
く
る
の
 
む
 楽
し
い
。
 
|
 

旅
行
に
 
行
っ
た
 
写
真
の
 
次
に
、
 
自
作
の
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
の
 
写
真
が
 
あ
る
の
 
も
 面
白
い
 
ょ
 

ね
。
 
も
ち
ろ
ん
、
 

聖
 子
ち
 
や
ん
 
や
 今
日
 
子
 
▲ 

ち
 や
ん
 
と
い
つ
 
た
 ア
イ
ド
ル
の
 
1
 
を
 T 

V
 
で
 
撮
っ
て
、
 

自
分
 

だ
け
の
 

ブ
ロ
マ
イ
ド
 

だ
っ
て
で
 
き
ち
 
や
う
。
 

大
き
さ
は
、
 

14
 

イ
ン
チ
と
 

12
 

イ
ン
チ
の
 

2
 

種
類
。
 

シ
ャ
ッ
 

タ
—
 

ス
ピ
ー
 

ド
は
 

X
2
5
 

〜
 

I
 

秒
。
 

絞
り
 

8
 

〜
 

2
2
 

。 
撮
影
 

倍
率
は
 

〇
 
 

• 

3
8
 倍
。
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
の
 
画
面
 
説
明
に
、
 

ソ
フ
ト
の
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
作
成
に
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

タ
グ
 

ラ
フ
 

イ
ッ
 

ク
ス
の
 

テ
ス
 

ト
に
：
.
 

と 
使
い
道
は
、
 

く
ふ
う
 

次
第
/
 

問
い
合
わ
せ
先
：
 

マ
ミ
ャ
 

機
器
 

販
売
 

{
株
}
 
 

|
 

T
E
L
0
3
 
 

(
8
 丨 4)

 
 9
2
3
 丨 

P
 
ン
ピ
ユ
 
ー ^?\ よ

ろ
-
 M
g
g
 狄
 

-
 

•
「
コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
^
v
l
l
 

o
 

W
J
 

T
V
、
 

雑
誌
、
 

雲
、
 

広
告
な
 

ど
で
 

大
 

量
に
 
流
さ
れ
る
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
情
報
。
 

し
 

か
し
、
 
実
際
に
は
、
 そ
れ
だ
け
で
は
、
 一 

方
 的
な
 
情
報
 だ
か
ら
、
 
ひ
と
り
ひ
と
り
が
 

知
り
た
い
 
と
 思
つ
 
て
い
る
 
い
ろ
い
ろ
な
 
情
 

報は、 な
か
な
か
 知りが たい。 

パ
ソ
コ
ン
を
 
買
つ
 
た
に
し
て
も
、
 
今
後
 

ど
う
い
う
 
基
準
で
 
ソ
フ
ト
 
ウ
 
H ア

を
 
選
ん
 

で
い
 
つ
た
ら
 
良
い
 
か
、
 
グ
レ
—
 
ド
 
•
ア
ツ
 

プ
 す
る
と
き
 
に
 注
意
す
 
る
 
こ
と
は
？
 
•
自
 

分
の
 
や
り
た
い
 
こ
と
に
 

|
 番
マ
 
ツ
チ
し
た
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は 
何
 

か
？
 

と
い
っ
 

た
こ
 

とに ついて、 キ チンと 教えて くれる 
所
は
 
な
い
 
も
の
 
か
 …
…
 
と
 思
っ
 
て
い
た
 
人
 

に
ゥ
 
レ
シ
 
V
N
E
W
S
 
。
「
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 

I
I
 
〇
番
」
 
な
る
 
も
の
が
 
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
 
開
始
し
た
 
の
は
、
 
パ
ソ
コ
ン
の
 

レ
ン
タ
ル
 
な
ど
で
 
お
な
じ
み
の
㈱
 
ジ
ャ
コ
 

ス
が
 主
催
す
 る、 情

報
 エ
ネ
 ル
ギ
ー
 実
践
 

研
究
会
と
 
い
ぅ
と
 
こ
ろ
。
 
こ
の
 
コ
ン
ビ
 

ユ 

I
 
夕
 
！
 
 
〇
番
 
の
 
窓
口
に
は
'
 
 
利
用
者
の
 

立
場
に
 

な
つ
て
'
 
 

知
識
 

S 星
 

虽
な
 

技
術
者
が
 

コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
に
 
関
す
る
 
あ
ら
ゆ
る
 
相
談
 

に
つ
い
て
 
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
 
く
れ
る
。
 

「コ 

ン
ピ
ユ
 
I 夕

は
 
万
能
の
 
機
械
で
は
 
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

使
い
方
 次
第
で
は
 人
間
に
は
 ま
ね
 

の
で
き
 
な
い
 
傲
き
 
を
し
 
ま
 -T- が、

"
 使
ぅ
 
テ
 

ク
ニ
 
ツ
ク
 
〃
と
"
 
ソ
フ
ト
，
 
が
な
け
れ
ば
 
た
 

だ
の
 
箱
、
 
と
よ
く
 
言
わ
れ
ま
す
 
。
コ
ン
ビ
 

♦
ユ
—
 
夕
の
 
発
展
 
期
に
 
あ
っ
て
、
 
効
率
よ
 
く、 

安
心
し
て
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 使
え
る
 
よ
ぅ
 

〈
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
—
—
 
〇
番
〉
 
を
 大
い
に
 

利
用
し
て
 
下
さ
い
」
 

と
 同
 研
究
会
で
は
 
語
 

つ
て
い
 
る。 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
-
 
〇
番
 
の
 番
号
は
、
 

0
3
 
 
(
4
3
 
丨 
)
 
-
 

〇
番
 

日
曜
、
 

祭
日
を
 

除
く
 

毎
日
 

午
前
 

九
 

時
〜
 

午
 

後
 

五
 

時
ま
で
 

受
け
つ
 

け
て
 

く
れ
る
。
 

相
談
 

は
す
べ
 

て
 

無
料
で
す
。
 

V 
ヤ
ツ
 

タ
ネ
！
 

f
 
間
が
 
墳
 
X
 る
つ
 
て
、
 楽
し
い
。
 

炉
 .SStJiW 場

！
 M
S
X
 の
 本
 

M
S
X
 
の
 
本
が
 
た
く
さ
ん
 
出
て
 
来
た
 
ゾ
 

/ 
さ
つ
 
そ
く
'
 
編
集
部
に
 
届
い
た
 
本
を
 

三
 冊
 紹
介
し
 
よ
う
。
 

『
M
S
X
 
ホ
—
 
ム. パ

ソ
コ
ン
 
活
用
 
法
』
 (
ダ
 

イ
ヤ
 
モ
ン
ド
 
社
刊
 

定
価
 
|
 二
〇
〇
 
円
)
 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
 
社
は
、
 
M
S
X
 
ホ
—
 
ム
.
 

パ
ソ
コ
ン
 
•
シ
リ
—
 
ズ
 と
し
て
、
 

五
 冊
の
 

M
S
X
 
に
関
す
る
 
本
を
 
出
し
て
 
く
れ
る
。
 

そ
の
 
一
冊
 目
が
 
$
だ
。
内
容
は
、
 

|^| </> 

X
 
の
 
誕
生
か
ら
、
 

M
S
X
 
の
 
ハ
—
 
ド
ウ
 

H
 

ア
 、
ソ
フ
ト
 
ウ
ェ
ア
 
、
周
辺
機
器
、
 
各
種
 

の
 機
能
に
 
つ
い
て
、
 
と
て
も
て
 
い
ね
い
に
、
 

わ
か
り
や
す
く
 
説
明
し
て
 
く
れ
て
い
 
る
。
 

に
は
、
 
用
語
集
と
 
ミ
ニ
 
•
プ
 
ロ
グ
 
ラ
 

ム
 集
が
 
あ
り
、
 
楽
し
み
な
が
ら
 
パ
ソ
コ
ン
 

『
M
S
X
 

パ
ソ
コ
ン
 

入
門
』
 

(
西
 

東
社
刊
 

定
価
 

I
 

〇
〇
〇
 

円
)
 

ま
ず
 

は
じ
め
に
'
 
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
と
 

代
 

表
 

的
な
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

カ
タ
ロ
グ
.
 

が
 

力 

ラ
—
 

で
 

載
っ
 

て
い
ま
す
。
 

H
 

4
1
1
 

日
は
、
 

「
一
般
 

コ
マ
ン
ド
」
 

「
一
般
 

ス
テ
ー
 

ト
メ
ン
 

ト
」
 

「
グ
 

ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
 

テ
—
 

ト
メ
ン
 

ト
」
 

「
サ
 

ウ
ン
 

ド
ス
 

テ
ー
 

ト
メ
ン
 

ト
」
 

「
関
数
 

ほ
か
」
 

の
 

五
 

つ
の
 

パ
—
 

卜
か
ら
 

構
成
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 例
え
ば
、
 

「
L
L
I
S
T
=
 

リ
ス
ト
 

印
刷
 

命
 

令
 

メ
モ
リ
 

内
の
 

プ
 

ゴ
 

グ
ラ
ム
を
、
 

プ
リ
 

ン
タ
で
 

印
刷
す
 

る
」
 

と
，
 

い
ぅ
 

具
合
で
 

始
ま
 

り、
 

表
わ
し
 

方
と
 

使
い
方
が
 

順
に
 

解
説
 

さ 

れ
る
 

。
し
か
も
、
 

ス
テ
—
 

ト
メ
ン
 

ト
は
 

ア 

ル
 

フ
ァ
 

ベ
ッ
ト
 

順
に
 

並
べ
ら
れ
て
 

い
る
の
 

で'
  

辞
書
 

感
覚
で
 

手
軽
に
 

使
え
る
。
 

付
録
 

に
は
、
 

エ
ラ
—
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ 
集
と
 

ブ
ロ
 

グ
 

ラ
ム
が
 

つ
い
て
い
ま
す
。
 

『 
M
 

S
X
 

早
 

わ
か
り
 

事
典
'
:
 

(
朝
日
 

新
聞
社
 

刊
 

定
価
 

二
 

七
〇
〇
 

円
)
 

値
段
と
 
い
い
 
内
容
と
 
い
い
'
 
 さ
す
が
 
朝
 

日
 新
聞
の
 
本
。
 
ビ
ッ
 
シ
リ
と
 
中
味
が
 
つ
ま
 

っ
て
い
 ま
す
。
 

$
 
は
 、
入
門
か
ら
 高
度
 

な
 技
術
 
解
説
ま
で
を
 
含
む
、
 
手
っ
取
り
早
 

い
 
「
M
S
X
 
早
 わ
か
り
」
 
と
し
て
 
#
 か
れ
 

た
そ
ぅ
で
 
す
が
、
 
内
容
は
、
 
中
級
 者
 以
上
 

の
 人
が
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

開
発
 や
、
 
他
の
 
メ
 

デ
ィ
ア
と
の
 
結
合
を
 
試
み
る
 
場
合
に
 
役
立
 

つ
ょ
ぅ
な
、
 テ
ク
ニ
カ
ル
で
 

専
門
的
な
 も
 

の
に
な
 
っ
て
い
 
ま
す
。
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 

中
味
の
 
中
味
ま
で
 
勉
強
し
た
い
 
人
に
は
'
 

と
て
も
く
 
わ
し
い
 
参
 2
 
と
い
え
る
 
で
し
 

ょ
う
 

0 

85 
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•夕が 作った スク リーン トーン (？) だ。 

潑 けた 旅券』 より 

劇画 家から CG ディレクター へ 疵才 マックスの 立体_ に 挑戦 中 

御厨 さと美 イ ンタビ ユー ぐ •輝 飞 

承 

睡 

劇画 家から、 コンピュータ •ク ラフ ィツ クス （CG) 

のア ー ト • ディレクタ ー の 道へ 転身した、 御厨 さと 
美さん 0 

現在、 \ ^ ー ヨー リンクス 社で、 CG の 世界を 追求 

する 彼に、 映像 ディレクターの 立場から、 コンビ ュ 
一夕の 魅力 • 可能性に ついての お 話を 伺つ てみ た。 

ぺ
—
ジ
 
を
 何
べ
—
 
ジ
か
 
持
つ
 
て
い
て
。
 

あ
 

と
、
 
付
録
を
 
ち
よ
つ
 
と
や
つ
 
た
り
と
 
か
し
 

て
ま
し
た
。
 

}§ 画
 描
か
 な
く
な
っ
 
て
も
う
 
一年。 

最
近
 ま
 努
 
が
 

描
け
 描
け
と
 
う
る
さ
 
い
ん
で
す
 

— 
そ
れ
 

じ
 

や、
 

編
集
の
 

合
間
に
 

漫
画
を
 

や
つ
て
 

い
た
と
 

い、
 

备
 

じ
で
す
 

か
 

え
え
'
 
 

実
は
、
 

原
 

い
の
、
 

そ
の
 

編
集
の
 

仕
事
 

や
っ
て
 

る
 

方
が
、
 

下
積
み
の
 

漫
画
家
よ
り
も
 

収
入
が
 

い
い
 

も
ん
で
。
 

だ
か
ら
、
 

あ
ん
ま
り
 

漫
画
家
に
 

な
ろ
う
 

つ
て
い
 

う
 

気
持
ち
は
 

な
か
つ
 

た
ん
だ
け
 

ど
、
 

ト
ン
 

ト
ン
と
 

な
し
 

崩
し
に
 

こ
—
 

な
つ
て
 

し
 

ま
つ
た
。
 

も
う
 
丸
 
I
 案
 
画
を
 
描
い
て
 
な
い
 
も
ん
 

で
、
 
描
け
 描
け
っ
 
て
う
る
 
さ
い
で
す
 よ
。
 

で
も
、
 
大
手
 
出
版
社
の
 
定
期
 
連
載
と
 
か
な
 

る
と
 
キ
 
ツ
イ
か
ら
、
 
ひ
つ
き
り
 
ナ
シ
に
 
仕
 

事
の
 
依
頼
は
 
あ
る
ん
だ
 
け
ど
、
 
み
ん
な
 
断
 

つ
ち
 
や
つ
て
 
ま
す
。
 
チ
ョ
 
ロ チ

ョ
 
ロ
ッ
と
 

描
い
て
 
み
た
い
 
つ
て
 
気
持
ち
は
 
あ
る
ん
だ
 

け
ど
ね
。
 

連
載
な
ん
 
か
 始
め
る
 
と
'
 
 必
然
的
に
 
プ
 

I
 
ダ
 
ク
シ
 
ヨ
ン
を
 
経
営
し
 
な
き
や
 
な
ら
な
 

い
 ガ
^
^
 
そ
れ
が
 
イ
ヤ
 
だ
し
、
 
今
は
 
ぜ
ん
 

ぜ
ん
 
漫
画
 
描
き
か
ら
 
離
れ
ち
 
ゃ
っ
て
 
ま
す
。
 

—— も、 っ C
G
 
一
本
で
 
い
く
と
い
 
ぅ
こ
と
 

で
す
 
力
？
 

C
G
 

|
 本
っ
つ
 
ぅ
ん
で
も
 
な
い
で
す
 
け
 

ど
ね
。
 
何
 か
 雑
文
 
書
い
た
り
 
適
当
に
 
し
て
 

ま
す
。
 

一
昨
年
の
 

12 
月
か
ら
、
 

ア
シ
ス
 

タ
 

ン
ト
も
 

置
か
な
 

く
な
.
 
つ
た
し
。
 

C
G
H
H
5
 
め
る
 
キ
ッ
ヵ
 
ヶ
 .
に
な
つ
 
た
 

の
は
 
何
で
す
 
か
 

ど
—
 
ゆ
—
 
も
ん
で
 
し
ょ
ぅ
ね
。
 
ポ
ク
 
自
 

身
、
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
、
 
わ
り
と
 
興
味
を
 

持
っ
て
 
た
ん
で
す
。
 

た
と
え
ば
、
 

漫
画
を
 

描
く
 

の
に
 

マ
ィ
コ
 

ン
が
 

ど
ん
な
と
 

こ
ろ
で
 

役
に
立
つ
 

だ
ろ
う
 

か
、
 

と
か
ね
。
 

そ
ぅ
い
ぅ
 

実
験
を
 

始
め
て
 

た
ん
で
す
。
 

';§ 画
の
 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
 
パ
 ソ
コ
 

ン
が
 使
え
な
い
だ
ろ
ぅ
 
か
っ
て
、
 

い
ろ
い
ろ
 
や
つ
て
 
み
た
ら
 
…
…
 

。 

.
パ
ソ
コ
ン
 
_
 
つ
て
ら
 
し
た
ん
で
す
 

30 

え
え
、
 

N
E
C
 

の
 

P
C
 

— 
8
8
0
1
 

が
 

出
て
 

す
ぐ
 

買
い
ま
し
た
。
 

絵
を
 

描
か
せ
る
 

と
い
う
 

目
的
で
。
 

ぼ
く
ん
と
こ
の
 

ア
シ
ス
 

タ
ン
 

ト
は
、
 

代
々
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

で
き
る
 

人
 

が
 

多
 

い
ん
で
す
 

よ
。
 

dfc
t 

日
の
 

穴
 

ア
キ
 

テ
—
 

プ
 

ポ
ク
は
 
週
刊
 
マ
ン
 ガ
雑
誌
 
の
 存
在
 

さ
え
 知
ら
な
い
，
，
 文
学
 韋
.
 

だ
っ
 

た
ん
だ
 

—— 現
在
、
 
C
G
 
の
ア
 

^ デ
ィ
 
レ ク

タ
 

1 
と
し
て
 
活
躍
さ
れ
 
て
る
 
わ
け
で
す
 
が
、
 

初
め
は
 
劇
画
 
家
と
 
し
て
 
ス
タ
—
 
卜
さ
^
 
^
 -''， 

ん
 で
す
 
ょ
ね
 

え
え
、
 
早
 韻
 田
て
 
漫
画
 研
究
会
に
 
入
っ
 

て
て
、
 
大
学
を
 
$
 
し
て
か
ら
は
、
 

カ
ツ
 

卜 描
い
た
り
、
 福
 集
 マ ガ

イ
の
 こ
と
と
 か
 

や
っ
て
 
た
ん
で
す
。
 

本業と して 劇 1T' を 始めた のは' 78 

年からで 

す。 

も
っ
 
と
も
、
 
デ
ビ
 
ユ
—
 作
が
、
 

一
応
 世
 

に
 出
た
 の
は
、
 

も
っ
と
 古
く
て
 ね、 

: 
70 年
 

か
 7| ̂で
す
。
「
ぼ
く
ら
マ
ガ
ジ
ジ
」
 

に、
， 

生
ま
れ
て
 

初
め
て
 

描
い
た
 

劇
画
が
 

秭
 

用
さ
れ
 

て
 

…
…
 

。
そ
れ
が
、
 

デ
ビ
 

ユ
—
ど
 

い
え
ば
 

デ
ビ
 

ユ
—
 

な
ん
だ
 

け
ど
、
 

あ
ま
り
 

知
ら
れ
て
 

る
 

デ
ビ
 

ユ
—
じ
 

や
な
 

い
ん
で
す
。
 

こ
れ
が
、
 
自
分
の
 
デ
ビ
 
ユ
—
だ
 
、
と
い
 

、
つ
の
は
、
 

一
回
 
n 

ツ キ
リ
 
あ
つ
た
 
1  フ

レ
 

イ
ボ
—
 
イ
漫
画
 
賞
％
 
そ
の
と
 
き
！
 

第
 

|
 席
を
 
頂
い
て
、
 
そ
れ
か
ら
、
 
し
ば
 
一
く
、
 

週
刊
誌
 
連
載
な
ん
 
か
を
 
チ
ヨ
コ
 

ッ と
や
、
 t
 

て
ま
し
た
 
か
ら
。
 

でも
' 
 

その
 

時期
は、
 

漫画
って
 

もの
 

に、
 

まだ
 

それ
ほど
 

のめ
り込
んで
 

なか
 

つた
から
、 

もう
 

ィ 
ヤッ
て 

いう
 

感じ
で、
 

やめ
ち 

ゃい
 

1^
 

した
。 

背
%
 が
 7
2
 年
 ̂
 ビ
ッ
グ
 
コ
ミ
ッ
ク
 
m
u
 

に
§
 した
ら
、
!
^
 

た
 第
 | 席
に
 入
り
 ま
 

し
て
、
！
^
^
^
 

ュ
-
 
に
な
つ
 
た
ん
で
 

す
。
.
，
 
ぃ
，
 

も、
 

そ
の
 

あ
と
 

も
、
 

結
局
 

漫
画
家
と
 し
て
は
、
 

あ
ん
ま
り
 

活
動
し
て
 

な
い
で
す
 

ね
。
 

年
間
 

一
本
と
 

か
 

2 
本
と
 

い
う
べ
—
 

ス
 

で
 

仕
事
し
て
 

ま
し
た
か
ら
。
 

大
学
に
 
在
 ̂
^5- か

ら
 
お
描
き
に
 
な
つ
 

て
い
た
ん
 
で
す
方
？
 

そう やすね。 大学は、 , 67 年に 入学 

して、 

70 
^©出ちゃったから、在学 

してた 

のは 

《 

2$ 

位でした 

けど。 

'
モ
ノ
 ti- 試

し
で
、
 
漫
画
っ
 
て
の
は
 
ど
ん
 

な
 も
ん
な
 
の
か
と
 
い
う
 
Jim 持

ち
で
、
 

ひ
と
 

つ
 描
い
て
 
み
た
ら
、
 
そ
れ
が
 
迂
闊
に
 
も、 

「
ぼ
く
ら
 
マ
ガ
ジ
ン
」
 

に
 載
っ
 
ち
 
ゃ
っ
た
 

ん
 で
す
。
 

だ
い
た
い
 
ポ
ク
は
、
 

漫
 研
に
 
入
る
 
前
は
、
 

漫
画
の
 
こ
と
は
、
 

I
 切
 知
ら
な
 
か
っ
た
 
し、 

読
み
 
も
し
な
 
か
っ
た
。
 

そした
ら、 

大学 入っ たら 周りの
人 

がみん
 

な 
漫画 

読んで
 

るで 

しょ。 

それ 

で 
初めて

、 

漫画っ
て 

週刊誌
み 

たいな
 

の 
も 
あるの

 

か、 

ホ— 

すごい
 

ナっ 

•て感 

じで 

ね。 

それに
、 

あの 

頃は、
 

やたら
 

漫画が
 

ブ—厶
 

だった
 

でしょ
。 

友 
だち 

と、
办こ
んな
んで
メシ
が喰
えた
らい
 いネ 

なんて
 

話しし
たり 

…… 

。 

!
 

じ
ゃ
あ
、
 

そ
れ
ま
で
は
 

美
^
:
 

s
i
 

養
と
 

い
う
 

去
っ
な
 

も
の
と
は
、
 

あ
ま
 

リ
緣
 

が
な
か
っ
た
 

ん
で
 

す
ね
 

ぜ
ん
ぜ
ん
な
か
っ
た
。
 

絵
な
ん
 

て
、
 

あ
 

ま
り
 

描
い
て
 

な
い
、
 

と
い
う
よ
り
も
、
 

当
 

時
は
 

文
学
青
年
と
 

い
う
か
、
 

文
 

5
 

H
 

ノ
年
と
 

い
う
か
、
 

文
章
の
 

方
に
 

興
味
が
 

い
っ
て
た
 

か
ら
。
 

だ
か
ら
、
 

仕
事
 

も、
 

漫
画
よ
り
 

編
集
み
 

た
い
な
 

も
の
の
 

割
合
の
 

方
が
 

大
き
か
っ
た
。
 

小
学
生
 
向
け
の
 
雑
誌
と
 
女
の
 
コ 向

け
の
 

雑
誌
に
、
 
や
と
わ
れ
 
編
集
み
 
た
い
な
 
形
で
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EOPLE 
し  inks-ii 
LINKS-I に 引き続き、 

開発 中の こュー ハー 
ドウ エア システム。 
工業 ロボ ッ トの 技術 

を とりいれた 多 関節 

型 コンピュータ •コ ン トロ ー ル ド カメラ 
システムで、 あら ゆ 

る 撮影 状況の 設定が 

L 可 育 巨と なる。 

ネルソン •マックス 

サンフランシスコ 郊 

外に ある Lawrence 
Livermore  National 
し aboratory  (しし N し） 

で 分子 構造の CG に 

よる シミ ユ レー シヨ ン などの 業 嫌で 知ら 

れ る。 オム ニ マック スの 3  DW 象を 日本 

と 共同 製1 f 乍す る。 

オム ニ マックス 

カナダの アイ マック 
スネ 土の r 开 T 発した 超大 

型剛象 システム。 現 
在日 本では、 3 重 県 

長 島 温泉に ある だけ 

だが、 今年 5 月には 
横浪 子供 科学 館、 来 

年には 「つく ば $辑斗 

学 博」 に 登場す る予 
定〇 

を
 使
う
 
時
代
か
ら
。
 

だ
か
ら
、
 

彼
ら
に
 

い
ろ
い
ろ
と
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

教
わ
っ
 

て
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

使
っ
 

て
ま
し
た
。
 

際
に
、
 

P
C
 
 

— 
8 
 

8
0
1
 

で
 

漫
画
 

い
た
ん
で
 

す
か
？
 

は
い
。
 

た
と
え
ば
、
 

S
F
 

も
の
な
ん
 

か
 

で
、
 

宇
 

の
 

中
に
 

い
ろ
ん
な
 

デ
イ
 

ス
プ
 

レ
イ
が
 

出
て
 

く
る
で
 

し
ょ
。
 

そ
の
 

デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
の
 

中
の
 

絵
っ
て
 

い
う
の
は
 

手
描
き
 

よ
り
も
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

に
や
ら
 

せ
た
 

方
が
 

1
 
商
気
 

が
 

出
る
 

し。
 

そ
れ
か
ら
 

宇
宙
 

文
字
 

を
 

勝
手
に
で
 

っ
ち
 

あ
げ
て
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

夕
に
 

描
か
せ
る
 

と
い
う
 

こ
と
を
 

や
り
 

ま
し
 

た
ね
。
 

そ
れ
か
ら
、
 

パ
ソ
コ
ン
は
 

ス
ク
 

リ
—
ン
 

卜
—
 

ン
の
 

代
用
に
 

も
な
 

る
ん
で
 

す
。
 

ス
ク
 
リ
—
ン
 
ト
—
 
ン
の
 
バ
タ
—
 
ン
を
作
 

F
^
 リ
 
出
す
、
 
ス
ク
リ
 
—
ン
ト
 
I
 
ン
 
.
プ
ロ
 
グ
 

1' 実は 6 種類 位 ある 8 
種類を 

うまく 

使う 

尽歲に 

バター 

ン 
がで 

ない 
バックの 

柄が 
で 

桃
 

介
 

中
に
 

か
す
ん
で
 

見
 

々
と
い
う
よ
 

う
な
 

モ
ノ
 

使
つ
 

て
 

描
 

い
ち
や
い
 

ま
 

‘
：
一
#
^
 点
描
と
 
か. 『

手
描
き
で
 
や
る
 

の
^
 i 

つ
と
う
 
し
い
.
 k
 ら
 、
プ
 

□• グ
ラ
ム
 

て
 

描
か
せ
た
り
。
 

パ
ソ
！
 

^
ン
は
 

実
際
、
 

-;
 I
 

画
 

描
く
 

の
に
 

使
い
ま
し
た
 

4 

ほ
と
ん
ど
 

メ
カ
へ
の
 

興
 

^
 

だ
け
で
 

決
め
た
 

卜 
1
m
l
 

リ
ン
ク
ス
 

人
り
 

—
そ
 
う
い
、
!
 

て
い
た
か
ら
、
 

C
G
 
へ
 

り
と
 
人
れ
 
た
と
い
、
 
つ わ

 

そう
です
 

ね、 いろ
いろ
 

パソ
コン
で 

や
つ
て
 
る
と
 
こ
ろ
へ
 

ス
 

と
い
う
 

会
社
が
 

で
^
 

_
 

ル
ゴ
 
|3 』
と
い
う
映
画
を
や
る
ん
だ
け
ど
 

や
っ
て
 
み
な
以
 
か
、
 
と
话
が
 
来
ま
し
て
 
ね
。
 

ち
よ
う
^
 
*
 味
 も
 持
っ
 
ぐ
た
 と
 ̂
 ̂
)
 だ
 

し、 
こ
う
い
う
 
チ
 ヤ
ン
ス
は
 
滅
多
に
な
い
 

だ
ろ
う
，
 
と
 
思
っ
て
、
 

い
 ̂
 
な
り
 
話
に
 
の
っ
 

ち
 1
 た
ワ
ケ
 で
す
 よ
。
 

そ
 

>
 

き
、
 

条
件
と
 

い
う
ん
で
 

は
な
い
 

け
ど
、
 

そ
う
 

^
 

っ 
話
な
ら
、
 

こ
っ
ち
 

て
は
 

相
当
 

大
規
模
 

^
 

' >
 

ス
 

テ
ム
が
 

欲
し
 
な
つ
て
 

こ
と
を
 

言
つ
 

た
ん
 

V
V
。
 

そ
し
た
 

ら
 

、
た
ま
た
 

类
 

阪
大
 

学
の
 

大
^
!
!
^
 

い
ら
し
て
 

て
、
 

「
あ
あ
、
 

キ
ミ
の
 

考
え
 

る
 

通
り
の
 

規
模
な
ん
 

だ
ヨ
 

J 
っ
て
 

お
っ
し
 

や
 

る
ん
で
、
 

U
'
 

や
 

あ
や
り
 

ま
し
よ
う
！
 

と
 

ほ
と
ん
ど
 

メ
カ
へ
の
 

興
味
 

だ
け
で
、
 

返
事
 

し
た
と
 

い
う
か
 

.
 

。 

『
ゴ
ル
ゴ
 

13
 

』
で
は
、
主
に
ど
う
い
 

に
 

参
加
さ
れ
 

た
ん
で
す
 

か
？
 

う
—
 
ん
、
 
C
G
 
で
 や
る
 
パ
—
 
卜
は
、
 
演
 

出
か
ら
 
何
か
ら
、
 
す
べ
て
で
 
す
ね
。
 
自
分
 
自
 

身
 も
よ
 
く
わ
か
ら
 
な
い
 
コ
ト
 
ば
っ
 
か
り
だ
 

っ
た
ん
で
 

す
け
 ど
、
 と
も
か
く
 

誰
か
が
 決
 

断
し
 
な
き
や
な
ら
 
な
い
か
ら
 

0 

で
す
か
ら
'
 
 

適
任
、
 

と
い
う
ん
 

じ
 

や
な
 

い
け
れ
 

ど
も
、
 

色
彩
 

だ
と
 

か、
 

ど
う
い
っ
 

た
 

場
面
を
 

作
る
 

か
と
い
 

う
こ
と
の
 

決
定
は
 

全
部
 

引
き
受
け
ま
し
た
。
 

の
 作
業
 
だ
と
、
 
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
 

を
 決
め
る
 
の
は
 
自
分
で
 
や
り
ま
し
た
 
か
ら
、
 

カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
 
か
ね
え
。
 

I
 
デ
—
 
夕
の
 
打
ち
込
み
 
も
さ
れ
 
た
ん
で
 

す
か
？
 

ィエ、 デ— 夕は 人に 頼んで。 あの 

当
時
の
 

リ
ン
ク
ス
 

I 
シ
ス
テ
ム
は
、
 

まだ 

ほ
ん
と
 

にヨ 
チヨ 
チ 
歩き 
だつ 
たんで、 

何
て
い
 

うかな、 

力づ 
くで 
や
っ
た
 

とい 

う 
感
じ
で
し
た
。
 

今
は
 
当
時
よ
り
も
、
 
仕
事
の
 
ス
ピ
—
 
ド
 

も
 数
倍
 速
い
 
し、 

規
模
 も
 だ
い
ぶ
 
デ
 カ
ィ
 

で
す
 
け
ど
。
 
 

丨 

プ
ロ
の
 
力
が
 発
揮
さ
れ
 
る
 

シ
ス
テ
ム
が
 
欲
し
い
 

そ
れ
は
、
 

御
 

酎
さ
ん
 

が
ご
 

自
分
で
 

っ 
足
の
 

い
く
^
^
 

ァ 

二
れ
^
^
 
 1
 

•
ゴ
^
^
^
^
 ゝ
ん
で
 I
、
 仕
事
 や
っ
 

て
 ̂
 っ
ち
！
^
^
 

出
る
/
で
す
 

よ
ね
。
 
あ
 

つ さ
り
と
 
言
つ
 
て
し
 
本
え
ば
、
 

今
の
 
様
な
 

入
力
 鬆
 で
は
、
 #
 

S
 分
 採
算
の
 

合
う
 分
野
 

じ
 
や
な
い
 

ゲ
 

か
し
ま
す
 

ね
。
 
要
す
る
 

に、 
シ
ロ
^
/
が
 

使
っ
て
も
、
 

プ
ロ
が
 

や
 っ
て
も
 
同
 b
 な
ん
で
す
 
よ。 

^
 

、 
プ
ロ
が
 

育
っ
て
 

ゆ
く
 

よ
う
な
 

シ
ス
テ
ム
 

で
な
い
 

と
 

話
に
 

な
ら
な
-
い
と
 

思
 

、
4
ん
 

で
す
。
 

プ
ロ
が
 

さ
わ
る
 

と、
 

シ
ロ
ウ
 

卜
の
 

と
は
 

瀝
 

然
と
 

差
が
 

出
る
、
 

も
っ
 

と
 

個
 

的
な
 
も
の
が
 
表
現
で
 
き
る
、
 
と
い
う
 
こ
 

と
に
な
る
 
と
い
 
い
ん
で
す
 
が
、
 
今
の
と
 
こ 

ろ
は
、
 
た
だ
 
デ
—
 
夕
を
 
食
わ
せ
る
 
だ
け
で
。
 

リ
ン
ク
ス
 
だ
と
、
 
特
徴
 的
な
 
夥
し
い
 
量
 

の
 デ
—
 
夕
を
、
 
各
 
一
台
 ご
と
が
 
た
く
わ
え
 

て
 
い
ら
れ
る
 
か
ら
ま
 
だ
い
い
ん
で
す
 
け
ど
 

ね
。
 
そ
れ
で
も
 

|
 ムロ が

—
 
メ
ガ
バ
ィ
ト
し
 

か
、
 
『
台
が
—
 
メ
ガ
バ
ィ
ト
 
っ
て
の
は
 
相
 

当
 大
き
 
い
ん
だ
け
 
ど、 

で
も
 
そ
れ
だ
け
^
 

や 
足
り
な
い
 

し、
 

速
度
 

的
に
 

も
 

ち
ょ
 

^
 

と
へ
 

気
に
 

い
ら
な
 

い
ん
で
す
。
 

今
の
 

^
 

ま
じ
 

や、
 

人
 件
 1
C
 か
メ
 
チ
ャ
 
ク
チ
ャ
 
か
か
る
 
し
ね
，
 

期
待
 す
る
と
し
た
ら
^
^
 
ぱ
 り、 

リ 

ン
 
ク
ス
 

II と
い
う
よ
う
；
^
 
次
の
 
世
 ̂
 
0
 ;
 
v
v
;
 . 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
し
 
か
な
い
で
 
す
ね
。
 

祝
 rf: は ど

ん
な
 什 事
を
 さ
れ
て
 いる ん

で
 
す
か
 

ワ
—
 
ク
ス
 
テ
—
 
シ
ョ
 
ン
 な
ん
か
を
 
ど
ケ
 

や
つ
て
 
作
つ
 
て
い
こ
う
か
と
 
か
。
 
そ
う
い
 

う
 も
の
の
 
開
発
で
す
。
 

卜
—
 
ヨ
—
 
リ
ン
ク
ス
と
 
し
て
は
、
 
筑
波
 

科
学
 博
で
、
 
富
士
通
 
館
で
 
上
映
す
 
る
 3
D
 

方
式
の
 
も
の
を
 
作
つ
 
て
ま
す
。
 
こ
れ
に
は
 

カ
ナ
ダ
の
 
オ
ム
 
ニ
 
マ
ッ
ク
ス
 
社
 も
 参
加
し
 

て
い
て
、
 

か
の
 ネ
ル
ソ
ン
 •
マ
ッ
ク
ス
 氏
 

も
 来
て
 
ね
。
 

ポ
ク
 
自
身
は
 
タ
ツ
 
チ
し
て
 
な
い
か
ら
 
詳
 

し
い
 
こ
と
は
 
わ
か
ん
な
い
 
け
れ
ど
も
、
 

と
 

に
か
く
'
 
富
士
通
と
 
卜 

I 
ヨ ー 

リ
ン
ク
ス
 

の
 コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
を
 
使
つ
 
て
 や
つ
て
 
ま
す
。
 

実験
は、
 

ポク
 

も カナ
ダに
 

行っ
て 

見 ま 

した
け 

ど、.
 

オム
 

ニ 

マツ
 

クス
の 

シス
 

テ 

ム
 自
体
が
 
相
当
な
 
迫
力
で
 
し
よ
う
。
 
画
面
 

の
 大
き
さ
 
だ
け
で
 
も
、
 
か
な
り
 
ギ
ョ
 
ッ
と
 

す
 る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
と
 
思
い
ま
す
。
 

た
だ
 
解
像
度
の
 
面
で
 
不
安
が
 
あ
る
。
 
だ
 

し
か
に
 
4
0
0
0
 
X
4
0
0
0
 
の
 フ
ィ
 
ル
 

厶
 
レ
コ
—
 

ダ
で
 

や
る
 

か
ら
、
 

粒
子
 

そ
の
 

も
の
は
 
非
常
に
 
細
か
く
 
生
き
る
 
だ
ろ
う
 
け
 

ど
'
 
 物
体
 
そ
の
も
の
が
 
ど
こ
ま
で
 
細
か
く
 

作
れ
る
 
か
、
 
果
た
し
て
 
大
 画
面
に
 
耐
え
う
 

る
 も
の
が
 
で
き
る
 
の
か
、
 
疑
問
と
 
い
え
ば
 

疑
問
で
す
。
 

オ
ム
 
ニ
 マ
ッ
ク
ス
っ
て
 
の
は
 
26 m の

 直
 

径
で
 
、
そ
の
 
中
心
点
よ
り
 

ス
ク
リ
 
—
ン
に
 

近
い
と
 
こ
ろ
に
 
観
客
が
 
い
る
ね
 
け
で
、
 

目
 

の
 前
 い
っ
ぱ
い
が
 
ス
ク
リ
 

ー 
ン
 で
す
か
ら
 

か
な
り
 
特
殊
な
 
も
の
で
す
。
 

5
2
5
 
の
 解
 

像
 度
の
 
C
R
T
 
で
 観
て
 
る
 ぶ
ん
に
は
 
き
れ
 

い
で
 
も、 

そ
れ
が
 
実
際
の
 
会
場
で
 
映
し
て
 

み
た
ら
 
ど
う
な
る
 
か
 .
 
。
こ
れ
ば
か
り
 

は
や
つ
 
て
み
 
な
き
や
 
わ
か
ら
な
い
。
 

も
し
 

ア
ラ
'
 か
す
 ご
く
 
見
え
る
 
よ
う
 
だ
っ
 
た
ら
 ダ
 

メ
 
だ
と
 
思
う
。
 

も
つ
 

と
も
、
 

ア
ラ
が
 

出
^
!
 

が
 

C
G
 

ら
 

U
 

い
/
あ
ん
ま
り
 

細
か
く
 

リ
ア
ル
に
 

作
る
 

と
'
#
 

ん
だ
ぶ
 

ニ
 

チ
ュ
ア
 

か
と
い
 

,
^
 

, ぢ
 

外
に
な
 

っ
ち
 

や
う
し
'
 
 

そ
の
 

辺
は
 

苦
し
い
 

と
 

さ
ろ
 

で
す
 

ね
。
 

P
 

八
 

法
 

は
ど
う
 

い
づ
た
^
 

—
.
や
は
 

り 
.
C
G
 

で
す
 

か
 

?：
: 

• 

趣
味
 
的
に
 
漫
画
 
描
い
て
 
食
べ
て
 
い
け
た
 

ら
い
ち
 
ば
ん
い
 
い
ん
だ
け
 
ど
ね
。
 
バ
ソ
コ
 

ン
を
 
ア
シ
ス
 
タ
ン
 
ト
に
 
し
て
。
 

い
い
 
出
力
 
系
が
 
で
き
さ
え
 
す
れ
ば
、
 

パ
 

ソ
 
n 
ン
は
 
g
 
な
 ア
シ
ス
 
タ
ン
 
ト
に
な
る
 

と
 思
 う
ん
で
す
 
よ
。
 
主
に
 
プ
リ
ン
タ
の
 
部
 

分
を
 
な
ん
と
か
 
で
き
れ
ば
 
ね
。
 
今
 あ
る
 
コ 

ピ
—
材
 
み
た
 
い
な
も
の
は
 
精
度
が
 
あ
ま
り
 

良
く
な
い
 
で
し
よ
。
 
な
ん
か
 
歪
ん
だ
り
 
ね
。
 

あ
あ
い
 
う
 光
学
 
的
な
 
も
の
は
、
 
カ
メ
ラ
 
入
 

力
み
た
い
 
な
 形
の
 
も
の
が
 
安
く
で
 
き
た
ら
 

い
ぃ
な
-
 

そ
れ
か
ら
 
ベ
タ
 
塗
り
と
 
か
 線
 引
き
を
 
や
 

る
 イ
ン
ク
 
ジ
ェ
ッ
ト
 
プ
リ
ン
タ
の
 
類
が
 
安
 

く
で
 
て
 く
れ
ば
'
 
 
そ
う
し
た
ら
、
 
ほ
ん
と
 

に
 理
想
的
で
 す
ね
。
.
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BDDh  AFUIELU 
A  •ハ  クス レー 著 

片桐 ユズル 訳 

ノーの 集1 n 
人文 書院 刊 

定価 2000円 

R •アッシュ レイ 著 

大島邦 夫 訳 

'いノ  く ソ コニ 
ミ デ アム 出版 刊 

定価 2300円 

/ 数学 

義 講 奴 人
間
に
 

と
つ
て
，
，
 

常
識
々
 

と
は
 

一
体
な
 

ん
 

な
の
だ
ろ
ぅ
。
 

だ
れ
も
が
 

知
っ
て
い
る
 

こ
と
。
 

し
か
し
 

だ
れ
も
 

そ
の
 

現
実
を
 

^
 

し
え
な
い
 
こ
と
。
 
こ
れ
が
 
常
識
 
だ
、
 
と
で
 

も
 言
え
ば
 
い
い
の
だ
ろ
う
 
か
。
 

A
 
•
ハ
 
ク
ス
 
レ
—
 
が
 
|
 九
 
五
 
九
 
年
に
 
行
 

っ
た
 
「
集
中
講
義
」
 

で
 語
っ
た
〃
 
人
間
 

の
 状
況
々
 
は
'
 
 裏
を
 
言
語
 化
し
た
 
も
の
 

に
す
ぎ
な
い
。
 
し
か
し
 
そ
の
 
中
で
 
ハ
 ク
ス
 

レ
—
 
が
 実
現
を
#
^
 
し
た
 
も
の
は
 

I
 九
 八
 

四
 年
に
は
 
ま
だ
、
 
そ
の
 
す
べ
て
が
 
実
現
し
 

た
と
は
 
言
い
が
 
た
い
。
 
二
 五
 年
 前
の
 
ハ
ク
 

ス
 レ
—
 の 言
葉
が
、
 現
在
 も
 そ
の
 意
味
を
 

失
っ
て
 い
な
い
.
 
の
は
、
 明
白
に
 人
間
の
 歴
 

史
の
 
問
題
で
 
あ
る
の
 
だ
ろ
う
。
〃
 
D
N
 
 A 

の
 

運
搬
 
機
，
 
に
す
ぎ
な
い
 
人
間
は
、
 
科
学
 
技
 

術
 こ
そ
 
急
速
に
 
進
歩
 
さ
せ
つ
つ
 
あ
る
が
、
 

そ
の
実
、
 
少
し
の
 
変
化
 

(
進
歩
)
 
も
し
て
 

い
な
い
の
で
 
あ
ろ
う
。
 

どうして 
人間の 歴史は、 このよう 

な
 状
況
に
 陥
っ
 て
し
 ま
つ
た
 の
で
あ
ろ
う
 

\  
0 

専門化
、 

細分 化の 進行が
、 

人間の
 

全体 

性を 

失わせ
た、 

と言う
のは 

易し 

い。 

しかし
 

その 

専門化
、 

細分 

化 

こそ 

が、 

人類が
 

現在 

享受し
て 

いる 

科*： 

明の
^ 

一には 

不可
欠で
あっ
た 

の 
だか 

ら 
、まさ

に 

パラド
ックス

 

である
。 例

え
ば
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 
限
ら
ず
、
 
現
 

代
の
 先
端
 科
学
技
術
は
、
 

そ
れ
を
 利
用
す
 

る
 人
間
の
 
手
^
^
れ
て
 
自
己
 
増
殖
を
 
続
け
 

て
い
く
 
よ
う
で
 
あ
る
。
 
「
家
庭
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
が
 
入
つ
 
た
 
日
」
 
は
、
 

I
 〇
年
 
前
な
ら
 

ば
 S
F
 
 ノ
ベ
ル
の
 
テ
ー
 
マ
で
あ
ろ
う
 
が
、
 

現
在
で
は
 

「
ウ
 

ォ
ー
 

ゲ
—
ム
 

J 
が
リ
 

ア
リ
 

テ
イ
を
 
有
す
る
 
状
況
に
 
な
つ
て
 
い
る
。
'
 
 コ 

ン
ビ
 
ユ
ー
 タ
に
 
何
を
 さ
せ
る
 
か
が
、
 
と
リ
 

わ
け
ホ
ー
ム
 

コ 
ン
ピ
 
ユ —

夕
社
^
^
で
は
重
 

要
な
 
課
題
と
 
な
つ
て
 
い
る
の
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
問
題
の
 
解
決
が
、
 

「 
I
 九
 八
 四
 年
 

(
才
 —
ゥ
 

H ル
)
」
 と
 「
す
ば
ら
し
い
 
新
世
界
 

(
ハ
 ク
ス
 
レ
—
)
」
 
と
の
 
間
を
 
決
定
す
 
る
 鍵
 

で
あ
る
の
 

だ
ろ
、
 つ。 

そ
し
て
 
ハ
 ク
ス
 
レ
—
 

は
、
 
こ
の
 
落
と
し
穴
か
ら
 

脱
す
る
 
方
法
 

が
〃
 統
合
 的
教
 If F 

で
あ
り
、
 

そ
れ
に
よ
 

つ
て
 
は
じ
め
て
〃
 
人
間
の
 
潜
在
的
 
可
能
性
，
 

が
 発
揮
し
 
う
る
と
 
示
唆
す
 
る
の
で
 
あ
る
。
 

先
月
 
号
の
 
B
O
O
K
 
レ
ビ
 
ユ
—
で
 
紹
介
 

し
た
 
『
認
知
科
学
へ
の
 

招
待
』
 

は
、
 第五
 

世
代
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 
ロ
ジ
ッ
ク
を
 
理
解
 

す
る
 
の
に
 
必
要
な
、
 
基
礎
的
な
 
知
識
を
 
扱
 

っ
た
 本
だ
っ
た
。
 
心
理
学
、
 
言
語
学
、
 

コ 

ン
ピ
 
ユ
—
夕
 
科
学
と
 
い
づ
た
 
学
問
を
、
 
学
 

際
 的
に
 
ま
と
め
た
"
 
認
知
科
学
，
/
 
こ
そ
が
 

第
五
 
世
代
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
に
 不
可
欠
な
 
基
 

盤
な
 
の
 だ
。
 

で
は
、
 

い
ま
 

現
在
、
 

私
達
が
 

使
つ
 

て
い
 

る
 ノ
イ
マ
ン
型
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
に
 
と
つ
 

て
 不
可
分
な
 
基
盤
は
 
何
な
 
の
だ
ろ
う
 
か
。
 

そ
れ
は
〃
 
数
学
"
 
で
あ
る
。
 
こ
れ
は
、
 

丨 
B
 
M
 
 に
 
代
表
さ
れ
 
る
 
大
型
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

か
ら
、
 
M
S
X
 
に
 至
る
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
レ
べ
 

ル
ま
で
の
 
す
べ
て
に
 
つ
い
て
 
言
え
る
 
こ
と
 

だ
。
 
最
近
で
 
こ
そ
、
 
簡
易
 
言
語
な
 
ど
に
 
代
 

表
さ
れ
る
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
に
よ
つ
 
て、 

ユ
 

I
 
ザ
 
I
 
が
、
 
直
^
 
T
 フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
つ
く
ら
 

ね
ば
な
ら
な
い
 
困
難
は
 
軽
減
さ
れ
 
て
き
た
 

け
れ
ど
、
 
そ
れ
に
し
て
 
も
、
 
既
製
の
 
ソ
フ
 

ト 
ウ
ェ
ア
に
 
で
き
る
 
こ
と
に
は
 
お
の
ず
 
か
 

ら
 限
界
が
 
あ
る
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 情
報
 

処
理
 
能
力
に
 
注
目
し
、
 
最
大
限
 
そ
れ
を
 
引
 

き
 出
そ
う
と
 
し
た
 
場
合
、
 
あ
る
い
は
 
簡
易
 

言
語
を
 
効
率
よ
 
く 利

用
し
 
よ
う
と
い
 
う
 場
 

合
に
 さ
え
、
 基
礎
的
な
 

し
つ
 か
り
と
し
た
 

数
.
 J'hR が

 モ
ノ
を
 
い、 っ。 

フ
ロ
 
I 
チ
ヤ
 
I 

卜
に
 
始
ま
る
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
 
作
業
は
、
 

ま
さ
に
 
数
学
的
な
 
考
え
方
に
 
よ
っ
 
て
 実
現
 

さ
れ
る
 
か
ら
だ
。
 そ

う
し
た
'
 
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
 

数
学
の
 

間
 

に
 

立
っ
て
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
ア
 

ル
ゴ
 

リ
ズ
 

ム
 

と
と
も
に
 

数
学
を
、
 

数，
 

学
と
 

と
も
に
 

コ 

ン
ビ
ュ
 

I 
夕
の
 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
 

学
ん
で
 

行
く
 

た
め
の
 

J ア
キ
 

ス
ト
と
 

し
て
 

窨
 

か
れ
た
 

の
が
、
 

i
 

『
や
さ
し
い
 

パ
ソ
コ
ン
 

数
学
』
 

だ
。
 

こ
の
 

本
で
は
、
 

フ
ロ
—
 

チ
ヤ
—
 

卜
を
 

学
ぶ
 

一
方
で
、
 

数
学
が
 

ど
の
よ
う
 

に
し
て
 

実
用
的
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
 

役
立
つ
 

て
い
る
 
か
が
わ
か
る
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
必
要
な
数
 

学
に
 

つ
い
て
、
 

自
分
で
 

チ
ェ
ッ
ク
 

し
な
が
 ら
 

独
習
で
 

き
る
 

よ
う
に
 

さ
れ
て
 

い
る
。
 

$
咼
 

生
の
 

夏
休
み
の
 

勉
強
 

用
 

や
、
 

時
 

代
に
 

サ
ボ
つ
 

て
し
 

ま
つ
た
 

人
の
 

お
さ
ら
い
 

用
と
 

し
て
も
 

い
い
 

か
も
 

知
れ
な
い
。
 

い
わ
 

ば
、
 

リ
ハ
ビ
リ
 

テ
—
 

シ
ョ
 

ン
 

と
い
う
 

こ
と
 

に
な
る
。
 

ポ
—
ド
 
•
ゲ
 I 

ム
に
 
必
要
な
 

「
ゲ
 I 

ム
 

の. 理
論
」
 
を
 始
め
と
 
し
て
、
 
デ
—
 
夕
 処
理
 

で
 必要
な
 

「
統
計
的
な
 

考
え
方
」
 

、
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
の
 論
理
で
 
あ
る
 
「
真
偽
の
 
判
断
」
 

に
つ
い
て
 
な
ど
、
 実
用
と
 
と
も
に
、
 
数
学
の
 

S
 
の
 楽
し
 
さ
も
 
学
べ
る
 
し
、
 
実
は
、
 
勉
 

強
す
 
る
 こ
と
の
 
S
 
の
 意
味
は
、
 
そ
の
 
過
 

程
に
 
あ
る
の
 
だ
。
 

著
者
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
 

人
ら
し
い
 

け
れ
 

ど、
 

ア
メ
リ
カ
 

^
 

• 
い
う
の
は
、
 

こ
と
 

テ
キ
 

ス
ト
に
 

関
す
る
 

限
り
、
 

非
常
に
 

鍛
え
ら
れ
 

た
 

能
力
を
 

持
っ
 

て
い
る
。
 

本
書
 

も
 

そ
の
 

例
 

外
で
は
 

な
い
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 

よ
う
な
 

多
 

民
 

族
 

社
会
で
は
、
 

自
分
の
 

考
え
を
 

し
っ
か
り
 

と
 

表
現
で
 

き
る
 

能
力
が
、
 

何
よ
り
も
 

問
わ
 

れ
 

る
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

の
 

本
に
 

関
し
て
も
、
 

実
は
 

そ
の
こ
と
 

が
 

大
い
に
 

言
え
る
 

の
 

だ
と
 

思
う
。
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足 利 ブック ス アミー カ 足 利 0284-41-41 1 1 横 浜 栄松 堂窨店 横 浜 ジョイ ナス 店 
名古屋 丸蕃 名古屋 支店 

052-26 卜 2251 

広 島 

紀伊国 屋替店 広 島 店 0822-25-3232 

真 岡 福田屋 百貨店 真 岡 店 香箱 部 045-321 -683 i 

名古屋 
日 進 堂 書店 上前 津店 052-263-0550 

広 島 

広 文 堂 本 通 店 
0822-46-9581 

02858 -4-01 II 
横 浜 

有 隣 堂 伊勢崎 店 045-261-1231 名古屋 
白 沢窨店 052-793-6864 

福 山 
ブック シティ ー 啓 文 社 0849-25-0050 

离崎 学 陽 書房 0273-23-4055 

横 浜 

文教 堂 青葉 台 店 045-983-5150 
名古屋 水 野窨店 052-822-6244 

袖 山 

辰 文 館 ブック センター 

0849-25-2200 

高 崎 サカ ィ窨店 0273-62-1500 川 崎 文学 堂 本店 044-244-1251 
名古屋 

ブック ス村瀬 052-802-8161 

宇 部 

京 屋窨店 
0836-3 し- 2323 

太 田 _ 曾 根 書店 0276-45-1228 
川 崎 

有 隣 堂 川 崎 店 044-21  卜  1851 名古屋 池 下 三洋 堂 052-762-2345 

宇 部 

末広 窨店 
0836-3 卜 0086 

川 越 黑田窨 店 0492-25-3138 
川 崎 

文教 堂 宮前平 店 044-855-2583 名古屋 
四軒屋 三洋 堂 

052-773-7722 萩 
白 石窨店 

0838-22-0084 

川 越 紀 伊国屋 書店 川 越 店 0492-24-1111 

溝 ノロ 

ブック センター 文教 堂 
044-811-5557 

名古屋 
小播 5 洋童 052-795-1 128 

山 口 

文栄堂 

0839-22-561 1 
浦 和 須原屋 0488-22-5321 

溝 ノロ 

文教 堂 漘 ノロ 店 
044-811-8258 

名古屋 
ブック ス 金山 神宮 店 052-682-2869 

高 松 
宮脇窨 店 0878-51-3733 

所 沢 凌雲 堂窨店 0429-22-2279 横須賀 平 坂耆房 0468-63-3413 名古屋 入 中 三洋 堂 052-832-8202 

离松 

宮脇窨 店 屋島店 0878-43-8571 

飯 能 田 中 一誠 堂 04297 -4-IIII 平 塚 サクラ 書店 駅ビル 店 0463 -23-2751 名古屋 

アイ ブック ス サン ヨー 

外商部 

松 山 

紀伊国 屋窨店 松 山 店 
0899-32-0005 

深 谷 ブック ス アミー カ 深 谷 0485-73-6111 平 塚 サクラ 香 店 紅 谷 町 店 0463-23-5666 052-762-0034 

松 山 

アカ デミ ア明屋 
0899-4 卜 4141 

セント ラル プラザ 多田屋 0472-24-1333 
大船 

かまく ら窨店 0467-46-2619 
愛知 

東郷 三洋 堂 
05613 -8-00 10 

松 山 

明屋  大 街道 店 
0899-41-4242 

キ ディラン ド 第二 千 葉 店 0472,25 -20 II 
鎌 倉 

島 森窨店 
0467-22-0266 mm 

稍 文 館 0532-54-2345 
松 山 アテネ 窨店 竹 原 店 

0899-32-0880 

船橋 旭 屋窨店 船橋 店 0474-24-7331 小 田 原 八 小 堂窨店 0465-22-7111 

岡 崎 サン 窨房 

0564-21-1101 
福 岡 

寿屋 博 多 店 窨籍部 092-281-4411 

津田沼 芳林 堂窨店 津田沼 店 0474-78-3737 小 田 原 伊勢治 窨店 0465-22-1366 尾 張 旭 
森林 堂 05615 -4-6885 

福 岡 
紀伊国 屋窨店 福 岡 店 092-721-7755 

木更津 ブック ス 松田屋 0438-23-4210 相棋原 文教 堂 星 ヶ丘 店 0427-58-6121 美 濃 加 茂 丸圭 書店 
05742-5-2281 

福 岡 

九州 大学生 協 * 学部 店 092-65 卜 6781 
束 金 サン ご： r 争田屋 04755 -2-3663 

相 俣 原 
アイ ブック ス 相 棋原店 0427-42-6771 

* 明 才カ ジマ 窨店 
0562-92-1980 

福 岡 
ナガ リ窨店 

093-521-4744 
松 戸 堀江 良 文 堂 0473-65-5121 

伊勢崎 
有 隣 堂 伊勢崎 店 045-261-1231 小牧 小牧 三洋 堂 

0568-73-3462 

福 岡 
ブック シティ 

092-522-2685 

柏 新星 堂 柏 店 0471 -64-8551 新 潟 紀伊国 屋窨店 新 潟 店 0252-4 卜 5281 
春 日 井 

高 蔵 寺 S 洋堂 0568-51-6766 福 岡 
福 岡 金 文 堂 アニマ ー ト 原 092-844-0088 

神 田 三省堂 害 店 本店 03-233-3315 新湛 北光 社 
0252-28-2321 

刈 谷 
刈 谷 三洋 堂 

0566-24-1134 
福 岡 

ブック センター ほんだ 
092-581-9558 

神 田 東京 堂窨店 03-291-5181 
白 根 

ブック ス デイ トナ 0253-77-6794 岩 倉 キ トウ 害 店 
0587-66-7070 

長 崎 

メト □香 店 

0958-21-5453 
秋 葉 原 明 正 堂 秋 葉 原 店 03-251-2161 

長 岡 ブック セ ンタ ー長 岡 0258-36-1360 
安城 

日 新 堂 
05667 -5-2028 

長 崎 

福 江 マルイ 09597 -2-4 105 
御茶ノ水 丸 善 御茶ノ水 店 03-295-5581 長 岡 

覚張 書店 0258-32-1 139 

知 多 

武豊窨 房 
05697-3-4315 

熊 本 紀伊国 屋窨店 熊 本店 
0963-22-5531 

八霣洲 
八重 洲 プック センター 03-281-1811 

長 岡 
大阪 屋窨店 0258-32-0332 津 

別 所 書店 第 II ビル 店 0592-24-1014 
熊 本 

中 井窨店 東 窪 店 0963 - 38- 1085 
日本 橋 丸蕃 本店 03-272-7211 

新并 文栄堂 
02557 -2-5 135 

四日 市 

文化 センター 白揚 0593-5 卜 07 II 鹿 児 島 
山形 屋 

0992-24-641 1 
浜 松 町 丸 善 兵 松 町 店 03-435-5451 

見附 
押 野 見窨店 02586 -6-2207 

四日 市 

シエ トワ 白播 

0593-54-0171 

89 



ポ ドール 25MM0260 

気になる一 枚 「愛と 平和 J を 唄い 続けた、 ジ 

ョ ンの 天国からの メ ッ セージ 
ジョン、 ヨーコ 「ミルク •アン ド •ハニー」 

構成 コミュ ニ カ/文 Shilow  Itoh 

kEYIEW 

死
の
 
直
前
で
す
 
か
 …
…
 
や
っ
ぱ
り
、
 

ジ
—
 

ン
 と
き
ち
 
や
い
 
ま
す
。
 
内
容
が
 
ど
う
の
 
こ
 

う
の
 
音
が
 
ど
う
の
 
こ
う
の
と
 
ゆ
う
 
次
元
の
 

ア
ル
バ
ム
 
じ
 
や
な
い
で
 
す
ね
 
★
ジ
ョ
ン
の
 

フ
ア
ン
、
 

い
や
'
 
 音
楽
 
フ
ア
ン
な
ら
 
絶
対
 

に
 持
つ
 
て
い
た
い
 

I
 枚
で
す
 
ゾ
 
.
話
は
 変
 

わ
り
ま
す
 
が
、
 
こ
の
 
ア
ル
 
パ
ム
と
 
同
時
に
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
 
ー
の
 
レ
コ
ー
 
ド も

 発
売
さ
れ
 

る
ん
で
 
す
ネ
 
★
フ
ア
ン
 
必
 聴
で
す
 

// : 

•
.
出
ま
し
た
。
 
出
ま
し
た
。
 
遂
に
 
出
 ま
 

し
た
 
。
待
つ
 
て
ま
し
た
 

よ
り
 

一
 年
 

以
上
 
も
 遅
れ
ち
 
や
っ
た
。
 
ジ
ョ
ン
の
 
遺
作
 

.
.
前
 作
 

n タ
ブ
.
 ル
 
•
フ
ア
ン
 
タ
ジ
 
ー 」 

に
 

構
成
が
 
似
て
 
ま
す
 
ネ
 
★
全
 
|
 二
 曲
の
ぅ
 
ち
 

六
 曲
ず
 つ、 ジ

ョ
ン
と
 ヨ
ー
コ
 の
 曲
が
 交
 

互
に
 
収
録
さ
れ
 
て
い
る
 
の
は
 
同
様
で
す
。
 
そ
れ
に
、
 

ジ
ョ
ン
の
 六
 曲
は
、
 

, 80 年
の
 あ
 

の
 死
の
 直
前
に
 録
音
さ
れ
 た
も
の
で
 す. 

ユ—
 

リズ
 

ミ
ッ
ク
ス
 

「タ
ッチ
」 

: 
「
ス
ィ
—
 

卜 
♦
ド
リ
—
 

ム
ス
」
 

の
大
 

ヒ
ッ
 

ト
で
 

ト
ッ
プ
.
 

ア
—
テ
 

ィ
ス
 

ト
に
 

な
 

つ
ち
 

や
つ
た
 

ユ
—
 

リ
ズ
 

ミ
ッ
 

ク
ス
の
 

第
二
 

作
目
ネ
 

★
新
人
 

グ
ル
—
 

プ
 

な
ん
だ
 

け
ど
、
 

昔
は
 

ツ
 

I 
リ
ス
ト
と
 

い
ぅ
 

グ
ル
 

I 
プ
を
結
 

成
し
て
 

い
て
、
 

そ
れ
な
り
 

ガ
ン
バ
 

ッ 
テ
た
 

ワ
ケ
で
 

、
こ
の
 

ア
ル
バ
ム
な
ん
 

だ
け
ど
 

★
デ
ビ
 

ュ
ー
 

•
ア
ル
バ
ム
よ
り
 

数
 

段
 

イ
イ
 

出
来
で
、
 

や
っ
ぱ
り
 

キ
ヤ
 

リ
ア
の
 

長
さ
を
 

感
じ
さ
せ
る
：
 

買
つ
 

て
 

損
し
な
い
 

一
枚
 

ネ
 

-•
 

/ 
C 

J 

F
E
L
T
 
(
フ
 
H
 
ル
 ト
)
 「巷

齩」
 

'83 年、
 
話
題
を
 
さ
ら
つ
 
た
 チ
 
X リ

—
 

•
レ
ッ
ド
 
•
レ
コ
 
I 
ド
の
 
ア
 I 

テ
 ィス. 卜 

ネ
 
★
ネ
オ
.
 
フ
ォ
 
—
ク
だ
 
や
れ
 
ア
コ
—
 
ス
 

テ
ィ
 
ッ
ク
 
.
サ
ウ
ン
ド
 

•
ブ
 
|
厶
 
だ
と
 
言
 

わ
れ
た
 
チ
 
H リ
！
 

レ
ッ
 
ド
で
す
 
ゾ
：
こ
 

の
 グ
ル
—
 
プ
の
音
 
ナ
カ
 
ナ
カ
 
哀
愁
 
し
ち
や
 

つ
て
て
 
好
き
で
す
 
★
ソ
ウ
、
 
哀
愁
の
 
ギ
タ
 

I
 
 
•
サ
ウ
ン
ド
と
 
申
し
 
ま
し
よ
う
 
か
'
 
 
こ
 

う
い
、
 つ
の
、
 

日
本
人
は
 き
つ
と
 好
き
で
 し
 

よ
う
：
 ワ
 タ
シ
、
 コ
レ
 買
い
ま
す
 

// : 

「
人
間
と
 
自
然
」
 
を
 n ン

乜
プ
 
ト
に
 
し
た
 
マ
ジ
 
メ
な
音
 
I
I
 
ウ
イ
ン
 
ダ
ム
 
•
ヒ
ル
 

ウ
イ
リ
ア
ム
 
•
ア
ツ
 
カ
—
 
マ
ン
 

「
パ
ス
 
ト 
•
ラ
イ
 
ト 

U. 

ウ
イ
ン
 
ダ
ム
 
•
ヒ
ル
 
•
レ
コ
—
 
ド 社

 

の
 社
長
 
兼
 ギ
タ
リ
ス
ト
の
 
ア
ツ
 
カ
—
 
マ
ン
 

の
 最
新
 
作
で
す
 
ネ
 ★
こ
の
 
前
 も、 

ウ
ィ
ン
 

ダ
ム
 
•
ヒ
ル
の
 
レ
コ
—
 
ド
が
 
日
本
で
 
発
売
 

さ
れ
る
 
事
に
 
な
つ
て
、
 
プ
ロ
 
モ
—
シ
 
ヨ
ン
 

の
た
 
め
 来
日
し
 
ま
し
た
。
 
そ
の
 
時
 二
 曲
 程
、
 

生
で
 
演
奏
し
て
 
く
れ
ま
し
て
、
 
感
激
し
 
ま
 

し
た
.
 

ア
コ
 
ー 
ス
テ
 
イ
ツ
 
ク
 
•
ギ
 タ
—
 
と
 

フ
ル
—
 
卜
の
 
組
合
せ
が
 
リ
リ
シ
ズ
ム
 
溢
 

れ
て
 
イ
イ
で
す
 
ネ
 
★
静
か
で
す
。
 

に
。
 

リ
ズ
 
•
ス
^
 -I 

リ
|
 

「
ソ
リ
ッ
ド
 

•
カ
ラ
—
 

ズ
 

」 

.
女
性
 
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
 
ネ
 
年
は
 
26 

歳
と
 
か
 

見
た
ん
 
で
す
 
が
、
 
な
か
な
 

か
の
 
聰
明
な
 
美
人
で
す
 
ゾ
：
ビ
 
ル
 
•
エ
ヴ
 

ァ
ン
ス
の
 
影
響
が
 
あ
り
そ
ぅ
で
す
 
ネ
 
★
エ
 

ヴ
ァ
ン
ス
の
 
ス
テ
—
 
ジ
を
 
見
て
 
深
く
 
感
銘
 

を
 受
け
た
ら
 
し
い
で
す
 
ヨ •

男
 ま
さ
り
と
 

い
ぅ
か
'
 
 
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
 
タ
ッ
チ
で
 

す
ネ
 
★
テ
ク
ニ
ッ
ク
 
も
 相
当
 
だ
し
、
 
イ
マ
 

ジ
ネ
 
I 
シ
ヨ
 
ン
も
 
凄
い
で
す
 
★
繊
細
 
さ
も
 

失
つ
 
て
ま
せ
ん
：
 
感
動
し
 
ま
す
。
 

ジ
 
ョ
—
ジ
 
•
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
 
「
デ
イ
 
セ
ン
 
バ
 ー」 

ウ
イ
ン
 

ダ
ム
 

•
ヒ
ル
の
 

看
板
 

ス
タ
—
 

の
 

ピ
ア
 

ニ
ス
 

ト
で
す
 

ネ
 

★
日
本
で
 

も、
 

既
 

に
 

フ
ア
ン
が
 

大
勢
い
 

る
と
 

か
、
 

と
に
か
く
 

真
面
目
で
す
。
 

音
 

|
 

ツ
ー
 

ツ
が
 

真
面
目
で
 

す.
 

先
に
 

発
売
に
 

な
つ
た
 

「
才
—
 

タ
ム
」
 

と
、
 

そ
ろ
そ
ろ
 

発
売
さ
れ
 

る
 

「
ウ
 

イ
ン
タ
 

I
 

•
イ
ン
 

ト
ウ
 

•
ス
プ
リ
ン
グ
 

J
、
 

そ
し
て
 

こ
の
 

ア
ル
バ
ム
で
'
 
 

ピ
ア
ノ
 

三
部
作
と
 

言
 

う
ら
 

L
 

い
で
す
 

ネ
 

★
こ
の
 

三
枚
、
 

絶
対
に
 

持
つ
 

て
い
て
も
 

損
し
な
い
 

三
枚
で
す
 

e 

ト
ム
 
•
ウ
ェ
イ
ツ
 
「
ソ
—
 
ド
 
フ
ィ
 

シ
ユ
ト
 
ロ
ン
 
ボ
—
ン
 

」 

:
ジ
ャ
 
ケ
ッ
ト
 
写
真
が
、
 

し
つ
 
か
リ
フ
 

H
 
リ
 
ー
 
ニ
の
 
世
界
し
て
 

い
ま
す
 
ネ
 
★
音
な
 

ん
 か
も
 
フ
ェ
リ
—
 
二
し
て
 
る
と
 
こ
ろ
 
あ
り
 

ま
す
：
 
こ
の
 
人
の
 

, 73 年
の
 
デ
ビ
 
ュ
！
 

ア
 

ル
 バ
ム
 
「
ク
ロ
 
I 
ジ
ン
グ
 
•
タ
イ
ム
」
 

ワ
 

タ
シ
の
 
超
 愛
 聴
 盤
で
す
 

あ
の
 
ク
ラ
 
サ
好
 

き
で
す
 
★
あ
の
 
ク
 ラ
サ
 
好
き
な
 
人
は
 
破
滅
 

型
の
 
人
で
す
 
ヨ 

こ
の
 
ア
ル
バ
ム
は
 
何
 型
 

で
す
 
か
ネ
 
★
こ
れ
は
 
も
う
 
狂
気
 
型
で
す
 

狂
喜
じ
ゃ
な
く
て
 
狂
気
で
す
 
か
？
 

ア
 タ
ム
 
•
ア
ン
 
ト 

「
ス
ト
リ
ッ
プ
」
 

実
に
 
色
男
で
す
 
ネ
 
★
美
い
 
す
ぎ
る
 
と
 

こ
ろ
が
ち
 
ょ
つ
 
と
：
 
で
も
、
 
イ
ヤ
 
ミ
が
 
な
 

い
じ
 

や
な
い
で
 

す
か
、
 

郷
 ひろ
み
 

的
な
 

と
 

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
 

ヨ 
★
顔
は
、
 
と
も
か
く
 

音
で
す
 が
、
 
ジ
 
.
ア
ン
 ツ
を
 解
散
し
て
の
 

二
 枚
な
ん
 
で
す
 が
、
 
な
か
な
か
 
大
人
に
 
な
 

つ
て
 サ
ウ
ン
ド
 も
 拡
が
り
が
 出
て
 来
 ま
し
 

た. 
フ
ィ
ル
 
•
コ
リ
ン
ズ
が
 
二
 曲
 ば
か
り
 

ブ
ロ
 
デ
ュ
 
ー 

ス
 し
て
い
る
 
よ
う
で
す
 
ネ
 ★
 

そ
の
 
二
 曲
と
 
つ
て
も
 
イ
イ
 
曲
で
す
。
 

"F -//1 
J 

スタ— ズ •オン 45 

「ザ 
•スタ 

I  
•シス 

タ 
ー 
ズ 
j 

: 
フ
ッ
ク
 
ト 
•
オ
ン
 
•
シ
リ
 
ー ズ

と
同
 

じ
メ
 
ド
レ
—
 
も
の
の
 
ス
タ
 
I
 
ズ
 
•
オ
ン
.
 

シ
リ
—
 
ズ
の
 
最
新
 
作
で
す
 
ネ
 
★
ビ
 
ー
 
ト
 
ル
 

ズ
や
 ア
バ
の
 メ
 ド
レ
—
 も
の
で
 有
名
に
 な
 

つ
た
 
オ
ラ
ン
ダ
の
 
ヤ
ツ
で
す
 

•
今
回
は
、
 

•
4
0
 年
代
の
 
ビ
ッ
グ
 
•
バ
ン
ド
の
 
ス
ウ
 
イ
ン
 

グ
 も
の
で
す
 
ネ
 
★
し
っ
か
り
 
懐
か
し
 
も
の
 

で
メ
 
ド
レ
 
ー
 
し
ち
や
つ
 
て
ま
す
。
 

ま
た
、
 

三
人
の
 
女
性
 ヴ
ォ
—
 
カ
ル
が
、
 
あ
ま
り
 
上
 

手
く
な
く
て
、
 
と
つ
て
も
 
イ
イ
で
す
。
 



THREE-WAY  (ス リー ゥェィ) 
文字 どおり、 グリップが 3 種類に 交換で きる,： 

スト レー トな バッ ト タイプは 小さい 子供用 か 

な。 ほかの 2 タイプは、 フィ ッ ト タイプの ハ 

ン ドルな ので 好みに よって 選んで ぼしい の だ。 

ブレード スイッチは 6 個、 もちろん 8 方向 コ 

ン トロールが 可能で ある。 ファイア ー ポタン 

は 2 つ （ハン ドルの み、 もしく は ハン ドルと ベ 

ース 同時 使用 切換）、 センター リ ターン 方式。 

A  B  S プラスチック ハウジング 採用で ある。 

発売日 丨 月 21 日 

定価  12,800円 

POWER  GRIP  C パつ ー グリ ツづ) 
W  I  CO の コマンド コン ト ロールの 特徴の ひ 

とつは、 ハンドルの 部分。 世界 初の 理工 学 的 

な デザインが 用いられ、 手のひらに ビツ タリ 

フ ィツ トする サイズな の だ。 ブレード スイ ツ 

チは、 ベース、 ハン ドル、 上下、 左右と 6 個 

使われて おり、  8 方向の コントロールが 可能 

になっ ている。 ファイア ー ボタンは 2 つ あり 

(ハン ドル もしく は ベース 

切換）、 センター リ ターン 方 

式に なって いる.， 

発売日 I 月 21 日 

定価  11，000円 

THE  BOSS  (ザ ボス； 
w I C 0 独自の 性能を 国産な みの 価格で 

提供した のが ザ ボス。 頑強な P_c. ポー ド 

と 5 個の 業務 用 ブレード スイッチ により 

瞬時の カーソル コントロール （キャラ ク 

夕の 移動） が 簡単に 行え るって いうから 

ウレ シイ。 それ も そのは ず、 ノン ストツ 

プ グリップ 採用 だから、 どんな 動きに 対 

しても コント ロール ミ スが なく 安心して 

ゲームを エンジョイ できる， 

ファイア ー ボタンは 丨 つで、 セ 

ンタ— リターン 方式に なって いる 

値段 も グー ンと お得で ある 

発売日 2 月 21 日-定価 6,800 円。 

MSX  NEW ジョイス テイ ツク 
WICO  COMMAND  CONTROL 

W
I
C
O
 
コ
マ
ン
ド
 
コ
ン
 
ト
 
ロ
—
 
ル
の
 
大
き
な
 
特
徴
は
 
や
は
 
リ
 

"
ブ
 
レ
—
 
ド
ス
 
イ
ッ
チ
％
 
耐
久
力
が
 
マ
イ
ク
ロ
 
ス
イ
ッ
チ
の
 
場
 

合
 10 万

 回
に
 
比
べ
、
—
、
 

〇
〇
〇
 
万
 回
と
 
い
ぅ
 
驚
異
的
な
 
も
の
 

ク
ロ
ス
 
ポ
イ
ン
ト
 
接
点
 
方
式
に
 
な
つ
て
 
い
る
た
 
め
、
 
セ
ル
フ
 
ク
リ
 

I
 
ニ
ン
 
グ
 
作
用
が
 
あ
り
、
 
マ
イ
ク
ロ
ス
 
イ
ッ
 
チ
な
 
ど
に
 
比
べ
て
 
接
 

点
 電
流
が
 
非
常
に
 
小
さ
く
 
常
に
 
ク
リ
 
ー
ン
な
 
状
態
に
 
接
点
を
 
保
つ
 

こ
と
が
で
き
る
"
 

さ
ら
に
、
 

過
大
な
 
力
が
 
加
わ
っ
て
も
 

構
造
 
上
、
 
力
が
 
逃
げ
る
 
の
 
で
 
ス
イ
ッ
チ
が
 
破
損
し
 

に
く
く
な
 
つ
て
い
 
る。 

/ 0 0 

ゲ
 

I
 

ム
 

パ
 
1
 
ツ
 
で
は
 

世
界
一
の
 

メ
—
 

力
—
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

も
い
 

よ
い
よ
 

日
本
 

だ
け
 

の
 

も
の
で
は
 

な
く
な
っ
 

て
き
た
。
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ゲ
—
厶
 

パ
—
 

ツ
 

業
界
で
 

も
 

ト
ッ
プ
を
 

行
く
 
 

w
 

I 
C 
 

〇 
が
 

M 
 

s 
 

X 
対
応
 

の
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

発
表
し
た
 

か
ら
 

だ
 

。 

"
W
I
C
O
"
 

と
い
 

つ
て
も
 

聞
き
 

な
れ
な
 

い
 

人
 

も
い
 

る
だ
ろ
う
 

け
ど
、
 

一
九
 

四
〇
年
 

に
 

ス
タ
ー
 

ト
し
、
 

現
在
で
は
、
 

プ
ロ
 

フ
 

H 

ッ 
シ
ョ
 

ナ
ル
 

市
場
に
 

お
け
る
 

ワ
—
 

ル
ド
 

シ
 

H
 

ア
 

(
日
本
.
^
 
 

く
)
 

八
〇
 

％
 

と
い
う
 

圧
倒
 

的
；
；
^
 

さ
を
 

も
つ
 

た
メ
 
 

— 
力
—
 

な
の
で
 

あ
 

る。
 

こ
の
 

プ
ロ
 

用
 

パ
—
 

ツ
を
 

使
用
し
た
 

コ 

ン
シ
ユ
 

I 
マ
 

モ
デ
ル
の
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

ィ
ッ
 

ク
を
 

発
表
す
 

る
 

こ
と
に
よ
 

つ
て
、
 

プ
ロ
 

市
 

場
か
ら
、
 

さ
ら
に
 

民
生
 

市
場
に
ま
で
 

も
 

参
 

入
し
た
 

と
い
う
 

こ
と
に
な
る
 

わ
け
 

だ
。
 

W
 

—
C
O
 

コ
マ
ン
ド
 

コ
ン
 

ト
 

ロ
 
 

—
 

ル
の
 

S
 
笑
の
 

特
徴
は
 

な
ん
と
い
 

つ
て
も
"
 

ブ
レ
 

I
 

ド
ス
 

イ
ッ
チ
"
。
 

耐
久
性
に
 

す
ぐ
れ
、
 

な
 

力
が
 

加
わ
っ
て
も
 

力
が
 

逃
げ
る
 

構
 

造
に
 

な
つ
て
 

い
る
た
 

め
'
 
 

従
来
の
 

も
の
に
 

比
べ
 

操
作
 

性
の
 

W
K
 

さ
と
 

堅
牢
 

性
 

(
堅
く
 

て
 丈
夫
)
 

に
 富
ん
で
 
い
る
 
こ
と
で
 
あ
る
 

= 

ハ
ン
ド
ル
は
 

人
間
工
学
に
 

基
づ
き
'
 
 

握
 

リ
 

や
す
い
 

デ
ザ
イ
ン
に
 

な
っ
て
 

い
る
の
で
 

使
い
 心
地
 も
よ
 い。 種

類
は
 3 種で'  そ 

れ
ぞ
れ
 

特
徴
の
 

あ
る
 

も
の
と
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

コ
ス
 

ト 
パ
フ
 

ォ
—
 

マ
ン
ス
を
 

計
つ
 

た
の
 

が
"
 

T
H
E
 
 

B
o
s
s
"
、
 

6 
個
の
 

ブ
レ
 

I
 

ド
ス
 

イ
ッ
チ
で
 

パ
ワ
フ
ル
な
 

動
き
を
 

す
 

る
々
 

P
O
W
E
R
 
 

G
R
 

丨 
p,
/、
 

C 
ン
ド
 

ル
を
 

3 
種
類
の
 

グ
リ
ッ
プ
に
 

交
換
で
 

き
る
 

ヂ
 
 

H
R
E
E
 
 

W
A
Y
#
。
 

さ
て
、
 

キ
ミ
が
 

セ
レ
ク
ト
す
 

る
の
は
 

ど
 

の タ
イ
プ
だ
ろ
う
。
 よ〜
 く 考
え
て
 ね。 

問
い
合
わ
せ
先
 

I
 

足
 

都
 

養
 

高
 

輪
 

四
 

八
 

九
 

㈱
才
—
 

デ
ッ
 

ク
ス
 

•
ジ
ャ
パ
ン
 

T
E
L
 

〇
|
〒
 

二
 

五
 

-
 

九
 

七
 

八
 

|
 



inting  finger  synarome 
ポイ ン テイ ング •フイ ン ガー •シン ドローム 

. 二… 

クルー ジー 

GOK 
eature ジー •オー •ケイ 

フィーチャ- 

fatal  bug  day  mode 

用讓在 纽れば 想くない 

In 

アメリカに 行って いた 本誌の 読者 T 君が、 筋金入りの ハッカー となって 帰って来た。 

今回は、 彼に シリコン •バレーの jargon (ジャーゴン） について 教えても らおう。 

brain  damaged 
ブレイン •ダメージ 

jargon 
ジャーゴン 

ド
 

つ
ま
り
、
 
朝
は
 キ
 チ
ン
と
 起
き
 

I
 

て
、
 
昼
^
:
®
 

き
、
 
夜
に
 
な
っ
た
ら
 

^
 

ベ
ッ
ド
に
 

入
る
 
…
…
 
と
い
う
、
 

昼
 

X
V
 

型
の
 

生
活
を
 

「
デ
イ
 

•
モ
ー
 

ド
」
 

と
い
う
。
 

そ
の
 

反
対
で
、
 

宵
っ
 

張
 

り
の
 
朝
寝
坊
の
 
生
活
を
 

「
ナ
イ
 
ト 

.
モ
—
 
ド
」
 
と
い
う
。
 

実
は
、
 

こ 
の
 ふ
た
つ
の
 

語
は
、
 

ハ
ッ
 
カ
—
 
た
 

ち
の
 
使
う
 
俗
語
な
ん
 
だ。 

ハ
ッ
 
カ
 

I
 
の
 
ほ
と
ん
ど
は
 

「
ナ
イ
ト
 

•
モ
 

I
 
ド
」
。
 
「
デ
イ
 

•
モ
—
 

ド
 
J 
の
 
ハ
 

ッ
カ
ー
 
な
ん
て
 
聞
い
た
 
こ
と
が
 
な
 

い
ヨ
 
。
ハ
ッ
 

カ
—
 
と
は
 
逆
に
 

「
デ
 

イ
 .
モ
—
 

ド
」
 で
 ビ
ジ
ネ
ス
に
 

バ
 

リ
パ
リ
 
使
う
 
人
た
ち
 
の
こ
と
は
、
 

ク
リ
ア
 

ル
 
•
ユ
—
 

ザ
—
々
 

と
 
呼
ん
 

だ
り
 
す
 る
ん
だ
。
 

グ
 
 
さ
つ
き
の
 
「
フ
レ
イ
ン
 
•
ダ
メ
 

パ
—
 

ジ」 を
 引
き
起
こ
す
 
素
と
 
な
る
 
の
 

ル
 
 
が
、
 た
と
え
ば
 
こ
の
 
「
フ
ェ
イ
 
タ
ル
 

^
 
 
•
バ
グ
」
。
 取
り
返
し
の
 
つ
か
な
い
 

H
 
 
致
命
的
な
 
大
欠
陥
 
バ
グ
。
 
プ
 
ロ
グ
 

フ
 
 
ラ
ム
が
 
大
 暴
走
す
 
る
。
 
電
源
を
 
無
 

理
矢
理
 
O
F
F
 
に
し
て
 
パ
ソ
コ
ン
 

を
 止
め
る
 
以
外
に
 
打
つ
手
が
な
い
。
 

当
然
、
 
そ
れ
ま
で
に
 
コ
ッ
コ
 
ッ
と
 

仕
上
げ
た
 
計
算
は
 
す
べ
て
 
ォ
ジ
ャ
 

ン
 。
も
ぅ
 
一
度
 電
源
を
入
れ
 
直
し
、
 

す
べ
て
 

は
じ
め
か
ら
 

…
…
 

と
い
ぅ
 悲劇。 Ms X にも、 もうす ぐ 

フ
ロ
ッ
ピ
ー
 
が
 出
る
 
け
れ
ど
、
 
本
 

格
 的
な
 プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
 
必
 

ず
 
I
 度
は
 
起
こ
る
 
か
ら
 
ご
用
 
心
。
 

テ
キ
 

ト
—
 

に、
 

行
き
当
た
り
 

パ
 

ッ 
タ
リ
で
、
 

そ
の
 

場
し
 

の
ぎ
で
…
 

… 
。
た
と
え
ば
、
 

寄
せ
集
め
の
 

ツ
 

ギ
 

ハ
ギ
 

だ
ら
け
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
 

ん
 

か
は
、
 

明
ら
か
に
 

「
ク
ル
 

I 
ジ
 

ー 
j 

だ。
 

そ
し
て
、
 

い
つ
も
 

そ
ん
な
 

こ 

と
を
 

や
っ
て
 

い
る
 

人
間
は
 

「
ク
ル
 

—
ジ
 

IJ
 

な
 

ヤ
ツ
 

だ、
 

と
い
ぅ
ょ
 

ぅ
に
 

使
わ
れ
る
。
 

も
と
も
と
、
"
 

ハ 

ツ
カ
—
々
 

に
し
て
も
 

、
「
ハ
ッ
ク
 

(
切
 

り 
刻
む
)
」
 

と
い
う
 

単
語
か
ら
 

き
て
 

い
る
。
 

ア
メ
リ
カ
に
は
、
 

こ'
 

つ
い
 

う
 
言
葉
が
 
多
 
い
ん
だ
。
 

「
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 

•フ ィ
ン
ガ
 I」 

と
い
う
の
は
、
 

相
手
を
 

指
さ
 

す 
こと。 

指
さ
し
て
 

ど
う
す
 

るの 

か？. 

「ォ 
マエの 

方が 
悪い」 

と 
貴 
任の 
な
す
り
 

合
い
を
 

する 
わ 

けです。 

の 
ハツ 
キ
リ
し
 

な 

い 
故
障
 

や 
ト
ラ
ブ
ル
が
 

起きて、 

あ
な
た
は
 

愛
機
を
 

修
理
に
 

出す。 

そ
う
す
る
と
 

'
ソ
フ
ト
 

技
術
者
は
 

「ハ— ドが 悪い」 
といい、 

ハ 
I 
ド 
技
術
者
は
 

「
ソ
フ
ト
が
 

悪
い
」
 

とい、 
つので、 

指の 
さし 
合
い
で
 

激
震
が
 

起こる。 

け
れ
ど
 

マシン 

は
な
お
ら
な
い
。
 

こ
ん
な
 

状
態
を
 

表
現
す
 

る 
言
葉
 

だ。 

か
の
 

シ
リ
コ
ン
 

•
バ
レ
—
 

に
あ
 

つ
て
も
、
 

困
つ
 

た
こ
と
は
 

多
く
て
、
 

中
で
 

も
こ
の
 

「
フ
ィ
 

ー 
^ チ
ャ
 

I 
」 

は
代
_
 

な
ジ
ャ
 

ー
ゴ
ン
 

。
例
え
 

ば
 

新
製
品
の
 

ワ
—
プ
 

b
 

用
 

ソ
フ
ト
 

に
 

バ
グ
が
 

あ
る
 

場
合
、
 

そ
れ
を
 

直
 

さ
な
い
で
、
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
 

「
こ
 

の
 

ソ
フ
ト
は
、
 

こ
の
よ
う
に
な
る
 

特
徴
.
 

特
別
な
 

仕
様
に
 

な
つ
て
 

い
 

る
」
 

と
 

書
い
て
、
 

知
ら
ん
 

ぶ
り
し
 

ち
 

ゃ
う
と
 

い
う
 

心
な
い
 

や
り
方
が
 あ
る
。
 

ま
さ
に
、
 

わ
け
が
 

わ
か
ら
 

な
い
よ
う
 

に
し
て
 

だ
ま
さ
れ
て
 

.L
 

ま
う
 

と
い
う
、
 

「
ジ
ヤ
 

ー
ゴ
ン
 

」 
の
 

本
質
的
な
 

(
？
)
 

使
い
方
。
 

や
だ
ね
。
 

「
G
 
 O
K
I
 
と
は
 
「
コ
ッ
ド
 
•
才
 

ン
リ
！
 
 
ノ
ウ
 
ズ
」
 
の
 略
。
 
「
神
の
 

み
ぞ
 
知
る
」
 
と
い
う
 
意
味
 
だ。 

も
 

つ
と
 も
 裏
を
 返
せ
ば
 
「
俺
た
ち
 の
 

知
つ
 
た
こ
と
 
じ
 
や
な
い
 
よ」 

な
ん
 

て、 
少
し
 
突
き
放
し
た
 

意
味
合
い
 

も
 あ
る
。
 
日
本
で
 
い
う
と
 
こ
ろ
の
 

"
南
無
 
妙
法
 
i
 
経
 …
…
 
々
み
た
 

い
な
も
の
。
 

た
だ
、
 

日
本
の
 

お
 ま
 

じ
な
い
 
(
？
)
 
つ
て
 
神
 だ
の
み
 

= 神
 

様
に
 
お
願
い
し
て
 
し
ま
う
 
も
の
が
 

多
い
 

け
ど
、
 

西
洋
の
 

方
は
、
 

や
れ
 

る
 だ
け
は
 や
つ
た
、
 後
は
 神
様
が
 

決
め
る
 
…
…
 
と
い
、
 
つ 審
判
 
待
ち
の
 

表
現
が
 
多
い
 
よ
う
 
だ。 

ヒ ヤ
ヒ
ヤ
 

も
の
の
、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

•
コ
ン
パ
 

I
 
卜
の
と
 
き
な
 
ど
に
、
 
「
結
果
は
 
G
 

O
K
 
だ
ぜ
」
 
と
か
 
言
い
な
が
ら
 

作
 

業
す
 
る。 

勉
強
 
も
し
な
い
で
 

「
試
 

i
 
果
は
 

G
O
K
 

だ
」
 
な
ん
て
い
 

つ
て
も
、
 
黄
 任
は
 
取
れ
な
い
 

ゾ
 
/ 

ジャ
 

—ゴ
ン 

とは
、 

ちん
ぶん
 

かん
ぷん
な 

言葉
を 

多用
した
 

会 

話 

や、 

専門
用語
を 

むや
みに
 

使 

ぅこ
と。
 

日本
の 

マス
コミ
で 

流 

行つ
 

た％
 

ルモ
 

々や
々 

ヒ—
コ 

— 
々な
んて
の 

も'
  

この
 

ジャ
— 

ゴン
 

にあ
た 

るね
。 

ちな
みに
 

-2 
アル
 

モ 
，•
とは
 

モデ
ルの
 

こと
、 

々ヒ
 

ーコ
— 

♦は
 

コー
ヒ 

I 

のこ
 

とだ
。 

何ん
でも
 

逆さ
に 

すれ
ば 

いい
つて
 

訳 

じ 

やな
い 

けど
、 

業 

界 

人は
 

大体
 

こん
な 

感じ
で 

使つ
 

てい
た。
 

今
回
 
紹
介
す
 
る
ジ
ャ
 
—
ゴ
ン
 
は
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
産
業
の
 
メ
ッ
カ
、
 

ア
メ
リ
カ
は
 
シ
リ
コ
ン
.
 
バ
レ
ー
 

で
 使
わ
れ
て
 
 
い
る
、
 
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 

夕
 面
白
 
用
語
集
 
だ
。
 

か シ
リ
コ
ン
.
 

バ
レ
！
 
ガ
イ
"
 
に
な
っ
た
 
つ
も
 

り
で
、
 
ビ
 シ
ビ
 シ
 使
っ
て
 み
ょ
ぅ
-
 

あ
ま
り
に
 
ひ
ど
い
 
ハ
—
 
ド
ウ
 

ェ 

ア
の
 
欠
陥
 
や
 ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 
バ
 

グ 
な
ど
に
 

ょつ
 

て、
 

ブ
レ
イ
ン
 

= 

頭
脳
に
、
 

強
烈
な
 

ダ
 

メ 
 

—
ジ
 

を
受
 

けて
 

しま
い、
 

立
ち
直
れ
 

なく
な 

つ
て
し
 
ま
ぅ
。
 
つ
ま
り
、
 
思
考
力
 

や
 想
像
力
と
 
い
っ
た
 
考
え
る
 
力
が
 

ブ
ッ
 
飛
ん
で
 
し
ま
、
 
っ 位

の
 
シ
ョ
 
ッ 

ク
 (
ダ
 メ
ー
ジ
)
 
の
こ
と
。
 
日
本
 流
 

だ
と
、
 

デ
ッ
ド
 

•
ポ
—
 

ル
 

級
の
 

バ
 

グ
 

で
直
擊
 

さ
れ
た
/
.
 

と
い
ぅ
 

位
 

に
な
る
 
の
か
な
。
 
し
ば
ら
く
は
、
 

立
ち
直
れ
ま
せ
ん
 
ゾ
 '
コ
レ
は
。
 

お知らせ 知りたい 用語、 分からない 用語が あったら、 どんどん 書いて 来て 下さい。 ひとつの 用語に、 たくさんの スペースを 取って、 やさ しく 解説して いきます。 待っ てます。 じ ゃ あまた 来月。 
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ボウイの 好きな 人、 ドヌーブの 好きな 人、 リ ドリー • スコッ トが 関係し てれば 何でもい いって 人、 バウ ハウス 
の 好きな 人、 美しい 恐怖映画の 好きな 人、 そして 「ボーの 一族」 が 好きな 人に もおス スメしたい …… 

「八 ンガ ーJ 
監督 ト ニー •スコット 播影 ステ イーブン •ゴールド ブラッド 

製作 リ ヲ:ャ ー ド •  A  •シェ ファ ー ド 音楽 ミシェル •ルビ ニー デニ ー •ジ ャガ ー 

前 

よ
り
、
 

デ
ビ
ッ
ド
 

•
ボ
ウ
イ
と
 

カ
ト
リ
—
 

ヌ
 

.
ド
 

ヌ
—
ブ
 

の
 

濃
 

厚
な
 

ラ
ブ
 

シ
—
ン
 

が
 

あ
る
と
 

か
、
 話
題
に
は
 

事
欠
か
な
か
っ
た
 

「
ハ
ン
 

ガ
 

I」
 

が
、
 

意
外
と
 

早
く
 

公
開
 

さ
 

れ
る
 

こ
と
に
な
 

つ
た
。
 

「
ハ
ン
 

ガ
 

1J
 

の
 

嘆
を
 

聞
い
た
 

の
は
、
 

確
 

か
 

去
年
の
 

始
め
。
 

デ
ビ
ッ
ド
 

•
ボ
ウ
イ
が
 

カ
ト
リ
—
 

ヌ
 

•
ド
 

ヌ
—
ブ
 

と
 

共
演
'
 
 

監
督
 

は
、
 

あ
の
 

リ 
ド
リ
—
 
 

•
ス
コ
ッ
ト
の
 

弟
で
 

あ
る
 

ト 
ニ
 

ー 
•
ス
コ
ツ
ト
 

だ
と
い
 

う。
 

リ
 

ド
リ
—
 
 

•
ス
コ
ッ
ト
と
 

い
え
ば
、
 

「
デ
ュ
 

エ
 

リ
ス
ト
/
 

エ
イ
リ
ア
ン
」
 

~3
 

フ
 

レ
—
 

ド
ラ
ン
 

ナ
 

I」
 

と
 

悉
く
 

素
晴
ら
し
い
 

映
画
を
 

作
っ
 

て
き
た
 

人
で
 

あ
る
。
 

そ
の
 

弟
と
 

い
っ
た
ら
、
 

こ
れ
 

も
 

優
秀
に
 

違
い
な
い
 

と
'
 
 

は
か
ら
ず
 

も
 

思
っ
て
 

し
ま
う
 

の
が
 

人
情
つ
 

う
も
ん
で
 

あ
る
。
 

監
督
が
 

よ
く
て
、
 

ボ
ウ
イ
と
 

ド
ヌ
 

—
ブ
、
 

S
F
 

ス
 

リ
ラ
—
 
 

' 
と
そ
ろ
 

つ
て
 

興
 

奮
し
 

な
い
 

わ
け
に
は
 

い
か
な
い
。
 

こ
れ
 

も
 

人
情
つ
 

う
も
ん
で
 

あ
る
。
 

最
近
は
 

テ
レ
ビ
で
 

も
 

ロ
ッ
ク
 

ビ
デ
オ
を
 麗
 

I 

流
す
 

番
組
が
 

ふ
え
、
 

ボ
ウ
イ
 

さ
ん
の
 

お
 

顔
 

も
 

ひ
ん
ぱ
ん
に
 

見
れ
 

る
よ
う
 

に
は
な
 

っ
た
 

も
の
の
、
 

や
は
り
 

映
画
と
 

な
る
と
 

ま
た
 

感
 

激
が
 

違
い
ま
す
 

ね
、
 

な
ど
と
 

ミ
—
 

ハ
—
 

チ
 

ッ
ク
 

に
な
っ
 

て
し
 

ま
う
。
 

ボ
ウ
イ
の
 

映
画
 

と
い
う
と
、
 

ど
う
し
て
も
 

「
公
開
さ
れ
 

る
 

の
か
な
 

あ
」
 

と
い
う
 

不
安
が
 

先
に
 

来
る
 

も
 

の
な
ん
 

だ
。
 

し
か
し
、
 

去
年
の
 

ボ
ウ
イ
 

人
 

気
を
 

考
え
て
み
れ
ば
'
 
 

そ
ん
な
 

不
安
 

も
 

遠
 

い
 

宇
宙
の
 

彼
方
へ
 

消
え
去
っ
 

て
し
 

ま、
 

っ。
 

何
し
ろ
 

「
戦
場
の
 

メ
リ
—
 

ク
リ
ス
マ
ス
」
 

は
—
 

9
8
3
 

年
を
 

飾
る
 

事
件
 

だ
し
、
 

10
 

月
 

の
 

来
日
は
 

キ
ャ
 

ピ
 

キ
ャ
 

ピ
と
 

世
間
 

様
を
 

騒
 

が
せ
て
、
 

ま
さ
に
 

と
ど
め
の
 

I
 

発
だ
っ
た
 

か
ら
ね
。
 

思
う
 

に
、
 

「
ジ
ャ
ス
 

ト 
•
ア
 

•
ジ
 

ゴ
ロ
」
 

ま
で
は
 

公
開
 

そ
の
も
の
が
 

事
件
、
 

「
戦
 

メ
リ
」
 

以
後
は
 

公
開
は
 

当
然
、
 

中
味
 

で
 

勝
負
と
 

い
う
 

風
に
 

変
っ
 

た
の
で
は
 

な
い
 

だ
ろ
う
 

か。
 

さ
て
、
 

そ
の
 

中
味
で
す
。
 

物
語
は
'
 
 

6 
0
0
0
 

年
の
 

長
き
 

に
渡
リ
 

、
生
き
 

続
け
る
 

吸
血
鬼
 

ド 
ヌ
—
ブ
 

と、
 

18
 

世
紀
の
 

チ
ェ
リ
 

ス 
ト
だ
っ
た
 

が
 

永
遠
の
 

命
を
 

約
束
さ
れ
 

て
 

そ
の
 

パ
 

II
 

ト
ナ
—
 

と
な
っ
た
 

ボ
ウ
イ
が
 

2 

人
 

連
れ
 

だ
っ
て
、
 

7 
日
に
—
 

度
の
 

食
料
 

(
=
 

当
然
、
 

生
き
た
 

人
間
)
 

を
 

探
す
 

シ
 

I 
ン
 

か
ら
 

始
ま
る
。
 

場
所
は
 

ニ
 

ユ
ー
ョ
 

—
ク
の
 

デ
ィ
ス
コ
。
 

ね
ば
り
つ
 

く
よ
う
な
 

バ
ウ
 

ハ
ウ
ス
 

(
/
)
 

の
 

演
奏
を
 

バ
ッ
ク
に
、
 

青
を
 

基
調
と
 

し
た
 

ラ
 

イ
ト
の
 

中
に
 

浮
か
び
 

あ
が
る
 

サ
ン
グ
ラ
ス
 

を
し
た
 

ボ
ウ
イ
と
 

ド 
ヌ
—
ブ
 

の
 

顔
。
 

こ
の
 

冒
頭
 

シ
—
ン
 

だ
け
で
 

見
た
 

か
い
が
あ
る
、
 

そ
う
 

思
っ
た
り
 

す
る
。
 

バ
ウ
 

ハ
ウ
ス
は
、
 

も
う
 

解
散
し
て
 

し
ま
っ
た
 

ロ
ッ
ク
 

グ
ル
—
 

プ
で
 

去
年
の
 

来
日
 

コ
ン
 

サ
 

I 
卜 

で
も
、
 

ポ
 

ウ
イ
の
 

影
響
を
 

感
じ
さ
せ
る
 

演
劇
的
な
 

ス
 

テ
—
 

ジ
を
 

見
せ
て
 

く
れ
た
。
 

も
し
、
 

バ
ウ
 

ハ
ウ
ス
が
 

好
き
な
ら
 

、
十
分
^
 

0 
価
値
は
 

あ
る
と
 

思
う
。
 

映
画
の
 

方
は
、
 

気
が
狂
っ
 

た
よ
う
に
 

暴
 

れ
 

回
る
 

猿
と
、
"
 

食
事
，
，
 

に
 

襲
い
 

か
か
る
 

2 

人
が
 

才
 

I バ
 

I ラ
ッ
プ
し
て
、
 

ス
ピ
 

I ド
 

を
 

上
げ
て
 

い
く
。
 

全
体
 

的
に
、
 

短
い
 

シ
ヨ
 

ッ
ト
 

、
時
に
は
 

静
止
画
の
 

組
み
合
わ
せ
が
、
 

い
い
 

効
果
を
 

生
ん
で
、
 

こ
の
 

映
画
に
 

不
思
 

議
な
 

1
 

商
 

気
を
 

与
え
て
 

い
る
ょ
ぅ
 

だ
。
 

永
遠
の
 

若
さ
を
 

得
た
 

と
 

信
じ
て
 

い
た
 

ボ
 

ウ
イ
は
、
 

あ
る
 

日、
 

自
分
の
 

顔
の
 

中
に
 

老
 

い
を
 

見
い
だ
 

す
。
 

人
間
か
ら
 

吸
血
鬼
に
 

な
 

つ
た
 

者
は
 

2
 
 

〇
 
 

〇
 

年
で
 

若
さ
が
 

維
持
で
 

き
 

な
く
な
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

テ
レ
ビ
で
 

み
た
、
 

，
老
い
，
 

を
 

研
究
す
 

る
 

女
医
の
 

元
に
 

相
談
 

に
い
く
 

が
 

と
り
あ
つ
 

て
 

も
ら
え
ず
、
 

そ
の
 

日
の
ぅ
 

ち
に
 

ミ
イ
ラ
 

化
し
て
 

い
く
 

ボ
ウ
イ
。
 

こ
の
 

i
 

も
こ
の
 

映
画
の
〃
 

売
り
，
，
 

の
 

ひ
 

と
つ
な
 

の
 

だ
。
 

実
は
、
 

こ
の
 

映
画
、
 

ボ
ウ
イ
は
 

早
々
 

に
 

ひ
つ
 

こ
ん
で
 

し
ま
い
、
 

次
の
 

パ
 

I 
ト
ナ
 

ー 

と
し
て
 

選
ん
だ
 

そ
の
 

女
医
と
 

ド
 

ヌ
—
ブ
 

の
 

萌
 

か
 

中
心
な
 

の
で
 

あ
る
。
 

去
年
、
 

ニ
ユ
丨
 

ヨ
—
ク
 

で
 

「
ハ
ン
 

ガ
 

I」
 

を
 

観
て
 

き
た
 

友
 

人
が
"
 

「
あ
れ
は
 

ド
 

ヌ
—
ブ
 

の
 

映
画
 

だ
ょ
」
 

と
い
つ
 

て
い
た
 

意
味
を
 

納
得
で
 

き
た
。
 

ポ
ー
 

ウ
イ
 

フ
ア
ン
の
 

方
に
は
 

申
し
 

わ
け
な
い
 

け
 

ど
、
 

し
よ
う
が
な
い
。
 

こ
の
 

女
医
を
 

演
じ
 

る
ス
 

—
ザ
ン
 

•
サ
ラ
ン
ド
ン
は
 

「
ロ
ッ
キ
 

I
 
 

•
ホ
ラ
—
,
 
 

•
シ
ヨ
—
」
 

に
 

出
て
 

た
 

人
で
 

覚
え
て
 

い
る
 

人
 

も
 

多
い
で
 

し
よ
、
 

つ。
 

あ
の
 

時
は
、
 

イ
モ
 

ね
—
 

ち
ゃ
ん
 

風
で
 

可
愛
 

か
っ
 

た
け
 

ど
、
 

A
r
®
 

は
、
 

イ
ン
テ
リ
 

風
 

大
人
の
 

女
を
 

み
ご
と
に
 

演
じ
て
 

い
る
。
 

は
っ
き
り
 

言
っ
て
、
 

映
画
は
 

か
な
 

リ
グ
 

ロ 
テ
ス
 

ク
 

で
あ
る
。
 

気
持
ち
 

ワ
 

リ
—
シ
 

I 

ン
 

が
い
つ
 

ぱ
い
 

あ
る
。
 

た
だ
、
 

そ
の
 

気
持
 

ち
 

悪
さ
を
 

売
り
 

も
の
に
し
た
、
 

か
つ
て
の
 

ス
リ
ラ
 

I 
映
画
と
は
 

違
っ
て
'
 
 

映
像
の
 

重
 

ね
 

方
と
 

い
い
、
 

ピ
ア
ノ
を
 

中
心
と
し
た
 

音
 

響
 

や
、
 

時
折
 

挿
入
さ
れ
 

る、
 

意
味
 

不
明
の
 

ヵ
ッ
 

ト
が
 

美
し
く
'
 

あ
る
 

種
 

耽
美
 

映
画
な
 

の
 

だ
と
、
 

私
に
は
 

思
え
た
 

の
 

だ
。
 

ち
よ
う
 

ど
、
 

ボ
ウ
イ
が
 

音
楽
を
 

担
当
し
た
 

「
キ
ャ
 

ッ
ト
ピ
 

I 
プ
ル
」
 

の
よ
う
に
 

。
ジ
ョ
ン
.
 

ラ
ン
デ
 

イ
ス
と
 

い
い
、
 

ポ
—
ル
 

•
シ
ユ
 

レ
 

イ
ダ
—
 

と
い
い
、
 

こ
の
 

ト
ニ
 

ー 
•
ス
 

コ
ツ
 

卜
と
 

い
い
、
 

ス
 

リ
ラ
ー
 

と
 

不
思
議
な
 

美
し
 

さ
の
 

同
居
が
、
 

最
近
の
 

注
目
 

株
な
ん
 

だ
ろ
 

う
な
 

0 

_
 

人
 

に
関
し
て
 

い
え
ば
、
 

意
外
に
 

も 

ド
 

ヌ
—
ブ
 

の
 

美
し
 

さ
に
 

び
つ
 

く
り
し
て
 

し
 

ま
っ
た
。
 

謎
の
 

多
い
 

映
画
で
 

あ
る
。
 

(
2
 

月
下
 

旬
よ
り
 

C
I
C
 

配
給
で
 

公
開
)
 

3 9 
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対人 鼸 占い 碧 
一人の 運勢が、 そ 

終る ことは ない。 t 
ベての 人の 運勢は、 

その 人 だけの もので 
たぶん、 世界の す 
どこかで 彩 響し 

ている。 そんな 時代の、 他人と 

うまく やる ための 占いです 0 

2 月 1 阳 ，昍ヨ 
牡羊座 

3/21-1/20 

矜 月の 牡羊座は まとめ 役 0 グループ 内で 何 かする 時、 リ 

ー ダー シップを とってい きそう。 周りに いる 人たち は どん 

どん アイデア や 企画を ぶつけて みて ください。 きっと まと. 

めて くれ. るでしょう。 ただし、 利用 するとい う 考えは 禁物。 

あくまで ギブ & テイクです。 また、 牡羊座の 株が上がり 人 

気 者に な っても 嫉妬して は ダメ。 あなたを たてる だけの 余 

裕も 持って いる 今月 の 牡羊座な のです。 

★神秘! と 愛と いう、 まさに ロマンの 世界へ 行っ ち ゃう 双子 

座です。 男女の 差 も 関係な く、 神秘、 的な 夢を みたり、 現実 

の 生活からは なれたと ころに 興味が いきます。 古代より 神 

秘 こそ 愛の 源。 そんな 双子座に 魅 かれて いく あなたは、 本 

気になって しまう かもしれ ません。 また ラッキー カラーは 

白。 雪の 日に 双子座と いっしょに 過ごす と 最高の一 時が 期 
待で きそうです。 

あえる、 いい 間 係が 保てそう。 ただし、 今月の 蟹座は 遊び 

へ r の 指向が 強ぐ 仕事な どま かせき るのは 不安です。 グル 

ーブで 動く ことが 大切です c また, 

くな り、 思わず 遊ん じ やい そうで 

目。 その ギヤ ツ ブ には 要; 主意です， 

りそうな 獅子座 0 おかげで、 うまく コン ト ロールで きない 
で ケン カ 別れと いうの も 起きる 可能性が あります。 いつも 

の 寛容 さは 望めません から、 うまく やりたい なら、 あなた 

も それなりの 気く ばりを。 また、 ； 牙え わたる 榜铁 P に 驚かさ 

れる こと も あるか もしれ ません。 いきづまったら 獅子座に 

まかせる の もい いです ね 0 

天 坪 座 
9/2 卜  10/23 

★金 運 最悪、 恋愛 最高の 2 月の 天 拜座〇 いつも ム乂 と に 積極 

的に 出て きます。 今月、 この 星座の 人と つきあう には、 仕 

事は さけ、 遊びで いっしよ に、 というの が ベス ト。 という 

の も、 その 積極 I 生が 仕事 や 勉強で なく、 遊びと 恋愛に 集中 

しそう だからです。 仕事は マイペースの 時な ので 勝^に や 

らせ ておいて、 檐 極性で 魅力の ました 天 評 座と 大人の 楽し 

みを。 

射手座 11/2: 卜  12/22 

h 月は、 射手座との ミス コミュニケーションに 注意 〇言 
葉に 関連した ことで 事件が ありそうです。 また、 旅に 関係 

しそうです。 遊びでの 旅行、 仕事での 出張な ど、 なにかと 

外と 関連の ある ことが ついて 回ります。 そんな 時、 水瓶座 

の パート ナ ーが し 、れば 最高。 知的な 部分での 刺激 力 寸 夫く 頭 

を リフレッシュ しそう。 とにかく 人の 出入りの 多 し 谢手座 

の 周りは、 けっこう あわただし いことは 確か。 

山羊座 
12/23 〜 1/20 

★自分では 愛 it 運が 高まって いるよう な 気になって いま 

が、 周りから みると、 何とな ぐ 浮いて る 感じが します。 

れ というの も、 内側から 燃え あがって いるから なのて す: 

運勢は いいのに 人間 閲係 だけは しっく りこない という 今 

を 象徴して いるよう な 月です。 そんな 山羊座と うまく コ 

ュニ ケートで き れ ば、 強い 運勢 <の 結びっき も 可能です 
うまく やり ましょう。 

水并趣 
1/2 卜 2/19 

★ユニークな アイデアが 次々 に 沸き あがって き ますが、 な 

かな か 認めて もらえない 状況です。 合理的な 水瓶座の '〇 の 

中では 納得して いても、 周りの人には ただの 反発に 見える 

なんて こと も。 しかし、 悪気が ある わけでは ありません。 

また、 その アイデア も 貴重な ものな のです。 人間関係 にこ 

だ わって いい アイデアを 失うよ り、 広い 心で、 新しい 関係 

性を 作って いく の もい いのでは。 





MITSUBISHI  ML- 8000 

會キ ー ホー ドの まわり は アルミ の 質感を 持つ シルバー 
め 

細部の 什 上げの 良さが、 しっかり した 印象を 夺 える。 

ダイヤ トーンの オーデ ィオ、 ロボ テイ と 組み合わせ 

て コン ヒュー タコン ト ロールに よる オー トマ テイ ック 

オーディオを。 また、 アーム ロボット ムーブ マスタ 

一との 組み合わせで ロボ ッ ト シミュレーションの 研 

究 に。 プリンタ インターフェイス、 RF、 コン ホジッ 

卜闽 方の！1 V 出 を 内；^ 

^ オプションの HEX チン キー （ifiP 戦力と して M L- 8000 を 使用したい 人に p 

派手 さはない が、 幣怎な マシン。 



會ス テツ. ブス カルフ 

チ ユア タイプの キー- .オプションの H  £: 

X テン キ ー 。 写真は 
ブロ ト タイフで、 発 

売 時には 少し 様子が 

変わる かもしれ ない。 

I
 
ド
 
部
が
 
分
離
で
 
き
る
 
よ
う
な
 
印
象
 
だ
。
 

む
ろ
ん
 
実
際
に
 
分
離
で
 
き
る
 
は
ず
 
も
な
い
 

の
 だ
が
、
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 部
の
 
シ
ル
バ
—
 
メ
 

タ
リ
 
ッ
ク
 が
か
な
 
り
う
 
ま
く
 
ア
ル
ミ
の
 
質
 

感
 i
 
現
し
て
 
い
る
の
で
、
 
小
さ
め
 
の
 本
 

体
に
 

少
し
 

大
き
な
 

ア
ル
ミ
の
 

カ
バ
 

I を 
か
 

ぶ
せ
 
た
 感
じ
に
な
る
。
 

キ
—
は
 
一
般
 キ
—
が
 
白
、
 
ス
ト
ッ
プ
、
 

力
 I 

ソ
ル
 
キ
 I が

 淡
い
 
グ
リ
 
I 
ン
 。
シ
フ
 

ト
キ
—
 
や
 
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ル
 キ
—
が
 
ス
カ
イ
 

ブ
ル
—
 と
い
う
 組
み
合
わ
せ
。
 パ
ス
テ
ル
 カ
 

ラ
—
 
調
の
 
や
さ
し
い
 
配
色
に
 
な
つ
て
 
い
る
。
 

た
だ
、
 

少
し
 

気
に
な
る
 

の
は
、
 

上
部
に
 

並
ん
だ
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ョ
ン
 

キ
—
と
 

H
O
M
 

E
 
 

I
N
S
、
 

D
E
 
 

し
’
 
 

S
E
 
 

し
 
 

E
C
T
 

キ
—
 

に
つ
い
て
、
 

キ
—
 

自
体
に
 

何
の
 

表
示
 

も
な
 

く'
 

本
体
 

側
に
 

の
み
 

表
示
し
て
 

あ
る
 

と
い
う
 

こ
と
な
の
 

だ
が
、
 

本
体
に
 

書
い
て
 

あ
る
 

文
字
が
 

読
み
 

づ
 

ら
い
と
 

い
う
 

わ
け
で
 

も
な
い
 

の
で
、
 

さ
ほ
ど
 

問
題
に
 

す
る
 

こ
と
 

で
も
な
い
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

H
E
X
 

テ
ン
 

キ
ー
 

こ
の
 
M
L
 
 
8
0
0
0
 
に
は
 
い
ろ
い
ろ
 

な
 オ
プ
シ
ョ
ン
の
 
可
能
性
が
 
考
え
ら
れ
て
 

い
る
よ
う
 
だ
。
 

す
で
に
^
®
 

で
も
 

発
表
さ
れ
 

た
よ
う
に
 

ダ
イ
ヤ
 

ト
—
 

ン
の
 

『
ロ
ボ
 

テ
イ
』
 

と
 

組
み
 合

わ
せ
る
 
こ
と
に
よ
 
つ
て
、
 
レ
コ
—
 
ド
 や
 

カ
 
セ
ッ
 
ト 
テ
—
 
プ
を
 
自
動
的
に
 
演
奏
 
さ
せ
 

た
り
、
 
ダ
ビ
ン
グ
 
コ
ン
 
ト 
ロ
ー
 
ル
を
 
し
た
 

り
と
 
い
う
 
こ
と
 
も
 考
え
ら
れ
て
 
い
る
し
、
 

ミ 
ニ
ア
—
 

ム
 

ロ
ボ
ッ
ト
'
 
 

ム
—
ブ
 

マ
ス
タ
 

—
を
 

コ
ン
 

ヒ
ユ
 

I 
タ
コ
ン
 

ト 
ロ 

ー 
ル
す
 

る
 

こ
と
な
 

ど
も
 

具
体
化
 

す
る
と
い
、
 

っ、
 

な
か
 

な
か
 

楽
し
み
な
 

企
画
 

だ
。
 

ま
た
、
 

実
用
 

派
、
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

派
と
 

い
う
 

人
に
 

も、
 

か
な
り
 

役
 

に
 

立
つ
 

オ
プ
シ
ョ
ン
が
 

用
意
さ
れ
 

て
い
る
。
 

い
わ
ゆ
る
 

テ
ン
 

キ
—
と
 

呼
ば
れ
る
、
 

電
卓
 

的
に
 

〇 
か
ら
 

9 
ま
で
の
 

数
値
 

キ
—
を
 

並
べ
 

た
 

外
部
 

キ
—
ポ
 

I 
ド
が
 

そ
れ
 

だ
。
 

三
菱
で
 
オ
プ
シ
ョ
ン
 
設
定
し
て
 
い
る
の
 

は
 『H
E
X
 

テ
ン
 

キ
 

I』 
と
い
、
 

っ、 
16 
進
 

数
の
 
入
力
 
も
 可
能
な
 
も
の
 
だ
。
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
を
 
少
し
で
 
も
 
勉
強
し
た
 
こ
と
の
 
あ
る
 

人
に
は
 
お
な
じ
み
の
 

16 進
数
 
だ
が
、
 
初
め
 

て
 知
る
 
人
の
 
た
め
に
 
少
し
 
_
 
し
て
 
お
こ
 

う
。
 

普
通
、
 

10 進
数
の
 
變
 
Q は
 〇、 

I、 
2、 

3 
か
ら
 
9 
ま
で
い
 
つ
た
と
 
こ
ろ
で
—
 
析
く
 

り
上
が
っ
て
 

|0 
、 || 
、 |2 
、
と
2
桁
の
表
 

記
に
な
る
 
わ
け
 
だ
が
、
 

16 進
数
の
 
場
合
、
 

9 
の
 次
が
 
A、 

次
が
 
B、 

c、 
D、 

E と
 

続
き
、
 

F ま
で
い
 
つ
た
と
 
こ
ろ
で
—
 
桁
く
 

り
 あ
が
っ
て
 |0 、 

|| ' 
|2 と 2 桁

の
 表
記
 

に
な
る
。
 

だ
か
ら
、
 

16 進
の
 
F は

 10 進
の
 15 
と
い
う
 

こ
と
 

だ
し
、
—
 

E とい
う
の
は
 

発
売
さ
れ
 
た
の
は
 
M
L
 
 
8
0
0
 
〇。 

ス
テ
ッ
プ
 
ス
カ
ル
 
プ
チ
 
ユ
ア
 
タ
イ
プ
の
 
キ
 

I
 
ポ
 
I
 
ド
と
 
メ
タ
 
リ
ツ
 
ク
ブ
 
ラ
ッ
ク
 
/
 
シ
 

ル
バ
—
 
に
 色
分
け
 
さ
れ
た
 
ポ
 デ
イ
を
 
持
つ
 

マ
シ
ン
 
だ
。
 

ス
テ
ッ
プ
 

ス
カ
ル
 

プ
チ
 

ユ
ア
 

タ
イ
プ
の
 

キ
—
ポ
 

I 
ド
と
 

い
う
の
は
'
 
 

キ
—
の
 

配
置
 

や
 

形
状
な
 

ど
が
、
 

よ
リ
 

人
の
 

手
の
 

操
作
に
 

適
当
な
 

よ
う
に
 

工
夫
さ
れ
 

た 
タ
イ
プ
の
 

キ 
I
 

ボ
—
ド
 

だ
。
 

キ
—
 

ト
ッ
プ
の
 

断
面
は
 

指
 

の 
腹
に
 

合
う
よ
う
 

に、
 

わ
ず
か
な
 

凹
形
の
 

湾
曲
を
 

持
ち
、
 

キ
—
の
 

i
 

も 
そ
の
 

湾
曲
 

が
 

適
当
な
 

段
差
を
 

持
ち
な
が
ら
、
 

大
き
な
 

弧
を
描
く
 

よ
う
に
な
 

さ
れ
る
。
 

手
前
の
 

列
 

の
キ
—
 

の
キ
—
 

ト
ッ
プ
 

程、
 

水
平
に
 

近
く
、
 

遠
く
の
 

キ
—
 

の
キ
—
 

ト
ッ
プ
 

程、
 

垂
直
 

(と
 

い
う
 

ほ
ど
#
^
 

な
 

毛
の
で
 

は
な
い
 

が)
 

に 

近
く
な
る
。
 

M
L
 
 

8
0
0
0
 

の
キ
—
 

形
状
は
 

こ
 

(7
> 

よ
う
な
 

も
の
で
、
 

指
を
 

お
い
た
 

感
じ
な
 

ど 

は
か
な
り
 

自
然
で
 

良
 

好
な
 

の 
だが
、 

逆
に
 

そ
の
た
め
に
 

押
 

圧
 

や 

キ
—
を
 

押
し
込
ん
で
 

い
く
と
き
 

の 
小
さ
な
 

ブ
レ
 

な
ど
が
 

気
に
な
 

つ
て
し
 

ま
う
 

こと
 

も 

ある
。 

決
し
て
、
 

ブ
 

レ
が
 

大
き
か
っ
た
り
、
 

妙
に
 

強
い
 

押
 

圧
を
 

必
 

要
と
 

す
る
 

キ
—
 

で
は
 

な
い
 

の だが
、 

キ
—
 

形
状
が
 

良
い
だ
 

け
に
 

気
に
な
つ
 

て
し
 

ま
う
 

の
だ
ろ
う
。
 

本
体
^
®
 

は
か
な
 

り
ユ
 

ニ
—
 

ク
だ
 

。
シ
 

ル
バ
—
 

の
 

キ
—
ポ
 

I 

ド
 

部
と
 

そ
の
 

奧
の
メ
 

タ
リ
 

ツ
ク
 

ブ
ラ
ッ
ク
 

の
 

部
分
と
の
 

間
に
 

明
 

確
な
 

段
差
が
 

あ
り
、
 

キ
—
ボ
 

I 
ド 

部
の
 

ほ
 

う
が
 

少
し
 

大
き
く
な
 つ
て
い
 

る。
 

ち
よ
、
 

っ 

ど
、
 

本
体
と
 

キ
—
ボ
 

家：
 

▼
庭
 

電
気
製
品
を
 

作
つ
 

て
い
る
 

メ
 

丨 力
—
 

で
は
 

才
—
デ
 

ィ
オ
 

関
連
 

▼
の
 

製
品
に
 

つ
い
て
 

独
立
し
た
 

ブ
 

ラ
ン
ド
 

名
を
 

与
え
て
 

い
る
と
 

こ
ろ
が
 

多
い
 

が
、
 

こ
の
 

三
菱
で
 

も
#
 

nr
s 

の
 

電
気
製
品
と
 

は
 

別
に
，
 

タ
イ
ヤ
 

ト
—
 

ン
 

J 
と
い
、
 

っ 
ブ
ラ
 

ン
 

ド
を
 

持
つ
 

て
い
る
。
 

コ
ン
ボ
—
 

ネ
ン
ト
 

ス
テ
レ
オ
 

や
、
 

力
—
 

才
—
デ
 

ィ
オ
が
 

並
 

日 
及
 

し
た
 

現
在
、
 

特
に
 

マ
ニ
ア
と
 

い
う
 

人
で
 

な
 

く
と
 

も
 

耳
に
 

す
る
 

ブ
ラ
ン
ド
 

だ
と
 

思
う
。
 

世
の
中
で
 

名
 

機
と
 

呼
ば
れ
る
 

よ
う
に
な
 

つ
た
 

工
業
製
品
は
 

少
な
く
な
い
。
 

こ
の
 

ダ
 

イ
ヤ
 

ト
—
 

ン
 

に
も
 

つ
た
 

名
 

機
と
 

呼
べ
る
 

製
品
が
 

あ
る
。
 

ス
ピ
—
 

力
—
 

ユ
ニ
 

ッ
ト
 

(
箱
に
 

入
つ
 

て
い
な
い
、
 

ス
ピ
—
 

力
 

1 
単
体
の
 

こ
と
)
、
 

P
 
 

6
1
0
 

が
そ
う
 

だ
。
 

20
 

数
年
 

以
上
 

も
 

前
に
 

発
売
さ
れ
 

て
以
 

来
、
 

細
か
い
 

改
良
を
 

加
え
な
が
ら
、
 

現
在
 

も
 

多
く
の
 

人
に
 

愛
さ
れ
 

親
し
ま
れ
 

て
い
る
'
 

超
 

ロ
ン
グ
 

セ
ラ
—
 

だ
。
 

そ
れ
は
 

放
送
局
の
 

モ
ニ
タ
と
 
し
て
 
使
用
さ
れ
 
る
 こ
と
 
も
 あ
る
 

か
と
 
思
え
ば
、
 
日
曜
大
工
で
 
初
め
て
 
ス
ピ
 

I
 
力
 
I
 
を
 
作
る
 
人
が
 
手
に
 
す
る
 
ユ
ニ
ッ
ト
 

で
あ
つ
 
た
り
 
も
す
 
る
。
 
決
し
て
 
ず
ば
抜
け
 

た
 性
能
 ̂
 持
つ
 
て
い
る
 
わ
け
で
は
 
な
い
。
 

し
か
し
、
 
多
く
の
 
人
々
 
に
 音
の
 
世
界
を
 
教
 

え
て
き
 
た
の
が
 
こ
の
 
P
 
 
6
1
0
 
な
の
 
だ
。
 

今
、
 
才
—
デ
 
ィ
オ
 
マ
ニ
ア
と
 
呼
ば
れ
て
 
い
 

る
 人
た
ち
 
も、 

一
度
は
 
こ
の
 
ユ
ニ
ッ
ト
 
か
 

ら
 流
れ
る
 
音
楽
に
 
耳
を
 
か
た
む
け
 
た
こ
と
 

が
 あ
る
だ
ろ
ぅ
 

か 

L
 
 s
 
 I
 
を
 
作
り
 

一
^
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 

I
 
夕
を
 

設
計
す
 る
 先
進
 性
。
 
ト ラ

 デ
ィ
 シ
ョ
 ナ
ル
 

と
も
い
ぅ
べ
き
 
ス
ピ
—
 
力
—
 
ユ
ニ
ッ
ト
を
 

作
り
 
続
け
る
 
職
人
 
気
 S
T
 
そ
の
 
ど
ち
ら
も
、
 

こ
の
 

三
菱
 

i
 

と
い
、
 

2
 

35 
社
 
裏
 

わ
す
 

断
 

面
の
 
I
 つ
な
の
 
だ
。
 

特
徴
の
 

あ
る
 

ス
タ
イ
ル
 

，
ア
よ
 

j,
 

本シ
 

よな
..
： 

|
 
 

、 (7
) 

• が
き
せ
 と，

 
リ
差
大
 

ぶ
 

る
 

わ
 

段
リ
か
 

見
 

ま
の
 

回
を
 



tz: 噂 

厚 

仕
 

マ
 
や
つ
 
 
ア
 

の
の
 
ス
に
 
 

ユ 

.
部
 
こ
ネ
川
 
 
チ
 

gjp  箱 ̂
 

/
/
 
リ
か
ル
 

、
ろ
 
力
 

ン
く
な
 

ー 
モ
こ
ス
 

シ
つ
 
か
モ
 
メ
と
ブ
 

?
i
 な
な
 

ス
な
 

い
ッ
 

)
v
 

^
 1 、 的
た
 

テ
 

の
 
^
 
げ
ン
 
人
い
 

ス 

こ
 
 

k
 
シ
個
か
 

1-
: 

も
 

ン
ま
 

を
に
 

リ
ぅ
 

I 
ど
ブ
を
 

キ
な
 

の
ス
 

い
 

口 
蔵
ィ
 

易
 

プ
内
エ
 

ir
。 

— *7 ぃ。 

の
 

、
ろ
夕
 

た
 

ブ
て
だ
 

ン
い
 

ィ
 

し
い
 

イ
使
 

夕
か
良
 

夕
く
 

3
0
 と
い
う
 
1
0
 進
数
に
な
る
。
 

「
な
ぜ
 

こ
ん
な
 

こ
と
を
？
 

」 
と
 

疑
問
に
 

思
う
 

人
 

も
い
 

る
か
 

も
し
れ
 

な
い
 

が
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

基
本
が
 

O
N
 

\
O
F
F
 

の
 

2 

進
数
 

(
正
確
に
は
 

電
圧
が
 

高
い
 

か
 

低
い
 

か
)
 

で
あ
り
、
 

4 
桁
の
 

2 
進
数
 

-
 

(
2
 

進
数
は
—
 
と
 
〇 だ

け
で
 
表
記
さ
れ
、
 

〇、 

1 

、

 

 

I o
\
 
 1
 1
'
 
 が
 ! 0 進
の
 〇
、
 
1
'
 

2

、

 

 

3 に
あ
た
 る) が、 ち

ょ
う
 ど 16 進 

の
—
 
桁
、
 
F
C
 
あ
た
る
 
た
め
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
の
 
内
部
構
造
を
 
説
明
す
 
る
の
に
 
は
 
1
0
 

進
数
ょ
り
 
は
る
か
に
 
使
い
易
い
 
の
 だ
。
 

コ 

ン
ビ
ユ
 
—
夕
の
 記
憶
 個
所
は
 普
通
 16 進

数
 

で
 表
記
さ
れ
、
 

F
F
 
番
地
、
 

A  5 番
地
な
 

ど
と
 
呼
ば
れ
る
。
 

さて、 三
菱
の
 
 HE
X
 テン キ—』 ' 

M
L
 
 
8
0
0
0
 
の
 
右
側
 
面
に
 
あ
る
 
コ
ネ
 

ク
タ
に
 
接
続
さ
れ
 
る。 

H
E
X
 
と
い
う
の
 

は
 16 進

数
の
 
こ
と
を
 
H
E
X
 
 
A  D

E
C
 

丨 

M
A
L
 
と
い
う
た
 
め
だ
。
 

1
6
 進
入
 
力
を
 
可
 

能
に
 
す
る
 
た
め
 
〇 
か
ら
 
9 
ま
で
の
 
数
値
と
、
 

A
 
か
ら
 
F
 
ま
で
の
 
ア
ル
フ
 
ア
ベ
 
ッ
ト
 
、
リ
 

夕
—
 
ン
キ
—
 
、
カ
ン
マ
な
 
ど
で
 
構
成
さ
れ
 

る
た
 
め
、
 
キ
—
の
 
数
か
ら
 
い
え
ば
 
テ
ン
 
キ
 

I
 
で
は
な
い
 
わ
け
 
だ
が
、
 
普
通
、
 
数
値
 
キ
 

I
 
だ
け
を
 
並
べ
た
 
も
の
を
 
テ
ン
 
キ
 
ー
 
と
 
呼
 

ぶ
た
め
、
 
こ
の
場
合
 も 慣

習
 的
に
 テ
ン
 キ 

I
 
と
 
呼
ば
れ
る
。
 

こ
れ
は
 
な
か
な
か
 
実
用
的
な
 
オ
ブ
 
シ
ヨ
 

ン
 だ
む
 
ろ
ん
、
 

|
 般
の
キ
 
I ボ

—
ド
 
上
 

の
 数
値
 
キ
—
 
に
し
て
も
、
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
の
 

|
 番
 上
に
 
左
か
ら
 
順
に
 
並
ん
で
 
い
る
 
わ
け
 

だ
か
ら
、
 
決
し
て
 
使
 い
づ
ら
 
い
こ
と
は
 
な
 

い
の
 
だ
が
、
 
こ
れ
が
 
あ
れ
ば
 
数
値
 
入
力
が
 

さ
ら
に
 
簡
単
に
な
る
 
こ
と
は
 
確
か
 
だ
。
 
電
 

卓
の
 
キ
—
に
 
慣
れ
た
 
人
が
、
 
会
計
 プ
ロ
 
グ
 

ラ
ム
を
 
相
手
に
 
作
業
す
 
る
 場
合
な
 
ど
は
 
か
 

な
り
 
役
に
立
つ
 
だ
ろ
う
。
 

A
c
 

コ
ン
セ
ン
ト
 

付
 

中
堅
 

マ
シ
ン
 

電
気
製
品
を
 
買
つ
 
て
き
て
、
 
ま
ず
 
取
リ
 

扱
い
 
説
明
書
を
 
読
む
。
 
次
に
 
プ
ラ
グ
を
 
電
 

源
に
 
さ
し
 
込
も
う
と
 
し
た
と
 
こ
ろ
で
、
 
余
 

裕
 が
な
い
 
の
に
 気
付
い
て
、
 
ま
た
 
電
気
屋
 

さ
ん
に
 
テ
—
 
ブ
ル
 
タ
ッ
プ
な
 
ど
を
 
買
い
に
 

走
る
。
 
よ
く
 
あ
る
 
こ
と
 だ
。
 

M
L
 
1
 
8
0
0
 
 
0
 
に
は
—
 
0
0
 
ボ
ル
 
ト
、
 

2 
ア
ン
ペ
ア
の
 
コ
ン
 
セ
ン
 
ト
が
—
 
つ
 付
い
 

て
い
て
、
 
こ
ん
な
 
時
に
 
役
立
つ
 
て
 く
れ
る
 

「. 

ワ
ッ
ト
 
数
に
 
直
す
 
と
 
2
0
0
 
ワ
ッ
ト
 
だ
。
 

最
新
の
 14 〜 16 型

の
 T  V で

 消
費
 電
力
が
 

I
 
0
0
 
ワ
ッ
ト
 
以
下
 
だ
か
ら
、
 
こ
れ
で
 
も
 

十
分
 
だ
。
 
簡
単
な
 
デ
—
 
タ
 
レ
コ
—
 
ダ
 あ
た
 

り
 だ
と
 10 ワ

ッ
ト
に
 満
た
な
い
 も
の
 も
 多
 

い
か
ら
、
 
ま
つ
た
 
く 
問
題
な
 
く 使

用
で
 
き
 

る
だ
ろ
う
。
 

■
フ
リ
ン
 

タ
 

イ
ン
タ
 

ー 
フ
ェ
イ
ス
 

も
 

内
蔵
 

さ
れ
て
 

い
る
し
、
 

モ
ニ
タ
 

T
V
 

へ
の
 

出
力
 

は
 

R
F
、
 

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

両
方
を
 

備
え
る
。
 本
体
に
 

派
手
 

さ
は
な
い
 

が
、
 

ロ
ボ
 

テ
ィ
 

や
 

ム
—
ブ
 

マ
ス
タ
 

ー 
と
の
 

接
続
は
 

楽
し
い
 

も
 

の
に
な
る
 

だ
ろ
う
 

し、
 

H
E
X
 

テ
ン
 

キ
—
 

は
 

実
用
 

レ
ベ
ル
で
の
 

操
作
 

性
を
 

向
上
 

さ
せ
 

て
 

く
れ
る
 

だ
ろ
う
。
 

ス
ー
バ
 

I 
で
は
な
い
 
が
 堅
実
な
 
マ
シ
ン
 

を
と
 
い
う
 
人
に
は
 
買
い
 
ご
ろ
 
だ
と
い
 
え
る
：
 

100 
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1  ^ 、 

7**  -  -  •- 

» .量 

^  ̂   #  1 

VICTOR  HC-5 V 

オーデ ィオ、 ビジュアルの 雄、 ビクターが 送り 

出した M  S  X ホーム ハー ソ ナル コン ヒ ユー タ。 

周辺機器の 拡充に よって オーディオ、 ビ 

ジユ アル インテリジェントターミナル 
とな るか。 H C  -  5 本体は ごく 泠 通の M 

SX マシン。 必要に して I •分な 装備。 

発 炎が 待たれる VHD、 AHD 等、 ビジュアル 

システムとの インターフェイス。 
ビクター A V システムの 中心 機器と なり、 総合 

AV コントローラと なりうる か 0 
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•會 同時 発表' の A  V  -MTI5 

裏面を 見る と、 様々 な ニュー メ ディアに 対応で きる. よう、 いそ 

いろな 入力を 彳 寺って いる 

この 2 1 ビンと イン ホーズ ユニ •ン 

卜 の 21 ビン 

_ ると RGj 

出力に よる 鮮明な 画像が 得られ 

こ
の
べ
—
 
ジ
で
 
紹
介
す
 
る
の
は
 
五
 万
 九
、
 

八
〇
〇
 
円
と
 
い、 2

 疋
 価
を
 
付
け
ら
れ
た
 

H 

C
 
 
5
 
の
 
ほ
ぅ
 
だ
。
 
上
級
 
機
種
で
 
あ
る
、
 

H
C
 
 
6
 
は
 
H
C
 
 
5
 
の
 
キ
—
ボ
 
I
 
ド
が
 

一
般
の
 
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
—
 
型
の
 
ブ
ル
 
キ
—
 

に
な
り
 
0
:
:
<
2
容
量
が
 
32 ド

8
に
な
つ
た
 

も
の
と
 
考
え
れ
ば
 
よ
い
。
 

こ
の
 
H
C
 
 
5 
の
 プ
レ
ス
 
発
表
の
 
当
日
、
 

配
布
さ
れ
 
た
 印
刷
物
の
 
中
に
、
 
こ
ん
な
 
文
 

章
が
 
あ
る
。
 

「
日
本
 
ビ
 ク
タ
—
 
(
株
)
 
で
は
'
 
 こ
の
た
 

び
 多
様
化
す
 
る
 
ニ
ユ
ー
 
メ
デ
ィ
ア
 
時
代
 

に
 対
応
し
て
、
 
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 

夕
 市
場
に
 
参
入
'
 
 
オ
ー
デ
 
ィ
オ
 
•
ビ
ジ
 
ユ 

ア
ル
の
 
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
 
と
し
て
、
 
特
 

に
 A
V
 
面
の
 
広
が
り
を
 
考
え
た
 
A
V
 
パ
丨
 

ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
 
周
辺
機
器
を
 
発
 

売
し
 

ま
す
。
』
 

非
常
に
 
短
い
 
こ
の
 
文
章
に
 
ビ
 ク
タ
—
 
の
 

M
 
 s
 
 X
 
マ
シ
ン
に
 
対
す
る
 
考
え
方
が
 
明
確
 

に
 現
わ
れ
て
 
い
る
の
で
 
は
な
い
だ
 
ろ
 ザ
 
か
。
 

パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 
ュ
—
夕
 
の
 ホ
—
 
ム
 

，
ユ
 
—
ズ
 
に
は
 
い
く
つ
か
の
 
考
え
方
が
 
あ
る
。
 

ま
ず
 
防
犯
 
や
 防
災
を
 
中
心
と
し
た
 
ホ
 1 

ム
 
セ
キ
 
ユ
リ
 
テ
イ
と
 
い
わ
れ
る
 
分
野
 
だ
。
 

こ
の
 
ホ
—
 
厶
 セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
 
も
ち
ろ
ん
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
で
 
も
 
何
ら
 
か
の
 
方
法
で
 
対
 

処
 す
る
 
こ
と
が
 
可
能
と
 
思
わ
れ
る
 
が
、
 
建
 

築
 や、
 

ハ
 ウジ
，
 

ン
グ
 

と
い
っ
た
 

分
野
と
の
 

密
擇
な
 
協
力
 
関
係
を
 
必
要
と
 
す
る
 
以
上
、
 

一
朝
一
夕
に
 
事
を
 
運
ぶ
 
の
は
 
む
ず
か
し
い
 

だ
ろ
う
。
 

次
に
 
考
え
ら
れ
る
 
の
が
、
 
家
計
 
薄
 や
 住
 

所
録
 
、
健
康
管
理
 
や
 ヵ
 
ロ
リ
—
 
計
算
の
 
ょ
 

う
な
、
 
家
事
、
 
健
康
と
 
い
っ
た
 
分
野
 
だ
が
、
 

こ
れ
は
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 
充
実
に
 
よ
っ
て
 

M
 
s
 
X
 
の
 
基
本
 
機
能
を
 
十
分
 
活
用
す
 
る
 
こ
 

と
が
で
 
き
れ
ば
、
 
す
ぐ
に
で
 
も
 可
能
に
 
な
 

る
だ
ろ
う
。
 そ
の
他
に
 
考
え
ら
れ
る
 
の
が
、
 
娱
楽
や
 

ホ
ビ
—
 
'
あ
る
い
は
 
電
子
 
メ  — 

ル
、
 
デ
—
 

タ
 
バ
ン
ク
と
 
い
っ
た
 
も
の
に
な
る
 
わ
け
 
だ
 

が
'
 
 ビ
 ク
タ
—
 
で
は
 
こ
の
 
分
野
を
 

『
カ
ル
 

チ
ヤ
—
 
系
』
 
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 
シ
 
ョ
ン
 系
』
 

メ
デ
ィ
ア
 
と
し
て
、
 

こ
の
 
分
野
に
 
力
を
 
注
 

い
で
ゆ
く
 
と
い
、
 っ。 

そ
し
て
、
 

こ
の
 
分
野
 

こ
そ
が
、
 

ビ
 ク
タ
—
 
の
 最
も
 
得
意
な
 

A  V 

技
術
を
 
必
要
と
 
す
る
 
分
野
で
 
も
 あ
る
 
わ
け
 

だ
。
 

、 
ノ
 
 

- )
 
 
I
 
 
X
 
 •  ̂
 
 

O
 
 \ 

に
 
A 

V 系
の
 
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ラ
と
 
し
て
 
活
躍
 

す
る
 
こ
と
に
な
る
 
だ
ろ
、
 っ。 

本
体
の
 装
備
 や'  外

観
に
 つ
い
て
は
 特
 

に
き
わ
だ
っ
た
部
分
は
な
い
。
 

|6 <
バ
イ
 

卜
の
 
R
A
M
(
H
C
 
 

6
は
 
32 <

バ
イ
ト
)
 

ビ
 
ク
タ
—
 

が
 
『
タ
ツ
 
チ
タ
 
イ
プ
』
 

と 
呼
ぶ
 

簡
易
 
型
の
 
キ
 
ー 
ポ
—
ド
 

(
H
C
 
 

-  6 
は
こ
 

れ
 
に
対
し
て
 

『
フ
ル
ス
ト
 

ロ
—
 
ク
タ
 
イ
プ
』
 

と 
呼
ば
れ
る
)
、
 

2 
つ
の
 
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 
イ
ツ
 

ク
ポ
—
 
卜
、
—
 
つ
の
 
力
—
 
ト 
リ
ツ
 
ジ
ス
 
ロ 

ッ
ト
 
な
ど
、
 
必
要
に
 

し
て
 
十
分
な
 

装
備
と
 

い
ぅ
べ
き
 
だ
ろ
ぅ
。
 

あ
と
、
 

本
体
の
 

底
 

部
に
 

専
用
の
 

ユ
ニ
ッ
 

卜
を
 

収
納
す
 

る
た
 

め
の
 

サ
イ
ド
 

ス
ロ
ッ
ト
 

が
 

あ
る
。
 

こ
こ
に
 

A
V
 

コ
ン
 

ト ロ 
 

— ル
の
 

た
め
の
 

各
種
 

ユ
ニ
ッ
ト
を
 

装
備
す
 

る 
わ
け
 

だ。
 

ス
—
パ
 
ー イ

ン
ポ
ー
 
ズ
 

ア
ダ
プ
タ
 

こ
の
 
H
C
 
 
5、 

同
時
 
発
表
の
 
ス
—
パ
 

丨 
イ
ン
ポ
 

I 
ズ
ア
 
ダ
フ
 
タ
 
H
e
 
 

A  6 

0  2
S
 
を
 底
 都
の
 
ス
ロ
ッ
ト
に
 
装
着
す
 
る
 

こ
と
に
よ
り
、
 

T
V
 
画
面
に
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 

m 本の ホ— ム VTR の 技術は 
世
界
の
 
最
高
 
レ
ベ
ル
に
 
あ
る
と
 

い
っ
て
も
 
よ
い
だ
ろ
う
。
 

特
に
 

そ
の
 
コ
ス
 
ト 
パ
フ
ォ
 

I 
マ
ン
ス
と
 
品
質
に
 

お
い
て
は
 
他
の
 
追
従
を
 
ゆ
る
さ
な
い
。
 

数
 

力
 月
 前
に
 
も
 
ョ
—
 
 ロ 
ッ
バ
の
 
一
部
で
 
ち
よ
 

っ
と
 
常
識
で
は
 
考
え
ら
れ
な
 
い
よ
う
な
 
方
 

法
の
 
非
 

が
 設
け
ら
れ
 
た
と
い
う
 

こ
と
が
 
話
題
に
 
な
っ
た
 
ば
 か
り
だ
。
 

各
メ
—
 
力
—
 
の
 生
産
技
術
の
 
高
さ
と
 
品
 

質
 管
理
の
 
き
び
し
さ
に
 
つ
い
て
は
 
今
 さ
ら
 

い
う
ま
で
も
な
い
 
が
、
 
少
な
く
と
も
 
家
庭
 

電
気
製
品
に
 
つ
い
て
は
、
 

よ
く
 
言
わ
れ
る
、
 

『
も
の
ま
ね
 的
'
 
 日
本
製
 品
』
 
と
い
う
 言
 

葉
で
は
 
言
い
つ
 
く
せ
な
い
 
何
 か
が
 
あ
る
よ
 

う
な
 
気
が
す
る
。
 

ビ
 ク
タ
 
I 
は
 ホ
—
 
ム
 V
T
R
 
の
 
一
方
の
 

雄
 だ
。
 
ホ
—
 
ム
 V
T
R
 
は
 様
々
 
な
 事
情
 
か
 

ら
 、
ベ
—
 
タ
マ
 
チ
ッ
ク
と
 
V
H
S
 
と
の
 
2
 

つ
の
 
方
式
に
 
分
か
れ
て
 
し
ま
っ
て
 
い
る
が
、
 

こ
の
 
V
H
S
 
の
リ
 
ー ダ

—
 
的
な
 
メ
—
 
力
—
 

の
 
|
 つ
が
 
ビ
 ク
タ
—
 
だ、 

ビ
 ク
タ
—
 
は
、
 
蓄
音
器
と
 
犬
の
 
マ
—
 
ク
 

I £ 

變 
_ 

b 4 m 

で
も
 
知
ら
れ
る
、
 

才
—
 
デ
ィ
 
オ
メ
—
 
力
—
 

で
も
 
あ
る
。
 
最
近
は
 
来
た
る
べ
き
 

A  V 時
 

代
 
?
 
— 
デ
 ィ
オ
、
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
)
 

に
 向
 

け
た
 
各
種
 
機
器
、
 
V
H
S
 
ビ
デ
オ
 
テ
—
 ブ
 

レ
コ
—
 
ダ
、
 
V
H
S
C
 
コ
ン
 
パ
ク
 
ト ビ

デ
 

才
や
 
C
D
 
プ
 
レ
—
 
ヤ
 、
さ
ら
に
は
 
V
H
D
 

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
 
シ
ス
テ
ム
 
な
ど
、
 
総
合
 
才
 

I
 
デ
 
ィ
オ
、
 
ビ
ジ
ュ
ア
ル
 
シ
ス
テ
ム
を
 
構
 

築
す
 
る
た
 
め
の
 
機
器
を
 
供
給
す
 
る、 

A  V 

ト
ツ
プ
 
メ
—
 
力
—
 
と
 言
つ
 
た
ほ
う
が
 
適
当
 

だ
ろ
う
。
 

A
 V
 パ
 ー 
ソ
ナ
ル
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 夕

 

H
C
 
 
5
、
 
H
C
 
 
6
、
 
と
い
う
の
 
が
 

今
回
 
ビ
 
ク
タ
 
ー 
が
 発
表
し
た
 

M  S  X 
マ
シ
 

ン
 だ
。
 

一 



m 
この マシンなら こんな 使い方 

A V メーカー、 ビクターが、 その AV 

インテリジェントターミナル、 AV コン 

トロー ラと して 登ナ易 させた MS  X マシン 
第- •弾 。 

A V メーカー らしい オプションに 期 侍 

したいと ころた； ソフトの ほう も 市場の 

反応を 兄ながら、 やはり A  V 関係の もの 

を 考えて 作って いきたいとの ことなので 

それ も 楽しみた; ̂ 

者 零 H  C  5 と ベアて 使 いたい、 
デ‘ タレ コータ IC  -  R105- 
ス ビーカ、 TALK  MIC を 内蔵し 
ている 

夕
の
 
画
像
を
 
ス
—
パ
 
I 
イ
ン
ポ
 

I ズ
 す
る
 

こ
と
が
 
簡
単
に
 
可
能
と
 
な
る
。
 
具
体
的
に
 

は
'
 
 T
V
 
画
面
を
 
バ
ッ
ク
に
 
文
章
を
 
書
い
 

た
り
、
 
映
像
の
 

|
 部
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
で
 

描
い
た
 
図
形
を
 
は
め
込
ん
だ
 
り
す
る
 
こ
と
 

が
で
 
き
る
 
と
い
ぅ
わ
け
だ
。
 

し
か
も
、
 

H 

c
 
 

A
 

6
0
2
 

S
 

は
 

V
T
R
 

録
画
 

用
の
 

端
 

子 も 持つ
 

てい
る 

から
、 

自分
で 

合成
し 

た 

映像
を 

そ
の
ま
ま
 

VT
R 

に 

録
画
し
て
 

し
ま
う
 

こ
と
 

も
 

可
能
 

だ
。
 

家
庭
 

用
 

V
T
R
 

に
 

テ
ロ
ッ
プ
を
 

入
れ
た
り
、
 

グ
ラ
フ
を
 

描
 

い
た
り
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
の
他
、
 

映
像
 

以
外
の
 

音
声
に
 

つ
い
て
も
 

外
部
 

ソ
—
 

ス 
、
例
え
ば
 

ビ
デ
オ
 

テ
—
 

プ
 

自
体
に
 

録
音
 

さ
れ
て
 

い
る
 

音
と
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
で
 

創
 

リ
 

出
し
た
 

音
を
 

音
量
 

バ
ラ
ン
ス
 

ボ
 

リ
ユ
—
 

ム
を
 

使
っ
て
 

適
当
な
 

割
合
で
 

ま
ぜ
 

合
わ
せ
 

る
 

こ
と
 

も
 

可
能
と
 

い
う
、
 

あ
る
 

意
味
で
は
 

A
 

V
 

ミ
 

キ
サ
—
 

的
な
 

使
い
方
 

も
で
 

き
る
 

仕
 

様
と
 

な
つ
て
 

い
る
。
 こ
の
 

H
e
 
 

A 
6
0
2
 

S 
は
 

E
I
A
J
 

規
格
の
 

21
 

ピ
ン
の
 

R 
G 

B 
出
力
 

も
 

装
備
 

さ
 

れ
 

て
い
る
。
 

E
I
A
J
 

と
い
う
の
は
 

日
本
 

電
子
工
業
会
の
 

こ
と
で
、
 

様
々
 

な
 

電
子
 

機
 

器
の
 

標
準
化
を
 

は
か
っ
た
り
'
 
 

規
格
を
 

定
 

め
た
り
 

す
る
 

の
 

も、
 

そ
の
 

仕
事
の
 

|
 

つ
と
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

H
e
 
 

A 
 

6
0
2
 

S 
に
 

装
 

備
 

さ
れ
て
 

い
る
 

21
 

ピ
ン
の
 

R
G
B
 

出
力
 

も，
 

こ
の
 

E
l
 

A 
J 

で
 

定
め
て
 

い
る
 

出
力
 

袭
 

の
 

I
 

つ
 

だ
。
 

I
 

般
の
 

家
庭
に
は
 

い
ま
ま
で
 

あ
ま
り
な
 

じ
み
が
 

な
か
つ
 

た
か
 

も
し
れ
 

な
 

い
が
、
 

4 
分
の
 

3 
イ
ン
チ
の
 

V
T
R
 

な
ど
 

の
 
入
出
力
は
 

こ
の
 

e 
 

— 
 

a 
 

J 2I
 

ピ
ン
が
 

普
 

通
は
 

使
わ
れ
て
 

い
る
。
 

ま
た
、
 

後
で
 

述
べ
 

る
 同
時
 
発
表
の
 
C
R
T
 
デ
ィ
 
ス
フ
 
レ
イ
、
 

A
 
 V
 
 -
 
 M
T
 
I
5
 に
も
 
こ
の
 
2
1
 ピ
ン
 
R
G
B
 

コ
ネ
ク
タ
が
 
装
備
さ
れ
 
て
い
る
 
か
ら
、
 

も
 

し
 
モ
ニ
タ
と
 

し
て
 

A
V
 
 

I  
M
T
 

I5 
を
 
使
用
 

す
れ
ば
 R
G
B
 出
力
に
 よ
る
 鮮
明
な
 画
像
 

を
 楽
し
む
 
こ
と
 
も
 可
能
 
だ
。
 

T
 

V
 

も
 

同
時
に
 

発
表
 

ビ
 

ク
タ
—
 

で
は
 

H
C
 
 

5、
 

H
C
 
 

6 

の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
と
 

同
時
に
、
 

A
V
 
 

M
 

T
 

I
5
 

、 
A
V
 
 

M
T
 

2
I
 

と
い
ぅ
、
 

A
V
 

そ
 

し
て
 

ホ
—
 

厶
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

対
応
す
 

る
た
 

め
 

の
 

C
R
T
 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

(
む
ろ
ん
 

チ
ユ
 

—
ナ
も
 

付
い
て
い
 

る
か
ら
、
 

T
V
 

と
 

呼
ん
 

だ
ほ
ぅ
が
 

よ
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

が
)
 

を
 

発
 

表
し
て
 

い
る
。
 

こ
の
 

あ
た
り
'
 
 

さ
す
が
に
 

A
 
 

V
 

の
ビ
 

ク
タ
 

I
 

ら
し
い
。
 

入
力
は
 

I
 般
の
 
ビ
デ
オ
 
入
力
、
 
先
に
 
述
 

ベ
た
 RG
B
 

2I ピン
の
 

他
に
 AV
 
 

M
T
 

21 で
は
 
I
 般
の
 
パ
ソ
コ
ン
に
 
多
く
 
使
用
 
さ
 

れ
 て
い
る
 
8 ピ

ン
 
R
G
B
 
に
よ
る
 
入
力
 
も
 

可
能
と
 
な
つ
て
 
い
る
。
 
ま
た
 
モ
ニ
タ
 
ー 
出
 

力
と
 
し
て
、
 
映
像
、
 
音
声
の
 
出
力
 
も
 持
つ
 

て
い
る
 
の
 だ
。
 

A
 

V
 

の
 

コ
ン
 

ト
 

ロ
 

ー 
ラ
 

と
な
る
 

か
 

A
V
 

の
 

コ
ン
 

ト
 

ロ
 
 

—
 

ル
、
 

特
に
 

ビ
 

ク
タ
 

I
 

の
 

場
合
、
 

す
で
に
 

自
社
で
 

い
く
つ
か
の
 

メ
デ
ィ
ア
を
 

持
つ
 

て
い
る
 

た
め
、
 

具
体
的
 

な
 

形
で
 

い
く
つ
か
の
 

提
案
を
 

し
て
い
る
。
 
文
字
 

数
の
 

関
係
で
 

そ
れ
ら
を
 

く
わ
し
く
 

紹
 

介
で
 

き
な
い
の
は
 

残
念
 

だ
が
、
 

例
え
ば
：
 

才
—
デ
 

ィ
オ
に
！
^
 

し
て
、
 

そ
の
 

音
声
を
 

基
に
 

し
て
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 

タ
グ
 

ラ
フ
 

ィ
ツ
 

ク
ス
 

を
 

描
い
た
り
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

計
測
 

器
と
 

し
 

て
 

使
用
し
、
 

音
の
 

情
報
を
 

画
面
に
 

表
示
し
 

た
り
す
 

る
 

こ
と
 

も
 

そ
の
 

| 
つ
 

だ
し
、
 

V
H
 

D
 

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
を
 

コ
ン
 

ト
 

ロ
—
 

ル
し
 

て
、
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
 

リ
ア
ル
 

ビ
ジ
 

ュ
ア
 

ル
な
 

ゲ
—
ム
 

を
 

楽
し
む
 

こ
と
 

も
 

可
能
 

だ
ろ
 

う
。
 

さ
ら
に
 

最
近
 

研
究
の
 

進
ん
で
 

い
る
 

静
 

止
 

画
像
 

シ
ス
テ
ム
 

(
A
H
D
)
 

を
 

カ
タ
 

ロ 

グ
 

の
よ
う
に
 

使
用
し
た
 

T
V
 

シ
ョ
 

ツ 
ピ
ン
 

グ
な
 

ど
も
 

近
い
将
来
の
 

可
能
性
 

だ
。
 

才
—
デ
 

ィ
オ
、
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
 

多
く
の
 

ノ
ウ
ハ
ウ
を
 

持
つ
 

ビ
 

ク
タ
—
。
 

A 
 

V 
ブ
ラ
 

ス
 

ホ
—
 

ム
パ
ソ
 

コ
ン
で
 

ど
の
よ
う
な
 

展
開
 

を
 

見
せ
て
 

く
れ
る
 

の
か
 

楽
し
み
 

だ
。
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0
r
 
 ̂
 
 
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
 
y と
い
う
 
言
 

葉
を
 
御
存
知
だ
ろ
う
 
か
。
 
こ
れ
 
%
 
/
 

は
 
『
メ
カ
ニ
ズ
ム
，
 
•
と
 

エ
レ
 

ク
ト
 
ロ
ニ
 
ク
ス
 
J 
の
 合
成
語
で
、
 
要
す
る
 

に
 電
子
 
コ
ン
 
ト 

ロ  — 
ル
に
 
よ
る
 
機
械
 
制
御
 の
こ
と
 
な
の
 
だ
が
、
 
様
々
 
な
 分
野
で
、
 
既
 

に
 生
活
の
 
中
に
 
入
り
込
ん
で
 
い
る
。
 
そ
の
 

中
で
 
最
も
 
早
か
っ
た
 
も
の
の
—
 
つ
が
 
カ
メ
 

ラ
だ
っ
た
。
 
そ
れ
 
も、 

一
眼
レ
フ
 
な
ど
よ
 

リ
 
ー
般
の
 
家
庭
に
 
よ
り
 
多
く
 
普
及
し
て
 
い
 

る
 
ス
ナ
ッ
プ
 
用
 カ
メ
ラ
な
 
ど
の
 
ほ
う
 
だ
。
 

現
代
の
 
カ
メ
ラ
を
 
考
え
て
 
ほ
し
い
。
 
各
 

種
の
 測 光'
 
 

露
出
 
決
定
は
 

も
ち
ろ
ん
、
 

フ
 

才
—
カ
 
シ
ン
グ
ま
で
 
自
動
 
化
さ
れ
て
 
い
る
 

も
の
 
も
 あ
る
。
 
そ
れ
ら
の
 
カ
メ
ラ
か
ら
、
 

•
光
学
 系
の
 
装
置
を
 
と
り
は
ず
し
た
ら
、
 
何
 

が
 遇
る
 か
？
 

そ
う
、
 
残
る
 の
は
 非
常
に
 

単
機
 
能
 化
さ
れ
て
 
は
い
る
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ュ
 

I
 
夕
な
 
の
 
だ
。
 

キ
ヤ
ノ
ン
が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

発
 

1 
 

几
し
 

を
 

考
え
れ
ば
、
 

さ
ほ
ど
 

不
思
議
で
 

は
な
い
 

こ
と
が
 

分
か
る
 

だ
ろ
う
。
 

キ
ヤ
ノ
ン
の
 
カ
メ
ラ
が
、
 

ロ サ
ン
ジ
ェ
 

ル
ス
 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
、
 

35 ミ
リ
 公
式
 記
 

録
 カ
メ
ラ
と
 
し
て
 
認
定
さ
れ
 
た
こ
と
は
 
耳
 

新
し
い
。
 

カ
メ
 
ラ
メ
 
 — 

力
—
 
と
し
て
は
 
す
 

ば
ら
し
い
 
名
誉
だ
ろ
う
。
 

し
か
し
、
 
現
在
 
の
 キ
ヤ
ノ
ン
は
、
 

む
し
ろ
 
カ
メ
 
ラ
メ
—
 
力
 

丨 
と
い
う
よ
り
 
総
合
 
メ
カ
 
ト 

ロ 
ニ
ク
 
ス
メ
 

I
 
力
—
 
と
い
う
 
ほ
、
 っ
が
 
ぴ
っ
た
り
 
く
る
 
存
 

在
な
 
の
 だ
。
 

祝
 

代
 

的
 

デ
ザ
ィ
ン
 工
業
製
品
の
 

デ
ザ
ィ
ン
に
は
 

制
約
が
 

多
 

い
。
 

特
に
 

電
子
回
路
 

や
 

機
械
 

機
構
を
 

内
蔵
 

す
る
 

も
の
は
 

な
お
さ
ら
 

だ
。
 

メ
カ
ニ
ズ
ム
 

の
 

作
動
 

方
式
 

や
、
 

回
路
の
 

ノ
イ
ズ
 

対
策
、
 

電
 

子
 

部
品
の
^
^
 

な
ど
、
 

デ
 

ザ
 

イ
ナ
—
 

に
と
 

つ
て
は
 

頭
の
 

痛
い
 

問
題
 

ば
か
り
 

だ
。
 

そ
の
 

自
体
 

や
 

商
品
 

等
に
 

統
 

I
 

イ
メ
 

—
ジ
を
 

持
た
 

せ
る
 

こ
と
)
 

な
ど
 

も
 

重
要
な
 

こ
と
 

だ
か
ら
、
 

制
約
 

だ
ら
け
 

だ
と
い
 

つ
て
も
 

よ
い
。
 

同
じ
 

時
期
に
 

発
表
さ
れ
 

る
 

各
メ
—
 

カ
ー
 

の
 

同
種
 

商
品
の
 

形
が
 

似
て
 

る
の
は
、
 

あ
る
 

意
 

味
で
は
 

し
よ
ぅ
が
な
 

い
こ
と
 

で
も
 

あ
る
。
 

工
業
 

デ
ザ
イ
ン
に
は
 

『
X
X
 

流
』
 

な
ど
 

と
 

名
付
け
て
も
 

お
か
し
く
な
 

い
も
の
が
 

多
 

\ 
0 

i
 
し
た
 
機
能
 
性
の
 
追
及
、
 
人
間
工
学
、
 

サ
イ
バ
ネ
 
テ
イ
 
ク
ス
な
 
ど
を
 
駆
使
し
、
 
緻
 

密
な
 表
現
を
 す
る
、
 
い
わ
ゆ
る
 
ド
イ
ツ
 
流
。
 

有
名
な
 
ポ
ル
シ
ェ
 
デ
ザ
イ
ン
 
な
ど
は
 
こ
れ
 

だ
ろ
ぅ
。
 

感
性
を
 

大
切
に
 

し、
 

原
色
 

や
 

プ
リ
 

ミ 
テ
 

イ
ブ
な
 

形
を
 

見
事
に
 

使
い
こ
な
し
な
が
ら
 

も
、
 

決
し
て
 

派
手
な
 

だ
け
で
は
 

な
く
、
 

造
 

形
に
 

か
か
わ
つ
 

た
 

人
間
の
 

個
性
を
 

感
じ
さ
 

せ
て
 

く
れ
る
 

の
が
、
 

ベ
ル
ト
—
 

ネ
や
 

イ
タ
 

ル
 

デ
ザ
イ
ン
 

な
ど
の
 

イ
タ
リ
ア
 

流
と
 

い
う
 

始
め
た
 

頃
、
 

だ
い
ぶ
 

お
ど
ろ
い
た
 

人
 

も
い
 
 

ぅ
え
、
 

コ
ス
 

ト 
や
 

C
—
 
 

(
コ
|
 

ポ
 

レ
ィ
 

ト
 
 

と
こ
ろ
 

だ
。
 

た
よ
う
 

だ
が
、
 

現
代
 

カ
メ
ラ
の
 

成
り
立
ち
 
 

ア
イ
 

デ
ン
 

テ
イ
 

フ
ィ
ケ
—
 

シ
 

ヨ
ン
。
 

会
社
 
 

こ
れ
ら
に
：
 

S
B
：
 

を
 

大
切
に
 

す
る
 

北
欧
 

流
 を

 加
え
て
 
ヨ
—
 
 ロ 

ッ
バ
 
流
と
 
す
る
な
ら
、
 

大
胆
で
 
奔
放
、
 
そ
し
て
 
限
り
な
く
 
自
由
、
 

さ
ら
に
 
豪
華
と
 
い
う
の
 
が
 ア
メ
リ
カ
 
流
と
 

い
う
べ
き
 
だ
ろ
う
。
 

工
業
製
品
の
 デ
ザ
イ
ン
、
 少
し
ず
つ
 変
 

化
し
て
 
い
る
の
に
 
お
気
付
き
だ
ろ
う
。
 

| 

九
 
五
〇
^
 
^
 
〜
六
〇
 
年
代
に
 
か
け
て
の
 

流
 

線
形
、
 

七
〇
 
#
 
の 直
線
と
 

平
面
、
 

そ
し
 

て 現
代
の
 

デ
ザ
イ
ン
 

は
ま
た
 
曲
線
と
 

曲
面
 

に 
戻
っ
 
て
き
て
 

いる。 

そ
れ
 
も 
直
線
 
や
 平
 

面
の
 
美
し
 
さ
を
 
持
つ
 
た
ま
 
ま。 

この キ
ヤ
ノ
ン
の
 vi lo 、 非

常
に
 現 

代
 
的
な
 
デ
ザ
イ
ン
 

と
い
え
る
だ
ろ
う
"
 

本
体
の
 

輪
郭
 

部
の
 

エ
ッ
ジ
に
は
 

す
べ
て
 

ア
—
 

ル
が
 

付
け
ら
れ
、
 

な
め
ら
か
な
 

印
象
 

を
 

与
え
る
 

の
に
 

成
功
し
て
 

い
る
。
 

R
O
M
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
の
 

蓋
は
 

そ
れ
が
 

閉
じ
た
 

時
に
 

本
体
の
 

表
面
と
 

ピ
ッ
 

タ
リ
と
 ツ
ラ
 

イ
チ
に
な
る
 

よ
う
に
 

設
計
さ
れ
 

て
い
 

る
し
、
 

エ
ア
 

抜
き
の
 

ス
リ
ッ
ト
 

も
 

大
き
め
 

で
ス
ッ
 

キ
リ
し
た
 

も
の
 

だ
。
 

S
T
O
P
、
 
フ
ア
ン
 
ク
シ
 
ョ
ン
、
—
 
N
S
、
 

D
E
L
、
 
H
O
M
E
 
の
 
キ
—
は
 
一
直
線
に
 

配
置
さ
れ
、
 そ
の
う
ち
、
5
丁
〇
0
-
、
丨
 

N
s
、
 
D
E
L
、
 
H
O
M
E
 

の
 
各
 
キ
—
に
 

ギ
ザ
 
ギ
ザ
を
 
つ
け
て
 
フ
ア
ン
 
ク
シ
 
ョ
ン
 
キ
 

I
 
と
の
 
差
別
 
化
を
 
は
か
つ
 
て
い
る
。
 

ロ
ゴ
 

や
 

文
字
の
 

入
れ
 

方
 

も
 

手
 

な
れ
た
 

も
 

の
 

だ
 

。 

V
 

- 10 の
 カ
タ
ロ
グ
に
 『
デ
 ザ
イ
ン
 自
 

慢
 

の
ニ
ュ
 

ー 
フ
ェ
ィ
ス
』
 

と
い
う
 

文
句
が
 

あ
る
が
、
 

本
体
を
 

前
に
す
 

る
と
、
 

そ
れ
 

も
 

納
得
で
 

き
る
。
 

側
面
に
 
も
 ス
ロ
ッ
ト
 

こ
の
 

V 

IO
 

、 
グ
ッ
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
で
 

あ
る
 

こ
と
 

も 
確
か
 

だが
、 

そ
れ
 

以
外
に
 

も、
 

個
性
的
な
 

仕
様
 

_
 

っ
て
い
 

る。
 

|
 

見
、
 

V 
IO
 

は
 

上
面
に
 

の
み
 

力
—
 

卜 

リ
ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
を
 

持
つ
—
 

ス
ロ
ッ
ト
 

マ
 

シ
ン
に
 

見
え
る
 

が
、
 

実
は
、
 

左
側
 

面
に
 

も
 

2 
つ
め
の
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
 

ジ
ス
 

ロ
ッ
 

ト
を
 

持
 

つ
、
 

2 
ス
ロ
ッ
ト
 

マ
シ
ン
な
 

の
 

だ
。
 

普
段
は
 
カ
バ
—
 
が
 付
い
て
い
 
る
の
 
だ
が
、
 

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
は
 
ず
れ
る
 
そ
の
 
カ
バ
—
 
を
 

は
ず
す
 
と、 

2 
ス
ロ
ッ
ト
 
目
が
 
姿
を
 
み
せ
 

谷
 と
い
う
わ
け
だ
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
中
 

で
 2 
ス
ロ
ッ
ト
と
 
い
う
の
は
 
他
に
 
も
 あ
る
 

が
'
 
 こ
の
ょ
う
な
^
 
W
 は
こ
の
 
V
—
 

IO だ
 

け
だ
'
 
 

こ
の
 2 つ
め
の
 

ス
ロ
ッ
ト
、
 

カ
バ
 

I
 
付
で
 
あ
る
 
こ
と
と
 
い
い
、
 
力
—
 
ト
 
リ
ッ
 

ジ
の
拔
 
き
 差
し
に
 
そ
れ
ほ
ど
 
便
利
で
は
 
な
 

い
こ
と
 と
い
い
、
 

上
面
 -(C あ

る
 力
—
 ト
リ
 

ッ
ジ
 
ス
ロ
ッ
ト
と
は
 
あ
き
ら
か
に
 
違
う
 
性
 

格
を
 持
っ
 
て
い
る
，
 
上
面
の
 
ス
ロ
ッ
ト
が
 

力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
を
 
と
っ
か
え
 
ひ
っ
 
か
え
 
使
 

う
た
め
 
の
 も
の
 
だ
と
 
す
れ
ば
、
 
側
面
の
 
こ
 

の
 ス
ロ
ッ
ト
は
 
機
器
の
 
拡
張
、
 
周
辺
機
器
 

の
 接
続
な
 
ど
、
 
比
較
的
 
抜
き
差
し
の
 
少
な
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一 ^ ' — — 

い、
 

い
わ
ば
 

静
的
な
 

使
用
法
を
 

前
提
と
 

し
 

た
 

ス
ロ
ッ
ト
 

と
い
う
 

こ
と
が
で
き
る
 

だ
ろ
 

う
。
 

た
だ
、
 
こ
の
 
側
面
に
 
あ
る
 
ス
ロ
ッ
ト
、
 

そ
れ
な
り
に
 
問
題
 
も
 あ
る
-
た
と
え
ば
、
 

こ
の
 
ス
ロ
ッ
ト
に
 
何
 か
の
 
ィ
ン
タ
—
 
フ
 
H 

ィ
ス
.
 
パ
ッ
ク
を
 
挿
入
し
た
 
場
合
な
 
ど、 

そ
の
 
パ
ッ
ク
か
ら
 
ど
ち
ら
に
 
コ
—
 
ド
が
 
の
 

び
る
 

か、
 

パ
ッ
ク
の
 

ど
ち
ら
 

側
に
 

コ
ネ
 

ク 

夕
が
 
あ
る
か
な
 
ど
 考
慮
し
て
 
使
用
し
 
な
け
 

れ
 ば
な
ら
 
な
く
な
る
 
か
ら
だ
。
 
な
に
し
ろ
 

バ
ッ
 
ケ
—
ジ
 
を
ね
 
か
せ
て
 
使
用
す
 
る
 
こ
と
 

に
も
な
る
 
わ
け
 
だ
か
ら
。
 

も
つ
 
と
も
、
 

2 
つ
 あ
る
 
ス
ロ
ッ
 
ト
の
 
ど
 

ち
ら
 
も
が
、
 
そ
ん
な
 
都
合
の
 
悪
い
 
バ
ッ
ヶ
 

—
ジ
で
 
ふ
さ
が
れ
る
 
と
い
う
 
こ
と
は
 
な
い
 

だ
ろ
う
 
か
ら
、
 
側
面
で
 
ま
ず
け
れ
ば
 
上
面
 

に
 差
し
 
変
え
れ
ば
 
ょ
い
だ
 
け
の
 
こ
と
 
だ
と
 

は
 思
う
 
が
 .
 

。 

ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
は
 

フ
ロ
ン
ト
に
 

2 
ス
ロ
ッ
ト
 
目
が
 
側
面
に
 
付
い
て
い
る
 

と
い
う
の
 
も
こ
の
 
•
マ
シ
ン
の
—
 
つ
の
 
特
徴
 

だ
が
、
 
そ
れ
 
以
外
に
 
も
 他
の
 
M
S
X
 
マ
シ
 

ン
 と
は
 
少
し
 
ば
か
り
 
違
う
；
*
 
一
に
つ
 
い
て
 

い
る
も
の
が
 
あ
る
。
 
汎
用
 
I
 
 
〇
ポ
—
 
卜' 

つ
ま
り
、
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

コ
ネ
 
ク
 

夕
が
 
そ
う
だ
 

他
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
場
 

合
、
 
左
右
 
側
面
に
 
付
い
て
い
る
 
も
の
が
 
ほ
 

と
ん
 
ど
な
の
 
だ
が
、
 

V 
10 の

 場
合
は
 
手
 

前
 側
、
 
つ
ま
り
 
前
面
に
 
つ
い
て
い
 
る
の
 
だ
 

場
所
は
 
キ
—
 
で
い
 
う
と
 
左
側
の
 

s  H 
I 

F
T
 
か
ら
 
G
R
A
P
H
 
に
か
け
 
て
、
 
前
面
 

の
 下
半
 
分
と
 
い
う
と
 
こ
ろ
 
か
。
 

ま
ず
な
ん
 
と
い
 
つ
て
も
 
抜
き
 
さ
し
の
 
容
 

易
 さ
と
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
—
、
 

2 
の
 区
 

別
の
 
明
確
 
さ
は
 
バ
ッ
 
グ
ン
 
だ
。
 
利
き
腕
の
 

違
い
で
、
 
わ
ざ
わ
ざ
 
コ
—
 
ド
を
 
ひ
き
 
回
す
 

必
要
が
 
な
 
い
の
も
 
メ
リ
ッ
ト
だ
ろ
う
。
 

も
つ
 
と
も
、
 
マ
シ
ン
に
は
 
必
ず
 
ジ
ョ
イ
 

ス
テ
 
ィ
ッ
 
ク
を
 
付
け
た
 
ま
ま
 
に
し
て
お
く
、
 

と
い
う
 
人
に
 
と
つ
て
 
は
、
 
こ
の
 
コ
ネ
ク
タ
 

が
 前
で
あ
ろ
う
 
が
、
 
横
で
あ
ろ
う
 
が
、
 
関
 

係
な
い
だ
ろ
う
 
し、 

マ
シ
ン
よ
り
 
手
前
を
 

ケ
 ー ブ

ル
が
 
は
し
る
 
の
は
 
イ
ヤ
 
だ
と
い
 
う
 

人
 も
い
 
な
い
 
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
か
ら
、
 

是
否
 
は
な
ん
 
と
も
 
言
え
な
い
 
が
、
 
決
し
て
 

悪
い
 
試
み
と
は
 
思
え
な
い
。
 

付
加
価
値
で
は
 
な
い
 

テ
 ザ
ィ
ン
 

あ
る
 
商
品
の
 
持
っ
て
 
い
る
 
蛮
の
 
機
能
 

や
 性
能
 
以
外
の
 
魅
力
を
 
付
加
価
値
 
な
ど
と
 

い
い
、
 
特
に
 
外
観
な
 
ど
は
 
そ
の
 
最
 た
る
 
も
 

の
と
さ
れ
 
て
き
た
。
 

し
か
し
、
 
そ
こ
に
 
あ
る
 
だ
け
で
、
 
人
の
 

心
を
 
な
ご
ま
せ
る
 
花
器
。
 
手
に
 
持
つ
 
た
だ
 

け
で
 
文
章
を
 
書
く
 
意
欲
の
 
盛
り
上
が
る
 
ぺ
 

ン
の
 
名
品
-
そ
し
て
、
 
そ
こ
に
 
存
在
す
 
る
 

だ
け
で
 
心
を
 
落
ち
着
か
せ
て
 
く
れ
る
 
手
づ
 

く
り
の
 
家
具
’
 

こ
れ
ら
、
 
人
間
に
 
お
よ
ぼ
 

す
 作
用
は
 
す
べ
て
 
付
加
価
値
と
 
呼
ば
れ
て
 

い
る
も
の
 
だ
。
 
結
局
、
 
そ
の
 
付
加
価
値
と
 

呼
ば
れ
る
 

も
の
が
、
 

実
は
 

皆
が
 

そ
 

-n 
ら
の
 

中
に
 
見
出
し
て
 
い
る
 
主
な
 
価
値
と
 
い
え
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
か
。
 

も
ち
ろ
ん
、
 
今
 述
べ
た
 
こ
と
が
 
す
べ
て
 

に
あ
て
 
は
ま
る
 
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
 

し
か
し
'
 
 も
し
 こ
の
 
V 

IO と
い
う
 マ
シ
 

ン
を
 
、
そ
の
 
デ
ザ
イ
ン
が
 
気
に
入
っ
て
 
買
 

お
う
と
い
 
う
 人
が
 
い
る
な
ら
、
 

そ
の
 
人
は
 

こ
の
 
マ
シ
ン
の
 
最
も
 
主
な
 
価
値
を
 
見
出
し
 

た
と
 
言
え
る
 
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
か
。
 

PU OM AM 

c
 
 
R
 
 
R
 

れ
で
 

る
が
 

そ
 
^
 
々
 
た
 

あ
涴
 

I 
つ
 

4
〇
 
カ
メ
 

^
 

S
 

マ rl
j 

反
 

f
t
l
 

x
 

、
の
 

U 
)
 

s 

き
 

リ 

M
 
M
 
と
 
M
 一
 

こ
た
 

2 

い
よ
 

失
ぅ
 

か
に
が
 

い
 

¢1
11
 

と
 

11
 

と
 

W
 

こ
倘
か
 

m
 

る
の
 

い
 

规
め
 

一
な
 

は
定
力
 

は
 

つ
で
 

一 
で
 

1 
ま
メ
の
 

の
ろ
 

、
る
 

そ
こ
 

て
れ
 と
つ
 

わ
 

つ邀
 

か
”
 

、； 抑
 ̂
 

も
 
 
ェ 
チ
 

ヒ
 

さ
ユ
 

に
ピ
 

蝕 コ /io 

なる 

、 

ルれ 

し 

ぅ  

ナか 

n 

よ 

。ソ芯 

た 
る 

だ  

I  
くま 

れかバ 

な 

も 

ら確  

け夕 

表 文: 

字 
3 坟字 

4 蚊 字 

X； 

X； 24 

24 

行 

行 

グ ラ フ イ 

、ン 

ク ス 256X1 92  \ 

し、 

1 卜 

示 ラ 
16 色 

ス プ ラ イ 卜 
32 枚 

イ 

ン 

夕 

1 
フ 
エ 

イ 

ス 

力 一 卜 U 

、ン 

ス □ 
ツト 2 スロ 

ッ 卜 M 
SX 規格 

ビ デ 才出 力 
コンポ 

•ン 

卜 力 

ラー
 

才 ィ 才 出 力 モノ ラ ル 1 

ch 

: 

RF 

.出 

丨 力 有 

力 セ ヅ 

卜.
 

I 0 1200/； 

241 

00 

1 ボ 

FSK 方式 

ジ 3 ィ ス ィ 

，ン 

ク 
2 讎 

m 可 
プリ ン 夕 出 力 有 

拡 
張バ 

ス 
— 

〇 

ポ I キ 

9 

で
 

ト
ハ
 

1J
 

J7 

n

 

AS
IC
' 

オユ
 

BA 
色 

価 

品 
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燃え上がる 火け 何処 だ？ 正 

義の ダイナ マイ ト ボーイの 「ス ハ* ー キー J 君は 今日 も 

西へ 東へ と 消火 活動に 命を 

かけ 走り回る の だ。 バケツ 

は？ 水を •••水を くれ〜 

SOFT 
INFORMATION 

今回 ここに 紹介す る 新作 ソフ トは、 昨年  フ トが 登場した と 思います 。が、 MSX 

(1983¢) のク1 J スマス イフ 現在までに 編 の 魅力は こんな もの じゃあ 0 ません 。レ 

集 部に _ま つた ものです。 いわば 1983¢  コードの 種類 S 枚数に 匹敵す る ソフト 量 
の 打ち止め といえる 作品です 0  MSX ス  が 近未来には 実現され るので す 0 今年は 

ター トの 年 (’ 83) と しては、 予想に 近い ソ  その 大きな 讎の 年です。 こ 期待 下さい。 

mwmumm 

#
 R
 o
 M
 
 
4
、
 5
0
0
 
円
 

ソー 
ー
ー
 

昔
 

ォ
ジ
 

サ
ン
 

達
は
"
 
 

マ
イ
 

ト
 

ガ
イ
々
 
 

小
 

林
 

旭
に
 

憧
れ
 

た
も
ん
で
 

す
よ
。
 

腹
に
 

ダ
イ
ナ
 

マ
イ
 

ト
を
 

く
く
り
つ
け
 

て
 

ボ
タ
 

山
に
 

突
つ
 

込
ん
で
 

い
く
の
 

じ
 

ゃ、
 

燃
え
た
 

ね
 

H。
 

さ
て
、
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

は
 

プ
レ
イ
す
 

る
 

君
に
 

勇
敢
な
る
 

ダ
 

イ
ナ
 

マ
イ
 

ト
 

ボ
—
イ
 

に
 

変
身
し
て
 

欲
し
い
 

の
 

だ
。
 

天
気
 

予
報
で
 

異
常
 

乾
燥
 

注
意
報
な
ん
 

て
 

聞
い
た
 

だ
け
で
 

震
え
 

あ
が
つ
 

ち
ゃ
ぅ
 

人
に
は
 

不
向
き
 

か
な
 

?!
 

: 
主
人
公
の
 

「
ス
 

パ
—
 

キ
 

I
」
 

君
は
 

全
身
 

こ
れ
 

ダ
イ
ナ
 

マ
イ
 

ト
 

そ
の
も
の
。
 

頭
か
ら
は
 

導
火
線
を
 

な
び
か
せ
て
 

右
へ
 

左
へ
 

と
 

走
り
回
 

る
の
 

だ
。
 

彼
に
 

与
え
ら
れ
た
 

使
命
は
、
 

街
の
 

あ
ち
こ
ち
 

で
の
 

火
災
を
 

次
々
 

に
 

消
火
し
て
 

い
く
 

コ
ト
。
 

決
め
ら
れ
 

た
 

場
所
に
 

置
い
て
 

あ
る
 

バ
 

ケ
ツ
を
 

獲
得
し
て
 

突
擊
す
 

る
の
 

だ
。
 

ス
バ
—
 

キ
—
君
 

の
 

行
く
手
に
は
、
 

彼
の
 

活
 

躍
を
 

阻
む
 

コ
ヮ
—
 

イ
炎
達
 

が
 

追
い
 

か
け
て
 

く
る
。
 

メ
 

ラ
メ
 

ラ
と
 

炎
上
し
な
が
ら
 

近
づ
い
て
 

く
る
 

工
場
な
ん
 

て
の
 

も
い
 

る
。
 

あ
つ
/
 

ス
 

パ
—
 

キ
 

L
 

君
の
 

導
火
線
に
 

火
が
/
.
 

爆
発
か
ら
 

守
っ
て
 

無
事
 

次
の
 

街
へ
 

行
き
着
く
 

こ
と
は
可
能
か
 

!?
 

: 

動
き
回
る
 

怖
ろ
 

し
い
 

炎
た
ち
 

か
ら
 

逃
 

わ
る
ぅ
 

ち
に
…
 

シ
 

マ
ッ
タ
/
頭
の
 

導
 

火
線
に
 

火
が
 

つ
い
た
。
 

危
ぅ
し
…
 

爆
 

発
は
 

時
間
の
 

s
 

だ
。
 

急
 

ぐ
ん
だ
 

ス
 

パ
—
 

キ
—
 

君
。
 

そ
れ
と
も
 

壮
烈
な
 

爆
 

死
を
 

選
ぶ
 

か
は
 

君
し
 

だ
い
だ
 

ス
バ
 

i
—
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iZZiZZi^h おみせ やさん 

籲 テープ 2,800円 ランド コンピュータ 

さあ 坊や、 r ぴっ ころ j 君 力％ しい 
野菜は 何 かな あ？ 赤くて 丸くて 頭 

のと ころに 小さな 葉っぱが ついて ね C 

答えは？ そう 「とまと Jo 良くで き 

ました。 じゃあ 次は これ… 縁 色で 大 
きく て ••令 かる かな？ お母さん、 
優しく 上手に 教えて あげて ネ / 

妹
 や
 *
 
の
い
 
る
 
人
な
ら
 
わ
か
る
 
と
 
思
 う
ん
だ
 

け
ど
、
 2
七
.
 
 

3
七
 の
，
 J* m つ

て
な
 (: か
つ
て
 

い
う
と
"
あ
れ
な
〜
に
？
 // 
"
こ
れ
な
〜
に
？
"
 

と
う
る
 
さ
い
ょ
 
ネ
 。
そ
ん
な
 
妹
 や
 弟
 
{1 H

 
つ
て
 

あ
げ
る
と
、
そ
れ
以
後
"
な
ぁ
 

(: ?
"
が
少
な
 

く
な
 
る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
と
 
思
う
 
の
が
 
コ
レ
。
 

N
 

H
K
 
の
 
幼
 

•
お
か
あ
さ
ん
と
 
い
つ
し
ょ
 

の
 •人 VI キ

ヤ
 
ラ
 ク
タ
 
ー 

( と
い
つ
 
て
 も
 
キ
ミ
は
 

如
ら
な
い
 
か
も
し
れ
 
な
い
 
ね
 

, ド
ラ
 
描
の
 
じ
 
や
 

じ
 
や
ま
る
 

心
と
"
 

ペ
ン
ギ
ン
の
 

ピ
ッ
コ
 

.口" 
を
^
^
:
 

人
 
{: 、 

A
 fl /^ さ

ん
で
 
売
つ
 
て
い
る
 
！
 
の
 s r. 

l
i
i
i
 を
^
 
V
 
る
 
絵
本
 
刊
^
 <
 の
 
ゲ
ー
ム
 
•
ソ
フ
ト
な
 

の
で
す
。
な
に
を
し
な
く
て
も
：
^
3
>
<
が
次
々
 

に
ね
刖
を
1
て
る
野
菜
を
ピ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
し
て
、
 

お
ま
け
に
 
解
答
ま
で
 
出
し
て
 
く
れ
る
 
の
で
 

1- > 
マ
 

イ
コ
ン
」
 
r¥ 痴

の
 
お
母
さ
ん
 
で
も
 
使
い
こ
な
せ
て
、
 

も
ち
ろ
ん
 
好
き
な
 
も
の
 
も
 選
べ
る
 
の
で
す
。
 

お客さんの* 
びつ ころ， が 選んだ i の §£ を 当 

てる 
ゲ—ム 
。お話しは 

お母さんが 

つける 
のです 

に
こ
に
 こ
ぶ
ん
 
 な
 A
;
 だ
ろ
 
な
 

•
テ
—
 
プ
 

2、 8  0  0
円
 

ラ
ン
ド
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

こ
れ
 
も
 
『
お
か
あ
さ
ん
と
 
い
つ
し
ょ
 
 
で
 
7 棟

 類
。
 
ち
ょ
つ
 
と
 
カ
ン
 
タ
ン
 

(: 思
 の
 キ
ヤ
 ラ
 ク
タ
 I 
、
ネ
ズ
 ミ
の
 ポ
ロ
 リ
 

が
ご
^
:
 

役
を
 つ
と
め
る
 幼
児
 IUI けの

 

教
汽
 In ゾ

フ
ト
 。
い
 
4
 いろ；：； 6

2
^
 の
 

ド
に
 

か
く
れ
て
 

い
る
 

！ 
filj 
物
の
 

谷
 則を
 

4
 

て
る
 
ゲ
 
ー 
ム
な
 
の
で
す
。
 

$ij 物
は
 ̂
 部
 

え
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

が
、
 

マ
ジ
 

メ
な
話
 

ち
よ
つ
 

と
や
 

そ
つ
と
 

じ
 

や
 

あ
わ
か
ら
 

な
 

い
ゾ
 

。
こ
れ
 

も
 

お
母
さ
ん
が
 

お
 

話
を
 

つ
 

け
な
が
 

ら
、
 

P
 

供
と
 

い
つ
し
よ
 

(:
 

#
 

え
 

る
と
 

い
う
、
 

ゲ
ー
ム
 

な
の
で
す
。
 

7 種
類
の
 動
物
が
'
 
 数
！
^
 
の i
 
の 下

 に
か
く
れ
、
 

そ
れ
が
 
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
 

出 

て
く
 
る
の
 
だ
か
 
<1^11 て

る
の
 
も
大
亦
 
夕 

r>,
 

n 1 

に
こ
に
 
こ
^
^
 
 い
け
る
 
か
な
 

•
テ
—
 
プ
 
 
2、 
8
0
0
 
円
 

ラ
ン
ド
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

'
■
お
か
あ
さ
ん
と
 

い
つ
し
ょ
'
 

f 
シ
リ
 

1 

ズ
の
 

1 
作
。
 

ペ
ン
ギ
ン
の
 

ピ
ッ
コ
ロ
が
 

こ
の
 

ゲ
 

ー ム
の
、
 

-H
- 

人
 

公
。
 

南
の
 

f
t
 

(:
 

流
 

れ
つ
い
た
 

ピ
ッ
コ
ロ
。
 

f
t
 

は
 

令
 

部
で
 

9 
つ
 

あ
つ
て
、
 

い
ち
ば
ん
 

ド
の
 

rk
 

?
 

(:
 

は
キ
 

ヤ
ン
 

デ
イ
が
 

M
 

い
て
 

あ
る
。
 

お
 

1
®
 

の
す
 

い
て
る
 

ピ
ッ
コ
ロ
は
 

そ
の
 

キ
ヤ
 

ン
 

デ
イ
 

を
食
べ
る
た
め
は
を
渡
ろ
ぅ
と
す
る
ん
 

だ
け
ど
、
 

岛
 

の
う
ち
 

ひ
と
つ
は
 

^
 

は
ク
ジ
 

ラ
。
そ
こ
 

(:
 

行
つ
た
ん
じ
や
次
の
 

&
 

に
 

渡
る
 

こ
と
は
 

出
 

米
な
い
 

の
 

ダ
。
 

と
い
う
 

わ
け
で
、
 

ど
う
い
う
 

コ
ー
ス
 

を
 

と
れ
ば
 

ピ
ッ
コ
ロ
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
あ
る
岛
へ
 

渡
れ
る
 

の
か
、
 

お
 

W
 

さ
ん
と
 

f
 

供
が
：
 

緒
 

(:
 

^-
 

ノ 
ぇ
ち
 

や
う
 

ゲ
 

ー 
ム
な
 

の
で
す
。
 

2 〜 3 +* m 儿 ， !»] け。 
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マ
イ
コ
ン
を
 

n
 

つ
た
の
は
 

い
い
 

け
れ
ど
、
戈
際
 

(:
 

_
分
で
プ
ロ
.
グ
 

ラ
ム
を
 

組
も
う
 

ど
し
て
も
 

B 
 

A 
 

S 
1
C
 

が
 

理
解
で
 

きず
、 

い
つ
し
か
 

.
マ
イ
コ
ン
は
 

ゲ
 

—
ム
淨
 

)H
 

機
と
 

な
 

つ
て
し
 

ま
つ
た
 

と 
い
う
 

勿 
^ 

』 ょ*
 

i4
* 

(:
 

す
る
。
 

や
は
り
 

マ
イ
コ
ン
を
 

持
つ
 

n
 

と
し
て
は
、
 

il
i 

低
 

限
 

B
A
 

S
I
C
 

ぐ
ら
い
は
 

身
に
 

つ
け
て
 

お 

き
た
い
 

も
の
 

だ。
 

し
か
し
、
 

B
A
 

s 
I 

C 
の？
 

ぶ：
：！
 

ぐ
ら
い
 

雖
し
 

い
も
 

の
は
な
い
 

と
い
う
の
は
 

す
で
に
 

常
 

識〇
 

そ
こ
で
 

か
つ
て
 

B
A
S
I
C
 

の 
勉
強
で
 

忐
 

T-
 

ば
に
 

し
て
拃
 

折
し
 

た 
ユ
ー
ザ
 

|
の
总
兒
を
基
 

(:
 

、
ょ
 

り 
わ
か
り
や
す
く
 

B
A
S
I
C
 

の
 

/ 勉
強
が
 

で
き
る
 

ょ
う
 

{ : し
た
 

*7
- 

1^
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

コレ
。 

初
級
.
 

中
 

級
 

.h
 

級
と
 

あ
つ
て
、
 

い
ず
れ
の
 

レ
ベ
ル
か
ら
 

で
も
 

〈
義
 

で
き
る
。
 

特
 

(:
 

初
心
^
:
 

向
け
の
 

ゾ 
フト
。 

T テス 1 

广
供
の
 

頃
か
ら
 

お
 

勉
強
を
 

す
る
 

つ
て
い
 

う
 

^
 

惯
を
身
 

(:
 

つ
け
た
い
。
 

人
 

人
 

(:
 

な
つ
て
か
ら
 

は
 

も
ち
ろ
ん
、
 

な
に
ご
と
に
 

つ
け
て
も
"
 

知
つ
 

て
 

い
る
つ
 

て
こ
と
"
 

は
 

人
 

切
な
 

こ
と
。
 

特
に
 

户
 

fi
t 

つ
て
い
 

う
の
は
^
 

T
 

に
な
ん
 

(:
 

も
 

知
ら
な
い
 

か
 

ら
、
た
と
ぇ
ば
踏
切
の
 

??
 

報
が
嗚
つ
て
い
ょ
う
 が
、
；
 

3
 

'v
 

が
 

赤
だ
ろ
う
 

が、
，：
！：
 

分
の
 

都
 

八
 

II 
し
か
 

方
 

ノ
ぇ
な
 

い
で
 

i®
 

つ
て
し
 

ま
う
。
 

怖
い
 

つ
て
い
 

ぇ
 

ば
 

こ
れ
ぐ
 

ら
い
 

怖
い
 

こ
と
は
 

な
 

い
ん
だ
 

tt
 

ど、
 

な
 

(:
 

せ
 

踏
切
の
 

-?
 

f
 

如
が
 

1¢
 

っ
た
％
.
 

屯
 

' !«
•• 

が
 

通
る
 

と
か
、
以
：
：
 

0*
 

が
赤
な
ら
，
 

|'
1 

^
 

^-
 

が
ビ
ユ
ン
ビ
ユ
 

ン
通
つ
 

て
 

\
 

問
が
 

浪
び
出
 

す
 

こ
と
は
 

ゆ
る
さ
れ
 

な
い
、
 

な
 

ぁ
ん
て
い
う
"
 

常
識
"
 

を
 

加
ら
な
い
 

ん
 

だ
か
ら
し
 

か
た
が
な
い
 

ょ
ネ
 

。
お
 

さ
 

/ V 
た
 
ち
が
 

何
 

1
 

ス
 

n
 

を
 

ス
ッ
。
 

ハ
ク
し
て
 

, 
-5
 

つ
た
つ
 

て、
 

广
 

ff
t 

た
ち
つ
 

て
い
う
 

の
は
 

そ
ん
な
 

こ
ど
を
 

WI
 

き
 

流
す
 

の
が
 

ゾ
ネ
 

(
綠
 

験
 

ぁ
る
で
 

L.
 

^
 

ir
 

ミ 
も)
。 

そ
ん
な
 

f 
 

C
I
S
 

に
 

幼
 

m ルに
。 

ハ
ソ
 

コ
ン
と
 

遊
び
 

な
が
ら
 

常
識
を
 

教
ぇ
込
ん
 

じ
 

や
お
う
と
 

い
う
の
 

が
 

コ
レ
。
 

ゲ
 

ー 
ム
を
 

> て
い
る
 

つ
も
り
で
 

い
る
 

う
ち
 

(:
 

、
踏
切
の
 

?¥
 

恤
が
鳴
つ
た
ら
屯
咿
が
通
 る
の
で
ァ
ブ
ナ
ィ
、
だ
な
ん
て
黹
淼
が
，
钟
に
つ
 

い
て
し
 

ま
う
 

わ
け
。
 

ほ
か
 

(:
 

も 
ピ
ア
ノ
の
 

鍵
盤
 

を
 

兄
な
が
ら
 

そ
の
.
 

#
 

を
 

小
-
て
て
 

い
く
ど
い
 

ラ
ゲ
 

~ 
ム
も
あ
 

つ
た
り
 

し
て
、
 

な
ん
と
も
は
 

や
 

役
 

(:
 

ケ
 

つ 
お
 

勉
強
の
で
 

き
る
 

ゾ
フ
ト
 

な
の
で
す
。
 

お
 

ま
け
 

(:
 

。
ハ
ソ
コ
ン
の
学
 

1^
 

も
出
米
る
ゎ
け
で
、
 

3 
+*
 

m 
儿
じ
 

や
な
く
 

つ
て
も
 

十
分
 

使
え
る
.
 

ゾ
，
.
 

踏
切
 
や
 汽
車
'
 
 ヘ
リ
 
コ
ブ
 タ
—
 
の
 音
！
 
て
た
り
、
 
ビ
 

ア
ノ
の
 
鍵
盤
を
 
見
な
が
ら
 
そ
の
 
モ
ノ
の
 
正
し
い
 
音
 至
 見
 

い
く
^
^
:
 
用
 ソ
フ
ト
。
 

には
！！
！！
 

50
1 

r 
の
 

正
し
い
 

見
方
な
 

ど
も
 

覚
え
ら
れ
 

る
よ
 

ぅ
に
な
 

つ
て
い
 

る
の
 

^
 

審
に
 

教
育
に
な
り
ま
す
 

ナ
 

i 演 C 21 B ■ X S M 
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フ ラフラと 漂う ネク ラゲ 

ばかりに 気を取られ てい 

ると 横からは サメが ぶつ 

かってく るぞ / ダイ バー 

「ガ: ン J 併錄 

障害物を 次々 に 避けながら 進んで いこ 

う。 使命は i 毎 iE のど こ 力、 に 秘められた 
アトランタの 秘宝、 旅は 果てしなく 続く 

: : 000«80  HI : 008880  し EFTS  05  AIR: 0. 

よしほ 

げ。 ■ブ。 し。 

as2e 
し  EFT: 

•
 テ
—
 
プ
 
 
3
、
8
0
0
 
円
/
ド
 
ソ
ン
 

泳
ぎ
は
 
得
意
 
か
な
、
 
ま
る
で
 
ダ
メ
？
 

水
を
 
見
た
 
だ
け
で
 
震
ぇ
が
 
き
ち
 
や
ぅ
。
 

そ
ん
な
 
君
は
 
ハ
ッ
 
キ
リ
 
言
つ
 
て
こ
の
 
ゲ
 

—
ム
 
に
は
 
向
い
て
 
な
い
ぞ
 
。
な
に
し
ろ
 
フ 

ロ ッ
グ
 
マ
ン
に
な
る
 
の
 だ
か
ら
。
 
フ
ロ
 

ッ 

ダ
マ
ン
と
は
 
潜
^
 4K の

こ
と
。
 
水
中
 
メ 

ガ
ネ
や
 
酸
 ̂
 、
ボ
ン
べ
、
 
ウ
エ
ッ
ト
 
ス ー 

ツ
な
ん
 
か
で
 
全
身
 
_
 
し
て
 
深
海
ま
で
 

潜
つ
 
て
 行
く
 
の
 だ
。
 
そ
し
て
、
 
海
底
で
 

な
ん
と
 
宇
宙
か
ら
の
 
侵
略
者
 
ネ
ク
 
ラ
ゲ
 

と 戦
い
 

fia く。 
ネ
ク
 
ラ
ゲ
と
は
 
ク
 ラ
ゲ
 

に 身
を
 
借
り
た
 
ィ
ン
べ
ー
 
ダ
ー
 
な
の
 
だ
 

が
そ
の
 
実
体
は
…
？
 

フ 
フ
フ
 
今
は
 
語
 

ら
 な
い
で
 
お
こ
ぅ
。
 
深
海
に
は
 
ネ
 ク
ラ
 

ゲ
だ
 
け
で
は
 
な
く
、
 
恐
怖
の
 
ス
ピ
 
ー ド

 

で
 突
つ
 
込
ん
で
 
来
る
 
人
食
い
 
ザ
メ
な
 
ん
 

て
の
 
も
い
 
る
の
 
だ
ぞ
 
。
君
に
 
与
ぇ
ら
れ
 

た
 武
器
は
 
S
E
A
 

• 
B
O
M
B
E
R
 
と 

ダ
ィ
バ
 

I ガ
ン
。
 
ネ
ク
 
ラ
ゲ
に
は
 
S
E
 

A
 
-
B
O
M
B
E
R
 
の
 泡
 状
 攻
撃
で
、
 

人
食
い
 
ザ
メ
 
に
は
 
ダ
イ
 
バ
 ー ガ

ン
で
 
戦
 

い
ぬ
こ
う
。
 
も
ち
ろ
ん
、
 

こ
こ
は
 
海
の
 

中、 
ボ
ン
ベ
の
 酸
素
の
 量
が
 ゼ
ロ
に
 な
 

る
と
 
死
ん
で
 
し
ま
ぅ
 
ぞ
 。
プ
レ
ィ
ヤ
 

ー 

は
 5 名

。
 
ス
テ
 
ー ジ

ア
 
ッ
プ
 す
る
 
に
は
 

ネ
ク
 
ラ
ゲ
 
達
を
 
全
滅
 
さ
せ
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
 な
い
。
 
も
ち
ろ
ん
 
ス
テ
ー
 
ジ
が
 
進
む
 

に
つ
れ
 
て、" 

ネ
ク
 
ラ
ゲ
の
 
数
は
 
増
ぇ
、
 

動
き
 
も
 M
 く
な
 
つ
て
く
 
る。 

ネ
ク
 
ラ
ゲ
 

は
 漂
つ
 
て
い
る
 
が
、
 
サ
メ
の
 
iil き

は
 
猛
 

烈
に
 
速
い
ぞ
 
。
反
：
 

経
を
 
フ
ル
に
 
活
 

用
し
て
 
勝
利
を
 
つ
か
も
う
。
 

ス
ピ
 
I' ド 

感
バ
ツ
 
グ
ン
の
 

マ リ
ン
ゲ
 
ー 

ム /
 

•
 テ
—
プ
 

3、 8
0
0
円
 

ハ
ド
ソ
ン
 

サ
ブ
マ
リ
ン
と
は
 
潜
水
艦
の
 
事
。
 
け
っ
し
て
 

華
や
か
な
 
存
在
で
は
 
な
い
 
け
れ
ど
、
 
現
代
の
 
最
 

新
兵
 
器
 戦
 や
 諜
報
 
活
動
に
は
 
必
要
 
不
可
欠
 
だ
っ
 

て
こ
と
は
、
 
も
う
ご
 
存
知
 
だ
よ
 
ね
。
 
深
海
に
 
潜
 

み、 
あ
る
い
は
 
進
行
し
な
が
ら
 
与
え
ら
れ
た
 
指
 

令
を
 
実
行
し
て
 
ゆ
く
。
 
狭
い
 
艦
 内
で
 
限
ら
れ
た
 

酸
素
を
 
計
算
し
な
が
ら
…
 
映
画
 

「U ボ
—
 
卜」 

な
ん
か
に
 
手
に
 
汗
 握
っ
た
 
人
 も
 多
い
 
ハ
 ズ
 。
こ
 

の
 ゲ
—
ム
 
は
そ
ん
な
 
興
奮
と
 
ス
リ
ル
を
 
与
え
て
 

く
れ
る
 
ソ
フ
ト
。
 
ど
こ
ま
で
も
 
続
く
 
海
底
 
洞
窟
 

を
 海
底
 
人
の
 
攻
擎
を
 
さ
け
な
が
ら
、
 

ど
こ
 
ま
 

. 
2: 

も
 進
ん
で
 
行
く
 
の
 だ
。
 
水
中
に
は
 
得
体
の
 
し
 

な
い
 
浮
遊
物
 
や、 

敵
の
 
仕
掛
け
た
 
機
雷
な
ん
 
か
 

が
い
た
 
る
 所
に
 
あ
る
。
 
君
は
 
そ
れ
ら
に
 
ぶ
つ
か
 

ら
な
 
い
よ
う
に
'
 
 
何
処
ま
で
 
も
 進
ま
ね
ば
 
な
ら
 

な
い
。
 
も
ち
ろ
ん
 
洞
窟
の
 
上
下
の
 
岩
に
 
当
た
っ
 

て
 も
 O
U
T
。
 
燃
料
 
切
れ
に
 
も
 当
然
 
注
意
し
 
な
 

け
れ
ば
…
。
 
最
初
は
 
機
雷
が
、
 
次
に
 
浮
遊
物
、
 

そ
し
て
 
バ
リ
ヤ
—
 
と 難

関
を
 
越
え
て
 
行
こ
う
。
 

S
T
A
G
E
4
 
以
降
は
 
そ
れ
ら
が
 
一
斉
に
 
襲
っ
 

て
く
 
る" 

さ
て
 
君
は
 
名
鑑
 
長
に
 
な
れ
る
 
か
な
？
 

シ
-
ボ
 
ン
バ
 ■ 

-I 
H
E
L
P
J
 
 

併
鑤
 

ミ
ツ
 

ド
ナ
イ
 

ト
 

n
 

マ
ン
タ
—
 

•
テ
—
 
プ
 

2、 
8
0
0
 
円
 
マ
イ
ク
ロ
 
キ
ヤ
 
ビ
ン
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 真
夜
中
の
 
大
海
 
戦
を
 
テ
—
 
マ
と
 
し
た
 

も
の
。
 
直
 (
夜
中
 だ
か
ら
 
敵
の
 
姿
は
 
当
然
 
見
え
な
い
。
 

頼
 

り
に
な
る
 
の
は
 
自
 軍
の
 
レ
—
 
ダ
—
 
だ
け
。
 
そ
れ
 
も
す
 
ベ
 

て
の
 
海
域
が
 
見
渡
せ
る
 
わ
け
で
は
 
な
い
 
ゾ
 。
敵
ま
で
 
か
 

な
り
 
近
づ
か
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
、
 
敵
の
 
位
 

置
が
 
わ
か
る
 
と
い
う
 
こ
と
は
 
敵
に
 
も
 自
分
の
 
存
在
が
 
知
 

れ
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
 
こ
と
で
、
 
当
然
 
攻
擎
 
も
う
け
 
や
す
 

く
な
る
 
と
い
う
わ
け
だ
。
 
手
持
ち
の
 

は
 戦
艦
を
 
始
 

め
と
 
す
る
 
6
 
艦
船
と
 
航
空
機
 
隊
 、
そ
れ
と
 
防
衛
の
 
み
し
 

か
で
 
き
な
い
が
、
 
抜
群
の
 
耐
久
力
を
 
持
つ
 
首
都
圏
 
防
衛
 

部
隊
 
だ
。
 
敵
 も
 同
様
の
 
力
を
 
持
っ
て
 
い
る
 
わ
け
な
の
 
だ
 

が
、
 
こ
れ
で
 
戦
う
 
と
い
う
の
は
 
チ
 ト 辛

い
。
 
だ
か
ら
 
敵
 

の
 情
報
を
 
早
く
 
知
る
 
必
要
が
 
あ
る
。
 
そ
し
て
 
先
制
 
攻
罕
 

I
 
こ
れ
が
 
必
勝
の
 
秘
訣
と
 
い
え
る
 
だ
ろ
、
 
っ
。
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a  M2  T  ■ド E  S«l«? 

ハ
ッ
ト
ン
 

将
軍
 

や
 

ロ
ン
メ
ル
 

将
軍
な
ん
 

て
 

名
 

前
 

聞
い
た
 

事
 

あ
る
か
な
？
 

そ
う
、
 

戦
車
 

軍
団
を
 

率
い
て
 

大
 

活
躍
ん
 

た
 

人
な
 

の
 

だ
ね
。
 

名
将
 

軍
と
 

呼
ば
れ
た
 

人
達
は
 

必
ず
 

明
敏
な
 

洞
 

f
 

で
 

_
 

を
 

事
 

i 刖
 

(:
 

予
知
 

し
ち
や
 

う
ん
だ
。
 

そ
れ
か
ら
 

戦
 

局
を
 

冷
静
に
 

：
^
し
 

て
 

大
勝
 

利
に
 

結
び
つ
け
る
 

と
い
う
 

わ
け
。
 

も
し
 

広
大
な
 

1
 

で
 

構
成
さ
れ
 

た
 

砂
漠
に
 

と
り
 

残
さ
れ
た
ら
、
 

君
は
 

名
将
 

軍
の
 

よ
う
に
 

冷
静
で
 

い
ら
れ
る
 

か
？
 

乗
り
込
む
 

は
、
 

そ
の
 

名
 

も 
「
ロ
ン
 

サ
ム
 

•
タ
ン
ク
 

1- 〇 
行
く
手
に
 

は
 

手
強
い
 

敵
 

戦
車
と
 

恐
怖
の
 

地
雷
が
 

待
ち
受
け
 

て
い
る
。
 

も
は
や
 

将
軍
に
 

救
い
を
 

求
め
る
 

こ
と
 

は
 

不
可
 

啤
 

残
り
 

少
な
い
 

燃
料
で
 

こ
の
 

窮
地
を
 

い
か
に
 

乗
り
切
る
 

か
 

!?
 

た
だ
し
 

弾
薬
 

だ
け
は
 

ま
だ
 

タ
ッ
 

プ
リ
と
 

あ
る
。
 

さ
あ
 

小
型
 

レ 
ー 

ダ
 

ー 

を
 

駆
使
し
て
'
 
 

い
ち
は
や
く
 

敵
 

戦
車
を
 

探
知
し
 

て
 

ゆ
く
 

の
 

だ
。
 

先
手
 

必
勝
？
、
 

上
手
 

{:
 

戦
局
を
 

分
 

析
し
 

相
手
 

軍
団
に
 

先
制
攻
撃
を
 

か
け
れ
ば
 

活
路
 

が
 

開
け
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

画
面
に
は
^
 

g
 

だ
 

け
 

じ
 

や
な
く
 

川
な
ん
 

て
の
 

も
 

流
れ
て
 

い
る
。
 

こ 

れ
が
 

ま
た
 

リ
ア
ル
。
 

実
戦
 

さ
な
が
ら
の
 

興
密
 

H を
 

呼
ぶ
 

ウ
オ
 

ー ゲ
 

I ム
の
 

決
定
版
 

だ
ぞ
。
 

残 

A
 
 r 

り 
^
 

つ JS し 

た 

切た 

篆 ̂
 

棚
 M
 

な 
私
物
 

次
 

5 -(75 
J 

於
 
君
 
ク
 

獅 

1■ 
, 

ノ 

•
 

テ
—
 

プ
 

3、
 

8
0
0
 

円
 

ハ
ド
ソ
ン
 

暗
黒
の
 

大
宇
宙
に
 

浮
か
ぶ
 

「
キ
ラ
—
 

ス
テ
—
 

シ
 

ヨ
ン
」
。
 

君
に
 

与
え
ら
れ
た
 

指
令
は
 

こ
の
 

宇
宙
 

基
地
を
 

跡
 

か
た
 

も
な
 

く 
破
壊
す
 

る
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

所
属
は
 

地
球
 

防
衛
 

軍
、
 

常
に
 

青
く
 

美
し
い
 

地
球
 

の
 

防
衛
 

も
 

大
切
な
 

任
務
の
 

ひ
と
つ
.
：
。
 

あ
る
 

日
 

エ
イ
リ
ア
ン
の
 

大
 

軍
が
 

攻
め
て
 

来
 

^
 

我
が
 

地
 

球
 

軍
に
 

残
さ
れ
て
 

い
る
の
は
 

砲
台
：
^
 

け
だ
。
 

敵
 

の
 

指
令
 

ス
テ
—
 

シ
 

ヨ
ン
は
、
 

浮
遊
 

1
 

と
 

護
衛
 

艦
で
 

シ
ツ
 

カ
リ
と
 

守
ら
れ
て
 

い
る
。
 

1
 

君
は
 

1
 

で
き
る
 

ミ
サ
イ
ル
を
 

十
分
に
 

駆
使
し
て
 

敵
 

ス
テ
 

I
 

シ
ヨ
 

ン
 

を
攻
擊
 

し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

た
だ
 

し
 

ミ
サ
イ
ル
を
 

誘
爆
し
て
 

い
る
 

間
は
、
 

ミ 
サ
イ
 

ル
を
 

打
つ
 

こ
と
が
で
き
な
 

い
と
い
う
 

コ 
ワ
—
イ
 

条
件
が
 

付
い
て
い
 

る
の
 

だ
ょ
。
 

こ
の
 

誘
導
を
 

う
 

ま
く
 

利
用
す
 

る
 

こ
と
が
 

勝
利
へ
 

君
を
 

う
 

ま
く
 

使
つ
 

て
 

エ
イ
リ
ア
ン
の
 

指
令
 

船
を
 

破
壊
し
 

て
 

く
れ
た
 

ま
え
。
 

敵
の
 

親
玉
で
 

あ
る
 

指
令
 

船
を
 

み
ご
と
 

破
壊
す
 

る
と
 

S
T
A
G
E
 
 

• 
 

u
p
。
 

護
 

衛
 

艦
は
 

全
部
で
 

8 
種
類
。
 

そ
れ
ぞ
れ
に
 

得
点
 

も
 

攻
擊
 

方
法
 

も
 

全
く
 

違
う
 

の
 

だ
。
 

お
ま
け
に
 

敵
は
 

バ
リ
ア
—
 

を
 

出
し
て
 

砲
台
か
ら
 

出
る
 

ミ
サ
イ
ル
 

を
 

阻
止
し
て
 

し
ま
、
 

っ。
 

君
の
 

地
球
 

防
衛
を
 

祈
る
。
 

III 



雨 
の 
白 
は 

杏 

っ
て
も
 
石
な
ん
 
て
 投
げ
ち
 
や
ダ
メ
 
ょ。 

お
ま
け
に
、
ヵ
ラ
ス
に
だ
っ
て
頭
の
ィ
 

ィ
奴
が
 
い
て
、
 
こ
い
つ
は
 
石
を
 
く
わ
ぇ
 

て
き
て
 
は
 田
植
ぇ
を
 
し
て
い
る
 
キ
ミ
を
 

狙
っ
て
 
く
る
の
 
ダ
/
 ■
ぅ
か
つ
に
は
 
あ
 

な
ど
れ
 
ぬ
 存
在
で
す
 
ゾ
〇
 

と
い
*
 
フ
ワ
 
ケ
で
、
 
い
ろ
ん
な
 
ジ
ヤ
マ
 

が
 入
る
な
 
か
で
 
一
生
懸
命
 
お
 仕
事
を
 
す
 

れ
ば
 
、
い
つ
し
か
 
苗
 も
 立
派
に
 
育
ち
、
 

や
が
て
 
秋
と
 
な
っ
て
 
田
ん
ぼ
は
 
一
面
の
 

稲
穂
 

(: 覆
わ
れ
 
る
ん
だ
 
け
ど
、
 

い
や
 
あ
 

お
 百
姓
さ
ん
 
っ
て
 

に 太
 変
ネ
。
 

明
る
い
 
農
 

「
フ
ァ
 

ィ
ャ
 

t
j
 

併
錄
 

•
テ
—
 
プ
 

3、 
8
0
0
 
円
 
ハ
ド
ソ
ン
 

ゴ
ミ
ゴ
 
ミ
し
た
 
都
会
に
 
住
ん
で
 
い
る
 

と、 
の
ど
か
な
 
R1 舎

の
 
生
活
な
ん
.
 
か
に
 

大 I
 
に 囲
ま
れ
た
—
 

,
 
 

, 
. 

の
 田
ん
ぼ
。
 

こ
の
 
田
ん
ぼ
 

愤
れ
ち
 

や
う
ん
 

た
け
れ
 

ど
 

現
 

^
 

(:
 

住
に
 

田 
^
 

又を
 

しな
 

き
ゃ
ぁ
 

ん
で
み
 

る
と
 

こ
れ
が
 

な
か
な
か
 

大
寫
 
 

.^
1 

な
 

(:
 

せ
 

あ
の
 

大
自
然
の
 

驚
異
と
 

戦
わ
な
ん
 

の^
!^
 

も 
わ
か
っ
 

ち 
ゃ 

け
り
 

や
 

あ
な
ら
ん
 

の
で
す
 

か
ら
ネ
 

0
 
 

える
 

す
ご
い
 

ゲ
—
 

ム
だ
ゾ
 

で
'
 
 

そ
ん
な
 

田
舎
の
 

の
ど
か
な
 

生
活
 

と 
大
自
然
と
の
 

戦
い
を
 

同
時
に
 

体
験
し
 

た
い
と
い
 

う
 

人
 

In
] 

け
な
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
ー
 

ム 
。
陽
の
 

光
が
 

サ
ン
 

サ
ン
^
:
 

り 
注
ぐ
 

農
！
 

T
 

で、
 

キ
ミ
は
 

豊
か
な
 

収
穫
^
#
 

兒
 

つ
つ
 

m
 

植
え
を
 

し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

で
も
、
 
こ
こ
は
 自
然
が
 
ま
だ
ま
だ
 
残
 

る III 舎
 だ
か
ら
、
 
人
間
の
 
考
え
る
 
よ
う
 

に 
コ
ト
は
 
運
ば
な
い
。
 

ィ
タ
 
ズ
ラ
 
好
き
 

の
 カ
ラ
ス
が
 
出
て
 
来
て
 
田
植
え
の
 
ジ
ャ
 

マ
を
 
す
る
 
し、 

森
か
ら
は
 
ク
マ
 
も 出

て
 

来
ち
 
や
う
の
で
 
す。 

カ
ラ
ス
は
 
石
 

つ ぱ
ら
え
 
ば
す
 
む
 

け
れ
ど
'
 
 
ク
マ
 

(: は
 そ
れ
 
も
 使
え
な
い
。
 

ク
マ
が
 
出
て
 
来
た
と
 
き
は
、
 
三
十
 
八
 計
 

逃
げ
る
 
に
し
か
ず
 
と
い
う
^
 
T
 
間
違
 

は
か
い
 
出
さ
な
い
 
と 溺

れ
ち
 
や
う
。
 
そ
れ
よ
り
 
な
に
よ
 

り、 
諸
悪
の
 
根
源
 
•
ネ
ズ
 
ミ
を
 
退
治
し
 
な
け
れ
ば
 
せ
つ
 

か
く
 修
理
し
た
 
天
井
の
 
穴
 も
ま
た
 
空
 
い
ち
や
つ
 

て、 
す
 

ベ
て
の
 
苦
労
は
 
ム
ダ
 
(: な

つ
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
 
ワ
ケ
。
 

す
べ
て
の
 
ネ
ズ
 
ミ
を
 
退
治
す
 
れ
ば
ゲ
 
ー 
ム
は
完
 
r
 な
ん
 

だ
け
ど
、
 
梅
雨
が
 
終
る
 
ま
で
に
 
ネ
ズ
ミ
 
が
 退
治
で
 
き
な
 

か
つ
た
ら
、
 

そ
の
 
時
は
 
悲
慘
 
…
…
 
大
家
さ
ん
か
ら
 
^
 ち
 

退
き
の
 

宣
 ■?? 
が
 •卜 
さ
れ
ち
 

や
う
の
 

ダ
 // 

: 

ネ
ズ
 
ミ
の
 
イ
タ
 
ズ
 ラ
で
 
ア
バ
—
 
卜 中

が
-
 KSSi ぎ。 

雨
 

も
り
が
 
あ
ま
り
に
 
も
ヒ
 
ド
く
 
つ
て
、
 
こ
れ
 
じ
 
や あ

 住
 

ん
じ
や
 
あ
い
ら
れ
 
な
い
。
 
早
く
な
ん
 
と
か
し
て
 
ヱ
〜
 

「
ス
ー
 

パ
—
 

ド
ア
—
 

K
J
i
 

•
テ
—
。
 フ 

3、 8
0
0
 
円
 
ハ
ド
ソ
ン
 

G
N
P
 
が
 世
界
で
 
2
 番
 E3 だ

な
ん
 
て
い
つ
 
て
い
る
 
け
 

れ
ど
 
、
日
本
の
 
住
宅
 
事
情
は
 
ま
だ
ま
だ
 
ヒ ド

い
。
 
だ
か
 

ら
こ
 
う
い
う
 
ゲ
ー
ム
 
が
 生
ま
れ
る
 
の
か
な
 
あ
な
ん
て
 
考
 

え
ち
 
や
う
ん
だ
 
け
ど
 
.
 
と
に
か
く
 
純
 日
本
的
な
、
 
悲
 

哀
感
に
 
満
ち
た
 
ゲ
ー
ム
 
な
の
で
す
。
 

舞
台
と
 
な
る
 
の
は
 
ビ
ル
の
 
谷
間
の
と
 
あ
る
 
ボ
 
ロ
ア
。
 ハ 

1 
卜 -〇 

キ
ミ
は
 
こ
こ
の
 
住
人
な
 
の
で
す
。
 
と
に
か
く
 
ヒ 

ド
い
 
ア
バ
ー
 
ト
で
、
 
ネ
ズ
 
ミ
は
 
出
る
 
は、 

ネ
ズ
 
ミ
の
 
走
 

つ
た
 天
井
か
ら
は
 
ク
ギ
が
 
抜
け
落
ち
 
る
は
、
 
雨
が
 
降
れ
 

ば
ソ
コ
 
か
ら
 
雨
 も
り
が
 
す
る
 
は
と
、
 
と
に
か
く
 
大
変
。
 

持
 (: ヒ

ド
ィ
 
の
は
 
6 月

の
 
梅
雨
 
ど
き
で
、
 
ち
ょ
つ
 
と
 

で
も
 
油
断
を
 
し
て
い
る
 
と
 
雨
 も
り
で
 
部
屋
 
一
而
が
 
水
び
 

た
し
 

(: な
つ
て
 
住
む
 
こ
と
 
も
で
 
き
 
な
く
な
つ
 
て
し
 
ま* っ。 

と
い
う
 
ワ
ヶ
 
で
、
 
な
ん
ら
か
の
 
妙
 ;
 
S
 
を
し
 
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
な
 
い
ん
だ
け
 
ど、 

と
 
(: か

く
 
ヤ
ル
 
べ
き
 
こ
と
は
 
山
 ほ
 

ど
 あ
る
。
 
天
井
か
ら
 
落
ち
て
 
来
た
 
ク
ギ
を
 
ひ
ろ
つ
 
て
 穴
 

を
 修
理
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
し
'
 
 部
屋
に
 
人
つ
 
た
 水
 

\\1 



■  
K 

へ"^^^^^^ 

大 
洋 
の 
神 
# 

DCEftWUS 

Tins  4C< 

mmtmmmm 

”戶 兄
 

T^k  ̂   ̂   lu，  ̂  *TL  二：- 一 

n<.owf:  j 

ン 

瓶 Ky 

•
V
 

円 

ン 

ブ 

r 

ア
ダ
ム
と
 

ィ
ブ
の
 

昔
っ
 

か
ら
 

嫌
わ
れ
 

モノ
' 

の
 

代
名
詞
 

と
し
て
 

使
わ
れ
て
 

い
る
の
 

が
へ
 

ビ
 

。
な
に
せ
 

ニ 
ヨ
ロ
 

ニ 

ヨ
ロ
と
 

し
て
う
 

す
；
^
 

味
 

悪
い
 

か
ら
 

ネ
 

。
そ
の
へ
 

ビ
と
戦
 

わ
な
き
 

や
な
ら
ん
 

と
し
た
ら
 

ど
う
す
 

る
？
 
 

な
に
〜
 

い、
 

逃
げ
出
す
 

っ
て
 

エ 
/.
 

ハパ
 

持
ち
は
 

良
 

く 
判
る
 

け
れ
ど
 

そ
 

う 
も
い
 

か
な
い
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
 

ー 
ム 

。
木
 

::
 

ぶ
ら
さ
が
る
 

口
—
 

プ
 

に 
キ
ミ
は
 

し
が
み
つ
い
て
 

い
る
ん
だ
 

ょ
ネ
 

。
そ
 

の
 

ロ 
ー 

プ
に
赤
 

• 
«:
 

•
青
の
へ
 

ビ
が
二
 

.
ヨ
ロ
 

ニ 
ヨ
ロ
 

h
 

つ 
U 
米
る
 

と 
思
い
な
さ
い
 

や。
 

ロ 
ー 

プ
を
 

つ
た
わ
つ
 

て
 

逃
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
す
 

る
と
 

へ
ビ
は
 

木
の
 

枝
 

(:
 

住
み
つ
 

い
て
し
 

ま
う
。
 

木
に
 

住
 

み
つ
い
た
 

へ
ビ
が
 

8 
匹
に
な
る
 

と、
 

枝
の
 

！ t
 

(:
 

あ
る
 

リ 

ン
ゴ
 

が
へ
 

ビ
の
 

歌
み
 

で
 

お
っ
こ
ち
て
 

し
ま
い
 

キ
ミ
の
 

ガ
 

1 
ル 

•
フ
レ
ン
ド
の
 

頭
 

(:
 

ぶ
つ
か
っ
て
 

し
ま
う
 

の
 

ダ
。
 

W
 

な
.
 

L-
> 

ば
 

好
き
な
 

彼
女
 

(
:
 

痛
い
 

思
い
を
 

さ
せ
る
 

わ
け
に
 

や
 

あ
い
か
な
い
 

ょ
ネ
 

。
だ
か
ら
へ
 

ビ
と
 

戦
わ
な
 

け
り
 

や 
な
ら
ん
 

と
い
 

ラ
ワ
ケ
 

。
赤
と
 

黄
色
の
へ
 

ビ
は
 

兄
@
 

と 

♦
す
 

こ
と
が
で
き
 

る
の
 

だ
け
れ
 

ど
 

問
題
な
 

の
は
 

^
 

い
へ
 

ビ
 

で
、
 

こ
い
つ
は
 

キ
ミ
の
 

力
を
 

も
つ
 

て
し
て
も
 

落
と
す
 

こ 
と
は
で
 

き
な
い
。
 

逆
 

(:
 

キ
ミ
は
 

や
っ
つ
 

け
ら
 

n
 

ち
 

や
う
 

か
ら
 

注
意
し
 

な
く
ち
 

や
 

あ
 

…
…
 

っ
い
か
 

(:
 

k
 

で
く
 

^
 

い 

へ
ビ
 

か
ら
 

逃
げ
、
 

*
 

と 
黄
 

¢1
 

の
へ
 

ビ
を
つ
 

か
ま
ぇ
て
 

点
 

を
と
 

る 
力 

そ
の
 

5c
 

#t
 

^
 

経
が
 

こ
の
、
 

ゲ
—
ム
 

の
 

勝
れ
を
 

決
め
る
。
 

さ
あ
、
 

急
が
な
い
 

と 
彼
夂
の
 

頭
 

{:
 

リ
ン
ゴ
が
 

ぶ
つ
か
る
 

'/
 

//
 

: 
ニ
 

ヨ
ロ
 

ニ
 

ヨ
ロ
の
へ
 

ピ
の
 

中
で
、
 

キ
ミ
が
 

落
と
す
 

こ
と
の
で
 

き
る
 

の
は
 

赤
と
 

黄
色
の
へ
 

ビ
 

だ
け
。
 

育
い
 

へ
ビ
を
 

落
と
す
 

つ
も
り
で
 

•も
、 

逆
に
 

キ
ミ
の
 

ほ
う
が
 

落
と
さ
れ
て
 

し
ま
 

•
つ
ぞ
 

/ 

T
 

ァ
—
プ
 

2、
 

9
8
0
 

円
 

日
本
 

マ
イ
コ
ン
 

学
院
 

海
の
 中
の
 怪
物
 it を

 U
 A
 公
に
 し
た
 

映
両
 
つ
て
な
 
ぇ
て
み
 
る
と
 
随
分
 
あ
る
ん
 

だ
ょ
 ね。 人

 ダ
 ;3 や

 ウ
ッ
ボ
 、
サ
メ
 や
 

巨
 大
な
 ク
ジ
 
ラ
な
 ど
な
 ど
…
。
 

そ
れ
 

か
 

ら 海
の
 冒
険
 ' n や
 海
賊
な
ん
 

か
が
 活
躍
 

す
る
 
作
 

, 
V, と

い
ケ
 
の
 も 

ケ
ッ
 
コ
ウ
 
多
い
。
 

思
う
 
( : 海

と
 
いう： rT 葉

の
 
W
 き
の
 屮
 ( : 

は
 男
心
を
 
く
す
ぐ
る
 

何
 か
が
 
あ
る
ん
だ
 

ね。 
さ
て
、
 

こ
の
 
デ
 ー 

ム
、
そ
ん
^
-
^
 

海
®
 
の
 海
底
 
深
く
 
「
ス
マ
ィ
ル
」
 

君
が
 

大
 活
躍
す
 

る
の
 
だ。 

海
底
の
 

奥
深
く
 

!: 

は
 ^
 る 

も 怖
ろ
 
し
い
 
強
敵
 
违
が
ウ
 
ヨ
ウ
 

ヨ 。ケ
 

ち IU1 
か
う
 

我
ら
が
 

ス
マ
ィ
ル
れ
、
 

な
ん
と
 
武
器
は
 
キ
ッ
ク
 
だ
け
。
 

銃
と
 

か
 

爆
 

も 
持
た
な
い
 

4
 

腰
で
 

ひ
た
す
ら
 

蹴
り
 

ま
く
つ
て
 

戦
い
抜
く
 

の
 

だ
ょ
。
 

3*
 

大
な
る
人
洋
の
神
と
な
る
た
 

め
 

(:
 

は
 

次
々
 

と
せ
 

ま
り
 

米
る
 

試
練
 

(:
 

耐
 

え
ね
ば
 

な
ら
ぬ
 

の
じ
 

や
ょ
。
 

お
ま
け
に
 敵
は
 

多
 

稀
 

多
様
。
 

じ
つ
 

(:
 

バ
ラ
 

ェ
 

テ
イ
 

に 
富
ん
で
 

ま
す
。
 

そ
し
て
：
 

匹
 

ご
と
に
 

弱
点
は
 

異
な
り
、
 

そ
こ
を
 

蹴
ら
な
 

け
れ
 

ば
 

段
す
 

こ
と
は
 

で
き
な
い
。
 

吃
う
 

し 
「ス
 

マ
ィ
ル
 
」
朽
。
 敵
に
 
食
べ
ら
れ
 
る
と
 ブ
ク
 

ブ
ク
泡
 
を
 吹
い
て
 
そ
の
 
場
で
 
ォ
ダ
 
ブ
ツ
、
 

あ
わ
れ
 
海
の
 
藻
屑
と
 
消
え
て
 
し
ま
う
 
の
 

で
す
ぞ
 
。
さ
て
 
こ
の
 
手
 ご
わ
い
 
強
敵
 
達
 

(: い
か
に
 VT 一ち 向

か
お
う
。
 そ
う
そ
う
 

•一 门
い
 
忘
れ
て
 
た
け
 
ど
こ
の
 
ゲ
—
ム
 

は
.
 時
 

間
 ; lill な

の
 だ
。
 
タ
イ
ム
 

オ
—
バ
 

1 
{: な

 
つ
て
も
 
「
ス
マ
イ
ル
」
 

君
は
 
死
ん
で
 
し 

ま
う
よ
。
 

さ
あ
 
^
 は
こ
の
 

ま
で
 
耐
え
ら
れ
る
 
か
？
 
ヒ
ツ
ト
 
作
 
「ス 
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1  ヒヨコ ヒヨ コと 空中を 浮遊す る 良い 菌 スーパ ー X を 
捕まえ るのは ひと 苦労 n 「よい こ 一ぼ ビーム」 を 使え/ 

大 西部 力驾 台の ア ド ペンチ ヤー ゲームの スタート。 
君は 西部で も ガン さばきに かけて は 指折りの 男!？ 

e 球 

STAGE 

002 

バ
イ
オ
 
テ
ツ
 ク
 

「
キ
ラ
—
 

ス
テ
—
 

シ
ヨ
 

ン
 

•
テ
—
 
プ
 
 
3、 8

0
0
円
 

ハ
ド
ソ
ン
 

会
社
勤
め
の
 
人
は
 
キ
ッ
ト
 
お
 解
り
 

だ
と
 
思
う
 
け
ど
、
 
新
製
品
の
 
開
発
つ
 

て
い
う
 
の
は
 
実
に
 
タ
イ
 
ヘ
ン
で
 
ラ
イ
 

バ
ル
 
会
社
 
同
士
で
 
し
の
ぎ
を
 
削
る
 
も
 

の
な
ん
 
だ
よ
 
ね。 

さ
て
、
 
こ
こ
は
 
バ
 

イ
オ
 
テ
ッ
ク
 
社
の
 
ス
—
 
パ
—
 
ド
 
リ
ン
 

ク
 
エ
場
の
 
プ
ラ
ン
 
ト
の
 
中
ス
—
 
パ
 

I
 
と
：
^
 
っ
く
ら
い
 
だ
か
ら
 
ス
ゴ
イ
 
飲
 

料
の
 
事
は
 
確
か
；
 
 し
か
し
 
こ
の
 
ド
リ
 

ン
ク
を
 
作
る
 
の
に
は
 
大
変
な
 
苦
労
 
も
 

必
要
。
 

「ス I 
パ
 I 

X」 と
い
う
 
良
い
 

菌
を
 
で
き
る
か
ぎ
り
 
沢
山
つ
 
か
ま
え
 

て
 ボ
ト
ル
に
 
詰
め
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
 

い。 
培
養
 
室
に
は
 
良
い
 
菌
 だ
け
 
じ
 
ゃ
 

な
く
な
ん
 
と 普

通
の
 
菌
や
 
悪
い
 
菌
な
 

ん
 て
の
 
も
 ウ
ジ
 
ャ ウ

ジ
 
ャ い

る
の
 
だ
 • 

君
の
 
武
器
は
 
「
よ
い
 
こ 一 

ぼ
 ビ
—
ム
 
y
 

こ
れ
を
 
ふ
り
か
け
れ
ば
、
 

並日 通
の
 
菌
 

や
 悪
い
 
菌
も
 
た
ち
ど
こ
ろ
に
 
良
い
 
菌
 

に
 変
身
し
て
 
研
究
開
発
の
 
お
 役
に
立
 

つ
て
 
く
れ
る
 
の
 だ
。
 
た
だ
し
 
良
い
 
菌
 

を
 ど
ん
ど
ん
 
ボ
ト
ル
に
 
詰
め
て
い
 
か
 

な
い
 
と 次

々
 
に
 分
裂
し
 
始
め
て
 
手
に
 

追
え
 
な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
う
 
の
 だ
ぞ
。
 

さ
あ
 
手
早
く
 
良
い
 
菌
を
 
ボ
ト
ル
に
 
詰
 

め
 込
ん
で
 
い
こ
う
。
 
の
ん
び
り
 
や
つ
 

て
い
る
 
と 分

裂
の
 
速
度
は
 
ド
ン
ド
ン
 

早
く
な
る
 
し
…
 
大
騒
ぎ
の
 
ギ
ャ
 
グ
ゲ
 

—
ム
の
 
決
定
版
。
 

ガ
ン
マ
ン
 

「
サ
ブ
マ
リ
ン
 

シ
ユ
 

ー
4
?
V
I
J
^
i
 

•
 テ
|
 
プ
 
 
3、 
8
0
0
円
 

ハ
ド
ソ
ン
 

こ
こ
は
 
遥
か
な
る
 
大
 西
部
。
 
目
に
 
見
え
る
 
も
の
 

と
い
え
ば
 
吹
き
荒
れ
る
 
砂
嵐
と
、
 
サ
ボ
 
テ
ン
 
ば
か
 

り
…
。
 
そ
う
 
君
は
 
テ
ン
ガ
 
ロ
ン
 
ハ
ツ
 
ト
に
 
乗
馬
靴
、
 

背
中
に
 
ギ
 タ
—
 
を
 か
か
え
た
 
孤
独
の
 
ガ
ン
マ
ン
な
 

の だ。 ウ
ェ
ス
タ
ン
の
 名
曲
が
 流
れ
る
 中 さ
す
ら
 

い
は
 
今
日
 
も
 続
く
。
 
や
や
/
向
 
う
か
ら
せ
 
ま
っ
て
 

来
る
 
の
は
 
恐
ろ
し
い
 
イ
ン
 
デ
ィ
 
ア
ン
の
 
大
軍
さ
 

あ
 戦
い
の
 
始
ま
り
 
だ
。
 
テ
ン
 
ト や

 木
立
ち
'
 
 あ
る
い
 

は
 馬
上
か
ら
 
弓
を
 
射
っ
て
 
襲
っ
て
 
く
る
 
攻
撃
は
 
猛
 

烈
 そ
の
も
の
。
 
特
に
 
大
 酋
長
の
 
弓
 さ
ば
き
は
 
熾
烈
 

を
き
 
わ
め
て
 
い
る
。
 
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
 
達
を
 
全
員
 
倒
 

し
て
 
無
事
に
 
次
な
る
 
街
へ
迪
 
り
つ
け
 
る
か
？
 

そ
 

れ
 と
も
 
砂
漠
に
 
倒
れ
、
 
あ
わ
れ
 
砂
と
 
消
え
る
 
か
？
 

す
べ
て
は
 
君
の
 
勇
気
と
 
決
断
、
 
そ
し
て
 
ガ
ン
 
さ
ば
 

き
に
 
か
か
っ
 
て
い
る
。
 

ゲ
 I 

ム
 中
に
は
、
 
か
わ
い
 

い
 女
の
子
が
 
登
場
す
 
る
よ
。
 
彼
女
を
 
ま
ち
が
っ
て
 

撃
つ
 
と
も
ち
 
ろ
ん
 
減
点
 
だ
け
ど
 
指
輪
を
 
拾
う
 
と 

| 

挙
 •(! チ

 ャ
ン
ス
が
 
広
が
る
 
ぞ
 。
ジ
ョ
ン
 
•
ウ
ェ
イ
 

ン
や
バ
 
I 

卜 
•
ラ
ン
 
カ
ス
タ
ー
 
の
 哀
愁
の
 
か
げ
り
 

を
 帯
び
た
 
横
顔
に
 
思
わ
ず
 
ウ
ツ
 
ト
リ
き
 
た
 男
の
子
 

は
 多
い
 
ハ
ズ
 
。
そ
ん
な
 
夢
と
 
ロ
マ
ン
が
 
西
部
を
 
舞
 

台
に
 
広
が
る
 
ゲ
 I 

ム
 だ
よ
。
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スブ リングを 上手に 使って ジャンプ。 敵の 甲 S 

船の 近くにまで 飛 ひ 上がり、 ミサイル 発射/し 

かし ミサ イノ  U7) ハ ターンを 知りつ く した 赖^ 

船 U 巧みに よける c  メゲ るな チャン ビ オン 号/ 

NFORMATI 

•
 

テ
ー
 

プ
 
 

2、
 

9
0
0
0
円
 

日
本
 
マ
イ
コ
ン
 
学
院
 

パ
ソ
コ
ン
 

ゲ
 

I 
ム 

は
す
で
 

に 
千
点
以
 

上
 

発
売
さ
れ
 

て
い
る
 

け
れ
ど
、
 

な
か
で
 

も 

圧
倒
的
に
 

多
い
 

の
が
〃
 

ス 
ぺ
—
ス
 

も
の
"
。
 

や
は
り
 

未
知
の
 

空
間
で
 

も 
あ
る
し
、
 

エ
ィ
 

リ
ア
ン
 

だ
 

な
ん
て
も
 

の
 

も 
好
き
に
 

使
ぅ
 

こ 
と
も
で
 

き
る
 

わ
け
で
、
 

そ
の
 

辺
の
 

S
F
 

感
 

覚
 

が
ュ
ー
 

ザ
ー
 

だ
け
で
は
 

な
く
、
 

考
案
 

者
 

に
も
 

好
か
れ
 

る
ん
だ
ろ
う
 

ネ。
 

さ
て
、
 

こ
の
 

ゲ
ー
ム
 

だ
が
、
 

こ
れ
 

も
 

そ
 

う
し
た
"
 

ス 
ぺ
—
ス
 

も
の
々
 

の
 

ひ
と
つ
。
 

主
人
公
は
 

キ
ミ
の
 

乗
っ
た
 

宇
宙
船
 

チ
ャ
ン
 

ピ
オ
 

ン
号
 

。
ラ
ン
ダ
ム
 

•
ゾ
 

—
ン
に
 

迷
い
 

込
み
、
 

と 
あ
る
 

惑
星
に
 

着
陸
し
た
 

チ
ャ
ン
 

ピ
 

オ
ン
 

号
は
 

亜
 

空
間
ょ
り
 

未
知
の
 

敵
に
 

攻
 

擎
 

さ
れ
る
。
 

さ
っ
 

そ
く
 

反
撃
を
 

し
た
い
の
 

だ
が
'
 
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
 

号
に
 

あ
る
 

武
器
は
 

単
精
度
 

反
 

^
 

弾
 

だ
け
。
 

お
ま
け
に
 

敵
は
 

こ 

ち
ら
の
 

ミ
サ
ィ
ル
の
 

航
行
 

シ
ス
テ
ム
を
 

完
 

全
に
 

知
っ
 

て
し
 

ま
っ
て
 

い
る
の
 

ダ。
 

こ
の
 

ま
ま
で
は
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
 

号
は
 

敵
か
ら
 

や
 

ら
れ
 

て
し
 

ま
う
 

の
が
 

明
白
 

だ。
 

そ
の
う
え
 

惑
星
に
は
 

正
体
 

不
明
の
 

怪
獣
 

が
い
て
、
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
 

号
を
 

ブ
チ
壊
 

そ
 

う
と
す
 

る
。
 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
 

号
は
 

|
 

度
に
 

二
つ
の
 

敵
と
戦
わ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 

の
 

ダ。
 

ア
 

テ
に
な
る
 

の
は
 

貧
し
い
 

武
器
と
 

惑
 

星
の
 

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
 

う
め
ら
れ
 

て
い
る
 

ス
プ
リ
ン
グ
 

だ
け
。
 

さ
て
、
 

い
か
な
る
 

手
 

，
段
で
 

戦
え
ば
 

イ
イ
の
 

か
な
？
 

•
 

テ
—
 

プ
 
 

2
、
 

9
8
0
 

円
 

日
本
 

マ
イ
コ
ン
 

学
院
 

"
す
ご
ろ
く
"
 

型
の
 

ゲ
—
ム
 

と
い
ぅ
の
は
 

丑
 

日
か
ら
 

数
多
く
 

あ
つ
た
 

け
れ
ど
、
 

な
か
で
 

も
"
 

バ
ン
 

カ
—
 

ス 
"
と
い
、
 

っ 
株
 

や
 

土
地
を
 

買
い
 

し
め
て
い
 

く 
ゲ
—
ム
 

は
 

古 
 

<1
 

-7
 

東
西
に
 

渡
る
 

大
ヒ
ツ
 

ト 
作
。
 

そ
の
 

ス
ぺ
 

ー 
ス 

版
と
 

い
ぅ
べ
き
 

ゲ
—
ム
 

が
 

こ
れ
 

だ
。
 

銀
河
を
 

口
 

ケ
ッ
ト
で
 

旅
し
つ
つ
、
 

行
く
先
々
 

の
 

惑
星
 

の
 

土
地
を
 

買
う
。
 

そ
し
て
、
 

そ
の
 

惑
星
の
 

土
地
を
 

す
べ
て
 

買
い
し
 

め
た
 

時
に
 

基
地
を
 

立
て
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
の
 

星
に
 

や
つ
 

て
き
た
 

他
人
か
ら
は
 

料
金
を
 

取
れ
る
 

と
い
 

ぅ
 

仕
組
み
。
 

だ
が
'
 
 

も
ち
ろ
ん
 

所
持
金
に
 

は
 
限
り
が
 

あ
る
 

わ
け
で
、
 

そ
れ
を
 

上
回
る
 

物
件
は
 

買
 

入
れ
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
 

お
ま
け
に
 

エ
ン
ジ
ン
 

•
ト
ラ
ブ
ル
 

や、
 

流
星
 

と
の
 

衝
突
、
 

宇
宙
 

海
賊
と
の
 

遭
邁
 

、
金
鉱
 

の
 

発
見
、
 

遺
産
の
 

相
続
と
 

い
っ
た
 

思
い
が
 

け
な
い
 

事
件
に
 

巻
き
 

こ
ま
れ
る
 

こ
と
 

も
 

あ
 

つ
た
り
 

と、
 

ま
さ
に
 

波
瀾
に
 

富
ん
だ
 

冒
険
 

の
 

旅
。
 

た
だ
 

単
な
る
 

ア
ド
 

ベ
ン
 

チ
ャ
—
 

ゲ
 

—
厶
 

で
は
な
く
、
 

経
済
咸
 

S
 

見
が
 

必
要
と
 

さ
 

れ
る
ゲ
 

I 
ム
 

と
い
え
る
 

だ
ろ
、
 

つ。
 

康
ン
 

併 K V 

I
J
 
 ハ
 

燃 _ 
_ 
ン
 
 

8
 

は 3、 

プ 

ケ
—
ム
 
ソ
フ
ト
を
 
数
多
く
 
や
つ
て
 
い
る
と
、
 

た
い
て
い
 
敵
 や
 憎
ま
れ
 
者
は
 
「
エ
イ
リ
ア
ン
」
 

と 

相
場
が
 

決
っ
て
 

る
ょ
 
1
^
 
初
期
の
 

1
 {イ
ン
べ
—
 

ダ
—
」
 
な
ん
か
が
 大
ヒ
ッ
 ト
し
た
 頃、 

君
な
ん
 

か
 イ
ン
べ
 

I 
ダ
 ー 
殺
し
の
 
プ
ロ
を
 
自
称
し
 
た
ん
 

じ 
や
な
い
 
の
 •
そ
ん
な
 

プ
ロ
 
達
に
 
新
た
 

, TZ 挑
戦
 

し
て
く
 
る
の
 
が
 こ
の
 
ソ
フ
ト
。
 

こ
れ
 
迄
 g
 銃
で
 

戦
う
 
ゲ
—
ム
 
と
は
 
少
し
 
ば
か
り
 
勝
手
が
 
違
う
 
ゼ。 

画
面
に
は
 
ド
ア
で
 
構
成
さ
れ
 
た
 迷
路
が
 
出
て
 
く 

る。 
キ
ミ
は
 
エ
イ
リ
ア
ン
 

達
を
 
う
ま
く
 
避
け
な
 

が
ら
、
 
直
角
に
 
な
つ
て
 
い
る
 
回
転
 
ド
ア
を
 
利
用
 

し
て
 
閉
じ
込
め
て
 

い
く
の
 
だ
 「
部
屋
の
 
中
に
 
バ
 

ッ
チ
 
リ
閉
じ
 
込
め
て
 
時
間
が
 
た
つ
と
、
 

エ イ
リ
 

ア
ン
は
 
青
く
な
 
つ
て
 
消
え
て
 
し
ま
う
 
と
い
う
 
ワ 

ケ
 。
た
だ
し
、
 

ま
ち
が
 
つ
て
も
 
自
分
を
 
ド
ア
の
 

中
に
 
閉
じ
込
め
な
い
 

事。 
死
ん
 
じ 
や
う
ょ
。
 

ド 
•
ア
を
 利
用
し
て
 

作
る
 
ヮ
ナ
の
 
他
に
 
も、 

壁
の
 
隅
 

を
 使
っ
て
 
「
ゴ
キ
ブ
リ
 

ホ
イ
 
ホ
イ
」
 
な
ん
て
 
仕
 

掛
け
 
も
で
 
き
る
 
の
 だ。 

作
れ
る
 
迷
路
は
 
自
由
 
自
 

在。 
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
 

バ
タ
—
 
ン
が
 
楽
し
め
る
 

ゾ
"
：
 

1
 
y
 
齡
—
ぃ
 

ギ
ヤ
 

ラ
 

ク
シ
—
 

b
 

フ
べ
ラ
 

■ 

II ラ 
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NARVOUS 

"
ゴ
ジ
ラ
〃
 

の
 

昔
か
ら
 

怪
獣
は
 

子
供
た
ち
 

の
 

ア
イ
ド
ル
 

次
々
 

に
 

新
し
い
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

夕
—
 

が
 

生
ま
れ
、
 

そ
の
た
び
 

に
 

地
球
は
 

滅
 

亡
の
 

危
機
に
 

お
ち
い
っ
て
 

い
た
わ
け
 

で
'
 
 

. 

考
え
て
み
れ
ば
 

地
球
っ
て
 

本
当
に
 

住
み
に
 

く
い
と
 

こ
ろ
 

だ
つ
 

た
ん
だ
 

ネ
。
 

と
こ
ろ
で
 
こ
の
 
怪
獣
つ
 
て
い
う
 
も
の
は
 

今
ま
で
に
 
い
っ
た
い
 
ど
れ
 
だ
け
の
 
種
類
が
 

登
場
し
て
 
き
た
ん
だ
ろ
う
 
ネ。 

よ
く
 
 

4 怪
 

獣
 博
士
と
 
称
さ
れ
る
 
人
が
 
い
る
 
け
れ
ど
 

，
そ
ん
な
 人
た
ち
 
の
 説
に
 
よ
れ
ば
 

200 1 300 種
 

類
は
 
い
る
だ
ろ
う
 
と
い
う
 
こ
と
。
 
ま
あ
よ
 

ほ
ど
の
 
マ
ニ
ア
で
 
な
い
 
限
り
は
 
半
分
 
も
 名
 

前
は
 
知
ら
な
 
い
ん
じ
 
や あ

な
い
 
か
な
？
 

で、
 

こ
の
 

怪
獣
の
 

種
類
が
 

い
ち
ば
ん
 

多
 

く 
登
場
し
て
 

く
る
 

ゲ
—
ム
 

は
な
に
 

か
と
い
 

う
と
、
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

。
な
に
せ
 

16
 

種
類
 

も
 

の
 

怪
獣
が
 

出
て
 

来
ち
 

や
う
ん
だ
 

か
ら
 

ス
ゴ
 

イ
よ
ネ
 

。
な
か
に
は
 

初
め
て
 

見
る
 

よ
う
な
 

怪
獣
 

も
い
て
、
 

そ
の
 

種
類
の
 

多
 

さ
に
は
 

ア
 

キ
レ
 

返
つ
 

て
し
 

ま
ぅ
 

の
で
す
。
 

ゲ
—
ム
 
の
 内
容
は
 
神
経
衰
弱
。
 

16 種
類
 

の
 怪
獣
が
 
4 匹

ず
 
つ、 

計
 64 の

 ト ビ
ラ
に
 

か
く
れ
て
 

い
る
の
で
、
 

そ
れ
を
 

次
々
 

に
 開 

け
て
 
中
に
 
い
る
 
怪
獣
を
 
ペ
ア
で
 
発
見
 
す
れ
 

ば
い
 •
い
と
い
ぅ
 ア
レ
な
 

の
で
す
 

ょ。 

ト 
ラ
ン
プ
の
 

神
経
衰
弱
 

な
ら
ば
 

マ
—
 

ク
 

や
 

数
の
 

違
い
が
 

明
白
 

だ
け
ど
、
 

は
っ
き
り
 

言
っ
て
 

怪
獣
の
 

姿
な
ん
 

て
 

X 
も
ん
は
 

ど
れ
 

も
 

似
た
 

り
ょ
つ
 

た
り
。
 

だ
か
ら
し
 

っ
か
り
 

覚
え
て
 

い
た
つ
 

も
り
で
 

も
 
 

間
違
い
だ
 

つ
た
な
ん
 

X
 

こ
と
は
 

よ
く
 

あ
る
の
で
 

す
。
 

•
テ
—
 プ
 
 2、 9

8
0
 円
 
日
本
 
ソ
フ
ト
 学
院
 

巷
で
は
 
大
 怪
獣
 ゴ
ジ
ラ
が
 
静
か
な
 
ブ
|
 

ム
を
 呼
ん
で
 
い
る
ら
 
し
い
。
 
下
は
 
10 代

 か
 

ら
 上
は
 
60 歳

の
 
方
ま
で
 
が
 静
か
に
 
熱
狂
し
 

て
い
る
 
と
 聞
く
.
：
，
 
さ
て
、
 
そ
ん
な
'
 
フ
 I 

ム
を
 
反
映
し
て
 
か
ど
う
 
か
は
 
全
く
 
知
ら
ね
 

ど
も
 

84 
年
 
新
春
'
 
 

怪
獣
 

ブ
—
ム
 

の
 新作
が
 

つ
い
に
 
登
場
と
 
相
 成
り
ま
し
た
 

ち
ょ
つ
 

と 題
名
か
ら
 
す
る
と
 
ウ
ォ
 
ー ゲ

 I 
ム
 み
た
 

い
だ
け
 
ど、 

怪
獣
 達
と
 
楽
し
く
 
遊
ん
 
じ
 
や 

お
う
と
い
 
う
の
が
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
な
 

-(7) で
す
 

こ
れ
 
推
理
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
で
す
 
ょ
'
 
 実
は
-
 

怪
獣
が
 
怖
か
っ
た
 
の
は
 昔
の
 
話
 
今
や
 
I 

緒
に
 
楽
し
く
 
遊
ぶ
 
の
 だ
。
 
ゲ
—
ム
 
が
 始
ま
 

る
と
 
画
面
に
は
 

12 匹
の
 
怪
獣
 
達
が
 
ズ
 
ラ
リ
 

勢
 ぞ
ろ
 い
さ
て
'
 そ
の
 中
で
 コ
ン
 ヒ
ユ
ー
 

夕
が
 
選
ん
だ
 
4 
匹
の
 
怪
獣
は
 
ど
れ
 
か
な
？
 

vf 

よ
！
 
頭
を
 
ひ
ね
っ
て
 
考
え
て
 
み
よ
ぅ
。
 

や
さ
し
い
 
よ
ぅ
で
 
結
構
 
難
し
い
 
の
 だ
よ
 

何
度
 
目
に
 
ビ
ッ
 
タ
リ
の
 
正
解
が
 
見
つ
け
 
出
 
せ
る
 か
な
，
 ■
算
数
の
 得
意
な
 人
に
は
 向
い
 

て
る
 
か
も
ね
，
 
だ
っ
て
 
こ
れ
は
 
確
率
の
 
知
 

識
 が
な
け
れ
ば
 
な
か
な
か
 
解
け
な
い
 
よ。 

本
格
的
な
 
知
能
 
推
理
ゲ
 
—
ム
の
 
世
界
に
 
キ
 

ミ 
も
 チ
ャ
 
レ
ン
ジ
 
だ" 

□  □
□
□
□
□
□
□
 

□  □
□
□
□
□
□
□
 

□
o
a
a
a
a
a
 

□
□
□
□
□
□
a
 

□
 
□
 
□
 
□
 ※
 □
 
□
〇
 

□ □ □
□
□
 
□ □ □ 

a
a
a
a
a
a
a
a
 

□
a
a
a
a
a
a
a
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ソフト リス ト 
心機一転、 今月から ソフト リ ストは 全 作品 写真つ 
き 0 デ イス プレイ or パッケージ 写真で 紹介し ま 
す 0 これ さえ 見れば MSX ソフ トの 全てが 判る ソ〇 

アニマル々 ア テ-力- /If •セブン ズ •テイ  _ ア f ベン チュー 太 _  _ 明るい 農園 
r アニマ^- j の ほうは、 牛 

泥棒を やっつけながら 牛を 

立派に 育て上げる ゲ ーム。 
1 ■ザ •セブン ズ •デイ j は 七 
次元の 空間に 迷い込み、 お 
まけに エンジン カ W ラバ ラ 
になった 宇宙船を _ して 

元の 宇宙空間に もどす とい 
う ゲーム ひとつの ソフト 

で 2 通りの 楽しみ/ _ROM  4,500円 オーク 

ダイヤモンドを 狙って 悪魔 

の 城に 忍 び 込んだ 勇敢な チ 
ユー 太 ̂ 中には 悪魔の 手先 

の カエ ルが ウ ヨウ ヨ。 つぼ 

の 中に も 巨大な クモ 、へ ビ、 

サソリ 《 ザユ ー太に 襲 いか 
かろうと 待ち構え ている 

十字架を たてに、 早く ダイ 
ャを 見つけなければ ならな 

い： 頑張れ チュー 太 _R0M  4,800円 MIA 

■田んぼを 荒らす 熊
 や 

カラ
スを
 
やつ
つ 

けて
 

その
 
間に
 
田植
えを
 
や 

つち
 
やお
うと
 
いう
 
ゲ -ム。

 
でも、

 
お 百姓

 

、さ
んの
 
武器
は 

石コ
 
□ だけ

 
正確
に 

当て
な 

けれ
 
{幻 指 や カラ

ス 
か*^

 
つて
 
来る
 
ゾ やら

れな
 

いう
 

ちに
 
田植
えを
 
すま
せち
 

やお
う/
  

1 ■フ
ァイ
ア 

ーボ
 

ー ル a 併 錄 ■テ
ープ
 

2,8
00円

 

ハド
ソン
 

イ U— ガス Episodeiv  _ 雨の 日は 大 忙し あ 一み だ 一く じ __ アニメ エディタ11 EDDY" 

月、 ビル 
の 谷間の ボ a アパー 卜に 引越して きまし 

た^ ネズ ミが 屋根 典 

を 走り まわる と、 ク 

ギが 抜けて ボタ ポタ 

雨 もりが… e ネズミ 
になつ ち ゃう ゾ しかも 突然 エイリアンが 出て 来 を 退治して クギを 修理す るの だ „ 毎年 雨の 日は 忙 

たりす るの て 気をつけなければ いけない 怖い ゲ しくて 忙しくて イヤ / スーパー ドアーズ： 併! 豪 

ーム なの だ。 _R0M  4,800円 アスキー  ■テー ブ 3,800円 ハドソン 

IJI 

ここは 三次元の 迷路 

の 中、. キミは カー ソ 
ル •キーを 賴リ にこ 

二を 月兑 出しなければ 

ならない 周囲の 状 

況をシ ツカり 把握し 
丁 准 李た I 十 十 ェ 

•オ レたち ひよう きん 族* で 

お 制 染み、 あみだ ばばあの 
唯一の 武器の アミ ダを MS 

X にしち ゃった ゲーム， あ みだと いって 七、 その 過程 

で いろいろと トラブルが 連 

発. I 度 ブレイを した 人 も 
その オ モシ a さに 思わず 二 

ヤリ とされら れ ちゃうの ダ 
■テープ 2,800円 ポニカ 

MS  X を f 吏って イラ 

スト や 作図を する に 

は、 この ソフトが と っても 便 机 円、 楕 

円'  四角形の 作図 か らド □一、 ライン、 

ペイン トまで メニュ 

一は 豊富に 22 種類 色 も:^ フルに 15 色 もちろ 

ん文 字ら (）Ko_R0M  14,800円 （トラック ポ 
— ルと セットに なって いる） HAL 研究所 

MSX-21  MSX  ダー ビー 
エ クス チェンジ ヤ」 厂 

ウ オー リア 

■カード， ゲームの
 中 でも

い 
ちば
ん 

ボピ
ュ 

ラー
な、
 

ポー
カー
と 

ブラ
ック
 
•ジ
ャッ
ク 

が 楽し
めた
 

ちゃ
うの
 

だ ̂ これ
 
さえ
 
あれ
ば 

力ー
 
ド も、 対戦

 
者 も 

探す
 
必要
がな
い 

ので、
 
プレ
イを
 
した
いと
 
思っ
たら
 

時 も 場所
 
も灌
 
ばず
に 

楽し
む 

こと
が 

出来
る 

n なん
な 

ら 賭け
て 

でも
 

… / _R
0M
  

4,8
00円

 

ア スキ
ー 

ra  ，咖 _  ここは 芝生の 緑が まぶしい 

MSX ター ビー  MSX 競馬場 ズラ リ揃っ 

た 名馬が まもなく ゲー トイ ， ン しようと しています 才 

ッズを 見れ (太 本命 無き の 混 

戦 模様. 勝利を おさめる の 
は どの 馬 か!？ キミ も 連勝 複 

式で 予想して 下さい。 手 持 

ちは 3,000 円、 さあ 倍に な 

るか オケ ラになる か!？ _ ROM  4,800円 アスキー 

B もし キミ カ ろしい* 

多元
 
宇宙
に 
飛び
込ん
 

で k まっ
たら
 

ドース
 

ル!？
 
相手
の 

宇宙
に 

突然
 
出現
して
 

しま っ 
た 青 エイ

リア
ンと
 

黄 
エイ
リア
ン，
 

飛来
す 

る 

ブラ
ック
ホー
ルと
 

ホ ワイ ト ホー
ルを
 
使っ
て 

入れ
 
替 

えて
 
あげ
よう
 

a 宇宙
の 

混乱
を 

キミ
の 
g と 知恵

で 

救う のた
 

_R
0M
  

4,8
00円

 
アス
キー
 

ヨ ロイ 兜に 身を 固め、 

IT 竜 刀を 片手に 持て 

ば、 気分は まるで ギ 
リシ ャ. □— マの 戦 
国 脚 士。 迷路の 中に 
いる 怪物と 戦って 力 
ワ ユイ お 姫様を 助け 

出せば キミ は 英雄に なれる の だ t 迷路は さまざま 

な 方向に 分かれて いて、 どの 道を 選ぶ かで 戦士の 

運命 も 変わつ てく  6  _R0M  4,800円 アスキー 

音感 ト レーニング 
おてんばべ ツキ ーの 大 冒険  MSX-BASIC 演習 

IPiliS 

音楽が まるっきり わ 
から ブ ょ' いって 人 も、 

これ 力、 ら はもう 安，!^ 

この ソフトで ゲーム をして いるう ちに、 

知らない間に 音感が 

バッチり 身に ついて 
きち やうから ネ。 おまけに 音符 も 符面も I 売め るよ 

うにな つ ちゃう。 なんと も 便利な ソフト なの ダ/ 

■  ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

エイリアンの 住む 家 

を、 おてんばで くい 

しん 坊の ベッキーち ゃん が _ しちゃう 

という ゲーム。 べツ キーち ゃん は 逃げな 

がら も 落と し 穴を 掘 

つて、 そこに エイリアンを 落とし ちゃう。 そうす 
ると あ ~ ら不 思議、 エイリアンは リン ゴに 変身し 
ち やうの ダ/ _R0M  4,800円 M  I  A 

■この プラグ ラムは、
 

これ
から
 

MS 
 
X の B AS

  
I  C の 勉強

を 
始 

めよ
 
•うと

い 
う 方に、

 

画面
 
上で
 
わか
りや
す 

く 説明
した
 
実に
 
有難
 

•
 
 

い ソフ
トな
 
ので
す。
 

理解で きた かどう かも その 度に キ チンと チェック 

でき ます。 （カセット は 初級. 中級. 上級で 各 2 本 
組です） ■テープ 2,980円 日本 マイコン 学院 

117 



カエ ルシェ ルター 怪獣 大 行進 CAR  RACE 

タ マゴから オタ マジ 

ャ クシ、 そして カエ 
ルに と 変身して いく 
エイリアンを、 ミサ 

イ ルで  射ち 落として 

いく ゲーム。 瞰は可 
愛い いけれ ど、 見と 

れ ていたら ダメ / ものすごい ス ピー ドで 襲って 来 
るんだ から、 うかう かしてたら コ ッチが やられち 

ゃうゾ / ■テー ブ 2,80 OR 日本 ソフ ト バンク 

カラー ボール 

イタ ズラ 好きの エン 
ゼル が、 雲 (7) 上^ら 

落とす ポールを 魔法 
め フライパンで 受け 

止めて、 空に帰して 

あげよう という ゲー 

ム。 フライ ハ •ン で受 
ける たびに ボールは 色を 変え、 最後は 白く なって 

空に 掃って 行きます： ロマンチックな ムードが あ 
ふれて る。 HROM  4,800円 ハドソン 

ギヤ ラ クシ ー • ト ラヘ^ ラー 

すでに おな 七 み 「スターべ 
ース 」 の M  S  X 版の 登場 だ。 

銀河を 旅する キミは、 ロケ ッ 
卜を 胃して 惑星 間の: tte 

を 買い、 次々 と ペース （基 
地) を 建てて いきます。 長編 

ストーリーの スペース 版す 

ごろく ケ •ー ム、 彳 寺ち 金を よ 
く 考えて 宇宙の 大金 持ちに 

なろう/ ■テープ 2, 980円 日本 マイコ ン 学院 

クレ ー ジ ー ト レイン 

運転手が 居^りを し 
てし まった のか、 そ 

れと も 整備に ミスが 

あった のか!？ とに か 

く 乗客を 满 戴した 列 

走を してし ま 

っ た。 さあ、 一 大事 
だ。 この 危機を 救う に ほ クレイ ジー トレイン カ 败 
線. 追突 しないよ う ポイント を 次々 と 変える しか 

方法は な し奶す こ*。 BROM  4,500 R  SONY 

けっきょく 南 極大 冒険 

<1  LOVE 

日本 生まれの ペン ギ 
ン くんが、 一枚の 地 
図を 頼りに 南極大陸 

一周の 旅を するとい 

う ゲーム。 ゲ ニム だ 
からといって パ カに 

しては いけない。 この ゲームを している うちに、 
知らず知らず 地理の 勉強が 出来 ちゃう という 仕組 

みに なって いるの ダ/ _R0M  4,80 0R コナミ 

コンピュータ •オセロ 

オセロは わずか 

ほど 前に 日本で 考案 

された ゲーム。 それ 

が 今や プレイヤーの 
数は 世界中に 数 f 意 人 
もい ると いう。 もち 

ろん マイコン ゲーム 
にも なって いて、 MS  X 対応が コレ。 初^、 者から 
有段者まで、 誰もが 楽しめる よう 難易度が 4 段階 
に 分かれて いる。 _  R  0  M  3, 500円 SONY 

2,980円 

画面の 隅に 12 匹の 怪默 たち 

がズ ラリ 勢ぞ ろい する。 さ 

て、 その 中で コンピュータ 
力 <51 んだ 4 匹の®^ は 一^ 
どれだろう？ さあ 頭を ひね 
つて さがし 出して みよう。 

何度 目に 正解を 出せる かな C 

本格的 知能 ゲームの 世界に 
きみ も チャレンジ だ/ 
日本 マイコン 学院 

カラ ー •卜 ー チカ 

にかけ ては ピカ 

イチ。 キミの いる 卜 ー チカ 
めがけて 攻め寄せる 敵を 檐 

閲 銃で一^ 掃射 だ/リア ク 
シ ヨンは ない ものの、 銃声 

が リアル。 これ だけで も 気 

持ちが 良く なって しまう ゾ。 

敵の 大^! 守を 射^しち ゃうと 
兵隊たち は 皆 降服して しま 

うの だ。 _ROM  4,800円 マジック ソフト 

カン マン 

GUM  MAN 

k， ‘1 

コルフ ゲ-ム 

■  ROM  4,800円 

普通の カーレース ゲームに 燃 置 補 拾と いう 新 要素が 加 
わって いる。 キミは 泣く 子 

も 黙る 迷 ドライ/ぐ ま 
わりの 車を 追し 啦 いて 走行 

距離を のばして いこう。 ポ 

イン ト は 他 車と クラッシュ 
しないよ うに 気をつけて 給 

油す る こと だ/ 
アンプル ソフ ト ウェア 

カップル 化学 •元素 記号 マスター 
いろいろな 種類の 力 

タチ や 単語 • 遊び 道 

具が アッ ト ランダム 
な カッ ブルで デ イス プレイに 現われて 来 

ちから、 キミは 同じ 

仲間を 選んで 索 ¥ く 
キーを 押さなければ ならない n 正確 かつ 俊敏に モ 

ノを 判断す る 感覚を 身に つけよう。 カップルで ぜ 

ひ 楽しむべし c  ■テープ 4,800円 アート サプライ 

イ_ お 勉強を する 上で 最 
低 限 身に つけて おきたい 難 
しい 元素 S 跨を バッチ リ記 

憶す るた めの ソフト。 ゲー 厶感覚 で MS  X を 楽しんで 
いる うちにい つの 間に か あ 

の 覚えられずに 頭を いため ' た 元 索 1拷 か  1 己愴 出来る の 

ダ/  ■テープ 3,800円 

ストラット フォード • コンピューター センター 

力 □リー 計算の プログラム  カラー •ミツ ドウ エイ 

大 西部 れたキ 

ミは ひとりの ガンマ 
ン だ。 テント や 木立 

ちの 陰に 隱れ ながら、 

或いは 馬の 上から 次 

々に 襄 ってく る イン 
ディ-アンと 戦う の だ 。 

特に 酋長の 攻繫は 猛烈 e 生きる か 死ぬ かは 全て キ 

ミ の 勇気と ガン さばき にか かってい る。 「サブ マリ 
ン シューター j 併録 ■テープ 3,800円 ハドソン 

キラー ステーション 

空中に 浮かぶ 宇宙 基 

地を 破壤 する のが キ 
ミに 与えられた 使命 

なので ある c 攻めく 

る エイリアンに 我め < 
地球 軍は 砲台し か 残 
ってい ない。 誘 動で 

き る ミサイルを 駆使して 敵 ステーションを 破壤し 

よう: 地球の 危機を 救える のは キミ だけ!？ 『パイ 
オ テック j 併録〇  ■テープ 3,800円 ハドソン 

クレ ー シ ー フ レツ ト 

実戦 さながらの 戦車と 戦車 

の戰 いだ。 発射した ミ サイ 
ルは キミの 誘 動し だいで 敵 

の 戦車め がけて 飛んで 行く。 

でも、 ここで ミ サイ 八^ j 

方に ばかり 目をやって いた 
んじゃ アブない c 敵 だって 
キミの iiS 車め がけて ミ サイ 

ルを 発射して いる。 ヒット 

& ウェイて 教 え/ _R0M  4,800円 アスキー 

コルフ ケー ム 

やせた 一い、 いえいえ 食べ 
た一 い。 こんな 悩みを 持っ 

てる 人は 多い はず。 でも 目 

的 達成への 努力は とっても 

大変 0 そんな 方に ビッ タリ 
な ソフトが これ。 MSX で 

栄養を コントロールして、 カロリー 計算で イキ イキ 生 

活を 広げよう。 さあ 健康 ラ 

イフ を!^ だ。 BROM  5,800円 オーク 

ギャング •マスター 
«=3  銀行に 押し入って 金を 奪い 

取り、 警察に つかまらない 

よう 逃 るって いう ゲームな ん だけど、 別に 誰かが 追い 
かけて くるわけ じ ゃない。 

次々 に 出て くる コマの 色と 

場所を 当てて いく  * マスタ 
ー マインド • ゲームと いう 

ワケ: 無事に 脱出す るた め 

には カン も 必要 だ/ _R0M  4,800円 ァスキー 

■  R0M  4,800円 

男の子な らばたい ていの 人 
力 M 争 ごっこは 大好き だっ 

たはず。 そんな 人 向けの ソ 
フ トが コレ。 たった 3 檐の 

飛行機で 商_ を ドンドン 
爆弾 攻擎 していこう。 味方 
の 飛行機 も、 敵戰 K の 型 も 

動き もま さに 本物 ソッ クリ のウォ ー ゲームの 決定版。 
マジック ソフト 

ギャング マン 
ス ピー ドを 競う とい 

うよりも、 酸 相手 
との 戰 いに 力点を 置 

いた カーレース •ゲ 

-ム。 相手は 銀行 ギ 

ヤング。 S 袋と ダイ 

ヤを满 戴した ギヤ ン 
グ たちの 車を キミは 車で 追い かける。 近づく とギ 
ヤングたち 力4^ 包して くる 反擎 して 敵を 伊 rr と 

100 点 入る ゾ 。■テープ 2,80 or 日本 ソフ ト パンク 

コン ドリ 

■  ROM  4,800円 

クラブの®^、 ら 力の 入れ 
具合い、 そして 方向まで ブ 
レイヤー 自身で 選べる。 お 

まけ (二 本 泡 9 並みの パン カー や ウォーターハザード、 そ 

して 立 木まで もズラ リ そろ 

えて ある。 な A、 なかの 難コ 
ースぞ ろいだ。 ホ ーJ レの 数 
は 9、 これ も 本物 並み だネ c 

アスキー 

高い 崖に 巣を 作って 
いる コン ドリ くん。 

悩みの種は 卵を 盗み 
にやって くる 人間 や 

猫 力# をた たない こ 
と e だから 巣に 気球 
で 近づいて く る 人間 

や、 猫を賴 しなければ ならない。 気球から 射 か 

けて くる 矢に 気を 配りながら、 口 ばし でつつ き 落 

とすの だ。 _ROM  4,800円 クロス トーク 

コメット テイル 

コメットとは の 

こと 0 •キミは 長い 尾 

を 持った 流れ星に な 
って 宇宙を 飛び 続け 

なければ ならない。 

唯 ~ の エネ ルギ ー は 

宇宙を 漂う 塵な の だ。 
自分と 同じ 色の 塵を 食べる と、 ほうき ド 
ン ドン 長くなる r 頭の 部分を 壁 やほう きに ぶつけ 

たら ジ •エンド だ 。 _ROM  4,800円 アスキー 



ザ •ドッキング 

: 遊びながら 英単語の 暗 できる、 実に 

有難い ゲームな の だ。 

マイコ ンゲ ー 厶の一 番 ベーシックな 型. 

\  プロック 崩しと 英単 
語の 勉強 ¢4 にな 

ってい る。 つまり ドッキングされ ている ワケ だ。 

しかし、 単語の 内容から 考える と 中学生 向け だ ネ。 

■  ROM  4,800円 アート サプライ 

3 才 児からの パソコン 学習 

お母さんと  一^に M 

SX をい じりな 力 <ら いろいろ とお 勉強が 

できち やう ソフト。 

味 へ リコ プ ターの 正し 
ピアノを 使った 音感 

教育、 そし て 信号の 正 しい 渡り 方なん かが コレー 
本で 学ぺち やう。 パソコン もこの ぐらいの 頃から 

親しみたい ネ。 ■テープ 5,200円 オーク 

ザ .スパイダー 

■_ 凄まじい スピードで 

M キミ
の 

□ケ
ッ 

トに
向 

B
 

かっ
て 

来る
!*
 
<7)

UF 

3 
 
〇 を 片っ

端か
ら、
 

挈 
■ って 撃っ

て 
擊 ちまく
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るア クシ 3 ン ，ゲ-
 

_ ム。 とに
かく
 
敵ょ
り 

も 早く 行動
して
、 

その 敵を
 
やっ
つけ
る 

ため
には
、 

ゲー
ム 

制れ
 
した 俊敏

な 
動き
が 

丘要 だ。 難し
い 

ゾ / 

■テ
ープ
 

2,8
00円

 
日本 ソフ

トバ
ンク
 

サブマリン シューター 

■恐ろしい 海底 洞窟
を 

あな
たは
 

ドコ
迄 
進め
 

るだ
ろう
 
か？
 

失わ
 

れた
 
アト
ラン
ティ
ス 

帝国
の 

謎を
 
さぐ
る 

た 
めに
 
終り
な 

き 旅に
 
イ 

ザ 出発
す 

るの
 
だせ
 

ま リ 来る
 
幾多
の 
障害
物を
 

避け
なが
ら 

果た
して
 

生き
 

残る
 
こと
は 

可能
 
か!？

  
* ■ガ

ンマ
ン 

j  m^-
 

■テ
ープ
 

3,8
00円

 

ハド
ソン
 

ザ •ブレイン 

キミの 音® <7) ほどが で 

わかって しまう ゲーム だ。 コンピュータ がまず 音を 出 

すから、 キミは その 音を シ 
ツカと 覚えて、 音が 決めら 

れ ている 力ー ソル キーを 押 
す。 ドレミなら 3 回 押す こ 
とになる ワケ r 最初は 簡単 

だけど、 どんどん 難しくな 

る。 耳 次第の ゲーム n_R0M  4,800円 アスキー 

シュノ ファース ト ジク ソー セツ ト 3D テニス  3D ゴルフ シミュレーション 

原子カ ターボを 搭數 

し、 四次元へ もヮー プが 出来る^ 

華 機 ジュノ ファース 
卜を 駆使して、 商 fe* 

地 マグネ ッ トス テー 

シ  ヨンを 攻擎 'すると 
いう ゲーム, 統声も リアル だし、 赖^ スピード 

も 早く、 気がついた 時 キミは もう スペース. ゥォ 

—ズ のまった だ 中 だ/ _R  0M  4,00 OR  SONY 

外 卜 

■  ROM  4,800円 

コアラ •風最 .蝶の バラ パ 
ラに なった 絵を もとに 復元 

する •ゾグ ゾーノ  <X；K7)MS 

XKSo  6~96 まで ビースの 

数は iSR できる ので、 协 1：、 
者から 上級 者 まて It も 練 

しめる。 でも、 時 fB! までに 

完成 させない と 爆発す るか 

ら 気をつけな くつち や/ 

M  I  A 

C3  立体的な デイ ス プレイで、 

本格的な テニスが 楽しめち 

やう ゲーム。 なにせ ポー ノレ 
の 高さまで 正確に 理解して 

いなければ 打ち返す こと も 
出来な LV7) だ， 考え方に よ 

つては 本当の テニスよりも 
ムズ カし いぞ …!？ 雨の 日に 

もこれ なら ハ •ッ チリ 楽しめ 

ます。 _R0M  4,800円 アスキー 

やり 始めたら 病みつ 

きになつ ち やうの が ゴルフ なんだ よね。 

でも お金 も 服 も 無 か 

無 かとい う 方は、 こ の ソフトで 楽し も' 

コース 全景と ポール 

の ある 場所が 同^に 映し出 される 臨場感は バ ツグ 
ン。 しかも クラブ や ショットの 角度、 強さな ども 

思いのまま/ _R0M  5,800円 T&ES0FT 

スカイダイバー シー ボン パー 

シヨ ー キングマン 小学生の 算数 

飛碰て 空を 飛びな 
がら 向って 来る 敵を 

片っ端から 擎ち 落と 

していく ゲーム。 で 
も、 敵は 飛行機 だけ 

じゃあない。 鳥 や 風 

綱 単. エイリアン 
から カミナ リ 坊やまで が 向って 来る の ダ。 うかう 

かしてたら ヤ ラれ ちゃう。 さあ、 がんばろう// 

■テープ 2,800円 日本 ソフトバンク 

を フル 活用しながら 戦し 嘥 

なく なれば アウト だゾ /  rH  E  L  Pj 
■テープ 3,800円 ハドソン 

キミは 水中 深く 潜行 

する M 虫な フロッグ 
マン (潜水夫) なの だ。 

海の 中には、 根の 暗 
ぃネク ラゲ や サメな 

找ろ LA 谢 がゥョ 

ウヨ。 ダイ バー ガン 

う。 もちろん 酸素 力 < 

いたずら 好きって い 

うのは 好奇心に あ ふ 
れ てるって 事なん だ。 

だから 気が 向いたら 

危姨を かえりみずに どこへ でも 忍び込ん 

じ ゃう。 キミは いた 
ず ら 好きの 少年 だ。 監視 員の 目 を 盗んで 工場に 侵 

A, 点検 ロボット カ領を 出したら ハン マーて •一発 
お見舞いだ。 _R0M  4,800 P1 クロス トーク 

ひき 算 •たし 算 •!： 
形 •分数 1,11叫1 

(かけ 算 .わり 算， 

図 

傾 
I ,  II〉 づ哮 校で 学習 

しなければ ならない 

算数の すべてを、 ア 
イテ厶 別に プロ グラ 

Ae だから ニガ 手な もの だけを、 く り 返し 学習す 

る ことが 出来る.: まさに •マイコン •家庭教師* 
といえる ソフト。 ■テープ 各 3,600円 オーク 

ステップ •アップ スター コマンド ス クラン フル エック 

SQUISH’EM C3 

ス チップ アツ フ 

ック だ/ _R0M 

/ 恐怖の ビルに 

挑む、 君は 孤独の クライ マ 
— •ひとりぼっちの 宇宙人。 

落ちたら 最後、 硬い 地上に 

叩きつ けられて、 命は ない。 
次々 に 襲いく る 怪物 どもの 

攻擊を かわし 宇宙船に 救出 

される まで、 絶え間ない 緊 

張の 連 1 高所恐怖症 パ ニ 
4,800円 HAL 研究所 

ROM  P«cn 

スター □マンド  駆使して 行なわれ そ 
大宇宙を 舞台に、 宇宙船を 

1 るス ター 

ウ  ォ  ーズの シミ ユ レー シヨ ン. ゲーム。 敵の 攻擎に 気 

をつ ける 一方'  自分 

船  パワーに も 十分 
気をつけよう。 ガス欠で 宇 

宙艏が 動かなくなる こと も 
あるから 要注意な ので あり 

ます。 IIR0M  4,800円 アスキー 

漆黒の 宇宙空間に なぜか 卵 
か 不気味に 飛び交う。 きみ 

はオ ン ポロ 宇宙船 ポ ロ  ロン 
号の^ 土。 烏が 次々 と 生 

み 落として いく 固し'^ を擊 

ち 落としながら 進行して い 

こう。 卵に ぶつかれば 
船は 爆発' 

宇宙の 果て 迄 行 (t るか 

つかれば 稍 ■-ム は オシ マ 

な？ _R0M  4,800円 アンプル ソフトウェア 

I お金の いっぱい 入っ 

た カバ
ン 

カ きっ
ぱ 

なし
にさ
れ 

てい
る 

ビ ノレ <7>4
8P 
皆に
まで
 
忍び
 

込み、
 
その
 
力^^

ンを 

手に
入れ
て 

くる ゲー
 ム。 でも、

 
この ビル 

には エイ リア ンが
ウ 

ヨウ ヨ いる
から
 
気を
つけ
よう
。 

なに
せ、
 
つか
まっ
たら
 

落と
され
 
ちゃ
う 

もん ネ / 

■  ROM  4,800円 シリウス 発売元： アスキー 

ス ー パ ー トア ー ス ス ー ノく ー スネ ー ク 
SUPER  COBRA  スパー キー 

迷 のなかで、 エイ 

リアンと ハ •ッ タリ/ 
さあ 大変 だ。 ドアを 

動かして エイリアン 
を 閉じ こめなくて は 
いけ •ません。 素早く 

ワナを 作って、 ドア 

を バタン/ まちがっても 自分を ドアの 中に 閉じ 
こめないでも  _ の 日は 大忙 u 併 錄 

■テープ 3,800円 ハドソン 

四角い オ リに とじ 込 

めら れた 食い意地の 
張った 2 匹の 蛇が 主 

人 公。 どちらが 多く 
の 食べ モノを 食べ、 

長 姓き る こと 
がで きる か!？ それで 

勝負が 決まる という、 これが 本当の サバイバル. 
ゲーム。 オリ や 相手 C チ ヨットで も 触れたら 負け 
だゾゲ ■  ROM  4, 800 円 H  A  L 研究所 

■映画 r ブノ u— . サン 

ダー
 
j に 出て

 
来た
よ 

うな
 
高性
能 

ヘリ
 
コブ
 ター

を 
唯一
の 

武器
に 

敵の
 
基地
を 

攻擎
 
する
 

とい
う 

ゲー
ム。
 

軸 基 

地の
 
攻擎
力 

もな
かな
 

かの
 
もの
 
だか
ら、
 

うか
つに
 

近づ
く 

こと
は 
出来
ない
 

ゾ。 おま
けに
 

謎の
 
UF
0 

も攻
擎 

して
 
来る.

， 
がん
ば 

れ スー
ハ 

•一 
 
•コ
ブラ
/ 

_R
0M
  

4,
00
0円
 

コナ
ミ 

主人公は 炎と 閼う ダイナ マ 

イトポ ー イのス パ ー キ ー く ん。 彼は 部屋の 中を あばれ 

まわる 炎 や ライター、 粥 単 
を 相手に 戰う ワケ なんだ け 
ど、 なにせ 彼 自身 も ダイナ 

マイト。 うかう かしていた 
ら 火が付いて しまう。 火が 

付く 前に 水て 谢を 退治し ち 

やおう/ _R0M  4,500円  SONY 
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ハイウェイ スター  SUPER  DRINKER  スーパー ビリヤード 

ま っ 赤な ボディの 卜 

マ ト 号を 駆い、 マッ 
プの 指示に 従って 白 

旗を 次々 に クリア じ 
ていく レース： ただ 

し、 黒い 車が キミの 
トマト 号を つけ 狙つ 

ている から 要注意。 こいつら は トマト 号に 体 当た 

りを してく るの ダ/さあ、 レースの スタート はも 
うすぐ だゾ /_ROM  4,800円 ウェイ リミット 

SUPER  DRINKER 
無類の; 酉 好きが あちこちの 
酒を かすめて、 ほろ 醉ぃ加 

滅でフ ラフラと 歩いて ぃま 

す： と、 追ぃ かけて きた お 
巡りさん と 街角で バッ タリ 3 
さあ、 つかまらな ぃうちに 

逃げろ や 逃げろ。 早ぃ うち 
に 全部の ボトルを 飲み 尽く 

して 次の 街へ 一目散に 逃げ 

4,800円 アンプル ソフトウェア 

ビリヤード にも イロ 
イロな 楽しみ 方が あ 

る けれど、 なかで も 

いちばん 難しい とい 

われて いるの が 7 つ 

の ボールを 使う* プ 

ー ル •という ゲーム <； 

r- ムで テクニックを パッチり 身に つけて、 

今度は 本当の ピリヤ ー ドに 衫强 してみ てはい かが 
かな？ ■ROM  4,800円 HAL 研究所 

パ イナ リイ • ランド  ハイ オ テック ゼ □ファイター  スペース メイス アタック 

左右が 文 m な 迷路に 

迷い込んだ 仲の イイ 

恋人 どう しが、 いろ 
んな 冒険を しながら 

その 迷路を B 兑 出して 

いく という ゲーム C 
でも、 そこには イジ 

ワルな いて、 見知らぬ 人を つかまえち ゃう 

ゾ。 そんな 時には •ルン ルンガス" を彳 吏つ ち ゃお 
う/ ■テー フ 2,800円 日本 ソフトバンク 

新製品 開発の 苦労は 
研究者 じ やなければ 

分からない!？ ここは 
バイオ テック 社の ス ー パー ドリンク エ場 

の ブラントの 中。 ド 

リンを つくる には、 

日本を 代表す る _ 機  ''ゼロ 戦 ̂ を使っ 

て 敵機を 次々 に擎ち 

落と じ r いく ゲーム ■: 
でも、 普通の ア クシ 
ヨン. ゲームみたい 

に カン タンでは ない 

良い 菌を 沢山つ かまえて ビンに 詰めなければ なら  ゾ， 敵と 同じ 高度に 合わせて 操 級し なければ なら 

ない の だ。 ガン パレ/:- キラー ステーシヨ ン J 併録〇  ないから だ： でも、 その 分 リアルで 才乇 シロ さも 

■テープ 3,800円 ハ •ド ソン  满 点/ ■テープ 2,800円 日本 ソフト パンク 

4TrT5 1 1  n 

無限に 菁く 広がる 迷 

路背 雲： これは 星で 作られた 巨大な 迷路 

なのた% 宇宙船に 乗 

リ 込んで、 この 迷路 

を 通り抜け 秘宝 「フ 
ォ ルス j に たどりつ 

くこと が、 プレイヤーに 課せられた 使命 だ c  16 面 

を クリア しないと 「フ ォノ レス j には たどりつけな 
いゾ： BR0M  4,800円 HAL 研究所 

NERVOUS (ナーバス) タイ ヤ モン トア ト ベンチャー 

■テープ 2,980円 

にこ 

画面に ヒッ ソリと 隠れて い 
る I6«X 各 4 匹の 怪 ifei の 

中から、 同じ 怪獣 同志を 合 

わせて いく ゲーム mth 
と 決断力が 勝負の 分かれ目 

になる そこ キミは コンビ ュー 
夕を 相手に 記慷 力を-^ ど 
こまで 発揮で きる か!？  IQ 

64 程度で コンピュータに 勝 
とうなんて、 キミ 甘い ゼ。 

日本 マイコン 学院 

にこ ぶん 南極 物語 

〇 
深夜の ビルぐ この ビ 

ルの
 
一室
 
( こな

んと
 
時 

g
 
意 円 もの

 
ダイ
ヤ 

は 誰に も 気づかれず 
にこの ビルから ダイ 

ヤを 盗み出す こと. 謎が 出て くるから 次々 に 解い 

ていこう。 ヒント は 忍び込んだ 部屋の どこか (二 あ 

るゾ / ■テープ 2,800円 マイクロ キャビン 

モンドが 隐 されて い 
るの だ， キミの 使命 

楽しい 算数 (W 〜 6 .各 上下）  大洋の 神. オ ケア ノス 

■テープ 各 2,800円 

N  H  K テレビ 「お母さんと 

いっしょ」 で お馴染み のど 

ら猫 のじ やじ やまる、 ベン 
ギンの びっころ、 ネズ ミの 

ポ ロリが 案内す る ，バソコ 
ン 絵本* シリーズ ノお みせ 
やさん j 『なんだ ろな/いけ 
る かな j の 3 樓 f 頁が あ って、 

お母さんと 一^に 遊 ぺるゾ 

ラン ド コンピュータ 

キミは 碎氷船 「宗 谷」 の 船 
長 c 任務は 南觸和 基地 ま 
で 大量の 物資を 届ける こと， 

である しかし 途中に 待ち 

かまえて いる 数々 (7^1^ 

その 状況 下、 播荷 _ 犬の 状 
態に 気を 配りながら 前進し 

るだろう か 一 _ キミ 、？  ■テープ 

C ら ない。 

的 資 任を キミは 船長の 資 任を 果たせ 

2,800円 ポニカ 
フツ トフ オー ト 

ニガ 手と いう 人が 多い 算数 

を、 学習と テス トを くり 返 

す ことによって1、 より 良く 
確実に 身に つける ための 学 
習 用 プログラム c テストは 
理解 度に 傾 じて 難易度を 変 

える ことができ るので、 ど 

ん なん だって 使える ゾ / 

■テープ 各 3,800 円 スト 

コン ビュー ター センター 

ついに、 あの ヒッ ト 作の 「 ス マイル」 が 堂々 MS  X 版で 

登場です ョ,： 海の 無法者た 

ちと 戦うた めに スマイル 君 

は 海底の 奥深く へと ドンド ン 入り込んで いくの だ。 さ 

て、 この _を どのように 
して やっつけ るか は 

ずいぶん 手 ごわい ゾ。 
日本 マイコン 学院 

NYORO し S 日本史 年表 TURMOIL  中学 必修 英単語 (卜 2.3) 年 
時は 西歴 2 1 XX 年。 2 1 世紀の 

栄華は すでに 巧ち 果てて、 

は 巨大な へ ビ Y 

0R0LS° の 住み家と 化し _ 
ている c 広大な 遺跡には 隠 

れる 場所 もな く、 なぜか 人 

魂まで も I 見 われる,. 君 CTMf 

務は 悪魔 達を 次々 と 絶命 さ 
せて いくこと なの だ。 

■ROM  4,800 円  MIA 

ゴロ 合わせて 俺 記して いた 

日本史の 年代 も コレで ハ •ツ 
チリ 暗記で きち やう、 学習 

用 ブロ グラム。 各 事件 別の 

ほかに 年代^の 歴史的 事件 

を 調べる こと もで きる： テ 

ストと 学習を くり 返しな 力 < 
ら を 学ん じ やおう/ 
■テープ 3,800円 スト ラ 

ットフ オード. コンピューター センター 

宇宙を 舞台に した 戦 
閼 ゲームには、 スビ _ ド換 7) あふれる も 

のが 多い けど、 とり 

わけ 凄い のが この ゲ ー ム r ひっきりなし 

に 迫って くる 宇宙船 

を破壤 しながら、 キミは エイリアンの^ を 回収し 

なければ ならない アメリカで 大 好評の ゲーム だ: 

■ROM  4,800円 シリウス 発売元： ァスキー 

短時間で 英単語* 赠己 でき 

るよう に バッチ リとブ a グ 
ラムされ た 便利な ソフト， 

英米人の 日常会話で 使う 単 
語の 90% は 中学 3 年間で 教 
えられる ものなん だ。 大切 

な 英語の 基礎を 効果的に 覚 

える には これ さえ あれば パ 
ッ チリ ■テ ーフ各 3,800円 

コンピューター センター 

忍者 くん 
ビコ ピコと 竹刀を 振 

リ 回しな 力  <  らお 城に 
忍び込んだ 忍者 くん f 

行く手に 立ちはだか 
る 恐ろしい 役人たち 

を ふりきって 無事に 

最上 jig へ たどりつく 

ことができ るか！？ すべては キミの 腕 次第 だ。 スリ 

ルと 興奮を タップ リ とお 届けし ます ぞ / 

■ROM  4,800円 マイクロ キャビン 

ドラコン •アタック 

■宇宙の
 かなたから 攻 

め 寄せ
て 

く る 巨大
な 

ドラ
ゴン
を 

擊ち
 
落と
 

す ゲー
ム。
 

しか
し、
 

生命
力が
 

旺盛
な 

ドラ 
ゴン
は 

頭 以外
を 

撃た
 

れ ると、
 
次々
 
に 分裂

 

を統
 
け、 数が

 
どん
どん
 

多く
なる
。 

おま
けに
 

UF
0 

が エイ
リア
ンを
 

落と
して
 

行っ
たり
 

する
。 

地球
を 

救 

うの
は 

キミ
な 

の だ/
 
■  ROM

  
4,8

00円
 

HAL
 
研究
所 

ダビデ II 
I 文 華して くる 軸^を 

迎擊 しながら、 どん 

どん 先へ 進ん て' 行く 
アクション. ゲーム c 空中 戰が 思う存分 楽 しめる ゾ。 

類は 全部で I 嫩見 

それぞれ 点数 力遥 う。 中には かなり 手羽 IL 、モノ も 
ある. キミ のジェ ットは 8 種類の 方向に 動け るの 

tzt  BROM  4,800円 アンブル ソフトウェア 

TIME  PILOT 

復葉 機から 人力 飛行 

機、 ，リコ ブ ターな 
ど さまざまな 相^の 

飛行機^ 場す る. キミの 愛機は 見る か 

らに 性能の 悪そう な 
オン ポロ 携 t しかし 

キミは この 飛行 檐を 操縱 し、 飛び交う 各種の 飛行 

機を 射ち 落としながら、 少しで も 前へ 進まな けれ 
ばなら ない の だ。 BR0M  4,800円 コナミ 
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パ ト ル シップ •クリプトン II  _ パソコン 作曲家- _ パスボール _  パイ パニック 
さあ キミは 最新 迎擎 

機 「クリプトン II」 
の搡 Ifct だ „ 攻翠開 

始 / 敵は すさまじい 
スピードで 向って く 

る 5 機種の 宇宙 被®！ 

檨 なの だ c  smmm 

後、 ついに 母 般 が 出現して くる ぞ。 画面 下に 消え 

た 敵機の ピー 厶 弾の 逆® には 要注意が 必要 だ 
■ROM  4,800円  T&E  SOFT 

たとえ 音符 的 売め ない 人で 
も、 この ソフト を 使えば お 

好みの テンポ •リ ズ ムの才 
リ ジナ が 作れち ゃう/ 

おまけに 好きな 楽器で 伴奏 

付きの 演奏まで して くれる 
っ T いうんだ からま さに プ 

口の^ 家 泣かせの ソフト 
なのです。 

■ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

一 伊?  MS  X のために つく られた ルー吨 用、 お 情け無 用の 
バレ ー ボ ー ル、 それが この 

2 人 制 パス ポール だ。 デュ 

-スや ドリ ブルな どの ルー 
ルは 全くありません。 どち 

ら かが ミスを する まで、 立 

体 的に 飛び交う ポールを レ シー ブ、 スパイクし 統 ける 

のです。 流せ 熱い 汗を/ ■ROM  4,800円 ァスキー 

牌を つもる だけで も 

炫な 苦^がい る 麻 雀 ゲーム。 キミの 手 

となり 足と なり 牌を 

つもったり 並べ かえ 

たりして くれる 「ジ 
ヤン 吉 くん j を 上手 

に コントロールし て 流れて くる 牌を どん どん 打ち 
落とそう。 飛んで く る 邪 度 物を 避けて 沈着、 冷静 

に。 _R0M  4,800円 ァスキー 

ピコ ピコ ピクチャー パス ル  ひつ じ や 一い 
パワー フェイル 

大挙して 押し寄せる 昆 動、 
ら 身を 守る ゲーム。 こちら 
の 武器は 棚^ ごが、 なに 

せ 敵は 数が 多い。 おまけに 

ナマ イキに も 敵 も 銃を 擎つ 

てく るワケ で、 虫 だと 思っ 

て 甘く見て いたら 大変 だ。 

ブロック や ストッパー、 そ 
れに 虫の 死体を 上手く 使 お 

う/ ■テープ 2,800円 マイクロ キャビン 

ブタ 君、 ゥマ 君、 ワ 
二君' ゾゥ 君' ネコ 君、 

数字から ひとつを 選 
んで 16 分割の 画面に 
入れよう。 意地悪な 

コンピュータに バラ 
ラに されて しまつ 

た 絵を、 君は 何分て •復元で きる かな？ 刻々 と 時間 
は 過ぎて ゆく c 世界! 己録を 目指して サア 急ぐ の だ。 
■ROM  4,800円 HAL 研究所 

キミは かわい し奶 少年 だ。 牧場に 

いる 羊たち を 太 馬の 

沈む 前に 梢の 中に 入 
れ てあげなければ 才 

才カ ミに さらわれて 

しまう。 でも 羊を 柵 

に 入れる こと だけを 考えて いると 才 才カ ミが 栅を 

開けに くる。 油断大敵の メ ノレ^ン ゲーム だよ。 
■  ROM  4,800円 ハドソン ソフト 

バッテリーから 研究 

所に 電力を 送る 回路 

を 切断す る 悪い オジ 
サンが ウ ヨウ ヨ して 

いる。 キミは この 才 
ジ さんを 気絶 させ、 

断線 箇所を 修理して 
無事 電気を 研究所に 送る の 力 任務 だ。 ト ン ，カ チ や 
ペンチを フル 活用して 頑張る の だ。 物に 強い 人 

にビッ タリの ゲーム。 _ROM  4,800円 アス キー 

ビ ラ  ミット  •ア  ト ベンチ ャー BEE  &  FLOWER 

ヒテ オ ハスラー 

ピッキ ー 

ピラ ミツ ドの 中に® 

入して その 中に ある 
1610(7) ■から ダイ 
ヤ モンドを 探し出す 

の だ。 ただし ビラ ミ 

ッ ドの 中には 吸血 コ 
ウ モリ や サソリ 、恐 

ろしい ミイラ 男 達が しっかりと 宝を 守って いる ゾ。 

さあ 君は 無事に 秘密の 宝庫に たどりつ くこと がで 

きる かな！？  _R0M  4,800円  T&E  SOFT 

ボカ ボカと いい 天気 
の お 花畑で 蜜蜂は 今 

日 も 長って 働き ま 

す。 邪魔を しにくる 
ト ンボや スズメ 蜂、 

てんとう 虫、 捕虫ァ 
ミ を 持った 少年な ど 

を 避けながら 日の 暮れる 迄に ノルマを 果たし まし 

よう。 ゲームは 時間 制. 太 賜の 移動で 画面 も 美し 
く 変化し ます。 _R0M  4,800円 シンク ソ 7 卜 

ビリヤードの 中で も 

いちばんべーシック な •四つ 玉 # を 、本 

格 的な 雰囲 m で 楽し 

むことの 出来る ゲー 

ム〇  つ 玉* を マ 

スター しちゃえば あ 

ら ゆる ビリヤード に 用す る こと が 出来ち ゃう。 

ビリヤード •ファンなら 是非と も ほしい ゲームの 
ひとつ だ/ _R0M  4,500円 コナミ 

エス ハー 少年 广 ビッ 

: キー: gj  が 主 A4S7) : この ゲーム。 小柄で 

!  かわいい ビッキー 君 i には、 自分の まわり :: . .  の 岩を 近づけたり 逮 
ざけ たりす る 超能力 

があります。 この 武器を 使って 悪者の 「デ ビルモ 
グラ 」 を やっつけよう。 宇宙 的 アクション ゲーム。 ■ROM  4,800円 HAL 研究所 

ド？ MSfV よ."
^… 

任 C. 广 — ， 

I ソ 

ブギウギ ジャングル 

キミは 食いしん坊め 
ハラべ コ 少年。 ジャ 

ン グルの あちこちに 

置いて ある ケーキ や 
ロース ト チキン、 キ 

ヤン デイなん かを 次 

から 次へ と 食 ~ まく 
ろう。 もちろん 追い かけて くる ボジ さん 達を ふり 

切りながら だよ。 食べ物の 好き嫌いは なくして ね c 
■  ROM  4,800円 アンプル ソフト 

フルーツ サーチ 

どの 女の子 <7) お 皿に 

どの フルーツが 載つ 
ている か？ ヒントを 

手がかりに、 鋭い 推 
理で 正解を 探し出 そ 

う/膜 序よ く 考えて 
いかない と、 もう 頭 

の 中は メ チャ クチャ。 これて^ 7) 訓練 すれば 成 嫌 

もどん どん アップ/楽しく てた めになる ゲーム。 
■ROM  4,800円 HAL 研究所 

HELP 

フ アイ ヤ ー ホ ー ル 
フ アイ ナル 麻雀 

部屋の 中を 不気味に 

飛び回る フ ァイ ヤー 

ポール （人魂） を 水 

雛で ねらい 擊 ちし 

よう。 当たったら づ、 
さく なって 冷凍室へ 逃 if 込もうと する 瞬 

間を 待って 入口め シャッターを 閉めて、 ■口 か 

らジャ ンプ すれ (趣 台で き ちゃう/  » ■明る L 、農 軋 
併録〇  ■テー ブ 3,800円 ハドソン 

ソン ハ •一を 4 
なくても 大好きな 麻 

雀が 思う存分 楽しめ 
るの が MS  X 版の こ 

のゲ ー ム 。ル ー ルは 

普通の ゲームと ほと 

んど 同じ。 ビギナー 
の 方で も 十分 楽しめます.. 丨局 ごとの 精算 方式を 

と れば 複数の 人と でも プレイで き る 決定版の 麻雀 
ゲーム。 _R0M  4,800 円  MIA 

ブレーク アウ ト 

たかが ブロック 崩しと 思つ 

て なめては いけない。 ブ 〇 
ックの パターン んと 120 

面まで。 そして ブロックの パターンには ある 秘密め 犓 

されて いる。 それを 発見し 

た 者 だけが の オリ ジ ナル •バター ンを 自分で デ 

ザイ ン する ことができ るの 

だ/ _R0M  4,800円 アスキー 

ぶた 丸 パンツ 

主人公 {よ 子 麻の ぶた 

丸。 いじわるな 「雷 

の パンツ 君 」 か  15 と 

す 卵を どんどん 受け 
とめて、 赤 tv9P なら 

投げ返して やっつけ 
よう/でも 卵に 熱中 

している と 横から 「ちりとり オジ サン」 が •••。卵 
の カラと 一緒に 掲 除され ないように ジャンプ だ/ 
■ROM  4,800円 HAL 研究所 

〇  •• 

ヘアー ス 

FROGGER 

とっても 可爱い キミ 
の 彼女が 助けを 求め 

ている ゾ。 「HELP/ 
早く 来て// j。 彼女の 
頭の _b (こはまっ 赤な 

リンゴが。 急がな け 

れ tiii/)、 ら 落ちて く 

るの だ。 君は 恋の キュー ビット、 蛇を かわして 木 

に 登る の だ/  »* シー ボン バー j 併録〇 
■テープ 3,800円 ハドソン 

試热他 立賊あ 

ふれる リ ング 上に 激 
しい フ アイ トが 始ま 

る/ 右左、 ボディ、 

顔面、 使える/ \ 'ンチ 
は 多種 多彩、 フット 
ワーク ゃダッ キング 

を 駆使して、 カウンターパンチを 決めよう/はた 
して 君は 何 ラ ウン ドで 相手を 倒す ことができ るか。 

■  ROM  4,800円 HAL 研究所 

mm ちょっと 見る と 迷 IS 

I だけど、 実は これ 裏 B 返しに なった カード H です。 おイ I： けに 捕ま 

g らな いように 逃げな 

■ がら カードを 次々 に 

_ めくって いこう： 同 

じ 礼を 選べば、 そこで 得点 迷路は なくなって いく 
よ。 ハラハラ そして ドキ ドキの リアルタイム 神経 

袞弱 t  IR0M  4,80 0B アスキー 

交通事故の 增 A 卩は勦 
物 達の 世界で も 同じ 

こと。 車の ビ ユン ビ ユン 走り まく る 危な 

て 迷子に なっ 
てし まった カエ ル 君。 
この を 無 » 渡ら 

せて、 大自然の 住み家へ 連れ戻して あげよう 一力 

エル 君の 武器 «唯 一、 ビヨン ピヨ ンのジ ヤン ブカ 
だよ。 BR0M  4,000円 コナミ 
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自分 だけの オリ ジナル 曲を 

作りたい。 メロ デイぐ らい 
はなん とか 作れる けれど、 

伴奏と なると 中々 できる つ 
て もんじ や あない。 そんな 

ときに 使う と 便利な のが こ 

の ソフトな の ダ。 メロ デイ 

を 入れる だけで 伴奏を つけ 
て くれち やう/ 

■  ROM  4,800円 リット ー ミュージック 

音楽が 大好き だから 

作曲して みたい。 で 

も 楽器は 弾けない し 

顯が 読めない レ"。 そんな 君に ビッ タリ 
の ソフトが これ。 画 

面の 5  _氏 に 音符を 

入力して いけば、 即座に 音力 喁び 出して、 君の 音 

感は アップ c 未来の 大 作曲家 も 夢 じ ゃない ゾ / 

■  ROM  4,800 円  HA 

演奏を やって みたい 
けど、 楽器は ないか 
ら 練習 もで きないな あ…。 こんな 悩みを 

持って いる 人 も 多い 
ハズ。 でも この ソフ 
卜が あれば 大丈夫 

MS  になっ ちゃうんだ。 C の キーを 押せ 

ば ドの 音と いった 具合： レッスン もプ ログ ラミン 

グ されて るんだ- ■テー ブ 3,600円 オーク 

真夜中の 海戦を テーマに し 

た ゲーム。 軍® や 飛行 部隊 

を レ ー ダ ー を 基に 操作して 

敵軍を 全滅 させれ (尤， ちと 

なる わけ だが、 なにせ この ゲームの 舞台 となって いる 

のは 真夜中の 基 敵が どこ 
にいる のか わからな いので 

攻擎を 加える の も 大変 だ/ 
■テープ 2,800円 マイクロ キャビン 

まんてん くん 

子供の 頃から シッカ 
リと 算数の 基^を 身 

につけて いこうと い 

うのが この シリ ーズ 
てす 数の 導入 (3 〜 

6 才 用) 計算 力 I  (4 〜 

7 才 用) 計算 力 11(5— 
7 才 用） と それぞれ 分かれて いるので どこから でも 

入って いける。 初めは 簡単に#々 に レ〜 レ アップ。 

■テープ 各 3 巻： 各 9,800円 ランド コンピュータ 

マリンバ ト ル 

;每 羊^ トロー ル 中の 駆逐 ft 
MSX 号は、 突然 正体 不明 

の 爆擊 « と U ポート 艦から 

の攻擎 をう けた。 し 力、 もソ ナ ーには、 怪しげな 幽霊船 

の 影が…。 MSX が お届け 

する 一大 スペクタクル、 空 

中から •海と、 海上から 海中 
への 大 死！ 亂 生き残れる こ 

とがで きる か/ _R0M  4,800円 アスキー 

マウ ト 

とっても 可愛い 小 

猫 クン， 大好物の サ 
カナを いただきに ビ 
ルの 中へ 侵入いた し 

ます。 走り回って 食 ベ まくろう。 でも 気 

を 付けない と イジ 悪 
な ネズミ 達が 上の 階から 花 びんを 投げつ けて くる 

ぞ: フットワーク を 生かし て 右へ 在へ 素早く 飛び 
回る の だ。 _R0M  価格 未定 SONY 

もぐらた たき キ-ボ •■ド 練習 

MS  X は 買った けれ 

ど、 キーボード のど 
こに どんな 文字が あ 

るの カイ 中々 覚えられ 

なくて 苦労して る 人 

多 いんじゃない？ こ 

のソフ トは キー ポー 
ドと 同じ 配^で モグ ラが 出て 来て、 その キーを 叩 

けば もぐら も パッチ リ 叩ける： ■テー ブ 3,800円 
ストラツ トフ オード， コンピューター センター 

■ン ラン テ インク  ミツ ドナイ ト ビル テ インク  ミステリ ー八 ウス 

■  ROM  4,800円 

「ロケット、 2_嚇 、更 

に 毎秒 17m で 降下 中 右 

45 度 回転/ 燃料の 残 置を 

全て チェック せよ…」 君 t 奸 J 
ん ぼろ 月 着陸 船の パイ ロッ 
卜 だ: 完全 手動に よる 姿勢 

泡 脚と ロケ ッ ト喷射 だけで 

月 着陸 舶 を目樣 地点に 軟着 

陸させる のが 君の 任務 だ./ 

ァスキー 

キミは 閤を 走りぬ け 

る 孤独な スパイ だ。 

真夜中の ビルに 忍び 
込み、 I 階に ある 重 
要 書? 頁を 盗^ そう 0 

各 尸 白 に 回して 
いる ガードマンに 捕 

まらない ように 気をつけて 進み、 下の フ □アに 降 

り て 行き、 書^を 盗み出す のが 与えられた 指令な 
の だ」 HROM  4,800円 ウェイ リミット 

■BBSSESCEHir 

■VSTKKV^ 

_MU 

I テープ 2,800円 

家の 中に かく された 宝石を 

やはり 家の 中に 置かれて い るイ ロイ □な 道具を 使いな 

がら 探し出して 行ぐ アドべ 
ン チャー •ゲーム a 必要な 

道具が ひとつて •も 欠ける と、 

宝石を 探し出す ことは 出来 
ない。 さて、 キミは 何日 間 

で 宝石を 発見で きる かな？ マイク □キャビン 

モン太 君の いち •に •さんす 5 MOLE 

mmmmmSi 
<1  LOVE  算数〉 

お 猿の モン太く んは 

数学の 天才： だから 

問題を 見れば すぐに 

答えの 隐 された ロー ル 目が けて 走って 行 

く： でも、 そこにた 

どり つく までには いろいろな 敵 もい る わけで…： 
ゲ -7 ム をしながら お 勉強 を しちゃおう という 学習 
用 ソフトな のです： IR0M  4,800円 コナミ 

ラダー ビ )1^ インク 
アポロ キャップと 半 

ズボンに 身を 固めた 

キミは 少年 探偵 だ。 

寺 8^ を 受けて 謎の ビ 
ルに 潜入し なくて は 

ならない。 中に 入っ 
てみ なければ 何が あ 

るか 分からない 秘密の ドアを 開けて いこう. ビル 

の 中には コ ワーイ 刃物を 持った ヤク ザもウ ヨウ 

目指す は 屋上 だ/ _R0M  4,800円 アスキー 

ロン サム •タンク 進撃 

力 •’ ームセ ン ターな どです っ 

かり お 勒染 みに なって いる 

もぐらた たき ゲーム：  8 つ 
の 穴から ビョコ ビョコ 顔を 

出す もぐらを 素早く ハン マ 
一で 叩く。 ただし ハンマー 
の 色と 同じ 色の もぐらを 叩 

いてし まう と 大<® 成 点 だ 

I 人で もグノ U- ブ でも 楽し 

■  ROM  4,800円 ァスキー 

な 迷路の 中に た 
, った丨 台と り 残され 
《 た 君の 教 車は IflGL 無 

て 援の □ン サム •タン 

j ク。 行く手には 手 ご 

I ゎ㈣ 戦車と 地雷の 
1 恐怖が 待ち受け てい 

る。 d 哂 レーダーで いちはやく 賴 車を 探知し、 
先制 攻擎を かければ、 キミに も 活路が 開ける かも 

しれない。 ■テープ 価格 未定 M  I  A 

ライ ズアウ ト 

モニタ •アセンブラ/クラ フィック エテ ィタ 

MS  X で 独自の プロ 

グラムを 作って みた 

い 人には 授^の ソフ 

卜。 マシン 語を フル 

に 活用して リア ルタ 

[ V ム ゲーム もブ ログ ラムで きる のだ既 

存の ソフト に 飽き た 人、 この ソフトで リ フ レッ シ 

ュ だ。 絵が ̂ れ る グラフィック •エディタ もつ いて 
いるの だ =>  ■テープ 4,800 円 M  I  A 

幼児の えいご 

大阪 城の 地下に ある 

巨大な 迷宮に 落とさ 
れた ひとりの 忍者が 

キミ だ。 白 に 

身を 固めて 上へ 上へ と 登り 統け なければ 

ならない c 赤 忍者の 
追跡を かわし ながら 行く 先々 に 落ちて いる 千両箱 
をいた だこう。 パズル 的 要素 も 加わって 忍者 気分 

満点の ゲーム。 ■ROM  4,800円 アスキー 

リア 听 ニス 

mmm.  m 
サ コートの ヒーローに キミは 

なれる か!？ 手強い 相手を 倒 

すには 少々 ト レーニングが 
必要 だけど、 その 分 やりが 

いの ある ゲーム だ。 キヤ ラ 
クタ ーの 動き も、 色 具合 も 

なかなかの モノ。 さあ チヤ 

レンジして みよう。 _R0M  4,800円 タカラ 

ス トラツ トフ オー ト • 

語学は 頭の やわらかい 子供 
のうちに 身に つけち ゃった 

ほうが 楽  という 考えに 
もとづいて 作られた 幼児 用 

の 英語 学習 ブロ グラム。 ゲ 
—ム感 肩: の 学習を つんで い 

くう ちに、 気づ 力、 ぬ に英 語 力が ついてい くように な 

っ ている ■テー プ 3,800円 

コンピューター センター 

ランダム •ソーン ランダム ゾーンに 迷い こん 

だ 宇宙船 チャンピオン 号は 
亜 空間よ り 未知の 敵に 攻擎 
された： 攻擎 には 単精度 反 

応弾 しかな く、 敵は 対 ミサ 
イル システムを 使つ いるら 

しいの だ。 おまけに 地上で 

は 正^ 0 月の^ 

往 している。 君は どこまで 

行ける か？ ■テープ 2,980円 日本 マイコン 等院 

ワン パク •アスレチック 

X を 使って 室内て •勉 
強で きる 時代な ので 

す。 さあ、 わんぱく 

坊や 達ヶガ をし ない 
ように 気をつけて、 

飛び石 や 一本橋、 網 
上りと 次々 に チヤ レンジし よう。 さて 体カ アップ 

になる かな？ お父さん も 負けて いられません よ。 

■  ROM  4,800円 コナミ 

ミュージック •八 ー モナ イサし 3  ミュージック ェテ イタ MUSIC 
ミツ ドナイ ト コマン ダー 

m 
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は
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X
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合
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と
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わ
け
で
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号
 

力
ら
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介
し
て
き
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し
て
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と
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。
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を
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。
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。
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|2 月に
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マシ
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売れ
て 

いる
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かを
 

販
売
店
の
 

人 
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秋 

葉 

原へ
 

毎日
 

通っ
て 

いる
 

営
業
マ
ン
に
 

聞い
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見た
 

が、
 

あま
 

リ 
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こと
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ブ 
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厶に
 

なつ
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世
の
中
か
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るの
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れ
 

な
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と
に
は
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ょ
う
 

もな
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12 

月下
 

旬に
 

入つ
 

てょ
う 

やく
 

M
S
X
 

が
 

各
地
で
 

売
れ
 

は
じ
め
て
、
 

M
s
 

X
 

の
 

良
さ
が
 

わ
か
つ
 

て
 

も
ら
え
た
 

と
う
れ
 

し
か
つ
た
 
 

| 
月に
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お
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も 

ら 

つた
子 

供た
ち 

が、
 

新た
に 

Ms
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の
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ど
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な
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か
 

->•1 フ
ロ
 
グ
ラ
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作
る
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そ
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 ほ
ど
む
 
す
か
し
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こ
と
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は
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い
 
の
で
 

す
た
 
だ
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作
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 目
的
を
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つ
 こ
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、
 
何
 

の
た
め
に
'
 
 

誰
の
 
た
め
に
、
 

何
を
 
す
る
 

も
 

の
か
を
 
は
っ
き
 
り
さ
せ
る
 
こ
と
が
 
大
切
な
 

の
で
す
‘
 
ゲ
 

を
 作
る
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も
 
ゲ
 I 

厶
の
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、
 ゲ
—
ム
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、
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—
ム
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画
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デ
ザ
イ
ン
 
な
ど
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決
め
て
か
ら
、
 

フ
ロ
 

グ
 

ラ
ミ
ン
グ
を
 

す
る
 

こ
と
が
 

一
番
の
 

手
順
で
す
。
 

こ
れ
 

だ
け
 

や
ら
な
い
 

と
 

ゲ
—
ム
 

が
で
 

き
な
 

F 

い
の
 

か
？
 

と
 

思
、
 

っ
で
 

し
ょ
、
 

っ。
 

そ、
 

っ、
 

こ
れ
 
だ
け
 
や
ら
な
い
 
と
ろ
く
な
 
ゲ
—
厶
 
が
 

で
き
な
い
 
の
で
す
、
 
こ
れ
は
、
 
ゲ
—
厶
 
だ
 

け
で
 
な
く
、
 
ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
ト
で
 
も
 教
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用
の
 
ソ
フ
ト
で
 
も
 同
じ
 
こ
と
な
の
 
で
す
'
 I 

ブ
 
ロ
グ
 
ラ
ミ
ン
グ
に
 
興
味
を
 
持
っ
 
て
い
る
 

人
は
、
.
 
ど
う
 
す
れ
ば
 
自
分
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思
っ
た
 
ソ
フ
 

卜
が
 
作
れ
る
 
か
を
 
じ
っ
く
 
リ
 考
え
て
 
く
だ
 

さ
ぃ
。
 

尤
 

プ
ロ
グ
ラ
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を
 

作
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う
え
で
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も
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|
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と
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す
ね
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れ
は
、
 

そ
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セ
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」
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R a 

を
い
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ま
す
 

ど
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良
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作
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か
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ゆ
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、
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す
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れ
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っ
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よ
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と
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で
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I ソフ トに なつ だ 人気 ト リオ 
一 一 

家団 らんに 楽し さを ひろげ、 知カ アップに も 役立つ 「お茶の 間ソフ ト」 

パソ □ン 絵本 
フ アミリ ー ゲー  上 

いけ s 抑 
岛 から 岛 へ、 橋を かけながら エッコ 

ラ、 ヤッ コラ 渡って いきます。 海に 

うかぶ 島の 数は 全部で 9 つ。 うれし 

く なったり、 ハラハラ • ド キドキ し 

たりで、 思わずぬ 瑕した くなる よう 

な觔く 絵本です。 

«ん《3 今な 
まるで# 肿9阅 のように、 お 子 さまの 

大好きな 制 肋たち が V 、ろい ろ 出て き 

ます。 でも、 くるくる 動く もようが 

じゃまを して、 形が はっきり わから 

ないよう になって います。 さて、 ど 

んな 動物で しょう。 

»袖 料ん 
お買い 物 遊びの 動く 絵本です。 いろ 

いろな 野菜が な らんで V 、る じ ゃじ ゃ 

まるの お 店で、 あれこれ 選んで いた 

びっころ が 買った 品物は、 さてなん 

でしよう。 

! コンテナ クイズ 

) 基 

卜“*“; 

」 兰 V  _ 

: 以
 分 

コン テナ ザぶ こ、 fj 觔屮: や 右 転 ホな ど 

を 正確に 褚み 込んで いく ゲームです。 

>1 を、 どこに 積む かは 決って いるの 

です が、 スタートの 時点では、 それ 

力< さ っはリ わか リ ません。 ヒントと 

する どい 推理 力 だけが 味方です。 

K ラバ ラ パズル 
コンピュータに v 、たずら さ れ てば 

らばら になった キャラクターを、 

根鉍 よく もとの 姿に もどして いく 
パズルて •す。 || や U を 入れ かえる 

だけ だから 簡电、 と 思って やって 

みると、 さあ、 これ か V こい へん。 

メイ □デ ー ト 道に 迷って いる びっころ に、 正しい 

道案内?^ できれば 0K。 ゴールは ぼ 
ろり か っ ている ところです。 池 や 

家の ある 方向を さけなければ あとは 

自由 びっころ を 歩 力せられ ます。 0 

分 も 道に 迷って しまわない ように。 

各赛 ¥2.800( カセットテープ） 

幼兒用 学習 ソフト 《知力》 が 芽 ばえ て 伸びる 大切な 時期に 効果的です。 

子どもの 興味と 能力に 合わせて 楽しく 学ぶ 習慣を つける まんてん C ん。 

藤 .AM 計算 力 I  13 計算 力 II  14 記憶力  ■  5 思考力 反射 

1 数える ことの 字 習  1 .合成 •分解  1.® 形に よる 合成 •分解 1 .神経衰弱  1.0 形に よる 演算 I  1 .数に よる 反射 性の 問題 

2.10 の 合成. 分解  2 .計!! 式に よる 加減  2 .数の 大小 比較と 数列  2 •数と アルフ アベ ッ トに 2.0 形に よる 演算 II  2 •アルフ アぺッ トに よる 

3 120 までの 数  3 .—定 数からの 滅法  3 .表に よる 加減  よる 記憶力の 問題  3 •座標  反射 性の 問題 
3.  S 形に よる 記憶力の 問題  3 .  S 形に よる 相関 

_FM.7( カセット テー フ） ■ベーシック マスター MARX-5( 力せ ッ •トテ ーフ） _SMC7D/777( フ〇 ツビーデ f スク； ■パソ ビア 7( カセット テープ） _MSX (カセット テー ブ>  各卷 ¥9.800 (カセット 3 巷. 説明 畲 付） 

代理店 募集 当社 CAI ソフトウェアーライブラリーを あつかって いただく 販売代理店を 全国的に 募集 ています。 詳細は 電話で お 問合せ 下さい。 

通信販売は ソフト 名を 銘記の 上、 パソコン システム 部まで 現金書留で お送り 下さい。 （送料 無料） 

_■ ぬ  m-g 
お 問合せは = 東京都 渋 谷 区 神 南 卜 19-4 日本 生命 ア ネック ス ㈱ ランド コンピュータ 

パソコン システム 部 003(462)5858( 直通） -03(462)2211  (代表） 



ストラ 嗲トフ オー h 
ただいま 授業中 

WED 
•コンピューター は、 人間が いく ら 間違えても、 決して 

感情的になる ことはありません。 生徒の 学力に 応じ 

て、 わかる まで 何度でも 丁寧に 教えて くれる一 
それが パソコン 家庭教師の 特質です。‘ 

•家庭教師 センタ ー学 習 館が 監修に あたり 実際の 教育 

現場で 開発され た 実用的な 教育 用 ソフト ウ ェ r です。 

參 文部省の 学習指導要領に 準拠して いますので、 どの 

教科書に も 適応し （幼児の えいごを 除く） 学習を 側面 

から 的確に 補足し ます。 . 

•.•.••♦•ぶ 

17^1 

[MON 
TUE  1 

妙 

THU 

STRATFORD  CA! 

_ 穿 

スト 5 フツ トフ ォ 
ド 用 

中学 必修 英文法 
中 1 〜中 3 計 3 作品 各 ¥3、800j 

Ty§ 

ヂ’ッ  F 。 

i2 ̂   ̂  I 中 1 〜中 3 計 3 作品  ¥3,8 

好評 発売中. グ 〇 グ〜  子咖 で， 作品 
モク ラた たき キーホー ド 練習 _ 楽し い 算数 

祖 幼児 〜一 般 (RAMI6I0  ¥  3.000  |  [小 2' 小 6 各 下巻 5 作品 ¥3,800  J  I 中学生. 

化学 〔元素 記号 マスタ-〕 ■ 日本史 年表 
幼児の えいご 

_ 中. 学生 向き  ¥3,800  I  |  3 才以上 _ ¥3,800 1 

ストラツ トフ オード •コンピューター センター 株式会社  〒336 浦 和 市 南 浦 和 2-36-15  00488(85) 5222( 大代 表） 
★教育 用 ソフトの 購入を 希望な さる 場合 (让 記の ブ □グラム 名 •機種 名 •学年 •住所 •氏名 •電話番号を 明記の 上、 現金書留で ストラツ ト フォード •コン ビュー ター センター MSX マガ ジ H 系まで ご注文 下さい， (郵送料は 不要です) 

★当社 ソフトウェア 総合 カタログを ご 希望な さる 場合は、 住所. 氏名. 年齢 •職業を 明記の 上、 資料 請求 券と 切手 200円 分を 同封して 当社 カタログ 係まで ご 請求 下さい。 

資料 謓求券 

MSX マガジン 

3 月 号 

スタッフ 募集 中. グ •開発部/ システムエンジニア、 ブロ グラマー _ 営業部,/ 営業 スタッフ、 商品 管理 スタッフ# 編集部/編集 スタッフ※ 詳細は 電話で お問い合わせ 下さい。 疵 募の 秘密 (嫌 守し ま*^ 



U 勢揃い、 
から 操作は 簡単。 

〇 

fccsa マーク (夂 
マイク ロソフ トの 商標です。 

\ イク ェ イス ター ミツ ト‘ チイ ト ビル テ イング ルールは マップ 

の 指示に 従って 

白旗を クリア ー する だけ。 U、 し 始の 黒い 車が 君の 車を めがけ 突進 じ r  くる。 

やつらを うまく かわせ。  BROM  PACK® 

- """ 一 

 カフー •ミット ウェイ 

空母 •戦艦 •巡 

洋 艦な ど 雲霞 

のよう な 敵勢が 

見渡す かぎり 威 

を 発揮。 3 機の 爆擊 機を 率いて さっそく 

隊 に攻荤 開始/  BROM  PACK  a 

カラ ー • 卜 ー チカ 
夕ーモイル 

丁 

T.
 

** 敵 兵が 君の 卜一 

チカを めがけて 
T 一-一一  下  猛攻が を かけて 

くる。 敵 兵の 手 

榴弾で 爆破され ない うちに、 マシン •ガン 

で 撃退せ よ/  _ROM  PACK  © 

君は 宇宙空間 

の 迷路に 迷い 
こんで しまった 0 

一  次々 に 襲って く 
る 敵の 宇宙船を 破壊しながら、 エイリアンの 

たまごを 回収せ よ。  BROM  PACK  0 

産業 スパイの 君 

(丈 ビルの 屋上 

から 忍び こみ、 一 

階' る 重要 書 

類を 盗まなければ いけない。 各階には 3A づ 

つ 警備員が いる ぞ。 _ROM  PACK ⑦ 

ス クイ ッシユ セム 

実は ビルの 48 

階には ネ陳 いっ 

ぱいの カバンが 

ある。 その お金 
ば カノ 《ンを 手に入れた 人の もの ふ かし ビル 

には 怪物が いる ぞ。  IROM  PACK  0 

ノくソ コン 作曲家 -ジッ ク •ハーモナイ サ ー3  y CAR  RACE 
MSX から 次々 に 心に 浮かんだ 自 

1  g  ̂  君は 迷 ドラィバ ^9 

卜  111 

示される 色々 な _ 分 だけの メロ デ . — ? ハィテク ニ aS 
曲， その 中から 

ィ ー を この ハ ー 

ツクで 荒っぽい 飞 月 

お気に入りの メ モナ イザ ー に 入 

^  ̂  ̂ 回りの 車^! い 

Q  311 . -•  */!• 

产ィ、 リズムを 選ぶ だけで、 何と オリ ジナ 

曲が 作れ ま. す。  _ROM  PACK 

れ てくだ さい。 伴奏つ きの 素澉な オリ ジナ 

ル 曲が 作れます。  BROM  PACK 

コント V ジョー キングマン 

君は 崖 【.こ 巣を 

作った コン ドリ。 

気球に 乗った 人 

間 どもが 巣の 

子を 盗みに くる そ： さあ、 巣に 近づく 気球 

.くちばしで つつけ/  BROM  PACK ⑦ 

團 
君は いたずら 大 

好き 少年。 監視 

員の ネコの 目を 

盗んで ば 工場 

に 忍び込む。 作業 ロ ポットが 点検の 際、 頭を だ 

したら^ ン マーで 叩け。 _ROM  PACK® 

越し、 走行距離を 伸ば じ T 欲しい。 ガソリンは 

どんどん 滅っ ていく そ： >  BROM  PACK® 

ブギウギ‘ ジャンク ル 
小太郎 くんは 何 

とかして ジャン 

クルで プレ ゼン 

_  «  »  卜を 集め、 あいち 

ゃん の 家へ。 はた じ C、 こわい 番人の 目を ど 

うかわす か？  _ROM  PACK® 

SUPER  DRINKER 

酒の ためなら お 

巡りさん も 恐くな 
い/ボトルを 全 

て 飲み 尽じ c 隣 

の 街に 逃げよう。 ただ、 飲み過ぎたり 酔いが 

さめる と 大変 だぞ。  _ROM  PACK© 

ス クラン フル エック 
ポポ ロン 号は 今 

日 ものん びり、 ふ 

わ ふわ パト ロー 
ル 飛行を してい 

る。 ん？ 前方から 飛んで くるのは 何 だ。 夕、 夕 

マゴの 大群 だ あ./  _ROM  PACK  CD 

ファイナル 麻雀 ニヨ □ルス 

おてんば ベッキーの 大 冒険 1 ス チイ  S4S/A 
持ち 点 30,000 

点から スター ト。 

裏 ドラ あり、 カン 

ドラな し、 喰い 

ン ありの 一 翻 縛り ルール。 リアルな パイ 

表示で 迫力 も 満点。  BROM  PACK 

*r： 

m 

西暦 2IXX 年。 

地上は 巨大な 

へビ， NYOROLS” 
主み 家と 化し 

人魂まで 現われる。 君の 分身 能力で1 NY0R0 

LS” と 人魂を 絶滅 させよ。 _R0M  PACK© 

今日 も ベッキー 
は 秘密の 階段 

屋敷へ。 階段を 

昇ったり 降りた 

リ 、穴を 堀ったり 落としたり。 彼女の 背後に 

ば エイ 丨， ノが 迫る。  _R0M  PACK ⑦ 

戦闘 用 口屯ッ ト 

我らの SASA 君 0 

携帯 用フ: t イ 

ザ ーの 反動を 

利用して 後ろ向き にして 後ろ 向きに 飛び 

回れ。  一 •  _R0M  PACK® 

ウオ -u， ジク ソー セツ ト 
アト ヘン •チュー 太 君は 王女を 救 

うため、 竜の 支 

配す る 迷宮へ 

旅立つ 戦士。 待 

受 (: TC いるむ 7) は 何 か 経験を 活か じ T、 見 

:、 王女を 救し 、だせ。  BROM  PACK® 

「コァラ 」 「 橋」 

「蝶」 「魚」 の 中 

から 好きな バズ 
ルを 楽しもう。 ピ 

-スは 最高 96 個。 レベルは、 実力に 応じて 4 

段 用意され てい！)。  BROM  PACK  ® 

ダイヤモンドを 

ねらって 悪魔の 

城に 忍び こんだ 

勇敢な チュー 

太 c 悪魔の 手先の かえるを 避けて、 早く ダイ 

ヤを 見つけなければ。  _R0M  PACK 

一 

BEE  &  FLOWER 
君の 操る 蜜蜂 

は 蜂の巣と 花を 

往復し 蜜を 集め 

る。 しかし、 その 
間、 トン 水 w メ 蜂^ 虫 取り 少年まで が 蜜 蜂の 

邪魔を する から 注意： _R0M  PACK ⑦ 



各 定価 4,80 0, 
1 円 （〒500)Q) は ジョイスティック 使用 可® は パドル 使用 可 ，RAMi6K バイト 以上の 仕様の マシンなら すべ 

コン// フ ゲーム 

MSX 夕ー ヒニ 

クレージー ブレット 

ギ ヤンク マスター ^  MSX カントリー 

そ。 当 クラブは、 

バン カ ー はもち 

ろん、 ウォーターハザード あり、 立 木 ありの 

9 ホール。  _ROM  PACK  © 

コンピュータ カ < 

発表す る オッズ 

と 各 出場 馬の 
データから 勝馬 

卜 it  ら ••  m  r  ̂ cfeii4iaofl»cj|iCT» 
■hhi 

を 予想 投票。 はた UC 君の 予想 馬の 健闘ぶ 

り やい かに。  _ROM  PACK  © 

君は タンクを 操 
縦しつつ 誘導弾 

で 敵を 擊 破。 誘 

導 弾は 君の 操 
縦す る タンクの 方向に 飛んで いく。 2 人 T 遂べ 

ば 気分は 戦場。  BROM  PACK  0 

君は 各 場面 

出される 難 吊 コマの 場所と 

当て ゲームに 戦。 ゲームを 解けた 者の みが 金庫 室に: 

づ くこと がで きる。  _ROM  PACK  ' 

3D テニス マリン ハ ト ル 
ムーン ラン テ Y ング 

スター コマンド 

「来た/フォア 

/： こ v やった リ ター ン エース。」  手に 

汗 (プ る 興奮の 

本格的 スポーツ ゲーム 3D テニス。 MSX カッ 

H 琴  打 

駆逐艦 MSX 号 

を 中心に 繰リ 

広げられる 一大 スペクタ^ル。 空 

か ら海 上、 海上から 海中への 大 死闘。 さて、 

君は おん ぼろ 月 

着陸 船の パイ ロ 
ッ ト。 完全 手動に 

よる 希 ij 御と ロケ 

ット 噴射 だけで 目的地に 軟着陸させる の 

これ ぞ スター 

HKMiMi 

…… ••り； <  ■  I  JL-  TTil  0  # 

レック 型ケ ー 
IB^j の 決定版。 リ 

❷  ルタ イムの 戦 I 

の 中で、 •宇宙船を 操り、 宿敵 クリムゾン 

ブの 覇者は 誰？ ■  ROM  PACK ⑦ 君は 生き残れ るか。  BROM  PACK  ®  が 君の 任務。 ■  ROM  PACK  0  全滅 させよ。 ■ROM  PACK 

ブレーク アウ ト 
MOLE 

MSX-21 
ザ •ブレイン 

IBBBm 
iSjSsaioxHi. 

ただの ブロック 

崩しと 思って な 

めたら ダメ 。ブ 

ロックの ノゞ夕 一 
ンは 何と 120 面 も あり、 重大な 秘密が 隠さ 

れ ている。  BROM  PACK  ®  P 

穴から 顔を 出す 

8 色の もぐらを、 

8 色に 変化す る 
ハンマー て肌 

しかし、 ハンマーと 同じ 色の もぐらを 叩く と 

大 ピンチ。  _R0M  PACK© 

ブラック ジャック 

と ポーカーで、 

君 も ギ ヤン ブラ 

一の 気分を 味 

わって みない か。 コンピュータとの 駆け引きは 

スリル 満点。  _R0M  PACK© 

君の 記憶力 { 

コンピュータえ 

挑む。 コンビ ュ- 

夕が 指定す る- 

ルを、 音と 光を 頼りに 君は どこまで 覚える. 

と がで き るか。  ■  ROM  PACK  G 

ライス アウト パス ホール 
3 次元 2 人制バ 
レ ー ボ _ ノレ。 コ 

一 卜に 映る ボ ー 

ルの 影を 見て、 

レシ ー フン アタック/上 達すれば 時間 差攻擊 

もで きる。  _R0M  PACK ① 

コメット テイル 

宇宙を 飛び 続 

けなければ なら 

ない 彗星 コメッ 

卜。 自分と 同じ 色 

の 宇宙塵を 食べる^ 尾が 伸び、 ある 程度 伸び 

ると 脱出 口が 開く。  HROM.  PACK  ® 

君は 大阪 城の 
地下 (义 る 巨大 

な 迷宮に 落とさ 
れた 。しかし、 忍 

者と 戦いながら、 登り 続けなければ ならない。 

迷路 ば 20 面まで ある。 _R0M  PACK ⑦ 

リアルタイム 书 

経 衰弱、 さあ 才 
ばけに ネ甫 まら 4 

いよう カードを 5 

くれ。 相手の 力ードで も 自分ので も、 ペアを n 

つた 方の 勝ち。  _R0M  PACK  Q 

エクスチェンジ ヤー 

■  お 互い
 相^ 宙に 出現 じ r し 

まった 宇宙人た 

、かれ 味 ブラ 

ック ホールと ホワイトホールを 通じても との 世 

界へ 戻す のが 任務。  _R0M  PACK  © 

ラダー ヒルテ イング 

^  1 

臞  C! 「画|  l|jT  1 
君の 武器は 消 

黑  |  iiH^anasi 
化 器た だ 一つ 。 

钱 1 iansrfg»j|gigi 

'  ス A イガー ドから 

身を かわし、 部 

屋に 隠されて いる 書類を 集め 屋上に たどり 着 

かなければ ならない。 HROM  PACK® 

イリーガス EpisodeW 

君を 待ち受けて 
いるものは 何 か) 

超 高速 3 次元 

迷路。 時間と 太 

陽の 位置から 方角を 割出 し、 夜までに 赤外線 

ビュワ ーを 見つけだ BROM  PACK ① 

ノ\イ ハ ニック 
マー ジャンが マ 

きる 人なら どな^ 

-  でも… 。しかし セ 

の 中そう 甘く く 

い。 手役を 揃える だ (すなら あたりまえ 〇君 (7 

頭は もう パニック。  BROM  PACK  Q, 

ここで 紹介す る ソフトの 販売元は㈱ アスキーです 0 ■全国 有名 害 店、 マイコン ショップで お求めく ださい。 



12 本で 1 組 MSX が 2 倍麥レ t 、!L _ 定価 各 ¥3, 的 〇 

. , 1007 

-7 

ソ 

y 

ガンマン テント や 木立ち 

に隱れ ながら、 弓を 武器に 

インディアン か* » ってく る 
死ぬ か、 生きる かは 君の ガ 
ン さばきに かかって いる n 

右に 左に 攻撃を かわし、 相 

手を 倒せ./ 君は 最® 得点 

を 出せる かな？ 

■サブマリン シューター 
海 底 深く

 
没し
た 

謎の
 
大陸
 
アト
 

ラン
ディ
ス。
 

その
 
謎を
 
解明
 

• する
 
のが
 
君の
 
使命
 
だ。 行く

 

手を
 
塞ぐ
 
障害
物を
 

上手
に 

か 

わし
、 

m に 狭く
なる
 

洞窟
の 

壁に
 
ぶつ
から
な 

いよ
うに
 

用 

心 深く
、 

さら
に 

勇敢
に 

攻擎
 

をし
 
かけ
て 

進ん
でく
れ。
 

MX-I006 

スー/  N*— ドアーズ 次々 と 

增 えて ゆく 怪物を 君の 指先 

と 頭脳で 部屋の 中に 閉じ込 

めて 窒息 させて くれ, ドア 

の 動きに 熟知 しないと 自分 

自身を 閉じ込める ことにな 
ります から ご用 心。 

雨の 日は 大 忙し ビルの 谷 
間の ポ □アパートに 引越し 

たら 突然 大雨が 降り出して 
ポ □アパートは あっち こっ 

ち 雨 もり だらけ。 さあ 大忙 

し/  あなたは コッブ ーつ で その 雨 もりを 受けと めな 

ければ なりません r 

W シリ 塗 k 
MX- 1003  バイオ テック/キラー ステーション 

Wi 

バイオ テック ここは、 パ 

イ オ テック 社の ス ー パ ー ド 
リ ンク エ場の プラントです。 スーパー ドリンクを つくる 

ためによ い菌 （スーパー X〉 
をつ かまえて 取 出口まで つ 
れ てきて く ださい。 培養 室 

には 悪い 菌 もうじゃう じ や 

いる ぞ„ 

■キラー ステーション とう 

とう
 
宇宙
 
戦争
が 
始ま
って
 

し 
まっ
た。
 

その
 
戦争
 
も 終わ

り 

に 近づ
いた
 

今、 基地
は"
 

ム 

ーン
 
ベー
ス 

ベー
タ”
 

だけ
に 

なっ
て 

しま
った
。 

ミサ
イル
 

を コン
 
トロ
ール
して
、 

キラ
 ー ステ

ーシ
ョン
を 

破壤
 
して
 

ほし
い。
 

MX-I004  HELP •"シー ボン バー 

HELP/  黄色、 宵 色 赤 

色のへ ビが 下から ニ ヨキ、 
ニ ヨキと 出て 来ます, 靑色 

のへ ビに ぶつかる と 死んで 

しまいます 木の 枝に へビ 
が 並ぶ と、 リンゴを 落とし 

て、 君の 大好きな ガール フ レン ドの 頭に ぶつかり ます。 

守って あげて/ 

シー ボン バー ネク ラゲを 

やっつける ために 海の 中へ 
シー ボン パーを しかける。 

素早く やらない と 海底 基地 

はネク ラゲに 破壤 されて し 
ま 0 そ、 

亡”  ̂  MX 祕フ アイ ヤー ポール ✓明るい 雇 ■ フ ァイ ヤー ポール 大きな 

火の玉、 ファ イヤー ボール を 水鉄砲で 小さ ぐして くだ 

さい a すると ポールは 壁の 

穴を 通り ぬけて 下の部屋へ。 上の 部屋へ もどらな いよう 

に、 いそいで 穴を ふさいで 

ください。 火の玉は 次々 と 
出て きます。 

明るい 農園 まず 上手に 苗 

を 植えましょう。 いたずら 
カラスに じゃまを されない 

ように カラスが 出て きたら 

石で 追い払って ください。 

でも 気をつけて/ 恐い ク 
マが 居る 時は 石を 使えない 

し、 石を 落とす カラス も 五 
羽 出て きます よ u 

• この カ セツ トは、 CS3 の ▽ ークガ ついて いない パーソナル コン ターでは 使用で きません • 
參 M  S  X マークは ▽イク □ソフ トの 商樣 です • 

huosongaoupmmh^ 

HUDSON 
ハ ト、 ノン 礼 供 〒〇 62 札 幌市豊 平 区 平 岸 3 条 5 丁目 樗 17 号 

コロナ ー ド 平 岸  11201  PHONE  :01 1-82  H  538 

ハ トツ: イ山台  PHONE：0222-6&-703l  ハドソン 金 沢  PHONE： 0762-23- 1263 

ハ ト、 ノン 東京  PHOME: 03*234-4996 ハ 阪  PHONE： 06-251 -1945 

/xKVMJSA  PHONEM 15-845- 1416 



キ 
キ ヤ ノン 販売 株式会社 :纖? 濃 区。 ぼ3 温8 S  •札 

Canon 

グッド フェイスで お茶の 間へ/  0A メーカー •キヤノンの MSX 仕様 ホーム コンピュータ 《VH0》。 キヤノンなら 

ではの デザインに 数々 の 本格 機能を 搭載。 お茶の 間の テレビに 接続 じ T、 カー ト リッジを ボン。 これ だけで 家族 中 ど 

なた にで も 使いこなせます。 テレビ や ステレオ 感覚で、 ホビー、 学習、 自宅での ビジネス にと 幅広く 活用で きる 新しい 

ホーム コンピュータの 誕生です。 •MSX 仕様の ソフト や 周辺機器が 自在に 使えます。 ♦拡張 性を 高める 2 スロット 
方式。 參 RF モジ ュレータ 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続で きます。 則6 色 カラー表示の グラフィック 機能で 256X192 

ドット .32X24 文字の 美しい 画面。 ♦使いやすい JIS キーボード。 •迫力の 8 オクターブ 3 重 和音 サウンド 機能。  _ 
f_c  JISE 列 暴!57 丼- ■表示 テキスト 師 32 文字 行 (40 文字  <2« 行). グラフィック 麵面 (256X132 ドット）： カラ- 16 色 •ビデオ 馆 号. RF 信号 麵 I  0 ボ-ト ブリン タイン タ- 

フ  ▲イス  8  ヒント ハフ レ ル  MSX 仕 «  •カ セッ トイ〆 夕 -フ： イス FSKS •方式 1200  2<00 ホ- (ソフト 切換}.  MSX 力-トリノ ジ用ス d バ 2 ポート： ジョイスティック 2 ポート ■サウンド 8 オク ブ .3 置 和 杏. 特 果音㈣ | .オ- ディ オ出 力;* 子 3 サイズ 奶 0?  •  a 行 218  ■ 舟,さ《”  4 さ 

W°D® 
HOME  COMPUTER 

標準価格 ¥54, 800( 本体) 



TOSHIBA 

IQ の 差で 選べ./ 

64K バ仆の 対応 機 
0 

•ズバ ぬけた 実力 派、 RAM 容量 64K バイ ト。 

MSX-BASIC による 統一 言語で、 ソフトの 互換性を 実現。 ゲーム、 作曲、 グラフ 作成、 ビジ ネ 

ス などに 巾 広く 対応。 RAM 容量は 実装 64K バイト。 普及 タイプの 16K バイト 機 も 同時 発売。 

•最初から 慣れて おこう。 JIS 配列の 本格 キーボード 0 

•目に も 鮮やか 16 色、 迫力の 8 オクターブ *3 重 和音。 
•  RF 出力 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続 0Ko 

•面白 さ だんぜん、 2 本の ジョイスティック 端子 付 0 

•システム アップで 即 ワープロに。 群を 抜く 先進の 拡張 性。 
増設 Ko スロット、 ブリン タイン タフ エース カートリッジな どの 周辺機器 も 豊富で 目的に 

合わせて 抗張も 思いのまま。 

例えば、 ドット プリンタ II と 

漢字 ROM 力ー トリ ッジを 
組み合わせれば、 日本語 
ワードプロセッサに 早 変わ 

り。 宛名 書き や、 簡単な 文 

章 作成な ども こなします。 

さすが パソ ピア IQ。 システム アップ すれば、 すぐ ワープロに 

選べる 2 タイプ。 ボデ f カラー も それぞれ 2 色。 

m  msx マークは マイク □ソフ 
卜 社の 商標です。 

HX-10D(64K  パ イト）  65.800円 
•ボディ カラーは ブラックと レツ ドの 2 色， 

HX-10S(16K  バイト）  55.800円 
峯ボ デイ カラーは ブラックと レツ K の 2 色， 

東芝 ホーム コンピュータ 冒 網 

pasopiaM 

參 資料の ご 請求は…〒 104 東京都 中央 区 銀座 5-2-1( 東芝 ビル) 東京 芝 浦 電気㈱ ホーム コンピュータ 事業 推進 部 003(574)5359 
エネ ル ギ_と1 レ ク ト〇ニ クス 

資料 猜求券 PASOPIAIQ 

MSX マガジン 3 
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雑誌  1208 卜 3  Printed  in  Japan  1984  No. 4 

- 

g
n
.
i
A
 
 
i
s
 
 
i
f
 
 

f
7
0
f
l
 

こ
卷
第
 
3
 
号
 
通
巻
 
5
 
号
 

電話 
東京 

0 3 T C 
_
|
 
(
代
表
)
 


